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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で 新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、 大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された 終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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１．  本資料は、お客様に用途に応じた適切な弊社製品をご購入いただくための参考資料であり、本資料
      中に記載の技術情報について弊社または第三者の知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾また
      は保証するものではありません。
２．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例など全ての情報
      の使用に起因する損害、第三者の知的財産権その他の権利に対する侵害に関し、弊社は責任を負い
      ません。
３．  本資料に記載の製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいはその他
      軍事用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替および外国貿易法」
      その他輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。
４．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの全ての
      情報は本資料発行時点のものであり、弊社は本資料に記載した製品または仕様等を予告なしに変更 
      することがあります。弊社の半導体製品のご購入およびご使用に当たりましては、事前に弊社営業
      窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、弊社ホームページ(http://www.renesas.com)
      などを通じて公開される情報に常にご注意ください。
５．  本資料に記載した情報は、正確を期すため慎重に制作したものですが、万一本資料の記述の誤りに
      起因する損害がお客様に生じた場合においても、弊社はその責任を負いません。
６．  本資料に記載の製品データ、図、表などに示す技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他
      応用回路例などの情報を流用する場合は、流用する情報を単独で評価するだけでなく、システム
      全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。弊社は、適用可否に
      対する責任は負いません。
７．  本資料に記載された製品は、各種安全装置や運輸・交通用、医療用、燃焼制御用、航空宇宙用、
      原子力、海底中継用の機器・システムなど、その故障や誤動作が直接人命を脅かしあるいは人体に
      危害を及ぼすおそれのあるような機器・システムや特に高度な品質・信頼性が要求される機器・
      システムでの使用を意図して設計、製造されたものではありません（弊社が自動車用と指定する
      製品を自動車に使用する場合を除きます）。これらの用途に利用されることをご検討の際には、
      必ず事前に弊社営業窓口へご照会ください。なお、上記用途に使用されたことにより発生した損害 
      等について弊社はその責任を負いかねますのでご了承願います。
８．  第７項にかかわらず、本資料に記載された製品は、下記の用途には使用しないでください。これら  
      の用途に使用されたことにより発生した損害等につきましては、弊社は一切の責任を負いません。
        １）生命維持装置。
        ２）人体に埋め込み使用するもの。
        ３）治療行為（患部切り出し、薬剤投与等）を行うもの。
        ４）その他、直接人命に影響を与えるもの。
９．  本資料に記載された製品のご使用につき、特に最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件
      およびその他諸条件につきましては、弊社保証範囲内でご使用ください。弊社保証値を越えて製品
      をご使用された場合の故障および事故につきましては、弊社はその責任を負いません。
１０．弊社は製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、特に半導体製品はある確率で故障が
      発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。弊社製品の故障または誤動作
      が生じた場合も人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないよう、お客様の責任において
      冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計（含むハードウェアおよびソフトウェ
      ア）およびエージング処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に
      マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システム
      としての安全検証をお願いいたします。
１１．本資料に記載の製品は、これを搭載した製品から剥がれた場合、幼児が口に入れて誤飲する等の
      事故の危険性があります。お客様の製品への実装後に容易に本製品が剥がれることがなきよう、
      お客様の責任において十分な安全設計をお願いします。お客様の製品から剥がれた場合の事故に
      つきましては、弊社はその責任を負いません。
１２．本資料の全部または一部を弊社の文書による事前の承諾なしに転載または複製することを固く
      お断りいたします。
１３．本資料に関する詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点等がございましたら弊社営業
      窓口までご照会ください。

本資料ご利用に際しての留意事項
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事項

については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の記載が優

先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子を開
放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れたり、入
力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」で説明する

指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 
【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状態

は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかかる

一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレスのアクセス禁止 
【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのアドレ

スをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 
4. クロックについて 
【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロッ

クが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外部発

振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切り替えてくだ

さい。 
5. 製品間の相違について 
【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性が異

なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してく

ださい。 



 

本書の構成 

 
 
本書は、以下の構成で制作しています。 

 
1. 製品ご使用上の注意事項 

2. 本書の構成 

3. はじめに 

4. 本版で改訂された箇所 

 

改訂来歴は、前版の記載内容について訂正された主な箇所についてまとめたものです。改訂内

容のすべてについて記載したものではありませんので、詳細については、本書の本文上でご確

認ください。 

 

5. 目次 

6. 概要 

7. 各機能モジュールの説明 

・CPUおよびシステム制御系 

・内蔵周辺モジュール 

   各モジュールの機能説明の構成は、モジュールごとに異なりますが、一般的には、 

   ①特長、②入出力端子、③レジスタの説明、④動作説明、⑤使用上の注意事項、 

   などの節で構成されています。 

 

本 LSIを用いた応用システムを設計する際、注意事項を十分確認のうえ設計してください。 

各章の本文中には説明に対する注意事項と、各章の最後には使用上の注意事項があります。 

必ずお読みください（使用上の注意事項は必要により記載されます）。 

 

   8. レジスタ一覧 

   9. 電気的特性 

   10. 付録 

• 製品型名、外形寸法など 

   11. 索引 



 

はじめに 

H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ、H8S/2227グループは、内部

32ビット構成の H8S/2000 CPUを核にして、システム構成に必要な周辺機能を集積した高性能マイクロコンピュ

ータです。 

内蔵 ROMは、単一電源フラッシュメモリ（F-ZTATTM*）、マスク ROM版があり、仕様流動性の高い応用機器、

量産初期から本格的量産の各状況に応じた、迅速かつ柔軟な対応が可能です。各製品の内蔵周辺機能を以下に示

します。 

【注】 * F-ZTATは（株）ルネサス テクノロジの商標です。 
 

• 内蔵周辺機能一覧 

グループ名 H8S/2258 

グループ 

H8S/2239 

グループ 

H8S/2238 

グループ 

H8S/2237 

グループ 

H8S/2227 

グループ 

製品名 H8S/2258 

H8S/2256 

H8S/2239 H8S/2238B 

H8S/2238R 

H8S/2236B 

H8S/2236R 

H8S/2237 

H8S/2235 

H8S/2233 

H8S/2227 

H8S/2225 

H8S/2224 

H8S/2223 

バスコントローラ（BSC） ○（16ビット） ○（16ビット） ○（16ビット） ○（16ビット） ○（16ビット） 

データトランスファコントローラ

（DTC） 

○ ○ ○ ○ ○ 

DMAコントローラ（DMAC） ― ○ ― ― ― 

PCブレークコントローラ（PBC） ×2 ×2 ×2 ×2 ×2 

16ビットタイマパルスユニット

（TPU） 

×6 ×6 ×6 ×6 ×3 

8ビットタイマ（TMR） ×4 ×4 ×4 ×2 ×2 

ウォッチドッグタイマ（WDT） ×2 ×2 ×2 ×2 ×2 

シリアルコミュニケーション 

インタフェース（SCI） 

×4 ×4 ×4 ×4 ×3 

I2Cバスインタフェース（IIC） ×2（オプション）×2（オプション）×2（オプション） ― ― 

D/A変換器 ×2 ×2 ×2 ×2 ― 

A/D変換器 アナログ入力 ×8 ×8 ×8 ×8 ×8 

IEBusTM*コントローラ（IEB） ×1 ― ― ― ― 

【注】 * IEBus（Inter Equipment Bus）は NECエレクトロニクスの商標です。 
 



 

対象者 このマニュアルは、H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ、

H8S/2227グループを用いた応用システムを設計するユーザを対象としています。 

    このマニュアルを使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュータに関する

基本的な知識を必要とします。 
 
目的  このマニュアルは、H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ、

H8S/2227グループのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解していただくことを目的にしてい

ます。なお、実行命令の詳細については、「H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフトウェア

マニュアル」に記載していますのであわせてご覧ください。 
 
読み方 

• 機能全体を理解しようとするとき 

 → 目次に従って読んでください。 

  本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性の順に構成されています。 

• CPU機能の詳細を理解したいとき 

 → 別冊の「H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 

• レジスタ名が分かっていて、詳細機能を知りたいとき 

 → 本書の後ろに「索引」があります。索引からページ番号を検索してください。 

  「第26章 レジスタ一覧」にアドレス、ビット内容、初期化についてまとめています。 
 
 凡例  レジスタ表記 ：16ビットタイマパルスユニット、シリアルコミュニケーションインタフェースなど、

同一または類似した機能が複数チャネルに存在する場合に次の表記を使用します。 

XXX_N （XXXは基本レジスタ名称、Nはチャネル番号） 

    ビット表記順 ：左側が上位ビット、右側が下位ビット 

    数字の表記  ：2進数は B'xxxx、16進数は H'xxxx、10進数は xxxx 

    信号の表記  ：ローアクティブの信号にはオーババーを付けます。xxxx 

関連資料一覧 ウェブサイトに最新資料を掲載しています。入手された資料が最新版であるかを確認してください。 

       ( http://japan. renesas.com / )  
 

• H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ、H8S/2227グループに関

するユーザーズマニュアル 

資料名 資料番号 

H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ、

H8S/2227グループ ハードウェアマニュアル 

本マニュアル 

H8S/2600シリーズ、H8S/2000シリーズ ソフトウェアマニュアル RJJ09B0143 

 



 

• 開発ツール関連ユーザーズマニュアル 

資料名 資料番号 

H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラ、アセンブラ、最適化リンケージエディタ 

コンパイラパッケージ Ver.6.01ユーザーズマニュアル 

RJJ10J2552 

High-performance Embedded Workshopユーザーズマニュアル RJJ10J2550 

 

• アプリケーションノート 

資料名 資料番号 

H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラパッケージアプリケーションノート RJJ05B0558 

F-ZTATマイコンテクニカル Q＆A ADJ－502－055 

 



 

 



 

本版で改訂された箇所 

 

修正項目 ページ 修正箇所 

1.3.2 動作モード別ピン配

置一覧 

表 1.1 H8S/2258グループの

動作モード別ピン配置一覧 

1-20～ 

1-23 

表を修正 

TFP-100B

FP-100B

FP-100A 4 5 6 7

*  

 1-23 注を追加 

【注】* NCは開放としてください。 

表 1.2 H8S/2239グループの

動作モード別ピン配置一覧 

1-24 表を修正 

1TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100BV

TBP-112A *

TBP-112AV *
1

4 5 6 7

 

 1-25～ 

1-28 

表を修正 

TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100BV

TBP-112A *
1

TBP-112AV *
1

4 5 6 7

*
2

 

 1-28 注を修正 

【注】 *1 HD64F2239のみです。 

 *2 NCは開放としてください。 

表 1.3 H8S/2238グループの

動作モード別ピン配置一覧 

1-30～ 

1-33 

表を修正 

TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100BV

FP-100A *
1

FP-100AV*
1

BP-112 *
2

BP-112V *
2

TBP-112A*
2

TBP-112AV*
2

4 5 6 7

*
4

 

 1-33 注を追加 

【注】 *4 NCは開放としてください。 

表 1.4 H8S/2237グループの

動作モード別ピン配置一覧 

1-34～ 

1-37 

表を修正 

TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100A

FP-100AV

4 5 6 7 PROM

*

 

改-1 



 

修正項目 ページ 修正箇所 

1.3.2 動作モード別ピン配

置一覧 

表 1.4 H8S/2237グループの

動作モード別ピン配置一覧 

1-37 注を追加 

【注】* NCは開放としてください。 

表 1.5 H8S/2227グループの

動作モード別ピン配置一覧 

1-39～ 

1-41 

表を修正 

TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B*
1

FP-100BV *
1

FP-100A*
2

FP-100AV*
2

4 5 6 7

*
3

 

 1-41 注を追加 

【注】 *3 NCは開放としてください。 

2.3 アドレス空間 

図 2.5 アドレス空間 

2-8 図を修正 
H'00000000

H'FFFFFFFF

H'00FFFFFF

16M

LSI

 

2.6  命令セット 

表 2.1 命令の分類 

2-17 表を修正 

MOV B W L 5

POP*
1
, PUSH*

1
W L

LDM*
5
, STM*

5
L

MOVFPE*
3

*
3

, MOVTPE B  

  注を追加 

【注】 *5 STM／LDM命令を使用する場合はレジスタ ER0～ER6を使用してく

ださい。 

2.6.1 命令の機能別一覧 2-19 表を修正 

*

*
1

LDM
2

L @SP+ Rn

STM*
2

L Rn @-SP

 

  注を修正 

【注】 *1 サイズはオペランドサイズを示します。 

B：バイト 

W：ワード 

L ：ロングワード 

 *2 STM／LDM命令を使用する場合は ER0～ER6を使用してください。 
改-2 



 

修正項目 ページ 修正箇所 

5.6.5 IRQ割り込み 5-25 項目を追加 

5.6.6 NMI割り込み使用上

の注意 

  

6.3.4 低消費電力モード遷

移時の動作 

6-5 説明を修正 

•  SLEEP命令により高速  モードからサブアクティブへ遷移する場合（図 6.2

（B）） 

7.6.4 ウェイト制御 

（2） 端子ウェイトの挿入 

7-26 説明を修正 

BCRLのWAITEビットを 1にセットすると、WAIT端子によるウェイト入力が有

効になります。この状態で、外部アドレス空間をアクセスすると、まず、WCRH、

WCRLの設定に従ってプログラムウェイトが挿入されます。････ 

7.8 アイドルサイクル 

（3） チップセレクト（CS）

信号とリード（RD）信号の関

係 

図 7.23 チップセレクト

（CS）とリード（RD）の関

係 

7-31 図を修正 

RD

CS B RD

a

  ICIS1 0

b

  ICIS1 1

CS A

CS B

RD

CS A

CS B

 

9.2.5 DTC転送カウントレ

ジスタ A（CRA） 

9-4、 

9-5 

説明を修正 

リピートモードおよびブロック転送モードでは、上位 8ビットの CRAHと下位 8

ビットの CRALに分割されます。リピートモードでは CRAHは転送回数を保持し、

CRALは 8ビットの転送カウンタ（1～256）として機能します。また、ブロック転

送モードでは、CRAHはブロックサイズを保持し、CRALは 8ビットのブロックサ

イズカウンタ（1～256）として機能します。CRALは、1回のデータ転送を行うた

びにデクリメント（－1）され、カウンタ値が H'00になると、CRAHの内容が転送

されます。この動作を繰り返します。 

10.4.2  ポート 7データレジ

スタ（P7DR） 

10-17 表を修正 

R/W

7 P77DR 0 R/W

6 P76DR 0 R/W

5 P75DR 0 R/W

4 P74DR 0 R/W

3 P73DR 0 R/W

2 P72DR 0 R/W

1 P71DR 0 R/W

0 P70DR 0 R/W  

10.6.2  ポート Aデータレジ

スタ（PADR） 

10-22 表を修正 

R/W

7 4

3 PA3DR 0 R/W

2 PA2DR 0 R/W

1 PA1DR 0 R/W

0 PA0DR 0 R/W  
改-3 



 

修正項目 ページ 修正箇所 

10.10.2 ポート Eデータレ

ジスタ（PEDR） 

10-38 表を修正 

R/W

7 PE7DR 0 R/W

6 PE6DR 0 R/W

5 PE5DR 0 R/W

4 PE4DR 0 R/W

3 PE3DR 0 R/W

2 PE2DR 0 R/W

1 PE1DR 0 R/W

0 PE0DR 0 R/W  

10.11.2 ポート Fデータレ

ジスタ（PFDR） 

10-41 表を修正 

R/W

7 PF7DR 0 R/W

6 PF6DR 0 R/W

5 PF5DR 0 R/W

4 PF4DR 0 R/W

3 PF3DR 0 R/W

2 PF2DR 0 R/W

1 PF1DR 0 R/W

0 PF0DR 0 R/W  

10.12.2 ポート Gデータレ

ジスタ（PGDR） 

10-45 表を修正 

R/W

7 5

4 PG4DR 0 R/W

3 PG3DR 0 R/W

2 PG2DR 0 R/W

1 PG1DR 0 R/W

0 PG0DR 0 R/W  

10.13  未使用端子の処理 10-47 項目を追加 

11.3.1  タイマコントロール

レジスタ（TCR） 

11-9 表を修正 

R/W

4

3

CKEG1

CKEG0 0

R/W

R/W

1 0

1/2 φ/4  

φ/2 1 2 4* 5* 

φ/4 

φ/1 

φ  

13.3.1  タイマカウンタ

（TCNT） 

13-3 説明を修正 

TCNTは、リード／ライト可能な 8ビットのアップカウンタです。TCNTは、タイ

マコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）の TMEビットが０のとき、H'00

に初期化されます。 

タイマ動作中に TCNTを H'00にする場合には直接 TCNTに H'00をライトしてく

ださい。「13.6.7 TMEビットによる TCNT初期化時の注意」も参照してくださ

い。 
改-4 



 

修正項目 ページ 修正箇所 

13.6.3  PSS、CKS2～CKS0

ビットの書き換え 

13-14 説明を修正 

WDTの動作中に TCSRの PSS、CKS2～CKS0ビットを書き換えると、カウント

アップが正しく行われない場合があります。PSS、CKS2～CKS0ビットを書き換

えるときは、必ずWDTを停止させてから（TMEビットを 0にクリアしてから）行

ってください。 

13.6.7  TMEビットによる

TCNT初期化時の注意 

13-14 項目を追加 

15.3.8  スマートカードモー

ドレジスタ（SCMR） 

15-19 表を修正 

R/W

3 SDIR 0 R/W

0 LSB

1 MSB

8

7 LSB

MSB 7 0

LSB  

16.3.6 I2Cバスコントロー

ルレジスタ（ICCR） 

16-11 表を修正 

 R/W   

7 ICE 0 R/W I
2
C

1 I
2
C

SCL SDA

ICMR ICDR

SCL/SDA SCL/SDA

SAR SARX  

16.4.4  マスタ受信動作 

（1） ウェイトを利用した受

信動作 

図 16.10 マスタ受信モード

（複数バイト数受信）のフロ

ーチャート例（WAIT=1） 

16-26 図を修正 

TRS 0 ICCR

ACKB 0 ICSR

WAIT 1 ICMR

Yes

Yes

ICCR IRIC

IRIC 1

IRTR 1

No

No

No

Yes

ICDR

4

1

2

3  
8 IRIC

1
9 IRIC

5

6 IRIC

ICDR

ICCR IRIC

ICCR IRIC
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修正項目 ページ 修正箇所 

16.4.6  スレーブ送信動作 

図 16.17 スレーブ送信モー

ドフローチャート例 

16-35 図を修正 

ICCR IRIC

ICCR IRIC

TRS 0 ICCR

ICDR

IRIC 1

Yes

No

8

7

9 SCL

10

ACKE=0 ICCR

ACKB=0

 

 16-36 説明を修正 

1. スレーブ受信モードの初期設定を行い、自分のアドレス受信を待ちます。 

スレーブ受信モードの初期設定時、ICCRの ACKEビットに 1をライトして

ください。スレーブ送信モードに遷移後、アクノリッジビットの受信を有効

にするために必要になります。 

… 

4. マスタデバイスは転送フレームの 9クロック目に SDAを Lowレベルにし、

アクノリッジを返します。このアクノリッジは ICSRの ACKEビットが 1の

とき、ACKBビットに格納されるので転送動作が正常に行われたかどうか確

認することができます。… 

 16-37 説明を修正 

10. SCLが Highレベルのとき SDAが Lowレベルから Highレベルに変化し

て停止条件を検出すると、ICCRの BBSYフラグが 0にクリアされ、ICSR

の STOPフラグが 1にセットされます。同時に IRICフラグが 1にセット

されます｡IRICフラグがセットされているときは､IRICフラグを 0にクリ

アします。 

再度スレーブ送信動作を行う場合は、初期設定から実施してください。 

17.2 入出力端子 17-3 表を修正 

0 AN0 *

1 AN1 *

2 AN2

3 AN3

0

 

  注を追加 

【注】* H8S/2239グループ、H8S/2227グループ、H8S/2238R、H8S/2236Rの

AN0、AN1は Vcc＝AVcc時のみ使用可能です。 

17.8.4 アナログ電源端子ほ

かの設定範囲 

•  AVcc、AVssと Vcc、Vss

の関係 

17-15 説明を修正 

AVcc、AVssと Vcc、Vssとの関係は AVss＝Vssとし、さらに、A/D変換器を使用

しないときも AVcc、AVss端子をオープンにしないでください。また、H8S/2239

グループ、H8S/2227グループ、H8S/2238R、H8S/2236Rのアナログ入力端子 AN0、

AN1は Vcc＝AVcc時のみ使用可能となります。 
改-6 



 

修正項目 ページ 修正箇所 

27.3.2  DC特性 

表 27.14 DC特性（1） 

27-24 表を修正 
min typ max

High RES STBY NMI FWE

MD2 MD0

VIH VCC 0.9 VCC+0.3 V

EXTAL 1 3

7 A G

VCC 0.8 VCC+0.3 V

4 9*
5 VCC 0.8 AVCC+0.3 *

5
V  

  注を追加 

【注】 *5 VCC＜AVCCのとき、P40、P41の maxは VCC＋0.3Vになります。 

27.3.4 A/D変換特性 

表 27.23 A/D変換特性 

27-36 条件を修正 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V*、AVCC＝2.7～3.6V*、

Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 f＝2～16.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V*、AVCC＝2.2～3.6V*、Vref＝2.2V～AVCC、

VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～

+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V*、AVCC＝3.0～3.6V*、

Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝10.0～20.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常

仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

  注を追加 

【注】* AN0、AN1は VCC＝AVCC時のみ使用可能です。 

27.5.2  DC特性 

表 27.39 DC特性（1） 

27-56 表を修正 
min typ max

High RES STBY NMI

FWE MD2 MD0

VIH VCC 0.9 VCC+0.3 V

EXTAL 1 3

7 A G

VCC 0.8 VCC+0.3 V

4 9*
5 VCC 0.8 AVCC+0.3*

5 V  

  注を追加 

【注】 *5 VCC＜AVCCのとき、P40、P41の maxは VCC＋0.3Vになります。 

27.5.4  A/D変換特性 

表 27.47 A/D変換特性  

27-67 条件を修正 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V*、AVCC＝2.7～3.6V*、

Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、f＝2～13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様

品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版）：VCC＝2.2～3.6V*、AVCC＝2.2～3.6V*、Vref＝2.2V～AVCC、

VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V*、AVCC＝2.2～3.6V*、Vref＝2.2V～AVCC、

VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～

+85℃（広温度範囲仕様品） 

  注を追加 

【注】* AN0、AN1は VCC＝AVCC時のみ使用可能です。 
改-7 



 

修正項目 ページ 修正箇所 

27.6.2  DC特性 

表 27.51 DC特性（1） 

27-71 表を修正 

min typ max

High RES STBY NMI

MD2 MD0 FWE

VIH VCC 0.9 VCC+0.3 V

EXTAL 1 3

7 A G

VCC 0.8 VCC+0.3 V

4 9*
5 VCC 0.8 AVCC+0.3*

5
V  

  注を追加 

【注】 *5 VCC＜AVCCのとき、P40、P41の maxは VCC＋0.3Vになります。 

27.6.4 A/D変換特性 

表 27.57 A/D変換特性  

27-81 条件を修正 

条件 B（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V*、AVCC＝2.7～3.6V*、

Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様

品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V*、AVCC＝2.2～3.6V*、Vref＝2.2V～AVCC、

VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～

+85℃（広温度範囲仕様品） 

  注を追加 

【注】* AN0、AN1は VCC＝AVCC時のみ使用可能です。 

B.  型名一覧 

表 B.3 H8S/2238グループ

型名一覧 

付録-7 表を修正 

H8S/2238B 5V HD6432238B HD6432238B(***)TE 100 TQFP TFP-100B

ROM HD6432238B(***)TF 100 TQFP TFP-100G

HD6432238B(***)F 100 QFP FP-100A

HD6432238B(***)FA 100 QFP FP-100B

HD6432238BW HD6432238BW(***)TE 100 TQFP TFP-100B

HD6432238BW(***)TF 100 TQFP TFP-100G

HD6432238BW(***)F 100 QFP FP-100A

I
2
C

5V
HD6432238BW(***)FA 100 QFP FP-100B

H8S/2238R 3.0V HD6432238R HD6432238R(***)TE 100 TQFP TFP-100B

ROM 2.2V HD6432238R(***)TF 100 TQFP TFP-100G

HD6432238R(***)FA 100 QFP FP-100B

HD6432238RW HD6432238RW(***)TE 100 TQFP TFP-100B

HD6432238RW(***)TF 100 TQFP TFP-100G

I2C

3V

HD6432238RW(***)FA 100 QFP FP-100B

 

 付録-8 表を修正 

H8S/2236B 5V HD6432236B 100 TQFP TFP-100B

ROM 100 TQFP TFP-100G

100 QFP FP-100A

100 QFP FP-100B

HD6432236BW 100 TQFP TFP-100B

100 TQFP TFP-100G

100 QFP FP-100A

I
2
C

5V
100 QFP FP-100B

H8S/2236R 3.0V HD6432236R 100 TQFP TFP-100B

ROM 2.2V 100 TQFP TFP-100G

100 QFP FP-100B

HD6432236RW 100 TQFP TFP-100B

100 TQFP TFP-100G

I
2
C

3V

HD6432236B(***)TE

HD6432236B(***)TF

HD6432236B(***)F

HD6432236B(***)FA

HD6432236BW(***)TE

HD6432236BW(***)TF

HD6432236BW(***)F

HD6432236BW(***)FA

HD6432236R(***)TE

HD6432236R(***)TF

HD6432236R(***)FA

HD6432236RW(***)TE

HD6432236RW(***)TF

HD6432236RW(***)FA 100 QFP FP-100B
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修正項目 ページ 修正箇所 

C.  外形寸法図 

図 C.1 外形寸法図

（TFP-100B） 

付録-10 図を差し替え 

図 C.2 外形寸法図

（TFP-100G） 

付録-11  

図 C.3 外形寸法図

（FP-100A） 

付録-12  

図 C.4 外形寸法図

（FP-100B） 

付録-13  

図 C.5 外形寸法図（BP-112） 付録-14  

図 C.6 外形寸法図

（TBP-112A、TBP-112AV）

付録-15  
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1. 概要 

1.1 特長 
• 16ビット高速H8S/2000CPU 

H8/300CPU、H8/300HCPUとオブジェクトレベルで上位互換 

汎用レジスタ：16ビット×16本 

基本命令：65種類 

• 豊富な周辺機能 

PCブレークコントローラ 

DMAコントローラ（DMAC） 

 H8S/2239グループのみサポートします。 

データトランスファコントローラ（DTC） 

16ビットタイマパルスユニット(TPU) 

 H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ：6チャネル 

 H8S/2227グループ：3チャネル 

8ビットタイマ（TMR） 

 H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ：4チャネル 

 H8S/2237グループ、H8S/2227グループ：2チャネル 

ウォッチドッグタイマ（WDT） 

シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

 H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ：4チャネル（SCI_0～SCI_3） 

 H8S/2227グループ：3チャネル（SCI_0、SCI_1、SCI_3） 

I2Cバスインタフェース（IIC） 

 H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループにオプションです。 

10ビットA/D変換器 

8ビットD/A変換器 

 H8S/2227グループにはありません。 

IEBusコントローラ（IEB） 

 H8S/2258グループ：1チャネル 
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• 内蔵メモリ 

ROM 型名 ROM RAM 備考 

フラッシュメモリ版 HD64F2258 256Kバイト 16Kバイト  

 HD64F2239 384Kバイト 32Kバイト  

 HD64F2238B 256Kバイト 16Kバイト  

 HD64F2238R 256Kバイト 16Kバイト  

 HD64F2227 128Kバイト 16Kバイト  

PROM版 HD6472237 128Kバイト 16Kバイト  

マスク ROM版 HD6432258 256Kバイト 16Kバイト  

 HD6432258W 256Kバイト 16Kバイト  

 HD6432256 128Kバイト 8Kバイト  

 HD6432256W 128Kバイト 8Kバイト  

 HD6432239 384Kバイト 32Kバイト  

 HD6432239W 384Kバイト 32Kバイト  

 HD6432238B 256Kバイト 16Kバイト  

 HD6432238BW 256Kバイト 16Kバイト  

 HD6432238R 256Kバイト 16Kバイト  

 HD6432238RW 256Kバイト 16Kバイト  

 HD6432236B 128Kバイト 8Kバイト  

 HD6432236BW 128Kバイト 8Kバイト  

 HD6432236R 128Kバイト 8Kバイト  

 HD6432236RW 128Kバイト 8Kバイト  

 HD6432237 128Kバイト 16Kバイト  

 HD6432235 128Kバイト 4Kバイト  

 HD6432233 64Kバイト 4Kバイト  

 HD6432227 128Kバイト 16Kバイト  

 HD6432225 128Kバイト 4Kバイト  

 HD6432224 96Kバイト 4Kバイト  

 HD6432223 64Kバイト 4Kバイト  

• 汎用入出力ポート 

入出力ポート：72本 

入力ポート：10本 

• 各種低消費電力モードをサポート 
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• 小型パッケージ 

パッケージ コード*6 ボディサイズ ピンピッチ 

TQFP-100 TFP-100B、TFP-100BV 14.0×14.0mm 0.5mm 

TQFP-100*1 TFP-100G、TFP-100GV 12.0×12.0mm 0.4mm 

QFP-100*2 FP-100A、FP-100AV 14.0×20.0mm 0.65mm 

QFP-100*3 FP-100B、FP-100BV 14.0×14.0mm 0.5mm 

LFBGA-112*4 BP-112、BP-112V 10.0×10.0mm 0.8mm 

TFBGA-112*5 TBP-112A、TBP-112AV 10.0×10.0mm 0.8mm 

【注】 *1 H8S/2258グループは除きます。 

 *2 H8S/2258グループ、H8S/2238B、H8S/2236B、H8S/2237グループ、HD6432227のみです。 

 *3 HD64F2227は除きます。 

 *4 HD64F2238Rのみです。 

 *5 HD64F2238R、HD64F2239のみです。 

 *6 パッケージコードの末尾が Vのパッケージは、鉛フリー対応品です。 
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1.2 内部ブロック図 
内部ブロック図を図 1.1～図 1.5に示します。 
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図 1.1 H8S/2258グループの内部ブロック図 
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図 1.3 H8S/2238グループの内部ブロック図 
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図 1.4 H8S/2237グループの内部ブロック図 
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図 1.5 H8S/2227グループの内部ブロック図 
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1.3 端子説明 

1.3.1 ピン配置図 

（1） H8S/2258グループピン配置図 

H8S/2258グループのピン配置図を図 1.6、図 1.7に示します。 
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図 1.6 H8S/2258グループのピン配置図（TFP-100B、TFP-100BV、FP-100B、FP-100BV：上面図） 
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図 1.7 H8S/2258グループのピン配置図（FP-100A、FP-100AV：上面図） 
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（2） H8S/2239グループピン配置図 

H8S/2239グループのピン配置図を図 1.8、図 1.9に示します。 
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図 1.8 H8S/2239グループのピン配置図 
（TFP-100B、TFP-100BV、TFP-100G、TFP-100GV、FP-100B、FP-100BV：上面図） 
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図 1.9 H8S/2239グループのピン配置図（TBP-112A、TBP-112AV：上面図、HD64F2239のみ） 
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（3） H8S/2238グループピン配置図 

H8S/2238グループのピン配置図を図 1.10～図 1.12に示します。 
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図 1.10 H8S/2238グループのピン配置図 
（TFP-100B、TFP-100BV、TFP-100G、TFP-100GV、FP-100B、FP-100BV：上面図） 
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図 1.11 H8S/2238グループのピン配置図（FP-100A、FP-100AV：上面図 H8S/2238B、H8S/2236Bのみ） 
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図 1.12 H8S/2238グループのピン配置図 
（BP-112、BP-112V、TBP-112A、TBP-112AV：上面図 HD64F2238Rのみ） 
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（4） H8S/2237グループピン配置図 

H8S/2237グループのピン配置図を図 1.13、図 1.14に示します。 
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図 1.13 H8S/2237グループのピン配置図 
（TFP-100B、TFP-100BV、TFP-100G、TFP-100GV、FP-100B、FP-100BV：上面図） 
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図 1.14 H8S/2237グループのピン配置図（FP-100A、FP-100AV：上面図） 
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（5） H8S/2227グループピン配置図 

H8S/2227グループのピン配置図を図 1.15、図 1.16に示します。 
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図 1.15 H8S/2227グループのピン配置図 
（TFP-100B、TFP-100BV、TFP-100G、TFP-100GV、FP-100B*、FP-100BV*：上面図） 
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図 1.16 H8S/2227グループのピン配置図（FP-100A、FP-100AV：上面図、HD6432227のみ） 
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1.3.2 動作モード別ピン配置一覧 

動作モード別ピン配置一覧を表 1.1～表 1.5に示します。 
 

表 1.1 H8S/2258グループの動作モード別ピン配置一覧 

ピン番号   端子名   

TFP-100B 

FP-100B 

FP-100A モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリライタ 

モード* 

1 4 PE5/D5 PE5/D5 PE5/D5 PE5 OE 

2 5 PE6/D6 PE6/D6 PE6/D6 PE6 WE 

3 6 PE7/D7 PE7/D7 PE7/D7 PE7 CE 

4 7 D8 D8 D8 PD0 D0 

5 8 D9 D9 D9 PD1 D1 

6 9 D10 D10 D10 PD2 D2 

7 10 D11 D11 D11 PD3 D3 

8 11 D12 D12 D12 PD4 D4 

9 12 D13 D13 D13 PD5 D5 

10 13 D14 D14 D14 PD6 D6 

11 14 D15 D15 D15 PD7 D7 

12 15 CVCC CVCC CVCC CVCC VCC 

13 16 A0 A0 PC0/A0 PC0 A0 

14 17 VSS VSS VSS VSS VSS 

15 18 A1 A1 PC1/A1 PC1 A1 

16 19 A2 A2 PC2/A2 PC2 A2 

17 20 A3 A3 PC3/A3 PC3 A3 

18 21 A4 A4 PC4/A4 PC4 A4 

19 22 A5 A5 PC5/A5 PC5 A5 

20 23 A6 A6 PC6/A6 PC6 A6 

21 24 A7 A7 PC7/A7 PC7 A7 

22 25 PB0/A8/TIOCA3 PB0/A8/TIOCA3 PB0/A8/TIOCA3 PB0/TIOCA3 A8 

23 26 PB1/A9/TIOCB3 PB1/A9/TIOCB3 PB1/A9/TIOCB3 PB1/TIOCB3 A9 

24 27 PB2/A10/ 

TIOCC3 

PB2/A10/ 

TIOCC3 

PB2/A10/ 

TIOCC3 

PB2/TIOCC3 A10 

25 28 PB3/A11/ 

TIOCD3 

PB3/A11/ 

TIOCD3 

PB3/A11/ 

TIOCD3 

PB3/TIOCD3 A11 
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ピン番号   端子名   

TFP-100B 

FP-100B 

FP-100A モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリライタ 

モード* 

26 29 PB4/A12/ 

TIOCA4 

PB4/A12/ 

TIOCA4 

PB4/A12/ 

TIOCA4 

PB4/TIOCA4 A12 

27 30 PB5/A13/ 

TIOCB4 

PB5/A13/ 

TIOCB4 

PB5/A13/ 

TIOCB4 

PB5/TIOCB4 A13 

28 31 PB6/A14/ 

TIOCA5 

PB6/A14/ 

TIOCA5 

PB6/A14/ 

TIOCA5 

PB6/TIOCA5 A14 

29 32 PB7/A15/ 

TIOCB5 

PB7/A15/ 

TIOCB5 

PB7/A15/ 

TIOCB5 

PB7/TIOCB5 A15 

30 33 PA0/A16 PA0/A16 PA0/A16 PA0 A16 

31 34 PA1/A17/TxD2 PA1/A17/TxD2 PA1/A17/TxD2 PA1/TxD2 A17 

32 35 PA2/A18/RxD2 PA2/A18/RxD2 PA2/A18/RxD2 PA2/RxD2 A18 

33 36 PA3/A19/SCK2 PA3/A19/SCK2 PA3/A19/SCK2 PA3 /SCK2 NC 

34 37 P10/TIOCA0/A20 P10/TIOCA0/A20 P10/TIOCA0/A20 P10/TIOCA0 NC 

35 38 P11/TIOCB0/A21 P11/TIOCB0/A21 P11/TIOCB0/A21 P11/TIOCB0 NC 

36 39 P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA 

NC 

37 40 P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB 

NC 

38 41 P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

VSS 

39 42 P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

NC 

40 43 P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

VSS 

41 44 P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

NC 

42 45 AVSS AVSS AVSS AVSS VSS 

43 46 P97/DA1 P97/DA1 P97/DA1 P97/DA1 NC 

44 47 P96/DA0 P96/DA0 P96/DA0 P96/DA0 NC 

45 48 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 NC 

46 49 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 NC 

47 50 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 NC 

48 51 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 NC 

49 52 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 NC 
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ピン番号   端子名   

TFP-100B 

FP-100B 

FP-100A モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリライタ 

モード* 

50 53 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 NC 

51 54 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 NC 

52 55 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 NC 

53 56 Vref Vref Vref Vref VCC 

54 57 AVCC AVCC AVCC AVCC VCC 

55 58 MD0 MD0 MD0 MD0 VSS 

56 59 MD1 MD1 MD1 MD1 VSS 

57 60 OSC2 OSC2 OSC2 OSC2 NC 

58 61 OSC1 OSC1 OSC1 OSC1 VSS 

59 62 RES RES RES RES RES 

60 63 NMI NMI NMI NMI VCC 

61 64 STBY STBY STBY STBY VCC 

62 65 VCC VCC VCC VCC VCC 

63 66 XTAL XTAL XTAL XTAL XTAL 

64 67 VSS VSS VSS VSS VSS 

65 68 EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL 

66 69 FWE FWE FWE FWE FWE 

67 70 MD2 MD2 MD2 MD2 VSS 

68 71 PF7/φ PF7/φ PF7/φ PF7/φ NC 

69 72 AS AS AS PF6 NC 

70 73 RD RD RD PF5 NC 

71 74 HWR HWR HWR PF4 NC 

72 75 PF3/LWR/ 

ADTRG/IRQ3 

PF3/LWR/ 

ADTRG/IRQ3 

PF3/LWR/ 

ADTRG/IRQ3 

PF3/ADTRG/ 

IRQ3 

NC 

73 76 PF2/WAIT PF2/WAIT PF2/WAIT PF2 NC 

74 77 PF1/BACK/BUZZ PF1/BACK/BUZZ PF1/BACK/BUZZ PF1/BUZZ NC 

75 78 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/IRQ2 VCC 

76 79 P30/TxD0 P30/TxD0 P30/TxD0 P30/TxD0 NC 

77 80 P31/RxD1 P31/RxD1 P31/RxD1 P31/RxD1 NC 

78 81 P32/SCK0/SDA1/ 

IRQ4 

P32/SCK0/SDA1/I

RQ4 

P32/SCK0/SDA1/ 

IRQ4 

P32/SCK0/SDA1/I

RQ4 

NC 

79 82 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 NC 

80 83 P34/RxD1/SDA0 P34/RxD1/SDA0 P34/RxD1/SDA0 P34/RxD1/SDA0 NC 
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ピン番号   端子名   

TFP-100B 

FP-100B 

FP-100A モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリライタ 

モード* 

81 84 P35/SCK1/SCL0/ 

IRQ5 

P35/SCK1/SCL0/I

RQ5 

P35/SCK1/SCL0/ 

IRQ5 

P35/SCK1/SCL0/I

RQ5 

NC 

82 85 P36 P36 P36 P36 NC 

83 86 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 NC 

84 87 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 NC 

85 88 P75/TMO3/SCK3 P75/TMO3/SCK3 P75/TMO3/SCK3 P75/TMO3/SCK3 NC 

86 89 P74/TMO2/ 

MRES 

P74/TMO2/ 

MRES 

P74/TMO2/ 

MRES 

P74/TMO2/ 

MRES 

NC 

87 90 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1 NC 

88 91 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0 NC 

89 92 P71/TMRI23/ 

TMCI23/CS5 

P71/TMRI23/ 

TMCI23/CS5 

P71/TMRI23/ 

TMCI23/CS5 

P71/TMRI23/ 

TMCI23 

NC 

90 93 P70/TMRI01/ 

TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01 

NC 

91 94 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 NC 

92 95 PG1/CS3/IRQ7 PG1/CS3/IRQ7 PG1/CS3/IRQ7 PG1/IRQ7 NC 

93 96 PG2/Tx/CS2 PG2/Tx/CS2 PG2/Tx/CS2 PG2/Tx NC 

94 97 PG3/Rx/CS1 PG3/Rx/CS1 PG3/Rx/CS1 PG3/Rx NC 

95 98 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4 NC 

96 99 PE0/D0 PE0/D0 PE0/D0 PE0 NC 

97 100 PE1/D1 PE1/D1 PE1/D1 PE1 NC 

98 1 PE2/D2 PE2/D2 PE2/D2 PE2 NC 

99 2 PE3/D3 PE3/D3 PE3/D3 PE3 VCC 

100 3 PE4/D4 PE4/D4 PE4/D4 PE4 VSS 

【注】 * NCは開放としてください。 
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表 1.2 H8S/2239グループの動作モード別ピン配置一覧 

ピン番号   端子名   

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

TBP-112A*1

TBP-112AV*1

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタモード 

1 B2 PE5/D5 PE5/D5 PE5/D5 PE5 OE 

2 B1 PE6/D6 PE6/D6 PE6/D6 PE6 WE 

3 D4 PE7/D7 PE7/D7 PE7/D7 PE7 CE  

4 C2 D8 D8 D8 PD0 D0 

5 C1 D9 D9 D9 PD1 D1 

6 D3 D10 D10 D10 PD2 D2 

7 D2 D11 D11 D11 PD3 D3 

8 D1 D12 D12 D12 PD4 D4 

9 E4 D13 D13 D13 PD5 D5 

10 E3 D14 D14 D14 PD6 D6 

11 E1 D15 D15 D15 PD7 D7 

12 E2、F3 CVCC CVCC CVCC CVCC VCC 

13 F1 A0 A0 PC0/A0 PC0 A0 

14 F2、F4 VSS VSS VSS VSS VSS 

15 G1 A1 A1 PC1/A1 PC1 A1 

16 G2 A2 A2 PC2/A2 PC2 A2 

17 G3 A3 A3 PC3/A3 PC3 A3 

18 H1 A4 A4 PC4/A4 PC4 A4 

19 G4 A5 A5 PC5/A5 PC5 A5 

20 H2 A6 A6 PC6/A6 PC6 A6 

21 J1 A7 A7 PC7/A7 PC7 A7 

22 H3 PB0/A8/TIOCA3 PB0/A8/TIOCA3 PB0/A8/TIOCA3 PB0/TIOCA3 A8 

23 J2 PB1/A9/TIOCB3 PB1/A9/TIOCB3 PB1/A9/TIOCB3 PB1/TIOCB3 A9 

24 K1 PB2/A10/ 

TIOCC3 

PB2/A10/ 

TIOCC3 

PB2/A10/ 

TIOCC3 

PB2/TIOCC3 A10 

25 J3 PB3/A11/ 

TIOCD3 

PB3/A11/ 

TIOCD3 

PB3/A11/ 

TIOCD3 

PB3/TIOCD3 A11 
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ピン番号   端子名   

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

TBP-112A*1

TBP-112AV*1

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタモード*2 

26 K2 PB4/A12/ 

TIOCA4 

PB4/A12/ 

TIOCA4 

PB4/A12/ 

TIOCA4 

PB4/TIOCA4 A12 

27 L2 PB5/A13/ 

TIOCB4 

PB5/A13/ 

TIOCB4 

PB5/A13/ 

TIOCB4 

PB5/TIOCB4 A13 

28 H4 PB6/A14/ 

TIOCA5 

PB6/A14/ 

TIOCA5 

PB6/A14/ 

TIOCA5 

PB6/TIOCA5 A14 

29 K3 PB7/A15/ 

TIOCB5 

PB7/A15/ 

TIOCB5 

PB7/A15/ 

TIOCB5 

PB7/TIOCB5 A15 

30 L3 PA0/A16 PA0/A16 PA0/A16 PA0 A16 

31 J4 PA1/A17/TxD2 PA1/A17/TxD2 PA1/A17/TxD2 PA1/TxD2 A17 

32 K4 PA2/A18/RxD2 PA2/A18/RxD2 PA2/A18/RxD2 PA2/RxD2 A18 

33 L4 PA3/A19/SCK2 PA3/A19/SCK2 PA3/A19/SCK2 PA3/SCK2 NC 

34 H5 P10/TIOCA0/ 

DACK0/A20 

P10/TIOCA0/ 

DACK0/A20 

P10/TIOCA0/ 

DACK0/A20 

P10/TIOCA0/ 

DACK0 

NC 

35 J5 P11/TIOCB0/ 

DACK1/A21 

P11/TIOCB0/ 

DACK1/A21 

P11/TIOCB0/ 

DACK1/A21 

P11/TIOCB0/ 

DACK1 

NC 

36 L5 P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA 

NC 

37 K5 P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB 

NC 

38 J6 P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

VSS 

39 L6 P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

NC 

40 K6 P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

VSS 

41 H6 P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

NC 

42 K7、L7 AVSS AVSS AVSS AVSS VSS 

43 J7 P97/DA1 P97/DA1 P97/DA1 P97/DA1 NC 

44 L8 P96/DA0 P96/DA0 P96/DA0 P96/DA0 NC 

45 H7 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 NC 
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ピン番号   端子名   

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

TBP-112A*1

TBP-112AV*1

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタモード*2 

46 K8 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 NC 

47 L9 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 NC 

48 J8 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 NC 

49 K9 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 NC 

50 L10 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 NC 

51 K10 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 NC 

52 K11 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 NC 

53 H8 Vref Vref Vref Vref VCC 

54 J10 AVCC AVCC AVCC AVCC VCC 

55 J11 MD0 MD0 MD0 MD0 VSS 

56 H9 MD1 MD1 MD1 MD1 VSS 

57 H10 OSC2 OSC2 OSC2 OSC2 NC 

58 H11 OSC1 OSC1 OSC1 OSC1 VSS 

59 G8 RES RES RES RES RES 

60 G9 NMI NMI NMI NMI VCC 

61 G11 STBY STBY STBY STBY VCC 

62 F9、G10 VCC VCC VCC VCC VCC 

63 F11 XTAL XTAL XTAL XTAL XTAL 

64 F8、F10 VSS VSS VSS VSS VSS 

65 E11 EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL 

66 E10 FWE FWE FWE FWE FWE 

67 E9 MD2 MD2 MD2 MD2 VSS 

68 D11 PF7/φ PF7/φ PF7/φ PF7/φ NC 

69 E8 AS AS AS PF6 NC 

70 D10 RD RD RD PF5 NC 

71 C11 HWR HWR HWR PF4 NC 

72 D9 PF3/LWR/ 

ADTRG/IRQ3 

PF3/LWR/ 

ADTRG/IRQ3 

PF3/LWR/ 

ADTRG/IRQ3 

PF3/ADTRG/ 

IRQ3 

NC 

 



1. 概要 

Rev.6.00  2010.03.18  1-27 
RJJ09B0171-0600 

 

ピン番号   端子名   

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

TBP-112A*1

TBP-112AV*1

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタモード*2 

73 C10 PF2/WAIT PF2/WAIT PF2/WAIT PF2 NC 

74 B11 PF1/BACK/ 

BUZZ 

PF1/BACK/ 

BUZZ 

PF1/BACK/ 

BUZZ 

PF1/BUZZ NC 

75 C9 PF0/BREQ/ 

IRQ2 

PF0/BREQ/ 

IRQ2 

PF0/BREQ/ 

IRQ2 

PF0/IRQ2 VCC 

76 A10 P30/TxD0 P30/TxD0 P30/TxD0 P30/TxD0 NC 

77 D8 P31/RxD0 P31/RxD0 P31/RxD0 P31/RxD0 NC 

78 B9 P32/SCK0/ 

SDA1/IRQ4 

P32/SCK0/ 

SDA1/IRQ4 

P32/SCK0/ 

SDA1/IRQ4 

P32/SCK0/ 

SDA1/IRQ4 

NC 

79 A9 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 NC 

80 C8 P34/RxD1/ 

SDA0 

P34/RxD1/ 

SDA0 

P34/RxD1/ 

SDA0 

P34/RxD1/ 

SDA0 

NC 

81 B8 P35/SCK1/ 

SCL0/IRQ5 

P35/SCK1/ 

SCL0/IRQ5 

P35/SCK1/ 

SCL0/IRQ5 

P35/SCK1/ 

SCL0/IRQ5 

NC 

82 A8 P36 P36 P36 P36 NC 

83 D7 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 NC 

84 C7 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 NC 

85 A7 P75/TMO3/ 

SCK3 

P75/TMO3/ 

SCK3 

P75/TMO3/ 

SCK3 

P75/TMO3/ 

SCK3 

NC 

86 B7 P74/TMO2/ 

MRES 

P74/TMO2/ 

MRES 

P74/TMO2/ 

MRES 

P74/TMO2/ 

MRES 

NC 

87 C6 P73/TMO1/ 

TEND1/CS7 

P73/TMO1/ 

TEND1/CS7 

P73/TMO1/ 

TEND1/CS7 

P73/TMO1/ 

TEND1 

NC 

88 A6 P72/TMO0 / 

TEND0/CS6 

P72/TMO0/ 

TEND0/CS6 

P72/TMO0/ 

TEND0/CS6 

P72/TMO0/ 

TEND0 

NC 

89 B6 P71/TMRI23/ 

TMCI23/DREQ1/

CS5 

P71/TMRI23/ 

TMCI23/DREQ1/

CS5 

P71/TMRI23/ 

TMCI23/DREQ1/

CS5 

P71/TMRI23/ 

TMCI23/DREQ1 

NC 

90 D6 P70/TMRI01/ 

TMCI01/DREQ0/

CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01/DREQ0/

CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01/DREQ0/

CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01/DREQ0 

NC 
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ピン番号   端子名   

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

TBP-112A*1

TBP-112AV*1

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタモード*2 

91 A5 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 NC 

92 B5 PG1/CS3/IRQ7 PG1/CS3/IRQ7 PG1/CS3/IRQ7 PG1/IRQ7 NC 

93 C5 PG2/CS2 PG2/CS2 PG2/CS2 PG2 NC 

94 A4 PG3/CS1 PG3/CS1 PG3/CS1 PG3 NC 

95 D5 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4 NC 

96 B4 PE0/D0 PE0/D0 PE0/D0 PE0 NC 

97 A3 PE1/D1 PE1/D1 PE1/D1 PE1 NC 

98 C4 PE2/D2 PE2/D2 PE2/D2 PE2 NC 

99 B3 PE3/D3 PE3/D3 PE3/D3 PE3 VCC 

100 A2 PE4/D4 PE4/D4 PE4/D4 PE4 VSS 

【注】 *1 HD64F2239のみです。 

 *2 NCは開放としてください。 
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表 1.3 H8S/2238グループの動作モード別ピン配置一覧 

ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

FP-100A*1 

FP-100AV*1

BP-112*2 

BP-112V*2 

TBP-112A*2

TBP-112AV*2

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタ 

モード 

1 4 B2 PE5/D5 PE5/D5 PE5/D5 PE5 OE 

2 5 B1 PE6/D6 PE6/D6 PE6/D6 PE6 WE 

3 6 D4 PE7/D7 PE7/D7 PE7/D7 PE7 CE  

4 7 C2 D8 D8 D8 PD0 D0 

5 8 C1 D9 D9 D9 PD1 D1 

6 9 D3 D10 D10 D10 PD2 D2 

7 10 D2 D11 D11 D11 PD3 D3 

8 11 D1 D12 D12 D12 PD4 D4 

9 12 E4 D13 D13 D13 PD5 D5 

10 13 E3 D14 D14 D14 PD6 D6 

11 14 E1 D15 D15 D15 PD7 D7 

12 15 E2、F3 CVCC CVCC CVCC CVCC VCC 

13 16 F1 A0 A0 PC0/A0 PC0 A0 

14 17 F2、F4 VSS VSS VSS VSS VSS 

15 18 G1 A1 A1 PC1/A1 PC1 A1 

16 19 G2 A2 A2 PC2/A2 PC2 A2 

17 20 G3 A3 A3 PC3/A3 PC3 A3 

18 21 H1 A4 A4 PC4/A4 PC4 A4 

19 22 G4 A5 A5 PC5/A5 PC5 A5 

20 23 H2 A6 A6 PC6/A6 PC6 A6 

21 24 J1 A7 A7 PC7/A7 PC7 A7 

22 25 H3 PB0/A8/TIOCA3 PB0/A8/TIOCA3 PB0/A8/TIOCA3 PB0/TIOCA3 A8 

23 26 J2 PB1/A9/TIOCB3 PB1/A9/TIOCB3 PB1/A9/TIOCB3 PB1/TIOCB3 A9 

24 27 K1 PB2/A10/ 

TIOCC3 

PB2/A10/ 

TIOCC3 

PB2/A10/ 

TIOCC3 

PB2/TIOCC3 A10 

25 28 J3 PB3/A11/ 

TIOCD3 

PB3/A11/ 

TIOCD3 

PB3/A11/ 

TIOCD3 

PB3/TIOCD3 A11 

26 29 K2 PB4/A12/ 

TIOCA4 

PB4/A12/ 

TIOCA4 

PB4/A12/ 

TIOCA4 

PB4/TIOCA4 A12 

 



1. 概要 

Rev.6.00  2010.03.18  1-30 
RJJ09B0171-0600 

 

ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

FP-100A*1 

FP-100AV*1

BP-112*2 

BP-112V*2 

TBP-112A*2

TBP-112AV*2

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタ 

モード*4 

27 30 L2 PB5/A13/ 

TIOCB4 

PB5/A13/ 

TIOCB4 

PB5/A13/ 

TIOCB4 

PB5/TIOCB4 A13 

28 31 H4 PB6/A14/ 

TIOCA5 

PB6/A14/ 

TIOCA5 

PB6/A14/ 

TIOCA5 

PB6/TIOCA5 A14 

29 32 K3 PB7/A15/ 

TIOCB5 

PB7/A15/ 

TIOCB5 

PB7/A15/ 

TIOCB5 

PB7/TIOCB5 A15 

30 33 L3 PA0/A16 PA0/A16 PA0/A16 PA0 A16 

31 34 J4 PA1/A17/TxD2 PA1/A17/TxD2 PA1/A17/TxD2 PA1/TxD2 A17 

32 35 K4 PA2/A18/RxD2 PA2/A18/RxD2 PA2/A18/RxD2 PA2/RxD2 A18 

33 36 L4 PA3/A19/SCK2 PA3/A19/SCK2 PA3/A19/SCK2 PA3/SCK2 NC 

34 37 H5 P10/TIOCA0/ 

A20 

P10/TIOCA0/ 

A20 

P10/TIOCA0/ 

A20 

P10/TIOCA0 NC 

35 38 J5 P11/TIOCB0/ 

A21 

P11/TIOCB0/ 

A21 

P11/TIOCB0/ 

A21 

P11/TIOCB0 NC 

36 39 L5 P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA 

NC 

37 40 K5 P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB 

NC 

38 41 J6 P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

P14/TIOCA1/ 

IRQ0 

VSS 

39 42 L6 P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

NC 

40 43 K6 P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

P16/TIOCA2/ 

IRQ1 

VSS 

41 44 H6 P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

NC 

42 45 K7、L7 AVSS AVSS AVSS AVSS VSS 

43 46 J7 P97/DA1 P97/DA1 P97/DA1 P97/DA1 NC 

44 47 L8 P96/DA0 P96/DA0 P96/DA0 P96/DA0 NC 

45 48 H7 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 NC 

46 49 K8 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 NC 

47 50 L9 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 NC 
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ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

FP-100A*1 

FP-100AV*1

BP-112*2 

BP-112V*2 

TBP-112A*2

TBP-112AV*2

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタ 

モード*4 

48 51 J8 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 NC 

49 52 K9 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 NC 

50 53 L10 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 NC 

51 54 K10 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 NC 

52 55 K11 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 NC 

53 56 H8 Vref Vref Vref Vref VCC 

54 57 J10 AVCC AVCC AVCC AVCC VCC 

55 58 J11 MD0 MD0 MD0 MD0 VSS 

56 59 H9 MD1 MD1 MD1 MD1 VSS 

57 60 H10 OSC2 OSC2 OSC2 OSC2 NC 

58 61 H11 OSC1 OSC1 OSC1 OSC1 VSS 

59 62 G8 RES RES RES RES RES 

60 63 G9 NMI NMI NMI NMI VCC 

61 64 G11 STBY STBY STBY STBY VCC 

62 65 F9、G10 VCC VCC VCC VCC VCC 

63 66 F11 XTAL XTAL XTAL XTAL XTAL 

64 67 F8、F10 VSS VSS VSS VSS VSS 

65 68 E11 EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL 

66 69 E10 FWE FWE FWE FWE FWE 

67 70 E9 MD2 MD2 MD2 MD2 VSS 

68 71 D11 PF7/φ PF7/φ PF7/φ PF7/φ NC 

69 72 E8 AS AS AS PF6 NC 

70 73 D10 RD RD RD PF5 NC 

71 74 C11 HWR HWR HWR PF4 NC 

72 75 D9 PF3/LWR/ 

ADTRG/IRQ3 

PF3/LWR/ 

ADTRG/IRQ3 

PF3/LWR/ 

ADTRG/IRQ3 

PF3/ADTRG/ 

IRQ3 

NC*3 

73 76 C10 PF2/WAIT PF2/WAIT PF2/WAIT PF2 NC 

74 77 B11 PF1/BACK/ 

BUZZ 

PF1/BACK/ 

BUZZ 

PF1/BACK/ 

BUZZ 

PF1/BUZZ NC 
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ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

FP-100A*1 

FP-100AV*1

BP-112*2 

BP-112V*2 

TBP-112A*2

TBP-112AV*2

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタ 

モード*4 

75 78 C9 PF0/BREQ/ 

IRQ2 

PF0/BREQ/ 

IRQ2 

PF0/BREQ/ 

IRQ2 

PF0/IRQ2 VCC 

76 79 A10 P30/TxD0 P30/TxD0 P30/TxD0 P30/TxD0 NC 

77 80 D8 P31/RxD0 P31/RxD0 P31/RxD0 P31/RxD0 NC 

78 81 B9 P32/SCK0/ 

SDA1/IRQ4 

P32/SCK0/ 

SDA1/IRQ4 

P32/SCK0/ 

SDA1/IRQ4 

P32/SCK0/ 

SDA1/IRQ4 

NC 

79 82 A9 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/SCL1 P33/TxD1/ 

SCL1 

NC 

80 83 C8 P34/RxD1/ 

SDA0 

P34/RxD1/ 

SDA0 

P34/RxD1/ 

SDA0 

P34/RxD1/ 

SDA0 

NC 

81 84 B8 P35/SCK1/ 

SCL0/IRQ5 

P35/SCK1/ 

SCL0/IRQ5 

P35/SCK1/ 

SCL0/IRQ5 

P35/SCK1/ 

SCL0/IRQ5 

NC 

82 85 A8 P36 P36 P36 P36 NC 

83 86 D7 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 NC 

84 87 C7 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 NC 

85 88 A7 P75/TMO3/ 

SCK3 

P75/TMO3/ 

SCK3 

P75/TMO3/ 

SCK3 

P75/TMO3/ 

SCK3 

NC 

86 89 B7 P74/TMO2/ 

MRES 

P74/TMO2/ 

MRES 

P74/TMO2/ 

MRES 

P74/TMO2/ 

MRES 

NC 

87 90 C6 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1 NC 

88 91 A6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0 NC 

89 92 B6 P71/TMRI23/ 

TMCI23/CS5 

P71/TMRI23/ 

TMCI23/CS5 

P71/TMRI23/ 

TMCI23/CS5 

P71/TMRI23/ 

TMCI23 

NC 

90 93 D6 P70/TMRI01/ 

TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01 

NC 

91 94 A5 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 NC 

92 95 B5 PG1/CS3/IRQ7 PG1/CS3/IRQ7 PG1/CS3/IRQ7 PG1/IRQ7 NC 

93 96 C5 PG2/CS2 PG2/CS2 PG2/CS2 PG2 NC 

94 97 A4 PG3/CS1 PG3/CS1 PG3/CS1 PG3 NC 

95 98 D5 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4 NC 

96 99 B4 PE0/D0 PE0/D0 PE0/D0 PE0 NC 
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ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

FP-100A*1 

FP-100AV*1

BP-112*2 

BP-112V*2 

TBP-112A*2

TBP-112AV*2

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタ 

モード*4 

97 100 A3 PE1/D1 PE1/D1 PE1/D1 PE1 NC 

98 1 C4 PE2/D2 PE2/D2 PE2/D2 PE2 NC 

99 2 B3 PE3/D3 PE3/D3 PE3/D3 PE3 VCC 

100 3 A2 PE4/D4 PE4/D4 PE4/D4 PE4 VSS 

【注】 *1 H8S/2238B、H8S/2236Bのみです。 

 *2 HD64F2238Rのみです。 

 *3 H8S/2238B、H8S/2236Bでは Vcc。 

 *4 NCは開放としてください。 
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表 1.4 H8S/2237グループの動作モード別ピン配置一覧 

ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

FP-100A

FP-100AV

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 PROM 

モード* 

1 4 PE5/D5 PE5/D5 PE5/D5 PE5 NC 

2 5 PE6/D6 PE6/D6 PE6/D6 PE6 NC 

3 6 PE7/D7 PE7/D7 PE7/D7 PE7 NC  

4 7 D8 D8 D8 PD0 D0 

5 8 D9 D9 D9 PD1 D1 

6 9 D10 D10 D10 PD2 D2 

7 10 D11 D11 D11 PD3 D3 

8 11 D12 D12 D12 PD4 D4 

9 12 D13 D13 D13 PD5 D5 

10 13 D14 D14 D14 PD6 D6 

11 14 D15 D15 D15 PD7 D7 

12 15 VCC VCC VCC VCC VCC 

13 16 A0 A0 PC0/A0 PC0 A0 

14 17 VSS VSS VSS VSS VSS 

15 18 A1 A1 PC1/A1 PC1 A1 

16 19 A2 A2 PC2/A2 PC2 A2 

17 20 A3 A3 PC3/A3 PC3 A3 

18 21 A4 A4 PC4/A4 PC4 A4 

19 22 A5 A5 PC5/A5 PC5 A5 

20 23 A6 A6 PC6/A6 PC6 A6 

21 24 A7 A7 PC7/A7 PC7 A7 

22 25 PB0/A8/TIOCA3 PB0/A8/TIOCA3 PB0/A8/TIOCA3 PB0/TIOCA3 A8 

23 26 PB1/A9/TIOCB3 PB1/A9/TIOCB3 PB1/A9/TIOCB3 PB1/TIOCB3 OE 

24 27 PB2/A10/TIOCC3 PB2/A10/TIOCC3 PB2/A10/TIOCC3 PB2/TIOCC3 A10 

25 28 PB3/A11/TIOCD3 PB3/A11/TIOCD3 PB3/A11/TIOCD3 PB3/TIOCD3 A11 

26 29 PB4/A12/TIOCA4 PB4/A12/TIOCA4 PB4/A12/TIOCA4 PB4/TIOCA4 A12 

27 30 PB5/A13/TIOCB4 PB5/A13/TIOCB4 PB5/A13/TIOCB4 PB5/TIOCB4 A13 

28 31 PB6/A14/TIOCA5 PB6/A14/TIOCA5 PB6/A14/TIOCA5 PB6/TIOCA5 A14 

29 32 PB7/A15/TIOCB5 PB7/A15/TIOCB5 PB7/A15/TIOCB5 PB7/TIOCB5 A15 

30 33 PA0/A16 PA0/A16 PA0/A16 PA0 A16 
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ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

FP-100A

FP-100AV

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 PROM 

モード* 

31 34 PA1/A17/TxD2 PA1/A17/TxD2 PA1/A17/TxD2 PA1/TxD2 VCC 

32 35 PA2/A18/RxD2 PA2/A18/RxD2 PA2/A18/RxD2 PA2/RxD2 VCC 

33 36 PA3/A19/SCK2 PA3/A19/SCK2 PA3/A19/SCK2 PA3/SCK2 NC 

34 37 P10/TIOCA0/A20 P10/TIOCA0/A20 P10/TIOCA0/A20 P10/TIOCA0 NC 

35 38 P11/TIOCB0/A21 P11/TIOCB0/A21 P11/TIOCB0/A21 P11/TIOCB0 NC 

36 39 P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA 

NC 

37 40 P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB 

NC 

38 41 P14/TIOCA1/IRQ0 P14/TIOCA1/IRQ0 P14/TIOCA1/IRQ0 P14/TIOCA1/IRQ0 NC 

39 42 P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

NC 

40 43 P16/TIOCA2/IRQ1 P16/TIOCA2/IRQ1 P16/TIOCA2/IRQ1 P16/TIOCA2/IRQ1 NC 

41 44 P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

NC 

42 45 AVSS AVSS AVSS AVSS VSS 

43 46 P97/DA1 P97/DA1 P97/DA1 P97/DA1 NC 

44 47 P96/DA0 P96/DA0 P96/DA0 P96/DA0 NC 

45 48 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 NC 

46 49 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 NC 

47 50 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 NC 

48 51 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 NC 

49 52 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 NC 

50 53 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 NC 

51 54 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 NC 

52 55 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 NC 

53 56 Vref Vref Vref Vref VCC 

54 57 AVCC AVCC AVCC AVCC VCC 

55 58 MD0 MD0 MD0 MD0 VSS 

56 59 MD1 MD1 MD1 MD1 VSS 

57 60 OSC2 OSC2 OSC2 OSC2 NC 

58 61 OSC1 OSC1 OSC1 OSC1 NC 
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ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

FP-100A

FP-100AV

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 PROM 

モード* 

59 62 RES RES RES RES VPP 

60 63 NMI NMI NMI NMI A9 

61 64 STBY STBY STBY STBY VSS 

62 65 VCC VCC VCC VCC VCC 

63 66 XTAL XTAL XTAL XTAL NC 

64 67 VSS VSS VSS VSS VSS 

65 68 EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL NC 

66 69 FWE FWE FWE FWE NC 

67 70 MD2 MD2 MD2 MD2 VSS 

68 71 PF7/φ PF7/φ PF7/φ PF7/φ NC 

69 72 AS AS AS PF6 NC 

70 73 RD RD RD PF5 NC 

71 74 HWR HWR HWR PF4 NC 

72 75 PF3/LWR/ADTRG/

IRQ3 

PF3/LWR/ADTRG/

IRQ3 

PF3/LWR/ADTRG/ 

IRQ3 

PF3/ADTRG/IRQ3 NC 

73 76 PF2/WAIT PF2/WAIT PF2/WAIT PF2 CE 

74 77 PF1/BACK/BUZZ PF1/BACK/BUZZ PF1/BACK/BUZZ PF1/BUZZ PGM 

75 78 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/IRQ2 NC 

76 79 P30/TxD0 P30/TxD0 P30/TxD0 P30/TxD0 NC 

77 80 P31/RxD0 P31/RxD0 P31/RxD0 P31/RxD0 NC 

78 81 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 NC 

79 82 P33/TxD1 P33/TxD1 P33/TxD1 P33/TxD1 NC 

80 83 P34/RxD1 P34/RxD1 P34/RxD1 P34/RxD1 NC 

81 84 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 NC 

82 85 P36 P36 P36 P36 NC 

83 86 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 NC 

84 87 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 NC 

85 88 P75/SCK3 P75/SCK3 P75/SCK3 P75/SCK3 NC 

86 89 P74/MRES P74/MRES P74/MRES P74/MRES NC 

87 90 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1 NC 

88 91 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0 NC 
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ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B 

FP-100BV 

FP-100A

FP-100AV

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 PROM 

モード* 

89 92 P71/CS5 P71/CS5 P71/CS5 P71 NC 

90 93 P70/TMRI01/ 

TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 

TMCI01 

NC 

91 94 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 NC 

92 95 PG1/CS3/IRQ7 PG1/CS3/IRQ7 PG1/CS3/IRQ7 PG1/IRQ7 NC 

93 96 PG2/CS2 PG2/CS2 PG2/CS2 PG2 NC 

94 97 PG3/CS1 PG3/CS1 PG3/CS1 PG3 NC 

95 98 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4 NC 

96 99 PE0/D0 PE0/D0 PE0/D0 PE0 NC 

97 100 PE1/D1 PE1/D1 PE1/D1 PE1 NC 

98 1 PE2/D2 PE2/D2 PE2/D2 PE2 NC 

99 2 PE3/D3 PE3/D3 PE3/D3 PE3 NC 

100 3 PE4/D4 PE4/D4 PE4/D4 PE4 NC 

【注】 * NCは開放としてください。 
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表 1.5 H8S/2227グループの動作モード別ピン配置一覧 

ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B*1 

FP-100BV*1 

FP-100A*2 

FP-100AV*2

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタ 

モード 

1 4 PE5/D5 PE5/D5 PE5/D5 PE5 OE 

2 5 PE6/D6 PE6/D6 PE6/D6 PE6 WE 

3 6 PE7/D7 PE7/D7 PE7/D7 PE7 CE 

4 7 D8 D8 D8 PD0 D0 

5 8 D9 D9 D9 PD1 D1 

6 9 D10 D10 D10 PD2 D2 

7 10 D11 D11 D11 PD3 D3 

8 11 D12 D12 D12 PD4 D4 

9 12 D13 D13 D13 PD5 D5 

10 13 D14 D14 D14 PD6 D6 

11 14 D15 D15 D15 PD7 D7 

12 15 VCC VCC VCC VCC VCC 

13 16 A0 A0 PC0/A0 PC0 A0 

14 17 VSS VSS VSS VSS VSS 

15 18 A1 A1 PC1/A1 PC1 A1 

16 19 A2 A2 PC2/A2 PC2 A2 

17 20 A3 A3 PC3/A3 PC3 A3 

18 21 A4 A4 PC4/A4 PC4 A4 

19 22 A5 A5 PC5/A5 PC5 A5 

20 23 A6 A6 PC6/A6 PC6 A6 

21 24 A7 A7 PC7/A7 PC7 A7 

22 25 PB0/A8 PB0/A8 PB0/A8 PB0 A8 

23 26 PB1/A9 PB1/A9 PB1/A9  PB1 A9 

24 27 PB2/A10 PB2/A10 PB2/A10 PB2 A10 

25 28 PB3/A11 PB3/A11 PB3/A11 PB3 A11 

26 29 PB4/A12 PB4/A12 PB4/A12 PB4 A12 

27 30 PB5/A13 PB5/A13 PB5/A13 PB5 A13 

28 31 PB6/A14 PB6/A14 PB6/A14 PB6 A14 

29 32 PB7/A15 PB7/A15 PB7/A15 PB7 A15 

30 33 PA0/A16 PA0/A16 PA0/A16 PA0 A16 
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ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B*1 

FP-100BV*1 

FP-100A*2 

FP-100AV*2

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタ 

モード*3 

31 34 PA1/A17 PA1/A17 PA1/A17 PA1 A17 

32 35 PA2/A18 PA2/A18 PA2/A18 PA2 A18 

33 36 PA3/A19 PA3/A19 PA3/A19 PA3 NC 

34 37 P10/TIOCA0/A20 P10/TIOCA0/A20 P10/TIOCA0/A20 P10/TIOCA0 NC 

35 38 P11/TIOCB0/A21 P11/TIOCB0/A21 P11/TIOCB0/A21 P11/TIOCB0 NC 

36 39 P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P12/TIOCC0/ 

TCLKA 

NC 

37 40 P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB 

NC 

38 41 P14/TIOCA1/IRQ0 P14/TIOCA1/IRQ0 P14/TIOCA1/IRQ0 P14/TIOCA1/IRQ0 VSS 

39 42 P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

P15/TIOCB1/ 

TCLKC 

NC 

40 43 P16/TIOCA2/IRQ1 P16/TIOCA2/IRQ1 P16/TIOCA2/IRQ1 P16/TIOCA2/IRQ1 VSS 

41 44 P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

P17/TIOCB2/ 

TCLKD 

NC 

42 45 AVSS AVSS AVSS AVSS VSS 

43 46 P97 P97 P97 P97 NC 

44 47 P96 P96 P96 P96 NC 

45 48 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 P47/AN7 NC 

46 49 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 P46/AN6 NC 

47 50 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 P45/AN5 NC 

48 51 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 P44/AN4 NC 

49 52 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 P43/AN3 NC 

50 53 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 P42/AN2 NC 

51 54 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 P41/AN1 NC 

52 55 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 P40/AN0 NC 

53 56 Vref Vref Vref Vref VCC 

54 57 AVCC AVCC AVCC AVCC VCC 

55 58 MD0 MD0 MD0 MD0 VSS 

56 59 MD1 MD1 MD1 MD1 VSS 

57 60 OSC2 OSC2 OSC2 OSC2 NC 

58 61 OSC1 OSC1 OSC1 OSC1 VSS 
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ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B*1 

FP-100BV*1 

FP-100A*2 

FP-100AV*2

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタ 

モード*3 

59 62 RES RES RES RES RES 

60 63 NMI NMI NMI NMI VCC 

61 64 STBY STBY STBY STBY VCC 

62 65 VCC VCC VCC VCC VCC 

63 66 XTAL XTAL XTAL XTAL XTAL 

64 67 VSS VSS VSS VSS VSS 

65 68 EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL EXTAL 

66 69 FWE FWE FWE FWE FWE 

67 70 MD2 MD2 MD2 MD2 VSS 

68 71 PF7/φ PF7/φ PF7/φ PF7/φ NC 

69 72 AS AS AS PF6 NC 

70 73 RD RD RD PF5 NC 

71 74 HWR HWR HWR PF4 NC 

72 75 PF3/LWR/ADTRG/
IRQ3 

PF3/LWR/ADTRG/ 
IRQ3 

PF3/LWR/ADTRG/ 
IRQ3 

PF3/ADTRG/IRQ3 VCC 

73 76 PF2/WAIT PF2/WAIT PF2/WAIT PF2 NC 

74 77 PF1/BACK/BUZZ PF1/BACK/BUZZ PF1/BACK/BUZZ PF1/BUZZ NC 

75 78 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/BREQ/IRQ2 PF0/IRQ2 VCC 

76 79 P30/TxD0 P30/TxD0 P30/TxD0 P30/TxD0 NC 

77 80 P31/RxD0 P31/RxD0 P31/RxD0 P31/RxD0 NC 

78 81 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 P32/SCK0/IRQ4 NC 

79 82 P33/TxD1 P33/TxD1 P33/TxD1 P33/TxD1 NC 

80 83 P34/RxD1 P34/RxD1 P34/RxD1 P34/RxD1 NC 

81 84 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 P35/SCK1/IRQ5 NC 

82 85 P36 P36 P36 P36 NC 

83 86 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 P77/TxD3 NC 

84 87 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 P76/RxD3 NC 

85 88 P75/SCK3 P75/SCK3 P75/SCK3 P75/SCK3 NC 

86 89 P74/MRES P74/MRES P74/MRES P74/MRES NC 

87 90 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1/CS7 P73/TMO1 NC 

88 91 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0/CS6 P72/TMO0 NC 

89 92 P71/CS5 P71/CS5 P71/CS5 P71 NC 
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ピン番号 端子名 

TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B*1 

FP-100BV*1 

FP-100A*2 

FP-100AV*2

モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 フラッシュ 

メモリ 

ライタ 

モード*3 

90 93 P70/TMRI01/ 
TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 
TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 
TMCI01/CS4 

P70/TMRI01/ 
TMCI01 

NC 

91 94 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 PG0/IRQ6 NC 

92 95 PG1/CS3/IRQ7 PG1/CS3/IRQ7 PG1/CS3/IRQ7 PG1/IRQ7 NC 

93 96 PG2/CS2 PG2/CS2 PG2/CS2 PG2 NC 

94 97 PG3/CS1 PG3/CS1 PG3/CS1 PG3 NC 

95 98 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4/CS0 PG4 NC 

96 99 PE0/D0 PE0/D0 PE0/D0 PE0 NC 

97 100 PE1/D1 PE1/D1 PE1/D1 PE1 NC 

98 1 PE2/D2 PE2/D2 PE2/D2 PE2 NC 

99 2 PE3/D3 PE3/D3 PE3/D3 PE3 VCC 

100 3 PE4/D4 PE4/D4 PE4/D4 PE4 VSS 

【注】 *1 マスク ROM版のみです。 

 *2 HD6432227のみです。 

 *3 NCは開放としてください。 
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1.3.3 端子機能 

H8S/2258グループの各端子の機能を表 1.6に、H8S/2239グループ、H8S/2238グループの各端子の機能を表 1.7

に、H8S/2237グループ、H8S/2227グループの各端子の機能を表 1.8に示します。 

表 1.6 H8S/2258グループ端子機能 

分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV 

FP-100B

FP-100BV

FP-100A 

FP-100AV

  

VCC 62 65 入力 電源に接続します。VCC端子は、全端子をシステム

の電源に接続してください。 

電源 

CVCC 12 15 入力 安定化容量 0.1μFをグランドの間に接続してくださ

い。CVCC4.3Vの絶対最大定格を超えて LSIを使用

した場合、LSIの永久破壊となることがあります。

5Vの外部電源をこの端子に接続しないでください。 

接続例については「第 25章 電源回路」を参照し

てください。 

 VSS 14 

64 

17 

67 

入力 電源（0V）に接続します。VSS端子は、全端子をシ

ステムの電源（0V）に接続してください。 

クロック XTAL 63 66 入力 水晶発振子を接続します。水晶発振子を接続する場

合、および外部クロック入力の場合の接続例につい

ては、「第 23章 クロック発振器」を参照してく

ださい。 

 EXTAL 65 68 入力 水晶発振子を接続します。また、EXTAL端子は外部

クロックを入力することもできます。水晶発振子を

接続する場合、および外部クロック入力の場合の接

続例については、「第 23章 クロック発振器」を

参照してください。 

 OSC1 58 61 入力 32.768kHzの水晶発振子を接続します。水晶発振子

を接続する場合の接続例については「第 23章 ク

ロック発振器」を参照してください。 

 OSC2 57 60 入力 32.768kHzの水晶発振子を接続します。水晶発振子

を接続する場合の接続例については「第 23章 ク

ロック発振器」を参照してください。 

 φ 68 71 出力 外部デバイスにシステムクロックを供給します。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV 

FP-100B

FP-100BV

FP-100A 

FP-100AV

  

動作モード 

コントロール 

MD2 

MD1 

MD0 

67 

56 

55 

70 

59 

58 

入力 動作モードを設定します。これらの端子は動作中に

は変化させないでください。 

モード端子（MD2～MD0）は、モード切り替え以外

は、パワーオフまでプルダウンまたはプルアップし

てレベルを必ず固定してください。 

システム制御 RES* 59 62 入力 リセット端子です。この端子がLowレベルになると、

パワーオンリセット状態となります。 

 MRES 86 89 入力 この端子が Lowレベルになると、マニュアルリセッ

ト状態となります。 

 STBY* 61 64 入力 この端子が Lowレベルになると、ハードウェアスタ

ンバイモードに遷移します。 

 BREQ 75 78 入力 本 LSIに対し、外部バスマスタがバス権を要求しま

す。 

 BACK 74 77 出力 バス権を外部バスマスタに解放したことを示しま

す。 

 FWE 66 69 入力 フラッシュメモリの書き換えを禁止／許可します。 

割り込み NMI* 60 63 入力 ノンマスカブル割り込み要求端子です。 

未使用の場合は Highレベルに固定してください。 

 IRQ7 

IRQ6 

IRQ5 

IRQ4 

IRQ3 

IRQ2 

IRQ1 

IRQ0 

92 

91 

81 

78 

72 

75 

40 

38 

95 

94 

84 

81 

75 

78 

43 

41 

入力 マスク可能な割り込みを要求します。 

アドレスバス A23～A0 37～15、

13 

40～18、

16 

出力 アドレスを出力します。 

データバス D15～D0 100～96、

11～1 

100～99、

14～1 

入出力 双方向データバスです。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV 

FP-100B

FP-100BV

FP-100A 

FP-100AV

  

バス制御 CS7 

CS6 

CS5 

CS4 

CS3 

CS2 

CS1 

CS0 

87 

88 

89 

90 

92 

93 

94 

95 

90 

91 

92 

93 

95 

96 

97 

98 

出力 エリア 7～0の選択信号です。 

 AS 69 72 出力 この端子が Lowレベルのとき、アドレスバス上のア

ドレス出力が有効であることを示します。 

 RD 70 73 出力 この端子が Lowレベルのとき、外部アドレス空間の

リード状態であることを示します。 

 HWR  71 74 出力 外部空間をライトし、データバスの上位側（D15～

D8）が有効であることを示すストローブ信号です。 

 LWR 72 75 出力 外部空間をライトし、データバスの下位側（D7～D0）

が有効であることを示すストローブ信号です。 

 WAIT 73 76 入力 外部 3ステートアドレス空間をアクセスするとき

に、バスサイクルにウェイトステートの挿入を要求

します。 

16ビットタイマ 

パルスユニット 

（TPU） 

TCLKD 

TCLKC  

TCLKB 

TCLKA 

41 

39 

37 

36 

44 

42 

40 

39 

入力 外部クロックを入力します。 

 TIOCA0 

TIOCB0 

TIOCC0 

TIOCD0 

34 

35 

36 

37 

37 

38 

39 

40 

入出力 TGRA_0～TGRD_0のインプットキャプチャ入力／

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA1 

TIOCB1 

38 

39 

41 

42 

入出力 TGRA_1、TGRB_1のインプットキャプチャ入力／

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA2 

TIOCB2 

40 

41 

43 

44 

入出力 TGRA_2、TGRB_2のインプットキャプチャ入力／

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV 

FP-100B

FP-100BV

FP-100A 

FP-100AV

  

16ビットタイマ 

パルスユニット 

（TPU） 

TIOCA3 

TIOCB3 

TIOCC3 

TIOCD3 

22 

23 

24 

25 

25 

26 

27 

28 

入出力 TGRA_3～TGRD_3のインプットキャプチャ入力／

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA4 

TIOCB4 

26 

27 

29 

30 

入出力 TGRA_4、TGRB_4のインプットキャプチャ入力／

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA5 

TIOCB5 

28 

29 

31 

32 

入出力 TGRA_5、TGRB_5のインプットキャプチャ入力／

アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

TMO3～TMO0 88～85 91～88 出力 コンペアマッチ出力端子です。 8ビットタイマ 

（TMR） TMCI23 

TMCI01 

89 

90 

92 

93 

入力 カウンタに入力する外部クロックの入力端子です。 

 TMRI23 

TMRI01 

89 

90 

92 

93 

入力 カウンタリセット入力端子です。 

ウォッチドッグ 

タイマ（WDT） 

BUZZ 74 77 出力 ウォッチドッグタイマで分周されたパルスの出力端

子です。 

TxD3 

TxD2 

TxD1 

TxD0 

83 

31 

79 

76 

86 

34 

82 

79 

出力 データ出力端子です。 シリアルコミュ

ニケーションイ

ンタフェース

（SCI）／スマー

トカード 

インタフェース 

 

RxD3 

RxD2 

RxD1 

RxD0 

84 

32 

80 

77 

87 

35 

83 

80 

入力 データ入力端子です。 

 SCK3 

SCK2 

SCK1 

SCK0 

85 

33 

81 

78 

88 

36 

84 

81 

入出力 クロック入出力端子です。 

SCK1は NMOSプッシュプル出力です。 

SCL1 

SCL0 

79 

81 

82 

84 

入出力 I2Cクロック入出力端子です。 

バス駆動機能を持っています。SCL0の出力形式は

NMOSオープンドレインです。 

I2Cバスインタ 

フェース（IIC） 

【オプション】 

SDA1 

SDA0 

78 

80 

81 

83 

入出力 I2Cのデータ入出力端子です。 

バス駆動機能を持っています。SDA0の出力形式は

NMOSオープンドレインです。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV 

FP-100B

FP-100BV

FP-100A 

FP-100AV

  

Tx 93 96 出力 IEBの送信データ出力端子です。 IEBusコント 

ローラ（IEB） Rx 94 97 入力 IEBの受信データ入力端子です。 

A/D変換器 AN7～AN0 52～45 55～48 入力 A/D変換器のアナログ入力端子です。 

 ADTRG  72 75 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力端子です。 

D/A変換器 DA1 

DA0 

43 

44 

46 

47 

出力 D/A変換器のアナログ出力端子です。 

A/D変換器、 

D/A変換器 

AVCC 54 57 入力 A/D変換器および D/A変換器の電源端子です。 

A/D変換器および D/A変換器を使用しない場合はシ

ステム電源（＋5V）に接続してください。 

 AVSS 42 45 入力 A/D変換器および D/A変換器のグランド端子です。 

システムの電源（0V）に接続してください。 

 Vref 53 56 入力 A/D変換器および D/A変換器の基準電圧入力端子で

す。 

A/D変換器および D/A変換器を使用しない場合はシ

ステムの電源（＋5V）に接続してください。 

I/Oポート P17～P10 41～34 44～37 入出力 8ビットの入出力端子です。 

 P36～P30 82～76 85～79 入出力 7ビットの入出力端子です。 

P34、P35は NMOSプッシュプル出力です。 

 P47～P40 52～45 55～48 入力 8ビットの入力端子です。 

 P77～P70 90～83 93～86 入出力 8ビットの入出力端子です。 

 P97 

P96 

43 

44 

46 

47 

入力 2ビットの入力端子です。 

 PA3～PA0 33～30 36～33 入出力 4ビットの入出力端子です。 

 PB7～PB0 29～22 32～25 入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PC7～PC0 21～15、

13 

24～18、

16 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PD7～PD0 11～4 14～7 入出力 8ビットの入出力端子です。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV 

FP-100B

FP-100BV

FP-100A 

FP-100AV

  

I/Oポート PE7～PE0 100～96、

3～1 

 

100～99、

6～1、 

 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PF7～PF0 75～68 78～71 入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PG4～PG0 95～91 98～94 入出力 5ビットの入出力端子です。 

【注】 * 誤動作の原因になる可能性がありますのでノイズ対策を行ってください。 
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表 1.7 H8S/2239グループ、H8S/2238グループ端子機能 

分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100BV

FP-100A*3

FP-100AV*3

BP-112*1 

BP-112V*1 

TBP-112A*4

TBP-112AV*4

  

VCC 62 65 F9、G10 入力 電源に接続します。VCC端子は、全端子をシステ

ムの電源に接続してください。 

電源 

CVCC 12 15 E2、F3 入力 外部電源 5V系（H8S/2238Bを使用）の場合は、

安定化容量 0.1μFをグランドの間に接続してくだ

さい。CVCC4.3Vの絶対最大定格を超えて LSIを

使用した場合、LSIの永久破壊となることがあり

ます。5Vの外部電源をこの端子に接続しないでく

ださい。 

外部電源 3V系（H8S/2239、H8S/2238R、

H8S/2236Rを使用）の場合は、システムの電源に

接続してください。接続例については「第 25章 

電源回路」を参照してください。 

 VSS 14 

64 

17 

67 

F3、F2 

F10、F8 

入力 電源（0V）に接続します。VSS端子は、全端子を

システムの電源（0V）に接続してください。 

クロック XTAL 63 66 F11 入力 水晶発振子を接続します。水晶発振子を接続する

場合、および外部クロック入力の場合の接続例に

ついては、「第 23章 クロック発振器」を参照

してください。 

 EXTAL 65 68 E11 入力 水晶発振子を接続します。また、EXTAL端子は外

部クロックを入力することもできます。水晶発振

子を接続する場合、および外部クロック入力の場

合の接続例については、「第 23章 クロック発

振器」を参照してください。 

 OSC1 58 61 H11 入力 32.768kHzの水晶発振子を接続します。水晶発振

子を接続する場合の接続例については「第 23章 

クロック発振器」を参照してください。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100BV

FP-100A*3

FP-100AV*3

BP-112*1 

BP-112V*1 

TBP-112A*4

TBP-112AV*4

  

クロック OSC2 57 60 H10 入力 32.768kHzの水晶発振子を接続します。水晶発振

子を接続する場合の接続例については「第 23章 

クロック発振器」を参照してください。 

 φ 68 71 D11 出力 外部デバイスにシステムクロックを供給します。 

動作 

モード 

コント 

ロール 

MD2 

MD1 

MD0 

67 

56 

55 

70 

59 

58 

E9 

H9 

J11 

入力 動作モードを設定します。これらの端子は動作中

には変化させないでください。 

モード端子（MD2～MD0）は、モード切り替え以

外は、パワーオフまでプルダウンまたはプルアッ

プしてレベルを必ず固定してください。 

システム 

制御 

RES*5 59 62 G8 入力 リセット端子です。この端子が Lowレベルになる

と、パワーオンリセット状態となります。 

 MRES 86 89 B7 入力 この端子が Lowレベルになると、マニュアルリセ

ット状態となります。 

 STBY*5 61 64 G11 入力 この端子が Lowレベルになると、ハードウェアス

タンバイモードに遷移します。 

 BREQ 75 78 C9 入力 本 LSIに対し、外部バスマスタがバス権を要求し

ます。 

 BACK 74 77 B11 出力 バス権を外部バスマスタに解放したことを示しま

す。 

 FWE 66 69 E10 入力 フラッシュメモリの書き換えを禁止／許可しま

す。 

割り込み NMI*5 60 63 G9 入力 ノンマスカブル割り込み要求端子です。 

未使用の場合は Highレベルに固定してください。 

 IRQ7 

IRQ6 

IRQ5 

IRQ4 

IRQ3 

IRQ2 

IRQ1 

IRQ0 

92 

91 

81 

78 

72 

75 

40 

38 

95 

94 

84 

81 

75 

78 

43 

41 

B5 

A5 

B8 

B9 

D9 

C9 

K6 

J6 

入力 マスク可能な割り込みを要求します。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100BV

FP-100A*3

FP-100AV*3

BP-112*1 

BP-112V*1 

TBP-112A*4

TBP-112AV*4

  

アドレス 

バス 

A23～

A0 

37～15、

13 

40～18、 

16 

L5、L4、L3、

L2、K5、K4、

K3、K2、K1、

J5、J4、J3、

J2、J1、H5、

H4、H3、H2、

H1、G4、G3、

G2、G1、F1

出力 アドレスを出力します。 

データ 

バス 

D15～

D0 

100～96、

11～1 

100～99、

14～1 

E4、E3、E1、

D4、D3、D2、

D1、C4、C2、

C1、B4、B3、

B2、B1、A3、

A2 

入出力 双方向データバスです。 

バス制御 CS7 

CS6 

CS5 

CS4 

CS3 

CS2 

CS1 

CS0 

87 

88 

89 

90 

92 

93 

94 

95 

90 

91 

92 

93 

95 

96 

97 

98 

C6 

A6 

B6 

D6 

B5 

C5 

A4 

D5 

出力 エリア 7～0の選択信号です。 

 AS 69 72 E8 出力 この端子が Lowレベルのとき、アドレスバス上の

アドレス出力が有効であることを示します。 

 RD 70 73 D10 出力 この端子が Lowレベルのとき、外部アドレス空間

のリード状態であることを示します。 

 HWR  71 74 C11 出力 外部空間をライトし、データバスの上位側（D15

～D8）が有効であることを示すストローブ信号で

す。 

 LWR 72 75 D9 出力 外部空間をライトし、データバスの下位側（D7～

D0）が有効であることを示すストローブ信号で

す。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100BV

FP-100A*3

FP-100AV*3

BP-112*1 

BP-112V*1 

TBP-112A*4

TBP-112AV*4

  

バス制御 WAIT 73 76 C10 入力 外部 3ステートアドレス空間をアクセスするとき

に、バスサイクルにウェイトステートの挿入を要

求します。 

DREQ1 

DREQ0 

89 

90 

― B6 

D6 

入力 DMACの起動を要求します。 

（H8S/2239グループのみサポートします。） 

DMA 

コント 

ローラ

(DMAC)*2 TEND1 

TEND0 

87 

88 

― C6 

A6 

出力 DMACのデータ転送終了を示します。 

（H8S/2239グループのみサポートします。） 

 DACK1 

DACK0 

35 

34 

― J5 

H5 

出力 DMACのシングルアドレス転送アクノリッジ端子

です。 

（H8S/2239グループのみサポートします。） 

16ビット

タイマ 

パルス 

ユニット 

（TPU） 

TCLKD 

TCLKC  

TCLKB 

TCLKA 

41 

39 

37 

36 

44 

42 

40 

39 

H6 

L6 

K5 

L5 

入力 外部クロックを入力します。 

 TIOCA0 

TIOCB0 

TIOCC0 

TIOCD0 

34 

35 

36 

37 

37 

38 

39 

40 

H5 

J5 

L5 

K5 

入出力 TGRA_0～TGRD_0のインプットキャプチャ入力

／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子で

す。 

 TIOCA1 

TIOCB1 

38 

39 

41 

42 

J6 

L6 

入出力 TGRA_1、TGRB_1のインプットキャプチャ入力

／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子で

す。 

TIOCA2 

TIOCB2 

40 

41 

43 

44 

K6 

H6 

入出力 TGRA_2、TGRB_2のインプットキャプチャ入力

／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子で

す。 

 

TIOCA3 

TIOCB3 

TIOCC3 

TIOCD3 

22 

23 

24 

25 

25 

26 

27 

28 

H3 

J2 

K1 

J3 

入出力 TGRA_3～TGRD_3のインプットキャプチャ入力

／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子で

す。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100BV

FP-100A*3

FP-100AV*3

BP-112*1 

BP-112V*1 

TBP-112A*4

TBP-112AV*4

  

TIOCA4 

TIOCB4 

26 

27 

29 

30 

K2 

L2 

入出力 TGRA_4、TGRB_4のインプットキャプチャ入力

／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子で

す。 

16ビット

タイマ 

パルス 

ユニット 

（TPU） 
TIOCA5 

TIOCB5 

28 

29 

31 

32 

H4 

K3 

入出力 TGRA_5、TGRB_5のインプットキャプチャ入力

／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子で

す。 

TMO3

～

TMO0 

88～85 91～88 C6、B7、A7、

A6 

出力 コンペアマッチ出力端子です。 8ビット 

タイマ 

（TMR） 

TMCI23 

TMCI01 

89 

90 

92 

93 

B6 

D6 

入力 カウンタに入力する外部クロックの入力端子で

す。 

 TMRI23 

TMRI01 

89 

90 

92 

93 

B6 

D6 

入力 カウンタリセット入力端子です。 

ウォッチ

ドッグタ

イマ 

（WDT） 

BUZZ 74 77 B11 出力 ウォッチドッグタイマで分周されたパルスの出力

端子です。 

TxD3 

TxD2 

TxD1 

TxD0 

83 

31 

79 

76 

86 

34 

82 

79 

D7 

J4 

A9 

A10 

出力 データ出力端子です。 シリアル

コミュニ

ケーショ

ンインタ

フェース

（SCI）／

スマート

カード 

インタ 

フェース 

 

RxD3 

RxD2 

RxD1 

RxD0 

84 

32 

80 

77 

87 

35 

83 

80 

C7 

K4 

C8 

D8 

入力 データ入力端子です。 

 SCK3 

SCK2 

SCK1 

SCK0 

85 

33 

81 

78 

88 

36 

84 

81 

A7 

L4 

B8 

B9 

入出力 クロック入出力端子です。 

SCK1は NMOSプッシュプル出力です。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100BV

FP-100A*3

FP-100AV*3

BP-112*1 

BP-112V*1 

TBP-112A*4

TBP-112AV*4

  

SCL1 

SCL0 

79 

81 

82 

84 

A9 

B8 

入出力 I2Cクロック入出力端子です。 

バス駆動機能を持っています。SCL0の出力形式

は NMOSオープンドレインです。 

I2Cバス 

インタ 

フェース

（IIC） 

【オプショ

ン】 

SDA1 

SDA0 

78 

80 

81 

83 

B9 

C8 

入出力 I2Cのデータ入出力端子です。 

バス駆動機能を持っています。SDA0の出力形式

は NMOSオープンドレインです。 

A/D 

変換器 

AN7～

AN0 

52～45 55～48 L10、L9、K11、

K10、K9、K8、

J8、H7 

入力 A/D変換器のアナログ入力端子です。 

 ADTRG  72 75 D9 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力端子です。 

D/A 

変換器 

DA1 

DA0 

43 

44 

46 

47 

J7 

L8 

出力 D/A変換器のアナログ出力端子です。 

A/D 

変換器、 

D/A 

変換器 

AVCC 54 57 J10 入力 A/D変換器および D/A変換器の電源端子です。 

A/D変換器および D/A変換器を使用しない場合は

システム電源（＋3V）に接続してください。 

 AVSS 42 45 K7、L7 入力 A/D変換器および D/A変換器のグランド端子で

す。 

システムの電源（0V）に接続してください。 

 Vref 53 56 H8 入力 A/D変換器および D/A変換器の基準電圧入力端子

です。 

A/D変換器および D/A変換器を使用しない場合は

システムの電源（＋3V）に接続してください。 

I/Oポート P17～

P10 

41～34 44～37 L6、L5、K6、

K5、J6、J5、

H6、H5 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 P36～

P30 

82～76 85～79 D8、C8、B9、

B8、A10、

A9、A8 

入出力 7ビットの入出力端子です。 

P34、P35は NMOSプッシュプル出力です。 

 P47～

P40 

52～45 55～48 L10、L9、K11、

K10、K9、K8、

J8、H7 

入力 8ビットの入力端子です。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B

TFP-100BV

TFP-100G

TFP-100GV

FP-100B

FP-100BV

FP-100A*3

FP-100AV*3

BP-112*1 

BP-112V*1 

TBP-112A*4

TBP-112AV*4

  

I/Oポート P77～

P70 

90～83 93～86 D7、D6、C7、

C6、B7、B6、

A7、A6 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 P97 

P96 

43 

44 

46 

47 

J7 

L8 

入力 2ビットの入力端子です。 

 PA3～

PA0 

33～30 36～33 L4、L3、K4、

J4 

入出力 4ビットの入出力端子です。 

 PB7～

PB0 

29～22 32～25 L2、K3、K2、

K1、J3、J2、

H4、H3 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PC7～

PC0 

21～15、

13 

24～18、 

16 

J1、H2、H1、

G4、G3、G2、

G1、F1 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PD7～

PD0 

11～4 14～7 E4、E3、E1、

D3、D2、D1、

C2、C1 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PE7～

PE0 

100～96、

3～1 

 

100～99、

6～1、 

 

D4、C4、B4、

B3、B2、B1、

A3、A2 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PF7～

PF0 

75～68 78～71 E8、D11、

D10、D9、

C11、C10、

C9、B11 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PG4～

PG0 

95～91 98～94 D5、C5、B5、

A5、A4 

入出力 5ビットの入出力端子です。 

【注】 *1 HD64F2238Rのみです。 

 *2 H8S/2239グループのみです。 

 *3 H8S/2238B、H8S/2236Bのみです。 

 *4 HD64F2238R、HD64F2239のみです。 

 *5 誤動作の原因になる可能性がありますのでノイズ対策を行ってください。 
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表 1.8 H8S/2237グループ、H8S/2227グループ端子機能 

分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B*1 

FP-100BV*1 

FP-100A*2

FP-100AV*2 

  

電源 VCC 12 

62 

15 

65 

入力 電源に接続します。VCC端子は、全端子をシステムの電

源に接続してください。 

 VSS 14 

64 

17 

67 

入力 電源（0V）に接続します。VSS端子は、全端子をシステ

ムの電源（0V）に接続してください。 

クロック XTAL 63 66 入力 水晶発振子を接続します。水晶発振子を接続する場合、お

よび外部クロック入力の場合の接続例については、「第

23章 クロック発振器」を参照してください。 

 EXTAL 65 68 入力 水晶発振子を接続します。また、EXTAL端子は外部クロ

ックを入力することもできます。水晶発振子を接続する場

合、および外部クロック入力の場合の接続例については、

「第 23章 クロック発振器」を参照してください。 

 OSC1 58 61 入力 32.768kHzの水晶発振子を接続します。水晶発振子を接続

する場合の接続例については「第 23章 クロック発振器」

を参照してください。 

 OSC2 57 60 入力 32.768kHzの水晶発振子を接続します。水晶発振子を接続

する場合の接続例については「第 23章 クロック発振器」

を参照してください。 

 φ 68 71 出力 外部デバイスにシステムクロックを供給します。 

動作モード 

コントロール 

MD2 

MD1 

MD0 

67 

56 

55 

70 

59 

58 

入力 動作モードを設定します。これらの端子は動作中には変化

させないでください。 

モード端子（MD2～MD0）は、モード切り替え以外は、パ

ワーオフまでプルダウンまたはプルアップしてレベルを

必ず固定してください。 

システム制御 RES*3 59 62 入力 リセット端子です。この端子が Lowレベルになると、パ

ワーオンリセット状態となります。 

 MRES 86 89 入力 この端子が Lowレベルになると、マニュアルリセット状

態となります。 

 STBY*3 61 64 入力 この端子が Lowレベルになると、ハードウェアスタンバ

イモードに遷移します。 

 BREQ 75 78 入力 本 LSIに対し、外部バスマスタがバス権を要求します。 

 BACK 74 77 出力 バス権を外部バスマスタに解放したことを示します。 

 FWE 66 69 入力 フラッシュメモリの書き換えを禁止／許可します。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B*1 

FP-100BV*1 

FP-100A*2

FP-100AV*2 

  

割り込み NMI*3 60 63 入力 ノンマスカブル割り込み要求端子です。 

未使用の場合は Highレベルに固定してください。 

 IRQ7 

IRQ6 

IRQ5 

IRQ4 

IRQ3 

IRQ2 

IRQ1 

IRQ0 

92 

91 

81 

78 

72 

75 

40 

38 

95 

94 

84 

81 

75 

78 

43 

41 

入力 マスク可能な割り込みを要求します。 

アドレスバス A23～A0 37～15、 

13 

40～18、 

16 

出力 アドレスを出力します。 

データバス D15～D0 100～96、

11～1 

 

100、99、

14～1 

 

入出力 双方向データバスです。 

バス制御 CS7 

CS6 

CS5 

CS4 

CS3 

CS2 

CS1 

CS0 

87 

88 

89 

90 

92 

93 

94 

95 

90 

91 

92 

93 

95 

96 

97 

98 

出力 エリア 7～0の選択信号です。 

 AS 69 72 出力 この端子が Lowレベルのとき、アドレスバス上のアドレ

ス出力が有効であることを示します。 

 RD 70 73 出力 この端子が Lowレベルのとき、外部アドレス空間のリー

ド状態であることを示します。 

 HWR  71 74 出力 外部空間をライトし、データバスの上位側（D15～D8）が

有効であることを示すストローブ信号です。 

 LWR 72 75 出力 外部空間をライトし、データバスの下位側（D7～D0）が

有効であることを示すストローブ信号です。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B*1 

FP-100BV*1 

FP-100A*2

FP-100AV*2 

  

バス制御 WAIT 73 76 入力 外部 3ステートアドレス空間をアクセスするときに、バス

サイクルにウェイトステートの挿入を要求します。 

16ビットタイ

マパルスユニ

ット 

（TPU） 

TCLKD 

TCLKC  

TCLKB 

TCLKA 

41 

39 

37 

36 

44 

42 

40 

39 

入力 外部クロックを入力します。 

 TIOCA0 

TIOCB0 

TIOCC0 

TIOCD0 

34 

35 

36 

37 

37 

38 

39 

40 

入出力 TGRA_0～TGRD_0のインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA1 

TIOCB1 

38 

39 

41 

42 

入出力 TGRA_1、TGRB_1のインプットキャプチャ入力／アウト

プットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA2 

TIOCB2 

40 

41 

43 

44 

入出力 TGRA_2、TGRB_2のインプットキャプチャ入力／アウト

プットコンペア出力／PWM出力端子です。 

 TIOCA3 

TIOCB3 

TIOCC3 

TIOCD3 

22 

23 

24 

25 

25 

26 

27 

28 

入出力 TGRA_3～TGRD_3のインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です。 

（H8S/2227グループにはありません。） 

 TIOCA4 

TIOCB4 

26 

27 

29 

30 

入出力 TGRA_4、TGRB_4のインプットキャプチャ入力／アウト

プットコンペア出力／PWM出力端子です。 

（H8S/2227グループにはありません。） 

 TIOCA5 

TIOCB5 

28 

29 

31 

32 

入出力 TGRA_5、TGRB_5のインプットキャプチャ入力／アウト

プットコンペア出力／PWM出力端子です。 

（H8S/2227グループにはありません。） 

TMO1 

TMO0 

87 

88 

90 

91 

出力 コンペアマッチ出力端子です。 8ビット 

タイマ 

（TMR） TMCI01 90 93 入力 カウンタに入力する外部クロックの入力端子です。 

 TMRI01 90 93 入力 カウンタリセット入力端子です。 

ウォッチドッ

グタイマ 

（WDT） 

BUZZ 74 77 出力 ウォッチドッグタイマで分周されたパルスの出力端子で

す。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B*1 

FP-100BV*1 

FP-100A*2

FP-100AV*2 

  

TxD3 

TxD2 

TxD1 

TxD0 

83 

31 

79 

76 

86 

34 

82 

79 

出力 データ出力端子です。 

（TxD2は H8S/2227グループにはありません。） 

シリアルコミ

ュニケーショ

ンインタフェ

ース（SCI）／

スマートカー

ドインタフェ

ース 

 

RxD3 

RxD2 

RxD1 

RxD0 

84 

32 

80 

77 

87 

35 

83 

80 

入力 データ入力端子です。 

（RxD2は H8S/2227グループにはありません。） 

 SCK3 

SCK2 

SCK1 

SCK0 

85 

33 

81 

78 

88 

36 

84 

81 

入出力 クロック入出力端子です。 

（SCK2は H8S/2227グループにはありません。） 

A/D変換器 AN7～

AN0 

52～45 55～48 入力 A/D変換器のアナログ入力端子です。 

 ADTRG  72 75 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力端子です。 

D/A変換器 DA1 

DA0 

43 

44 

46 

47 

出力 D/A変換器のアナログ出力端子です。 

（H8S/2227グループにはありません。） 

A/D変換器、 

D/A変換器 

AVCC 54 57 入力 A/D変換器および D/A変換器の電源端子です。 

A/D変換器およびD/A変換器を使用しない場合はシステム

の電源に接続してください。 

 AVSS 42 45 入力 A/D変換器および D/A変換器のグランド端子です。 

システムの電源（0V）に接続してください。 

 Vref 53 56 入力 A/D変換器および D/A変換器の基準電圧入力端子です。 

A/D変換器およびD/A変換器を使用しない場合はシステム

の電源に接続してください。 
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分類 記号 ピン番号 入出力 機   能 

  TFP-100B 

TFP-100BV 

TFP-100G 

TFP-100GV 

FP-100B*1 

FP-100BV*1 

FP-100A*2

FP-100AV*2 

  

I/Oポート P17～

P10 

41～34 44～37 入出力 8ビットの入出力端子です。 

 P36～

P30 

82～76 85～79 入出力 7ビットの入出力端子です。 

 P47～

P40 

52～45 55～48 入力 8ビットの入力端子です。 

 P77～

P70 

90～83 93～86 入出力 8ビットの入出力端子です。 

 P97 

P96 

43 

44 

46 

47 

入力 2ビットの入力端子です。 

 PA3～

PA0 

33～30 36～33 入出力 4ビットの入出力端子です。 

 PB7～

PB0 

29～22 32～25 入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PC7～

PC0 

21～15、 

13 

24～18、 

16 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PD7～

PD0 

11～4 14～7 入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PE7～

PE0 

100～96、

3～1 

100、99、

6～1 

入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PF7～

PF0 

75～68 78～71 入出力 8ビットの入出力端子です。 

 PG4～

PG0 

95～91 98～94 入出力 5ビットの入出力端子です。 

【注】 *1 H8S/2227グループでは、マスク ROM版のみです。 

 *2 H8S/2227グループでは、HD6432227のみです。 

 *3 誤動作の原因になる可能性がありますのでノイズ対策を行ってください。 
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2. CPU 

H8S/2000 CPUは、H8/300 CPUおよび H8/300H CPUと上位互換のアーキテクチャを持つ内部 32ビット構成の

高速 CPUです。H8S/2000 CPUには 16ビットの汎用レジスタが 16本あり、16Mバイトのリニアなアドレス空間

を扱うことができるリアルタイム制御に最適な CPUです。この章は H8S/2000 CPUについて説明しています。製

品によって使用できるモードやアドレス空間が異なりますので、製品ごとの詳細は「第 3章 MCU動作モード」

を参照してください。 

2.1 特長 
• H8/300 CPUおよびH8/300H CPUと上位互換 

H8/300およびH8/300H CPUオブジェクトプログラムを実行可能 

• 汎用レジスタ：16ビット×16本 

8ビット×16本、32ビット×8本としても使用可能 

• 基本命令：65種類 

8／16／32ビット演算命令 

乗除算命令 

強力なビット操作命令 

• アドレッシングモード：8種類 

レジスタ直接（Rn） 

レジスタ間接（@ERn） 

ディスプレースメント付きレジスタ間接（@(d:16,ERn)／@(d:32,ERn)） 

ポストインクリメント／プリデクリメントレジスタ間接（@ERn+／@-ERn） 

絶対アドレス（@aa:8／@aa:16／@aa:24／@aa:32） 

イミディエイト（#xx:8／#xx:16／#xx:32） 

プログラムカウンタ相対（@(d:8,PC)／@(d:16,PC)） 

メモリ間接（@@aa:8） 

• アドレス空間：16Mバイト 

プログラム：16Mバイト 

データ：16Mバイト 
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• 高速動作 

頻出命令をすべて1～2ステートで実行 

8／16／32ビットレジスタ間加減算：1ステート 

8×8ビットレジスタ間乗算：12ステート 

16÷8ビットレジスタ間除算：12ステート 

16×16ビットレジスタ間乗算：20ステート 

32÷16ビットレジスタ間除算：20ステート 

• CPU動作モード：2種類 

ノーマルモード／アドバンストモード 

【注】 本 LSIではノーマルモードは使用できません。 

• 低消費電力状態 

SLEEP命令により低消費電力状態に遷移 

CPU動作クロックを選択可能 
 

2.1.1 H8S/2600 CPUと H8S/2000 CPUとの相違点 

H8S/2600 CPUおよび H8S/2000 CPUの相違点は以下のとおりです。 

• レジスタ構成 

MACレジスタは、H8S/2600 CPUのみサポートしています。 

• 基本命令 

MAC、CLRMAC、LDMAC、STMACの4命令は、H8S/2600 CPUのみサポートしています。 

• MULXU、MULXS命令の実行ステート数 
 

命令 ニーモニック 実行ステート 

  H8S/2600 H8S/2000 

MULXU MULXU.B  Rs, Rd 3 12 

 MULXU.W  Rs, ERd 4 20 

MULXS MULXS.B  Rs, Rd 4 13 

 MULXS.W  Rs, ERd 5 21 

 
そのほか、製品によってアドレス空間や CCR、EXRの機能、低消費電力状態などが異なる場合があります。 
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2.1.2 H8/300 CPUとの相違点 

H8S/2000 CPUは、H8/300 CPUに対して、次の点が追加、拡張されています。 

• 汎用レジスタ、コントロールレジスタを拡張 

16ビット×8本の拡張レジスタおよび8ビット×1本、32ビット×2本のコントロールレジスタを追加 

• アドレス空間を拡張 

ノーマルモードのとき、H8/300 CPUと同一の64Kバイトのアドレス空間を使用可能 

アドバンストモードのとき、最大16Mバイトのアドレス空間を使用可能 

• アドレッシングモードを強化 

16Mバイトのアドレス空間を有効に使用可能 

• 命令強化 

ビット操作命令のアドレッシングモードを強化 

符号付き乗除算命令などを追加 

2ビットシフト命令を追加 

複数レジスタの退避／復帰命令を追加 

テストアンドセット命令を追加 

• 高速化 

基本的な命令を2倍に高速化 
 

2.1.3 H8/300H CPUとの相違点 

H8S/2000 CPUは、H8/300H CPUに対して、次の点が追加、拡張されています。 

• コントロールレジスタを拡張 

8ビット×1本のコントロールレジスタを追加 

• 命令強化 

ビット操作命令のアドレッシングモードを強化 

2ビットシフト命令を追加 

複数レジスタの退避／復帰命令を追加 

テストアンドセット命令を追加 

• 高速化 

基本的な命令を2倍に高速化 
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2.2 CPU動作モード 
H8S/2000 CPUには、ノーマルモードとアドバンストモードの 2つの動作モードがあります。サポートするアド

レス空間は、ノーマルモードでは最大 64Kバイト、アドバンストモードでは 16Mバイトです。動作モードはモー

ド端子によって決まります。 
 

2.2.1 ノーマルモード 

ノーマルモードでは例外処理ベクタ、スタックの構造は H8/300 CPUと同一です。 

• アドレス空間 

最大64Kバイトの空間をリニアにアクセス可能です。 

• 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または32ビットレジスタの上位16ビットとして使用

できます。 

拡張レジスタEnは、対応する汎用レジスタRnをアドレスレジスタとして使用している場合でも、16ビットレ

ジスタとして任意の値を設定することができます（ただし、プリデクリメントレジスタ間接（@-Rn）、ポス

トインクリメントレジスタ間接（@Rn+）により汎用レジスタRnが参照された場合、キャリー／ボローが発

生すると、対応する拡張レジスタEnの内容に伝播しますので注意してください）。 

• 命令セット 

命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。実効アドレス（EA）の下位16ビットのみが有効と

なります。 

• 例外処理ベクタテーブルおよびメモリ間接の分岐アドレス 

ノーマルモードでは、H'0000から始まる先頭領域に例外処理ベクタテーブル領域が割り当てられており、16

ビットの分岐先アドレスを格納します。ノーマルモードの例外処理ベクタテーブルの構造を図2.1に示しま

す。例外処理ベクタテーブルは「第4章 例外処理」を参照してください。 

メモリ間接（@@aa:8）は、JMPおよびJSR命令で使用されます。命令コードに含まれる8ビット絶対アドレス

によりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなります。 

ノーマルモードでは、オペランドは16ビット（ワード）となり、この16ビットが分岐先アドレスとなります。

なお、分岐先アドレスを格納できるのは、H'0000～H'00FFの領域であり、この範囲の先頭領域は例外処理ベ

クタテーブルと共通となっていますので注意してください。 

• スタック構造 

ノーマルモード時のサブルーチン分岐時のPCのスタック構造と、例外処理時のPCとCCR、EXRのスタックの

構造を図2.2に示します。EXRは割り込み制御モード0ではスタックされません。割り込み制御モードの詳細

は「第4章 例外処理」を参照してください。 

【注】 本 LSIではノーマルモードは使用できません。 
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H'0000

H'0001

H'0002

H'0003

H'0004

H'0005

H'0006

H'0007

H'0008

H'0009

H'000A

H'000B

1

2

 

図 2.1 例外処理ベクタテーブル（ノーマルモード） 

 

a b

PC

16

EXR*
1

*
1
*

3

CCR

CCR*
3

PC

16

SP SP

*1

*2

 *3

EXR

EXR SP

SP*
2

 

図 2.2 ノーマルモードのスタック構造 
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2.2.2 アドバンストモード 

• アドレス空間 

最大16Mバイトの空間をリニアにアクセス可能です。 

• 拡張レジスタ（En） 

拡張レジスタ（E0～E7）は、16ビットレジスタとして、または32ビットレジスタあるいはアドレスレジスタ

の上位16ビットとして使用できます。 

• 命令セット 

命令およびアドレッシングモードはすべて使用できます。 

• 例外処理ベクタテーブル、メモリ間接の分岐アドレス 

アドバンストモードでは、H'00000000から始まる先頭領域に32ビット単位で例外処理ベクタテーブル領域が

割り当てられており、上位8ビットは無視され24ビットの分岐先アドレスを格納します（図2.3参照）。例外

処理ベクタテーブルは「第4章 例外処理」を参照してください。 
 

H'00000000

H'00000003

H'00000004

H'0000000B

H'0000000C

1

H'00000010

H'00000008

H'00000007

 

図 2.3 例外処理ベクタテーブル（アドバンストモード） 
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メモリ間接（@@aa:8）は、JMPおよびJSR命令で使用されます。命令コードに含まれる8ビット絶対アドレス

によりメモリ上のオペランドを指定し、この内容が分岐先アドレスとなります。 

アドバンストモードでは、オペランドは32ビット（ロングワード）となり、この32ビットが分岐先アドレス

となります。このうち、上位8ビットはリザーブ領域となっておりH'00とみなされます。なお、分岐先アドレ

スを格納できるのは、H'00000000～H'000000FFの領域であり、この範囲の先頭領域は例外処理ベクタテーブ

ルと共通となっていますので注意してください。 

• スタック構造 

アドバンストモード時のサブルーチン分岐時のPCのスタック構造と、例外処理時のPCとCCR、EXRのスタッ

クの構造を図2.4に示します。EXRは割り込み制御モード0ではスタックされません。割り込み制御モードの

詳細は「第4章 例外処理」を参照してください。 
 

a b

PC

24

EXR*
1

*
1
*

3

CCR

PC

24

SP

SP

*1

 *2

*3

EXR

EXR SP

SP    
*

2

 

図 2.4 アドバンストモードのスタック構造 
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2.3 アドレス空間 
H8S/2000 CPUのメモリマップを図 2.5に示します。H8S/2000 CPUは、ノーマルモードのとき最大 64Kバイト、

アドバンストモードのとき最大 16Mバイト（アーキテクチャ上は 4Gバイト）のアドレス空間をリニアに使用す

ることができます。実際に使用できるモードやアドレス空間は製品ごとに異なります。詳細は「第 3章 MCU動

作モード」を参照してください。 
 

H'0000

H'FFFF

H'00000000

H'FFFFFFFF

H'00FFFFFF

*

* LSI

LSI

64K 16M

 

図 2.5 アドレス空間 

 



2. CPU 

Rev.6.00  2010.03.18  2-9 
RJJ09B0171-0600 

 

2.4 レジスタの構成 
H8S/2000 CPUの内部レジスタの構成を図 2.6に示します。これらのレジスタは、汎用レジスタとコントロール

レジスタの 2つに分類することができます。コントロールレジスタには、24ビットのプログラムカウンタ（PC）、

8ビットのエクステンドレジスタ（EXR）、8ビットのコンディションコードレジスタ（CCR）があります。 
 

T I2 I1 I0EXR

7 6 5 4 3 2 1 0

PC

23 0

15 0  7 0  7 0

E0

E1

E2

E3

E4

E5

E6

E7

R0H

R1H

R2H

R3H

R4H

R5H

R6H

R7H

R0L

R1L

R2L

R3L

R4L

R5L

R6L

R7L

Rn En

CR

SP

PC

EXR

T

I2 I0

CCR

I

UI

ER0

ER1

ER2

ER3

ER4

ER5

ER6

ER7 (SP)

I UI H U N Z V CCCR

7 6 5 4 3 2 1 0

H

U

N

Z

V

C

*

* LSI  

図 2.6 CPU内部レジスタ構成 
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2.4.1 汎用レジスタ 

H8S/2000 CPUは、32ビット長の汎用レジスタを 8本持っています。汎用レジスタは、すべて同じ機能を持って

おり、アドレスレジスタまたはデータレジスタとして使用することができます。データレジスタとしては 32ビッ

ト、16ビットまたは 8ビットレジスタとして使用できます。汎用レジスタの使用方法を図 2.7に示します。 

アドレスレジスタまたは 32ビットレジスタとして使用する場合は一括して汎用レジスタ ER（ER0～ER7）とし

て指定します。 

16ビットレジスタとして使用する場合は汎用レジスタ ERを分割して汎用レジスタ E（E0～E7）、汎用レジスタ

R（R0～R7）として指定します。これらは同等の機能を持っており、16ビットレジスタを最大 16本まで使用する

ことができます。なお、汎用レジスタ E（E0～E7）を特に拡張レジスタとよぶ場合があります。 

8ビットレジスタとして使用する場合は汎用レジスタ Rを分割して汎用レジスタ RH（R0H～R7H）、汎用レジ

スタ RL（R0L～R7L）として指定します。これらは同等の機能を持っており、8ビットレジスタを最大 16本まで

使用することができます。 

各レジスタは独立に使用方法を選択できます。 

汎用レジスタ ER7には、汎用レジスタとしての機能に加えて、スタックポインタ（SP）としての機能が割り当

てられており、例外処理やサブルーチン分岐などで暗黙的に使用されます。スタックの状態を図 2.8に示します。 
 

 

 32  16  8

ER

ER0 ER7

E

E0 E7

R

R0 R7

RH

R0H R7H

RL

R0L R7L  

図 2.7 汎用レジスタの使用方法 
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SP (ER7)

 

図 2.8 スタックの状態 

 

2.4.2 プログラムカウンタ（PC） 

24ビットのカウンタで、CPUが次に実行する命令のアドレスを指します。CPUの命令は、すべて 2バイト（ワ

ード）を単位としているため、最下位ビットは無効です（命令コードのリード時は最下位ビットは 0とみなされ

ます）。 
 

2.4.3 エクステンドレジスタ（EXR） 

EXRは 8ビットのレジスタで LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令で操作することができます。このうち STC

を除く命令を実行した場合、実行終了後 3ステートの間 NMIを含むすべての割り込みがマスクされます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 T 0 R/W トレースビット 

このビットが1にセットされているときは1命令実行するごとにトレース例外

処理を開始します。0にクリアされているときは命令を順次実行します。 

6～3 ― すべて 1 ― リザーブビット 

リードすると常に 1がリードされます。 

2～0 I2 

I1 

I0 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

割り込み要求マスクレベル（0～7）を指定します。詳細は「第 5章 割り込み

コントローラ」を参照してください。 
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2.4.4 コンディションコードレジスタ（CCR） 

8ビットのレジスタで、CPUの内部状態を示しています。割り込みマスクビット（I）とハーフキャリ（H）、ネ

ガティブ（N）、ゼロ（Z）、オーバフロー（V）、キャリ（C）の各フラグを含む 8ビットで構成されています。

CCRは、LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令で操作することができます。また、N、Z、V、Cの各フラグは、

条件分岐命令（Bcc）で使用されます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 I 1 R/W 割り込みマスクビット 

本ビットが 1にセットされると、割り込みがマスクされます。ただし、NMI

は Iビットに関係なく受け付けられます。例外処理の実行が開始されたときに

1にセットされます。詳細は「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してく

ださい。 

6 UI 不定 R/W ユーザビット／割り込みマスクビット 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード／ライトで

きます。本 LSIでは、割り込みマスクビットとしては使用できません。 

5 H 不定 R/W ハーフキャリフラグ 

ADD.B、ADDX.B、SUB.B、SUBX.B、CMP.B、NEG.B命令の実行により、ビ

ット 3にキャリまたはボローが生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき

0にクリアされます。また、ADD.W、SUB.W、CMP.W、NEG.W 命令の実行

により、ビット 11にキャリまたはボローが生じたとき、もしくは ADD.L、

SUB.L、CMP.L、NEG.L命令の実行により、ビット 27にキャリまたはボロー

が生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき 0にクリアされます。 

4 U 不定 R/W ユーザビット 

ソフトウェア（LDC、STC、ANDC、ORC、XORC命令）でリード／ライトで

きます。 

3 N 不定 R/W ネガティブフラグ 

データの最上位ビットを符号ビットとみなし、最上位ビットの値を格納しま

す。 

2 Z 不定 R/W ゼロフラグ 

データがゼロのとき 1にセットされ、ゼロ以外のとき 0にクリアされます。 

1 V 不定 R/W オーバフローフラグ 

算術演算命令の実行により、オーバフローが生じたとき 1にセットされます。

それ以外のとき 0にクリアされます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

0 C 不定 R/W キャリフラグ 

演算の実行により、キャリが生じたとき 1にセットされ、生じなかったとき 0

にクリアされます。キャリには次の種類があります。 

• 加算結果のキャリ 

• 減算結果のボロー 

• シフト／ローテートのキャリ 

また、キャリフラグには、ビットアキュムレータ機能があり、ビット操作命令

で使用されます。 

 

2.4.5 CPU内部レジスタの初期値 

CPU内部レジスタのうち、PCはリセット例外処理によってベクタアドレスからスタートアドレスをロードする

ことにより初期化されます。また EXRの Tビットは 0にクリアされ、EXR、CCRの Iビットは 1にセットされま

すが、汎用レジスタと CCRの他のビットは初期化されません。SP（ER7）の初期値も不定です。したがって、リ

セット直後に、MOV.L命令を使用して SPの初期化を行ってください。 
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2.5 データ形式 
H8S/2000 CPUは、1ビット、4ビット BCD、8ビット（バイト）、16ビット（ワード）、および 32ビット（ロ

ングワード）のデータを扱うことができます。 

1ビットデータはビット操作命令で扱われ、オペランドデータ（バイト）の第 nビット（n＝0,1,2,……,7）とい

う形式でアクセスできます。 

なお、DAAおよび DASの 10進補正命令では、バイトデータは 2桁の 4ビット BCDデータとなります。 
 

2.5.1 汎用レジスタのデータ形式 

汎用レジスタのデータ形式を図 2.9に示します。 
 

7 0

7 0

MSB LSB

MSB LSB

7 04 3

Don't care

Don't care

Don't care

7 04 3

7 0

Don't care6 5 4 3 27 1 0

7 0

Don't care 6 5 4 3 27 1 0

Don't care

 

1  

  

1    

  

4 BCD   

  

4 BCD    

  

   

   

 

RnH

RnL

RnH

RnL

RnH

RnL

 

図 2.9 汎用レジスタのデータ形式（1） 
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15 0

MSB LSB

15 0

MSB LSB
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 E

 R

 RH

 RL

 

 

 

図 2.9 汎用レジスタのデータ形式（2） 
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2.5.2 メモリ上でのデータ形式 

メモリ上でのデータ形式を図 2.10に示します。 

H8S/2000 CPUは、メモリ上のワードデータ／ロングワードデータをアクセスすることができます。これらは、

偶数番地から始まるデータに限定されます。奇数番地から始まるワードデータ／ロングワードデータをアクセス

した場合、アドレスの最下位ビットは 0とみなされ、1番地前から始まるデータをアクセスします。この場合、ア

ドレスエラーは発生しません。命令コードについても同様です。 

なお、SP（ER7）をアドレスレジスタとしてスタック領域をアクセスするときは、必ずワードサイズまたはロ

ングワードサイズでアクセスしてください。 
 

7 0

7 6 5 4 3 2 1 0

MSB LSB

MSB

MSB

LSB

LSB

L

L

2M

2N

2N+1

2N+2

2N+3

1

2M+1

 

図 2.10 メモリ上でのデータ形式 
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2.6 命令セット 
H8S/2000 CPUの命令は合計 65種類あり、各命令の持つ機能によって表 2.1に示すように分類されます。 

 
表 2.1 命令の分類 

分 類 命   令 サイズ 種類 

データ転送命令 MOV B／W／L 5 

 POP*1, PUSH*1 W／L  

 LDM*5, STM*5 L  

 MOVFPE*3, MOVTPE*3 B  

算術演算命令 ADD, SUB, CMP, NEG B／W／L 19 

 ADDX, SUBX, DAA, DAS B  

 INC, DEC B／W／L  

 ADDS, SUBS L  

 MULXU, DIVXU, MULXS, DIVXS B／W  

 EXTU, EXTS W／L  

 TAS*4 B  

論理演算命令 AND, OR, XOR, NOT B／W／L 4 

シフト命令 SHAL, SHAR, SHLL, SHLR, ROTL, ROTR, ROTXL, ROTXR B／W／L 8 

ビット操作命令 BSET, BCLR, BNOT, BTST, BLD, BILD, BST, BIST, BAND, BIAND, 

BOR, BIOR, BXOR, BIXOR 

B 14 

分岐命令 Bcc*2, JMP, BSR, JSR, RTS － 5 

システム制御命令 TRAPA, RTE, SLEEP, LDC, STC, ANDC, ORC, XORC, NOP － 9 

ブロック転送命令 EEPMOV － 1 

合計 65種類 

【記号説明】 

B ：バイトサイズ 

W ：ワードサイズ 

L ：ロングワードサイズ 

【注】 *1 POP.W Rn、PUSH.W Rnは、それぞれ MOV.W @SP+,Rn、MOV.W Rn,@-SPと同一です。 

  また、POP.L ERn、PUSH.L ERnは、それぞれ MOV.L @SP+,ERn、MOV.L ERn,@-SPと同一です。 

 *2 Bccは条件分岐命令の総称です。 

 *3 本 LSIでは使用できません。 

 *4 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

 *5 STM／LDM命令を使用する場合はレジスタ ER0～ER6を使用してください。 
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2.6.1 命令の機能別一覧 

各命令の機能について表 2.3～表 2.10に示します。各表で使用しているオペレーションの記号の意味は次のと

おりです。 
 

表 2.2 オペレーションの記号 

記号 説  明 

Rd 汎用レジスタ（デスティネーション側）* 

Rs 汎用レジスタ（ソース側）* 

Rn 汎用レジスタ* 

ERn 汎用レジスタ（32ビットレジスタ） 

(EAd) デスティネーションオペランド 

(EAs) ソースオペランド 

EXR エクステンドレジスタ 

CCR コンディションコードレジスタ 

N CCRの N（ネガティブ）フラグ 

Z CCRの Z（ゼロ）フラグ 

V CCRの V（オーバフロー）フラグ 

C CCRの C（キャリ）フラグ 

PC プログラムカウンタ 

SP スタックポインタ 

#IMM イミディエイトデータ 

disp ディスプレースメント 

＋ 加算 

－ 減算 

× 乗算 

÷ 除算 

∧ 論理積 

∨ 論理和 

⊕ 排他的論理和 

→ 転送 

～ 反転論理（論理的補数） 

:8／:16／:24／:32 8／16／24／32ビット長 

【注】 * 汎用レジスタは、8ビット（R0H～R7H、R0L～R7L）、16ビット（R0～R7、E0～E7）、または 32ビットレジスタ（ER0

～ER7）です。 
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表 2.3 データ転送命令 

命令 サイズ*1 機  能 

MOV B／W／L (EAs)→Rd、Rs→(EAd) 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとメモリ間でデータ転送します。また、イミ

ディエイトデータを汎用レジスタに転送します。 

MOVFPE B 本 LSIでは使用できません。 

MOVTPE B 本 LSIでは使用できません。 

POP W／L @SP+→Rn 

スタックから汎用レジスタへデータを復帰します。 

POP.W  Rnは MOV.W  @SP+, Rnと、また、 POP.L  ERnは MOV.L  @SP+, ERnと同一

です。 

PUSH W／L Rn→@-SP 

汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 

PUSH.W  Rnは MOV.W  Rn, @-SPと同一です。 

PUSH.L  ERnは MOV.L  ERn, @-SPと同一です。 

LDM*2 L @SP+→Rn（レジスタ群） 

スタックから複数の汎用レジスタへデータを復帰します。 

STM*2 L Rn（レジスタ群）→@-SP 

複数の汎用レジスタの内容をスタックに退避します。 

【注】 *1 サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 

 *2 STM／LDM命令を使用する場合は ER0～ER6を使用してください。 



2. CPU 

Rev.6.00  2010.03.18  2-20 
RJJ09B0171-0600 

 

表 2.4 算術演算命令 

命令 サイズ*1 機  能 

ADD 

SUB 

B／W／L Rd±Rs→Rd、Rd±#IMM→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の加減算を行い

ます。（バイトサイズでの汎用レジスタとイミディエイトデータ間の減算はできません。SUBX

命令または ADD命令を使用してください。） 

ADDX 

SUBX 

B Rd±Rs±C→Rd、Rd±＃IMM±C→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間のキャリー付き

の加減算を行います。 

INC 

DEC 

B／W／L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd 

汎用レジスタに 1または 2を加減算します（バイトサイズで 1の加減算のみ可能です）。 

ADDS 

SUBS 

L Rd±1→Rd、Rd±2→Rd、Rd±4→Rd 

32ビットレジスタに 1､2､または 4を加減算します。 

DAA 

DAS 

B Rd(10進補正) →Rd 

汎用レジスタ上の加減算結果を CCRを参照して 4ビット BCDデータに補正します。 

MULXU B／W Rd×Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号なし乗算を行います。 

8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

MULXS B／W Rd×Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号付き乗算を行います。 

8ビット×8ビット→16ビット、16ビット×16ビット→32ビットの乗算が可能です。 

DIVXU B／W Rd÷Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号なし除算を行います。 

16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット､ 

32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16ビットの除算が可能です。 
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命令 サイズ*1 機  能 

DIVXS B／W Rd÷Rs→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ間の符号付き除算を行います。 

16ビット÷8ビット→商 8ビット余り 8ビット、 

32ビット÷16ビット→商 16ビット余り 16ビットの除算が可能です。 

CMP B／W／L Rd－Rs、Rd－#IMM 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の比較を行い、そ

の結果を CCRに反映します。 

NEG B／W／L 0－Rd→Rd 

汎用レジスタの内容の 2の補数（算術的補数）をとります。 

EXTU W／L Rd(ゼロ拡張) →Rd 

16ビットレジスタの下位 8ビットをワードサイズにゼロ拡張します。または、32ビットレジス

タの下位 16ビットをロングワードサイズにゼロ拡張します。 

EXTS W／L Rd(符号拡張) →Rd 

16ビットレジスタの下位 8ビットをワードサイズに符号拡張します。または、32ビットレジス

タの下位 16ビットをロングワードサイズに符号拡張します。 

TAS*2 B @ERd－0、1 → (＜ビット 7＞of @ERd) 

メモリの内容をテストしたあと、最上位ビット（ビット 7）を 1にセットします。 

【注】 *1 サイズはオペランドサイズを示します。 

  B ：バイト 

  W ：ワード 

  L ：ロングワード 

 *2 TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 
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表 2.5 論理演算命令 

命令 サイズ* 機  能 

AND B／W／L Rd∧Rs→Rd、Rd∧#IMM→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の論理積をとりま

す。 

OR B／W／L Rd∨Rs→Rd、Rd∨#IMM→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の論理和をとりま

す。 

XOR B／W／L Rd⊕Rs→Rd、Rd⊕#IMM→Rd 

汎用レジスタと汎用レジスタ、または汎用レジスタとイミディエイトデータ間の排他的論理和を

とります。 

NOT B／W／L ～Rd→Rd 

汎用レジスタの内容の 1の補数（論理的補数）をとります。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

 B ：バイト 

 W ：ワード 

 L ：ロングワード 
 

表 2.6 シフト命令 

命令 サイズ* 機  能 

SHAL 

SHAR 

B／W／L Rd(シフト処理) →Rd 

汎用レジスタの内容を算術的にシフトします。 

1ビットまたは 2ビットのシフトが可能です。 

SHLL 

SHLR 

B／W／L Rd(シフト処理) →Rd 

汎用レジスタの内容を論理的にシフトします。 

1ビットまたは 2ビットのシフトが可能です。 

ROTL 

ROTR 

B／W／L Rd(ローテート処理) →Rd 

汎用レジスタの内容をローテートします。 

1ビットまたは 2ビットのローテートが可能です。 

ROTXL 

ROTXR 

B／W／L Rd(ローテート処理) →Rd 

汎用レジスタの内容をキャリフラグを含めてローテートします。 

1ビットまたは 2ビットのローテートが可能です。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

 B ：バイト 

 W ：ワード 

 L ：ロングワード 
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表 2.7 ビット操作命令 

命令 サイズ* 機  能 

BSET B 1→(<ビット番号>of<EAd>) 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを 1にセットします。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定

します。 

BCLR B 0→(<ビット番号>of<EAd>) 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを 0にクリアします。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定

します。 

BNOT B ～(<ビット番号>of<EAd>)→(<ビット番号>of<EAd>) 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定

されます。 

BTST B ～(<ビット番号>of<EAd>)→Z 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットをテストし、ゼロフラグに反映

します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータまたは汎用レジスタの内容下位 3ビットで指定

されます。 

BAND 

 

 

 

BIAND 

B 

 

 

 

B 

C∧(<ビット番号>of<EAd>)→C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグとの論理積をと

り、結果をキャリフラグに格納します。 

 

C∧〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリーフラグとの

論理積をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BOR 

 

 

 

BIOR 

B 

 

 

 

B 

C∨(<ビット番号>of<EAd>) →C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグとの論理和をと

り、結果をキャリフラグに格納します。 

 

C∨〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグとの論

理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 
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命令 サイズ* 機  能 

BXOR 

 

 

 

BIXOR 

B 

 

 

 

B 

C⊕(<ビット番号>of<EAd>) →C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットとキャリフラグとの排他的論理

和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

 

C⊕〔～(<ビット番号>of<EAd>)〕→C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグとの排

他的論理和をとり、結果をキャリフラグに格納します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BLD 

 

 

BILD 

B 

 

 

B 

(<ビット番号>of<EAd>) →C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットをキャリフラグに転送します。 

 

～(<ビット番号>of<EAd>) →C 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットを反転し、キャリフラグに転送

します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

BST 

 

 

 

BIST 

B 

 

 

 

B 

C→(<ビット番号>of<EAd>) 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットに、キャリフラグの内容を転送

します。 

 

～C→(<ビット番号>of<EAd>) 

汎用レジスタまたはメモリのオペランドの指定された 1ビットに、キャリフラグを反転して転

送します。 

ビット番号は、3ビットのイミディエイトデータで指定されます。 

【注】 * サイズはオペランドサイズを示します。 

 B：バイト 
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表 2.8 分岐命令 

命令 サイズ 機  能 

Bcc － 指定した条件が成立しているとき、指定されたアドレスへ分岐します。分岐条件を下表に示し

ます。 

      

   ニーモニック 説  明 分岐条件  

   BRA(BT) Always(True) Always  

   BRN(BF) Never(False) Never  

   BHI HIgh C∨Z=0  

   BLS Low or Same C∨Z=1  

   BCC(BHS) Carry Clear(High or Same) C=0  

   BCS(BLO) Carry Set(LOw) C=1  

   BNE Not Equal Z=0  

   BEQ EQual Z=1  

   BVC oVerflow Clear V=0  

   BVS oVerflow Set V=1  

   BPL PLus N=0  

   BMI MInus N=1  

   BGE Greater or Equal N⊕V=0  

   BLT Less Than N⊕V=1  

   BGT Greater Than Z∨(N⊕V)=0  

   BLE Less or Equal Z∨(N⊕V)=1  

       

JMP － 指定されたアドレスへ無条件に分岐します。 

BSR － 指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

JSR － 指定されたアドレスへサブルーチン分岐します。 

RTS － サブルーチンから復帰します。 
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表 2.9 システム制御命令 

命令 サイズ* 機  能 

TRAPA － 命令トラップ例外処理を行います。 

RTE － 例外処理ルーチンから復帰します。 

SLEEP － 低消費電力状態に遷移します。 

LDC B／W (EAs)→CCR、(EAs)→EXR 

汎用レジスタまたはメモリの内容を CCR、EXRに転送します。また、イミディエイトデータ

を CCR、EXRに転送します。CCR、EXRは 8ビットですが、メモリと CCR、EXR間の転送

はワードサイズで行われ、上位 8ビットが有効になります。 

STC B／W CCR→(EAd)、EXR→(EAd) 

CCR、EXRの内容を汎用レジスタまたはメモリに転送します。CCR、EXRは 8ビットですが、

CCR、EXRとメモリ間の転送はワードサイズで行われ、上位 8ビットが有効になります。 

ANDC B CCR∧#IMM→CCR、EXR∧#IMM→EXR 

CCR、EXRとイミディエイトデータの論理積をとります。 

ORC B CCR∨#IMM→CCR、EXR∨#IMM→EXR 

CCR、EXRとイミディエイトデータの論理和をとります。 

XORC B CCR⊕#IMM→CCR、EXR⊕#IMM→EXR 

CCR、EXRとイミディエイトデータの排他的論理和をとります。 

NOP － PC+2→PC 

PCのインクリメントだけを行います。 

【注】* サイズはオペランドサイズを示します。 

 B ：バイト 

 W ：ワード 
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表 2.10 ブロック転送命令 

命令 サイズ 機  能 

EEPMOV.B 

 

 

 

 

 

EEPMOV.W 

－ 

 

 

 

 

 

－ 

if R4L≠0 then 

 Repeat @ER5+→@ER6+ 

  R4L－1→R4L 

 Until R4L＝0 

else next; 

 

if R4≠0 then 

 Repeat @ER5+→@ER6+ 

  R4－1→R4 

 Until R4＝0 

else next; 

 

ブロック転送命令です。ER5で示されるアドレスから始まり、R4Lまたは R4で指定される
バイト数のデータを、ER6で示されるアドレスのロケーションへ転送します。転送終了後、
次の命令を実行します。 
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2.6.2 命令の基本フォーマット 

H8S/2000 CPUの命令は、2バイト（ワード）を単位にしています。各命令はオペレーションフィールド（op）、

レジスタフィールド（r）、EA拡張部（EA）、およびコンディションフィールド（cc）から構成されています。 

図 2.11に命令フォーマットの例を示します。 

• オペレーションフィールド 

命令の機能を表し、アドレッシングモードの指定、オペランドの処理内容を指定します。命令の先頭4ビット

を必ず含みます。2つのオペレーションフィールドを持つ場合もあります。 

• レジスタフィールド 

汎用レジスタを指定します。アドレスレジスタのとき3ビット、データレジスタのとき3ビットまたは4ビット

です。2つのレジスタフィールドを持つ場合、またはレジスタフィールドを持たない場合もあります。 

• EA拡張部 

イミディエイトデータ、絶対アドレス、またはディスプレースメントを指定します。8ビット、16ビット、ま

たは32ビットです。 

• コンディションフィールド 

Bcc命令の分岐条件を指定します。 
 

op

op rn rm

NOP RTS

ADD.B Rn, Rm

MOV.B @(d:16, Rn), Rm

1

2

3 EA

rn rmop

EA disp

4 EA

op cc EA disp BRA d:16
 

図 2.11 命令フォーマットの例 
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2.7 アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法 
H8S/2000 CPUは表 2.11に示すように、8種類のアドレッシングモードをサポートしています。命令ごとに、使

用できるアドレッシングモードが異なります。 

演算命令では、レジスタ直接、およびイミディエイトが使用できます。転送命令では、プログラムカウンタ相

対とメモリ間接を除くすべてのアドレッシングモードが使用できます。また、ビット操作命令では、オペランド

の指定にレジスタ直接、レジスタ間接、および絶対アドレスが使用できます。さらに、オペランド中のビット番

号を指定するためにレジスタ直接（BSET、BCLR、BNOT、BTSTの各命令）、およびイミディエイト（3ビット）

が独立して使用できます。 
 

表 2.11 アドレッシングモード一覧表 

No. アドレッシングモード 記号 

1 レジスタ直接 Rn 

2 レジスタ間接 @ERn 

3 ディスプレースメント付きレジスタ間接 @(d:16,ERn)／@(d:32,ERn) 

4 ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

 プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

5 絶対アドレス @aa:8／@aa:16／@aa:24／@aa:32 

6 イミディエイト #xx:8／#xx:16／#xx:32 

7 プログラムカウンタ相対 @(d:8,PC)／@(d:16,PC) 

8 メモリ間接 @@aa:8 

 

2.7.1 レジスタ直接 Rn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるレジスタ（8ビット、16ビット、または 32ビット）がオペラン

ドとなります。8ビットレジスタとしては R0H～R7H、R0L～R7Lを指定可能です。16ビットレジスタとしては

R0～R7、E0～E7を指定可能です。32ビットレジスタとしては ER0～ER7を指定可能です。 
 

2.7.2 レジスタ間接 @ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容をアドレスとしてメモリ上のオ

ペランドを指定します。プログラム領域としては、下位 24ビットが有効になり、上位 8ビットはすべて 0（H'00）

とみなされます。 
 

2.7.3 ディスプレースメント付きレジスタ間接 @（d:16,ERn）／@（d:32,ERn） 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容に、命令コード中に含まれる

16ビットディスプレースメント、または 32ビットディスプレースメントを加算した内容をアドレスとして、メモ

リ上のオペランドを指定します。加算に際して、16ビットディスプレースメントは符号拡張されます。 
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2.7.4 ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+／プリデクリメントレジスタ間接 
@-ERn 

（1） ポストインクリメントレジスタ間接 @ERn+ 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容をアドレスとしてメモリ上のオ

ペランドを指定します。その後、アドレスレジスタの内容に 1、2、または 4が加算され、加算結果がアドレスレ

ジスタに格納されます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4がそれぞれ加算さ

れます。ワードサイズまたはロングワードサイズのとき、アドレスレジスタの内容が偶数となるようにしてくだ

さい。 

（2） プリデクリメントレジスタ間接 @-ERn 

命令コードのレジスタフィールドで指定されるアドレスレジスタ（ERn）の内容から、1、2、または 4を減算し

た内容をアドレスとしてメモリ上のオペランドを指定します。その後、減算結果がアドレスレジスタに格納され

ます。バイトサイズでは 1、ワードサイズでは 2、ロングワードサイズでは 4がそれぞれ減算されます。ワードサ

イズまたはロングワードサイズのとき、アドレスレジスタの内容が偶数になるようにしてください。 
 

2.7.5 絶対アドレス @aa:8／@aa:16／@aa:24／@aa:32 

命令コード中に含まれる絶対アドレスで、メモリ上のオペランドを指定します。絶対アドレスは 8ビット（@aa:8）、

16ビット（@aa:16）、24ビット（@aa:24）、または 32ビット（@aa:32）です。絶対アドレスのアクセス範囲を表

2.12に示します。 

データ領域としては、8ビット（@aa:8）、16ビット（@aa:16）、または 32ビット（@aa:32）を使用します。8

ビット絶対アドレスの場合、上位 24ビットはすべて 1（H'FFFF）となります。16ビット絶対アドレスの場合、上

位 16ビットは符号拡張されます。32ビット絶対アドレスの場合、全アドレス空間をアクセスできます。 

プログラム領域としては 24ビット（@aa:24）を使用します。上位 8ビットはすべて 0（H'00）となります。 
 

表 2.12 絶対アドレスのアクセス範囲 

絶対アドレス ノーマルモード* アドバンストモード 

データ領域 8ビット（@aa:8） H'FF00～H'FFFF H'FFFF00～H'FFFFFF 

 

 

16ビット（@aa:16） H'0000～H'FFFF H'000000～H'007FFF、 

H'FF8000～H'FFFFFF 

 32ビット（@aa:32）  H'000000～H'FFFFFF 

プログラム領域 24ビット（@aa:24）   

【注】 * 本 LSIでは使用しません。 
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2.7.6 イミディエイト #xx:8／#xx:16／#xx:32 

命令コード中に含まれる 8ビット（#xx:8）、16ビット（#xx:16）、または 32ビット（#xx:32）のデータを直接

オペランドとして使用します。 

なお、ADDS、SUBS、INC、DEC命令では、イミディエイトデータが命令コード中に暗黙的に含まれます。ビ

ット操作命令では、ビット番号を指定するための 3ビットのイミディエイトデータが、命令コード中に含まれる

場合があります。また、TRAPA命令では、ベクタアドレスを指定するための 2ビットのイミディエイトデータが

命令コードの中に含まれます。 
 

2.7.7 プログラムカウンタ相対 @（d:8, PC）／@（d:16, PC） 

Bcc、BSR命令で使用されます。PCの内容で指定される 24ビットのアドレスに、命令コード中に含まれる 8ビ

ット、または 16ビットディスプレースメントを加算して 24ビットの分岐アドレスを生成します。加算に際して、

ディスプレースメントは 24ビットに符号拡張されます。加算結果は下位 24ビットが有効になり、上位 8ビット

はすべて 0（H'00）とみなされます。また加算される PCの内容は次の命令の先頭アドレスとなっていますので、

分岐可能範囲は分岐命令に対して－126～＋128バイト（－63～＋64ワード）または－32766～＋32768バイト（－

16383～＋16384ワード）です。このとき、加算結果が偶数となるようにしてください。 
 

2.7.8 メモリ間接 @@aa:8 

JMP、JSR命令で使用されます。命令コード中に含まれる 8ビット絶対アドレスでメモリ上のオペランドを指定

し、この内容を分岐アドレスとして分岐します。8ビット絶対アドレスの上位のビットはすべて 0となりますので、

分岐アドレスを格納できるのは 0～255（ノーマルモード*のとき H'0000～H'00FF、アドバンストモードのとき

H'000000～H'0000FF）番地です。 

ノーマルモードの場合は、メモリ上のオペランドはワードサイズで指定し、16ビットの分岐アドレスを生成し

ます。また、アドバンストモードの場合は、メモリ上のオペランドはロングワードサイズで指定します。このう

ち先頭の 1バイトはすべて 0（H'00）とみなされます。ただし、分岐アドレスを格納可能なアドレスの先頭領域は、

例外処理ベクタ領域と共通になっていますので注意してください。詳細は「第 4章 例外処理」を参照してくだ

さい。 

ワードサイズ、ロングワードサイズでメモリを指定する場合、および分岐アドレスを指定する場合に奇数アド

レスを指定すると、最下位ビットは 0とみなされ、1番地前から始まるデータまたは命令コードをアクセスします

（「2.5.2 メモリ上でのデータ形式」を参照してください）。 

【注】 * 本 LSIでは使用しません。 
 
 



2. CPU 

Rev.6.00  2010.03.18  2-32 
RJJ09B0171-0600 

 

a * b

@aa:8 @aa:8

* LSI  

図 2.12 メモリ間接による分岐アドレスの指定 

 

2.7.9 実効アドレスの計算方法 

各アドレッシングモードにおける実効アドレス（EA：Effective Address）の計算法を表 2.13に示します。 

ノーマルモードの場合、実効アドレスの上位 8ビットは無視され、16ビットのアドレスとなります。 
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表 2.13 実行アドレスの計算方法 
No EA

1

1

2

4

Rn

rop

31 0

31 23

2 @ERn

3

@(d:16,ERn)  @(d:32,ERn)

4

@ERn+

@-ERn

1 2 4

rop disp

rop

rmop rn

31 0

1 2 4

31 0

rop

Don't care

31 2331 0

Don't care

31 0

disp

31 0

31 0

31 2331 0

Don't care

31 2331 0

Don't care

24

24

24

24
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No EA

5

op

31 2331 0

Don't careabs

@aa:8 7

H'FFFF

op

31 2331 0

Don't care

@aa:16

op

@aa:24

@aa:32

abs

1516

31 2331 0

Don't care

31 2331 0

Don't care

abs

op

abs

6

op IMM

#xx:8 #xx:16 #xx:32

824

24

24

24

* LSI

31 23

7

@(d:8,PC) @(d:16,PC)

31 0

Don't care

23 0

disp

0

31 2331 0

Don't care

dispop

23

op

8 @@aa:8

*

abs
31 0

absH'000000

78

015 31 2331 0

Don't care

15

H'00

16

op abs
31 0

absH'000000

78

031

PC

24

24

24
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2.8 処理状態 
H8S/2000 CPUの処理状態には、リセット状態、例外処理状態、プログラム実行状態、バス権解放状態、および

低消費電力状態の 5種類があります。処理状態間の状態遷移図を図 2.13に示します。 
 

• リセット状態 

CPU および内蔵周辺モジュールがすべて初期化され、停止している状態です。リセット端子がLowレベルに

なると、実行中の処理はすべて中止され、CPUはリセット状態になります。リセット状態ではすべての割り

込みが禁止されます。リセット端子をLowレベルからHighレベルにすると、リセット例外処理を開始します。

リセットの詳細は「第4章 例外処理」を参照してください。ウォッチドッグタイマを内蔵する製品では、

ウォッチドッグタイマのオーバフローによってリセットすることもできます。 

• 例外処理状態 

例外処理状態は、リセット、トレース、割り込み、またはトラップ命令の例外処理要因によってCPUが通常

の処理状態の流れを変え、例外処理ベクタテーブルからスタートアドレス（ベクタ）を取り出してそのスタ

ートアドレスに分岐する過渡的な状態です。詳細は「第4章 例外処理」を参照してください。 

• プログラム実行状態 

CPUがプログラムを順次実行している状態です。 

• バス権解放状態 

DMAコントローラ（DMAC）*やデータトランスファコントローラ（DTC）を内蔵している製品で、CPU以

外のバスマスタからのバス権要求に対してバス権を解放した状態です。バス権解放状態ではCPUは動作を停

止します。 

• 低消費電力状態 

CPUが動作を停止し、消費電力を低下させた状態です。SLEEP命令の実行、またはハードウェアスタンバイ

モードへの遷移でCPUはプログラム停止状態になります。詳細は「第24章 低消費電力状態」を参照してく

ださい。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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図 2.13 状態遷移図 
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2.9 使用上の注意事項 

2.9.1 TAS命令 

TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用してください。 

なお、ルネサス テクノロジ製 H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラでは、TAS命令は生成されません。ユ

ーザ定義の組み込み関数として TAS命令を使用する場合は、レジスタ ER0、ER1、ER4、ER5を使用するように

お願いいたします｡ 
 

2.9.2 STM/LDM命令 

STM/LDM命令において、ER7レジスタはスタックポインタであるため、退避（STM）／復帰（LDM）できる

レジスタとしては、使用できません。 

一命令で退避（STM）／復帰（LDM）できるレジスタ数は 2本、3本、4本です。 

そのとき使用可能なレジスタリストは、以下のとおりです。 
 

2本：ER0―ER1、ER2―ER3、ER4―ER5 

3本：ER0―ER2、ER4―ER6 

4本：ER0―ER3 
 
また、ルネサス テクノロジ製 H8S、H8/300シリーズ C/C++コンパイラでは、ER7を含む STM/LDM命令は生

成されません。 
 

2.9.3 ビット操作命令使用上の注意事項 

ライト専用ビットを含むレジスタに対してビット操作命令を使用すると、本来操作すべきビットが正しく操作

されないことや、ビット操作に無関係のビットが変化することがあります。 

ライト専用ビットを含むレジスタをリードすると固定値や不定値をリードします。したがって、リードした値

を演算に使用するビット操作命令（BNOT、BTST、BAND、BIAND、BOR、BIOR、BXOR、BIXOR、BLD、BILD）

は正しいビット操作がされません。 

また、演算したあとにリードしたデータに対してライトを伴うビット操作命令（BSET、BCLR、BNOT、BST、

BIST）はビット操作に無関係のビットが変化することがありますので、ライト専用ビットを含むレジスタに対し

てビット操作命令を行う場合は注意が必要です。 

BSET、BCLR、BNOT、BST、BISTの各命令は、 

   1. バイト単位でデータをリード 

   2. リードしたデータを命令に従いビット操作 

   3. 再びバイト単位でデータをライト 

の順番で動作を行います。 
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• 例 ポート1のP1DDRのビット4のみをクリアするのにBCLR命令を実行した場合 
 

P1DDRは、8ビットのライト専用ビットで構成されたレジスタで、ポート 1の各端子の入出力をビットごとに

指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

ここで、BCLR命令で P14を入力ポートに指定する例を示します。現時点では、P17～P14は出力端子に、P13

～P10は入力端子に設定されているとします。この時点で、P1DDRの値は H'F0です。 
 

 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

入出力 出力 出力 出力 出力 入力 入力 入力 入力 

P1DDR 1 1 1 1 0 0 0 0 

 
P14を出力端子から入力端子に切り替えるには、P1DDRのビット 4の値を"1"から"0"（H'F0→H'E0）に変えな

ければなりません。ここで BCLR命令を使って P1DDRのビット 4をクリアするとします。 
 

BCLR    #4, @P1DDR 
 
しかし、ライト専用レジスタである P1DDRに対して上記のようにビット操作命令を行うと以下のような不具合

が発生する場合があります。 

P1DDRに対して、最初にバイト単位でデータをリードしますが、このとき、リードされる値は不定値です。不

定値は、レジスタ上では"0"または"1"となりますが、どちらの値がリードされるかわかりません。P1DDRはすべ

てライト専用ビットなので、どのビットでも不定値をリードします。ここでは、本来の P1DDRの値は H'F0です

が、ビット 3が"1"となる H'F8がリードされたとします。 
 

 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

入出力 出力 出力 出力 出力 入力 入力 入力 入力 

P1DDR 1 1 1 1 0 0 0 0 

リード値 1 1 1 1 1 0 0 0 

 
ビット操作は、このリードされた値に対して行われます。この例では H'F8に対してビット 4をクリアします。 

 
 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

入出力 出力 出力 出力 出力 入力 入力 入力 入力 

P1DDR 1 1 1 1 0 0 0 0 

ビット操作後 1 1 1 0 1 0 0 0 
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ビット操作を行ったあと、そのデータを P1DDRにライトして BCLR命令を終了します。 
 

 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

入出力 出力 出力 出力 入力 出力 入力 入力 入力 

P1DDR 1 1 1 0 1 0 0 0 

ライト値 1 1 1 0 1 0 0 0 

 
本来は P1DDRの値を H'E0に書き変えるはずでしたが、実際は H'E8がライトされ、入力端子であるはずの P13

が出力端子に変化してしまいます。ここではリードしたときに P13が"1"の場合について説明しましたが、P17～

P10をリードした場合にはリード値は不定ですので、ビット操作命令終了後には"0"が"1"に変化したり、"1"が"0"

に変化したりしますので注意してください。このような事態を避けるために、ライト専用ビットを含むレジスタ

の値を変更する場合は、「2.9.4 ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
また、内部 I/Oレジスタのフラグを"0"にクリアするために、BCLR命令を使用することができます。この場合、

割り込み処理ルーチンなどで当該フラグが"1"にセットされていることが明らかであれば、事前に当該フラグをリ

ードする必要はありません。 
 

2.9.4 ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法 

ライト専用ビットを含むレジスタからのデータ転送命令、またはライト専用ビットを含むレジスタに対してビ

ット操作命令を行うと不定値をリードします。不定値をリードしないために、以下のような方法を用いてライト

専用ビットを含むレジスタにアクセスしてください。 

ライト専用ビットを含むレジスタにライトする際は、内蔵 RAMなどのメモリ上にワークエリアを設け、そこに

一度データをライトしてから、そのメモリに対してアクセスを行い、そのメモリのデータをライト専用ビットを

含むレジスタにライトするようにしてください。 

 

図 2.14 ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法のフローチャート例 
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• 例 ポート1のP1DDRのビット4のみをクリアする場合 
 

P1DDRは、8ビットのライト専用ビットで構成されたレジスタで、ポート 1の各端子の入出力をビットごとに

指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出されます。 

ここで、BCLR命令で P14を入力ポートに指定する例を示します。まず P1DDRにライトする初期値 H'F0をあ

らかじめメモリ上のワークエリア（RAM0）にライトしておきます。 
 

MOV.B  ＃H'F0, R0L 

MOV.B  R0L,   @RAM0 

MOV.B  R0L,   @P1DDR 
 

 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

入出力 出力 出力 出力 出力 入力 入力 入力 入力 

P1DDR 1 1 1 1 0 0 0 0 

         

RAM0 1 1 1 1 0 0 0 0 

 
P14を出力端子から入力端子に切り替えるには、P1DDRのビット 4の値を"1"から"0"（H'F0→H'E0）に変えな

ければなりません。ここで BCLR命令を RAM0に対して行います。 

 

BCLR  #4, @RAM0 
 

 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

入出力 出力 出力 出力 出力 入力 入力 入力 入力 

P1DDR 1 1 1 1 0 0 0 0 

         

RAM0 1 1 1 0 0 0 0 0 

 
RAM0はリード／ライト可能なので、ビット操作命令を行うと、RAM0のビット 4のみがクリアされます。こ

の RAM0の値を P1DDRにライトします。 
 

MOV.B  @RAM0, R0L 

MOV.B  R0L,   @P1DDR 
 

 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 

入出力 出力 出力 出力 入力 入力 入力 入力 入力 

P1DDR 1 1 1 0 0 0 0 0 

         

RAM0 1 1 1 0 0 0 0 0 
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この手順でライト専用ビットを含むレジスタのアクセスを行えば、命令の種類に依存せずにプログラムを作る

ことができます。 
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3. MCU動作モード 

3.1 動作モードの選択 
本 LSIは、4種類の動作モード（モード 7～4）があります。各動作モードによって端子の機能が切り替わり

ます。動作モードはモード端子（MD2～MD0）の設定で決まります。モード 6～4は、外部メモリおよび周辺デ

バイスをアクセスできる外部拡張モードです。外部拡張モードでは、プログラム実行開始後にバスコントロー

ラにより、エリアごとに 8ビットまたは 16ビットアドレス空間にできます。また、いずれかの 1つのエリアを

16ビットアドレス空間にすると 16ビットバスモードとなり、すべてのエリアを 8ビットアクセス空間にすると、

8ビットバスモードとなります。 

モード 7は、外部アドレス空間を使用できません。また、モード端子は動作中に変化させないでください。 
 

表 3.1 MCU動作モードの選択 

外部データバス MCU 

動作モード 

MD2 MD1 MD0 CPU 

動作モード 

内容 内蔵

ROM 初期値 最大値 

4 1 0 0 アドバンストモード 内蔵ROM無効拡張モード 無効 16ビット 16ビット 

5 1 0 1 アドバンストモード 内蔵ROM無効拡張モード 無効 8ビット 16ビット 

6 1 1 0 アドバンストモード 内蔵ROM有効拡張モード 有効 8ビット 16ビット 

7 1 1 1 アドバンストモード シングルチップモード 有効 － － 
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3.2 レジスタの説明 
動作モードに関連するレジスタには以下のものがあります。 

• モードコントロールレジスタ（MDCR） 

• システムコントロールレジスタ（SYSCR） 

3.2.1 モードコントロールレジスタ（MDCR） 

MDCRは本 LSIの現在の動作モードをモニタするのに用います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 1 ― リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

6～3 ― すべて 0 ― リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

2 

1 

0 

MDS2 

MDS1 

MDS0 

―* 

―* 

―* 

R 

R 

R 

モードセレクト 2～0 

モード端子（MD2～MD0）の入力レベルを反映した値（現在の動作モード）を

示しています。MDS2～MDS0ビットはMD2～MD0端子にそれぞれ対応しま

す。これらのビットはリード専用でライトは無効です。MDCRをリードすると、

モード端子（MD2～MD0）の入力レベルがこれらのビットにラッチされます。

このラッチはパワーオンリセットでは解除されますが、マニュアルリセットで

は保持されます。 

【注】 * MD2～MD0端子の設定により決定されます。 
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3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR） 

SYSCRは割り込み制御モードの選択、NMIの検出エッジの選択、MRES端子入力の許可／禁止の選択、内蔵

RAMの有効／無効の選択を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 0 R/W リザーブビット 

ライトするときは 0をライトしてください。 

6 ― 0 ― リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

5 

4 

INTM1 

INTM0 

0 

0 

R/W 

R/W 

割り込みコントローラの割り込み制御モードを選択します。割り込み制御モー

ドについては「5.5.1 割り込み制御モードと割り込み動作」を参照してくださ

い。 

00：割り込み制御モード 0（Iビットで、割り込みを制御します） 

01：設定禁止 

10：割り込み制御モード 2（I2～I0ビットと IPRで、割り込みを制御します） 

11：設定禁止 

3 NMIEG 0 R/W NMIエッジセレクト 

NMI端子の入力エッジ選択を行います。 

0：NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

1：NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

2 MRESE 0 R/W マニュアルリセット選択ビット 

MRES端子の入力許可／禁止を選択します。 

0：マニュアルリセットを禁止 

1：マニュアルリセットを許可 

MRES入力端子として使用できます。 

1 ― 0 ― リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

0 RAME 1 R/W RAMイネーブル 

内蔵 RAMの有効または無効を選択します。RAMEビットはリセットを解除し

たとき初期化されます。 

0：内蔵 RAM無効 

1：内蔵 RAM有効 
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3.3 各動作モードの説明 

3.3.1 モード 4 

CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは無効です。 

P13～P10端子、ポート A、B、Cがアドレスバス、ポート D、Eがデータバス、ポート Fの一部がバス制御信

号となります。リセット直後、P13～P11端子は入力ポートに、P10端子、ポート A、Bはアドレス（A20～A8）

出力になります。PFCRの AE3～AE0ビットにより、対応する DDRの値に関係なくアドレス（A23～A21）出力

の許可／禁止を設定できます。P13～P10端子、ポート A、Bでアドレス出力を禁止した端子は、対応する DDR

を 1にセットするとポート出力になります。ポート Cは常にアドレス（A7～A0）出力です。 

リセット直後は 16ビットバスモードとなり、すべてのエリアは 16ビットアクセス空間となります。ただし、

バスコントローラにより、すべてのエリアを 8ビットアクセス空間に設定した場合は、8ビットバスモードとな

ります。 
 

3.3.2 モード 5 

CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは無効です。 

P13～P10端子、ポート A、B、Cがアドレスバス、ポート D、Eがデータバス、ポート Fの一部がバス制御信

号となります。リセット直後、P13～P11端子は入力ポートに、P10端子、ポート A、Bはアドレス（A20～A8）

出力になります。PFCRの AE3～AE0ビットにより、対応する DDRの値に関係なくアドレス（A23～A21）出力

の許可／禁止を設定できます。P13～P10端子、ポート A、Bでアドレス出力を禁止した端子は、対応する DDR

を 1にセットするとポート出力になります。ポート Cは常にアドレス（A7～A0）出力です。 

リセット直後は 8ビットバスモードとなり、すべてのエリアは 8ビットアクセス空間となります。ただし、

バスコントローラにより、いずれかのエリアを 16ビットアクセス空間に設定した場合は、16ビットバスモード

となりポート Eがデータバスとなります。 
 

3.3.3 モード 6 

CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは有効です。リセット直後、P13

～P10端子、ポート A、B、Cは入力ポートになります。PFCRの AE3～AE0ビットにより、対応する DDRの値

に関係なくアドレス（A23～A8）出力の許可／禁止を設定できます。P13～P10端子、ポート A、Bでアドレス

出力を禁止した端子は、対応する DDRを 1にセットするとポート出力になります。 

ポート Cでは対応する DDRを 1にセットするとアドレス（A7～A0）は出力になります。 

ポート D、Eがデータバス、ポート Fの一部がバス制御信号となります。 

リセット直後は 8ビットバスモードとなり、すべてのエリアは 8ビットアクセス空間となります。ただし、

バスコントローラにより、いずれかのエリアを 16ビットアクセス空間に設定した場合は、16ビットバスモード

となりポート Eがデータバスとなります。 
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3.3.4 モード 7 

CPUはアドバンストモードでアドレス空間は 16Mバイトです。内蔵 ROMは有効であり、外部アドレス空間

は使用できません。 

すべての I/Oポートを入出力ポートとして使用できます。 
 

3.3.5 端子機能 

モード 4～7における端子機能の一覧を表 3.2に示します。 
 

表 3.2 各動作モードにおける端子機能 

ポート モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 

P11～P13 P*／A P*／A P*／A P ポート 1 

P10 P／A* P／A* P*／A P 

ポート A PA3～PA0 P／A* P／A* P*／A P 

ポート B P／A* P／A* P*／A P 

ポート C A A P*／A P 

ポート D D D D P 

ポート E P／D* P*／D P*／D P 

PF7 P／C* P／C* P／C* P*／C 

PF6～PF4 C C C P 

PF3 P／C* P*／C P*／C P 

ポート F 

PF2～PF0 P*／C P*／C P*／C P 

【記号説明】 

 P ：入出力ポート 

 A ：アドレスバス出力 

 D ：データバス入出力 

 C ：制御信号・クロック入出力 

 * ：リセット直後 
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3.4 各動作モードのアドレスマップ 
各製品のアドレスマップを図 3.1～図 3.9に示します。 
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RAM*

RAM
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RAM *
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H'FFFFC0
H'FFFFFF
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H'FFF800

H'FFFFC0

SYSCR RAME 0  

図 3.1 H8S/2258のアドレスマップ 
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図 3.2 H8S/2256のアドレスマップ 
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図 3.3 H8S/2239のアドレスマップ 
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図 3.4 H8S/2238B、H8S/2238Rのアドレスマップ 
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図 3.5 H8S/2236B、H8S/2236Rのアドレスマップ 
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図 3.6 H8S/2237、H8S/2227のアドレスマップ 
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図 3.7 H8S/2235、H8S/2225のアドレスマップ 
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図 3.8 H8S/2224のアドレスマップ 
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図 3.9 H8S/2233、H8S/2223のアドレスマップ 
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4. 例外処理 

4.1 例外処理の種類と優先度 
例外処理には、表 4.1に示すように、リセット、トレース、トラップ命令、および割り込みによるものがあり

ます。これらの例外処理には表 4.1に示すように優先順位が設けられており、複数の例外処理が同時に発生した

場合は、この優先度に従って受け付けられ処理されます。トラップ命令例外処理は、プログラム実行状態で常に

受け付けられます。 

SYSCRの INTM1、INTM0ビットで設定される割り込み制御モードによって、例外処理要因やスタックの構造、

CPUの動作が異なります。 
 

表 4.1 例外処理の種類と優先度 

優先度 例外処理の種類 例外処理開始タイミング 

高 リセット RES端子、MRES端子の Lowレベルから Highレベルへの遷移時、または、ウォッチドッ

グタイマのオーバフローにより開始します。RES端子が Lowレベルのときパワーオンリ

セット状態になります。MRES端子が Lowレベルのときマニュアルリセット状態になりま

す。 

 トレース トレース（T）ビットが 1の状態で、命令または例外処理の実行終了時に開始します。ト

レースは割り込み制御モード 2でのみ有効です。トレース例外処理は、RTE命令の実行終

了後には実行しません。 

 割り込み 割り込み要求が発生すると、命令または例外処理の実行終了時に開始します。ANDC、

ORC、XORC、LDC命令の実行終了時点、またはリセット例外処理の終了時点では割り込

みの検出を行いません。 

 

低 

トラップ命令 

（TRAPA） 

トラップ（TRAPA）命令の実行により開始します。トラップ命令例外処理は、プログラム

実行状態で常に受け付けられます。 
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4.2 例外処理要因とベクタテーブル 
例外処理要因には、それぞれ異なるベクタアドレスが割り当てられています。例外処理要因とベクタアドレス

との対応を表 4.2に示します。 
 

表 4.2 例外処理ベクタテーブル 

例外処理要因 ベクタ番号 ベクタアドレス*1 

  アドバンストモード 

パワーオンリセット 0 H'0000～H'0003 

マニュアルリセット 1 H'0004～H'0007 

システムリザーブ 2 H'0008～H'000B 

 3 H'000C～H'000F 

 4 H'0010～H'0013 

トレース 5 H'0014～H'0017 

直接遷移*3 6 H'0018～H'001B 

外部割り込み（NMI） 7 H'001C～H'001F 

トラップ命令（4要因） 8 H'0020～H'0023 

 9 H'0024～H'0027 

 10 H'0028～H'002B 

 11 H'002C～H'002F 

システムリザーブ 12 H'0030～H'0033 

 13 H'0034～H'0037 

 14 H'0038～H'003B 

 15 H'003C～H'003F 

外部割り込み IRQ0 16 H'0040～H'0043 

外部割り込み IRQ1 17 H'0044～H'0047 

外部割り込み IRQ2 18 H'0048～H'004B 

外部割り込み IRQ3 19 H'004C～H'004F 

外部割り込み IRQ4 20 H'0050～H'0053 

外部割り込み IRQ5 21 H'0054～H'0057 

外部割り込み IRQ6 22 H'0058～H'005B 

外部割り込み IRQ7 23 H'005C～H'005F 

内部割り込み*2 24 

｜ 

123 

H'0060～H'0063 

｜ 

H'01EC～H'01EF 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 内部割り込みのベクタテーブルは、「5.4.3 割り込み例外処理ベクタテーブル」を参照してください。 

 *3 直接遷移については、「24.10 直接遷移」を参照してください。 
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4.3 リセット 
リセットは、最も優先順位の高い例外処理です。 

RES端子、MRES端子が Lowレベルになると、実行中の処理はすべて打ち切られ、本 LSIはリセット状態にな

ります。リセットによって、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化されます。リセット直

後は割り込み制御モード 0になっています。 

RES端子、MRES端子が Lowレベルから Highレベルになるとリセット例外処理が開始されます。 

またウォッチドッグタイマのオーバフローによって、リセット状態とすることもできます。詳細は「第 13章  

ウォッチドッグタイマ（WDT）」を参照してください。 

4.3.1 リセットの種類 

リセットには、パワーオンリセットとマニュアルリセットの 2種類があります。 

表 4.3にリセットの種類を示します。電源投入時には、パワーオンリセットとしてください。 

パワーオンリセット、マニュアルリセットのどちらでも CPUの内部状態は初期化されます。また、パワーオン

リセットでは、内蔵周辺モジュールのレジスタがすべて初期化されるのに対し、マニュアルリセットでは、バス

コントローラ、I/Oポートを除いた内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化されます。バスコントローラ、I/Oポ

ートの状態は保持されます。 

マニュアルリセット時、内蔵周辺モジュールが初期化されるため、内蔵周辺モジュールの入出力端子として使

用しているポートは、DDRと DRで制御される入出力ポートに切り替わります。 
 

表 4.3 リセットの種類 

リセットへの遷移条件 内部状態 種類 

MRES RES CPU 内蔵周辺モジュール 

パワーオンリセット * Low 初期化 初期化 

マニュアルリセット Low High 初期化 バスコントローラ、I/Oポート以外初期化 

【記号説明】*：Don’t care 
 
ウォッチドッグタイマによるリセットにも、パワーオンリセット、マニュアルリセットの 2種類があります。 

なお、MRES端子を使用する場合は、SYSCRのMRESEビットで、MRES端子を入力許可（MRESE=1）に設定

してください。 
 

4.3.2 リセット例外処理 

RES端子、MRES端子が Lowレベルになると本 LSIはリセット状態になります。 

本 LSIを確実にリセットするために、電源投入時は最低 20msの間、RES端子を Lowレベルに保持してくださ

い。また、動作中は RES端子かMRES端子を最低 20ステートの間、Lowレベルにしてください。 

RES端子かMRES端子が一定期間 Lowレベルの後 Highレベルになると、リセット例外処理が開始され、本 LSI

は次のように動作します。 
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1. CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールの各レジスタが初期化され、EXRのTビットは0にクリアされ、EXR、

CCRのIビットが1にセットされます。 

2. リセット例外処理ベクタアドレスをリードしてPCに転送したあと、PCで示されるアドレスからプログラムの

実行を開始します。 
 
リセットシーケンスの例を図 4.1に示します。 

1 3

2 4

5

6

* 3

1 H'000000 3 H'000002

1 H'000004 3 H'000006

5 2 4

φ

RES MRES

RD

HWR LWR

D15 D0

1 3

High

2 4

5

6

* * *

 

図 4.1 リセットシーケンス（モード 4） 

 

4.3.3 リセット直後の割り込み 

リセット直後、スタックポインタ（SP）を初期化する前に割り込みを受け付けると、PCと CCRの退避が正常

に行われないため、プログラムの暴走につながります。これを防ぐため、リセット例外処理が実行された直後は、

NMIを含めたすべての割り込み要求が禁止されます。すなわち、リセット直後はプログラムの先頭 1命令が必ず

実行されますので、プログラム先頭命令は SPを初期化する命令としてください（例：MOV.L ＃xx, SP）。 
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4.3.4 リセット解除後の内蔵周辺機能 

リセット解除後、MSTPCRAは H'3F、MSTPCRB、MSTPCRCは H'FFに初期化され、DMAC*と DTCを除くす

べてのモジュールがモジュールストップモードになっています。 

そのため、各内蔵周辺モジュールのレジスタは、リード／ライトできません。モジュールストップモードを解

除することにより、レジスタのリード／ライトが可能となります。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
 

4.4 トレース例外処理 
トレースは、割り込み制御モード 2で有効です。割り込み制御モード 0では、Tビットの状態にかかわらず、

トレースモードにはなりません。割り込み制御モードについては、「第 5章 割り込みコントローラ」を参照し

てください。 

EXRの Tビットが 1にセットされていると、トレースモードになります。トレースモードが設定されていると、

1命令の実行を終了するたびにトレース例外処理を開始します。トレース例外処理実行後、EXRの Tビットが 0

にクリアされ、トレースモードが解除されます。割り込みマスクの影響を受けません。表 4.4にトレース命令例

外処理実行後の CCR、EXRの状態を示します。トレース例外処理ルーチンでも割り込みを受け付けます。 

スタックに退避された Tビットは 1を保持しており、RTE命令を実行して、トレース例外処理ルーチンから復

帰したあとは、再び、トレースモードになります。RTE命令実行後は、トレース例外処理を行いません。 
 

表 4.4 トレース例外処理後の CCR、EXRの状態 

割り込み制御モード CCR EXR 

 I UI I2～I0 T 

0 トレース例外処理は使用できません。  

2 1 － － 0 

【記号説明】 

1 ：1にセットされます。 

0 ：0にクリアされます。 

－ ：実行前の値が保持されます。 
 

4.5 割り込み例外処理 
割り込みは、割り込みコントローラによって制御されます。割り込み制御には、2つの割り込み制御モードがあ

り、NMI以外の割り込みに 8レベルの優先順位／マスクレベルを設定して、多重割り込みの制御を行うことがで

きます。 

割り込みについての詳細は「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 

割り込み例外処理は、次のように動作します。 
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1. プログラムカウンタ（PC）とコンディションコードレジスタ（CCR）、エクステンドレジスタ（EXR）をス

タックに退避します。 

2. 割り込みマスクビットを更新します。Tビットを0にクリアします。 

3. 割り込み要因に対応するベクタアドレスを生成し、ベクタテーブルからスタートアドレスをPCにロードして

その番地からプログラムの実行を開始します。 
 

4.6 トラップ命令例外処理 
トラップ命令例外処理は、TRAPA命令を実行すると例外処理を開始します。トラップ命令例外処理はプログラ

ム実行状態で常に実行可能です。 

トラップ命令例外処理は、次のように動作します。 

1. プログラムカウンタ（PC）とコンディションコードレジスタ（CCR）、エクステンドレジスタ（EXR）をス

タックに退避します。 

2. 割り込みマスクビットを更新します。Tビットを0にクリアします。 

3. 割り込み要因に対応するベクタアドレスを生成し、ベクタテーブルからスタートアドレスをPCにロードして

その番地からプログラムの実行を開始します。 
 

TRAPA命令は、命令コード中で指定した 0～3のベクタ番号に対応するベクタテーブルからスタートアドレス

を取り出します。 

表 4.5に、トラップ命令例外処理実行後の CCR、EXRの状態を示します。 
 

表 4.5 トラップ命令例外処理後の CCR、EXRの状態 

割り込み制御モード CCR EXR 

 I UI I2～I0 T 

0 1 － － － 

2 1 － － 0 

【記号説明】 

1 ：1にセットされます。 

0 ：0にクリアされます。 

－ ：実行前の値が保持されます。 
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4.7 例外処理後のスタックの状態 
トラップ命令例外処理および割り込み例外処理後のスタックの状態を図 4.2に示します。 

CCR

PC

24

SP

*

EXR

  *

CCR

PC

24

SP

a 0 b 2

 

図 4.2 例外処理終了後のスタックの状態（アドバンストモード） 

 

4.8 使用上の注意事項 
本 LSIでは、ワードデータまたはロングワードデータをアクセスする場合は、アドレスの最下位ビットは 0と

みなされます。スタック領域に対するアクセスは、常にワードサイズまたはロングワードサイズで行い、スタッ

クポインタ（SP：ER7）の内容は奇数にしないでください。 

すなわち、レジスタの退避は、 

PUSH.W Rn（MOV.W Rn, @-SP） 

PUSH.L ERn（MOV.L ERn, @-SP） 

また、レジスタの復帰は、 

POP.W Rn（MOV.W @SP+, Rn） 

POP.L ERn（MOV.L @SP+, ERn） 

を使用してください。 

SPを奇数に設定すると、誤動作の原因となります。SPを奇数に設定した場合の動作例を図 4.3に示します。 
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SP

R1L

H'FFFEFA

H'FFFEFB

H'FFFEFC

H'FFFEFD

H'FFFEFF

R1L

PC

SP

CCR

PC

SP

CCR

PC

R1L

SP

0

TRAPA MOV.B R1L, -ER7

SP H'FFFEFF SP CCR

 

図 4.3 SPを奇数に設定したときの動作 
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5. 割り込みコントローラ 

5.1 特長 
本 LSIは割り込みコントローラにより、割り込みの制御を行います。割り込みコントローラには、次の特長が

あります。 
 

• 2種類の割り込み制御モード 

システムコントロールレジスタ（SYSCR）のINTM1、INTM0ビットにより、2種類の割り込み制御モードを

設定できます。 

• IPRにより、優先順位を設定可能 

割り込み優先順位を設定するインタラプトプライオリティレジスタ（IPR）を備えており、NMI以外の割り込

みは、モジュールごとに8レベルの優先順位を設定できます。 

NMIは、最優先のレベル8の割り込み要求として、割り込み処理中も受け付けられます（ネスティングされま

す）。opcode＝H'57F3実行時、12ステート中も受け付けられます。 

• 独立したベクタアドレス 

すべての割り込み要因には独立のベクタアドレスが割り当てられており、割り込み処理ルーチンで要因を判

別する必要がありません。 

• 9本の外部割り込み端子 

NMIは最優先の割り込みで常に受け付けられます。NMIは立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択

できます。 

IRQ7～IRQ0は立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ、レベルセンスのいずれかをそれぞれ独立に

選択できます。 

• DTC、DMAC*の制御 

割り込みによるDTC、DMAC*の起動の制御を行います。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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割り込みコントローラのブロック図を図 5.1に示します。 

SYSCR

NMI

IRQ

SWDTEND

TEI3

INTM1 INTM0

NMIEG

NMI

IRQ

ISR

ISCR IER

IPR

I

I2 I0

CCR

EXR

CPU

 ISCR 

 IER 

 ISR

 IPR 

SYSCR 

IRQ

IRQ

IRQ

  

 

図 5.1 割り込みコントローラのブロック図 

5.2 入出力端子 
割り込みコントローラの端子構成を表 5.1に示します。 

 
表 5.1 端子構成 

名  称 入出力 機  能 

NMI 入力 ノンマスカブル外部割り込み。立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジ

を選択可能。 

IRQ7 

IRQ6 

IRQ5 

IRQ4 

IRQ3 

IRQ2 

IRQ1 

IRQ0 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

入力 

マスク可能な外部割り込み。立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エ

ッジ、レベルセンスのいずれかを選択可能。 
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5.3 レジスタの説明 
割り込みコントローラには以下のレジスタがあります。システムコントロールレジスタについては「3.2.2 シ

ステムコントロールレジスタ（SYSCR）」を参照してください。 

• システムコントロールレジスタ（SYSCR） 

• IRQセンスコントロールレジスタH（ISCRH） 

• IRQセンスコントロールレジスタL（ISCRL） 

• IRQイネーブルレジスタ（IER） 

• IRQステータスレジスタ（ISR） 

• インタラプトプライオリティレジスタA（IPRA） 

• インタラプトプライオリティレジスタB（IPRB） 

• インタラプトプライオリティレジスタC（IPRC） 

• インタラプトプライオリティレジスタD（IPRD） 

• インタラプトプライオリティレジスタE（IPRE） 

• インタラプトプライオリティレジスタF（IPRF） 

• インタラプトプライオリティレジスタG（IPRG） 

• インタラプトプライオリティレジスタH（IPRH） 

• インタラプトプライオリティレジスタI（IPRI） 

• インタラプトプライオリティレジスタJ（IPRJ） 

• インタラプトプライオリティレジスタK（IPRK） 

• インタラプトプライオリティレジスタL（IPRL） 

• インタラプトプライオリティレジスタO（IPRO） 
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5.3.1 インタラプトプライオリティレジスタ A～L、O（IPRA～IPRL、IPRO） 

IPRは 8ビットのリード／ライト可能な 13本のレジスタで、NMIを除く各割り込み要因の優先順位（レベル 7

～0）を設定します。各割り込み要因と IPRの対応を表 5.2に示します。 

ビット 6～4、ビット 2～0の各 3ビットに H'0～H'7の範囲の値をセットすることによって、対応する割り込み

要求の優先順位が決まります。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 ― 0 ― リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

6 

5 

4 

IPR6 

IPR5 

IPR4 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

対応する割り込み要因の優先順位を設定します。 

000：優先レベル 0（最低） 

001：優先レベル 1 

010：優先レベル 2 

011：優先レベル 3 

100：優先レベル 4 

101：優先レベル 5 

110：優先レベル 6 

111：優先レベル 7（最高） 

3 ― 0 ― リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

2 

1 

0 

IPR2 

IPR1 

IPR0 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

対応する割り込み要因の優先順位を設定します。 

000：優先レベル 0（最低） 

001：優先レベル 1 

010：優先レベル 2 

011：優先レベル 3 

100：優先レベル 4 

101：優先レベル 5 

110：優先レベル 6 

111：優先レベル 7（最高） 
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5.3.2 IRQイネーブルレジスタ（IER） 

IERは、IRQn（n=7～0）割り込み要求の許可または禁止を制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 IRQ7E 0 R/W IRQ7イネーブル 

このビットが 1のとき IRQ7割り込み要求がイネーブルになります。 

6 IRQ6E 0 R/W IRQ6イネーブル 

このビットが 1のとき IRQ6割り込み要求がイネーブルになります。 

5 IRQ5E 

 

0 

 

R/W 

 

IRQ5イネーブル 

このビットが 1のとき IRQ5割り込み要求がイネーブルになります。 

４ IRQ4E 

 

0 R/W IRQ4イネーブル 

このビットが 1のとき IRQ4割り込み要求がイネーブルになります。 

3 IRQ3E 0 R/W IRQ3イネーブル 

このビットが 1のとき IRQ3割り込み要求がイネーブルになります。 

2 IRQ2E 0 R/W IRQ2イネーブル 

このビットが 1のとき IRQ2割り込み要求がイネーブルになります。 

1 IRQ1E 0 R/W IRQ1イネーブル 

このビットが 1のとき IRQ1割り込み要求がイネーブルになります。 

0 IRQ0E 0 R/W IRQ0イネーブル 

このビットが 1のとき IRQ0割り込み要求がイネーブルになります。 

 

5.3.3 IRQセンスコントロールレジスタ H、L（ISCRH、ISCRL） 

ISCRは、IRQn（n=7～0）端子の入力の立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ、レベルセンスのいず

れかを選択します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15 

14 

IRQ7SCB 

IRQ7SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQ7センスコントロール B 

IRQ7センスコントロール A 

00：IRQ7入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

01：IRQ7入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

10：IRQ7入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

11：IRQ7入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 

13 

12 

IRQ6SCB 

IRQ6SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQ6センスコントロール B 

IRQ6センスコントロール A 

00：IRQ6入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

01：IRQ6入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

10：IRQ6入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

11：IRQ6入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

11 

10 

IRQ5SCB 

IRQ5SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQ5センスコントロール B 

IRQ5センスコントロール A 

00：IRQ5入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

01：IRQ5入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

10：IRQ5入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

11：IRQ5入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 

9 

8 

IRQ4SCB 

IRQ4SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQ4センスコントロール B 

IRQ4センスコントロール A 

00：IRQ4入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

01：IRQ4入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

10：IRQ4入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

11：IRQ4入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 

7 

6 

IRQ3SCB 

IRQ3SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQ3センスコントロール B 

IRQ3センスコントロール A 

00：IRQ3入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

01：IRQ3入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

10：IRQ3入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

11：IRQ3入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 

5 

4 

IRQ2SCB 

IRQ2SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQ2センスコントロール B 

IRQ2センスコントロール A 

00：IRQ2入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

01：IRQ2入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

10：IRQ2入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

11：IRQ2入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 

3 

2 

IRQ1SCB 

IRQ1SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQ1センスコントロール B 

IRQ1センスコントロール A 

00：IRQ1入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

01：IRQ1入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

10：IRQ1入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

11：IRQ1入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 

1 

0 

IRQ0SCB 

IRQ0SCA 

0 

0 

R/W 

R/W 

IRQ0センスコントロール B 

IRQ0センスコントロール A 

00：IRQ0入力の Lowレベルで割り込み要求を発生 

01：IRQ0入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を発生 

10：IRQ0入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を発生 

11：IRQ0入力の立ち下がり、立ち上がりの両エッジで割り込み要求を発生 
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5.3.4 IRQステータスレジスタ（ISR） 

ISRは、IRQn（n=7～0）割り込み要求のステータス表示を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 

6 

IRQ7F 

IRQ6F 

0 

0 

R/(W)* 

R/(W)*

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IRQ5F 

IRQ4F 

IRQ3F 

IRQ2F 

IRQ1F 

IRQ0F 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)* 

R/(W)*

R/(W)* 

R/(W)*

IRQ7～IRQ0フラグ 

IRQ7～IRQ0割り込み要求のステータスの表示を行います。 

［セット条件］ 

• ISCRH、Lで選択した割り込み要因が発生したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• Lowレベル検出の状態かつ IRQn入力が Highレベルの状態で、割り込み例

外処理を実行したとき 

• 立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、両エッジ検出設定時の状態で IRQn

割り込み例外処理を実行したとき 

• IRQn割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0

のとき 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

5.4 割り込み要因 

5.4.1 外部割り込み 

外部割り込みには、NMI、IRQ7～IRQ0の 9要因があります。各外部割り込みは、ソフトウェアスタンバイモー

ドからの復帰に使用できます。 

（1） NMI割り込み 

NMIは最優先の割り込みで、割り込み制御モードや、CPUの割り込みマスクビットの状態にかかわらず常に受

け付けられます。NMI端子の立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジのいずれかで割り込みを要求するか、

SYSCRの NMIEGビットで選択できます。 

（2） IRQn割り込み（n=7～0） 

IRQn割り込みは IRQn端子の入力信号により要求されます。IRQn割り込みには次の特長があります。 

• IRQn端子のLowレベル、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、および両エッジのいずれかで割り込みを要

求するか、ISCRで選択できます。 

• IRQn割り込み要求を許可するか禁止するかを、IERで選択できます。 

• IPRにより割り込みプライオリティレベルを設定できます。 

• IRQn割り込み要求のステータスは、ISRに表示されます。ISRのフラグはソフトウェアで0にクリアすること

ができます。 
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IRQn割り込みのブロック図を図 5.2に示します。 

IRQn  

IRQnE

IRQnF

S

R

Q

IRQnSCA IRQnSCB

IRQn

n 7 0
 

図 5.2 IRQn割り込みのブロック図 

IRQnFのセットタイミングを図 5.3に示します。 

φ

IRQn

IRQnF

n 7 0  

図 5.3 IRQnFのセットタイミング 

IRQn割り込みの検出は、当該の端子が入力に設定されているか、出力に設定されているかに依存しません。し

たがって、外部割り込み入力端子として使用する場合には、対応する DDRを 0にクリアしてそのほかの機能の入

出力端子としては使用しないでください。また、割り込み要求フラグ IRQnFは、IERの設定にかかわらずセット

条件を満たしたときにセットされますので、必要なフラグのみ参照してください。 

5.4.2 内部割り込み 

内蔵周辺モジュールからの内部割り込み要因には以下の特長があります。 

• 各内蔵周辺モジュールには、割り込み要求のステータスを表示するフラグとこれらの割り込みイネーブルビ

ットがあり、独立にマスクすることができます。イネーブルビットが1のとき割り込み要求が割り込みコント

ローラに送られます。 

• IPRによって割り込みプライオリティレベルを設定できます。 

• TPU、SCIなどの割り込み要求によりDMAC*またはDTCを起動することができます。 

割り込み要求によりDMAC*またはDTCを起動する場合は、割り込み制御モードや、CPUの割り込みマスクビ

ットの影響を受けません。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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5.4.3 割り込み例外処理ベクタテーブル 

表 5.2に割り込み例外処理要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位の一覧を示します。デフォルトの優

先順位はベクタ番号の小さいものほど高くなっています。 

モジュール間の優先順位は、IPRにより設定することができます。2つ以上のモジュールを同一の優先順位に設

定した場合、また、モジュール内の優先順位は、表 5.2のとおり固定です。 
 

表 5.2 割り込み要因とベクタアドレスおよび割り込み優先順位一覧 

割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス*1 IPR*2 優先 

発生元  番号 アドバンストモード  順位 

外部端子 NMI 7 H'001C  高 

 IRQ0 16 H'0040 IPRA6～IPRA4  

 IRQ1 17 H'0044 IPRA2～IPRA0  

 IRQ2 18 H'0048 IPRB6～IPRB4  

 IRQ3 19 H'004C   

 IRQ4 20 H'0050 

 IRQ5 21 H'0054 

IPRB2～IPRB0  

 IRQ6 22 H'0058 IPRC6～IPRC4  

 IRQ7 23 H'005C   

DTC SWDTEND 

（ソフトウェア起動データ転送終了） 

24 H'0060 IPRC2～IPRC0  

ウォッチドッグ

タイマ 0 
WOVI0（インターバルタイマ 0） 25 H'0064 IPRD6～IPRD4  

PCブレーク PCブレーク 27 H'006C IPRE6～IPRE4  

A/D ADI（A/D変換終了） 28 H'0070 IPRE2～IPRE0  

ウォッチドッグ

タイマ 1 
WOVI1（インターバルタイマ 1） 29 H'0074   

－ リザーブ 30 

31 

H'0078  

H'007C 

  

TPU 
チャネル 0 

TGI0A（TGR0Aインプットキャプチャ／
コンペアマッチ） 

32 
 

H'0080 
 

IPRF6～IPRF4  

 TGI0B（TGR0Bインプットキャプチャ／
コンペアマッチ） 

33 
 

H'0084 
 

  

 TGI0C（TGR0Cインプットキャプチャ／
コンペアマッチ） 

34 
 

H'0088 
 

  

 TGI0D（TGR0Dインプットキャプチャ／
コンペアマッチ） 

35 
 

H'008C 
 

  

 TCI0V（オーバフロー0） 36 H'0090   

－ リザーブ 37 

38 

39 

H'0094 

H'0098 

H'009C 

  

 

低 
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割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス*1 IPR*2 優先 

発生元  番号 アドバンストモード  順位 

TPU 

チャネル 1 

TGI1A（TGR1Aインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

40 

 

H'00A0 

 

 TGI1B（TGR1Bインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

41 

 

H'00A4 

 

 TCI1V（オーバフロー1） 42 H'00A8 

 TCI1U（アンダフロー1） 43 H'00AC 

IPRF2～IPRF0 高 

 

TPU 

チャネル 2 

TGI2A（TGR2Aインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

44 

 

H'00B0 

 

 TGI2B（TGR2Bインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

45 

 

H'00B4 

 

 TCI2V（オーバフロー2） 46 H'00B8 

 TCI2U（アンダフロー2） 47 H'00BC 

IPRG6～IPRG4  

TPU 

チャネル 3*3 

TGI3A（TGR3Aインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

48 

 

H'00C0 

 

 TGI3B（TGR3Bインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

49 

 

H'00C4 

 

 TGI3C（TGR3Cインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

50 H'00C8 

 TGI3D（TGR3Dインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

51 H'00CC 

 TCI3V（オーバフロー3） 52 H'00D0 

IPRG2～IPRG0  

－ リザーブ 53 H'00D4   

  54 H'00D8   

  55 H'00DC   

TPU 

チャネル 4*3 

TGI4A（TGR4Aインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

56 

 

H'00E0 

 

 TGI4B（TGR4Bインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

57 

 

H'00E4 

 

 TCI4V（オーバフロー4） 58 H'00E8 

 TCI4U（アンダフロー4） 59 H'00EC 

IPRH6～IPRH4  

 

TPU 

チャネル 5*3 

TGI5A（TGR5Aインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

60 

 

H'00F0 

 

 TGI5B（TGR5Bインプットキャプチャ／

コンペアマッチ） 

61 

 

H'00F4 

 

 TCI5V（オーバフロー5） 62 H'00F8 

 TCI5U（アンダフロー5） 63 H'00FC 

IPRH2～IPRH0  

 

 

 

 

低 
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割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス*1 IPR*2 優先 

発生元  番号 アドバンストモード  順位 

8ビットタイマ CMIA0（コンペアマッチ A0） 64 H'0100 

チャネル 0 CMIB0（コンペアマッチ B0） 65 H'0104 

 OVI0（オーバフロー0） 66 H'0108 

IPRI6～IPRI4 高 

 

 

－ リザーブ 67 H'010C   

8ビットタイマ CMIA1（コンペアマッチ A1） 68 H'0110 

チャネル 1 CMIB1（コンペアマッチ B1） 69 H'0114 

 OVI1（オーバフロー1） 70 H'0118 

IPRI2～IPRI0  

－ リザーブ 71 H'011C   

DMAC*5 DEND0A 

（チャネル 0／チャネル 0A転送終了） 

72 H'0120 

 DEND0B（チャネル 0B転送終了） 73 H'0124 

 DEND1A 

（チャネル 1／チャネル 1A転送終了） 

74 H'0128 

 DEND1B（チャネル 1B転送終了） 75 H'012C 

IPRJ6～IPRJ4  

 

 

 

SCI ERI0（受信エラー0） 80 H'0140 

チャネル 0 RXI0（受信完了 0） 81 H'0144 

 TXI0（送信データエンプティ 0） 82 H'0148 

 TEI0（送信終了 0） 83 H'014C 

IPRJ2～IPRJ0  

 

 

 

SCI ERI1（受信エラー1） 84 H'0150 

チャネル 1 RXI1（受信完了 1） 85 H'0154 

 TXI1（送信データエンプティ 1） 86 H'0158 

 TEI1（送信終了 1） 87 H'015C 

IPRK6～IPRK4  

SCI ERI2（受信エラー2） 88 H'0160 

チャネル 2*3 RXI2（受信完了 2） 89 H'0164 

 TXI2（送信データエンプティ 2） 90 H'0168 

 TEI2（送信終了 2） 91 H'016C 

IPRK2～IPRK0  

8ビットタイマ CMIA2（コンペアマッチ A2） 92 H'0170 

チャネル 2*4 CMIB2（コンペアマッチ B2） 93 H'0174 

 OVI2（オーバフロー2） 94 H'0178 

IPRL6～IPRL4  

－ リザーブ 95 H'017C   

8ビットタイマ CMIA3（コンペアマッチ A3） 96 H'0180 

チャネル 3*4 CMIB3（コンペアマッチ B3） 97 H'0184 

 OVI3（オーバフロー3） 98 H'0188 

  

－ リザーブ 99 H'018C  低 
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割り込み要因 名  称 ベクタ ベクタアドレス*1 IPR*2 優先 

発生元  番号 アドバンストモード  順位 

IICI0（1バイト送信／受信完了） 100 H'0190 IPRL2～IPRL0 IICチャネル 0*4 

【オプション】 リザーブ 101 H'0194  

高 

 

IICI1（1バイト送信／受信完了） 102 H'0198 IICチャネル 1*4 

【オプション】 リザーブ 103 H'019C 

IPRL2～IPRL0  

IEB*6 IERSI（受信ステータス） 104 H'01A0 IPRM6～IPRM4  

 IERxI（RxRDY） 105 H'01A4   

 IETxI（TxRDY） 106 H'01A8   

 IETSI（送信ステータス） 107 H'01AC   

SCI ERI3（受信エラー3） 120 H'01E0 IPRO6～IPRO4  

チャネル 3 RXI3（受信完了 3） 121 H'01E4   

 TXI3（送信データエンプティ 3） 122 H'01E8   

 TEI3（送信終了 3） 123 H'01EC  低 

【注】 *1 先頭アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 対応する割り込みのない IPR6～IPR4ビット、IPR2～IPR0ビットはリザーブビットとなります。リードすると常

に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 

 *4 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 

 *5 H8S/2239グループのみです。 

 *6 H8S/2258グループのみです。 
 

5.5 割り込み動作 

5.5.1 割り込み制御モードと割り込み動作 

本 LSIの割り込みの動作は、割り込み制御モードによって異なります。 

NMI割り込みはリセット状態、ハードウェアスタンバイ状態を除き常に受け付けられます。IRQ割り込みおよ

び内蔵周辺モジュールの割り込みは、それぞれの割り込みに対応したイネーブルビットがあります。このイネー

ブルビットを 0にクリアすると、その割り込み要求は禁止されます。イネーブルビットを 1にセットした割り込

み要因が、割り込みコントローラで制御されます。 

表 5.3に割り込み制御モードを示します。 

SYSCRの INTM1、INTM0ビットによる割り込み制御モードの設定、IPRによる割り込み優先順位の設定、お

よび、CPUの CCRの Iビット、EXRの I2～I0ビットによるマスク状態に基づいて、割り込みコントローラは割

り込みを制御します。 
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表 5.3 割り込み制御モード 

割り込み制御 SYSCR 優先順位設 割り込み 説  明 

モード INTM1 INTM0 定レジスタ マスクビット  

0 0 0 ― I Iビットにより、割り込みマスク制御を行います。 

―  1 ― ― 設定禁止 

2 1 0 IPR I2～I0 I2～I0ビットにより、8レベルの割り込みマスク制御

を行います。 

IPRにより、8レベルの優先順位の設定ができます。 

―  1 ― ― 設定禁止 

 
図 5.4に優先順位判定回路のブロック図を示します。 

8

2

0

I2 I0IPR

I

 

図 5.4 割り込み制御動作のブロック図 
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（1） 割り込み受け付け制御 

割り込み制御モード 0のとき、CCRの Iビットにより割り込み受け付け制御を行います。 

表 5.4に、割り込み制御モードと選択可能な割り込みについて示します。 
 

表 5.4 割り込み制御モードと選択される割り込み（1） 

割り込み制御モード 割り込みマスクビット 選択される割り込み 

 I  

0 0 すべての割り込み 

 1 NMI割り込み 

2 * すべての割り込み 

【記号説明】*：Don’t care 
 

（2） 8レベル制御 

割り込み制御モード 2のとき、割り込み受け付け制御において、選択された割り込みに対して割り込みプライ

オリティレベル（IPR）に従った 8レベルのマスクレベル判定を行います。 

IPRで設定したプライオリティレベルが、マスクレベルよりも大きく、かつ最もプライオリティレベルの高い

割り込み要因を選択します。 
 

表 5.5 割り込み制御モードと選択される割り込み（2） 

割り込み制御モード 選択される割り込み 

0 すべての割り込み 

2 プライオリティレベルがマスクレベルより大きい（IPR＞I2～I0）、かつプライオリティレベル（IPR）

が最大の割り込み 
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（3） デフォルト優先順位判定 

8レベル制御において選択された割り込みについて優先順位を判定し、ベクタ番号を生成します。 

IPRに対して同じ値を設定した場合には、複数の割り込み要因の受け付けが許可されることになるため、あら

かじめデフォルトで設定した優先順位に従って最も優先順位の高い割り込み要因のみを選択しベクタ番号を生成

します。 

受け付けられた割り込み要因よりも低い優先順位を持った割り込み要因は保留されます。 

表 5.6に割り込み制御モードと動作および制御信号機能を示します。 
 

表 5.6 割り込み制御モードと動作および制御信号機能 

割り込み制御 設 定 割り込み受け付け制御 8レベル制御 デフォルト優先順位 T 

モード INTM1 INTM0  I  I2～I0 IPR 判定 （トレース） 

0 0 0 ○ IM × － －*2
○ － 

2 1 0 × －*1 ○ IM PR ○ T 

【記号説明】 

○ ：割り込み動作制御を行います。 

× ：動作しません（割り込みはすべて許可）。 

IM ：割り込みマスクビットとして使用。 

PR ：優先順位を設定。 

― ：使用しません。 

【注】 *1 割り込み受け付け時に 1にセットされます。 

 *2 初期設定値を保持してください。 
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5.5.2 割り込み制御モード 0 

IRQ割り込み、および内蔵周辺モジュールの割り込みは CPUの CCRの Iビットによって許可または禁止を設定

できます。Iビットが 0にクリアされているときは許可状態、1にセットされているときは禁止状態です。 

この場合の割り込み受け付けの動作フローチャートを図 5.5に示します。 
 

1. 対応する割り込みイネーブルビットが1にセットされている状態で割り込み要因が発生したとき、割り込みコ

ントローラに対して、割り込み要求が送られます。 

2. Iビットを参照します。Iビットが0にクリアされているときは、割り込み要求が受け付けられます。Iビットが

1にセットされているときは、NMI割り込みのみ受け付けられ、その他の割り込み要求は保留されます。 

3. 割り込みコントローラに対して割り込み要求が送られ、優先順位に従って最高位の割り込みが選択され、そ

の他は保留となります。 

4. 割り込み要求が受け付けられると、そのとき実行中の命令の処理が終了したあと、割り込み例外処理を起動

します。 

5. 割り込み例外処理によって、PCとCCRがスタック領域に退避されます。退避されるPCは、リターン後に実行

する最初の命令のアドレスを示しています。 

6. 次にCCRのIビットが1にセットされます。これにより、NMIを除く割り込みはマスクされます。 

7. 受け付けた割り込みに対応するベクタアドレスを生成し、そのベクタアドレスの内容によって示されるアド

レスから、割り込み処理ルーチンの実行が開始されます。 
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図 5.5 割り込み制御モード 0の割り込み受け付けまでのフロー 
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5.5.3 割り込み制御モード 2 

IRQ割り込み、および内蔵周辺モジュールの割り込みは、CPUの EXRの割り込みマスクレベル（I2～I0ビット）

と IPRとの比較によって 8レベルのマスクレベルを実現できます。 
 
このときの割り込み受け付けの動作フローチャートを図 5.6に示します。 

 

1. 対応する割り込みイネーブルビットが1にセットされている状態で割り込み要因が発生したとき、割り込みコ

ントローラに対して、割り込み要求が送られます。 

2. 割り込みコントローラに対して割り込み要求が送られると、IPRに設定された割り込みプライオリティレベ

ルに従って最も優先順位の高い割り込みが選択され、それより低位の優先順位の割り込み要求は保留となり

ます。このとき、同一優先順位の割り込み要求が同時に複数個発生したときは、表5.2に示す優先度に従って、

優先順位の最も高い割り込み要求が選択されます。 

3. その後、選択された割り込み要求の優先順位とEXRの割り込みマスクレベルとが比較されます。ここで、そ

のときに設定されていたマスクレベル以下の要求は保留され、割り込みマスクレベルより優先順位の高い割

り込み要求だけが受け付けられます。 

4. 割り込み要求が受け付けられると、そのとき実行中の命令の処理が終了したあと、割り込み例外処理を起動

します。 

5. 割り込み例外処理によって、PC、CCRおよびEXRがスタック領域に退避されます。退避されるPCは、リター

ン後に実行する最初の命令のアドレスを示しています。 

6. EXRのTビットが0にクリアされます。割り込みマスクレベルは受け付けた割り込みのプライオリティレベル

に書き換えられます。 

受け付けた割り込みがNMIのとき、割り込みマスクレベルはH'7に設定されます。 

7. 受け付けた割り込みに対応するベクタアドレスを生成し、そのベクタアドレスの内容によって示されるアド

レスから、割り込み処理ルーチンの実行が開始されます。 
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図 5.6 割り込み制御モード 2の割り込み受け付けまでのフロー 

5.5.4 割り込み例外処理シーケンス 

図 5.7に、割り込み例外処理シーケンスを示します。アドバンストモードで割り込み制御モード 0とし、プロ

グラム領域およびスタック領域を内蔵メモリとした場合の例です。 
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図 5.7 割り込み例外処理 
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5.5.5 割り込み応答時間 

本 LSIでは、内蔵メモリに対する高速ワードアクセスを可能にしており、プログラム領域を内蔵 ROM、スタッ

ク領域を内蔵 RAMに設けることにより、処理速度の向上を図ることができます。 

割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理ルーチンの先頭命令が実行されるまでの割り込み応答時間を

表 5.7に示します。表 5.7の実行状態の記号については表 5.8を参照してください。 
 

表 5.7 割り込み応答時間 

No 実行状態 ノーマルモード*5 アドバンストモード 

  INTM1＝0 INTM1＝1 INTM1＝0 INTM1＝1 

1 割り込み優先順位判定*1 3 

2 実行中の命令が終了するまでの 
待ちステート数*2 

（1～19）＋2・SI 

 

3 PC、CCR、および EXRのスタック 2・SK 3・SK 2・SK 3・SK 

4 ベクタフェッチ SI 2・SI 

5 命令フェッチ*3 2・SI 

6 内部処理*4 2 

合計（内蔵メモリ使用時） 11～31 12～32 12～32 13～33 

【注】 *1 内部割り込みの場合 2ステートとなります。 

 *2 MULXS、DIVXS命令について示しています。 

 *3 
割り込み受け付け後のプリフェッチおよび割り込み処理ルーチンのプリフェッチです。 

 *4 割り込み受け付け後の内部処理およびベクタフェッチ後の内部処理です。 

 *5 本 LSIでは使用できません。 
 

表 5.8 割り込み例外処理の実行状態のステート数 

記  号 アクセス対象 

 内部メモリ 外部デバイス 

  8ビットバス 16ビットバス 

  2ステート 
アクセス 

3ステート 
アクセス 

2ステート 
アクセス 

3ステート 
アクセス 

命令フェッチ  SI 1 4 6＋2m 2 3＋m 

分岐アドレスリード  SJ      

スタック操作  SK      

【記号説明】 

m ：外部デバイスアクセス時のウェイトステート数 
 

5.5.6 割り込みによる DTC、DMAC*の起動 

割り込みにより、DTC、DMAC*を起動することができます。この場合、以下の選択を行うことができます。 

1. CPUに対する割り込み要求 
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2. DTCに対する起動要求 

3. DMACに対する起動要求* 

4. 1.～3.の複数の選択 

なお、DTC、DMAC*を起動できる割り込み要求については、「第 8章 DMAコントローラ（DMAC）」およ

び「第 9章 データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。 

図 5.8に、DTC、DMAC*と割り込みコントローラのブロック図を示します。 

【注】 * DMACは H8S/2239グループのみサポートしています。 

DMAC*

DTCER

DTVECR

CPU

DTC

IRQ

* DMAC H8S/2239

I I2 I0

DTC

CPU

SWDTE

 

図 5.8 DTC、DMAC*と割り込み制御 

（1） 割り込み要因の選択 

DMAC*は、各チャネルに直接、起動要因が入力されます。DMAC*の各チャネルの起動要因は DMACRの DTF3

～DTF0ビットにより選択します。選択した起動要因を DMAC*が管理するかを、DMABCRの DTAビットによっ

て選択することができます。DTAビットを 1にセットすると、その DMAC*の起動要因になった割り込み要因は、

DTCの起動要因および CPUの割り込み要因にはなりません。 

DMAC*に管理されている割り込み以外の割り込み要因は、DTCのDTCERA～DTCERFのDTCEビットにより、

DTC起動要求や、CPU割り込み要求を選択します。 

DTCの MRBの DISELビットの指定により、DTCのデータ転送後、DTCEビットを 0にクリアして、CPUに割

り込みを要求することができます。 
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なお、DTCが所定回数のデータ転送を行い、転送カウンタが 0になった場合には、DTCのデータ転送後、DTCE

もビットを 0にクリアして、CPUに割り込みを要求します。 

【注】 * DMACは H8S/2239グループのみサポートしています。 

（2） 優先順位判定 

DTCの起動要因はデフォルトの優先順位に従って選択されます。マスクレベルやプライオリティレベルなどの

影響を受けません。それぞれの優先順位は、「9.4 レジスタ情報の配置と DTCベクタテーブル」を参照してく

ださい。 

DMAC*は、各チャネルに直接起動要因が入力されます。 

【注】 * DMACは H8S/2239グループのみサポートしています。 

（3） 動作順序 

同一の割り込みを、DTCの起動要因と CPUの割り込み要因に選択した場合、DTCのデータ転送が行われ、そ

の後、CPUの割り込み例外処理が行われます。 

同一の割り込みを、DMAC*の起動要因と、DTCの起動要因または CPUの割り込み要因に選択した場合、これ

らは独立に動作を行います。それぞれの動作状態およびバス権の優先順位に従います。 

表 5.6に、DMAC*の DMABCRの DTAビット、DTCの DTCERA～DTCERFの DTCEビット、および DTCの

MRBの DISELビットの設定による割り込み要因の選択と割り込み要因クリア制御を示します。 

【注】 * DMACは H8S/2239グループのみサポートしています。 

表 5.9 割り込み要因の選択とクリア制御 

設定内容 

DMAC*1 DTC 

割り込み要因選択・クリア制御 

DTA DTCE DISEL DMAC*1 DTC CPU 

0 ＊ ○ × ◎ 

0 ○ ◎ × 

0 

1 

1 ○ ○ ◎ 

1 ＊ ＊ ◎ × × 

【記号説明】 

 ◎ ：当該割り込みを使用します。割り込み要因のクリアを行います。 

   （CPUは割り込み処理ルーチンで、要因フラグをクリアしてください。） 

 ○ ：当該割り込みを使用します。割り込み要因をクリアしません。 

 × ：当該割り込みは使用できません。 

 ＊ ：Don't care 

【注】 *1 DMACは H8S/2239グループのみサポートしています。 

（4） 使用上の注意 

SCIおよび A/D変換器の割り込み要因は、DMAC*または DTCが所定のレジスタをリード／ライトしたときに

クリアされ、DTAビット、DTCEビット、DISELビットには依存しません。 

【注】 * DMACは H8S/2239グループのみサポートしています。 
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5.6 使用上の注意事項 

5.6.1 割り込みの発生とディスエーブルとの競合 

割り込みイネーブルビットを 0にクリアして割り込み要求を禁止する場合、割り込みの禁止はその命令実行終

了後に有効になります。 

すなわち、BCLR命令、MOV命令などで割り込みイネーブルビットを 0にクリアする場合、命令実行中にその

割り込みが発生すると、命令実行終了時点では当該割り込み許可状態にあるため、命令実行終了後にその割り込

み例外処理を実行します。ただし、その割り込みより優先順位の高い割り込み要求がある場合には優先順位の高

い割り込み例外処理を実行し、その割り込みは無視されます。 

割り込み要因フラグを 0にクリアする場合も同様です。 

8ビットタイマの TCRの CMIEAビットを 0にクリアする場合の例を図 5.9に示します。 

なお、割り込みをマスクした状態でイネーブルビットまたは割り込み要因フラグを 0にクリアすれば、上記の

競合は発生しません。 
 

φ

CMIEA

CMFA

CMIA

CPU TCR
CMIA

TCR

 

図 5.9 割り込みの発生とディスエーブルの競合 
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5.6.2 割り込みを禁止している命令 

割り込みを禁止している命令には、LDC、ANDC、ORC、XORC命令があります。これらの命令実行終了後は、

NMI割り込みを含めて割り込みが禁止され、必ず次の命令を実行します。 

これらの命令により Iビットを設定した場合、命令実行終了の 2ステート後に新しい値が有効になります。 
 

5.6.3 割り込み禁止期間 

割り込みコントローラには割り込み受け付けを禁止している期間があります。 

CPUが LDC、ANDC、ORC、XORC命令によってマスクレベルを更新したあとの 3ステート期間は、割り込み

コントローラは割り込みの受け付けを禁止します。 
 

5.6.4 EEPMOV命令実行中の割り込み 

EEPMOV.B命令と EEPMOV.W命令では、割り込み動作が異なります。 

EEPMOV.B命令のときは、転送中に NMIを含めた割り込み要求があっても転送終了まで割り込みを受け付けま

せん。 

EEPMOV.W命令のときは、転送中に割り込み要求があった場合、転送サイクルの切れ目で割り込み例外処理が

開始されます。このときスタックされる PCの値は次命令のアドレスとなります。 

このため、EEPMOV.W命令実行中に割り込みが発生する場合には、以下のプログラムとしてください。 
 

L1: EEPMOV.W 
 MOV.W R4,R4 
 BNE L1 

 

5.6.5 IRQ割り込み 

クロック動作時、IRQはクロック同期で入力を受け付けます。 

ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード時は非同期で

入力を受け付けます。 

入力条件については「第 27章 電気的特性」の「制御信号タイミング」を参照してください。 
 

5.6.6 NMI割り込み使用上の注意 

NMI割り込みは、電気的特性で規定された条件下で正常に動作している場合に、本 LSIに内蔵している割り込

みコントローラ、CPUの連携で実行される例外処理です。ソフトウェアの不具合や、LSI端子への異常入力など

で正常動作を行っていない場合（暴走状態）は、NMI割り込みを含めすべての動作は保証されません。本ケース

においては、外部リセットを投入することで、再び、LSIを正常のプログラム実行状態に遷移させることが可能で

す。 
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6. PCブレークコントローラ（PBC） 

PCブレークコントローラ（PBC）は、プログラムデバックを容易にする機能を提供します。この機能を使用

することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用しなくても LSI

単体で手軽にプログラムをデバッグできます。PCブレークコントローラのブロック図を図 6.1に示します。 

6.1 特長 
• チャネル数：2チャネル（チャネルA、B） 

• ブレークアドレス：24ビット 

部分的にマスク可能 

• コンペア条件：4種類 

 命令フェッチ 

データリード 

データライト 

データリード／ライト 

• 対象バスマスタ 

CPU、CPU／DTCのいずれか選択可能 

• ブレーク条件成立後、下記タイミングでPCブレーク例外処理を実行 

設定したアドレスでフェッチした命令の実行直前（命令フェッチ） 

 設定したアドレスのデータをアクセスする命令の実行直後（データアクセス） 

• モジュールストップモードの設定可能 
 



6. PCブレークコントローラ（PBC） 

Rev.6.00  2010.03.18  6-2 
RJJ09B0171-0600 

 

PC

BARA BCRA

BARB BCRB  

図 6.1 PCブレークコントローラのブロック図 

 

6.2 レジスタの説明 
PCブレークコントローラには以下のレジスタがあります。 

• ブレークアドレスレジスタA（BARA） 

• ブレークアドレスレジスタB（BARB） 

• ブレークコントロールレジスタA（BCRA） 

• ブレークコントロールレジスタB（BCRB） 

6.2.1 ブレークアドレスレジスタ A（BARA） 

BARAは、32ビットのリード／ライト可能なレジスタで、チャネル Aのブレークアドレスを指定します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～24 ― 不定 ― リザーブビット 

リード値は不定で、ライトは無効です。 

23～0 BAA23～BAA0 すべて 0 R/W ブレークアドレス 23～0 

チャネル Aの PCブレークのアドレスを設定します。 

 

6.2.2 ブレークアドレスレジスタ B（BARB） 

チャネル Bのブレークアドレスレジスタです。ビット構成は BARAと同様です。 
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6.2.3 ブレークコントロールレジスタ A（BCRA） 

BCRAはチャネル Aの PCブレークを制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 CMFA 0 R/(W)*1
コンディションマッチフラグ A 

［セット条件］ 

• チャネル Aに設定したブレーク条件が成立したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリード*2
後、0をライトしたとき 

6 CDA 0 R/W CPUサイクル／DTCサイクルセレクト A 

チャネル Aのブレーク条件のバスマスタを選択します。 

0：CPU 

1：CPUまたは DTC、DMAC*3 

5 

4 

3 

BAMRA2 

BAMRA1 

BAMRA0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

ブレークアドレスマスクレジスタ A2～A0 

BARAに設定されているブレークアドレスの有効ビットを指定します。 

000：BAA23～0（全ビット有効） 

001：BAA23～1（下位 1ビットをマスク） 

010：BAA23～2（下位 2ビットをマスク） 

011：BAA23～3（下位 3ビットをマスク） 

100：BAA23～4（下位 4ビットをマスク） 

101：BAA23～8（下位 8ビットをマスク） 

110：BAA23～12（下位 12ビットをマスク） 

111：BAA23～16（下位 16ビットをマスク） 

2 

1 

CSELA1 

CSELA0 

0 

0 

R/W 

R/W 

ブレーク条件選択 

チャネル Aのブレーク条件を選択します。 

00：命令フェッチ 

01：データリードサイクル 

10：データライトサイクル 

11：データリード／ライトサイクル 

0 BIEA 0 R/W ブレーク割り込みイネーブル 

1のときチャネル Aの PCブレーク割り込み要求がイネーブルになります。 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 PCブレーク割り込みを禁止して、CMFAをポーリングした場合、CMFA=1の状態を 2回以上リードしてください。 

 *3 H8S/2239グループのみです。 
 

6.2.4 ブレークコントロールレジスタ B（BCRB） 

チャネル Bのブレークコントロールレジスタです。ビット構成は BCRAと同様です。 
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6.3 動作説明 
チャネルAを例にブレーク条件の初期設定から PCブレーク割り込み例外処理までの動作の流れを「6.3.1 命

令フェッチによる PCブレーク割り込み動作」、「6.3.2 データアクセスによる PCブレーク割り込み動作」

に示します。 

6.3.1 命令フェッチによる PCブレーク割り込み動作 

1. ブレークアドレスをBARAに設定します。 

命令フェッチによるPCブレークでは、命令の第1バイトが存在するアドレスにブレークアドレスを設定し

てください。 

2. ブレーク条件をBCRAに設定します。 

 命令フェッチによるPCブレークではバスマスタはCPUに限定されるため、ビット6（CDA）には0を設定し

てCPUを選択してください。ビット5～3（BAMRA2～0）にマスクするアドレスのビットを設定します。ビ

ット2、1（CSELA1、0）には 00を設定して命令フェッチをブレーク条件とします。ビット0（BIEA）には1

を設定してブレーク割り込みをイネーブルにします。 

3. 設定したアドレスの命令をフェッチすると、フェッチした命令を実行する直前でPCブレーク割り込み要求

が発生し、コンディションマッチフラグ（CMFA）がセットされます。 

4. 割り込みコントローラで優先順位判定後、PCブレーク割り込み例外処理を開始します。 
 

6.3.2 データアクセスによる PCブレーク割り込み動作 

1. ブレークアドレスをBARAに設定します。 

データアクセスによるPCブレークでは、ブレークアドレスを対象のROMまたはRAM、I/Oあるいは外部ア

ドレス空間のアドレスに設定してください。データアクセスにはスタック動作や分岐アドレスのリードも

含まれます。 

2. ブレーク条件をBCRAに設定します。 

ビット6（CDA）でバスマスタを選択してください。ビット5～3（BAMRA2～0）にマスクするアドレスの

ビットを設定します。ビット2、1（CSELA1、0）に01、10、または11を設定してデータアクセスのブレー

ク条件を設定します。ビット0（BIEA）には1を設定してブレーク割り込みをイネーブルにします。 

3. 設定したアドレスのデータをアクセスした命令の実行後、PCブレーク割り込み要求が発生し、コンディシ

ョンマッチフラグ（CMFA）がセットされます。 

4. 割り込みコントローラで優先順位判定後、PCブレーク割り込み例外処理を開始します。 
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6.3.3 データ連続転送時の PCブレーク動作 

• EEPMOV.B命令の転送アドレスにPCブレーク割り込みが発生した場合 

すべてのデータの転送が終了しEEPMOV.B命令が終了したあと、PCブレーク例外処理を実行します。 

• DTCの転送アドレスにブレーク割り込みが発生した場合 

DTCが指定された回数のデータ転送を終了したあと、あるいはDISELビットが1にセットされたデータを転

送終了したあと、PCブレーク例外処理を実行します。 
 

6.3.4 低消費電力モード遷移時の動作 

SLEEP命令の次のアドレスの命令フェッチに PCブレーク割り込みを設定した場合、以下のように動作します。 

• SLEEP命令により高速（中速）モードからスリープモードへ、サブアクティブモードからサブスリープモ

ードへ遷移する場合 

SLEEP命令実行後、スリープモード、サブスリープモードに遷移せず、PCブレーク例外処理を実行します。

PCブレーク例外処理実行後、SLEEP命令の次のアドレスの命令を実行します（図6.2（A））。 

• SLEEP命令により高速モードからサブアクティブへ遷移する場合（図6.2（B）） 

• SLEEP命令によりサブアクティブから高速（中速）モードへ遷移する場合（図6.2（C）） 

• SLEEP命令によりソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモードへ遷移する場合 

SLEEP命令実行後、各モードに遷移し、PCブレーク例外処理は実行しません。ただし、CMFA、CMFBはセ

ットされます（図6.2（D））。 

SLEEP SLEEP

PC

SLEEP

A

SLEEP SLEEP

SLEEP

SLEEPSLEEPPC

SLEEP

C

D

SLEEP

SLEEP

SLEEPSLEEPPC

SLEEP

B  

図 6.2 低消費電力モード遷移時の動作 
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6.3.5 命令実行が 1ステート遅れる場合 

ブレーク割り込みイネーブルビットがセットされている期間、通常の動作と比較して以下の命令の実行が 1

ステート遅れます。 

• 内蔵ROM/RAM内に存在する1ワード分岐命令（Bcc d:8、BSR、JSR、JMP、TRAPA、RTE、RTS） 

• 命令フェッチによるブレーク割り込みを設定した場合で、ブレークアドレスが内蔵ROM/RAM空間にあっ

て、同一アドレスをデータアクセスする命令 

• 命令フェッチによるブレーク割り込みが発生する場合で、設定した命令より1つ前に実行される命令が以下

のアドレッシングモードを持ち、そのアドレスが内蔵ROM/RAM空間にある場合 

（@ERn,@（d:16,ERn）,@（d:32,ERn）,@-ERn/ERn+,@aa:8,@aa:24,@aa:32,@（d:8,PC）, @（d:16,:PC）,@@aa:8） 

• 命令フェッチによるブレーク割り込みが発生する場合で、設定した命令より1つ前に実行される命令が

NOP、SLEEPであるか、あるいは#xx,Rnをアドレッシングモードとして持ち、かつその命令が内蔵ROM/RAM

空間に存在する場合 
 

6.4 使用上の注意事項 

6.4.1 モジュールストップモードの設定 

モジュールストップコントロールレジスタにより、PBCの動作禁止／許可を設定することが可能です。初期

値では、PBCの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタのアクセスが

可能になります。詳細は、「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
 

6.4.2 PCブレーク割り込み 

PCブレーク割り込みは、チャネル Aとチャネル Bの兼用です。割り込み処理の中でどちらのチャネルからの

要求かを判定してください。 
 

6.4.3 CMFA、CMFB 

CMFA、CMFBは自動的にクリアされませんので、CMFA＝1または CMFB＝1の状態で、CMFAまたは CMFB

をリード後、0をライトしてください。1にセットしたままの状態では、割り込み処理後、再度割り込み要求が

発生します。 
 

6.4.4 DTC、DMAC*がバスマスタのときに発生した PCブレーク割り込み 

DTC、DMAC*がバスマスタのときに発生した PCブレーク割り込みはバス権が CPUに移行したあと、受け付

けられます。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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6.4.5 BSR、JSR、JMP、TRAPA、RTE、RTSの次のアドレスの命令フェッチに PC
ブレークを設定した場合 

BSR、JSR、JMP、TRAPA、RTE、RTSの次のアドレスの命令はフェッチされても実行しないため、次のアド

レスの命令フェッチで PCブレーク割り込みは発生しません。 
 

6.4.6 LDC、ANDC、ORC、XORC命令により Iビットを設定した場合 

LDC、ANDC、ORC、XORC命令により Iビットを設定した場合、実行命令終了の 2ステート後に PCブレー

ク割り込みが有効になります。また、これらの命令の次命令に PCブレーク割り込みを設定した場合、LDC、ANDC、

ORC、XORは、3ステート期間、NMI割り込みを含めて割り込みが禁止されるため、必ず次の命令を実行しま

す。 詳細は「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 
 

6.4.7 Bcc命令の次のアドレスの命令フェッチに PCブレークを設定した場合 

分岐条件により次のアドレスの命令を実行するときは PCブレーク割り込みを発生しますが、次のアドレスの

命令を実行しないときは PCブレーク割り込みを発生しません。 
 

6.4.8 Bcc命令の分岐先のアドレスの命令フェッチに PCブレークを設定した場合 

分岐条件により分岐先の命令を実行するときは PCブレーク割り込みを発生しますが、分岐先の命令を実行し

ないときは PCブレーク割り込みを発生しません。 
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7. バスコントローラ 

本 LSIはバスコントローラ（BSC）を内蔵しており、外部アドレス空間を 8つのエリアに分割して管理します。

また、バスコントローラはバス権調停機能を持っており、内部バスマスタである CPU、DMAコントローラ 

（DMAC*）およびデータトランスファコントローラ（DTC）の動作を制御します。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
 

7.1 特長 
• 外部アドレス空間をエリア単位で管理 

外部アドレス空間を2Mバイト単位の8エリアに分割して管理 

エリアごとにバス仕様を設定可能 

バーストROMインタフェースを設定可能 

• 基本バスインタフェース 

エリア7～0に対してチップセレクト（CS7～CS0）を出力可能 

エリアごとに、8ビットアクセス空間／16ビットアクセス空間を選択可能 

エリアごとに、2ステートアクセス空間／3ステートアクセス空間を選択可能 

エリアごとに、プログラムウェイトステートを挿入可能 

• バーストROMインタフェース 

エリア0に対してバーストROMインタフェースを設定可能 

バーストアクセスの1または2ステートを選択可能 

• アイドルサイクル挿入 

異なるエリア間の外部リードサイクル時、アイドルサイクルを挿入可能 

外部リードサイクルの直後の外部ライトサイクル時、アイドルサイクルを挿入可能 

• バス権調停機能（バスアービトレーション） 

バスアービタを内蔵し、CPU、DMAC*およびDTCのバス権を調停 

• その他 

外部バス権解放機能 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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バスコントローラのブロック図を図 7.1に示します。 

ABWCR

ASTCR

BCRH

BCRL

BREQ

BACK

WCRH

WCRL

DTC

DTC

CPU

DMAC *

DMAC *

CPU

WAIT

 

ABWCR

ASTCR

WCRH WCRL

BCRH BCRL

* H8S/2239

H L

H L

 

図 7.1 バスコントローラのブロック図 
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7.2 入出力端子 
表 7.1にバスコントローラの端子構成を示します。 

 
表 7.1 端子構成 

名称 記号 入出力 機   能 

アドレスストローブ AS 出力 アドレスバス上のアドレス出力が有効であることを示すス

トローブ信号。 

リード RD 出力 外部アドレス空間をリードしていることを示すストローブ

信号。 

ハイライト HWR 出力 外部アドレス空間をライトし、データバスの上位側（D15～

D8）が有効であることを示すストローブ信号。 

ローライト LWR 出力 外部アドレス空間をライトし、データバスの下位側（D7～

D0）が有効であることを示すストローブ信号。 

チップセレクト 7～0 CS7～CS0 出力 エリア 7～0が選択されていることを示すストローブ信号。 

ウェイト WAIT 入力 外部 3ステートアクセス空間をアクセスするときのウェイ

ト要求信号。 

バス権要求 BREQ 入力 バス権を外部に解放する要求信号。 

バス権要求アクノリッジ BACK 出力 バス権を解放したことを示すアクノリッジ信号。 

 

7.3 レジスタの説明 
以下にバスコントローラのレジスタ構成を示します。 

 

• バス幅コントロールレジスタ（ABWCR） 

• アクセスステートコントロールレジスタ（ASTCR） 

• ウェイトコントロールレジスタH（WCRH） 

• ウェイトコントロールレジスタL（WCRL） 

• バスコントロールレジスタH（BCRH） 

• バスコントロールレジスタL（BCRL） 

• 端子機能コントロールレジスタ（PFCR） 
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7.3.1 バス幅コントロールレジスタ（ABWCR） 

ABWCRは各エリアを 8ビットアクセス空間または 16ビットアクセス空間のいずれかに設定します。 

ABWCRは、外部メモリ空間のデータバス幅を設定します。内蔵メモリおよび内部 I/Oレジスタのバス幅は

ABWCRの設定値にかかわらず固定です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

ABW7 

ABW6 

ABW5 

ABW4 

ABW3 

ABW2 

ABW1 

ABW0 

1／0* 

1／0* 

1／0* 

1／0* 

1／0* 

1／0* 

1／0* 

1／0* 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

エリア 7～0バス幅コントロール 

対応するエリアを 8ビットアクセス空間とするか、16ビットアクセス空間と

するかを選択します。 

0：エリア nを 16ビットアクセス空間に設定 

1：エリア nを 8ビットアクセス空間に設定 

【注】 n＝7～0 

【注】 * モード 5～7では 1、モード 4では 0となります。 
 

7.3.2 アクセスステートコントロールレジスタ（ASTCR） 

ASTCRは各エリアを 2ステートアクセス空間または 3ステートアクセス空間のいずれかに設定します。 

ASTCRは、外部メモリ空間のアクセスステート数を設定します。内蔵メモリおよび内部 I/Oレジスタに対する

アクセスステート数は ASTCRの設定値にかかわらず固定です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

AST7 

AST6 

AST5 

AST4 

AST3 

AST2 

AST1 

AST0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

エリア 7～0アクセスステートコントロール 

対応するエリアを 2ステートアクセス空間にするか、3ステートアクセス空間

とするかを選択します。 

同時に、ウェイトステートの挿入を許可または禁止します。 

0：エリア nを 2ステートアクセス空間に設定 

  エリア nのアクセスにウェイトステートの挿入を禁止 

1：エリア nを 3ステートアクセス空間に設定 

  エリア nのアクセスにウェイトステートの挿入を許可 

【注】 n＝7～0 

 



7. バスコントローラ 

Rev.6.00  2010.03.18  7-5 
RJJ09B0171-0600 

 

7.3.3 ウェイトコントロールレジスタ H、L（WCRH、WCRL） 

WCRH、WCRLは、各エリアのプログラムウェイトステート数を選択します。 

内蔵メモリおよび内部 I/Oレジスタに対しては、プログラムウェイトは挿入されません。 
 

• WCRH 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

W71 

W70 

1 

1 

R/W 

R/W 

エリア 7ウェイトコントロール 1、0 

ASTCRの AST7＝1のとき、エリア 7をアクセスするときの、プログラムウ

ェイトステート数を選択します。 

00：プログラムウェイトを挿入しない 

01：プログラムウェイトを 1ステート挿入 

10：プログラムウェイトを 2ステート挿入 

11：プログラムウェイトを 3ステート挿入 

5 

4 

W61 

W60 

1 

1 

R/W 

R/W 

エリア 6ウェイトコントロール 1、0 

ASTCRの AST6＝1のときでエリア 6をアクセスするときの、プログラムウ

ェイトステート数を選択します。 

00：プログラムウェイトを挿入しない 

01：プログラムウェイトを 1ステート挿入 

10：プログラムウェイトを 2ステート挿入 

11：プログラムウェイトを 3ステート挿入 

3 

2 

W51 

W50 

1 

1 

R/W 

R/W 

エリア 5ウェイトコントロール 1、0 

ASTCRの AST5＝1のとき、エリア 5をアクセスするときの、プログラムウ

ェイトステート数を選択します。 

00：プログラムウェイトを挿入しない 

01：プログラムウェイトを 1ステート挿入 

10：プログラムウェイトを 2ステート挿入 

11：プログラムウェイトを 3ステート挿入 

1 

0 

W41 

W40 

1 

1 

R/W 

R/W 

エリア 4ウェイトコントロール 1、0 

ASTCRの AST4＝1のとき、エリア 4をアクセスするときの、プログラムウ

ェイトステート数を選択します。 

00：プログラムウェイトを挿入しない 

01：プログラムウェイトを 1ステート挿入 

10：プログラムウェイトを 2ステート挿入 

11：プログラムウェイトを 3ステート挿入 
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• WCRL 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

W31 

W30 

1 

1 

R/W 

R/W 

エリア 3ウェイトコントロール 1、0 

ASTCRの AST3＝1のとき、エリア 3をアクセスするときの、プログラムウ

ェイトステート数を選択します。 

00：プログラムウェイトを挿入しない 

01：プログラムウェイトを 1ステート挿入 

10：プログラムウェイトを 2ステート挿入 

11：プログラムウェイトを 3ステート挿入 

5 

4 

W21 

W20 

1 

1 

R/W 

R/W 

エリア 2ウェイトコントロール 1、0 

ASTCRの AST2＝1のとき、エリア 2をアクセスするときの、プログラムウ

ェイトステート数を選択します。 

00：プログラムウェイトを挿入しない 

01：プログラムウェイトを 1ステート挿入 

10：プログラムウェイトを 2ステート挿入 

11：プログラムウェイトを 3ステート挿入 

3 

2 

W11 

W10 

1 

1 

R/W 

R/W 

エリア 1ウェイトコントロール 1、0 

ASTCRの AST1＝1のとき、エリア 1をアクセスするときの、プログラムウ

ェイトステート数を選択します。 

00：プログラムウェイトを挿入しない 

01：プログラムウェイトを 1ステート挿入 

10：プログラムウェイトを 2ステート挿入 

11：プログラムウェイトを 3ステート挿入 

1 

0 

W01 

W00 

1 

1 

R/W 

R/W 

エリア 0ウェイトコントロール 1、0 

ASTCRの AST0＝1のとき、エリア 0をアクセスするときの、プログラムウ

ェイトステート数を選択します。 

00：プログラムウェイトを挿入しない 

01：プログラムウェイトを 1ステート挿入 

10：プログラムウェイトを 2ステート挿入 

11：プログラムウェイトを 3ステート挿入 
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7.3.4 バスコントロールレジスタ H（BCRH） 

BCRHはアイドルサイクル挿入の許可または禁止、エリア 0のメモリインタフェースの選択を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ICIS1 1 R/W アイドルサイクル挿入 1 

異なるエリアの外部リードサイクルが連続する場合、バスサイクルの間にアイ

ドルサイクルを 1ステート挿入するか、挿入しないかを選択します。 

0：異なるエリアの外部リードサイクルが連続したとき、アイドルサイクル

を挿入しない 

1：異なるエリアの外部リードサイクルが連続したとき、アイドルサイクル

を挿入する 

6 ICIS0 1 R/W アイドルサイクル挿入 0 

外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続する場合、バスサイクルの間

にアイドルサイクルを 1ステート挿入するか、挿入しないかを選択します。 

0：外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続したとき、アイドルサ

イクルを挿入しない 

1：外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続したとき、アイドルサ

イクルを挿入する 

5 BRSTRM 0 R/W バースト ROMイネーブル 

エリア 0をバースト ROMインタフェースとするかを選択します。 

0：エリア 0は基本バスインタフェース 

1：エリア 0はバースト ROMインタフェース 

4 BRSTS1 1 R/W バーストサイクルセレクト 1 

バースト ROMインタフェースのバーストサイクル数を選択します。 

0：バーストサイクルは 1ステート 

1：バーストサイクルは 2ステート 

3 BRSTS0 0 R/W バーストサイクルセレクト 0 

バーストROMインタフェースのバーストアクセス可能なワード数を選択しま

す。 

0：バーストアクセスは最大 4ワード 

1：バーストアクセスは最大 8ワード 

2～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

ライトするときは 0をライトしてください。 
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7.3.5 バスコントロールレジスタ L（BCRL） 

BCRLは外部バス解放状態のプロトコルの選択、WAIT端子入力の許可または禁止の選択を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BRLE 0 R/W バスリリースイネーブル 

外部バス権の解放を許可または禁止します。 

0：外部バス権の解放を禁止。BREQ、BACKは入出力ポートとして使用可 

1：外部バス権の解放を許可 

6 － 0 R/W リザーブビット 

ライトするときは 0をライトしてください。 

5 － 0 － リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

4 － 0 R/W リザーブビット 

ライトするときは 0をライトしてください。 

3 － 1 R/W リザーブビット 

ライトするときは 1をライトしてください。 

2、1 － すべて 0 R/W リザーブビット 

ライトするときは 0をライトしてください。 

0 WAITE 0 R/W WAIT端子イネーブル 

WAIT端子によるウェイト入力の許可または禁止を選択します。 

0：WAIT端子によるウェイト入力を禁止。WAIT端子は入出力ポートとして

使用可 

1：WAIT端子によるウェイト入力を許可 
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7.3.6 端子機能コントロールレジスタ（PFCR） 

PFCRは外部拡張モード時のアドレス出力制御を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R/W リザーブビット 

ライトするときは 0をライトしてください。 

5 BUZZE 0 R/W BUZZ出力イネーブル 

PF1端子の BUZZ出力許可／禁止します。PSS、CKS2～CKS0ビットにより

選択されたWDT_1の入力クロックを BUZZ信号として出力します。 

0：PF1入出力端子として機能 

1：BUZZ出力端子として機能 

4 － 0 R/W リザーブビット 

ライトするときは 0をライトしてください。 

3 

2 

1 

0 

AE3 

AE2 

AE1 

AE0 

1／0* 

1／0* 

0 

1／0* 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

アドレス出力イネーブル 3～0 

ROMなし拡張モードとROMありモード時のアドレス出力 A23～A8の許可／

禁止を選択します。アドレス出力を許可した端子は、対応する DDRに関係な

くアドレスが出力されます。アドレス出力を禁止した端子は、対応する DDR

を 1にセットするとポート出力となります。 

0000：A23～A8出力を禁止 

0001：A8出力を許可。A23～A9出力を禁止 

0010：A9、A8出力を許可。A23～A10出力を禁止 

0011：A10～A8出力を許可。A23～A11出力を禁止 

0100：A11～A8出力を許可。A23～A12出力を禁止 

0101：A12～A8出力を許可。A23～A13出力を禁止 

0110：A13～A8出力を許可。A23～A14出力を禁止 

0111：A14～A8出力を許可。A23～A15出力を禁止 

1000：A15～A8出力を許可。A23～A16出力を禁止 

1001：A16～A8出力を許可。A23～A17出力を禁止 

1010：A17～A8出力を許可。A23～A18出力を禁止 

1011：A18～A8出力を許可。A23～A19出力を禁止 

1100：A19～A8出力を許可。A23～A20出力を禁止 

1101：A20～A8出力を許可。A23～A21出力を禁止 

1110：A21～A8出力を許可。A23、A22出力を禁止 

1111：A23～A8出力を許可 

【注】 * モード 5、4では 1、モード 7、6では 0となります。 
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7.4 バス制御 

7.4.1 エリア分割 

バスコントローラは、アドバンストモードのとき、16Mバイトのアドレス空間を 2Mバイト単位で、エリア 7

～0の 8つのエリアに分割し、エリア単位で外部アドレス空間のバス制御を行います。また、ノーマルモード*で

は、エリア 0の一部の、64Kバイトのアドレス空間を制御します。図 7.2にメモリマップの概要を示します。 

各エリアごとに、チップセレクト信号（CS7～CS0）を出力することができます。 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
 

0

(2M )

H'000000

H'FFFFFF

1 2

H'0000

H'1FFFFF
H'200000

1

(2M )

H'3FFFFF
H'400000

2

(2M )

H'5FFFFF
H'600000

3

(2M )

H'7FFFFF
H'800000

4

(2M )

H'9FFFFF
H'A00000

5

(2M )

H'BFFFFF
H'C00000

6 

(2M )

H'DFFFFF
H'E00000

7

(2M )

H'FFFF

*

* LSI  

図 7.2 エリア分割の様子 
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7.4.2 バス仕様 

外部アドレス空間のバス仕様は、（1）バス幅、（2）アクセスステート数、（3）プログラムウェイトステート

数、の 3つの要素で構成されます。なお、内蔵メモリ、内部 I/Oレジスタのバス幅、アクセスステート数は固定

で、バスコントローラの影響を受けません。 

• バス幅 

バス幅は ABWCRにより、8ビットまたは 16ビットを選択します。8ビットバスを選択したエリアが 8ビット

アクセス空間、16ビットバスを選択したエリアが 16ビットアクセス空間です。 

すべてのエリアを 8ビットアクセス空間に設定すると 8ビットバスモードに、いずれかのエリアを 16ビットア

クセス空間に設定すると 16ビットバスモードになります。なお、バースト ROMインタフェースを設定すると、

常に 16ビットバスモードとなります。 

• アクセスステート数 

アクセスステート数は、ASTCRにより、2ステートまたは 3ステートを選択します。2ステートアクセスを選

択したエリアが 2ステートアクセス空間、3ステートアクセスを選択したエリアが 3ステートアクセス空間です。 

なお、バースト ROMインタフェースでは、ASTCRによらず、アクセスステート数が決まる場合があります。 

2ステートアクセス空間に設定すると、ウェイトの挿入が禁止されます。 

• プログラムウェイトステート数 

ASTCRによって 3ステートアクセス空間に設定したとき、WCRH、WCRLにより、自動的に挿入するプログラ

ムウェイトステート数を選択します。プログラムウェイトは 0～3ステートを選択可能です。 
 

表 7.2 各エリアのバス仕様（基本バスインタフェース） 

ABWCR ASTCR WCRH、WCRL バス仕様（基本バスインタフェース） 

ABWn ASTn Wn1 Wn0 バス幅 アクセスステート数 プログラムウェイト 

ステート数 

0 0 ― ― 16 2 0 

 1 0 0  3 0 

   1   1 

  1 0   2 

   1   3 

1 0 ― ― 8 2 0 

 1 0 0  3 0 

   1   1 

  1 0   2 

   1   3 
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7.4.3 各エリアのバスインタフェース 

各エリアの初期状態は、基本バスインタフェースかつ 3ステートアクセス空間になっています。バス幅の初期

状態は動作モードで選択します。ここで説明しているバス仕様に関しては、基本的なことについてのみ記載して

いますので、必ず「7.6 基本バスインタフェース」、「7.7 バースト ROMインタフェース」の各メモリインタ

フェースの項目を確認してください。 

• エリア0 

エリア 0は内蔵 ROMを含んでおり、ROM無効拡張モードでは、エリア 0のすべての空間が外部アドレス空間

となります。ROM有効拡張モードでは、内蔵 ROMを除いた空間が外部アドレス空間となります。 

エリア 0の外部アドレス空間をアクセスするとき、CS0信号を出力することができます。 

エリア 0は、基本バスインタフェースまたはバースト ROMインタフェースを選択することができます。 

• エリア6～1 

エリア 6～1は、外部拡張モードのとき、エリア 6～1のすべての空間が外部アドレス空間となります。エリア 6

～1の外部アドレス空間をアクセスするとき、それぞれ、CS6～CS1端子信号を出力することができます。エリア

1～6は、基本バスインタフェースのみを使用することができます。 

• エリア7 

エリア 7は内蔵 RAM、および内部 I/Oレジスタを含んでおり、外部拡張モードのとき、内蔵 RAM、および内

部 I/Oレジスタ空間を除いた空間が外部アドレス空間となります。なお、内蔵 RAMはシステムコントロールレジ

スタ（SYSCR）の RAMEビットを 1にセットしたとき有効で、RAMEビットを 0にクリアすると、内蔵 RAMは

無効になり、対応するアドレスは外部アドレス空間になります。エリア 7の外部アドレス空間をアクセスすると

き、CS7信号を出力することができます。エリア 7は、基本バスインタフェースのみを使用することができます。 
 

7.4.4 チップセレクト信号 

本 LSIは、エリア 0～7に対して、それぞれチップセレクト信号（CS7～CS0）を出力することができ、当該エ

リアの外部アドレス空間をアクセスしたとき、Lowレベルを出力します。図 7.3に CSn（n＝7～0）信号出力タイ

ミング例を示します。CSn信号出力の許可または禁止は各 CSn端子に対応するポートのデータディレクションレ

ジスタ（DDR）を設定することにより行います。 

ROM無効拡張モードでは、CS0端子は、パワーオンリセット後に出力状態になっています。CS7～CS1端子は

パワーオンリセット後に入力状態になっていますので、CS7～CS1信号を出力する場合には対応する DDRを 1にセ

ットしてください。 

ROM有効拡張モードでは、CS7～CS0端子はすべて、パワーオンリセット後に入力状態になっていますので、

CS7～CS0信号を出力する場合には対応する DDRを 1にセットしてください。詳細は「第 10章 I/Oポート」を

参照してください。 
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T1 T2 T3

n

φ

CSn

 

図 7.3 CSn信号出力タイミング（n＝0～7） 

 

7.5 基本動作タイミング 
本 CPUは、システムクロック（φ）を基準に動作しています。φの立ち上がりから次の立ち上がりまでの 1単位

をステートと呼びます。メモリサイクルまたはバスサイクルは、1、2、または 3ステートで構成され、内蔵メモ

リ、内蔵周辺モジュール、または外部アドレス空間によってそれぞれ異なるアクセスを行います。 
 

7.5.1 内蔵メモリ（ROM、RAM）アクセスタイミング 

内蔵メモリのアクセスは 1ステートアクセスを行います。このとき、データバス幅は 16ビットで、バイトおよ

びワードサイズアクセスが可能です。内蔵メモリアクセスサイクルを図 7.4に、端子状態を図 7.5に示します。 
 

φ

T1

 

図 7.4 内蔵メモリアクセスサイクル 
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T1

AS

RD

HWR LWR

φ

High

High

High

 

図 7.5 内蔵メモリアクセス時の端子状態 

 

7.5.2 内蔵周辺モジュールアクセスタイミング 

内蔵周辺モジュールのアクセスは 2ステートで行われます。このとき、データバス幅は 8ビットまたは 16ビッ

トで内部 I/Oレジスタにより異なります。内蔵周辺モジュールアクセスタイミングを図 7.6、端子状態を図 7.7に

示します。 
 

φ

T1 T2

 

図 7.6 内蔵周辺モジュールアクセスサイクル 
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図 7.7 内蔵周辺モジュールアクセス時の端子状態 

 

7.5.3 外部アドレス空間アクセスタイミング 

外部アドレス空間のアクセスを行うときのデータバス幅は、8ビットまたは 16ビット、バスサイクルは 2ステ

ートまたは 3ステートです。3ステートアクセスではウェイトステートを挿入することができます。詳細は「7.6.3 

基本タイミング」を参照してください。 
 

7.6 基本バスインタフェース 
基本バスインタフェースは、ROM、SRAMなどの直結が可能です。 

7.6.1 データサイズとデータアライメント 

CPUおよびそのほかの内部バスマスタのデータサイズには、バイト、ワード、ロングワードがあります。バス

コントローラは、データアライメント機能を持っており、外部アドレス空間をアクセスするとき、上位側データ

バス（D15～D8）を使用するか、下位側データバス（D7～D0）を使用するかを、アクセスするエリアのバス仕様

（8ビットアクセス空間か 16ビットアクセス空間）とデータサイズによって制御します。 

（1） 8ビットアクセス空間 

図 7.8に 8ビットアクセス空間のデータアライメント制御を示します。8ビットアクセス空間では、常に上位側

データバス（D15～D8）を使ってアクセスを行います。1回にアクセスできるデータ量は 1バイトで、ワードアク

セスでは 2回、ロングワードアクセスは 4回のバイトアクセスを実行します。 
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図 7.8 アクセスサイズとデータアライメント制御（8ビットアクセス空間） 

 

（2） 16ビットアクセス空間 

図 7.9に 16ビットアクセス空間のデータアライメント制御を示します。16ビットアクセス空間では、上位側デ

ータバス（D15～D8）および下位側データバス（D7～D0）を使ってアクセスを行います。1回にアクセスできる

データ量は 1バイトまたは 1ワードで、ロングワードアクセスは、ワードアクセスを 2回実行します。 

バイトアクセスのとき、上位側データバスを使用するか、下位側データバスを使用するかは、アドレスの偶数

／奇数で決まります。偶数アドレスに対するバイトアクセスは上位側データバスを使用し、奇数アドレスに対す

るバイトアクセスは下位側データバスを使用します。 
 

D15 D8 D7 D0

1

2  

図 7.9 アクセスサイズとデータアライメント制御（16ビットアクセス空間） 
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7.6.2 有効ストローブ 

表 7.3にアクセス空間と、使用するデータバスおよび有効なストローブを示します。 

リード時には、データバスの上位側、下位側の区別なく、RD信号が有効です。 

ライト時には、データバスの上位側に対して HWR信号が、下位側に対して LWR信号が有効です。 
 

表 7.3 使用するデータバスと有効ストローブ 

エリア アクセス 

サイズ 

リード／ 

ライト 

アドレス 有効な 

ストローブ 

データバス上位 

（D15～D8） 

データバス下位 

（D7～D0） 

8ビット バイト リード － RD 有効 無効 

アクセス空間  ライト － HWR 有効 Hi-Z 

16ビット バイト リード 偶数 RD 有効 無効 

アクセス空間   奇数 RD 無効 有効 

  ライト 偶数 HWR 有効 Hi-Z 

   奇数 LWR Hi-Z 有効 

 ワード リード － RD 有効 有効 

  ライト － HWR、LWR 有効 有効 

【注】 Hi-Z ：ハイインピーダンス状態です。 

 無効 ：入力状態であり、入力値は無視されます。 
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7.6.3 基本タイミング 

（1） 8ビット 2ステートアクセス空間 

図 7.10に 8ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。8ビットアクセス空間をアクセスす

るとき、データバスは上位側（D15～D8）を使用します。 

ウェイトステートを挿入することはできません。 

T1 T2

φ

CSn
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D15 D8

D7 D0

HWR
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16

D15 D8

D7 D0

High

n 7 0

LWR

8

 

図 7.10 8ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング 
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（2） 8ビット 3ステートアクセス空間 

図 7.11に 8ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。8ビットアクセス空間をアクセスす

るとき、データバスは上位側（D15～D8）を使用します。 

ウェイトステートを挿入することができます。 
 

T1 T2

φ

CSn

AS

RD

D15 D8

D7 D0

HWR

LWR

16

D15 D8

D7 D0

High

n 7 0

T3

LWR

8

 

図 7.11 8ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング 
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（3） 16ビット 2ステートアクセス空間 

図 7.12～図 7.14に 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。16ビットアクセス空間を

アクセスするとき、偶数アドレスに対してはデータバスは上位側（D15～D8）を使用し、奇数アドレスに対して

はデータバスは下位側（D7～D0）を使用します。 

ウェイトステートを挿入することはできません。 
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図 7.12 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（1） 
（偶数アドレスバイトアクセス） 
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図 7.13 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（2） 
（奇数アドレスバイトアクセス） 
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図 7.14 16ビット 2ステートアクセス空間のバスタイミング（3） 
（ワードアクセス） 
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（4） 16ビット 3ステートアクセス空間 

図 7.15～図 7.17に 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミングを示します。16ビットアクセス空間を

アクセスするとき、偶数アドレスに対してはデータバスは上位側（D15～D8）を使用し、奇数アドレスに対して

はデータバスは下位側（D7～D0）を使用します。 

ウェイトステートを挿入することができます。 
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図 7.15 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（1） 
（偶数アドレスバイトアクセス） 
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図 7.16 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（2） 
（奇数アドレスバイトアクセス） 
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図 7.17 16ビット 3ステートアクセス空間のバスタイミング（3） 
（ワードアクセス） 
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7.6.4 ウェイト制御 

本 LSIは、外部アドレス空間をアクセスするときウェイトステート（Tw）を挿入してバスサイクルを引き延ば

すことができます。 

（1） プログラムウェイトの挿入 

WCRH、WCRLの設定により、3ステートアクセス空間に対して、エリア単位で 0～3ステートのウェイトステ

ートを自動的に T2ステートと T3ステートの間に挿入することができます。 

（2） 端子ウェイトの挿入 

BCRLのWAITEビットを 1にセットすると、WAIT端子によるウェイト入力が有効になります。この状態で、

外部アドレス空間をアクセスすると、まず、WCRH、WCRLの設定に従ってプログラムウェイトが挿入されます。

続いて T2または Twの最後のステートのφの立ち下がりのタイミングで、WAIT端子が Lowレベルであると、Tw

が挿入されます。WAIT端子が Lowレベルに保持されると、WAIT端子が Highレベルになるまで Twが挿入され

ます。 

図 7.18にウェイトステート挿入のタイミング例を示します。 
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図 7.18 ウェイトステート挿入タイミング例 
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7.7 バースト ROMインタフェース 
本 LSIは、エリア 0の外部アドレス空間をバースト ROM空間に設定し、バースト ROMインタフェースを行う

ことができます。バースト ROM空間インタフェースでは、16ビット構成のバーストアクセス可能な ROMを高速

にアクセスすることができます。 

BCRHの BRSTRMビットにより、エリア 0をバースト ROM空間に設定します。CPUの命令フェッチに限り最

大 4ワード／8ワードの連続バーストアクセスを行うことができます。バーストアクセスは 1ステートまたは 2

ステートを選択できます。 

【注】 動作周波数 16MHz～20MHzの範囲では使用できません。 

 

7.7.1 基本タイミング 

バースト ROMインタフェースのイニシャルサイクル（フルアクセス）のアクセスステート数は ASTCRの AST0

ビットの設定に従います。また、AST0ビットを 1にセットした場合は、ウェイトステートを挿入することもでき

ます。バーストサイクルは、BCRHの BRSTS1ビットの設定により、1ステートまたは 2ステートの選択が可能で

す。ウェイトステートは挿入できません。エリア 0をバースト ROM空間に設定した場合、ABWCRの ABW0ビ

ットの設定によらずエリア 0は、16ビットアクセス空間となります。 

また、BCRHの BRSTS0ビットを 0にクリアすると最大 4ワードのバーストアクセスを行います。BRSTS0ビ

ットを 1にセットすると最大 8ワードのバーストアクセスを行います。 

バースト ROM空間の基本アクセスタイミングを図 7.19、図 7.20に示します。 

図 7.19は、AST0ビット、BRSTS1ビットをいずれも 1に設定した場合の例です。 

図 7.20は、AST0ビット、BRSTS1ビットをいずれも 0に設定した場合の例です。 
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図 7.19 バースト ROMアクセスタイミング例（AST0＝BRSTS1＝1の場合） 
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図 7.20 バースト ROMアクセスタイミング例（AST0＝BRSTS1＝0の場合） 

 

7.7.2 ウェイト制御 

バースト ROMインタフェースのイニシャルサイクル（フルアクセス）には、基本バスインタフェースと同様に、

（1）プログラムウェイトの挿入、（2）WAIT端子による端子ウェイトの挿入、が可能です。「7.6.4 ウェイト

制御」を参照してください。 

バーストサイクルにはウェイトステートを挿入することはできません。 
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7.8 アイドルサイクル 
本 LSIは外部アドレス空間をアクセスするとき、（1）異なるエリア間でリードアクセスが連続して発生したと

き、（2）リードサイクルの直後にライトサイクルが発生したとき、の 2つの場合に、バスサイクルとバスサイク

ルの間にアイドルサイクル（TI）を 1ステート挿入することができます。アイドルサイクルを挿入することによ

り、たとえば出力フローティング時間の大きい ROMなどと、高速メモリ、I/Oインタフェースなどとのデータ衝

突を防ぐことができます。 

（1） 異なるエリア間での連続リード 

BCRHの ICIS1ビットを 1にセットした状態で、異なるエリア間の連続リードが発生すると、2回目のリードサ

イクルの先頭に、アイドルサイクルが挿入されます。 

図 7.21に動作例を示します。バスサイクル Aは、出力フローティング時間の大きい ROMからのリードサイク

ル、バスサイクル Bは SRAMからのリードサイクルで、それぞれ異なるエリアに配置した場合の例です。（a）

はアイドルサイクルを挿入しない場合で、バスサイクル Bで、ROMからのリードデータと SRAMからのリード

データの衝突が発生しています。これに対し（b）ではアイドルサイクルを挿入し、データの衝突を回避していま

す。 
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図 7.21 アイドルサイクル動作例（1） 
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（2） リード後のライト 

BCRHの ICIS0ビットを 1にセットした状態で、外部リード後に外部ライトが発生すると、ライトサイクルの

先頭にアイドルサイクルが挿入されます。 

図 7.22に動作例を示します。バスサイクル Aは、出力フローティング時間の大きい ROMからのリードサイク

ル、バスサイクル Bは CPUのライトサイクルの場合の例です。（a）はアイドルサイクルを挿入しない場合で、

バスサイクル Bで、ROMからのリードデータと CPUのライトデータの衝突が発生しています。これに対し（b）

ではアイドルサイクルを挿入し、データの衝突を回避しています。 
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図 7.22 アイドルサイクル動作例（2） 
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（3） チップセレクト（CS）信号とリード（RD）信号の関係 

システムの負荷条件によっては、CS信号よりも RD信号の方が遅れる場合があります。図 7.23に例を示しま

す。このような場合、（a）のアイドルサイクルを挿入しない設定では、バスサイクル Aの RD信号とバスサイク

ル Bの CS信号間でオーバラップ期間が発生する可能性があります。 

これに対し、（b）のようにアイドルサイクルを挿入する設定にすれば、RD信号と CS信号のオーバラップ期

間を回避することができます。なお、リセット解除後の初期状態は、（b）のアイドルサイクルを挿入する設定と

なっています。 
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図 7.23 チップセレクト（CS）とリード（RD）の関係 

 
アイドルサイクルでの端子状態を表 7.4に示します。 

 
表 7.4 アイドルサイクルでの端子状態 

端子名 端子の状態 

A23～A0 直後のバスサイクルの内容 

D15～D0 ハイインピーダンス 

CSn Highレベル 

AS Highレベル 

RD Highレベル 

HWR Highレベル 

LWR Highレベル 
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7.9 バス解放 
本 LSIは外部からのバス権要求により、外部バスを解放することができます。外部バス権解放状態では、外部

アクセスが発生しないかぎり、内部バスマスタは動作を継続します。 

外部拡張モードで、BCRLの BRLEビットを 1にセットすると、外部にバス権を解放することができます。BREQ

端子を Lowレベルとすることにより、本 LSIに外部バス権を要求します。BREQ端子をサンプリングすると、所

定のタイミングで、BACK端子を Lowレベルとし、アドレスバス、データバス、バス制御信号をハイインピーダ

ンスとして、外部バス権解放状態になります。 

外部バス権解放状態で、内部バスマスタは内部バスを使用したアクセスを行うことができます。内部バスマス

タが外部アクセスをしようとすると、いったんバスサイクルの起動を保留し、外部バスマスタからのバス権要求

が取り下げられるのを待ちます。 

BREQ端子を Highレベルとすると、所定のタイミングで BACK端子を Highレベルとし、外部バス権解放状態

を終了します。 

外部バス権解放要求と外部アクセスをが同時に発生したときの優先順位： 
 
（高）外部バス権 ＞ 内部バスマスタの外部アクセス（低） 

 
外部バス権解放状態での端子状態を表 7.5に示します。 

 
表 7.5 バス権解放状態での端子状態 

端子名 端子の状態 

A23～A0 ハイインピーダンス 

D15～D0 ハイインピーダンス 

CSn ハイインピーダンス 

AS ハイインピーダンス 

RD ハイインピーダンス 

HWR ハイインピーダンス 

LWR ハイインピーダンス 
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バス権解放状態への遷移タイミングを図 7.24に示します。 
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図 7.24 バス権解放状態遷移タイミング 

 

7.9.1 バス権解放の使用上の注意事項 

MSTPCRを H'FFFFFFに設定し、かつスリープモードに遷移した状態では外部バス権解放機能は停止します。

スリープモードで外部バス権解放機能を使用する場合は、MSTPCRには H'FFFFFFを設定しないでください。 
 



7. バスコントローラ 

Rev.6.00  2010.03.18  7-34 
RJJ09B0171-0600 

 

7.10 バスアービトレーション 
本 LSIはバスマスタの動作を調停（バスアービトレーション）するバスアービタを内蔵しています。 

バスマスタは、CPU、DMAC*および DTCの 3つがあり、バス権を占有した状態でリード／ライト動作を行い

ます。各バスマスタはバス権要求信号によりバス権を要求します。バスアービタは所定のタイミングで優先順位

を判定し、バス権要求アクノリッジ信号によりバスの使用を許可します。バスマスタはバス権を獲得して動作し

ます。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 

7.10.1 動作説明 

バスアービタは、バスマスタのバス権要求信号を検出して、バス権が要求されていれば、そのバスマスタにバ

ス権要求アクノリッジ信号を与えます。複数のバスマスタからバス権要求があれば、最も優先順位の高いものに

バス権要求アクノリッジ信号を与えます。バス権要求アクノリッジ信号を受け取ったバスマスタは、以後この信

号が取り消されるまでバスを占有します。 

バスマスタの優先順位： 
 
（高）DMAC* ＞ DTC ＞ CPU（低） 

 
なお、内部バスマスタの内部バスアクセスと外部バス権解放は並行して実行することができます。 

 

外部バス権解放要求、および内部バスマスタの外部アクセスが同時に発生したときの優先順位： 
 
（高）外部バス権解放 ＞ 内部バスマスタの外部アクセス（低） 

 
【注】 * H8S/2239グループのみです。 

7.10.2 バス権移行タイミング 

バス権を獲得して動作しているバスマスタよりも優先順位の高いバスマスタからのバス権要求があったときで

も、すぐにバス権が移行するとはかぎりません。各バスマスタにはバス権を譲ることができるタイミングがあり

ます。 

（1） CPU 

CPUは最も優先順位が低いバスマスタで、DMAC*および DTCからのバス権要求があると、バスアービタはバ

ス権をバス権の要求のあったバスマスタに移行します。バス権が移行するタイミングは次のとおりです。 

1. バスサイクルの切れ目で、バス権を移行します。ただし、ロングワードサイズのアクセスなど、バスサイク

ルを分割して実行する場合などには、分割されたバスサイクルの切れ目では、バス権は移行しません。 

2. CPUがスリープモードの場合、直ちにバス権を移行します。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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（2） DTC 

DTCは起動要求が発生するとバスアービタに対してバス権を要求します。 

DTCがバス権を解放できるのは、ベクタのリード後、レジスタ情報のリード（3ステート）後、1回のデータ転

送後、レジスタ情報のライト（3ステート）後です。レジスタ情報のリード（3ステート）中、1回のデータ転送

中、レジスタ情報のライト（3ステート）中にはバスを解放しません。 

（3） DMAC（H8S/2239グループのみ） 

DMACは起動要求が発生するとバスアービタに対してバス権を要求します。 

DMACはショートアドレスモード、ノーマルモードの外部リクエスト、またはサイクルスチールモードの場合、

1回の転送終了後にバス権を解放します。 

ブロック転送モードの場合は 1ブロック転送後、バーストモードの場合は転送終了後にバス権を解放します。 
 

7.10.3 外部バス権解放使用上の注意事項 

外部バス権解放は、外部バスサイクルが終了した時点で行うことができます。 

CS信号は外部バスサイクルの最後まで Lowレベルを出力します。 

したがって、外部バス権解放を行う場合、CS信号の Lowレベルからハイインピーダンス状態へと遷移する場

合があります。 
 

7.11 リセットとバスコントローラ 
パワーオンリセットでは、バスコントローラを含めて、本 LSIはその時点でリセット状態になります。実行中

のバスサイクルは途中で打ち切られます。 

マニュアルリセットでは、バスコントローラのレジスタや内部状態は保持されます。実行中の外部バスサイク

ルは終了するまで実行されます。このとき、WAIT入力は無視され、ライトデータは保証されません。 

また DMAC*は、マニュアルリセットで初期化されますので、DACK、TEND出力は禁止され、DDRと DRで制

御される I/Oポートになります。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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8. DMAコントローラ（DMAC） 

H8S/2239グループは、DMAコントローラ（DMAC）を内蔵しています。DMACは最大 4チャネルのデータ転

送を行うことができます。 

【注】 DMACは H8S/2239グループのみサポートしています。H8S/2258グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ、

H8S/2227グループにはありません。 
 

8.1 特長 
• ショートアドレスモードとフルアドレスモードを選択可能 

（1） ショートアドレスモード 

 最大4チャネルを使用可能 

 デュアルアドレスモード／シングルアドレスモードの選択が可能 

 デュアルアドレスモードでは転送元、転送先アドレスの一方を24ビット、他方を16ビットで指定 

 シングルアドレスモードでは転送元、転送先アドレスの一方だけを24ビットで指定 

 シングルアドレスモードでは1バスサイクルでの転送が可能 

 デュアルアドレスモード、シングルアドレスモードに対し、シーケンシャルモード／アイドルモード／

リピートモードの選択が可能 

（2） フルアドレスモード 

 最大2チャネルを使用可能 

 転送元、転送先アドレスを24ビットで指定 

 ノーマルモード／ブロック転送モードの選択が可能 

• 16Mバイトのアドレス空間を直接指定可能 

• 転送単位をバイト／ワードに設定可能 

• 起動要因は、内部割り込み、外部リクエスト、オートリクエスト（転送モードに依存） 

16ビットタイマパルスユニット（TPU）のコンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込み×6 

シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI_0、SCI_1）の送信データエンプティ割り込み、受信デー

タフル割り込み 

A/D変換器の変換終了割り込み 

外部リクエスト 

オートリクエスト 

• モジュールストップモードの設定可能 
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DMACのブロック図を図 8.1に示します。 
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図 8.1 DMACのブロック図 
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8.2 入出力端子 
DMACの端子構成を表 8.1に示します。 

 
表 8.1 端子構成 

チャネル 名称 略称 入出力 機能 

0 DMAリクエスト 0 DREQ0 入力 チャネル 0の外部リクエスト 

 DMA転送アクノレッジ 0 DACK0 出力 チャネル 0のシングルアドレス転送アクノレッジ 

 DMA転送終了 0 TEND0 出力 チャネル 0の転送終了 

1 DMAリクエスト 1 DREQ1 入力 チャネル 1の外部リクエスト 

 DMA転送アクノレッジ 1 DACK1 出力 チャネル 1のシングルアドレス転送アクノレッジ 

 DMA転送終了 1 TEND1 出力 チャネル 1の転送終了 

8.3 レジスタの説明 
DMACには以下のレジスタがあります。 

• メモリアドレスレジスタ_0AH（MAR_0AH） 

• メモリアドレスレジスタ_0AL（MAR_0AL） 

• I/Oアドレスレジスタ_0A（IOAR_0A） 

• 転送カウントレジスタ_0A（ETCR_0A） 

• メモリアドレスレジスタ_0BH（MAR_0BH） 

• メモリアドレスレジスタ_0BL（MAR_0BL） 

• I/Oアドレスレジスタ_0B（IOAR_0B） 

• 転送カウントレジスタ_0B（ETCR_0B） 

• メモリアドレスレジスタ_1AH（MAR_1AH） 

• メモリアドレスレジスタ_1AL（MAR_1AL） 

• I/Oアドレスレジスタ_1A（IOAR_1A） 

• 転送カウントレジスタ_1A（ETCR_1A） 

• メモリアドレスレジスタ_1BH（MAR_1BH） 

• メモリアドレスレジスタ_1BL（MAR_1BL） 

• I/Oアドレスレジスタ_1B（IOAR_1B） 

• 転送カウントレジスタ_1B（ETCR_1B） 

• DMAコントロールレジスタ_0A（DMACR_0A） 

• DMAコントロールレジスタ_0B（DMACR_0B） 

• DMAコントロールレジスタ_1A（DMACR_1A） 

• DMAコントロールレジスタ_1B（DMACR_1B） 



8. DMAコントローラ（DMAC） 

Rev.6.00  2010.03.18  8-4 
RJJ09B0171-0600 

 

• DMAバンドコントロールレジスタH（DMABCRH） 

• DMAバンドコントロールレジスタL（DMABCRL） 

• DMAライトイネーブルレジスタ（DMAWER） 

• DMAターミナルコントロールレジスタ（DMATCR） 
 

MAR、IOAR、ETCR、DMACR、DMABCRは、転送モード（ショートアドレスモード、フルアドレスモード）

により機能が異なります。転送モードは、DMABCRHの FAE1、FAE0ビットにより選択できます。表 8.2にチャ

ネル 0のショートアドレスモードとフルアドレスモードのレジスタ構成を示します。 
 

表 8.2 ショートアドレスモードとフルアドレスモード（チャネル 0） 

FAE0 説   明 

0  

A B

0

A

MAR_0AH

IOAR_0A

ETCR_0A

DMACR_0A

0

B
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MAR_0BL

IOAR_0B

ETCR_0B

DMACR_0B  

 
1  

A B

0

MAR_0AH

IOAR_0A

ETCR_0A

DMACR_0A

MAR_0BH

MAR_0AL

MAR_0BL

IOAR_0B

ETCR_0B

DMACR_0B  
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8.3.1 メモリアドレスレジスタ（MARA、MARB） 

MARは、ソースアドレス（転送元アドレス）、デスティネーションアドレス（転送先アドレス）を指定する 32

ビットのリード／ライト可能なレジスタです。MARは 2本の 16ビットレジスタMARH、MARLから構成されて

います。MARHの上位 8ビットはリザーブビットで、リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

MARは、チャネル 0にMAR_0A（チャネル 0A）、MAR_0B（チャネル 0B）、チャネル 1にMAR_1A（チャ

ネル 1A）、MAR_1B（チャネル 1B）の 4本があります。 

MARは、リセットまたはスタンバイモード時に初期化されません。 
 

（1） ショートアドレスモード 

ショートアドレスモードでは、MARA、MARBはそれぞれ独立して動作します。DMACRの DTDIRビットによ

り、ソースアドレスレジスタとして機能するか、デスティネーションアドレスレジスタとして機能するかを選択

できます。 

MARは 1回のバイト転送またはワード転送のたびにインクリメント／デクリメントされ、MARによって指定

するアドレスを自動的に更新します。 
 

（2） フルアドレスモード 

フルアドレスモードでは、MARAはソースアドレスレジスタとして機能し、MARBはデスティネーションアド

レスレジスタとして機能します。 

MARは 1回のバイト転送またはワード転送のたびにインクリメント／デクリメントされ、ソースまたはデステ

ィネーションのメモリアドレスを自動的に更新します。 
 

8.3.2 I/Oアドレスレジスタ（IOARA、IOARB） 

IOARはソースアドレス（転送元アドレス）またはデスティネーションアドレス（転送先アドレス）の下位 16

ビットを指定する 16ビットのリード／ライト可能なレジスタです。転送アドレスの上位 8ビットは、H'FFの値が

自動的に設定されます。 

IOARは、チャネル 0に IOAR_0A（チャネル 0A）、IOAR_0B（チャネル 0B）、チャネル 1に IOAR_1A（チャ

ネル 1A）、IOAR_1B（チャネル 1B）の 4本があります。 

IOARは、DMACRの DTDIRビットにより、ソースアドレスレジスタとして機能するか、デスティネーション

アドレスレジスタとして機能するかを選択できます。 

IOARはデータ転送でインクリメント／デクリメントされず、IOARによって指定するアドレスは固定となりま

す。 

IOARはリセットまたはスタンバイモード時に初期化されません。 

IOARはショートアドレスモードで使用し、フルアドレスモードでは使用しません。 
 



8. DMAコントローラ（DMAC） 

Rev.6.00  2010.03.18  8-6 
RJJ09B0171-0600 

 

8.3.3 転送カウントレジスタ（ETCRA、ETCRB） 

ETCRは転送回数を設定する 16ビットのリード／ライト可能なレジスタです。ETCRは、チャネル 0に ETCR_0A

（チャネル 0A）、ETCR_0B（チャネル 0B）、チャネル 1に ETCR_1A（チャネル 1A）、ETCR_1B（チャネル 1B）

の 4本があります。 

ETCRは、リセットまたはスタンバイモード時に初期化されません。 
 

（1） ショートアドレスモード 

ETCRは、シーケンシャルモードおよびアイドルモードと、リピートモードでは設定が異なります。 

シーケンシャルモードおよびアイドルモードでは、ETCRは 16ビットの転送カウンタとして機能します。1回

のデータ転送を行うたびに 1ずつデクリメントされ、H'0000になると DMABCRLの DTEビットをクリアし、転

送を終了します。 

リピートモードでは、ETCRは 8ビットの転送カウンタ（ETCRL）と、転送回数保持レジスタ（ETCRH）とし

て機能します。1回のデータ転送を行うたびに ETCRLは 1ずつデクリメントされ、カウンタ値が H'00になると

ETCRHの値をロードします。このときMARはデータ転送を開始したときの値に自動的に戻ります。DMABCRL

の DTEビットはクリアされません。DTEビットをクリアするまで、繰り返しデータ転送が行えます。 
 

（2） フルアドレスモード 

ETCRは、ノーマルモードとブロック転送モードでは機能が異なります。 

ノーマルモードでは、ETCRAは 16ビットの転送カウンタとして機能します。1回のデータ転送を行うたびに 1

ずつデクリメントされ、カウンタ値が H'0000になると転送を終了します。ETCRBはノーマルモードでは使用し

ません。 

ブロック転送モードでは、ETCRAは 8ビットのブロックサイズカウンタ（ETCRAL）と、ブロックサイズ保持

レジスタ（ETCRAH）として機能します。ETCRALは 1バイトまたは 1ワードのデータ転送を行うたびに 1ずつ

デクリメントされ、カウンタ値が H'00になると ETCRAHの値がロードされます。ETCRAL、ETCRAHにブロッ

クサイズを設定することにより、任意のバイト数またはワード数で構成されたブロックを繰り返し転送すること

ができます。 

ETCRBは、ブロック転送モードでは 16ビットのブロック転送カウンタとして機能します。1回のブロック転送

を行うたびに 1ずつデクリメントされ、H'0000になると転送を終了します。 
 

8.3.4 DMAコントロールレジスタ（DMACRA、DMACRB） 

DMACRは DMACの各チャネルの動作を制御します。DMACRは、チャネル 0に DMACR _0A（チャネル 0A）、

DMACR _0B（チャネル 0B）、チャネル 1に DMACR _1A（チャネル 1A）、DMACR _1B（チャネル 1B）の 4本

があります。DMACRは、ショートアドレスモードではチャネル A、チャネル Bはそれぞれ独立して動作し、フ

ルアドレスモードではチャネル A、チャネル Bは組み合せて動作します。DMACRは、転送モードにより一部の

ビット機能が異なります。 
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（1） ショートアドレスモード 

• DMACR_0A、DMACR_0B、DMACR_1A、DMACR_1B 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 DTSZ 0 R/W データトランスファサイズ 

1回に転送されるデータサイズを選択します。 

0：バイトサイズ転送 

1：ワードサイズ転送 

6 DTID 0 R/W データトランスインクリメント／デクリメント 

シーケンシャルモードまたはリピートモードの場合、データ転送ごとの MARのインク

リメント／デクリメントを選択します。アイドルモードの場合、MARはインクリメン

ト／デクリメントされません。 

0：データ転送後 MARをインクリメント 

• DTSZ＝0のとき、MARを＋1 

• DTSZ＝1のとき、MARを＋2 

1：データ転送後 MARをデクリメント 

• DTSZ＝0のとき、MARを－1 

• DTSZ＝1のとき、MARを－2 

5 RPE 0 R/W リピートイネーブル 

DMABCRの DTIEビットと組み合わせて、シーケンシャルモード、アイドルモード、

リピートモードのどのモードで転送するかを選択します。 

DTIE＝0のとき（転送終了割り込みなし） 

0：シーケンシャルモードで転送 

1：リピートモードで転送 

DTIE＝1のとき（転送終了割り込みあり） 

0：シーケンシャルモードで転送 

1：アイドルモードで転送 

4 DTDIR 0 R/W データトランスファディレクション 

DMABCRの SAEビットと組み合わせて、データ転送の方向（ソース側、デスティネー

ション側）を指定します。デュアルアドレスモードとシングルアドレスモードでは機能

が異なります。 

SAE＝0のとき 

0：MARをソースアドレス、IOARをデスティネーションアドレスとして転送 

1：IOARをソースアドレス、MARをデスティネーションアドレスとして転送 

SAE＝1のとき 

0：MARをソースアドレス、DACK端子をライトストローブとして転送 

1：DACK端子をリードストローブ、MARをデスティネーションアドレスとして転送 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

1 

0 

DTF3 

DTF2 

DTF1 

DTF0 

0 

0 

0 

0 

R/W

R/W

R/W

R/W

データトランスファファクタ 3～0 

データ転送の起動要因を選択します。チャネル Aとチャネル Bでは一部起動要因が異
なります。 

チャネル A 

0000：設定禁止 

0001：A/D変換器の変換終了割り込みで起動 

0010：設定禁止 

0011：設定禁止 

0100：SCIチャネル 0の送信データエンプティ割り込みで起動 

0101：SCIチャネル 0の受信データフル割り込みで起動 

0110：SCIチャネル 1の送信データエンプティ割り込みで起動 

0111：SCIチャネル 1の受信データフル割り込みで起動 

1000：TPUチャネル 0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1001：TPUチャネル 1のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1010：TPUチャネル 2のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1011：TPUチャネル 3のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1100：TPUチャネル 4のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1101：TPUチャネル 5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1110：設定禁止 

1111：設定禁止 

チャネル Bの場合 

0000：設定禁止 

0001：A/D変換器の変換終了割り込みで起動  

0010：DREQ端子の立ち下がりエッジで起動（転送許可後の最初の転送は Lowレベ 
 ルで検出します） 

0011：DREQ端子の Lowレベル入力で起動 

0100：SCIチャネル 0の送信データエンプティ割り込みで起動 

0101：SCIチャネル 0の受信データフル割り込みで起動 

0110：SCIチャネル 1の送信データエンプティ割り込みで起動 

0111：SCIチャネル 1の受信データフル割り込みで起動 

1000：TPUチャネル 0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1001：TPUチャネル 1のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1010：TPUチャネル 2のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1011：TPUチャネル 3のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1100：TPUチャネル 4のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1101：TPUチャネル 5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1110：設定禁止 

1111：設定禁止 

複数のチャネル間で同一の起動要因を選択することが可能です。この場合、チャネル間

の優先順位に従い、優先度の高いチャネルから起動されます。チャネル間の優先順位に

ついては「8.5.11 複数チャネルの動作」を参照してください。 
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（2） フルアドレスモード 

• DMACR_0A、DMACR_1A 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 DTSZ 0 R/W データトランスファサイズ 

1回に転送されるデータサイズを選択します。 

0：バイトサイズ転送 

1：ワードサイズ転送 

14 

13 

SAID 

SAIDE 

0 

0 

R/W 

R/W 

ソースアドレスインクリメント／デクリメント 

ソースアドレスインクリメント／デクリメントイネーブル 

データ転送時、ソースアドレスレジスタ MARAをインクリメントするか、デクリ

メントするか、または固定とするかを指定します。 

00：固定 

01：データ転送後、MARAをインクリメント 

• DTSZ＝0のとき、MARAを＋1 

• DTSZ＝1のとき、MARAを＋2 

10：固定 

11：データ転送後、MARAをデクリメント 

• DTSZ＝0のとき、MARAを－1 

• DTSZ＝1のとき、MARAを－2 

12 

11 

BLKDIR 

BLKE 

0 

0 

R/W 

R/W 

ブロックディレクション 

ブロックイネーブル 

ノーマルモードで転送するか、ブロック転送モードで転送するかを BLKEビット

で指定します。またブロック転送モードを指定する場合には、ソース側、デステ

ィネーション側のどちらをブロックエリアとするかを BLKDIRビットで指定しま

す。 

X0：ノーマルモードで転送 

01：ブロック転送モードで転送（ブロックエリアはデスティネーション側） 

11：ブロック転送モードで転送（ブロックエリアはソース側） 

10～8 － すべて 0 R/W リザーブビット 

リード／ライト可能ですが、0をライトしてください。 

【記号説明】 X：Don’t care 
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• DMACR_0B、DMACR_1B 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 0 R/W リザーブビット 

リード／ライト可能ですが、0をライトしてください。 

6 

5 

DAID 

DAIDE 

0 

0 

R/W 

R/W 

デスティネーションアドレスインクリメント／デクリメント 

デスティネーションアドレスインクリメント／デクリメントイネーブル 

データ転送時、デスティネーションアドレスレジスタ MARBをインクリメントす

るか、デクリメントするか、または固定とするかを指定します。 

00：固定 

01：データ転送後、MARBをインクリメント 

• DTSZ＝0のとき、MARBを＋1 

• DTSZ＝1のとき、MARBを＋2 

10：固定 

11：データ転送後、MARBをデクリメント 

• DTSZ＝0のとき、MARBを－1 

• DTSZ＝1のとき、MARBを－2 

4 － 0 R/W リザーブビット 

リード／ライト可能ですが、0をライトしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

1 

0 

DTF3 

DTF2 

DTF1 

DTF0 

0 

0 

0 

0 

R/W

R/W

R/W

R/W

データトランスファファクタ 3～0 

データ転送の起動要因を選択します。ノーマルモードとブロック転送モードでは指定

できる起動要因が異なります。 

ノーマルモード 

0000：設定禁止 

0001：設定禁止 

0010：DREQ端子の立ち下がりエッジ入力で起動（転送許可後の最初の転送は、Low

レベルで検出します） 

0011：DREQ端子の Lowレベル入力で起動 

010X：設定禁止 

0110：オートリクエスト（サイクルスチール） 

0111：オートリクエスト（バースト） 

1XXX：設定禁止 

    ブロック転送モード 

0000：設定禁止 

0001：A/D変換器の変換終了割り込みで起動 

0010：DREQ端子の立ち下がりエッジ入力で起動（転送許可後の最初の転送は、 

 Lowレベルで検出します） 

0011：DREQ端子の Lowレベルで起動  

0100：SCIチャネル 0の送信データエンプティ割り込みで起動 

0101：SCIチャネル 0の受信データフル割り込みで起動 

0110：SCIチャネル 1の送信データエンプティ割り込みで起動 

0111：SCIチャネル 1の受信データフル割り込みで起動 

1000：TPUチャネル 0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1001：TPUチャネル 1のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1010：TPUチャネル 2のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1011：TPUチャネル 3のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1100：TPUチャネル 4のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1101：TPUチャネル 5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みで起動 

1110：設定禁止 

1111：設定禁止 

複数のチャネル間で同一の起動要因を選択することが可能です。この場合、チャネル

間の優先順位に従い、優先度の高いチャネルから起動されます。チャネル間の優先順

位については「8.5.11 複数チャネルの動作」を参照してください。 

【記号説明】 X：Don’t care 
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8.3.5 DMAバンドコントロールレジスタ H、L（DMABCRH、DMABCRL） 

DMABCRは DMACの各チャネルの動作を制御します。DMABCRは、転送モードにより一部ビットの機能が異

なります。 

（1） ショートアドレスモード 

• DMABCRH 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 FAE1 0 R/W フルアドレスイネーブル 1 

チャネル 1をショートアドレスモード／フルアドレスモードのどちらで使用する

かを指定します。ショートアドレスモードでは、チャネル 1A、1Bはそれぞれ独立

したチャネルとして使用できます。 

0：ショートアドレスモード 

1：フルアドレスモード 

14 FAE0 0 R/W フルアドレスイネーブル 0 

チャネル 0をショートアドレスモード／フルアドレスモードのどちらで使用する

かを指定します。ショートアドレスモードでは、チャネル 0A、0Bはそれぞれ独立

したチャネルとして使用できます。 

0：ショートアドレスモード 

1：フルアドレスモード 

13 SAE1 0 R/W シングルアドレスイネーブル 1 

チャネル 1Bをデュアルアドレスモードまたはシングルアドレスモードのどちらで

転送するかを指定します。フルアドレスモードでは、本ビットは無効になります。 

0：デュアルアドレスモード 

1：シングルアドレスモード 

12 SAE0 0 R/W シングルアドレスイネーブル 0 

チャネル 0Bをデュアルアドレスモードまたはシングルアドレスモードのどちらで

転送するかを指定します。フルアドレスモードでは、本ビットは無効になります。 

0：デュアルアドレスモード 

1：シングルアドレスモード 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 

10 

9 

8 

DTA1B 

DTA1A 

DTA0B 

DTA0A 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

データトランスファアクノレッジ 1B 

データトランスファアクノレッジ 1A 

データトランスファアクノレッジ 0B 

データトランスファアクノレッジ 0A 

DMACRの DTF3～0ビットによって選択されている内部割り込み要因の DMA転

送時のクリアを許可または禁止するビットです。 

DTE＝1のとき DTA＝1にすると、内部割り込み要因は DMA転送により自動的に

クリアされます。DTE＝1、DTA＝1の状態では、内部割り込みは CPUおよび DTC

に割り込みを要求しません。 

DTE＝1のとき DTA＝0にすると、内部割り込み要因は転送時にはクリアされず、

並行して CPUまたは DTC に割り込みを要求することができます。この場合、CPU

または DTC転送で割り込み要因をクリアしてください。 

DTE＝0のとき DTAビットの設定に関係なく、内部割り込み要因は CPUまたは

DTCに割り込みを要求します。 

0：選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを禁止 

1：選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを許可 

 
• DMABCRL 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

DTE1B 

DTE1A 

DTE0B 

DTE0A 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

データトランスファイネーブル 1B 

データトランスファイネーブル 1A 

データトランスファイネーブル 0B 

データトランスファイネーブル 0A 

DTIE＝1のとき DTE＝0になると、DMACは転送終了とみなし、CPUまたは DTC

に対し転送終了割り込みを要求します。 

DTE＝1はデータ転送許可状態であり、DMACRの DTF3～0ビットによって選択

されている起動要因の要求待ち状態になります。起動要因による要求が発生する

と、DMA転送が実行されます。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 

［クリア条件］ 

• 初期化されたとき 

• リピートモードを除いた転送モードで、指定した回数の転送を終了したとき 

• 強制的に転送を中断するなどの理由により、DTEビットに 0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• DTE＝0をリード後、DTE＝1をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

1 

0 

DTIE1B 

DTIE1A 

DTIE0B 

DTIE0A 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

データトランスファエンドインタラプトイネーブル 1B 

データトランスファエンドインタラプトイネーブル 1A 

データトランスファエンドインタラプトイネーブル 0B 

データトランスファエンドインタラプトイネーブル 0A 

転送終了時の CPUまたは DTCに対する割り込みを許可または禁止するビットで
す。DTE＝0のときに DTIE＝1にすると、DMACは転送終了とみなし、CPUま
たは DTCに対し転送終了割り込みを要求します。 

転送終了割り込みを解除するには、割り込み処理ルーチンにて DTIEビットを 0
にクリアする方法と、転送カウンタ、アドレスレジスタを再設定後に DTEビット
を 1にセットして転送継続の処理を行う方法があります｡ 

0：転送終了割り込みを禁止 

1：転送終了割り込みを許可 
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（2） フルアドレスモード 

• DMABCRH 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 FAE1 0 R/W フルアドレスイネーブル 1 

チャネル 1をショートアドレスモードまたはフルアドレスモードのどちらで使用
するかを指定するビットです。フルアドレスモードでは、チャネル 1A、1Bを組
み合わせてチャネル 1として使用できます。 

0：ショートアドレスモード 

1：フルアドレスモード 

14 FAE0 0 

 

R/W 

 

フルアドレスイネーブル 0 

チャネル 0をショートアドレスモードまたはフルアドレスモードのどちらで使用
するかを指定するビットです。フルアドレスモードでは、チャネル 0A、0Bを組
み合わせてチャネル 0として使用できます。 

0：ショートアドレスモード 

1：フルアドレスモード 

13、12 ― すべて 0 R/W リザーブビット 

リード／ライト可能ですが、0をライトしてください。 

11 DTA1 0 R/W データトランスファアクノレッジ 1 

チャネル 1の DMACRの DTF3～0ビットによって選択されている内部割り込み
要因の DMA転送時のクリアを許可または禁止するビットです。 

DTE1＝1のとき DTA1＝1にすると、内部割り込み要因は DMA転送により自動
的にクリアされます。DTE1＝1、DTA1＝1の状態では内部割り込みは CPUおよ
び DTCに割り込みを要求しません。 

DTE1＝1のとき DTA1＝0にすると、内部割り込み要因は転送時にはクリアされ
ず、並行して CPUまたは DTCに割り込みを要求することができます。この場合、
CPUまたは DTC転送で割り込み要因をクリアしてください。 

DTE1＝0のとき、DTA1ビットの設定に関係なく、内部割り込みは CPUまたは
DTCに割り込みを要求します。 

DTME1ビットの状態は、前述の動作に影響を与えません。 

0：選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを禁止 

1：選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 ― 0 R/W リザーブビット 

リード／ライト可能ですが、0をライトしてください。 

9 DTA0 0 R/W データトランスファアクノレッジ 0 

チャネル 0の DMACRの DTF3～0ビットによって選択されている内部割り込み

要因の DMA転送時のクリアを許可または禁止するビットです。 

DTE0＝1のとき DTA0＝1にすると、内部割り込み要因は DMA転送により自動

的にクリアされます。DTE0＝1、DTA0＝1の状態では内部割り込みは CPUおよ

び DTCに割り込みを要求しません。 

DTE0＝1のとき DTA0＝0にすると、内部割り込み要因は転送時にはクリアされ

ず、並行して CPUまたは DTCに割り込みを要求することができます。この場合、

CPUまたは DTC転送で割り込み要因をクリアしてください。 

DTE0＝0のとき、DTA0ビットの設定に関係なく、内部割り込みは CPUまたは

DTCに割り込みを要求します。 

DTME0ビットの状態は、前述の動作に影響を与えません。 

0：選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを禁止 

1：選択されている内部割り込み要因の DMA転送時のクリアを許可 

8 ― 0 R/W リザーブビット 

リード／ライト可能ですが、0をライトしてください。 

 
• DMABCRL 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 DTME1 0 R/W データトランスファマスタイネーブル 1 

DTE1ビットとともにチャネル 1のデータ転送を許可または禁止するビットです。

DTME1ビットと DTE1ビットをいずれも 1にセットすると、チャネル 1は転送許

可状態となります。 

NMI割り込みが発生したとき、チャネル 1がバーストモード転送中のときは

DTME1ビットが 0にクリアされ、転送を中断して CPUにバス権を移します。そ

の後、DTME1ビットを 1にセットすると、中断された転送が再開されます。ただ

し、ブロック転送モードでは、NMI割り込みにより DTME1ビットがクリアされ

ることはなく、転送を中断することはありません。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 

［クリア条件］ 

• 初期化されたとき 

• バーストモードで NMIが入力されたとき 

• DTME1ビットに 0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• DTME1ビット＝0をリード後、DTME1ビットに 1をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 DTE1 0 R/W データトランスファイネーブル 1 

チャネル1のDMACRのDTF3～0ビットによって選択されている起動要因のDMA

転送を許可または禁止するビットです。 

DTE1＝0のときはデータ転送禁止状態であり、起動要因は無視されます。このと

き、起動要因が内部割り込みである場合には、CPUまたは DTCに割り込みが要求

されます。また、DTIE1＝1のとき DTE1＝0になると、DMACは転送終了とみな

し、CPUに対し転送終了割り込みを要求します。 

DTE1＝1かつ DTME1＝1のときはデータ転送許可状態であり、起動要因の要求待

ち状態になります。起動要因による要求が発生すると、転送が実行されます。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 

［クリア条件］ 

• 初期化されたとき 

• 指定した回数の転送を終了したとき 

• 強制的に転送を中断するなどの理由により、DTE1ビットに 0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• DTE1＝0をリード後、DTE1ビットに 1をライトしたとき 

5 DTME0 0 R/W データトランスファマスタイネーブル 0 

DTE0ビットとともにチャネル 0のデータ転送を許可または禁止するビットです。

DTME0ビットと DTE0ビットをいずれも 1にセットすると、チャネル 0は転送許

可状態となります。 

NMI割り込みが発生したとき、チャネル 0がバーストモード転送中のときは

DTME0ビットが 0にクリアされ、転送を中断して CPUにバス権を移します。そ

の後、DTME0ビットを 1にセットすると、中断された転送が再開されます。ただ

し、ブロック転送モードでは、NMI割り込みにより DTME0ビットがクリアされ

ることはなく、転送を中断することはありません。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 

［クリア条件］ 

• 初期化されたとき 

• バーストモードで NMIが入力されたとき 

• DTME0ビットに 0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• DTME0ビット＝0をリード後、DTME0ビットに 1をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 DTE0 0 R/W データトランスファイネーブル 0 

チャネル0のDMACRのDTF3～0ビットによって選択されている起動要因のDMA

転送を許可または禁止するビットです。 

DTE0＝0のときはデータ転送禁止状態であり、起動要因は無視されます。このと

き、起動要因が内部割り込みである場合には、CPUまたは DTCに割り込みが要求

されます。また、DTIE0＝1のとき DTE0＝0になると、DMACは転送終了とみな

し、CPUに対し転送終了割り込みを要求します。 

DTE0＝1かつ DTME0＝1のときはデータ転送許可状態であり、起動要因の要求待

ち状態になります。起動要因による要求が発生すると、転送が実行されます。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 

［クリア条件］ 

• 初期化されたとき 

• 指定した回数の転送を終了したとき 

• 強制的に転送を中断するなどの理由により、DTE0ビットに 0をライトしたとき 

［セット条件］ 

• DTE0＝0をリード後、DTE0ビットに 1をライトしたとき 

3 DTIE1B 0 R/W データトランスファインタラプトイネーブル 1B 

チャネル 1の転送中断時の CPUまたは DTCに対する割り込みを許可または禁止
するビットです。DTIE1B＝1のとき DTME1＝0になると、DMACは転送中断とみ
なし、CPUまたは DTCに対し転送中断割り込みを要求します。 

転送中断割り込みを解除するには、割り込み処理ルーチンにて DTIE1Bビットを 0
にクリアする方法と、DTME1ビットを 1にセットして転送継続の処理を行う方法
があります。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 

2 DTIE1A 0 R/W データトランスファエンドインタラプトイネーブル 1A 

チャネル 1の転送終了時の CPUまたは DTCに対する割り込みを許可または禁止
するビットです。DTIE1A＝1のとき DTE1＝0になると、DMACは転送終了とみ
なし、CPUまたは DTCに対し転送終了割り込みを要求します。 

転送終了割り込みを解除するには、割り込み処理ルーチンにて DTIE1Aビットを 0
にクリアする方法と、転送カウンタ、アドレスレジスタを再設定後に DTE1ビッ
トを 1にセットして転送継続の処理を行う方法があります。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 DTIE0B 0 R/W データトランスファインタラプトイネーブル 0B 

チャネル 0の転送中断時の CPUまたは DTCに対する割り込みを許可または禁止
するビットです。DTIE0B＝1のとき DTME0＝0になると、DMACは転送中断とみ
なし、CPUまたは DTCに対し転送中断割り込みを要求します。 

転送中断割り込みを解除するには、割り込み処理ルーチンにて DTIE0Bビットを 0
にクリアする方法と、DTME0ビットを 1にセットして転送継続の処理を行う方法
があります。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 

0 DTIE0A 0 R/W データトランスファエンドインタラプトイネーブル 0A 

チャネル 0の転送終了時の CPUまたは DTCに対する割り込みを許可または禁止
するビットです。DTIE0A＝1のとき DTE0＝0になると、DMACは転送終了とみ
なし、CPUまたは DTCに対し転送終了割り込みを要求します。 

転送終了割り込みを解除するには、割り込み処理ルーチンにて DTIE0Aビットを 0
にクリアする方法と、転送カウンタ、アドレスレジスタを再設定後に DTE0ビッ
トを 1にセットして転送継続の処理を行う方法があります。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 
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8.3.6 DMAライトイネーブルレジスタ（DMAWER） 

DMACは、転送終了割り込みによって DTCを起動し、転送終了したチャネルを DTCのチェイン転送を利用し

て書き換え、再起動させることができます。DMAWERは、目的とするチャネル以外のレジスタを不用意に書き換

えることができないように、DTCに対し特定チャネルの DMACRおよび DMATCR、DMABCRの特定ビットの変

更を制限します。DMAWERによる制限は、DTCに対し有効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 ― すべて 0 ― リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

3 WE1B 0 R/W ライトイネーブル 1B 

DMACR1Bのすべてのビットと、DMABCRのビット 11、7、3、DMATCRのビ

ット 5へのライトを許可または禁止するビットです。 

0：ライト禁止 

1：ライト許可 

2 WE1A 0 R/W ライトイネーブル 1A 

DMACR1Aのすべてのビットと、DMABCRのビット 10、6、2へのライトを許可

または禁止するビットです。 

0：ライト禁止 

1：ライト許可 

1 WE0B 0 R/W ライトイネーブル 0B 

DMACR0Bのすべてのビットと、DMABCRのビット 9、5、1、DMATCRのビッ

ト 4へのライトを許可または禁止するビットです。 

0：ライト禁止 

1：ライト許可 

0 WE0A 0 R/W ライトイネーブル 0A 

DMACR0Aのすべてのビットと、DMABCRのビット 8、4、0へのライトを許可

または禁止するビットです。 

0：ライト禁止 

1：ライト許可 
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図 8.2にチャネル 0Aの転送終了割り込み要求により DTCを起動し、チャネル 0Aを再起動するための転送領

域を示します。1回目の DTC転送でアドレスレジスタ、カウントレジスタの領域を再設定し、続いて 2回目の DTC

チェイン転送でコントロールレジスタの領域を再設定します。コントロールレジスタの領域を再設定する際には、

他のチャネルの内容を変更できないように DMAWERのビットを設定してマスクしてください。 

DTC

MAR_0AH

MAR_0AL

IOAR_0A

ETCR_0A

MAR_0BH

MAR_0BL

IOAR_0B

ETCR_0B

MAR_1AH

MAR_1AL

IOAR_1A

ETCR_1A

MAR_1BH

MAR_1BL

IOAR_1B

ETCR_1B

DMATCR

DMACR_0B

DMACR_1B

DMAWER

DMACR_0A

DMACR_1A

DMABCR2

1

 

図 8.2 DTCによるレジスタ再設定領域（チャネル 0A） 

 
DMAWERの設定にかかわらず、DTCによる DMABCRのビット 15～12（FAE、SAE）へのライトは無効です。

これらのビットの変更は CPUによる処理で行ってください。 

DTCによる DMABCRのビット 7～4（DTE）へのライトは、0をリードせずに 1をライトすることができます。

フルアドレスモードに設定されているチャネルの再起動は、再起動するチャネルのライトイネーブル A、ライト

イネーブル Bともに 1をライトしてください。 

MAR、IOAR、ETCRは、DMAWERの設定に関係なく常にライト可能です。これらのレジスタの変更は、変更

するチャネルが停止している状態で行ってください。 
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8.3.7 DMAターミナルコントロールレジスタ（DMATCR） 

DMATCRは、DMACの転送終了端子の出力の許可または禁止を制御します。ビットの設定によりポートを自動

的に出力に設定し、転送終了信号を出力することができます。TEND端子は、ショートアドレスモードではチャ

ネル Bのみに割り当てられています。転送終了信号は、転送要因によらず、転送カウンタが 0になった転送サイ

クルを示しています。例外として、ブロック転送モードの場合は、ブロックカウンタが 0になった転送サイクル

を示しています。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 － リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

5 TEE1 0 R/W 転送終了端子イネーブル 1 

転送終了端子 1（TEND1）の出力を許可または禁止するビットです。 

0：TEND1端子出力を禁止 

1：TEND1端子出力を許可 

4 TEE0 0 R/W 転送終了端子イネーブル 0 

転送終了端子 0（TEND0）の出力を許可または禁止するビットです。 

0：TEND0端子出力を禁止 

1：TEND0端子出力を許可 

3～0 － すべて 0 － リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
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8.4 起動要因 
DMACは内部割り込み要求または外部リクエスト、オートリクエストにより起動します。表 8.3に DMACの起

動要因を示します。指定できる要因は、転送モードによって異なります。 
 

表 8.3 DMACの起動要因 

ショートアドレスモード フルアドレスモード 起動要因 

チャネル 
0A、1A 

チャネル 
0B、1B 

ノーマル 
モード 

ブロック 
転送モード 

ADI ○ ○ × ○ 

TXI0 ○ ○ × ○ 

RXI0 ○ ○ × ○ 

TXI1 ○ ○ × ○ 

RXI1 ○ ○ × ○ 

TGI0A ○ ○ × ○ 

TGI1A ○ ○ × ○ 

TGI2A ○ ○ × ○ 

TGI3A ○ ○ × ○ 

TGI4A ○ ○ × ○ 

内部 
割り込み 

TGI5A ○ ○ × ○ 

DREQ端子の立ち下がりエッジ入力 × ○ ○ ○ 外部 
リクエスト DREQ端子の Lowレベル入力 × ○ ○ ○ 

オートリクエスト × × ○ × 

【記号説明】 ○：指定可能 ×：指定不可 
 

8.4.1 内部割り込み要求による起動 

DMACの起動要因として選択された割り込み要求は、CPU、DTCに対しても同時に割り込み要求を発生させる

ことができます。詳細は「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 

内部割り込み要求による起動要因では、DMACは割り込みコントローラとは独立して割り込み要求を受け付け

ます。このため、割り込みコントローラの優先順位の設定の影響を受けません。 

CPUの割り込み要因、または DTCの起動要因としない割り込み要求により DMACを起動する場合（DTA＝1）、

割り込み要求フラグは DMA転送により自動的にクリアされます。ただし、ADI、TXI、RXI割り込みは、DMA

転送で所定のレジスタをアクセスしないと、割り込み要求フラグはクリアされません。複数のチャネルで同一の

割り込み要求を起動要因とした場合、最も優先順位の高いチャネルが起動された時点で割り込み要求フラグがク

リアされます。その他のチャネルの転送要求は DMAC内部で保持され優先順位に従って起動されます。 

転送終了後のDTE＝0の状態では、DTAビットの設定に関係なく、選択された起動要因はDMACに割り込みを要求

しません。この場合、当該割り込みはCPUまたはDTCに割り込みを要求します。 

CPUの割り込み要因または、DTCの起動要因と重なっている場合（DTA＝0）、割り込み要求フラグは DMAC
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によりクリアされません。 
 

8.4.2 外部リクエストによる起動 

DMACの起動要因として外部リクエスト（DREQ端子）を指定する場合は、該当ポートをあらかじめ入力に設

定してください。外部リクエストにはレベルセンスとエッジセンスがあります。 

ショートアドレスモード、フルアドレスモードのノーマルモード時の外部リクエスト動作は次のようになりま

す。 

エッジセンスを選択した場合、DREQ端子の Highレベルから Lowレベルの変化を検出するたびに、1バイトま

たは 1ワードのデータ転送を行います。データ転送を完了する前に次のエッジが入力された場合は、次のデータ

転送を行わないことがあります。 

レベルセンスを選択した場合、DREQ端子が Highレベルに保持されているときは、転送要求待ち状態となりま

す。また、DREQ端子が Lowレベルに保持されているときは、1バイトまたは 1ワードの転送を行うたびにバス

を解放しつつ、連続して転送を継続します。転送の途中で DREQ端子が Highレベルになると、転送を中断し転送

要求待ち状態になります。 
 

8.4.3 オートリクエストによる起動 

オートリクエストはレジスタ設定のみで起動され、転送終了まで転送を継続します。オートリクエストでは、

サイクルスチールモードとバーストモードが選択できます。 

サイクルスチールモードでは、DMACは 1バイトまたは 1ワードの転送を行うたびにバスを他のバスマスタに

解放します。通常、DMAサイクルと CPUサイクルが交互に繰り返されます。バーストモードでは、転送終了ま

でバスを占有し連続して転送を行います。 
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8.5 動作説明 

8.5.1 転送モード 

DMACの転送モードを表 8.4に示します。 
 

表 8.4 DMACの転送モード 

転送モード 転送要因 備 考 

ショート 
アドレスモード 

デュアルアドレスモード 

• 1回の転送要求で 1バイト 

または 1ワードの転送を実行 

• 転送先／転送元アドレスを指定

し、2バスサイクルで転送 

（1）シーケンシャルモード 

• メモリアドレスを 1または 2増減 

• 転送回数は 1～65536 

（2）アイドルモード 

• メモリアドレスは固定 

• 転送回数は 1～65536 

（3）リピートモード 

• メモリアドレスを 1または 2増減 

• 転送回数（1～256）転送後、 
初期状態を回復して動作を継続 

• TPUチャネル 0～5の 
コンペアマッチ／インプット 
キャプチャ A割り込み 

• SCIの送信データエンプティ 
割り込み 

• SCIの受信データフル割り込み

• A/D変換器の変換終了割り込み

• 外部リクエスト 

• 最大 4チャネルを独立に動作 
可能 

• 外部リクエストはチャネル B 
のみ可能 

• シングルアドレスモードは 
チャネル Bのみ可能 

 

 シングルアドレスモード 

• 1回の転送要求で 1バイト 
または 1ワードの転送を実行 

• I/Oを指定するアドレスの代わり
にDACK端子を用いて1バスサイ
クルで転送 

• シーケンシャルモード、アイドル

モード、リピートモードの各モー

ドを指定可能 

• 外部リクエスト  
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転送モード 転送要因 備 考 

フル 
アドレスモード 

ノーマルモード 

（1）オートリクエスト 

• 転送要求を内部保持 

• 指定回数（1～65536）を継続して
転送 

• バースト／サイクルスチール転送

を選択可能 

• オートリクエスト 

 

• チャネル A、Bを組み合わせて、
最大 2チャネル動作可能 

 

 （2）外部リクエスト 

• 1回の転送要求で 1バイト 
または 1ワードの転送を実行 

• 転送回数は 1～65536 

• 外部リクエスト  

 ブロック転送モード 

• 1回の転送要求で指定した 
1ブロックサイズの転送を実行 

• 転送回数は 1～65536 

• ソースまたはデスティネーション

のいずれかをブロックエリアに 
指定可能 

• ブロックサイズは 1～256バイト
またはワード 

• TPUチャネル 0～5の 
コンペアマッチ／インプット 
キャプチャ A割り込み 

• SCIの送信データエンプティ 
割り込み 

• SCIの受信データフル割り込み

• A/D変換器の変換終了割り込み

• 外部リクエスト 

 
 

 

8.5.2 シーケンシャルモード 

シーケンシャルモードは、DMACRの RPEビットを 0に設定することで指定できます。シーケンシャルモード

では、1回の転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードのデータ転送を行い、転送後にMARを更新します。これ

をETCRで設定した回数だけ実行します。アドレスの一方はMAR、他方は IOARで指定します。転送方向はDMACR

の DTDIRビットにより指定できます。表 8.5にシーケンシャルモード時のレジスタの機能を示します。 
 

表 8.5 シーケンシャルモード時のレジスタ機能 

対象レジスタ 機 能 初期設定値 動 作 

 DTDIR＝0 DTDIR＝1   

23 0

MAR

 

ソースアドレス 

レジスタ 

デスティネーション

アドレスレジスタ 

転送先または転送元

の先頭アドレス 

1回の転送ごとに 

インクリメント／ 

デクリメント 

23 0

IOAR

15

H'FF

 

デスティネーション

アドレスレジスタ 

ソースアドレス 

レジスタ 

転送元または転送先

の先頭アドレス 

固定 

015

ETCR

 

転送カウンタ 転送回数 1回の転送ごとに 

デクリメント 

H'0000になると 

転送終了 
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MARには転送元または転送先の先頭アドレスを 24ビットで指定します。MARは 1回のバイトまたはワードデ

ータ転送を行うたびに 1または 2をインクリメント／デクリメントします。IOARにもう一方のアドレスの下位

16ビットを指定します。IOARの上位 8ビットは H'FFとなります。 

図 8.3にシーケンシャルモードの動作を示します。 
 

T

B

IOAR

1

1

 T L

 B L ( 1)DTID (2DTSZ (N 1))

 L MAR

 N ETCR

 

図 8.3 シーケンシャルモードの動作 

 
転送回数は ETCRによって 16ビットで指定します。ETCRは 1回のデータ転送を行うたびに 1だけデクリメン

トされ、H'0000になったときに DMABCRの DTEビットをクリアしてデータ転送を終了します。このとき、DTIE

ビットが 1にセットされていると、CPUまたは DTCに割り込みを要求します。なお、転送回数の最大値は ETCR

に H'0000を設定したときで 65536となります。 

転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、外部リクエスト、SCIの送信データエンプティ／

受信データフル割り込み、および TPUチャネル 0～5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みがあ

ります。外部リクエストは、チャネル Bのみ設定できます。 

図 8.4にシーケンシャルモードの設定手順例を示します。 
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図 8.4 シーケンシャルモードの設定手順例 
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8.5.3 アイドルモード 

アイドルモードは、DMACRの RPEビットと DMABCRLの DTIEビットを 1に設定することで指定できます。

アイドルモードでは、1回の転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードのデータ転送を行います。これを ETCR

で設定した回数だけ実行します。アドレスの一方はMAR、他方は IOARで指定します。転送方向は DMACRの

DTDIRビットにより指定できます。表 8.6にアイドルモード時のレジスタの機能を示します。 
 

表 8.6 アイドルモード時のレジスタ機能 

対象レジスタ 機 能 初期設定値 動 作 

 DTDIR＝0 DTDIR＝1   

23 0

MAR

ソースアドレス 

レジスタ 

デスティネーション

アドレスレジスタ 

転送先または転送元

の先頭アドレス 

固定 

23 0

IOAR

15

H'FF

デスティネーション

アドレスレジスタ 

ソースアドレス 

レジスタ 

転送元または転送先

の先頭アドレス 

固定 

015

ETCR

転送カウンタ 転送回数 1回の転送ごとに 

デクリメント

H'0000になると 

転送終了 

 
MARには転送元または転送先の先頭アドレスを 24ビットで指定します。MARはデータ転送でインクリメント

／デクリメントされません。IOARにもう一方のアドレスの下位 16ビットを指定します。IOARの上位 8ビット

は H'FFとなります。図 8.5にアイドルモードの動作を示します。 

IOAR

1

1

MAR

 

図 8.5 アイドルモードの動作 

 
転送回数は ETCRによって 16ビットで指定します。ETCRは 1回のデータ転送を行うたびに 1だけデクリメン

トされ、H'0000になったときに DMABCRの DTEビットをクリアしてデータ転送を終了します。このとき、DTIE

ビットが 1にセットされていると、CPUまたは DTCに割り込みを要求します。なお、転送回数の最大値は ETCR

に H'0000を設定したときで 65536となります。 

転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、外部リクエスト、SCIの送信データエンプティ／

受信データフル割り込み、および TPUチャネル 0～5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みがあ

ります。外部リクエストは、チャネル Bのみ設定できます。 

図 8.6にアイドルモードの設定手順例を示します。 
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図 8.6 アイドルモードの設定手順例 
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8.5.4 リピートモード 

リピートモードは、DMACRの RPEビットを 1に、DMABCRLの DTIEビットを 0に設定することで指定でき

ます。リピートモードでは、1回の転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードのデータ転送を行い、転送後にMAR

を更新します。これを ETCRLで設定した回数だけ実行します。設定回数の転送を終了すると、自動的にMAR、

ETCRLは設定値に戻り、動作を継続します。アドレスの一方はMAR、他方は IOARで指定します。転送方向は

DMACRの DTDIRビットにより指定できます。表 8.7にリピートモード時のレジスタの機能を示します。 
 

表 8.7 リピートモード時のレジスタ機能 

対象レジスタ 機 能 初期設定値 動 作 

 DTDIR＝0 DTDIR＝1   

23 0

MAR

 

ソースアドレス

レジスタ 

デスティネー 

ションアドレス 

レジスタ 

転送先または転送元

の先頭アドレス 

 

1回の転送ごとにインク

リメント／デクリメント

H'0000になると初期設定

値に回復 

23 0

IOAR

15

H'FF

 

デスティネーシ

ョンアドレスレ

ジスタ 

ソースアドレス 

レジスタ 

転送元または転送先

の先頭アドレス 

固定 

0

ETCRH

7 転送回数保持 

 

 

転送回数 

 

 

固定 

 

 

0

ETCRL

7 転送カウンタ 転送回数 1回の転送ごとにデクリ

メント 

H'00になると ETCRHの

値をロード 

 
MARには転送元または転送先の先頭アドレスを 24ビットで指定します。MARは 1回のデータ転送を行うたび

に 1または 2をインクリメント／デクリメントします。IOARにもう一方のアドレスの下位 16ビットを指定しま

す。IOARの上位 8ビットは H'FFとなります。転送回数は ETCRH、ETCRLによって 8ビットで指定します。な

お、転送回数の最大値は ETCRH、ETCRLにそれぞれ H'00を設定したときで 256となります。 

リピートモードでは、ETCRLを転送カウンタ、ETCRHを転送回数保持レジスタとして使用します。ETCRLは

1回のデータ転送を行うたびに 1だけデクリメントされ、H'00になると ETCRHの値がロードされます。このとき、

MARは DMACRの DTSZ、DTIDビットの値に応じて設定値を回復します。MARの回復の動作は次のようになり

ます。 
 

MAR＝MAR －(－1)DTID・2DTSZ・ETCRH 
 

ETCRHと ETCRLは同じ値に設定してください。 
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リピートモードでは、DMABCRLの DTEビットがクリアされるまで動作を継続します。したがって、データ転

送を終了するには DTEビットを 0にクリアしてください。CPUまたは DTCに対して転送終了割り込みは要求し

ません。DTEビットをクリア後、DTEビットを再びセットすると、DTEビットをクリアした時点で終了した転送

の続きから再開することができます。 

図 8.7にリピートモードの動作を示します。 

T

B

IOAR

1

1
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 B L ( 1)DTID (2DTSZ (N 1))
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 N ETCR

 

図 8.7 リピートモードの動作 
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転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、外部リクエスト、SCIの送信データエンプティ／

受信データフル割り込み、および TPUチャネル 0～5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みがあ

ります。外部リクエストは、チャネル Bのみ設定できます。 

図 8.8にリピートモードの設定手順例を示します。 
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図 8.8 リピートモードの設定手順例 
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8.5.5 シングルアドレスモード 

DMACは、リードサイクル、ライトサイクルが別のバスサイクルとなるデュアルアドレスモードと、リードサ

イクル、ライトサイクルが平行して実行されるシングルアドレスモードがあります。 

デュアルアドレスモードは、ソースアドレスとデスティネーションアドレスを独立に指定して転送を行います。 

シングルアドレスモードは、転送元または転送先のいずれか一方がアドレスによって指定される外部空間と、

アドレスにかかわらず DACKストローブにより選択する外部デバイスとの転送を行います。図 8.9にシングルア

ドレスモード時のデータバスを示します。 
 

RD

HWR LWR

A23 A0

LSI

D15 D0

( )

DACK

 

図 8.9 シングルアドレスモード時のデータバス 

 
シングルアドレスモードのリードで使用する場合、外部メモリから外部デバイスへの転送となり、DACK端子

は外部デバイスに対するライトストローブとして機能します。シングルアドレスモードのライトで使用する場合、

外部デバイスから外部メモリへの転送となり、DACK端子は外部デバイスに対するリードストローブとして機能

します。外部デバイスに対する方向制御はありませんので、上記のいずれか単方向で使用してください。 

シングルアドレスモード時のバスサイクルは、外部メモリエリアに対するバスコントローラの設定に従います。

外部デバイス側には、アドレスストローブと同期して DACKが出力されます。バスサイクルの詳細は「8.5.10 

DMA転送（シングルアドレスモード）のバスサイクル」を参照してください。 

シングルアドレスモード時の転送アドレスは、内部空間を指定しないでください。 
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シングルアドレスモードは、チャネル Bのみ設定できます。シングルアドレスモードは、ショートアドレスモ

ードにおいて DMABCRHの SAEビットを 1に設定することで指定できます。 

アドレスの一方はMARで指定し、他方は自動的にデータ転送アクノレッジ端子（DACK）に設定されます。転

送方向は DMACRの DTDIRビットにより指定できます。表 8.8にシングルアドレスモード時のレジスタの機能を

示します。 
 

表 8.8 シングルアドレスモード時レジスタの機能 

機 能 対象レジスタ 

DTDIR＝0 DTDIR＝1 

初期設定値 動作 

23 0

MAR

ソースアドレス 

レジスタ 

デスティネーション

アドレスレジスタ 

転送先または転送元

の先頭アドレス 

「8.5.2 シーケン

シャルモード」、

「8.5.3 アイドル

モード」、「8.5.4 

リピートモード」を

参照 

DACK端子 ライトストローブ リードストローブ （DMABCRHの

SAEビットによる

自動設定、IOARは

無効） 

外部デバイスに対す

るストローブ 

015

ETCR

転送カウンタ 転送回数 「8.5.2 シーケン

シャルモード」、

「8.5.3 アイドル

モード」、「8.5.4 

リピートモード」を

参照 

 
MARには転送元または転送先の先頭アドレスを 24ビットで指定します。IOARは無効となり、代わりに外部デ

バイスに対するストローブ（DACK）を出力します。 
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図 8.10にシングルアドレスモード（シーケンシャルモード指定）の動作を示します。 
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図 8.10 シングルアドレスモード（シーケンシャルモード指定）の動作 



8. DMAコントローラ（DMAC） 

Rev.6.00  2010.03.18  8-37 
RJJ09B0171-0600 

 

図 8.11にシングルアドレスモード（シーケンシャルモード指定）の設定手順例を示します。 
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図 8.11 シングルアドレスモード（シーケンシャルモード指定）の設定手順例 
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8.5.6 ノーマルモード 

ノーマルモードは、チャネル A、Bを組み合わせてデータ転送を行います。ノーマルモードは、DMABCRHの

FAEビットを 1に、DMACRAの BLKEビットを 0に設定することで指定できます。ノーマルモードでは、1回の

転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードのデータ転送を行い、転送後にMARを更新します。これを ETCRAで

設定した回数だけ実行します。転送方向は、転送元をMARAで指定し、転送先をMARBで指定します。表 8.9

にノーマルモード時のレジスタの機能を示します。 
 

表 8.9 ノーマルモード時のレジスタ機能 

対象レジスタ 機 能 初期設定値 動 作 

23 0

MARA

 

ソースアドレスレジスタ 転送元の先頭アドレス 1回の転送ごとにインクリメント／

デクリメント、または固定 

23 0

MARB

 

デスティネーション 

アドレスレジスタ 

転送先の先頭アドレス 1回の転送ごとにインクリメント／

デクリメント、または固定 

015

ETCRA

 

転送カウンタ 転送回数 1回の転送ごとにデクリメント 

H'0000になると転送終了 

 
転送元および転送先の先頭アドレスをMARA、MARBにそれぞれ 24ビットで指定します。MARは 1回のデー

タ転送を行うたびに、1または 2インクリメント／デクリメントするか、または固定にすることができます。イン

クリメント／デクリメント／固定の選択は、MARA、MARB別々に設定可能です。 

転送回数は ETCRAにより 16ビットで指定します。転送を行うたびに 1だけデクリメントされ、H'0000になっ

たときに DMABCRLの DTEビットをクリアしてデータ転送を終了します。このとき、DMABCRLの DTIEビッ

トが 1にセットされていると、CPUまたは DTCに割り込みを要求します。なお、転送回数の最大値は ETCRAに

H'0000を設定したときで 65536となります。 
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図 8.12にノーマルモードの動作を示します。 
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 LB MARB
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BB

 

図 8.12 ノーマルモードの動作 

 
転送要求（起動要因）には、外部リクエストとオートリクエストがあります。オートリクエストはレジスタの

設定のみで起動され、設定された回数のデータ転送を自動的に行います。オートリクエストではサイクルスチー

ルモードとバーストモードを選択できます。サイクルスチールモードでは、1回のデータ転送を行うたびに他のバ

スマスタにバスを解放します。バーストモードでは、転送終了までバスを占有し続けます。 
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図 8.13にノーマルモードの設定手順例を示します。 
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図 8.13 ノーマルモードの設定手順例 
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8.5.7 ブロック転送モード 

ブロック転送モードは、チャネル A、Bを組み合わせてデータ転送を行います。ブロック転送モードは、

DMABCRHの FAEビットを 1に、DMACRAの BLKEビットを 1にセットすることで指定できます。ブロック転

送モードでは、1回の転送要求に対して指定されたブロックサイズのデータ転送を行います。これを ETCRBで設

定した回数だけ実行します。転送方向は、転送元をMARAで指定し、転送先をMARBで指定します。転送元ま

たは転送先のどちらをブロックエリア（複数バイト／ワードで構成されたエリア）とするかを選択できます。表

8.10にブロック転送モード時のレジスタの機能を示します。 
 

表 8.10 ブロック転送モード時のレジスタの機能 

対象レジスタ 機 能 初期設定値 動 作 

23 0

MARA

 

ソースアドレスレジスタ 転送元先頭アドレス 1回の転送ごとにインクリメント／ 

デクリメント、または固定 

23 0

MARB

 

デスティネーション 

アドレスレジスタ 

転送先先頭アドレス 1回の転送ごとにインクリメント／ 

デクリメント、または固定 

0

ETCRAH

7 ブロックサイズ保持 ブロックサイズ 固定 

0

ETCRAL

7

 

ブロックサイズカウンタ ブロックサイズ 1回の転送ごとにデクリメント 

H'00になるとETCRAHの値をコピー 

15 0

ETCRB

 

ブロック転送カウンタ ブロック転送回数 1ブロック転送ごとにデクリメント 

H'0000になると転送終了 

 
転送元および転送先の先頭アドレスをMARA、MARBにそれぞれ 24ビットで指定します。MARは 1回のデー

タ転送を行うたびに 1または 2インクリメント／デクリメントするか、または固定にすることができます。イン

クリメント／デクリメント／固定の選択はMARA、MARB別々に設定可能です。MARA、MARBのどちらをブロ

ックとするかは、DMACRAの BLKDIRビットで指定します。 

転送回数は、1ブロックの大きさをM（M＝1～256）とし、N（N＝1～65536）回の転送を行うとき、ETCRAH、

ETCRALの両方にMを、ETCRBに Nを設定します。 
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図 8.14にMARBをブロックエリアにした場合のブロック転送モードの動作を示します。 
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図 8.14 ブロック転送モードの動作（BLKDIR＝0） 



8. DMAコントローラ（DMAC） 

Rev.6.00  2010.03.18  8-43 
RJJ09B0171-0600 

 

図 8.15にMARAをブロックエリアにした場合のブロック転送モードの動作を示します。 
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図 8.15 ブロック転送モードの動作（BLKDIR＝1） 

 
ETCRALは 1回のデータ転送を行うたびに 1だけデクリメントされます。1回の転送要求に対して、ETCRAL

が H'00になるまでバースト転送が行われます。ETCRALが H'00になると ETCRAHの値がロードされます。この

とき、DMACRAの BLKDIRビットでブロックに指定されたMARは、DMACRの DTSZおよび SAID/DAID、

SAIDE/DAIDEビットに応じて設定値を回復します。 

ETCRBは 1回のブロック転送のたびに 1だけデクリメントされ、H'0000になったときに DMABCRLの DTEビ

ットをクリアして転送を終了します。このとき、DMABCRLの DTIEビットが 1にセットされていると、CPUま

たは DTCに対して割り込みを要求します。図 8.16にブロック転送モードの動作フローを示します。 
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図 8.16 ブロック転送モードの動作フロー 
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転送要求（起動要因）には、A/D変換器の変換終了割り込み、外部リクエスト、SCIの送信データエンプティ／

受信データフル割り込み、および TPUチャネル 0～5のコンペアマッチ／インプットキャプチャ A割り込みがあ

ります。図 8.17にブロック転送モードの設定手順例を示します。 
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図 8.17 ブロック転送モードの設定手順例 
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8.5.8 基本バスサイクル 

図 8.18に DMACの基本的なバスサイクルのタイミング例を示します。図 8.18はワードサイズで 16ビット 2

ステートアクセス空間から 8ビット 3ステートアクセス空間へ転送する場合の例です。CPUから DMACにバス権

が移ると、ソースアドレスのリード、デスティネーションアドレスのライトを行います。このリード／ライト動

作の間に、他のバス権要求などによってバスを解放することはありません。DMAサイクルは CPUサイクルと同

様に、バスコントローラの設定に従います。なお、内蔵メモリ、内部 I/Oレジスタへのアクセス時のアドレスは、

外部アドレスバスに出力されません。 

DMA 1 CPUCPU

T1 T2 T1 T2 T3 T1 T2 T3

φ

RD

HWR

LWR

 

図 8.18 DMA転送バスタイミング例 

 

8.5.9 DMA転送（デュアルアドレスモード）のバスサイクル 

（1） ショートアドレスモード 

図 8.19に TEND出力を許可して、外部 8ビット 2ステートアクセス空間から内部 I/O空間へ、バイトサイズで

ショートアドレスモード転送（シーケンシャル／アイドル／リピートモード）を行った場合の転送例を示します。 

φ

DMA

RD

HWR

TEND

LWR

DMA DMA DMA DMA DMA
DMA

 

図 8.19 ショートアドレスモード転送例 
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1回の転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードのデータ転送を行い、転送後にいったんバスを解放します。バ

ス解放期間中は CPUまたは DTCによるバスサイクルが 1回以上入ります。 

転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では、DMAライトサイクルのあとに DMAデッドサ

イクルが 1ステート入ります。 

リピートモードの場合、TEND出力を許可すると、転送終了サイクルで TEND出力が Lowレベルになります。 
 

（2） フルアドレスモード（サイクルスチールモード） 

図 8.20に TEND出力を許可して、外部 16ビット 2ステートアクセス空間から外部 16ビット 2ステートアクセ

ス空間へ、ワードサイズでフルアドレスモード転送（サイクルスチールモード）を行った場合の転送例を示しま

す。 
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TEND
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DMA DMA DMA DMA DMA
DMA

 

図 8.20 フルアドレスモード（サイクルスチール）転送例 

1回の転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードのデータ転送を行い、転送後にいったんバスを解放します。バ

ス解放期間中は CPUまたは DTCによるバスサイクルが 1回入ります。 

転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では、DMAライトサイクルのあとに DMAデッドサ

イクルが 1ステート入ります。 
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（3） フルアドレスモード（バーストモード） 

図 8.21に TEND出力を許可して、外部 16ビット 2ステートアクセス空間から外部 16ビット 2ステートアクセ

ス空間へ、ワードサイズでフルアドレスモード転送（バーストモード）を行った場合の転送例を示します。 
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図 8.21 フルアドレスモード（バーストモード）転送例 

バーストモードでは、1バイトまたは 1ワードのデータ転送が終了するまで継続して実行します。 

転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では、DMAライトサイクルのあとに DMAデッドサ

イクルが 1ステート入ります。 

バースト転送が始まると、他の優先順位の高いチャネルの割り込み要求が発生しても、バースト転送が終了す

るまで待たされます。 

バースト転送に設定されたチャネルが転送許可状態のときに NMIが発生すると、DMABCRLの DTMEビット

がクリアされ、転送禁止状態になります。すでにバースト転送が DMAC内部で起動されている場合は、転送中の

1バイトまたは 1ワードのデータ転送を完了した時点でバスを解放し、バースト転送を中断します。すでにバース

ト転送の最終転送サイクルが DMAC内部で起動されている場合は、DTMEビットがクリアされてもそのまま転送

終了まで実行します。 
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（4） フルアドレスモード（ブロック転送モード） 

図 8.22に TEND出力を許可して、内部 16ビット 1ステートアクセス空間から外部 16ビット 2ステートアクセ

ス空間へ、ワードサイズでフルアドレスモード転送（ブロック転送モード）を行った場合の転送例を示します。 
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図 8.22 フルアドレスモード（ブロック転送モード）転送例 

 
1回の転送要求に対して 1ブロック分のデータ転送を行い、転送後にいったんバスを解放します。バス解放期間

中は CPUまたは DTCによるバスサイクルが 1回以上入ります。 

各ブロックの転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では、DMAライトサイクルのあとに

DMAデッドサイクルが 1ステート入ります。データ転送中に NMIが発生しても、1ブロック分のデータ転送終了

までブロック転送の動作に影響を与えません。 
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（5） DREQ端子立ち下がりエッジ起動タイミング 

DREQ端子を選択するチャネルの DMABCRHの DTAビットを 1にセットしてください。 

図 8.23に DREQ端子立ち下がりエッジ起動のノーマルモード転送例を示します。 
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図 8.23 DREQ端子立ち下がりエッジ起動のノーマルモード転送例 

 
DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了後の次のφの立ち上が

りを起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされ、エッジ検出のための DREQ端子の

Highレベルのサンプリングが開始されます。DMAライトサイクル終了までに DREQ端子の Highレベルのサンプ

リングが済んでいれば、ライトサイクル終了後に受け付け再開となり、再び DREQ端子の Lowレベルをサンプリ

ングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
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図 8.24に DREQ端子立ち下がりエッジ起動のブロック転送モード転送例を示します。 
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図 8.24 DREQ端子立ち下がりエッジ起動のブロック転送モード転送例 

 
DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了後の次のφの立ち上が

りを起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされ、エッジ検出のための DREQ端子の

Highレベルのサンプリングが開始されます。DMAデッドサイクル終了までに DREQ端子の Highレベルのサンプ

リングが済んでいれば、DMAデッドサイクル終了後に受け付け再開となり、再び DREQ端子の Lowレベルをサ

ンプリングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
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（6） DREQ端子 Lowレベル起動タイミング（ノーマルモード） 

DREQ端子を選択するチャネルの DMABCRHの DTAビットを 1にセットしてください。 

図 8.25に DREQ端子 Lowレベル起動のノーマルモード転送例を示します。 
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図 8.25 DREQ端子 Lowレベル起動のノーマルモード転送例 

 
DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了後の次のφの立ち上が

りを起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされます。ライトサイクル終了後に受け

付け再開となり、再び DREQ端子の Lowレベルをサンプリングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
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図 8.26に DREQ端子 Lowレベル起動のブロック転送モード転送例を示します。 

DMA DMA

φ

DREQ

DMA

2

1 32

2

4 65 7

DMA
DMA DMA

DMA

1 1

 

φ DREQ Low

DMAC

DMA

1 φ DREQ Low

1

2

3

4

5

6

7

2 7

 

図 8.26 DREQ端子 Lowレベル起動のブロック転送モード転送例 

 
DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了直後のφの立ち上がり

を起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされます。DMAデッドサイクル終了後

に受け付け再開となり、再び DREQ端子の Lowレベルをサンプリングして、転送終了までこの動作を繰り返しま

す。 
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8.5.10 DMA転送（シングルアドレスモード）のバスサイクル 

（1） シングルアドレスモード（リード） 

図 8.27に TEND出力を許可して、外部 8ビット 2ステートアクセス空間から外部デバイスへ、バイトサイズで

シングルアドレスモード転送（リード）を行った場合の転送例を示します。 
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図 8.27 シングルアドレスモード（バイトリード）転送例 

 
図 8.28に TEND出力を許可して、外部 8ビット 2ステートアクセス空間から外部デバイスへ、ワードサイズで

シングルアドレスモード転送（リード）を行った場合の転送例を示します。 
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図 8.28 シングルアドレスモード（ワードリード）転送例 

 
1回の転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードのデータ転送を行い、転送後にいったんバスを解放します。バ

ス解放期間中は CPUまたは DTCによるバスサイクルが 1回以上入ります。 

転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では、DMAライトサイクルのあとに DMAデッドサ

イクルが 1ステート入ります。 
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（2） シングルアドレスモード（ライト） 

図 8.29に TEND出力を許可して、外部デバイスから外部 8ビット 2ステートアクセス空間へ、バイトサイズで

シングルアドレスモード転送（ライト）を行った場合の転送例を示します。 
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図 8.29 シングルアドレスモード（バイトライト）転送例 

 
図 8.30に TEND出力を許可して、外部デバイスから外部 8ビット 2ステートアクセス空間へ、ワードサイズで

シングルアドレスモード転送（ライト）を行った場合の転送例を示します。 
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図 8.30 シングルアドレスモード（ワードライト）転送例 

 
1回の転送要求に対して 1バイトまたは 1ワードの転送を行い、転送後にいったんバスを解放します。バス解放

期間中は CPUまたは DTCによるバスサイクルが 1回以上入ります。 

転送終了サイクル（転送カウンタが 0となったサイクル）では、DMAライトサイクルのあとに DMAデッドサ

イクルが 1ステート入ります。 
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（3） DREQ端子立ち下がりエッジ起動タイミング 

DREQ端子を選択するチャネルの DMABCRHの DTAビットを 1にセットしてください。 

図 8.31に DREQ端子立ち下がりエッジ起動のシングルアドレスモード転送例を示します。 
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図 8.31 DREQ端子立ち下がりエッジ起動のシングルアドレスモード転送例 

 
DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了直後のφの立ち上がり

を起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされ、エッジ検出のための DREQ端子の

Highレベルのサンプリングが開始されます。DMAシングルサイクル終了までに DREQ端子の Highレベルのサン

プリングが済んでいれば、シングルサイクル終了後に受け付け再開となり、再び DREQ端子の Lowレベルをサン

プリングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
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（4） DREQ端子 Lowレベル起動タイミング 

DREQ端子を選択するチャネルの DMABCRHの DTAビットを 1にセットしてください。 

図 8.32に DREQ端子 Lowレベル起動のシングルアドレスモード転送例を示します。 
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図 8.32 DREQ端子 Lowレベル起動のシングルアドレスモード転送例 

 
DREQ端子のサンプリングは、転送許可状態にするための DMABCRライトサイクル終了直後のφの立ち上がり

を起点に毎サイクル行われます。 

DREQ端子による受け付けが可能な状態で、DREQ端子の Lowレベルがサンプリングされると、DMAC内部で

要求が保持されます。次に、DMAC内部で起動がかかると要求はクリアされます。シングルサイクル終了後に受

け付け再開となり、再び DREQ端子の Lowレベルをサンプリングして、転送終了までこの動作を繰り返します。 
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8.5.11 複数チャネルの動作 

DMACのチャネル間優先順位はチャネル 0＞チャネル 1、また、チャネル A＞チャネル Bの順になっています。

表 8.11に DMACのチャネル間優先順位を示します。 
 

表 8.11 DMACのチャネル間優先順位 

ショートアドレスモード フルアドレスモード 優先順位 

チャネル 0A チャネル 0 高 

チャネル 0B   

チャネル 1A チャネル 1  

チャネル 1B  低 

 
複数のチャネルに対して同時に転送要求が発生した場合、または転送中に他のチャネルの転送要求が発生した

場合は、DMACはバスを解放した時点で転送要求の発生しているチャネルの中から表 8.11の優先順位に従って、

最も優先度の高いチャネルを選択して転送します。バースト転送中およびブロック転送で 1ブロック転送中は、

転送終了までチャネルを切り替えて転送することはありません。図 8.33にチャネル 0A、0B、1の転送要求が同

時に発生した場合の転送例を示します。 
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図 8.33 複数チャネル転送例 
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8.5.12 DMACと外部バス権要求、DTCの関係 

DMAサイクルのリードとライトの間は不可分割となっています。このため、DMAサイクルの外部リードと外

部ライト間に外部バス解放サイクル、DTCサイクルは発生しません。 

バースト転送またはブロック転送のように、リードサイクルとライトサイクルが連続する場合には、ライトサ

イクルのあとに、外部バス解放状態が挿入されることがあります。DTC は、DMAC より優先度が低いため、DMAC 

がバスを解放するまで DTCは動作しません。 

DMAサイクルのリードまたはライトが、内蔵メモリアクセスまたは内部 I/Oレジスタアクセスの場合には、こ

れらの DMAサイクル、または外部バス解放が同時に行われる場合があります。 
 

8.5.13 DMACと NMI割り込み 

NMI割り込みが発生すると、フルアドレスモードのバーストモード転送が中断されます。その他のモードでは、

NMI割り込みは DMACの動作に影響を与えません。 

フルアドレスモードでは、DMABCRLの DTEビットと DTMEビットがいずれも 1にセットされているとき、

そのチャネルが転送許可状態となります。バーストモード設定では、NMI割り込みが発生すると DTMEビットが

クリアされます。 

バーストモード転送中に DTMEビットがクリアされると、DMACは転送中の 1バイトまたは 1ワードのデータ

転送を終了した時点で転送を中断してバスを解放し、CPUにバス権を移します。 

転送を中断したチャネルを再開するには、DTMEビットを再び 1にセットしてください。図 8.34にバーストモ

ード転送に設定されたチャネルが NMI割り込みにより転送を中断したとき、転送を継続する手順を示します。 

DTME 1

1

2

DTE 1
DTME 0

No

Yes

1 DMABCRL DTE

1 DTME 0

2 DTME 1

 

図 8.34 NMI割り込みにより中断したチャネルの転送継続手順例 
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8.5.14 DMACの強制終了 

動作中のチャネルの DMABCRLの DTEビットを 0にクリアすると、転送中の 1バイトまたは 1ワードのデー

タ転送を終了した時点で DMACは停止します。このあと、DTEビットを 1にセットすると DMACは動作を再開

します。フルアドレスモードの場合は DMABCRLの DTMEビットについても同様です。図 8.35に DMACをソフ

トウェアで強制終了させる場合の手順を示します。 

DMAC

DTE 0 1

1 DMABCRL DTE 0

DMAC

DTIE 0

 

図 8.35 DMACの強制終了手順例 

 

8.5.15 フルアドレスモードの解除 

図 8.36にフルアドレスモードに設定したチャネルを解除し、初期化する手順を示します。解除後に再設定する

場合には、各転送モードの設定手順に従ってください。 

DMACR

FAE

0

1

2

3

1 DMABCRL DTE DTME 0

DTE 0

DTME 0

DTIE 0

2 DMACRA DMACRB 0

3 DMABCRH FAE 0

 

図 8.36 フルアドレスモード解除手順例 
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8.6 割り込み要因 
DMACが発生する割り込み要因は転送終了、転送中断です。表 8.12に割り込み要因と優先度を示します。 

 
表 8.12 割り込み要因と優先度 

割り込み 割り込み要因 割り込み 

名称 ショートアドレスモード フルアドレスモード 優先順位 

DEND0A チャネル 0Aの転送終了による割り込み チャネル 0の転送終了による割り込み 高 

DEND0B チャネル 0Bの転送終了による割り込み チャネル 0の転送中断割り込み  

DEND1A チャネル 1Aの転送終了による割り込み チャネル 1の転送終了による割り込み  

DEND1B チャネル 1Bの転送終了による割り込み チャネル 1の転送中断割り込み 低 

 
各割り込み要因は、DMABCRLの対応するチャネルの DMABCRLの DTIEビットにより、許可または禁止が設

定されており、それぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。チャネル間の転送終了割り込みの優先順位

は、割り込みコントローラによって決められており、表 8.12に示すようになっています。 

図 8.37に転送終了／転送中断割り込みのブロック図を示します。DMABCRLの DTE＝0の状態で DTIEビット

を 1に設定すると、常に割り込みが発生します。 

DTE

DTME

DTIE

 

図 8.37 転送終了／転送中断割り込みのブロック図 

 
フルアドレスモードでは、転送中断割り込みは DTIE＝1のときに DTMEビットが 0にクリアされると発生しま

す。ショートアドレスモード、フルアドレスモードともに設定の途中で割り込みが発生する条件となる組み合わ

せが起こらないように、DMABCRを設定してください。 
 

8.7 使用上の注意事項 

（1） 動作中の DMACのレジスタアクセス 

DMACの強制終了を除き、動作中（転送待ち状態を含む）のチャネルの設定は変更しないでください。動作中

にチャネルの設定を変更する場合は、必ず転送禁止状態で行ってください。また、DMA転送による DMACのレ

ジスタへのライトは行わないでください。 

動作中（転送待ち状態を含む）の DMACのレジスタリードに関しては次のようになります。 
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• DMA制御は、バスサイクルより1サイクル早く起動し、アドレス値を出力します。このため、MARはDMA

転送前のバスサイクルに更新されます。図8.38にデュアルアドレス転送モードにおけるDMACのレジスタの

更新タイミング例を示します。 

DMA DMA

DMA DMA DMA

DMA

DMA

DMA

DMA

DMA

φ

1

2

2

3

  1

 MAR DMA

MAR

ETCR

ETCR

MAR

MAR

ETCR

1

MAR

ETCR

ETCR

1 2 1 2 3

 

図 8.38 DMACのレジスタの更新タイミング 

 

• DMACのレジスタリード直後にDMACの転送サイクルが起こると、図8.39のようにDMACのレジスタがリー

ドされます。 

DMA

DMA

DMA

φ

 MAR 1

CPU

MAR MAR
DMA DMA

DMA

1 2

 

図 8.39 DMACレジスタの更新と CPUリードの競合 
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（2） モジュールストップ 

MSTPCRAのMSTPA7ビットを 1にセットすると、DMACのクロックが停止し、DMACはモジュールストップ

状態となります。ただし、DMACのいずれかのチャネルが許可状態になっている場合は、MSTPA7ビットを 1に

セットできません。DMACの動作が停止している状態で設定してください。 

DMACのクロックが停止すると、DMACのレジスタに対するアクセスができなくなります。以下の DMACの

レジスタの設定は、モジュールストップ状態でも有効ですので、必要に応じてモジュールストップに先立って無

効にしてください。 

• 転送終了／中断割り込み（DTE＝0かつDTIE＝1） 

• TEND端子イネーブル（TEE＝1） 

• DACK端子イネーブル（FAE＝0かつSAE＝1） 

（3） 中速モード 

DTAビットが 0にクリアされている場合、DMACの転送要因に指定された内部割り込み信号は、エッジ検出さ

れています。 

中速モードでは、DMACは中速クロックで動作し、内蔵周辺モジュールは高速クロックで動作します。このた

め、CPU、DTC、または、DMACの他のチャネルにより当該割り込み要因がクリアされ、次の割り込みが発生す

る期間が DMACのクロック（バスマスタクロック）に対し 1ステート未満だった場合に、エッジ検出できずに無

視されることがあります。 

また、中速モードでは、DREQ端子のサンプリングは中速クロックの立ち上がりになります。 

（4） DREQ端子立ち下がりエッジ起動 

DREQ端子の立ち下がりエッジの検出は、DMACの内部動作に同期して行い次のようになります。 

1.  起動要求待ち状態：DREQ端子のLowレベルの検出を待ち、2. に遷移します。 

2.  転送待ち状態：DMACのデータ転送が可能になるのを待ち、3. に遷移します。 

3.  起動要求禁止状態：DREQ端子のHighレベルの検出を待ち、1. に遷移します。 

DMACの転送許可後は、1. に遷移します。このため、転送許可後の最初の起動は Lowレベル検出で行われま

す。 

（5） 起動要因の受け付け 

起動要因の受け付け開始時は、DREQ端子の立ち下がりエッジセンス／Lowレベルセンスともに Lowレベルを

検出しています。同様に内部割り込みの場合は、割り込み要求を検出しています。したがって、転送許可状態に

するための DMABCRLへのライト以前に発生している内部割り込み、または DREQ端子の Lowレベル出力は、

要求を受け付けます。 

DMACの起動時には、必要に応じて前回の転送終了時などの内部割り込み、または DREQ端子の Lowレベル

が残らないようにしてください。 
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（6） 転送終了後の内部割り込み 

転送終了または強制終了により、DMABCRLの DTEビットが 0にクリアされると、DMABCRHの DTA＝1の

場合でも選択されている内部割り込みは CPUまたは DTCに割り込みを要求します。 

なお、強制終了時にすでに DMAC内部で起動がかかっている場合にはデータ転送は実行されますが、DTA＝1

の場合でも選択されている内部割り込みに対するフラグクリアを行いません。 

転送終了または強制終了後の内部割り込み要求は、必要に応じた処理を CPUで行ってください。 

（7） チャネルの再設定 

複数のチャネルが転送許可状態で複数のチャネルの再起動を操作する場合には、転送終了割り込みが排他的に

処理されるのを利用し、DMABCRの制御ビット操作を排他的に行ってください。 

特に、DMABCRのリードとライトの間に多重割り込みが発生し、新たな割り込み処理中に DMABCRの操作を

行うと、もとの処理ルーチンで DMABCRをライトするデータが異なってしまい、ライトにより多重割り込みで

の操作結果を無効にしてしまうことがありますので注意してください。多重割り込みで DMABCRの操作が重な

らないようにし、かつビット操作命令を用いてリードからライトまでが分割されないようにしてください。 

なお、DTEおよび DTMEビットは、DMACによりクリアするとき、および 0をライトするときは DTE/DTME

＝0の状態をいったんリードしないと、CPUで 1をライトできません。 
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9. データトランスファコントローラ（DTC） 

本 LSIは、データトランスファコントローラ（DTC）を内蔵しています。DTCは、割り込みまたはソフトウ

ェアによって起動され、データ転送を行うことができます。 

図 9.1に DTCのブロック図を示します。DTCのレジスタ情報は内蔵 RAMに配置されます。DTCを使用する

ときは必ず SYSCRの RAMEビットを 1にセットしてください。DTCと内蔵 RAM（1Kバイト）間は 32ビット

バスで接続されていますので、DTCのレジスタ情報のリード／ライトを 32ビット 1ステートで実行できます。 

9.1 特長 
• 任意チャネル数の転送可能 

• 転送モード：3種類 

ノーマルモード、リピートモード、ブロック転送モード 

• 1つの起動要因で複数データの連続転送が可能（チェイン転送） 

• 16Mバイトのアドレス空間を直接指定可能 

• ソフトウェアによる起動が可能 

• 転送単位をバイト／ワードに設定可能 

• DTCを起動した割り込みをCPUに要求可能 

• モジュールストップモードの設定可能 
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図 9.1 DTCのブロック図 

9.2 レジスタの説明 
DTCには以下のレジスタがあります。 

• DTCモードレジスタA（MRA） 

• DTCモードレジスタB（MRB） 

• DTCソースアドレスレジスタ（SAR） 

• DTCデスティネーションアドレスレジスタ（DAR） 

• DTC転送カウントレジスタA（CRA） 

• DTC転送カウントレジスタB（CRB） 

以上の 6本のレジスタは CPUから直接アクセスすることはできません。DTC起動要因が発生すると内蔵 RAM

上に配置された任意の組のレジスタ情報から該当するレジスタ情報をこれらのレジスタに転送してDTC転送を

行い、転送が終了するとこれらのレジスタの内容が RAMに戻されます。 

• DTCイネーブルレジスタA～G、I（DTCERA～DTCERG、DTCERI） 

• DTCベクタレジスタ（DTVECR） 
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9.2.1 DTCモードレジスタ A（MRA） 

MRAは、DTCの動作モードの選択を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 

6 

SM1 

SM0 

不定 

不定 

― 

― 

ソースアドレスモード 1、0 

データ転送後の SARの動作を指定します。 

0X：SARは固定 

10：転送後 SARをインクリメント（Sz＝0のとき＋1、Sz＝1のとき＋2） 

11：転送後 SARをデクリメント（Sz＝0のとき－1、Sz＝1のとき－2） 

5 

4 

DM1 

DM0 

不定 

不定 

― 

― 

デスティネーションアドレスモード 1、0 

データ転送後の DARの動作を指定します。 

0X：DARは固定 

10：転送後 DARをインクリメント  （Sz＝0のとき＋1、Sz＝1のとき＋2） 

11：転送後 DARをデクリメント  （Sz＝0のとき－1、Sz＝1のとき－2） 

3 

2 

MD1 

MD0 

不定 

不定 

― 

― 

DTCモード 1、0 

DTCの転送モードを指定します。 

00：ノーマルモード 

01：リピートモード 

10：ブロック転送モード 

11：設定禁止 

1 DTS 不定 ― DTC転送モードセレクト 

リピートモードまたはブロック転送モードのとき、ソース側とデスティネーシ

ョン側のどちらをリピート領域またはブロック領域とするかを指定します。 

0：デスティネーション側がリピート領域またはブロック領域 

1：ソース側がリピート領域またはブロック領域 

0 Sz 不定 ― DTCデータトランスファサイズ 

転送データのサイズを指定します。 

0：バイトサイズ転送 

1：ワードサイズ転送 

【記号説明】 X：Don’t care 
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9.2.2 DTCモードレジスタ B（MRB） 

MRBは、DTCモードの選択を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 CHNE 不定 ― DTCチェイン転送イネーブル 

チェイン転送を指定するビットです。チェイン転送の詳細は｢9.5.4 チェイン

転送｣を参照してください。 

CHNE＝1に設定したデータ転送では、指定した転送回数の終了の判定や起動

要因フラグのクリアや DTCERのクリアは行いません。 

0：DTCデータ転送終了（起動待ち状態） 

1：DTCチェイン転送（新しいレジスタ情報をリードして、データ転送を行 

   う） 

6 DISEL 不定 ― DTCインタラプトセレクト 

1回のデータ転送後に CPUへの割り込み要求の禁止または許可を指定するビ

ットです。 

0：指定されたデータ転送を終了したときだけ CPUに対して割り込み要求を 

  発生します（DTCは、起動要因となった割り込み要求フラグを 0にクリ 

  ア） 

1：DTCデータ転送のたびに CPUに対して割り込み要求を発生します（DTC 

  は、起動要因となった割り込み要求フラグを 0にクリアしない） 

5～0 

 

― 

 

不定 ― 

 

リザーブビット 

DTCの動作に影響を与えません。ライトするときは 0をライトしてください。 

 

9.2.3 DTCソースアドレスレジスタ（SAR） 

SARは 24ビットのレジスタで、DTCの転送するデータの転送元アドレスを指定します。ワードサイズの場

合は偶数アドレスを指定してください。 
 

9.2.4 DTCデスティネーションアドレスレジスタ（DAR） 

DARは 24ビットのレジスタで、DTCの転送するデータの転送先アドレスを指定します。ワードサイズの場

合は偶数アドレスを指定してください。 
 

9.2.5 DTC転送カウントレジスタ A（CRA） 

CRAは 16ビットのレジスタで、DTCのデータ転送の転送回数を指定します。 

ノーマルモードでは、一括して 16ビットの転送カウンタ（1～65536）として機能します。1回のデータ転送

を行うたびにデクリメント（－1）され、カウンタ値が H'0000になると転送を終了します。 

リピートモードおよびブロック転送モードでは、上位 8ビットのCRAHと下位 8ビットのCRALに分割されます。

リピートモードでは CRAHは転送回数を保持し、CRALは 8ビットの転送カウンタ（1～256）として機能します。

また、ブロック転送モードでは、CRAHはブロックサイズを保持し、CRALは 8ビットのブロックサイズカウンタ
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（1～256）として機能します。CRALは、1回のデータ転送を行うたびにデクリメント（－1）され、カウンタ値

が H'00になると、CRAHの内容が転送されます。この動作を繰り返します。 
 

9.2.6 DTC転送カウントレジスタ B（CRB） 

CRBは 16ビットのレジスタで、ブロック転送モードのとき、DTCのブロックデータ転送の転送回数を指定

します。16ビットの転送カウンタ（1～65536）として機能し、1回のデータ転送を行うたびに、デクリメント

（－1）され、カウンタ値が H'0000になると転送を終了します。 
 

9.2.7 DTCイネーブルレジスタ A～G、I（DTCERA～DTCERG、DTCERI） 

DTCERは、DTCを起動する割り込み要因を選択するためのレジスタで、DTCERA～DTCERG、DTCERIがあ

ります。各割り込み要因と DTCEビットの対応、およびそのとき割り込みコントローラが発生するベクタ番号

については表 9.2を参照してください。DTCEビットの設定は、BSET、BCLRなどビット操作命令を使用して

ください。ただし複数の起動要因を一度に設定するときには、初期設定に限り、割り込みをマスクして対象と

なるレジスタをダミーリードしたあとライトすることができます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

DTCEn7 

DTCEn6 

DTCEn5 

DTCEn4 

DTCEn3 

DTCEn2 

DTCEn1 

DTCEn0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

DTC起動イネーブル 

0：割り込み DTC起動を禁止します。 

1：対応する割り込み要因が DTC起動要因として選択されます。 

［クリア条件］ 

• MRBの DISELビットが 1でデータ転送を終了したとき 

• 指定した回数の転送が終了したとき 

［保持条件］ 

• DISELビットが 0で、指定した回数の転送が終了していないとき 

（n＝A～G、I） 
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9.2.8 DTCベクタレジスタ（DTVECR） 

DTVECRは、ソフトウェアによる DTC起動の許可または禁止の設定およびソフトウェア起動割り込み用ベク

タ番号を設定します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 SWDTE 0 R/W DTCソフトウェア起動イネーブル 

DTCソフトウェア起動の許可または禁止を設定するビットです。 

0：DTCソフトウェア起動禁止 

1：DTCソフトウェア起動許可 

［クリア条件］ 

• DISELビットが 0で、指定した回数の転送が終了しないとき 

• CPUに対し、ソフトウェア起動データ転送終了割り込み要求（SWDTEND）

が発生したあと、0をライトしたとき 

［保持条件］ 

• DISELビットが 1でデータ転送を終了したとき 

• 指定した回数の転送が終了したとき 

• ソフトウェア起動によるデータ転送中 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

DTVEC6 

DTVEC5  

DTVEC4 

DTVEC3 

DTVEC2 

DTVEC1 

DTVEC0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

DTCソフトウェア起動ベクタ 6～0  

ソフトウェアによる DTC起動ベクタ番号を設定します。 

ベクタアドレスは、H'0400＋ベクタ番号×2 となります。たとえば、DTVEC6

～DTVEC0＝H'10のとき、ベクタアドレスは H'0420となります。 

SWDTE＝0のときライト可能です。 

 

9.3 起動要因 
DTCは割り込み要求またはソフトウェアによる DTVECRへのライト動作により起動します。起動する割り込

み要因は DTCERで選択します。1回のデータ転送（チェイン転送の場合、連続した最後の転送）終了時に、起

動要因となった割り込みフラグまたは DTCERの対応するビットをクリアします。表 9.1に起動要因と DTCER

のクリアを示します。たとえば RXI0の場合、起動要因フラグは、SCI_0の RDRFフラグになります。DTCの起

動要因は多数あるため、最終バイト（またはワード）の転送に対しては起動要因となったフラグをクリアしま

せん。各割り込み処理にて必要な処理をしてください。 
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表 9.1 起動要因と DTCERのクリア 

起動要因 DISELビットが 0で、指定した 

回数の転送が終了していないとき 

DISELビットが 1のとき、または 

指定した回数の転送が終了したとき 

ソフトウェア起動 • SWDTEビットは 0にクリア • SWDTEビットは 1を保持 

• CPUに割り込みを要求 

割り込み起動 • DTCERの対応するビットは 1を保持 

• 起動要因フラグは 0にクリア 

• DTCERの対応するビットは 0にクリア 

• 起動要因フラグは 1を保持 

• 起動要因となった割り込みを CPUに要求 

 
割り込みで DTCを起動する場合は CPUのマスクレベルおよび割り込みコントローラに設定されたプライオ

リティレベルの影響を受けません。複数の起動要因が同時に発生した場合には、割り込み要因のデフォルトの

優先順位に従って DTCが起動します。DTC起動要因制御ブロック図を図 9.2に示します。割り込みコントロー

ラの詳細は、「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 
 

IRQ

DTVECR CPU

DTC

DTCER

 

図 9.2 DTC起動要因制御ブロック図 
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9.4 レジスタ情報の配置と DTCベクタテーブル 
レジスタ情報は、内蔵 RAM上のアドレス H'FFEBC0～H'FFEFBFに配置してください。レジスタ情報はこの

範囲の任意のアドレスに配置することができますが、アドレスは 4の倍数の番地としてください。図 9.3に、

アドレス空間上でのレジスタ情報の配置方法を示します。レジスタ情報の先頭アドレスから、MRA、SAR、MRB、

DAR、CRA、CRBの順に配置してください。チェイン転送の場合は、図 9.3のように連続した領域にレジスタ

情報を配置してください。また、各レジスタ情報の先頭アドレスを DTCベクタテーブルの起動要因に対応する

番地に格納してください。図 9.4に DTCベクタアドレスとレジスタ情報との対応を示します。DTCは起動要因

別にベクタテーブルからレジスタ情報の先頭アドレスをリードし、この先頭アドレスからレジスタ情報をリー

ドします。 

ソフトウェアで起動する場合のベクタアドレスは H'0400+(DTVECR [6:0]×2)となります。たとえば、DTVECR

が H'10のとき、ベクタアドレスは H'0420となります。 

ベクタアドレスの構造は、ノーマルモード*とアドバンストモードとで同一で、2バイト単位となっています。

先頭アドレスの下位 2バイトを設定してください。 

【注】 * 本 LSIでは使用できません。 
 

MRA

0 1 2 3

4

SAR

MRB DAR

CRA CRB

MRA SAR

MRB DAR

CRA CRB

2

 

図 9.3 アドレス空間上での DTCレジスタ情報の配置 
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DTC

 

図 9.4 DTCベクタアドレスとレジスタ情報との対応 

 
表 9.2 割り込み要因と DTCベクタアドレスおよび対応する DTCE 

起動要因発生元 起動要因 ベクタ DTC DTCE*1 優先 

  番号 ベクタアドレス  順位 

ソフトウェア DTVECRへのライト DTVECR H'0400＋ 

ベクタ番号×2 

－ 高 

外部端子 IRQ0 16 H'0420 DTCEA7  

 IRQ1 17 H'0422 DTCEA6  

 IRQ2 18 H'0424 DTCEA5  

 IRQ3 19 H'0426 DTCEA4  

 IRQ4 20 H'0428 DTCEA3 

 IRQ5 21 H'042A DTCEA2 

 

 IRQ6 22 H'042C DTCEA1  

 IRQ7 23 H'042E DTCEA0  

A/D変換器 ADI（A/D変換終了） 28 H'0438 DTCEB6  

TPUチャネル 0 TGI0A 32 H'0440 DTCEB5  

 TGI0B 33 H'0442 DTCEB4  

 TGI0C 34 H'0444 DTCEB3  

 TGI0D 35 H'0446 DTCEB2  

TPUチャネル 1 TGI1A 40 H'0450 DTCEB1  

 TGI1B 41 H'0452 DTCEB0  

TPUチャネル 2 TGI2A 44 H'0458 DTCEC7  

 TGI2B 45 H'045A DTCEC6  

TPUチャネル 3*4 TGI3A 48 H'0460 DTCEC5  

 TGI3B 49 H'0462 DTCEC4  

 TGI3C 50 H'0464 DTCEC3  

 TGI3D 51 H'0466 DTCEC2 低 
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起動要因発生元 起動要因 ベクタ DTC DTCE*1 優先 

  番号 ベクタアドレス  順位 

TPUチャネル 4*4 TGI4A 56 H'0470 DTCEC1 高 

 TGI4B 57 H'0472 DTCEC0  

TPUチャネル 5*4 TGI5A 60 H'0478 DTCED5  

 TGI5B 61 H'047A DTCED4  

8ビットタイマ CMIA0 64 H'0480 DTCED3  

チャネル 0 CMIB0 65 H'0482 DTCED2  

8ビットタイマ CMIA1 68 H'0488 DTCED1  

チャネル 1 CMIB1 69 H'048A DTCED0  

DMAC*2 DEND0A 72 H'0490 DTCEE7  

 DEND0A 73 H'0492 DTCEE6  

 DEND1A 74 H'0494 DTCEE5  

 DEND1A 75 H'0496 DTCEE4  

SCIチャネル 0 RXI0 81 H'04A2 DTCEE3  

 TXI0 82 H'04A4 DTCEE2  

SCIチャネル 1 RXI1 85 H'04AA DTCEE1  

 TXI1 86 H'04AC DTCEE0  

SCIチャネル 2*4 RXI2 89 H'04B2 DTCEF7  

 TXI2 90 H'04B4 DTCEF6  

8ビットタイマ CMIA2 92 H'04B8 DTCEF5  

チャネル 2*3 CMIB2 93 H'04BA DTCEF4  

8ビットタイマ CMIA3 96 H'04C0 DTCEF3  

チャネル 3*3 CMIB3 97 H'04C2 DTCEF2  

IICチャネル 0【オプション】*3 IICI0 100 H'04C8 DTCEF1  

IICチャネル 1【オプション】*3 IICI1 102 H'04CC DTCEF0  

IERxI（RxRDY） 105 H'04D2 DTCEG6  IEB*5 

IETxI（TxRDY） 106 H'04D4 DTCEG5  

SCIチャネル 3 RXI3 121 H'04F2 DTCEI7  

 TXI3 122 H'04F4 DTCEI6 低 

【注】 *1 対応する割り込みのない DTCEビットはリザーブビットとなります。0をライトしてください。 

 *2 H8S/2239グループのみです。 

 *3 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 

 *4 H8S/2227グループにはありません。 

 *5 H8S/2258グループのみです。 
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9.5 動作説明 
DTCはレジスタ情報を内蔵 RAMに格納します。DTCが起動すると、内蔵 RAMからレジスタ情報をリード

してデータ転送を行い、データ転送後のレジスタ情報を内蔵 RAMに戻します。レジスタ情報を内蔵 RAMに格

納することで、任意のチャネル数のデータ転送を行うことができます。転送モードにはノーマルモード、リピ

ートモード、ブロック転送モードがあります。また、MRBの CHNEビットを１にセットしておくことにより、

1つの起動要因で複数の転送を行うことができます（チェイン転送）。 

転送元アドレスは 24ビット長の SAR、転送先アドレスは 24ビット長の DARで指定します。SAR、DARは

転送後、レジスタ情報に従って独立にインクリメント、デクリメントされるか固定されます。 

図 9.5に DTCの動作フローチャートを示します。 
 

DTC

*

*

DTCER

CHNE 1
Yes

Yes

No

0

DISEL 1

No

 

図 9.5 DTC動作フローチャート 

 



9. データトランスファコントローラ（DTC） 

Rev.6.00  2010.03.18  9-12 
RJJ09B0171-0600 

 

9.5.1 ノーマルモード 

1回の動作で、1バイトまたは 1ワードの転送を行います。転送回数は 1～65536です。指定回数の転送が終

了すると、CPUへ割り込み要求を発生することができます。表 9.3にノーマルモードにおけるレジスタ機能を、

図 9.6にノーマルモードのメモリマップを示します。 
 

表 9.3 ノーマルモードのレジスタ機能 

名    称 略称 機  能 

DTCソースアドレスレジスタ SAR 転送元アドレス 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR 転送先アドレス 

DTC転送カウントレジスタ A CRA 転送カウント 

DTC転送カウントレジスタ B CRB 使用しません 

 

SAR DAR

 

図 9.6 ノーマルモードのメモリマップ 
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9.5.2 リピートモード 

1回の動作で、1バイトまたは 1ワードの転送を行います。転送回数は 1～256で、指定回数の転送が終了す

ると、転送カウンタおよびリピートエリアに指定された方のアドレスレジスタの初期状態が回復し、転送を繰

り返します。リピートモードでは、転送カウンタが H'00にならないので、DISEL＝0の場合は CPUへの割り込

み要求は発生しません。表 9.4にリピートモードにおけるレジスタ機能を、図 9.7にリピートモードのメモリマ

ップを示します。 
 

表 9.4 リピートモードのレジスタ機能 

名    称 略称 機  能 

DTCソースアドレスレジスタ SAR 転送元アドレス 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR 転送先アドレス 

DTC転送カウントレジスタ AH CRAH 転送回数保持 

DTC転送カウントレジスタ AL CRAL 転送カウンタ 

DTC転送カウントレジスタ B CRB 使用しません 

 

SAR

DAR

DAR

SAR

 

図 9.7 リピートモードのメモリマップ 
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9.5.3 ブロック転送モード 

1回の動作で、1ブロックの転送を行います。転送元、転送先のいずれか一方をブロックエリアに指定します。

ブロックサイズは 1～256で、1ブロックの転送が終了すると、ブロックサイズカウンタとブロックエリアに指

定した方のアドレスレジスタの初期状態が復帰します。他方のアドレスレジスタは、レジスタ情報に従い連続

してインクリメント、デクリメントするか固定されます。転送回数は 1～65536です。指定回数のブロック転送

が終了すると、CPUへ割り込み要求を発生させることができます。表 9.5にブロック転送モードにおけるレジ

スタ機能を、図 9.8にブロック転送モードのメモリマップを示します。 
 

表 9.5 ブロック転送モードのレジスタ機能 

名    称 略称 機  能 

DTCソースアドレスレジスタ SAR 転送元アドレス 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR 転送先アドレス 

DTC転送カウントレジスタ AH CRAH ブロックサイズ保持 

DTC転送カウントレジスタ AL CRAL ブロックサイズカウンタ 

DTC転送カウントレジスタ B CRB 転送カウンタ 

 

SAR

DAR

DAR

SAR

1

N

 

図 9.8 ブロック転送モードのメモリマップ 
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9.5.4 チェイン転送 

MRBの CHNEビットを 1にセットしておくことにより、1つの起動要因で複数のデータ転送を連続して行う

ことができます。SAR、DAR、CRA、CRBおよび MRA、MRBは各々独立に設定できます。 

図 9.9にチェイン転送の動作の概要を示します。 DTCは起動すると起動要因に対応した DTCベクタアドレ

スからレジスタ情報の先頭アドレスをリードし、この先頭アドレスから最初のレジスタ情報をリードします。

データ転送終了後このレジスタの CHNEビットをテストし、1であれば連続して配置された次のレジスタ情報

をリードして転送を行います。この動作を CHNEビットが 0のレジスタ情報のデータ転送が終了するまで続け

ます。 

CHNE＝1の転送では指定した転送回数の終了による CPUへの割り込み要求や、DISEL＝1による CPUへの割

り込み要求は発生しません。また、CHNE＝1の転送は起動要因となった割り込み要因フラグに影響を与えませ

ん。 
 

DTC
CHNE 1

CHNE 0

 

図 9.9 チェイン転送の動作 
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9.5.5 割り込み要因 

DTCが指定された回数のデータ転送を終了したとき、および DISELビットが 1にセットされたデータ転送を

終了したとき、CPUに対して割り込みを要求します。割り込み起動の場合、起動要因に設定した割り込みが発

生します。これらの CPUに対する割り込みは CPUのマスクレベルや割り込みコントローラのプライオリティレ

ベルの制御を受けます。 

ソフトウェアによる起動の場合、ソフトウェア起動データ転送終了割り込み（SWDTEND）を発生します。 

DISELビットが 1の状態で、1回のデータ転送を終了した場合、または指定した回数のデータ転送を終了した

場合、データ転送終了後に、SWDTEビットが 1に保持され、SWDTEND割り込みを発生します。割り込み処理

ルーチンで SWDTEビットを 0にクリアしてください。 

ソフトウェアで DTCを起動する場合、SWDTEビットを 1にセットしても、データ転送待ち、およびデータ

転送中は、SWDTEND割り込みは発生しません。 
 

9.5.6 動作タイミング 

図 9.10～図 9.12に DTCの動作タイミングを示します。 
 

DTC

DTC

φ

 

図 9.10 DTCの動作タイミング（ノーマルモード、リピートモードの例） 
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DTC

DTC

φ

 

図 9.11 DTCの動作タイミング（ブロック転送モード、ブロックサイズ＝2の例） 

 

DTC

DTC

φ

 

図 9.12 DTCの動作タイミング（チェイン転送の例） 

 

9.5.7 DTC実行ステート数 

表 9.6に、DTCの 1回のデータ転送の実行状態を示します。また、表 9.7に、実行状態に必要なステート数

を示します。 
 

表 9.6 DTCの実行状態 

 

モード 

 

ベクタリード 

I 

レジスタ情報 

リード／ライト 

J 

 

データリード 

K 

 

データライト 

L 

 

内部動作 

M 

ノーマル 1 6 1 1 3 

リピート 1 6 1 1 3 

ブロック転送 1 6 N N 3 

【記号説明】 N：ブロックサイズ（CRAH、CRALの初期設定値） 
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表 9.7 実行状態に必要なステート数 

アクセス対象 内蔵 

RAM 

内蔵 

ROM 

内部 I/O 

レジスタ 

外部デバイス 

バス幅 32 16 8 16 8 16 

アクセスステート 1 1 2 2 2 3 2 3 

 ベクタリード SI － 1 － － 4 6＋2m 2 3＋m 

 

実 

レジスタ情報 SJ 

リード／ライト 

1 － － － － － － － 

行 バイトデータリード SK 1 1 2 2 2 3＋m 2 3＋m 

状 ワードデータリード SK 1 1 4 2 4 6＋2m 2 3＋m 

態 バイトデータライト SL 1 1 2 2 2 3＋m 2 3＋m 

 ワードデータライト SL 1 1 4 2 4 6＋2m 2 3＋m 

 内部動作 SM 1 

【記号説明】 m：外部デバイスアクセス時のウェイトステート数 
 
実行ステート数は次の計算式で計算されます。なお、Σは 1つの起動要因で転送する回数分（CHNEビット

を 1にセットした数＋1）の和を示します。 
 
実行ステート数＝I・SI＋Σ（J・SJ＋K・SK＋L・SL）＋M・SM 

 
たとえば、DTCベクタアドレスを内蔵 ROMに配置し、ノーマルモードで、内蔵 ROM→内部 I/Oレジスタの

データ転送を行った場合、DTCの動作に必要な時間は 13ステートです。起動からデータライト終了までの時間

は 10ステートです。 
 

9.6 DTC使用手順 

9.6.1 割り込みによる起動 

DTCの割り込み起動による使用手順を以下に示します。 

1. MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRBのレジスタ情報を内蔵RAM上に設定します。 

2. レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 

3. DTCERの対応するビットを1にセットします。 

4. 起動要因となる割り込み要因のイネーブルビットを1にセットします。 

要因となる割り込みが発生すると、DTCが起動されます。 

5. 1回のデータ転送終了後、または、指定した回数のデータ転送終了後、DTCEビットが0にクリアされ、CPU

に割り込みが要求されます。引き続きDTCによるデータ転送を行う場合には、DTCEビットを1にセットし

てください。 
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9.6.2 ソフトウェアによる起動 

DTCのソフトウェア起動による使用手順を以下に示します。 

1. MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRBのレジスタ情報を内蔵RAM上に設定します。 

2. レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 

3. SWDTE＝0を確認します。 

4. SWDTEに1を、DTVECRにベクタ番号をライトします。 

5. DTVECRにライトしたベクタ番号を確認します。 

6. 1回のデータ転送終了後、DISELビットが0で、CPUに割り込みを要求しない場合、SWDTEビットが0にクリ

アされます。引き続きDTCによるデータ転送を行う場合には、SWDTEを1にセットしてください。DISEL

ビットが1の場合、または指定した回数のデータ転送終了後、SWDTEビットは1に保持され、CPUに割り込

みが要求されます。 
 

9.7 DTC使用例 

9.7.1 ノーマルモード 

DTCの使用例として、SCIによる 128バイトのデータ受信を行う例を示します。 

1. MRAはソースアドレス固定（SM1＝SM0＝0）、デスティネーションアドレスインクリメント（DM1＝1、

DM0＝0）、ノーマルモード（MD1＝MD0＝0）、バイトサイズ（Sz＝0）を設定します。DTSビットは任意

の値とすることができます。MRBは1回の割り込みで1回のデータ転送（CHNE＝0、DISEL＝0）を行いま

す。SARはSCIのRDRのアドレス、DARはデータを格納するRAMの先頭アドレス、CRAは128（H'0080）を

設定します。CRBは任意の値とすることができます。 

2. レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレスに設定します。 

3. DTCERの対応するビットを1にセットします。 

4. SCIを所定の受信モードに設定します。SCRのRIEビットを1にセットし、受信完了（RXI）割り込みを許可

します。また、SCIの受信動作中に受信エラーが発生すると、以後の受信が行われませんので、CPUが受信

エラー割り込みを受け付けられるようにしてください。 

5. SCIの1バイトのデータ受信が完了するごとに、SSRのRDRFフラグが1にセットされ、RXI割り込みが発生

し、DTCが起動されます。DTCによって、受信データがRDRからRAMへ転送され、DARのインクリメント、

CRAのデクリメントを行います。RDRFフラグは自動的に0にクリアされます。 

6. 128回のデータ転送終了後、CRAが0になると、RDRFフラグは1のまま保持され、DTCEが0にクリアされ、

CPUにRXI割り込みが要求されます。割り込み処理ルーチンで終了処理を行ってください。 



9. データトランスファコントローラ（DTC） 

Rev.6.00  2010.03.18  9-20 
RJJ09B0171-0600 

 

9.7.2 ソフトウェア起動 

DTCの使用例として、ソフトウェア起動による 1ブロック 128バイトのデータ転送を行う例を示します。転

送元アドレスは H'1000、転送先アドレスは H'2000です。ベクタ番号は H'60、したがって、ベクタアドレスは

H'04C0です。 

1. MRAはソースアドレスインクリメント（SM1＝1、SM0＝0）、デスティネーションアドレスインクリメン

ト（DM1＝1、DM0＝0）、ブロック転送モード（MD1＝1、MD0＝0）、バイトサイズ（Sz＝0）を設定しま

す。DTSビットは任意の値とすることができます。MRBは1回の割り込みで1回のブロック転送（CHNE＝0）

を行います。SARは転送元アドレスでH'1000、DARは転送先アドレスでH'2000、CRAは128（H'8080）を設

定します。CRBは1（H'0001）をセットします。 

2. レジスタ情報の先頭アドレスを、DTCベクタアドレス（H'04C0）に設定します。 

3. DTVECRのSWDTE＝0を確認します。現在、DTCがソフトウェア起動による転送を行っていないことの確

認です。 

4. SWDTE＝1と共に、ベクタ番号H'60を、DTVECRにライトします。ライトデータはH'E0です。 

5. 再度、DTVECRを読み、ベクタ番号H'60が設定されていることを確認します。設定されていないときは、

ライトが失敗したことを表します。［3］と［4］の間に割り込みが入り、ここで他のソフトウェアによっ

て起動された場合が、これに相当します。起動したい場合、［3］に戻ってください。 

6. ライトが成功すると、DTCが起動され、128バイト1ブロックの転送を行います。 

7. 転送後、SWDTEND割り込みが起動します。割り込み処理ルーチンでSWDTEビットの0クリアなど、終了

処理を行ってください。 
 

9.8 使用上の注意事項 

9.8.1 モジュールストップモードの設定 

モジュールストップコントロールレジスタにより、DTCの動作禁止／許可を設定することが可能です。初期

値では、DTCの動作許可状態です。モジュールストップモードを設定することにより、レジスタのアクセスが

禁止されます。ただし、DTCが起動中にはモジュールストップモードに設定できません。詳細は、「第 24章 低

消費電力状態」を参照してください。 
 

9.8.2 内蔵 RAM 

MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRBの各レジスタは、内蔵 RAMに配置します。 

DTCを使用する場合には SYSCRの RAMEビットをクリアしないでください。 
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9.8.3 DTCEビットの設定 

DTCEビットの設定は、必ず BSET、BCLRなどビット操作命令を使ってリード／ライトしてください。ただ

し、初期設定に限り、複数の起動要因を一度に設定するときには、割り込みを禁止して、当該レジスタのダミ

ーリードを行ってからライトすることができます。 
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10. I/Oポート 

ポートの機能一覧を表 10.1に示します。各ポートは周辺モジュールの入出力端子や割り込み入力と端子を兼

用しています。入出力ポートは入出力を制御するデータディレクションレジスタ（DDR）、出力データを格納

するデータレジスタ（DR）と端子の状態をリードするポートレジスタ（PORT）から構成されています。入力

専用ポートには DR、DDRはありません。 

ポート A～Eには、入力プルアップ MOSが内蔵されており、プルアップ MOSコントロールレジスタ（PCR）

で入力プルアップ MOSのオン／オフを制御できます。 

ポート 3、ポート Aにはオープンドレインコントロールレジスタ（ODR）が内蔵されており、出力バッファ

の PMOSのオン／オフを選択できます。 

すべてのポートは 1個の TTL負荷と 30pFの容量負荷を駆動することができます。 

ポート 3の P35、P34の出力形式は、NMOSプッシュプル出力となっています。* 

IRQ端子は、シュミットトリガ入力です。 

【注】 * H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループのみです。 
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表 10.1 ポートの機能一覧 

ポート

名 

概要 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 入出力形態他 

ポート 1 TPU _2、TPU 

_1、TPU _0入出

力端子、割り込み

入力端子、アドレ

ス出力端子、

DMAC出力端子

と兼用汎用入出

力ポート 

P17/TIOCB2/TCLKD 

P16/TIOCA2/IRQ1 

P15/TIOCB1/TCLKC 

P14/TIOCA1/IRQ0 

P13/TIOCD0/TCLKB/A23  

P12/TIOCC0/TCLKA/A22  

P11/TIOCB0/DACK1*3/A21 

P10/TIOCA0/DACK0*3/A20 

 P17/TIOCB2/TCLKD 

P16/TIOCA2/IRQ1 

P15/TIOCB1/TCLKC 

P14/TIOCA1/IRQ0 

P13/TIOCD0/TCLKB 

P12/TIOCC0/TCLKA 

P11/TIOCB0/DACK1*3

P10/TIOCA0/DACK0*3

シュミットトリガ入力 

(IRQ0、IRQ1) 

ポート 3 IICバスインタフ

ェース*1
入出力

端子、SCI_1、

SCI_0入出力端

子、割り込み入力

端子と兼用汎用

入出力ポート 

P36 

P35/SCK1/SCL0*1/IRQ5 

P34/RxD1/SDA0*1 

P33/TxD1/SCL1*1 

P32/SCK0/SDA1*1/IRQ4 

P31/RxD0 

P30/TxD0 

  オープンドレイン出力可

能、シュミットトリガ入力 

(IRQ4、IRQ5)、 

NMOSプッシュプル出力*1 

(P35、P34、SCK1) 

ポート 4 A/D変換器アナロ

グ入力端子と兼

用汎用入力ポー

ト 

P47/AN7 

P46/AN6 

P45/AN5 

P44/AN4 

P43/AN3 

P42/AN2 

P41/AN1 

P40/AN0 

   

P77/TxD3 

P76/RxD3 

P75/TMO3*1/SCK3 

P74/TMO2*1/MRES 

   

P73/TMO1/TEND1*3/CS7  P73/TMO1/TEND1*3 

P72/TMO0/TEND0*3/CS6  P72/TMO0/TEND0*3 

P71/TMRI23*1/TMCI23*1/DREQ1*3/CS5 P71/TMRI23*1/ 

TMCI23*1/DREQ1*3 

ポート 7 SCI_3入出力端

子、TMR_3*1
、

TMR_2*1
、

TMR_1、TMR_0

入出力端子、

DMAC入出力端

子と兼用汎用入

出力ポート 

P70/TMRI01/TMCI01/DREQ0*3/CS4 P70/TMRI01/TMCI01/ 

DREQ0*3 
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ポート

名 

概要 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 入出力形態他 

ポート 9 D/A変換器*2
アナ

ログ出力端子と

兼用汎用入力ポ

ート 

P97/DA1*2 

P96/DA0*2 

   

ポート A SCI_2*2
入出力端

子、アドレス出力

端子と兼用汎用

入出力ポート 

PA3/A19/SCK2*2 

PA2/A18/RxD2*2 

PA1/A17/TxD2*2 

PA0/A16 

 PA3/SCK2*2 

PA2/RxD2*2 

PA1/TxD2*2 

PA0 

入力プルアッ

プMOS内蔵、 

オープンドレ

イン出力可能 

ポート B TPU _5*2
、TPU 

_4*2
、TPU _3*2

入出力端子、アド

レス出力端子と

兼用汎用入出力

ポート 

PB7/A15/TIOCB5*2 

PB6/A14/TIOCA5*2 

PB5/A13/TIOCB4*2 

PB4/A12/TIOCA4*2 

PB3/A11/TIOCD3*2 

PB2/A10/TIOCC3*2 

PB1/A9/TIOCB3*2 

PB0/A8/TIOCA3*2 

 PB7/TIOCB5*2 

PB6/TIOCA5*2 

PB5/TIOCB4*2 

PB4/TIOCA4*2 

PB3/TIOCD3*2 

PB2/TIOCC3*2 

PB1/TIOCB3*2 

PB0/TIOCA3*2 

入力プルアッ

プMOS内蔵 

ポートC アドレス出力端

子と兼用汎用入

出力ポート 

A7 

A6 

A5 

A4 

A3 

A2 

A1 

A0 

PC7/A7 

PC6/A6 

PC5/A5 

PC4/A4 

PC3/A3 

PC2/A2 

PC1/A1 

PC0/A0 

PC7 

PC6 

PC5 

PC4 

PC3 

PC2 

PC1 

PC0 

入力プルアッ

プMOS内蔵 

ポートD データ入出力端

子と兼用汎用入

出力ポート 

D15 

D14 

D13 

D12 

D11 

D10 

D9 

D8 

 PD7 

PD6 

PD5 

PD4 

PD3 

PD2 

PD1 

PD0 

入力プルアッ

プMOS内蔵 
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ポート

名 

概要 モード 4 モード 5 モード 6 モード 7 入出力形態他 

ポート E データ入出力端

子と兼用汎用入

出力ポート 

PE7/D7 

PE6/D6 

PE5/D5 

PE4/D4 

PE3/D3 

PE2/D2 

PE1/D1 

PE0/D0 

 PE7 

PE6 

PE5 

PE4 

PE3 

PE2 

PE1 

PE0 

入力プルアッ

プMOS内蔵 

ポート F 割り込み入力端

子、バス制御入出

力端子、A/D変換

器入力端子、WDT

出力端子と兼用

汎用入出力ポー

ト 

PF7/φ 

AS  

RD 

HWR 

PF3/LWR/ADTRG/IRQ3 

PF2/WAIT 

PF1/BACK/BUZZ 

PF0/BREQ/IRQ2 

 PF7/φ 

PF6 

PF5 

PF4 

PF3/ADTRG/IRQ3 

PF2 

PF1/BUZZ 

PF0/IRQ2 

シュミット 

トリガ入力 

(IRQ2、IRQ3) 

 

ポートG 割り込み入力端

子と兼用汎用入

出力ポート 

PG4/CS0 

PG3/Rx/CS1*4 

PG2/Tx/CS2*4 

PG1/CS3/IRQ7 

PG0/IRQ6 

 PG4 

PG3/Rx 

PG2/Tx 

PG1/IRQ7 

PG0/IRQ6 

シュミット 

トリガ入力 

(IRQ6、IRQ7) 

 

【注】 *1 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにこれらの端子はありません。 

 *2 H8S/2227グループにこれらの端子はありません。 

 *3 H8S/2239グループのみサポートしています。 

 *4 H8S/2258グループのみサポートしています。 

10.1 ポート 1 
ポート 1は 8ビットの兼用入出力ポートです。ポート 1には以下のレジスタがあります。 

• ポート1データディレクションレジスタ（P1DDR） 

• ポート1データレジスタ（P1DR） 

• ポート1レジスタ（PORT1） 
 

10.1.1 ポート 1データディレクションレジスタ（P1DDR） 

P1DDRはポート 1の入出力をビットごとに指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出さ

れます。本レジスタはライト専用レジスタのため、ビット操作命令でライトしないでください。詳細は「2.9.4 
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ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P17DDR 0 W 

6 P16DDR 0 W 

5 P15DDR 0 W 

4 P14DDR 0 W 

3 P13DDR 0 W 

2 P12DDR 0 W 

1 P11DDR 0 W 

0 P10DDR 0 W 

汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、このビットを 1にセットする 

と対応する端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートになります。 

 

10.1.2 ポート 1データレジスタ（P1DR） 

P1DRはポート 1の出力データを格納します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P17DR 0 R/W 

6 P16DR 0 R/W 

5 P15DR 0 R/W 

4 P14DR 0 R/W 

3 P13DR 0 R/W 

2 P12DR 0 R/W 

1 P11DR 0 R/W 

0 P10DR 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

 

10.1.3 ポート 1レジスタ（PORT1） 

PORT1はポート 1の端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P17 ―* R 

6 P16 ―* R 

5 P15 ―* R 

4 P14 ―* R 

3 P13 ―* R 

2 P12 ―* R 

1 P11 ―* R 

0 P10 ―* R 

このレジスタをリードすると、P1DDRがセットされているビットは P1DRの 

値がリードされます。P1DDRがクリアされているビットは端子の状態がリード 

されます。 

【注】 * P17～P10端子の状態により決定されます。 
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10.1.4 端子機能 

ポート 1は、TPU（TPU_0、TPU_1、TPU_2）の入出力端子、DMAC*出力端子、割り込み入力端子、アドレス

出力端子と兼用になっています。レジスタの設定値と端子機能の関係は以下のとおりです。 

【注】 * H8S/2239グループのみサポートしています。 
 

• P17/TIOCB2/TCLKD 

TPUチャネル 2の設定、 TCR_0、TCR_5の TPSC2～TPSC0ビットおよび P17DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。 
 

TPUチャネル 2の設定*1 出力設定 入力設定または初期値 

P17DDR － 0 1 

端子機能 P17入力端子 P17出力端子 

 

TIOCB2出力端子 

TIOCB2入力端子*2 

 TCLKD入力端子*3 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 2のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_2の IOB3＝1のとき、TIOCB2入

力端子となります。 

 *3 TCR_0、TCR_5のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝111のとき、TCLKD入力端子となります。また、チャネ

ル 2、4を位相計数モードに設定すると、TCLKD入力端子となります。 
 

• P16/TIOCA2/IRQ1 

TPUチャネル 2の設定、および P16DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 

TPUチャネル 2の設定*1 出力設定 入力設定または初期値 

P16DDR － 0 1 

端子機能 TIOCA2出力端子 P16入力端子 P16出力端子 

  TIOCA2入力端子*2 

 IRQ1入力端子*3 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 2のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_2の IOA3＝1の場合に TIOCA2

入力端子となります。  

 *3 外部割り込み端子として使用する場合は、他の機能として使用しないでください。 
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• P15/TIOCB1/TCLKC 

TPUチャネル 1の設定、TCR_0、TCR_2、TCR_4、TCR_5の TPSC2～TPSC0ビット、および P15DDRビット

の組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 

TPUチャネル 1の設定*1 出力設定 入力設定または初期値 

P15DDR － 0 1 

端子機能 TIOCB1出力端子 P15入力端子 P15出力端子 

  TIOCB1入力端子*2 

 TCLKC入力端子*3 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 1のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_1の IOB3～IOB0＝10xxのとき、

 TIOCB1入力端子となります。 

 *3 TCR_0、TCR_2のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝110または TCR_4、TCR_5のいずれかの設定が TPSC2

～TPSC0＝101のとき、TCLKC入力端子となります。また、チャネル 2、4を位相計数モードに設定すると、TCLKC

入力端子となります。 
 

• P14/TIOCA1/IRQ0 

TPUチャネル 1の設定、および P14DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 

TPUチャネル 1の設定*1 出力設定 入力設定または初期値 

P14DDR － 0 1 

端子機能 TIOCA1出力端子 P14入力端子 P14出力端子 

  TIOCA1入力端子*2 

 IRQ0入力端子*3 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 1のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_1の IOA3～IOA0＝10xxのとき、

TIOCA1入力端子となります。 

 *3 外部割り込み端子として使用する場合は、他の機能として使用しないでください。 
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• P13/TIOCD0/TCLKB/A23 

動作モードと TPUチャネル 0の設定、TCR_0～TCR_2の TPSC2～TPSC0ビット、PFCRの AE3～AE0ビット、

および P13DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'1111 B'1111 以外 － 

TPUチャネル 0の設定*1 － 出力設定 入力設定または初期値 出力設定 入力設定または初期値 

P13DDR － － 0 1 － 0 1 

端子機能 A23 

出力端子 

TIOCD0 

出力端子 

P13 

入力端子

P13 

出力端子 

TIOCD0 

出力端子

P13 

入力端子 

P13 

出力端子 

   TIOCD0入力端子*2  TIOCD0入力端子*2 

  TCLKB入力端子*3 TCLKB入力端子*3 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 0のタイマの動作モードが通常動作で TIORL_0の IOD3～IOD0＝10xxのとき、TIOCD0入力端子と

な ります。 

 *3 TCR_0～TCR_2のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝101のとき、TCLKB入力端子となります。 また、チャネ

ル 1、5を位相計数モードに設定すると、TCLKB入力端子となります。 
 

• P12/TIOCC0/TCLKA/A22 

動作モードと TPUチャネル 0の設定、TCR_0～TCR_5の TPSC2～TPSC0ビット、PFCRの AE3～AE0ビット、

および P12DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'1111 B'1111 以外 － 

TPUチャネル 0の設定*1 － 出力設定 入力設定または初期値 出力設定 入力設定または初期値 

P12DDR － － 0 1 － 0 1 

端子機能 A22 

出力端子 

TIOCC0 

出力端子 

P12 

入力端子

P12 

出力端子 

TIOCC0 

出力端子 

P12 

入力端子 

P12 

出力端子 

   TIOCC0入力端子*2  TIOCC0入力端子*2 

  TCLKA入力端子*3 TCLKA入力端子*3 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 0のタイマの動作モードが通常動作で TIORL_0の IOC3～IOC0＝10xxのとき、TIOCC0入力端子と

 なります。 

 *3 TCR_0～TCR_5のいずれかの設定が TPSC2～TPSC0＝100の場合に TCLKA入力端子となります。 また、チャネ

ル 1、5を位相計数モードに設定すると、TCLKA入力端子となります。 
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• P11/TIOCB0/DACK1/A21 

動作モードとTPUチャネル 0の設定、PFCRのAE3～AE0ビット、DMABCRHの SAE1ビット*3、および P11DDR

ビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'111x B'111x 以外 － 

SAE1*3 － 0 1 － 

TPUチャネル 0の設定*1
－ 出力設定 入力設定または初期値 － 出力設定 入力設定または初期値 

P11DDR － － 0 1 － － 0 1 

端子機能 P11 

入力端子

P11 

出力端子

DACK1*3

出力端子

TIOCB0

出力端子

P11 

入力端子 

P11 

出力端子 

 

A21 

出力端子 

TIOCB0 

出力端子 

TIOCB0入力端子*2  TIOCB0入力端子*2 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 0のタイマの動作モードが通常動作で TIORH_0の IOB3～IOB0＝10xxのとき、TIOCB0入力端子と

なります。 

 *3 H8S/2239グループのみです。 
 

• P10/TIOCA0/DACK0/A20 

動作モードとTPUチャネル 0の設定、PFCRのAE3～AE0ビット、DMABCRHの SAE0ビット*3、および P10DDR

ビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'1101 

または

B'111x 

（B'1101または B'111x） 以外 － 

SAE0*3 － 0 1 － 

TPUチャネル 0の設定*1
－ 出力設定 入力設定または初期値 － 出力設定 入力設定または初期値 

P10DDR － － 0 1 － － 0 1 

端子機能 P10 

入力端子

P10 

出力端子

DACK0*3

出力端子

TIOCA0

出力端子

P10 

入力端子 

P10 

出力端子 

 

A20 

出力端子 

TIOCA0 

出力端子 

TIOCA0入力端子*2  TIOCA0入力端子*2 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 0のタイマの動作モードが通常動作で TIORH_0の IOA3～IOA0＝10xxのとき、TIOCA0入力端子と

なります。 

 *3 H8S/2239グループのみです。 
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10.2 ポート 3 
ポート 3は 7ビットの兼用入出力ポートです。P34、P35、SCK1は NMOSプッシュプル出力となります。* 

ポート 3には以下のレジスタがあります。 

• ポート3データディレクションレジスタ（P3DDR） 

• ポート3データレジスタ（P3DR） 

• ポート3レジスタ（PORT3） 

• ポート3オープンドレインコントロールレジスタ（P3ODR） 

 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループは CMOS出力です。 
 

10.2.1 ポート 3データディレクションレジスタ（P3DDR） 

P3DDRは、ポート 3の入出力をビットごとに指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出

されます。本レジスタはライト専用レジスタのため、ビット操作命令でライトしないでください。詳細は「2.9.4 

ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

6 P36DDR 0 W 

5 P35DDR 0 W 

4 P34DDR 0 W 

汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、このビットを 1にセット 

すると対応する端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートに 

なります。 

3 P33DDR 0 W  

2 P32DDR 0 W  

1 P31DDR 0 W  

0 P30DDR 0 W  
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10.2.2 ポート 3データレジスタ（P3DR） 

P3DRは、ポート 3の出力データを格納します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

6 P36DR 0 R/W 汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

5 P35DR 0 R/W  

4 P34DR 0 R/W  

3 P33DR 0 R/W  

2 P32DR 0 R/W  

1 P31DR 0 R/W  

0 P30DR 0 R/W  

 

10.2.3 ポート 3レジスタ（PORT3） 

PORT3は、ポート 3の端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

6 P36 ―* R 

5 P35 ―* R 

4 P34 ―* R 

このレジスタをリードすると、P3DDRがセットされているビットは、P3DR 

の値がリードされます。P3DDRがクリアされているビットは端子の状態が 

リードされます。 

3 P33 ―* R  

2 P32 ―* R  

1 P31 ―* R  

0 P30 ―* R  

【注】 * P36～P30端子の状態により決定されます。 
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10.2.4 ポート 3オープンドレインコントロールレジスタ（P3ODR） 

P3ODRは、ポート 3の PMOSのオン／オフを制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

6 P36ODR 0 R/W

5 P35ODR 0 R/W

P36、P33～P30は、このビットを 1にセットすると対応する端子は NMOS

オープンドレイン出力となり、0にクリアすると CMOS出力になります。 

4 P34ODR 0 R/W

3 P33ODR 0 R/W

2 P32ODR 0 R/W

P35、P34は、このビットを 1にセットすると対応する端子は NMOSオー

プンドレイン出力となり、0にクリアすると NMOSプッシュプル出力にな

ります。* 

1 P31ODR 0 R/W  

0 P30ODR 0 R/W  

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループでは、0にクリアすると CMOS出力になります。 
 

10.2.5 端子機能 

ポート 3は、SCI入出力端子、I2Cバスインタフェース*入出力端子、割り込み入力端子と兼用になっています。 

図 10.1に示すように、P35、P34、SCK1、SCL0、SDA0のタイプのオープンドレイン出力形式の場合、本 LSI

の電源がダウンした場合でも、バスラインに影響を与えることはありません。システムで、本 LSIに電源が供

給されない状態があるバスラインを使用する場合は（ａ）のオープンドレイン出力を使用してください。 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループには I2Cバスインタフェースはありません。 

0

a P35 P34 SCK1 SCL0 SDA0

 

NMOS OFF

b P33 P30 SCL1 SDA1

 

 

PMOS OFF

1

 

図 10.1 オープンドレイン出力形式の違い 

P34、P35、SCK1の NMOSプッシュプル出力*は High出力を設定しても負荷にかかわらず Vccレベルは出力

されません。Vccレベルを出力するにはプルアップ抵抗を外付けする必要があります。 
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【注】 1. プルアップ抵抗を外付けした場合、信号の立ち下がり、立ち上がり時間が長くなりますのでご注意ください。信号

の立ち下がり、立ち上がり時間が長い信号を入力する場合、シュミットトリガ回路などノイズ除去機能がある入力

回路を使用してください。 

 2. 高速で動作させる場合にはレベルシフタを入れるなど外付け回路で対策してください。 

 3. 出力特性に関しては表 27.2、表 27.14、表 27.27、表 27.39の出力 Highレベル電圧 P34、P35を参照してください。

プルアップ抵抗値に関しては表 27.3、表 27.15、表 27.28、表 27.40の出力許容電流を満足する値にしてください。 

 * H8S/2227グループ、H8S/2237グループにはありません。 

  H8S/2227グループ、H8S/2237グループは IICバス機能を持たず、P34、P35端子の出力は CMOS出力（各端子の

P34ODR、P35ODR＝0のとき）です。H8S/2633エバチップ、H8S/2238エバチップを搭載したエミュレータをご

使用の場合、本端子は NMOSプッシュプル出力ですので、H8S/2227グループ、H8S/2237グループとは端子の出

力特性が異なります。P34、P35端子に関して CMOS出力を必要とする場合、エミュレータの P34、P35端子は適

切な抵抗によりプルアップしてください。 
 

• P36 

P 36DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 

P36DDR 0 1 

端子機能 P36入力端子 P36出力端子* 

【注】 * P36ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 
 

• P35/SCK1/SCL0/IRQ5 

IIC_0の ICCR_0の ICEビット*3、SCI_1の SMR_1の C/Aビット、SCR_1の CKE1、CKE0ビット、および P35DDR

ビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。SCL0入出力端子として使用するときは、C/Aビット、

CKE1、CKE0ビットは必ず 0にクリアしてください。なお、SCL0の出力形式は、NMOSオープンドレイン出力

となり、直接バス駆動が可能です。また、P35出力端子、SCK1出力端子に設定したときの出力形式は NMOS

プッシュプル出力*4となります。 
 

ICE*3 0 1 

CKE1 0 1 0 

C/A 0 1 － 0 

CKE0 0 1 －  －  0 

P35DDR 0 1 － －  －  － 

端子機能 P35 

入力端子 

P35 

出力端子*1 

SCK1 

出力端子*1 

SCK1 

出力端子*1 

SCK1 

入力端子 

SCL0*3 

入出力端子 

 IRQ5入力端子*2 

【注】 *1 P35ODR＝1のとき NMOSオープンドレイン出力になり、P35ODR＝0のとき NMOSプッシュプル出力*4
となり

ます。 

 *2  外部割り込み端子として使用する場合は、他の機能として使用しないでください。 

 *3 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 

 *4 H8S/2237グループ、H8S/2227グループでは CMOS出力となります。 
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• P34/RxD1/SDA0 

IIC_0の ICCR_0の ICEビット*2、SCI_1の SCR_1の REビット、および P34DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。P34出力端子に設定したときの出力形式はNMOSプッシュプル出力*3となります。

また、SDA0の出力形式は、NMOSオープンドレイン出力となり、直接バス駆動が可能です。 
 

ICE*2 0 1 

RE 0 1 － 

P34DDR 0 1  － 

端子機能 P34入力端子 P34出力端子*1 RxD1入力端子 SDA0入出力端子*2 

【注】 *1 P34ODR＝1のとき NMOSオープンドレイン出力になり、P34ODR＝0のとき NMOSプッシュプル出力*3
となり

ます。 

 *2 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 

 *3 H8S/2237グループ、H8S/2227グループでは CMOS出力となります。 
 

• P33/TxD1/SCL1 

IIC_1の ICCR_1の ICEビット*2、SCI_1の SCR_1の TEビット、および P33DDRビットの組み合わせにより、

次のように切り替わります。SCL1の出力形式は、NMOSオープンドレイン出力となり、直接バス駆動が可能で

す。 

 
ICE*2 0 1 

TE 0 1 － 

P33DDR 0 1  － 

端子機能 P33入力端子 P33出力端子*1 TxD1出力端子*1 SCL1入出力端子*2 

【注】 *1 P33ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

 *2 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
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• P32/SCK0/SDA1/IRQ4 

IIC_1の ICCR_1の ICEビット*3、SCI_0の SMR_0の C/Aビット、SCR_0の CKE1、CKE0ビット、および P32DDR

ビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。SDA1入出力端子として使用するときは、C/Aビット、

CKE0ビット、CKE1ビットは必ず 0にクリアしてください。なお、SDA1の出力形式は、NMOSオープンドレ

イン出力となり、直接バス駆動が可能です。 
 

ICE*3 0 1 

CKE1 0 1 0 

C/A 0 1 － 0 

CKE0 0 1 －  －  0 

P32DDR 0 1 － －  －  － 

端子機能 P32 

入力端子 

P32 

出力端子*1 

SCK0 

出力端子*1 

SCK0 

出力端子*1 

SCK0 

入力端子 

SDA1*3 

入出力端子 

 IRQ4入力端子*2 

【注】 *1  P32ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

 *2 外部割り込み端子として使用する場合は、他の機能として使用しないでください。 

 *3 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

• P31/RxD0 

SCI_0の SCR_0の REビット、および P31DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 

RE 0 1 

P31DDR 0 1 － 

端子機能 P31入力端子 P31出力端子* RxD0入力端子 

【注】 *  P31ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 
 

• P30/TxD0 

SCI_0の SCR_0の TEビット、および P30DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 

TE 0 1 

P30DDR 0 1 － 

端子機能 P30入力端子 P30出力端子* TxD0出力端子* 

【注】 * P30ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 
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10.3 ポート 4 
ポート 4は 8ビットの兼用入力ポートです。ポート 4には以下のレジスタがあります。 

• ポート4レジスタ（PORT4） 
 

10.3.1 ポート 4レジスタ（PORT4） 

PORT4は、ポート 4の端子の状態を反映します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P47 ―* R このレジスタをリードすると、常に端子の状態が読み出されます。 

6 P46 ―* R  

5 P45 ―* R  

4 P44 ―* R  

3 P43 ―* R  

2 P42 ―* R  

1 P41 ―* R  

0 P40 ―* R  

【注】 * P47～P40端子の状態により決定されます。 
 

10.3.2 端子機能 

ポート 4は、A/D変換器のアナログ入力端子（AN7～AN0）と兼用になっています。 
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10.4 ポート 7 
ポート 7は 8ビットの兼用入出力ポートです。ポート 7には以下のレジスタがあります。 

• ポート7データディレクションレジスタ（P7DDR） 

• ポート7データレジスタ（P7DR） 

• ポート7レジスタ（PORT7） 

 

10.4.1 ポート 7データディレクションレジスタ（P7DDR） 

P7DDRは、ポート 7の入出力をビットごとに指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出

されます。本レジスタはライト専用レジスタのため、ビット操作命令でライトしないでください。詳細は「2.9.4 

ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P77DDR 0 W 

6 P76DDR 0 W 

5 P75DDR 0 W 

4 P74DDR 0 W 

3 P73DDR 0 W 

2 P72DDR 0 W 

1 P71DDR 0 W 

0 P70DDR 0 W 

汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、このビットを 1にセット 

すると対応する端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートに 

なります。 

 

10.4.2 ポート 7データレジスタ（P7DR） 

P7DRは、ポート 7の出力データを格納します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P77DR 0 R/W

6 P76DR 0 R/W

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

5 P75DR 0 R/W  

4 P74DR 0 R/W  

3 P73DR 0 R/W  

2 P72DR 0 R/W  

1 P71DR 0 R/W  

0 P70DR 0 R/W  
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10.4.3 ポート 7レジスタ（PORT7） 

PORT7は、ポート 7の端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P77 ―* R 

6 P76 ―* R 

5 P75 ―* R 

このレジスタをリードすると、P7DDRがセットされているビットは、P7DR 

の値がリードされます。P7DDRがクリアされているビットは端子の状態が 

リードされます。 

4 P74 ―* R  

3 P73 ―* R  

2 P72 ―* R  
1 P71 ―* R  
0 P70 ―* R  

【注】 * P77～P70端子の状態により決定されます。 
 

10.4.4 端子機能 

ポート 7は、TMR（TMR_0、TMR_1、TMR_2*1、TMR_3*1）入出力端子、バス制御出力端子、SCI入出力端

子、DMAC*2入出力端子と兼用になっています。レジスタの設定値と端子の関係は以下のとおりです。 

【注】 *1 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 

 *2 H8S/2239グループのみサポートします。 
 

• P77/TxD3 

SCI_3の SCR_3の TEビットと P77DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 

TE 0 1 

P77DDR 0 1 － 

端子機能 P77入力端子 P77出力端子 TxD3出力端子 

 
• P76/RxD3 

SCI_3の SCR_3の REビットと P76DDRビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 

RE 0 1 

P76DDR 0 1 － 

端子機能 P76入力端子 P76出力端子 RxD3入力端子 

 



10. I/Oポート 

Rev.6.00  2010.03.18  10-19 
RJJ09B0171-0600 

 

• P75/TMO3/SCK3 

TMR_3*の TCSR_3のOS3～OS0ビット、SCI_3の SCR_3のCKE1、CKE0ビット、SMR_3のC/A、および P75DDR

ビットの組み合わせにより、次のように切り替わります。 
 

OS3～OS0* すべてが 0 いずれかが 1 

CKE1 0 1 － 

C/A 0 1 － － 

CKE0 0 1 －  －  － 

P75DDR 0 1 － －  －  － 

端子機能 P75入力端子 P75出力端子 SCK3出力端子 SCK3出力端子 SCK3入力端子 TMO3*出力端子 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

• P74/TMO2/MRES 

TMR_2*の TCSR_2の OS3～OS0ビット、SYSCRの MRESEビット、および P74DDRビットの組み合わせに

より、次のように切り替わります。 
 

MRESE 0 1 

OS3～OS0* すべてが 0 いずれかが 1 － 

P74DDR 0 1 － 0 

端子機能 P74入力端子 P74出力端子 TMO2*出力端子 MRES入力端子 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

• P73/TMO1/TEND1/CS7 

動作モードと DMAC*の DMATCRの TEE1ビット、TMR_1の TCSR_1の OS3～OS0ビット、および P73DDR

ビットの組み合わせにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

TEE1* 0 1 0 1 

OS3～OS0 すべてが 0 いずれかが 1 － すべてが 0 いずれかが 1 － 

P73DDR 0 1 － － 0 1 － － 

端子機能 P73 
入力端子

CS7 
出力端子 

TMO1 
出力端子 

TEND1*

出力端子

P73 
入力端子

P73 
出力端子 

TMO1 

出力端子 

TEND1* 

出力端子 

【注】 * H8S/2239グループのみサポートしています。 
 

• P72/TMO0/TEND0/CS6 

動作モードと DMAC*の DMATCRの TEE0ビット、TMR_0の TCSR_0の OS3～OS0ビット、および P72DDR

ビットの組み合わせにより次のように切り替わります。 
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動作モード モード 4～6 モード 7 

TEE0* 0 1 0 1 

OS3～OS0 すべてが 0 いずれかが 1 － すべてが 0 いずれかが 1  

P72DDR 0 1 － － 0 1 － － 

端子機能 P72 
入力端子

CS6 
出力端子 

TMO0 
出力端子 

TEND0*

出力端子

P72 
入力端子 

P72 
出力端子

TMO0 

出力端子 

TEND0* 

出力端子 

【注】 * H8S/2239グループのみサポートしています。 
 

• P71/TMRI23/TMCI23/DREQ1/CS5 

動作モードと P71DDRビットの組み合わせにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

P71DDR 0 1 0 1 

端子機能 P71入力端子 CS5出力端子 P71入力端子 P71出力端子 

 TMRI23*1
、TMCI23*1

、

DREQ1*2
入力端子 

－ TMRI23*1
、TMCI23*1

、DREQ1*2
入力端子 

【注】 *1 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 

 *2 H8S/2239グループのみサポートしています。 
 

• P70/TMRI01/TMCI01/DREQ0/CS4 

動作モードと P70DDRビットの組み合わせにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

P70DDR 0 1 0 1 

端子機能 P70入力端子 CS4出力端子 P70入力端子 P70出力端子 

 TMRI01、TMCI01、 

DREQ0*入力端子 

－ TMRI01、TMCI01、DREQ0*入力端子 

【注】 * H8S/2239グループのみサポートしています。 
 

10.5 ポート 9 
ポート 9は 2ビットの兼用入力ポートです。ポート 9には以下のレジスタがあります。 

• ポート9レジスタ（PORT9） 
 



10. I/Oポート 

Rev.6.00  2010.03.18  10-21 
RJJ09B0171-0600 

 

10.5.1 ポート 9レジスタ（PORT9） 

PORT9は、ポート 9の端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 P97 ―* R 

6 P96 ―* R 

このレジスタをリードすると、常に端子の状態が読み出されます。 

5～0 ― ― R リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

【注】 * P97、P96端子の状態により決定されます。 
 

10.5.2 端子機能 

ポート 9は、D/A変換器*のアナログ出力（DA1、DA0）と兼用になっています。 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
 

10.6 ポート A 
ポート Aは 4ビットの兼用入出力ポートです。ポート Aには以下のレジスタがあります。 

• ポートAデータディレクションレジスタ（PADDR） 

• ポートAデータレジスタ（PADR） 

• ポートAレジスタ（PORTA） 

• ポートAプルアップMOSコントロールレジスタ（PAPCR） 

• ポートAオープンドレインコントロールレジスタ（PAODR） 
 

10.6.1 ポート Aデータディレクションレジスタ（PADDR） 

PADDRは、ポート Aの入出力をビットごとに指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出

されます。本レジスタはライト専用レジスタのため、ビット操作命令でライトしないでください。詳細は「2.9.4 

ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

3 PA3DDR 0 W 

2 PA2DDR 0 W 

1 PA1DDR 0 W 

汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、このビットを 1にセット 

すると対応する端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートに 

 なります。 

0 PA0DDR 0 W  
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10.6.2 ポート Aデータレジスタ（PADR） 

PADRは、ポート Aの出力データを格納します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

3 PA3DR 0 R/W 汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

2 PA2DR 0 R/W  

1 PA1DR 0 R/W  

0 PA0DR 0 R/W  

 

10.6.3 ポート Aレジスタ（PORTA） 

PORTAは、ポート Aの端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

3 PA3 ―* R 

2 PA2 ―* R 

1 PA1 ―* R 

このレジスタをリードすると、PADDRがセットされているビットは、PADR 

の値がリードされます。PADDRがクリアされているビットは端子の状態が 

リードされます。 

0 PA0 ―* R  

【注】 * PA3～PA0端子の状態により決定されます。 
 

10.6.4 ポート Aプルアップ MOSコントロールレジスタ（PAPCR） 

PAPCRは、ポート Aの入力プルアップ MOSのオン／オフを制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

3 PA3PCR 0 R/W

2 PA2PCR 0 R/W

端子が入力状態のとき、このレジスタの 1にセットされたビットに対応 

する端子の入力プルアップMOSがオンします。 

1 PA1PCR 0 R/W  

0 PA0PCR 0 R/W  
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10.6.5 ポート Aオープンドレインコントロールレジスタ（PAODR） 

PAODRは、ポート Aの端子の出力形態を選択します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

3 PA3ODR 0 R/W

2 PA2ODR 0 R/W

このビットを 1にセットすると対応する端子は NMOSオープンドレイン 

出力となり、0にクリアすると CMOS出力になります。 

1 PA1ODR 0 R/W  

0 PA0ODR 0 R/W  

 

10.6.6 端子機能 

ポート Aは、アドレス出力端子、SCI_2*入出力端子と兼用になっています。レジスタの設定値と端子の関係

は以下のとおりです。 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 

 

• PA3/A19/SCK2 

動作モードと PFCRの AE3～AE0ビット、SCI_2*2の SMR_2の C/A、SCR_2の CKE1、CKE0ビット、およ

び PA3DDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 

AE3～AE0 B'11xx B'11xx 以外 

CKE1 － 0 1 

C/A*2 － 0 1 － 

CKE0  － 0 1 －  － 

PA3DDR  － 0 1 － －  － 

端子機能 A19出力端子 PA3入力端子 PA3出力端子*1 SCK2*2
出力端子*1 SCK2*2

出力端子*1 SCK2*2
入力端子 

 
動作モード モード 7 

AE3～AE0 － 

CKE1 0 1 

C/A*2 0 1 － 

CKE0 0 1 － － 

PA3DDR 0 1 － － － 

端子機能 PA3入力端子 PA3出力端子*1 SCK2*2
出力端子*1 SCK2*2

出力端子*1 SCK2*2
入力端子 

【注】 *1 PAODRの PA3ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

 *2 H8S/2227グループにはありません。 
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• PA2/A18/RxD2 

動作モードと PFCRの AE3～AE0ビット、SCI_2*2の SCR_2の REビット、および PA2DDRビットにより次

のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'1011 

または B'11xx 

（B'1011または B'11xx） 以外 － 

RE*2 － 0 1 0 1 

PA2DDR － 0 1 － 0 1 － 

端子機能 A18 

出力端子 

PA2 

入力端子 

PA2 

出力端子*1 

RxD2*2 

入力端子 

PA2 

入力端子 

PA2 

出力端子*1 

RxD2*2 

入力端子 

【注】 *1 PAODRの PA2ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

 *2 H8S/2227グループにはありません。 
 

• PA1/A17/TxD2 

動作モードと PFCRの AE3～AE0ビット、SCI_2*2の SCR_2の TEビット、および PA1DDRビットにより次の

ように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'101x 

または B'11xx 

（B'101xまたは B'11xx） 以外 － 

TE*2 － 0 1 0 1 

PA1DDR － 0 1 － 0 1 － 

端子機能 A17 

出力端子 

PA1 

入力端子 

PA1 

出力端子*1 

TxD2*2 

出力端子*1 

PA1 

入力端子 

PA1 

出力端子*1 

TxD2*2 

出力端子*1 

【注】 *1 PAODRの PA1ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 

 *2 H8S/2227グループにはありません。 
 

• PA0/A16 

動作モードと PFCRの AE3～AE0ビット、および PA0DDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 （B'0xxxまたは B'1000） 以外 B'0xxxまたは B'1000  － 

PA0DDR － 0 1 0 1 

端子機能 A16出力端子 PA0入力端子 PA0出力端子* PA0入力端子 PA0出力端子* 

【注】 * PAODRの PA0ODR＝1のとき、NMOSオープンドレイン出力になります。 
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10.6.7 ポート A入力プルアップ MOSの状態 

ポート Aは、プログラムで制御可能な入力プルアップ MOSを内蔵しています。入力プルアップ MOSは、ビ

ット単位でオン／オフを指定できます。入力プルアップ MOSの状態を表 10.2に示します。 
 

表 10.2 ポート A入力プルアップ MOSの状態 

端子 パワーオン 

リセット 

ハードウェア 

スタンバイ 

モード 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

その他の 

動作時 

アドレス出力、ポート出力、

SCI出力 

OFF  OFF  

ポート入力、SCI入力   ON/OFF  

【記号説明】 

OFF ：入力プルアップMOSは、常に OFF状態です。 

ON/OFF ：PADDR=0かつ PAPCR=1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 

10.7 ポート B 
ポートＢは 8ビットの兼用入出力ポートです。ポート Bには以下のレジスタがあります。 

• ポートBデータディレクションレジスタ（PBDDR） 

• ポートBデータレジスタ（PBDR） 

• ポートBレジスタ（PORTB） 

• ポートBプルアップMOSコントロールレジスタ（PBPCR） 
 

10.7.1 ポート Bデータディレクションレジスタ（PBDDR） 

PBDDRはポート Bの入出力をビットごとに指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出さ

れます。本レジスタはライト専用レジスタのため、ビット操作命令でライトしないでください。詳細は「2.9.4 

ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PB7DDR 0 W 

6 PB6DDR 0 W 

5 PB5DDR 0 W 

4 PB4DDR 0 W 

汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、このビットを 1にセットす 

ると対応する端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートになり 

ます。 

3 PB3DDR 0 W  

2 PB2DDR 0 W  

1 PB1DDR 0 W  

0 PB0DDR 0 W  
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10.7.2 ポート Bデータレジスタ（PBDR） 

PBDRはポート Bの出力データを格納します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PB7DR 0 R/W 

6 PB6DR 0 R/W 

5 PB5DR 0 R/W 

4 PB4DR 0 R/W 

3 PB3DR 0 R/W 

2 PB2DR 0 R/W 

1 PB1DR 0 R/W 

0 PB0DR 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

 

10.7.3 ポート Bレジスタ（PORTB） 

PORTBはポート Bの端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PB7 ―* R 

6 PB6 ―* R 

5 PB5 ―* R 

4 PB4 ―* R 

3 PB3 ―* R 

2 PB2 ―* R 

1 PB1 ―* R 

0 PB0 ―* R 

このレジスタをリードすると、PBDDRがセットされているビットは PBDRの 

値がリードされます。PBDDRがクリアされているビットは端子の状態がリー 

ドされます。 

【注】 * PB7～PB0端子の状態により決定されます。 
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10.7.4 ポート Bプルアップ MOSコントロールレジスタ（PBPCR） 

PBPCRはポート Bの入力プルアップ MOSのオン／オフを制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PB7PCR 0 R/W 

6 PB6PCR 0 R/W 

5 PB5PCR 0 R/W 

4 PB4PCR 0 R/W 

3 PB3PCR 0 R/W 

2 PB2PCR 0 R/W 

1 PB1PCR 0 R/W 

0 PB0PCR 0 R/W 

端子が入力状態のとき、このレジスタの 1にセットされたビットに対応する 

端子の入力プルアップMOSがオンします。 

 

10.7.5 端子機能 

ポート Bの各端子は、TPU(TPU_3*、TPU_4*、TPU_5*)入出力端子、アドレス出力端子と兼用となっています。

レジスタの設定値と端子機能の関係は以下のとおりです。 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
 

• PB7/A15/TIOCB5 

動作モードと TPUチャネル 5*3の設定、PFCRの AE3～AE0ビット、および PB7DDRビットの組み合わせに

より、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'1xxx B'1xxx 以外 － 

TPUチャネル 5の設定*1*3
－ 出力設定 入力設定または初期値 出力設定 入力設定または初期値 

PB7DDR － － 0 1 － 0 1 

端子機能 PB7 

入力端子

PB7 

出力端子 

TIOCB5*3

出力端子

PB7 

入力端子 

PB7 

出力端子 

 

A15 

出力端子 

TIOCB5*3 

出力端子 

TIOCB5*3
入力端子*2  TIOCB5*3

入力端子*2 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 5のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_5の IOB3＝1のとき、TIOCB5入

力端子となります。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
 



10. I/Oポート 

Rev.6.00  2010.03.18  10-28 
RJJ09B0171-0600 

 

• PB6/A14/TIOCA5 

動作モードと TPUチャネル 5*3の設定、PFCRの AE3～AE0ビット、および PB6DDRビットの組み合わせに

より、次のように切り替わります。 

動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'0111 

または B'1xxx 

（B'0111または B'1xxx） 以外 － 

TPUチャネル 5の設定*1*3
－ 出力設定 入力設定または初期値 出力設定 入力設定または初期値 

PB6DDR － － 0 1 － 0 1 

端子機能 PB6 

入力端子

PB6 

出力端子 

TIOCA5*3

出力端子

PB6 

入力端子 

PB6 

出力端子 

 

A14 

出力端子 

TIOCA5*3 

出力端子 

TIOCA5*3
入力端子*2  TIOCA5*3

入力端子*2 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 5のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_5の IOA3＝1のとき、TIOCA5入

力端子となります。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
 

• PB5/A13/TIOCB4 

動作モードと TPUチャネル 4*3の設定、PFCRの AE3～AE0ビット、および PB5DDRビットの組み合わせに

より、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'011x 

または B'1xxx 

（B'011xまたは B'1xxx） 以外 － 

TPUチャネル 4の設定*1*3
－ 出力設定 入力設定または初期値 出力設定 入力設定または初期値 

PB5DDR － － 0 1 － 0 1 

端子機能 PB5 

入力端子

PB5 

出力端子 

TIOCB4*3

出力端子

PB5 

入力端子 

PB5 

出力端子 

 

A13 

出力端子 

TIOCB4*3 

出力端子 

TIOCB4*3
入力端子*2  TIOCB4*3

入力端子*2 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 4のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_4の IOB3～IOB0＝10xx のと

き、TIOCB4入力端子となります。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
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• PB4/A12/TIOCA4 

動作モードと TPUチャネル 4*3の設定、PFCRの AE3～AE0ビット、および PB4DDRビットの組み合わせに

より、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 （B'0100または

B'00xx） 以外 

B'0100または B'00xx － 

TPUチャネル 4の設定*1*3
－ 出力設定 入力設定または初期値 出力設定 入力設定または初期値 

PB4DDR － － 0 1 － 0 1 

端子機能 PB4 

入力端子

PB4 

出力端子 

PB4 

入力端子 

PB4 

出力端子 

 

A12 

出力端子 

TIOCA4*3 

出力端子 

TIOCA4*3
入力端子*2 

TIOCA4*3

出力端子

TIOCA4*3
入力端子*2 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 4のタイマの動作モードが通常動作または位相計数モードで TIOR_4の IOA3～IOA0＝10xx のと

き、TIOCA4入力端子となります。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
 

• PB3/A11/TIOCD3 

動作モードと TPUチャネル 3*3の設定、PFCRの AE3～AE0ビット、および PB3DDRビットの組み合わせに

より、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'00xx 以外 B'00xx － 

TPUチャネル 3の設定*1*3
－ 出力設定 入力設定または初期値 出力設定 入力設定または初期値 

PB3DDR － － 0 1 － 0 1 

端子機能 PB3 

入力端子

PB3 

出力端子 

TIOCD3*3

出力端子

PB3 

入力端子 

PB3 

出力端子 

 

A11 

出力端子 

TIOCD3*3 

出力端子 

TIOCD3*3
入力端子*2  TIOCD3*3

入力端子*2 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 3のタイマの動作モードが通常動作で TIORL_3の IOD3～IOD0＝10xxのとき、TIOCD3入力端子と

なります。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
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• PB2/A10/TIOCC3 

動作モードと TPUチャネル 3*3の設定、PFCRの AE3～AE0ビット、および PB2DDRビットの組み合わせに

より、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 （B'0010または

B'000x）以外 

B'0010または B'000x － 

TPUチャネル 3の設定*1*3
－ 出力設定 入力設定または初期値 出力設定 入力設定または初期値 

PB2DDR － － 0 1 － 0 1 

端子機能 PB2 

入力端子

PB2 

出力端子

TIOCC3*3

出力端子

PB2 

入力端子 

PB2 

出力端子 

 

A10 

出力端子 

TIOCC3*3 

出力端子 

TIOCC3*3
入力端子*2  TIOCC3*3

入力端子*2 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 3のタイマの動作モードが通常動作で TIORL_3の IOC3～IOC0＝10xxのとき、TIOCC3入力端子と

なります。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
 

• PB1/A9/TIOCB3 

動作モードと TPUチャネル 3*3の設定、PFCRの AE3～AE0ビット、および PB1DDRビットの組み合わせに

より、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'000x 以外 B'000x － 

TPUチャネル 3の設定*1*3
－ 出力設定 入力設定または初期値 出力設定 入力設定または初期値 

PB1DDR － － 0 1 － 0 1 

端子機能 PB1 

入力端子

PB1 

出力端子

TIOCB3*3

出力端子

PB1 

入力端子 

PB1 

出力端子 

 

A9 

出力端子 

TIOCB3*3 

出力端子 

TIOCB3*3
入力端子*2  TIOCB3*3

入力端子*2 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 3のタイマの動作モードが通常動作で TIORH_3の IOB3～IOB0＝10xx のとき TIOCB3入力端子とな

ります。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
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• PB0/A8/TIOCA3 

動作モードと TPUチャネル 3*3の設定、PFCRの AE3～AE0ビット、および PB0DDRビットの組み合わせに

より、次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

AE3～AE0 B'0000以外 B'0000 － 

TPUチャネル 3の設定*1*3
－ 出力設定 入力設定または初期値 出力設定 入力設定または初期値 

PB0DDR － － 0 1 － 0 1 

端子機能 PB0 

入力端子

PB0 

出力端子 

TIOCA3*3

出力端子

PB0 

入力端子 

PB0 

出力端子 

 

A8 

出力端子 

TIOCA3*3 

出力端子 

TIOCA3*3
入力端子*2  TIOCA3*3

入力端子*2 

【注】 *1 TPUチャネルの設定は「第 11章 16ビットタイマパルスユニット（TPU）」を参照してください。 

 *2 TPUチャネル 3のタイマの動作モードが通常動作で TIORH_3の IOA3～IOA0＝10xx のとき、TIOCA3入力端子と

なります。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
 

10.7.6 ポート B入力プルアップ MOSの状態 

ポート Bは、プログラムで制御可能な入力プルアップ MOSを内蔵しています。入力プルアップ MOSは、ビ

ット単位でオン／オフを指定できます。入力プルアップ MOSの状態を表 10.3に示します。 
 

表 10.3 ポート B入力プルアップ MOSの状態 

端子 パワーオン 

リセット 

ハードウェア 

スタンバイ 

モード 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

その他の 

動作時 

アドレス出力、ポート出力、

TPU出力 

OFF  OFF  

ポート入力、TPU入力   ON/OFF  

【記号説明】 

OFF ：入力プルアップMOSは、常に OFF状態です。 

ON/OFF ：PBDDR=0かつ PBPCR=1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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10.8 ポート C 
ポート Cは 8ビットの兼用入出力ポートです。ポート Cには以下のレジスタがあります。 

• ポートCデータディレクションレジスタ（PCDDR） 

• ポートCデータレジスタ（PCDR） 

• ポートCレジスタ（PORTC） 

• ポートCプルアップMOSコントロールレジスタ（PCPCR） 
 

10.8.1 ポート Cデータディレクションレジスタ（PCDDR） 

PCDDRはポート Cの入出力をビットごとに指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出さ

れます。本レジスタはライト専用レジスタのため、ビット操作命令でライトしないでください。詳細は「2.9.4 

ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PC7DDR 0 W 

6 PC6DDR 0 W 

5 PC5DDR 0 W 

4 PC4DDR 0 W 

3 PC3DDR 0 W 

2 PC2DDR 0 W 

1 PC1DDR 0 W 

0 PC0DDR 0 W 

 汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、このビットを 1にセットす 

 ると対応する端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートになり 

  ます。 

 

10.8.2 ポート Cデータレジスタ（PCDR） 

PCDRはポート Cの出力データを格納します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PC7DR 0 R/W 

6 PC6DR 0 R/W 

5 PC5DR 0 R/W 

4 PC4DR 0 R/W 

3 PC3DR 0 R/W 

2 PC2DR 0 R/W 

1 PC1DR 0 R/W 

0 PC0DR 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 
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10.8.3 ポート Cレジスタ（PORTC） 

PORTCはポート Cの端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PC7 ―* R 

6 PC6 ―* R 

5 PC5 ―* R 

4 PC4 ―* R 

3 PC3 ―* R 

2 PC2 ―* R 

1 PC1 ―* R 

0 PC0 ―* R 

このレジスタをリードすると、PCDDRがセットされているビットは PCDRの 

値がリードされます。PCDDRがクリアされているビットは端子の状態がリー 

ドされます。 

【注】 * PC7～PC0端子の状態により決定されます。 
 

10.8.4 ポート Cプルアップ MOSコントロールレジスタ（PCPCR） 

PCPCRはポート Cの入力プルアップ MOSのオン／オフを制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PC7PCR 0 R/W 

6 PC6PCR 0 R/W 

5 PC5PCR 0 R/W 

4 PC4PCR 0 R/W 

3 PC3PCR 0 R/W 

2 PC2PCR 0 R/W 

1 PC1PCR 0 R/W 

0 PC0PCR 0 R/W 

端子が入力状態のとき、このレジスタの 1にセットされたビットに対応する 

端子の入力プルアップMOSがオンします。 

10.8.5 端子機能 

ポート Cの各端子は、アドレス出力端子と兼用となっています。レジスタの設定値と端子機能の関係は以下

のとおりです。 

• PC7/A7、PC6/A6、PC5/A5、PC4/A4、PC3/A3、PC2/A2、PC1/A1、PC0/A0 

動作モードと PCnDDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4、5 モード 6 モード 7 

PCnDDR － 0 1 0 1 

端子機能 アドレス出力端子 PCn入力端子 アドレス出力端子 PCn入力端子 PCn出力端子 

【注】 n=7～0 
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10.8.6 ポート C入力プルアップ MOSの状態 

ポート Cは、プログラムで制御可能な入力プルアップ MOSを内蔵しています。入力プルアップ MOSは、モ

ード 6、モード 7のときに使用でき、ビット単位でオン／オフを指定できます。入力プルアップ MOSの状態を

表 10.4に示します。 
 

表 10.4 ポート C入力プルアップ MOSの状態 

端子 パワーオン 

リセット 

ハードウェア 

スタンバイ 

モード 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

その他の 

動作時 

アドレス出力（モード 4、5）、

ポート出力（モード 6、7） 

OFF  OFF  

ポート入力（モード 6、7）   ON/OFF  

【記号説明】 

OFF ：入力プルアップMOSは、常に OFF状態です。 

ON/OFF ：PCDDR=0かつ PCPCR=1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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10.9 ポート D 
ポート Dは 8ビットの兼用入出力ポートです。ポート Dには以下のレジスタがあります。 

• ポートDデータディレクションレジスタ（PDDDR） 

• ポートDデータレジスタ（PDDR） 

• ポートDレジスタ（PORTD） 

• ポートDプルアップMOSコントロールレジスタ（PDPCR） 
 

10.9.1 ポート Dデータディレクションレジスタ（PDDDR） 

PDDDRはポート Dの入出力をビットごとに指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出さ

れます。本レジスタはライト専用レジスタのため、ビット操作命令でライトしないでください。詳細は「2.9.4 

ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PD7DDR 0 W 

6 PD6DDR 0 W 

5 PD5DDR 0 W 

4 PD4DDR 0 W 

3 PD3DDR 0 W 

2 PD2DDR 0 W 

1 PD1DDR 0 W 

0 PD0DDR 0 W 

汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、このビットを 1にセットす 

ると対応する端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートになり 

ます。 

 

10.9.2 ポート Dデータレジスタ（PDDR） 

PDDRはポート Dの出力データを格納します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PD7DR 0 R/W 

6 PD6DR 0 R/W 

5 PD5DR 0 R/W 

4 PD4DR 0 R/W 

3 PD3DR 0 R/W 

2 PD2DR 0 R/W 

1 PD1DR 0 R/W 

0 PD0DR 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 
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10.9.3 ポート Dレジスタ（PORTD） 

PORTDはポート Dの端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PD7 ―* R 

6 PD6 ―* R 

5 PD5 ―* R 

4 PD4 ―* R 

3 PD3 ―* R 

2 PD2 ―* R 

1 PD1 ―* R 

0 PD0 ―* R 

このレジスタをリードすると、PDDDRがセットされているビットは PDDRの 

値がリードされます。PDDDRがクリアされているビットは端子の状態がリー 

ドされます。 

【注】 * PD7～PD0端子の状態により決定されます。 
 

10.9.4 ポート Dプルアップ MOSコントロールレジスタ（PDPCR） 

PDPCRはポート Dの入力プルアップ MOSのオン／オフを制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PD7PCR 0 R/W 

6 PD6PCR 0 R/W 

5 PD5PCR 0 R/W 

4 PD4PCR 0 R/W 

3 PD3PCR 0 R/W 

2 PD2PCR 0 R/W 

1 PD1PCR 0 R/W 

0 PD0PCR 0 R/W 

端子が入力状態のとき、このレジスタの 1にセットされたビットに対応する 

端子の入力プルアップMOSがオンします。 

 

10.9.5 端子機能 

ポート Dの各端子は、データ入出力端子と兼用となっています。レジスタの設定値と端子機能の関係は以下

のとおりです。 
 

• PD7/D15、PD6/D14、PD5/D13、PD4/ D12、PD3/ D11、PD2/ D10、PD1/D9、PD0/D8、 

動作モードと PDnDDRビットにより次のように切り替わります。 
動作モード モード 4～6 モード 7 

PDnDDR － 0 1 

端子機能 データ入出力端子 PDn入力端子 PDn出力端子 

【注】 n=7～0 
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10.9.6 ポート D入力プルアップ MOSの状態 

ポート Dは、プログラムで制御可能な入力プルアップ MOSを内蔵しています。入力プルアップ MOSは、モ

ード 7のときに使用でき、ビット単位でオン／オフを指定できます。入力プルアップ MOSの状態を表 10.5に

示します。 
 

表 10.5 ポート D入力プルアップ MOSの状態 

端子 パワーオン 

リセット 

ハードウェア 

スタンバイ 

モード 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

その他の 

動作時 

データ入出力（モード 4～6）、

ポート出力（モード 7） 

OFF  OFF  

ポート入力（モード 7）   ON/OFF  

【記号説明】 

OFF ：入力プルアップMOSは、常に OFF状態です。 

ON/OFF ：PDDDR=0かつ PDPCR=1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
 



10. I/Oポート 

Rev.6.00  2010.03.18  10-38 
RJJ09B0171-0600 

 

10.10 ポート E 
ポート Eは 8ビットの兼用入出力ポートです。ポート Eには以下のレジスタがあります。 

• ポートEデータディレクションレジスタ（PEDDR） 

• ポートEデータレジスタ（PEDR） 

• ポートEレジスタ（PORTE） 

• ポートEプルアップMOSコントロールレジスタ（PEPCR） 
 

10.10.1 ポート Eデータディレクションレジスタ（PEDDR） 

PEDDRは、ポート Eの入出力をビットごとに指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出

されます。本レジスタはライト専用レジスタのため、ビット操作命令でライトしないでください。詳細は「2.9.4 

ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PE7DDR 0 W 

6 PE6DDR 0 W 

5 PE5DDR 0 W 

4 PE4DDR 0 W 

3 PE3DDR 0 W 

2 PE2DDR 0 W 

1 PE1DDR 0 W 

0 PE0DDR 0 W 

汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、このビットを 1にセットす 

ると対応する端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートになり 

ます。 

 

10.10.2 ポート Eデータレジスタ（PEDR） 

PEDRは、ポート Eの出力データを格納します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PE7DR 0 R/W 汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

6 PE6DR 0 R/W  

5 PE5DR 0 R/W  

4 PE4DR 0 R/W  

3 PE3DR 0 R/W  

2 PE2DR 0 R/W  

1 PE1DR 0 R/W  

0 PE0DR 0 R/W  
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10.10.3 ポート Eレジスタ（PORTE） 

PORTEは、ポート Eの端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PE7 ―* R 

6 PE6 ―* R 

5 PE5 ―* R 

4 PE4 ―* R 

このレジスタをリードすると、PEDDRがセットされているビットは、PEDR 

の値がリードされます。PEDDRがクリアされているビットは端子の状態が 

リードされます。 

3 PE3 ―* R  

2 PE2 ―* R  

1 PE1 ―* R  

0 PE0 ―* R  

【注】 * PE7～PE0端子の状態により決定されます。 
 

10.10.4 ポート Eプルアップ MOSコントロールレジスタ（PEPCR） 

PEPCRは、ポート Eの入力プルアップ MOSのオン／オフを制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PE7PCR 0 R/W

6 PE6PCR 0 R/W

端子が入力状態のとき、このレジスタの 1にセットされたビットに対応す

る端子の入力プルアップMOSがオンします。 

5 PE5PCR 0 R/W  

4 PE4PCR 0 R/W  

3 PE3PCR 0 R/W  

2 PE2PCR 0 R/W  

1 PE1PCR 0 R/W  

0 PE0PCR 0 R/W  

10.10.5 端子機能 

ポート Eはデータ入出力端子と兼用になっています。レジスタの設定値と端子の関係は以下のとおりです。 
 

• PE7/D7、PE6/D6、PE5/D5、PE4/D4、PE3/D3、PE2/D2、PE1/D1、PE0/D0 

動作モードとバスモードと PEnDDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

バスモード 8ビットバスモード 16ビットバスモード － 

PEnDDR 0 1 － 0 1 

端子機能 PEn入力端子 PEn出力端子 データ入出力端子 PEn入力端子 PEn出力端子 

【注】 n=7～0 
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10.10.6 ポート E入力プルアップ MOSの状態 

ポート Eは、プログラムで制御可能な入力プルアップ MOSを内蔵しています。入力プルアップ MOSは、モ

ード 4～6で 8ビットバスモードのとき、またはモード 7のときに使用でき、ビット単位でオン／オフを指定で

きます。入力プルアップ MOSの状態を表 10.6に示します。 
 

表 10.6 ポート E入力プルアップ MOSの状態 

端子 パワーオン 

リセット 

ハードウェア 

スタンバイ 

モード 

マニュアル 

リセット 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード 

その他の 

動作時 

データ入出力（モード 4～6の 16ビッ

トバス）、 

ポート出力（モード 4～6の 8ビット

バス、モード 7） 

OFF  OFF  

ポート入力（モード 4～6の 8ビット

バス、モード 7） 

  ON/OFF  

【記号説明】 

OFF ：入力プルアップMOSは、常に OFF状態です。 

ON/OFF ：PEDDR=0かつ PEPCR=1のときオン状態、その他のときはオフ状態です。 
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10.11 ポートＦ 
ポート Fは 8ビットの兼用入出力ポートです。ポート Fには以下のレジスタがあります。 

• ポートFデータディレクションレジスタ（PFDDR） 

• ポートFデータレジスタ（PFDR） 

• ポートFレジスタ（PORTF） 
 

10.11.1 ポート Fデータディレクションレジスタ（PFDDR） 

PFDDRは、ポート Fの入出力をビットごとに指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出

されます。本レジスタはライト専用レジスタのため、ビット操作命令でライトしないでください。詳細は「2.9.4 

ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PF7DDR 0/1* W 

6 PF6DDR 0 W 

5 PF5DDR 0 W 

4 PF4DDR 0 W 

3 PF3DDR 0 W 

2 PF2DDR 0 W 

1 PF1DDR 0 W 

0 PF0DDR 0 W 

汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、このビットを 1にセットす 

ると対応する端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートになり 

ます。 

【注】 * モード 4～6のときは、1になります。モード 7のときは、0になります。 
 

10.11.2 ポート Fデータレジスタ（PFDR） 

PFDRは、ポート Fの出力データを格納します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PF7DR 0 R/W 汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

6 PF6DR 0 R/W  

5 PF5DR 0 R/W  

4 PF4DR 0 R/W  

3 PF3DR 0 R/W  

2 PF2DR 0 R/W  

1 PF1DR 0 R/W  

0 PF0DR 0 R/W  
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10.11.3 ポート Fレジスタ（PORTF） 

PORTFは、ポート Fの端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PF7 ―* R 

6 PF6 ―* R 

5 PF5 ―* R 

4 PF4 ―* R 

このレジスタをリードすると、PFDDRがセットされているビットは、PFDR 

の値がリードされます。PFDDRがクリアされているビットは端子の状態が 

リードされます。 

3 PF3 ―* R  

2 PF2 ―* R  

1 PF1 ―* R  

0 PF0 ―* R  

【注】 * PF7～PF0端子の状態により決定されます。 
 

10.11.4 端子機能 

ポート Fは、バス制御信号入出力端子、割り込み入力端子、システムクロック出力端子、A/Dトリガ入力端

子、BUZZ出力端子と兼用になっています。レジスタの設定値と端子の関係は以下のとおりです。 
 

• PF7/φ 

PF7DDRビットにより次のように切り替わります。 
PF7DDR 0 1 

端子機能 PF7入力端子 φ出力端子 

 
• PF6/AS 

動作モードと PF6DDRビットにより次のように切り替わります。 
動作モード モード 4～6 モード 7 

PF6DDR － 0 1 

端子機能 AS出力端子 PF6入力端子 PF6出力端子 

 
• PF5/RD 

動作モードと PF5DDRビットにより次のように切り替わります。 
動作モード モード 4～6 モード 7 

PF5DDR － 0 1 

端子機能 RD出力端子 PF5入力端子 PF5出力端子 
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• PF4/HWR 

動作モードと PF4DDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

PF4DDR － 0 1 

端子機能 HWR出力端子 PF4入力端子 PF4出力端子 

 
• PF3/LWR/ADTRG/IRQ3 

動作モード、バスモード、および PF3DDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

バスモード 16ビットバスモード 8ビットバスモード － 

PF3DDR － 0 1 0 1 

 LWR出力端子 PF3入力端子 PF3出力端子 PF3入力端子 PF3出力端子 

端子機能  ADTRG入力端子*1 

  IRQ3入力端子*2 

【注】 *1 TRGS0=TRGS1=1のとき ADTRG入力となります。 

 *2 外部割り込み端子として使用する場合は、他の機能として使用しないでください。 
 

• PF2/WAIT 

動作モード、WAITEビット、および PF2DDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

WAITE 0 1 － 

PF2DDR 0 1 － 0 1 

端子機能 PF2入力端子 PF2出力端子 WAIT入力端子 PF2入力端子 PF2出力端子 

 
• PF1/BACK/BUZZ 

動作モード、BRLEビット、PFCRの BUZZビット、および PF1DDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

BRLE 0 1 － 

BUZZE 0 1 － 0 1 

PF1DDR 0 1 － － 0 1 － 

端子機能 PF1 
入力端子 

PF1 
出力端子 

BUZZ 
出力端子 

BACK 
出力端子 

PF1 
入力端子 

PF1 
出力端子 

BUZZ 
出力端子 
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• PF0/BREQ/IRQ2 

動作モード、BRLEビット、および PF0DDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

BRLE 0 1 － 

PF0DDR 0 1 － 0 1 

端子機能 PF0入力端子 PF0出力端子 BREQ入力端子 PF0入力端子 PF0出力端子 

 IRQ2入力端子* 

【注】 * 外部割り込み端子として使用する場合は、他の機能として使用しないでください。 
 

10.12 ポート G 
ポート Gは 5ビットの兼用入出力ポートです。ポート Gには以下のレジスタがあります。 

• ポートGデータディレクションレジスタ（PGDDR） 

• ポートGデータレジスタ（PGDR） 

• ポートGレジスタ（PORTG） 
 

10.12.1 ポート Gデータディレクションレジスタ（PGDDR） 

PGDDRは、ポート Gの入出力をビットごとに指定します。リードは無効です。リードすると不定値が読み出

されます。本レジスタはライト専用レジスタのため、ビット操作命令でライトしないでください。詳細は「2.9.4 

ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

4 PG4DDR 0/1* W 

3 PG3DDR 0 W 

2 PG2DDR 0 W 

汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、このビットを 1にセット 

すると対応する端子は出力ポートとなり、0にクリアすると入力ポートに 

 なります。 

1 PG1DDR 0 W  

0 PG0DDR 0 W  

【注】 * モード 4、5のときは、1になります。モード 6、7のときは、0になります。 
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10.12.2 ポート Gデータレジスタ（PGDR） 

PGDRは、ポート Gの出力データを格納します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

4 PG4DR 0 R/W 汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

3 PG3DR 0 R/W  

2 PG2DR 0 R/W  

1 PG1DR 0 R/W  

0 PG0DR 0 R/W  

 

10.12.3 ポート Gレジスタ（PORTG） 

PORTGは、ポート Gの端子の状態を反映します。ライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 ― 不定 ― リザーブビット 

リードすると不定値が読み出されます。 

4 PG4 ―* R 

3 PG3 ―* R 

2 PG2 ―* R 

このレジスタをリードすると、PGDDRがセットされているビットは、
PGDRの値がリードされます。PGDDRがクリアされているビットは端子の
状態がリードされます。 

1 PG1 ―* R  

0 PG0 ―* R  

【注】 * PG4～PG0端子の状態により決定されます。 
 

10.12.4 端子機能 

ポート Gは、IEB*の入出力端子、バス制御信号入出力端子、割り込み入力端子と兼用になっています。レジ

スタの設定値と端子の関係は以下のとおりです。 

【注】 * H8S/2258グループのみサポートします。 
 

• PG4/CS0 

動作モードと PG4DDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

PG4DDR 0 1 0 1 

端子機能 PG4入力端子 CS0出力端子 PG4入力端子 PG4出力端子 
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• PG3/Rx/CS1 

IEB*の IECTRの IEEビット、動作モード、および PG3DDRビットにより次のように切り替わります。 
 

IEE* 0 1 

動作モード モード 4～6 モード 7 — 

PG3DDR 0 1 0 1 — 

端子機能 PG3入力端子 CS1出力端子 PG3入力端子 PG3出力端子 Rx入力端子* 

【注】 * H8S/2258グループのみサポートします。 
 

• PG2/Tx/CS2 

IEB*の IECTRの IEEビット、動作モード、および PG2DDRビットにより次のように切り替わります。 
 

IEE* 0 1 

動作モード モード 4～6 モード 7 — 

PG2DDR 0 1 0 1 — 

端子機能 PG2入力端子 CS2出力端子 PG2入力端子 PG2出力端子 Tx出力端子* 

【注】 * H8S/2258グループのみサポートします。 
 

• PG1/CS3/IRQ7 

動作モードと PG1DDRビットにより次のように切り替わります。 
 
動作モード モード 4～6 モード 7 

PG1DDR 0 1 0 1 

端子機能 PG1入力端子 CS3出力端子 PG1入力端子 PG1出力端子 

 IRQ7入力端子* 

【注】 * 外部割り込み端子として使用する場合は、他の機能として使用しないでください。 

 

• PG0/IRQ6 

PG0DDRビットにより次のように切り替わります。 
 

PG0DDR 0 1 

端子機能 PG0入力端子 PG0出力端子 

 IRQ6入力端子* 

【注】 * 外部割り込み端子として使用する場合は、他の機能として使用しないでください。 
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10.13 未使用端子の処理 
未使用の入力端子は Highまたは Lowレベルに固定してください。 

CMOS製品の入力端子は、一般にハイインピーダンス入力となっています。未使用端子を開放状態で動作さ

せると、周辺ノイズの誘導により中間レベルが発生し、内部で貫通電流が流れて誤動作を起こす恐れがありま

す。未使用の入力端子の処理例を表 10.7に示します。 

NC端子は開放としてください。 
 

表 10.7 未使用の入力端子の処理例 

端子名 端子処理例 

ポート 1 端子ごとに抵抗を介して VCCに接続（プルアップ）または抵抗を介して VSSに接続（プルダウン） 

ポート 3  

ポート 4 端子ごとに抵抗を介して AVCCに接続（プルアップ）または抵抗を介して AVSSに接続（プルダウン） 

ポート 7 端子ごとに抵抗を介して VCCに接続（プルアップ）または抵抗を介して VSSに接続（プルダウン） 

ポート 9 端子ごとに抵抗を介して AVCCに接続（プルアップ）または抵抗を介して AVSSに接続（プルダウン） 

ポート A 端子ごとに抵抗を介して VCCに接続（プルアップ）または抵抗を介して VSSに接続（プルダウン） 

ポート B  

ポート C  

ポート D  

ポート E  

ポート F  

ポート G  
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11. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

本 LSIは、3チャネルまたは 6チャネルの 16ビットタイマにより構成される 16ビットタイマパルスユニット

（TPU）を内蔵しています。16ビットタイマパルスユニットの機能一覧を表 11.1に、ブロック図を図 11.1に示

します。 

11.1 特長 
• チャネル数 

H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ：6チャネル（チャネル0、1、

2、3、4、5） 

H8S/2227グループ：3チャネル（チャネル0、1、2） 

• パルス入出力が可能 

H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ：最大16本 

H8S/2227グループ：最大8本 

• 各チャネルごとに8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• 各チャネルとも次の動作を設定可能：コンペアマッチによる波形出力、インプットキャプチャ機能、カウン

タクリア動作、複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み、コンペアマッチ／インプットキャプチ

ャによる同時クリア、カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力、同期動作と組み合わせることに

よる最大15相のPWM出力 

• チャネル0、3*はバッファ動作を設定可能 

• チャネル1、2、4*、5*は各々独立に位相計数モードを設定可能 

• カスケード接続動作* 

• 内部16ビットバスによる高速アクセス 

• 26種類の割り込み要因 

• レジスタデータの自動転送が可能 

• A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 

• モジュールストップモードの設定可能 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.1 TPUの機能一覧 

項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3*1
チャネル 4*1 チャネル 5*1 

カウントクロック φ/1 

φ/4 

φ/16 

φ/64 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

TCLKD 

φ/1 

φ/4 

φ/16 

φ/64 

φ/256 

TCLKA 

TCLKB 

φ/1 

φ/4 

φ/16 

φ/64 

φ/1024 

TCLKA 

TCLKB 

TCLKC 

φ/1 

φ/4 

φ/16 

φ/64 

φ/256 

φ/1024 

φ/4096 

TCLKA 

φ/1 

φ/4 

φ/16 

φ/64 

φ/1024 

TCLKA 

TCLKC 

φ/1 

φ/4 

φ/16 

φ/64 

φ/256 

TCLKA 

TCLKC 

TCLKD 

ジェネラルレジスタ

（TGR） 

TGRA_0 

TGRB_0 

TGRA_1 

TGRB_1 

TGRA_2 

TGRB_2 

TGRA_3 

TGRB_3 

TGRA_4 

TGRB_4 

TGRA_5 

TGRB_5 

ジェネラルレジスタ／ 

バッファレジスタ 

TGRC_0 

TGRD_0 

－ － TGRC_3 

TGRD_3 

－ － 

入出力端子 TIOCA0 

TIOCB0 

TIOCC0 

TIOCD0 

TIOCA1 

TIOCB1 

TIOCA2 

TIOCB2 

TIOCA3 

TIOCB3 

TIOCC3 

TIOCD3 

TIOCA4 

TIOCB4 

TIOCA5 

TIOCB5 

カウンタクリア 

機能 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

コンペア 0出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

マッチ 1出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

出力 トグル 

出力 

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

インプットキャプチャ 

機能 

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

同期動作 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

PWMモード ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 

位相計数モード － ◯ ◯ － ◯ ◯ 

バッファ動作 ◯ － － ◯ － － 

DTCの起動 TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRの 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 
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項   目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3*1
チャネル 4*1 チャネル 5*1 

DMACの起動*2 TGRA_0の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_1の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_2の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_3の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_4の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_5の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

A/D変換開始トリガ TGRA_0の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_1の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_2の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_3の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_4の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

TGRA_5の 

コンペアマッチ 

または 

インプット 

キャプチャ 

割り込み要因 5要因 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ0A 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ0B 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ0C 

・コンペアマッチ 

／インプット 

 キャプチャ0D 

・オーバフロー 

 

4要因 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ1A 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ1B 

 

 

 

 

 

 

・オーバフロー 

・アンダフロー 

4要因 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ2A 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ2B 

 

 

 

 

 

 

・オーバフロー 

・アンダフロー 

5要因  

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ3A 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ3B 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ3C 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ3D 

・オーバフロー 

 

4要因 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ4A 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ4B 

 

 

 

 

 

 

・オーバフロー 

・アンダフロー 

4要因 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ5A 

・コンペアマッチ 

 ／インプット 

 キャプチャ5B 

 

 

 

 

 

 

・オーバフロー 

・アンダフロー 

【記号説明】 

◯：可能 

－：不可 

【注】 *1 H8S/2227グループにはありません。 

 *2 H8S/2239グループにのみサポートします。 
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図 11.1 TPUのブロック図 
（H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ） 
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図 11.2 TPUのブロック図（H8S/2227グループ） 
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11.2 入出力端子 
表 11.2 端子構成 

チャネル 名称 入出力 機  能 

TCLKA 入力 外部クロック A入力端子（チャネル 1、5*の位相計数モード A相入力） 

TCLKB 入力 外部クロック B入力端子（チャネル 1、5*の位相計数モード B相入力） 

TCLKC 入力 外部クロック C入力端子（チャネル 2、4*の位相計数モード A相入力） 

共通 

TCLKD 入力 外部クロック D入力端子（チャネル 2、4*の位相計数モード B相入力） 

TIOCA0 入出力 TGRA_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOCB0 入出力 TGRB_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOCC0 入出力 TGRC_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

0 

TIOCD0 入出力 TGRD_0のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOCA1 入出力 TGRA_1のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

1 

TIOCB1 入出力 TGRB_1のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOCA2 入出力 TGRA_2のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

2 

TIOCB2 入出力 TGRB_2のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOCA3 入出力 TGRA_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOCB3 入出力 TGRB_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOCC3 入出力 TGRC_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

3* 

TIOCD3 入出力 TGRD_3のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOCA4 入出力 TGRA_4のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

4* 

TIOCB4 入出力 TGRB_4のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

TIOCA5 入出力 TGRA_5のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 

5* 

TIOCB5 入出力 TGRB_5のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ 

PWM出力端子 
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【注】 * H8S/2227グループにはありません。 

11.3 レジスタの説明 
TPUには各チャネルに以下のレジスタがあります。 

• タイマコントロールレジスタ_0（TCR_0） 

• タイマモードレジスタ_0（TMDR_0） 

• タイマI/OコントロールレジスタH_0（TIORH_0） 

• タイマI/OコントロールレジスタL_0（TIORL_0） 

• タイマインタラプトイネーブルレジスタ_0（TIER_0） 

• タイマステータスレジスタ_0（TSR_0） 

• タイマカウンタ_0（TCNT_0） 

• タイマジェネラルレジスタA_0（TGRA_0） 

• タイマジェネラルレジスタB_0（TGRB_0） 

• タイマジェネラルレジスタC_0（TGRC_0） 

• タイマジェネラルレジスタD_0（TGRD_0） 

• タイマコントロールレジスタ_1（TCR_1） 

• タイマモードレジスタ_1（TMDR_1） 

• タイマI/Oコントロールレジスタ_1（TIOR_1） 

• タイマインタラプトイネーブルレジスタ_1（TIER_1） 

• タイマステータスレジスタ_1（TSR_1）  

• タイマカウンタ_1（TCNT_1）  

• タイマジェネラルレジスタA_1（TGRA _1）  

• タイマジェネラルレジスタB_1（TGRB _1） 

• タイマコントロールレジスタ_2（TCR_2）  

• タイマモードレジスタ_2（TMDR_2） 

• タイマI/Oコントロールレジスタ_2（TIOR_2） 

• タイマインタラプトイネーブルレジスタ_2（TIER_2） 

• タイマステータスレジスタ_2（TSR_2） 

• タイマカウンタ_2（TCNT_2） 

• タイマジェネラルレジスタA_2（TGRA_2） 

• タイマジェネラルレジスタB_2（TGRB_2）  

• タイマコントロールレジスタ_3（TCR_3）* 

• タイマモードレジスタ_3（TMDR_3）* 
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• タイマI/OコントロールレジスタH_3（TIORH_3）* 

• タイマI/OコントロールレジスタL_3（TIORL_3）* 

• タイマインタラプトイネーブルレジスタ_3（TIER_3）* 

• タイマステータスレジスタ_3（TSR_3）* 

• タイマカウンタ_3（TCNT_3）* 

• タイマジェネラルレジスタA_3（TGRA_3）* 

• タイマジェネラルレジスタB_3（TGRB_3）* 

• タイマジェネラルレジスタC_3（TGRC_3）* 

• タイマジェネラルレジスタD_3（TGRD_3）* 

• タイマコントロールレジスタ_4（TCR_4）* 

• タイマモードレジスタ_4（TMDR_4）* 

• タイマI/Oコントロールレジスタ_4（TIOR_4）* 

• タイマインタラプトイネーブルレジスタ_4（TIER_4）* 

• タイマステータスレジスタ_4（TSR_4）* 

• タイマカウンタ_4（TCNT_4）* 

• タイマジェネラルレジスタA_4（TGRA_4）* 

• タイマジェネラルレジスタB_4（TGRB_4）* 

• タイマコントロールレジスタ_5（TCR_5）* 

• タイマモードレジスタ_5（TMDR_5）* 

• タイマI/Oコントロールレジスタ_5（TIOR_5）* 

• タイマインタラプトイネーブルレジスタ_5（TIER_5）* 

• タイマステータスレジスタ_5（TSR_5）* 

• タイマカウンタ_5（TCNT_5）* 

• タイマジェネラルレジスタA_5（TGRA_5）* 

• タイマジェネラルレジスタB_5（TGRB_5）* 
 
共通レジスタ 

• タイマスタートレジスタ（TSTR） 

• タイマシンクロレジスタ（TSYR） 
 
【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
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11.3.1 タイマコントロールレジスタ（TCR） 

TCRは各チャネルの TCNTを制御します。H8S/2227グループの TPUには、チャネル 0～2に各 1本、計 3本、

それ以外のグループの TPUには、チャネル 0～5に各 1本、計 6本の TCRがあります。TCRの設定は、TCNTの

動作が停止した状態で行ってください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

７ 

6 

５ 

CCLR2 

CCLR1 

CCLR0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

カウンタクリア 2～0 

TCNTのカウンタクリア要因を選択します。詳細は表 11.3、表 11.4  

を参照してください。 

4 

3 

CKEG1 

CKEG0 

０ 

0 

R/W 

R/W 

クロックエッジ 1、0 

入力クロックのエッジを選択します。内部クロックを両エッジでカウ

ントすると、入力クロックの周期が 1/2になります（例：φ/4の両エ
ッジ＝φ/2の立ち上がりエッジ）。チャネル 1、2、4*、5*で位相計数
モードを使用する場合は、本設定は無視され、位相計数モードの設定

が優先されます。内部クロックのエッジ選択は、入力クロックがφ/4
もしくはそれより遅い場合に有効です。入力クロックにφ/1、あるい
は他のチャネルのオーバフロー／アンダフローを選択した場合は本

設定は無視され、φの立ち下がりエッジでカウントされます。 

00：立ち上がりエッジでカウント 

01：立ち下がりエッジでカウント 

1X：両エッジでカウント 

【記号説明】X：Don’t care 

2 

1 

0 

TPSC2 

TPSC1 

TPSC0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

タイマプリスケーラ 2～0 

TCNTのカウンタクロックを選択します。各チャネル独立にクロック
ソースを選択することができます。詳細は表 11.5～表 11.10を参照し
てください。 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.3 CCLR2～CCLR0（チャネル 0、3） 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 チャネ

ル CCLR2 CCLR1 CCLR0 

説   明 

0 0 0 TCNTのクリア禁止 

0 0 1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア 

0 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア 

0 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリ

アで TCNTをクリア*1 

1 0 0 TCNTのクリア禁止 

1 0 1 TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2 

1 1 0 TGRDのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア*2 

0、3*3 

1 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリ

アで TCNTをクリア*1 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 TGRCまたは TGRDをバッファレジスタとして使用している場合は、バッファレジスタの設定が優先され、コン

ペアマッチ／インプットキャプチャが発生しないため、TCNTはクリアされません。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 

表 11.4 CCLR2～CCLR0（チャネル 1、2、4、5）  

ビット 7 ビット 6 ビット 5 チャネル 

 リザーブ*2 CCLR1 CCLR0 

説   明 

0 0 0 TCNTのクリア禁止 

0 0 1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

0 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャで TCNTクリア 

1、2、 

4*3
、5*3 

0 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタ

クリアで TCNTをクリア*1 

【注】 *1 同期動作の設定は、TSYRの SYNCビットを 1にセットすることにより行います。 

 *2 チャネル 1、2、4、5ではビット 7はリザーブです。リードすると常に 0がリードされます。ライトは無効です。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.5 TPSC2～TPSC0（チャネル 0） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：φ/1でカウント 

0 0 1 内部クロック：φ/4でカウント 

0 1 0 内部クロック：φ/16でカウント 

0 1 1 内部クロック：φ/64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

0 

1 1 1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント 

 
表 11.6 TPSC2～TPSC0（チャネル 1） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説   明 

0 0 0 内部クロック：φ/1でカウント 

0 0 1 内部クロック：φ/4でカウント 

0 1 0 内部クロック：φ/16でカウント 

0 1 1 内部クロック：φ/64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 内部クロック：φ/256でカウント 

1 

1 1 1 TCNT2のオーバフロー／アンダフローでカウント 

（H8S/2227グループでは設定禁止） 

【注】 チャネル 1が位相計数モード時、この設定は無効になります。 
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表 11.7 TPSC2～TPSC0（チャネル 2） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説明 

0 0 0 内部クロック：φ/1でカウント 

0 0 1 内部クロック：φ/4でカウント 

0 1 0 内部クロック：φ/16でカウント 

0 1 1 内部クロック：φ/64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 1 0 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

2 

1 1 1 内部クロック：φ/1024でカウント 

【注】 チャネル 2が位相計数モード時、この設定は無効になります。 
 

表 11.8 TPSC2～TPSC0（チャネル 3） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説明 

0 0 0 内部クロック：φ/1でカウント 

0 0 1 内部クロック：φ/4でカウント 

0 1 0 内部クロック：φ/16でカウント 

0 1 1 内部クロック：φ/64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 内部クロック：φ/1024でカウント 

1 1 0 内部クロック：φ/256でカウント 

3* 

1 1 1 内部クロック：φ/4096でカウント 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.9 TPSC2～TPSC0（チャネル 4） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説明 

0 0 0 内部クロック：φ/1でカウント 

0 0 1 内部クロック：φ/4でカウント 

0 1 0 内部クロック：φ/16でカウント 

0 1 1 内部クロック：φ/64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

1 1 0 内部クロック：φ/1024でカウント 

4* 

1 1 1 TCNT5のオーバフロー／アンダフローでカウント 

【注】 チャネル 4が位相計数モード時、この設定は無効になります。 

 * H8S/2227グループにはありません。 

表 11.10 TPSC2～TPSC0（チャネル 5） 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 チャネル 

TPSC2 TPSC1 TPSC0 

説明 

0 0 0 内部クロック：φ/1でカウント 

0 0 1 内部クロック：φ/4でカウント 

0 1 0 内部クロック：φ/16でカウント 

0 1 1 内部クロック：φ/64でカウント 

1 0 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

1 0 1 外部クロック：TCLKC端子入力でカウント 

1 1 0 内部クロック：φ/256でカウント 

5* 

1 1 1 外部クロック：TCLKD端子入力でカウント 

【注】 チャネル 5が位相計数モード時、この設定は無効になります。 

 * H8S/2227グループにはありません。 
 



11. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

Rev.6.00  2010.03.18  11-14 
RJJ09B0171-0600 

 

11.3.2 タイマモードレジスタ（TMDR） 

TMDRは、各チャネルの動作モードの設定を行います。H8S/2227グループの TPUには、チャネル 0～2に各 1

本、計 3本、それ以外のグループの TPUには、チャネル 0～5に各 1本、計 6本の TMDRがあります。TMDRの

設定は、TCNTの動作が停止した状態で行ってください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 ― すべて 1 ― リザーブ 

リードすると常に１が読み出されます。ライトは無効です。 

5 BFB 0 R/W バッファ動作 B 

TGRBを通常動作させるか、TGRBと TGRDを組み合わせてバッファ動作さ
せるかを設定します。TGRDをバッファレジスタとして使用した場合は、
TGRDのインプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

TGRDを持たないチャネル 1、2、4*、5*ではこのビットはリザーブビットに
なります。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

0：TGRBは通常動作 

1：TGRBと TGRDはバッファ動作 

4 BFA 0 R/W バッファ動作 A 

TGRAを通常動作させるか、TGRAと TGRCを組み合わせてバッファ動作さ
せるかを設定します。TGRCをバッファレジスタとして使用した場合は、
TGRCのインプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

TGRCを持たないチャネル 1、2、4*、5*ではこのビットはリザーブビットに
なります。リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

0：TGRAは通常動作 

1：TGRAと TGRCはバッファ動作 

3 

2 

1 

0 

MD3 

MD2 

MD1 

MD0 

0 

0 

0 

0 

R/W モード 3～0  

MD3～MD0はタイマの動作モードを設定します。 

MD3はリザーブビットです。 ライト時には常に 0としてください。 

詳細は表 11.11を参照してください。 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.11 MD3～MD0 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

MD3*1 MD2*2 MD1 MD0 

説   明 

0 0 0 0 通常動作 

0 0 0 1 リザーブ 

0 0 1 0 PWMモード 1 

0 0 1 1 PWMモード 2 

0 1 0 0 位相計数モード 1 

0 1 0 1 位相計数モード 2 

0 1 1 0 位相計数モード 3 

0 1 1 1 位相計数モード 4 

1 * * * ― 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 MD3はリザーブビットです。ライト時には常に 0としてください。 

 *2 チャネル 0、3では、位相計数モードの設定はできません。MD2には常に 0をライトしてください。 
 

11.3.3 タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR） 

TIORは TGRを制御します。H8S/2227グループの TPUには、チャネル 0に 2本、チャネル 1、2に各 1本、計

4本、それ以外のグループの TPUには、チャネル 0、3に各 2本、チャネル 1、2、4、5に各 1本、計 8本の TIOR

があります。TIORは TMDRの設定により影響を受けますので注意してください。 

TIORで指定した初期出力はカウンタが停止した状態（TSTRの CSTビットを 0にクリアした）で有効になりま

す。また、PWMモード 2の場合にはカウンタが 0にクリアされた時点での出力を指定します。 

TGRC、あるいは TGRDをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、バッファレジスタとして動

作します。 
 

• TIORH_0、TIOR_1、TIOR_2、TIORH_3*、TIOR_4*、TIOR_5* 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

IOB3 

IOB2 

IOB1 

IOB0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

I/Oコントロール B3～B0 

TGRBの機能を設定します。詳細は表 11.12、表 11.14、表 11.15、表 11.16、

表 11.18、表 11.19を参照してください。 

3 

2 

1 

0 

IOA3 

IOA2 

IOA1 

IOA0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

I/Oコントロール A3～A0 

TGRAの機能を設定します。詳細は表 11.20、表 11.22、表 11.23、表 11.24、

表 11.26、表 11.27を参照してください。 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
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• TIORL_0、TIORL_3* 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

IOD3 

IOD2 

IOD1 

IOD0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

I/Oコントロール D3～D0 

TGRDの機能を設定します。詳細は表 11.13、表 11.17を参照してください。 

3 

2 

1 

0 

IOC3 

IOC2 

IOC1 

IOC0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

I/Oコントロール C3～C0 

TGRCの機能を設定します。詳細は表 11.21、表 11.25を参照してください。 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
 

表 11.12 TIORH_0 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_0の機能 TIOCB0端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は０出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCB0端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCB0端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCB0端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン
プットキャプチャ*1*2 

【記号説明】*：Don’t care 
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【注】 *1 TCR_1の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT_1のカウントクロックにφ/1を使用した場合は、本設定は

無効となり、インプットキャプチャは発生しません。 

 *2 H8S/2227グループはできません。 

表 11.13 TIORL_0 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説明 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 TGRD_0の機能 TIOCD0端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2  

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCD0端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCD0端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCD0端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ*2  

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ*1*3 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 TCR_1の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT_1のカウントクロックにφ/1を使用した場合は、本設定は

無効となり、インプットキャプチャは発生しません。 

 *2 TMDR_0の BFBビットを 1にセットして TGRD_0をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

 *3 H8S/2227グループはできません。 
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表 11.14 TIOR_1 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_1の機能 TIOCB1端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 １ 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCB1端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCB1端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCB1端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

TGRC_0コンペアマッチ／インプットキャプチャ 

TGRC_0のコンペアマッチ／インプットキャプチャ

の発生でインプットキャプチャ*1 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 H8S/2227グループはできません。 
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表 11.15 TIOR_2 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_2の機能 TIOCB2端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力  

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 * 0 0 キャプチャ入力元は TIOCB2端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 * 0 1 キャプチャ入力元は TIOCB2端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 * 1 * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元は TIOCB2端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】*：Don’t care 
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表 11.16 TIORH_3 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_3*2
の機能 TIOCB3*2

端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCB3端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCB3端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCB3端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元はチャネル 4／カウントクロック 

TCNT_4のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ*1 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 TCR_4の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT_4のカウントクロックにφ/1を使用した場合は、本設定は

無効となり、インプットキャプチャは発生しません。 

 *2 H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.17 TIORL_3 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説明 

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 TGRD_3*3
の機能 TIOCD3*3

端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*2 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCD3端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCD3端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCD3端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ*2 

キャプチャ入力元はチャネル 4／カウントクロック 

TCNT_4のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ*1 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 TCR_4の TPSC2～TPSC0ビットを B'000とし、TCNT_4のカウントクロックにφ/1を使用した場合は、本設定は

無効となり、インプットキャプチャは発生しません。 

 *2 TMDR_3の BFBビットを 1にセットして TGRD_3をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.18 TIOR_4 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_4*1
の機能 TIOCB4*1

端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCB4端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCB4端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCB4端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元は TGRC_3コンペアマッチ／イ

ンプットキャプチャ 

TGRC_3のコンペアマッチ／インプットキャプチャ

の発生でインプットキャプチャ 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.19 TIOR_5 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 説明 

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 TGRB_5*1
の機能 TIOCB5*1

端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 * 0 0 キャプチャ入力元は TIOCB5端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 * 0 1 キャプチャ入力元は TIOCB5端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 * 1 * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元は TIOCB5端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.20 TIORH_0 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_0の機能 TIOCA0端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCA0端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCA0端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCA0端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ*1 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 H8S/2227グループはできません。 
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表 11.21 TIORL_0 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説明 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 TGRC_0の機能 TIOCC0の端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*1 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCC0端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCC0端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCC0端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ*1 

キャプチャ入力元はチャネル 1／カウントクロック 

TCNT_1のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ*2 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 TMDR_0の BFAビットを 1にセットして TGRC_0をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

 *2 H8S/2227グループはできません。 
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表 11.22 TIOR_1 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_1の機能 TIOCA1端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCA1端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCA1端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCA1端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元は TGRA_0コンペアマッチ／イ

ンプットキャプチャ 

チャネル 0／TGRA_0のコンペアマッチ／インプッ

トキャプチャの発生でインプットキャプチャ*1 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 H8S/2227グループはできません。 
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表 11.23 TIOR_2 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_2の機能 TIOCA2端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 * 0 0 キャプチャ入力元は TIOCA2端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 * 0 1 キャプチャ入力元は TIOCA2端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 * 1 * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元は TIOCA2端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】*：Don’t care 
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表 11.24  TIORH_3 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_3*1
の機能 TIOCA3*1

端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCA3端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCA3端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCA3端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元はチャネル 4／カウントクロック 

TCNT_4のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.25 TIORL_3 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説明 

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 TGRC_3*2
の端子 TIOCC3*2

端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで１出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ*1 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCC3端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCC3端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCC3端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ*1 

キャプチャ入力元はチャネル 4／カウントクロック 

TCNT_4のカウントアップ／カウントダウンでイン

プットキャプチャ 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 TMDR_3の BFAビットを 1にセットして TGRC_3をバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に

なり、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。 

 *2 H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.26 TIOR_4 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_4*1
の機能 TIOCA4*1

端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1  初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 0 キャプチャ入力元は TIOCA4端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 0 1 キャプチャ入力元は TIOCA4端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 0 1 * キャプチャ入力元は TIOCA4端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

1 1 * * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元は TGRA_3コンペアマッチ／イ

ンプットキャプチャ 

TGRA_3のコンペアマッチ／インプットキャプチャ

の発生でインプットキャプチャ 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 H8S/2227グループにはありません。 
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表 11.27 TIOR_5 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説明 

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 TGRA_5*1
の機能 TIOCA5*1

端子の機能 

0 0 0 0 出力禁止 

0 0 0 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 0 1 0 初期出力は 0出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 0 1 1 初期出力は 0出力 

コンペアマッチでトグル出力 

0 1 0 0 出力禁止 

0 1 0 1 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 0出力 

0 1 1 0 初期出力は 1出力 

コンペアマッチで 1出力 

0 1 1 1 

アウトプットコンペア

レジスタ 

初期出力は 1出力 

コンペアマッチでトグル出力 

1 * 0 0 キャプチャ入力元は TIOCA5端子 

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ 

1 * 0 1 キャプチャ入力元は TIOCA5端子 

立ち下がりエッジでインプットキャプチャ 

1 * 1 * 

インプットキャプチャ

レジスタ 

キャプチャ入力元は TIOCA5端子 

両エッジでインプットキャプチャ 

【記号説明】*：Don’t care 

【注】 *1 H8S/2227グループにはありません。 
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11.3.4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER） 

TIERは、各チャネルの割り込み要求の許可、禁止を制御します。H8S/2227グループの TPUには、チャネル 0

～2に各 1本、計 3本、それ以外のグループの TPUには、チャネル 0～5に各 1本、計 6本の TIERがあります。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TTGE 0 R/W A/D変換開始要求イネーブル 

TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによる A/D変換器開始要求

の発生を許可または禁止します。 

0：A/D変換開始要求の発生を禁止 

1：A/D変換開始要求の発生を許可 

6 ― 1 ― リザーブビット 

リードすると 1がリードされます。ライトは無効です。 

5 TCIEU 0 R/W アンダフローインタラプトイネーブル 

チャネル 1、2、4*、5*で TSRの TCFUフラグが 1にセットされたとき、TCFU

フラグによる割り込み要求（TCIU）を許可または禁止します。 

チャネル 0、3*ではリザーブビットです。 

リードすると常に 0がリードされます。ライトは無効です。 

0：TCFUによる割り込み要求（TCIU）を禁止 

1：TCFUによる割り込み要求（TCIU）を許可 

4 TCIEV 0 R/W オーバフローインタラプトイネーブル 

TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき、TCFVフラグによる割り込み

要求（TCIV）を許可または禁止します。 

0：TCFVによる割り込み要求（TCIV）を禁止 

1：TCFVによる割り込み要求（TCIV）を許可 

3 TGIED 0 R/W TGRインタラプトイネーブル D 

チャネル 0、3*で TSRの TGFDビットが 1にセットされたとき、TGFDビッ

トによる割り込み要求（TGID）を許可または禁止します。チャネル 1、2、4*、

5*ではリザーブビットです。リードすると常に 0がリードされます。ライトは

無効です。 

0：TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を禁止 

1：TGFDビットによる割り込み要求（TGID）を許可 

2 TGIEC 0 R/W TGRインタラプトイネーブル C 

チャネル 0、3*で TSRの TGFCビットが 1にセットされたとき、TGFCビッ

トによる割り込み要求（TGIC）を許可または禁止します。 

チャネル 1、2、4*、5*ではリザーブビットです。リードすると常に 0がリー

ドされます。ライトは無効です。 

0：TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を禁止 

1：TGFCビットによる割り込み要求（TGIC）を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TGIEB ０ R/W TGRインタラプトイネーブル B 

TSRの TGFBビットが 1にセットされたとき、TGFBビットによる割り込み

要求（TGIB）を許可または禁止します。 

0：TGFBビットによる割り込み要求(TGIB)を禁止 

1：TGFBビットによる割り込み要求(TGIB)を許可 

0 TGIEA 0 R/W TGRインタラプトイネーブル A 

TSRの TGFAビットが 1にセットされたとき、TGFAビットによる割り込み

要求（TGIA）を許可または禁止します。 

0：TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を禁止 

1：TGFAビットによる割り込み要求（TGIA）を許可 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
 

11.3.5 タイマステータスレジスタ（TSR） 

TSRは、各チャネルのステータスの表示を行います。H8S/2227グループの TPUには、チャネル 0～2に各 1本、

計 3本、それ以外のグループの TPUには、チャネル 0～5に各 1本、計 6本の TSRがあります。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TCFD 1 R カウント方向フラグ 

チャネル 1、2、4*3
、5*3

の TCNTのカウント方向を示すステータスフラグで

す。 

チャネル 0、3*3
ではリザーブビットです。リードすると常に 1がリードされ

ます。ライトは無効です。 

0：TCNTはダウンカウント 

1：TCNTはアップカウント 

6 ― 1 ― リザーブビット 

リードすると常に 1がリードされます。ライトは無効です 

5 TCFU 0 R/(W)*1
アンダフローフラグ 

チャネル 1、2、4*3
、5*3

が位相計数モードのとき、TCNTのアンダフローの

発生を示すステータスフラグです。 

チャネル 0、3*3
ではリザーブビットです。リードすると常に 0がリードされ

ます。ライトは無効です。 

［セット条件］ 

• TCNTの値がアンダフロー（H'0000→H'FFFF）したとき 

［クリア条件］ 

• TCFU＝1の状態で TCFUをリード後、TCFUに 0をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 TCFV 0 R/(W)*1 オーバフローフラグ（TCFV） 

TCNTのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 

［セット条件］ 

• TCNTの値がオーバフローしたとき（H'FFFF→ H'0000） 

［クリア条件］ 

• TCFV＝1の状態で TCFVをリード後、TCFVに 0をライトしたとき 

3 TGFD 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ D 

チャネル 0、3*3
の TGRDのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生

を示すステータスフラグです。 

チャネル 1、2、4*3
、5*3

ではリザーブビットです。リードすると常に 0がリード

されます。ライトは無効です。 

［セット条件］ 

• TGRDがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRDになったとき 

• TGRDがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチ

ャ信号により TCNTの値が TGRDに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGID割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0で、

かつ転送カウンタが 0でないとき 

• TGFD＝1の状態で TGFDをリード後、TGFDに 0をライトしたとき 

2 TGFC 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ C 

チャネル 0、3*3
の TGRCのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生

を示すステータスフラグです。 

チャネル 1、2、4*3
、5*3

ではリザーブビットです。リードすると常に 0がリード

されます。ライトは無効です。 

［セット条件］ 

• TGRCがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRCになったとき 

• TGRCがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチ

ャ信号により TCNTの値が TGRCに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGIC割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0で、

かつ転送カウンタが 0でないとき 

• TGFC＝1の状態で TGFCをリード後、TGFCに 0をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TGFB 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ B 

TGRBのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフ

ラグです。 

［セット条件］ 

• TGRBがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRBになったとき 

• TGRBがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプ 

チャ信号により TCNTの値が TGRBに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGIB割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0で、

かつ転送カウンタが 0でないとき 

• TGFB＝1の状態で TGFBをリード後、TGFBに 0をライトしたとき 

0 TGFA 0 R/(W)*1 インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ A 

TGRAのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフ

ラグです。 

［セット条件］ 

• TGRAがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝

TGRAになったとき 

• TGRAがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチ

ャ信号により TCNTの値が TGRAに転送されたとき 

［クリア条件］ 

• TGIA割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0で、

かつ転送カウンタが 0でないとき 

• TGIA割り込みにより DMACが起動され、DMACの DMABCRの DTEビットが

1のとき*2 

• TGFA＝1の状態で TGFAをリード後、TGFAに 0をライトしたとき 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 H8S/2239グループのみです。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
 

11.3.6 タイマカウンタ（TCNT） 

TCNTは 16ビットのリード／ライト可能なカウンタです。H8S/2227グループの TPUには、チャネル 0～2に各

1本、計 3本、それ以外のグループの TPUには、チャネル 0～5に各 1本、計 6本の TCNTがあります。 

TCNTは、リセットまたはハードウェアスタンバイモード時に H'0000に初期化されます。 

TCNTの 8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16ビット単位でアクセスしてください。 
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11.3.7 タイマジェネラルレジスタ（TGR） 

TGRは 16ビットのリード／ライト可能なアウトプットコンペア／インプットキャプチャ兼用のレジスタです。

H8S/2227グループの TPUには、チャネル 0に 2本、チャネル 1、2に各 1本、計 4本、それ以外のグループの TPU

には、チャネル 0、3に各 2本、チャネル 1、2、4、5に各 1本、計 8本の TGRがあります。チャネル 0、3の TGRC

と TGRDは、バッファレジスタとして動作設定することができます。TGRの 8ビット単位でのアクセスは禁止で

す。常に 16ビット単位でアクセスしてください。TGRとバッファレジスタの組み合わせは、TGRA－TGRC、TGRB

－TGRDになります。 
 

11.3.8 タイマスタートレジスタ（TSTR） 

TSTRは、H8S/2227グループではチャネル 0～2、それ以外のグループではチャネル 0～5の TCNTの動作／停

止を選択します。TMDRへ動作モードを設定する場合や TCRへ TCNTのカウントクロックを設定する場合は、

TCNTのカウンタ動作を停止してから行ってください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 ― すべて 0 ― リザーブビット 

ライト時は必ず 0としてください。 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

 

CST5* 

CST4* 

CST3* 

CST2 

CST1 

CST0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

カウンタスタート 5～0 

TCNTの動作または停止を選択します。 

TIOC端子を出力状態で動作中に、CSTビットに 0をライトするとカウンタは

停止しますが、TIOC端子のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。

CSTビットが 0の状態で TIORへのライトを行うと、設定した初期出力値に端

子の出力レベルが更新されます。 

0：TCNT_5～TCNT_0のカウント動作は停止 

1：TCNT_5～TCNT_0はカウント動作 

【注】 * H8S/2227グループではリザーブビットです。ライト時は必ず 0としてください。 
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11.3.9 タイマシンクロレジスタ（TSYR） 

TSYRは、H8S/2227グループではチャネル 0～2、それ以外のグループではチャネル 0～5の TCNTの独立動作

または同期動作を選択します。対応するビットを 1にセットしたチャネルが同期動作を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 ― すべて 0 R/W リザーブビット 

ライト時は必ず 0としてください。 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

SYNC5* 

SYNC4* 

SYNC3* 

SYNC2 

SYNC1 

SYNC0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

タイマ同期 5～0 

他のチャネルとの独立動作または同期動作を選択します。 

同期動作を選択すると、複数の TCNTの同期プリセットや、他チャネルのカウ

ンタクリアによる同期クリアが可能となります。 

同期動作の設定には、最低 2チャネルの SYNCビットを 1にセットする必要

があります。同期クリアの設定には、SYNCビットのほかに TCRの CCLR2

～CCLR0ビットで、TCNTのクリア要因を設定する必要があります。 

0：TCNT_5～TCNT_0は独立動作（TCNTのプリセット／クリアは他チャ

ネルと無関係） 

1：TCNT_5～TCNT_0は同期動作（TCNTの同期プリセット／同期クリア

が可能） 

【注】 * H8S/2227グループではリザーブビットです。ライト時は必ず 0としてください。 
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11.4 動作説明 

11.4.1 基本動作 

各チャネルには、TCNTと TGRがあります。TCNTは、アップカウント動作を行い、フリーランニング動作、

周期カウント動作、または外部イベントカウント動作が可能です。 

TGRは、それぞれインプットキャプチャレジスタまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用することが

できます。 

（ 1）カウンタの動作 

H8S/2227グループでは TSTRの CST2～CST0ビット、それ以外のグループでは TSTRの CST5～CST0ビットを

1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開始します。フリーランニングカウンタ動作、

周期カウンタ動作などが可能です。 

（ a）カウント動作の設定手順例 

カウント動作の設定手順例を図 11.3に示します。 
 

1

2

4

3

5 5

1 TCR TPSC2 TPSC0

TCR CKEG1

CKEG0

2

TCR CCLR2 CCLR0

TCNT

TGR

3 2 TGR

TIOR

4  2 TGR

5 TSTR CST 1

 

図 11.3 カウンタ動作設定手順例 
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（ b）フリーランニングカウント動作と周期カウント動作 

TPUの TCNTは、リセット直後はすべてフリーランニングカウンタの設定となっており、TSTRの対応するビ

ットを 1にセットするとフリーランニングカウンタとしてアップカウント動作を開始します。TCNTがオーバフ

ロー（H'FFFF→H'0000）すると、TSRの TCFVビットが 1にセットされます。このとき、対応する TIERの TCIEV

ビットが 1ならば、TPUは割り込みを要求します。TCNTはオーバフロー後、H'0000からアップカウント動作を

継続します。 

フリーランニングカウンタの動作を図 11.4に示します。 
 

TCNT

H'FFFF

H'0000

CST

TCFV

 

図 11.4 フリーランニングカウンタの動作 

 
TCNTのクリア要因にコンペアマッチを選択したときは、対応するチャネルの TCNTは周期カウント動作を行

います。周期設定用の TGRをアウトプットコンペアレジスタに設定し、TCRの CCLR2～CCLR0ビットによりコ

ンペアマッチによるカウンタクリアを選択します。設定後、TSTRの対応するビットを 1にセットすると、周期カ

ウンタとしてアップカウント動作を開始します。カウント値が TGRの値と一致すると、TSRの TGFビットが 1

にセットされ、TCNTは H'0000にクリアされます。 

このとき対応する TIERの TGIEビットが 1ならば、TPUは割り込みを要求します。TCNTはコンペアマッチ後、

H'0000からアップカウント動作を継続します。 
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周期カウンタの動作を図 11.5に示します。 

TCNT

TGR

H'0000

CST

TGF

TGR

DTC/DMAC*

* H8S/2239  

図 11.5 周期カウンタの動作 

 

（ 2）コンペアマッチによる波形出力機能 

TPUは、コンペアマッチにより対応する出力端子から 0出力／1出力／トグル出力を行うことができます。 

（ a）コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例 

コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例を図 11.6に示します。 
 

1

2

3

1  TIOR 0 1

0

1

TIOC

2  TGR

3  TSTR CST 1

 

図 11.6 コンペアマッチによる波形出力動作例 
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（ b）波形出力動作例 

0出力／1出力例を図 11.7に示します。 

TCNTをフリーランニングカウント動作とし、コンペアマッチ Aにより 1出力、コンペアマッチ Bにより 0出

力となるように設定した場合の例です。設定したレベルと端子のレベルが一致した場合には、端子のレベルは変

化しません。 
 

TCNT

H'FFFF

H'0000

TIOCA

TIOCB

TGRA

TGRB

1

0

 

図 11.7 0出力／1出力の動作例 

 
トグル出力の例を図 11.8に示します。 

TCNTを周期カウント動作（コンペアマッチ Bによりカウンタクリア）に、コンペアマッチ A、Bともトグル

出力となるように設定した場合の例です。 
 

TCNT

H'FFFF

H'0000

TIOCB

TIOCA

TGRB

TGRA

TGRB

 

図 11.8 トグル出力の動作例 
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（ 3）インプットキャプチャ機能 

TIOC端子の入力エッジを検出して TCNTの値を TGRに転送することができます。 

検出エッジは立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ／両エッジから選択できます。また、チャネル 0、1、3*、

4*は別のチャネルのカウンタ入力クロックやコンペアマッチ信号をインプットキャプチャの要因とすることもで

きます。 

【注】 チャネル 0、3で別のチャネルのカウンタ入力クロックをインプットキャプチャ入力とする場合は、インプットキャプチ

ャ入力とするカウンタ入力クロックにφ/1を選択しないでください。φ/1を選択した場合は、インプットキャプチャは発

生しません。 

 * H8S/2227グループにはありません。 
 
（ a）インプットキャプチャ動作の設定手順例 

インプットキャプチャ動作の設定手順例を図 11.9に示します。 
 

1

2

1 TIOR TGR

2 TSTR CST 1

 

図 11.9 インプットキャプチャ動作の設定例 
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（ b）インプットキャプチャ動作例 

インプットキャプチャ動作例を図 11.10に示します。 

TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッジは立ち上がり／立ち下がりの両エッジ、また TIOCB端子のイ

ンプットキャプチャ入力エッジは立ち下がりエッジを選択し、TCNTは TGRBのインプットキャプチャでカウン

タクリアされるように設定した場合の例です。 
 

TCNT

H'0180

H'0000

TIOCA

TGRA

H'0010

H'0005

TIOCB

H'0160

H'0005 H'0160 H'0010

TGRB H'0180

TIOCB

 

図 11.10 インプットキャプチャ動作例 
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11.4.2 同期動作 

同期動作は、複数の TCNTの値を同時に書き換えることができます（同期プリセット）。また、TCRの設定に

より複数の TCNTを同時にクリアすることができます（同期クリア）。 

同期動作により、1つのタイムベースに対して TGRを増加することができます。 

H8S/2227グループのチャネル 0～2、それ以外のグループのチャネル 0～5はすべて同期動作の設定が可能です。 

（ 1）同期動作の設定手順例 

同期動作の設定手順例を図 11.11に示します。 
 

TCNT

1

2

3

5

4

5

No

Yes

1

2

3

4

5

TSYR SYNC 1

TCNT TCNT

TCR CCLR2 CCLR0 TCNT

TCR CCLR2 CCLR0

TSTR CST 1

 

図 11.11 同期動作の設定手順例 
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（ 2）同期動作の例 

同期動作の例を図 11.12に示します。 

チャネル 0～2を同期動作かつ PWMモード 1に設定し、チャネル 0のカウンタクリア要因を TGRB_0のコンペ

アマッチ、またチャネル 1、2のカウンタクリア要因を同期クリアに設定した場合の例です。 

3相の PWM波形を TIOCA2、TIOCA1、TIOCA0端子から出力します。このとき、チャネル 0～2の TCNTは同

期プリセット、TGRB_0のコンペアマッチによる同期クリアを行い、TGRB_0に設定したデータが PWM周期とな

ります。 

PWMモードについては、「11.4.5 PWMモード」を参照してください。 
 

TCNT_0 TCNT_2

H'0000

TIOCA0

TIOCA1

TGRB_0

TGRB_0

TGRA_2

TGRA_1

TGRB_2

TGRA_0

TGRB_1

TIOCA2  

図 11.12 同期動作の動作例 

 



11. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

Rev.6.00  2010.03.18  11-46 
RJJ09B0171-0600 

 

11.4.3 バッファ動作 

バッファ動作は、チャネル 0、3が持つ機能です。TGRCと TGRDをバッファレジスタとして使用することがで

きます。 

バッファ動作は、TGRをインプットキャプチャレジスタに設定した場合と、コンペアマッチレジスタに設定し

た場合のそれぞれで動作内容が異なります。 

表 11.28にバッファ動作時のレジスタの組み合わせを示します。 
 

表 11.28 レジスタの組み合わせ 

チャネル タイマジェネラルレジスタ バッファレジスタ 

TGRA_0 TGRC_0 0 

TGRB_0 TGRD_0 

TGRA_3 TGRC_3 3* 

TGRB_3 TGRD_3 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
 

•  TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

コンペアマッチが発生すると、対応するチャネルのバッファレジスタの値がタイマジェネラルレジスタに転送

されます。 

この動作を図 11.13に示します。 

TCNT

 

図 11.13 コンペアマッチバッファ動作 
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•TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

インプットキャプチャが発生すると、TCNTの値を TGRに転送すると同時に、それまで格納されていた TGR

の値をバッファレジスタに転送します。 

この動作を図 11.14に示します。 
 

TCNT

 

図 11.14 インプットキャプチャバッファ動作 

 

（ 1）バッファ動作の設定手順例 

バッファ動作の設定手順例を図 11.15に示します。 

TGR 1

2

3

1 TIOR TGR

2 TMDR BFA BFB TGR

3 TSTR CST 1

 

図 11.15 バッファ動作の設定手順例 
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（ 2）バッファ動作例 

（ a） TGRがアウトプットコンペアレジスタの場合 

チャネル 0を PWMモード 1に設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定した場合の動作例を図 11.16に

示します。TCNTはコンペアマッチ Bによりクリア、出力はコンペアマッチ Aで 1出力、コンペアマッチ Bで 0

出力に設定した例です。 

バッファ動作が設定されているため、コンペアマッチ Aが発生すると出力を変化させると同時に、バッファレ

ジスタ TGRCの値がタイマジェネラルレジスタ TGRAに転送されます。この動作は、コンペアマッチ Aが発生す

るたびに繰り返されます。 

PWMモードについては、「11.4.5 PWMモード」を参照してください。 
 

TCNT

TGRB_0

H'0000

TGRC_0

TGRA_0

H'0200 H'0520

TIOCA

H'0200

H'0450 H'0520

H'0450

TGRA_0 H'0450H'0200

 

図 11.16 バッファ動作例（1） 
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（ b） TGRがインプットキャプチャレジスタの場合 

TGRAをインプットキャプチャレジスタに設定し、TGRAと TGRCをバッファ動作に設定したときの動作例を

図 11.17に示します。 

TCNTは TGRAのインプットキャプチャでカウンタクリア、TIOCA端子のインプットキャプチャ入力エッジは

立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジの両エッジが選択されています。 

バッファ動作が設定されているため、インプットキャプチャ Aにより TCNTの値が TGRAに格納されると同時

に、それまで TGRAに格納されていた値が TGRCに転送されます。 

TCNT

H'09FB

H'0000

TGRC H'0532

TIOCA

TGRA H'0F07H'0532

H'0F07

H'0532

H'0F07

H'09FB

 

図 11.17 バッファ動作例（2） 
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11.4.4 カスケード接続動作 

カスケード接続動作*は、2チャネルの 16ビットカウンタを接続して 32ビットカウンタとして動作させる機能

です。 

この機能は、チャネル 1（チャネル 4）のカウンタクロックを TCRの TPSC2～TPSC0ビットで TCNT_2（TCNT_5）

のオーバフロー／アンダフローでカウントに設定することにより動作します。 

アンダフローが発生するのは、下位 16ビットの TCNTが位相計数モードのときのみです。 

表 11.29にカスケード接続の組み合わせを示します。 
 
【注】 チャネル 1、4を位相計数モードに設定した場合は、カウンタクロックの設定は無効となり、独立して位相計数モードで

動作します。 

 * H8S/2227グループにこの機能はありません。 
 

表 11.29 カスケード接続組み合わせ 

組み合わせ 上位 16ビット 下位 16ビット 

チャネル 1とチャネル 2 TCNT_1 TCNT_2 

チャネル 4とチャネル 5 TCNT_4 TCNT_5 

 

（ 1）カスケード接続動作の設定手順例 

カスケード接続動作の設定手順例を図 11.18に示します。 
 

1

2

1 1 4 TCR

TPSC2 TPSC0 B'111

TCNT_2 TCNT_5

2

TSTR CST 1

 

図 11.18 カスケード接続動作設定手順 
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（ 2）カスケード接続動作例 

TCNT_1は TCNT_2のオーバフロー／アンダフローでカウント、TGRA_1と TGRA_2をインプットキャプチャ

レジスタに設定し、TIOC端子の立ち上がりエッジを選択したときの動作を図 11.19に示します。 

TIOCA1端子と TIOCA2端子に立ち上がりエッジを同時に入力することにより、TGRA_1に上位 16ビット、

TGRA_2に下位 16ビットの 32ビットデータが転送されます。 
 

TCNT_2

TCNT_2 H'FFFF H'0000 H'0001

TIOCA1

TIOCA2

TGRA_1 H'03A2

TGRA_2 H'0000

TCNT_1

TCNT_1 H'03A1 H'03A2

 

図 11.19 カスケード接続動作例（1） 

 
TCNT_1は TCNT_2のオーバフロー／アンダフローでカウント、チャネル 2を位相計数モードに設定したとき

の動作を図 11.20に示します。 

TCNT_1は、TCNT_2のオーバフローでアップカウント、TCNT_2のアンダフローでダウンカウントされます。 
 

TCLKC

TCNT_2 FFFD

TCNT_1 0001

TCLKD

FFFE FFFF 0000 0001 0002 0001 0000 FFFF

0000 0000  

図 11.20 カスケード接続動作例（2） 
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11.4.5 PWMモード 

PWMモードは出力端子よりそれぞれ PWM波形を出力するモードです。各 TGRのコンペアマッチによる出力

レベルは 0出力／1出力／トグル出力の中から選択可能です。 

各 TGRの設定により、デューティ 0～100%の PWM波形が出力できます。 

TGRのコンペアマッチをカウンタクリア要因とすることにより、そのレジスタに周期を設定することができま

す。全チャネル独立に PWMモードに設定できます。同期動作も可能です。 

PWMモードは次に示す 2種類あります。 

（ a） PWMモード 1 

TGRAと TGRB、TGRCと TGRDをペアで使用して、TIOCA、TIOCC端子から PWM出力を生成します。TIOCA、

TIOCC端子からコンペアマッチ A、Cによって TIORの IOA3～IOA0、IOC3～IOC0ビットで指定した出力を、ま

た、コンペアマッチ B、Dによって TIORの IOB3～IOB0、IOD3～IOD0ビットで指定した出力を行います。初期

出力値は TGRA、TGRCに設定した値になります。ペアで使用する TGRの設定値が同一の場合、コンペアマッチ

が発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード 1では、最大 8相の PWM出力が可能です。 

（ b） PWMモード 2 

TGRの 1本を周期レジスタ、他の TGRをデューティレジスタに使用して PWM出力を生成します。コンペアマ

ッチによって、TIORで指定した出力を行います。また、同期レジスタのコンペアマッチによるカウンタのクリア

で各端子の出力値は TIORで設定した初期値が出力されます。周期レジスタとデューティレジスタの設定値が同

一の場合、コンペアマッチが発生しても出力値は変化しません。 

PWMモード 2では、同期動作と併用することにより最大 15相の PWM出力が可能です。 
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PWM出力端子とレジスタの対応を表 11.30に示します。 
 

表 11.30 各 PWM出力のレジスタと出力端子 

出力端子 チャネル レジスタ 

PWMモード 1 PWMモード 2  

TGRA_0 TIOCA0 

TGRB_0 

TIOCA0 

TIOCB0 

TGRC_0 TIOCC0 

0 

TGRD_0 

TIOCC0 

TIOCD0 

TGRA_1 TIOCA1 1 

TGRB_1 

TIOCA1 

TIOCB1 

TGRA_2 TIOCA2 2 

TGRB_2 

TIOCA2 

TIOCB2 

TGRA_3 TIOCA3 

TGRB_3 

TIOCA3 

TIOCB3 

TGRC_3 TIOCC3 

3* 

TGRD_3 

TIOCC3 

TIOCD3 

TGRA_4 TIOCA4 4* 

TGRB_4 

TIOCA4 

TIOCB4 

TGRA_5 TIOCA5 5* 

TGRB_5 

TIOCA5 

TIOCB5 

【注】 PWMモード 2のとき、周期を設定した TGRの PWM出力はできません。 

 * H8S/2227グループにはありません。 
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（ 1） PWMモードの設定手順例 

PWMモードの設定手順例を図 11.21に示します。 
 

PWM

PWM

1

2

3

TGR 4

PWM 5

6

1 TCR TPSC2 TPSC0

TCR CKEG1

CKEG0

2 TCR CCLR2 CCLR0

TCNT TGR

3 TIOR

4  2 TGR

TGR

5 TMDR MD3 MD0

PWM

6 TSTR CST 1

 

図 11.21 PWMモードの設定手順例 

 

（ 2） PWMモードの動作例 

PWMモード 1の動作例を図 11.22に示します。 

この図は、TCNTのクリア要因を TGRAのコンペアマッチとし、TGRAの初期出力値と出力値を 0、TGRBの出

力値を 1に設定した場合の例です。 

この場合、TGRAに設定した値が周期となり、TGRBに設定した値がデューティになります。 

TCNT

TGRA

H'0000

TIOCA

TGRB

TGRA

 

図 11.22 PWMモードの動作例（1） 
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PWMモード 2の動作例を図 11.23に示します。 

この図は、チャネル 0と 1を同期動作させ、TCNTのクリア要因を TGRB_1のコンペアマッチとし、他の TGR

（TGRA_0～TGRD_0、TGRA_1）の初期出力値を 0、出力値を 1に設定して 5相の PWM波形を出力させた場合の

例です。 

この場合、TGRB_1に設定した値が周期となり、他の TGRに設定した値がデューティになります。 
 

TCNT

TGRB_1

H'0000

TIOCA0

TGRB_1

TGRA_1

TGRD_0

TGRC_0

TGRB_0

TGRA_0

TIOCB0

TIOCC0

TIOCD0

TIOCA1
 

図 11.23 PWMモードの動作例（2） 
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PWMモードで、デューティ 0％、デューティ 100％の PWM波形を出力する例を図 11.24に示します。 
 

TCNT

TGRA

H'0000

TIOCA

TGRB

0%

TGRB

TGRB

TGRB

TCNT

TGRA

H'0000

TIOCA

TGRB

100%

TGRB

TGRB

TGRB

TCNT

TGRA

H'0000

TIOCA

TGRB

100%

TGRB

TGRB

TGRB

0%

 

図 11.24 PWMモードの動作例（3） 
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11.4.6 位相計数モード 

位相計数モードは、H8S/2227グループではチャネル 1、2、それ以外のグループではチャネル 1、2、4、5の設

定により、2本の外部クロック入力の位相差を検出し、TCNTをアップ／ダウンカウントします。 

位相計数モードに設定すると、TCRの TPSC2～TPSC0ビット、CKEG1、CKEG0ビットの設定にかかわらずカ

ウンタ入力クロックは外部クロックを選択し、TCNTはアップ／ダウンカウンタとして動作します。ただし、TCR

の CCLR1、CCLR0ビット、TIOR、TIER、TGRの機能は有効ですので、インプットキャプチャ／コンペアマッチ

機能や割り込み機能は使用することができます。 

2相エンコーダパルスの入力として使用できます。 

TCNTがアップカウント時、オーバフローが発生すると TSRの TCFVフラグがセットされます。また、ダウン

カウント時にアンダフローが発生すると、TCFUフラグがセットされます。 

TSRの TCFDビットはカウント方向フラグです。TCFDフラグをリードすることにより、TCNTがアップカウ

ントしているかダウンカウントしているかを確認することができます。 

表 11.31に外部クロック端子とチャネルの対応を示します。 
 

表 11.31 位相計数モードクロック入力端子 

外部クロック端子 チャネル 

A相 B相 

チャネル 1または 5*を位相計数モードとするとき TCLKA TCLKB 

チャネル 2または 4*を位相計数モードとするとき TCLKC TCLKD 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
 

（ 1）位相計数モードの設定手順例 

位相計数モードの設定手順例を図 11.25に示します。 
 

1

2

1 TMDR MD3 MD0

2 TSTR CST 1

 

図 11.25 位相計数モードの設定手順例 
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（ 2）位相計数モードの動作例 

位相計数モードでは、2本の外部クロックの位相差で TCNTがアップ／ダウンカウントします。また、カウン

ト条件により 4つのモードがあります。 

（ a）位相計数モード 1 

位相計数モード 1の動作例を図 11.26に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 11.32に示します。 
 

TCNT

TCLKA 1 5*

TCLKC 2 4*

TCLKB 1 5*

TCLKD 2 4*

* H8S/2227  

図 11.26 位相計数モード 1の動作例 

 
表 11.32 位相計数モード 1のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1、5*） 

TCLKC（チャネル 2、4*） 

TCLKB（チャネル 1、5*） 

TCLKD（チャネル 2、4*） 

動作内容 

Highレベル 
 

アップカウント 

Lowレベル 
 

 

 
Lowレベル  

 
Highレベル  

Highレベル 
 

ダウンカウント 

Lowレベル 
 

 

 
Highレベル  

 
Lowレベル  

【記号説明】 
：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
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（ b）位相計数モード 2 

位相計数モード 2の動作例を図 11.27に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 11.33に示します。 
 

TCNT

TCLKA 1 5*

TCLKC 2 4*

TCLKB 1 5*

TCLKD 2 4*

* H8S/2227  

図 11.27 位相計数モード 2の動作例 

 
表 11.33 位相計数モード 2のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1、5*） 

TCLKC（チャネル 2、4*） 

TCLKB（チャネル 1、5*） 

TCLKD（チャネル 2、4*） 

動作内容 

Highレベル 
 

Don’t care 

Lowレベル 
 

Don’t care 

 
Lowレベル Don’t care 

 
Highレベル アップカウント 

Highレベル 
 

Don’t care 

Lowレベル 
 

Don’t care 

 
Highレベル Don’t care 

 
Lowレベル ダウンカウント 

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
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（c） 位相計数モード 3 

位相計数モード 3の動作例を図 11.28に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 11.34に示します。 
 

TCNT

TCLKA 1 5*

TCLKC 2 4*

TCLKB 1 5*

TCLKD 2 4*

* H8S/2227  

図 11.28 位相計数モード 3の動作例 

 
表 11.34 位相計数モード 3のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1、5*） 

TCLKC（チャネル 2、4*） 

TCLKB（チャネル 1、5*） 

TCLKD（チャネル 2、4*） 

動作内容 

Highレベル 
 

Don’t care 

Lowレベル 
 

Don’t care 

 
Lowレベル Don’t care 

 
Highレベル アップカウント 

Highレベル 
 

ダウンカウント 

Lowレベル 
 

Don’t care 

 
Highレベル Don’t care 

 
Lowレベル Don’t care 

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
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（d） 位相計数モード 4 

位相計数モード 4の動作例を図 11.29に、TCNTのアップ／ダウンカウント条件を表 11.35に示します。 
 

TCNT

TCLKA 1 5*

TCLKC 2 4*

TCLKB 1 5*

TCLKD 2 4*

* H8S/2227  

図 11.29 位相計数モード 4の動作例 

 
表 11.35 位相計数モード 4のアップ／ダウンカウント条件 

TCLKA（チャネル 1、5*） 
TCLKC（チャネル 2、4*） 

TCLKB（チャネル 1、5*） 
TCLKD（チャネル 2、4*） 

動作内容 

Highレベル 
 

Lowレベル 
 

アップカウント 

 

 
Lowレベル 

 
Highレベル 

Don’t care 

Highレベル 
 

Lowレベル 
 

ダウンカウント 

 

 
Highレベル 

 
Lowレベル 

Don’t care 

【記号説明】 

：立ち上がりエッジ 

：立ち下がりエッジ 

【注】 * H8S/2227グループにはありません。 
 

（ 3）位相計数モード応用例 

チャネル 1を位相計数モードに設定し、チャネル 0と連携してサーボモータの 2相エンコーダパルスを入力し

て位置または速度を検出する例を図 11.30に示します。 

チャネル 1は位相計数モード 1に設定し、TCLKAと TCLKBにエンコーダパルスの A相、B相を入力します。 

チャネル 0は TCNTを TGRC_0のコンペアマッチでカウンタクリアとして動作させ、TGRA_0と TGRC_0はコ
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ンペアマッチ機能で使用して、速度制御周期と位置制御周期を設定します。TGRB_0はインプットキャプチャ機

能で使用し、TGRB_0と TGRD_0をバッファ動作させます。TGRB_0のインプットキャプチャ要因は、チャネル 1

のカウンタ入力クロックとし、2相エンコーダの 4逓倍パルスのパルス幅を検出します。 

チャネル 1の TGRA_1と TGRB_1は、インプットキャプチャ機能に設定し、インプットキャプチャ要因はチャ

ネル 0の TGRA_0と TGRC_0のコンペアマッチを選択し、それぞれの制御周期時のアップ／ダウンカウンタの値

を格納します。 

これにより、正確な位置／速度検出を行うことができます。 
 

TCNT_1

TCNT_0

1

TGRA_1

TGRA_0

TGRB_1

TGRC_0

TGRB_0

TGRD_0

0

TCLKA

TCLKB

+

-

+

-

 

図 11.30 位相計数モードの応用例 

 

11.5 割り込み要因 
TPUの割り込み要因には、TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチ、TCNTのオーバフロー、アンダフ

ローの 3種類があります。各割り込み要因は、それぞれ専用のステータスフラグと、許可／禁止ビットを持って

いるため、割り込み要求信号の発生を独立に許可または禁止することができます。 

割り込み要因が発生すると、TSRの対応するステータスフラグが 1にセットされます。このとき TIERの対応

する許可／禁止ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。ステータスフラグを 0にクリアする



11. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

Rev.6.00  2010.03.18  11-63 
RJJ09B0171-0600 

 

ことで割り込み要求は解除されます。 

チャネル間の優先順位は、割り込みコントローラにより変更可能です。チャネル内の優先順位は固定です。詳

細は「第 5章 割り込みコントローラ」を参照してください。 
 
表 11.36に TPUの割り込み要因の一覧を示します。 

 
表 11.36 TPU割り込み一覧 

チャネル 名称 割り込み要因 割り込み 

フラグ 

DTC 

の起動 

DMAC*1 

の起動 

0 TGI0A TGRA_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_0 可 可 

 TGI0B TGRB_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_0 可 不可 

 TGI0C TGRC_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFC_0 可 不可 

 TGI0D TGRD_0のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFD_0 可 不可 

 TCI0V TCNT_0のオーバフロー TCFV_0 不可 不可 

1 TGI1A TGRA_1のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_1 可 可 

 TGI1B TGRB_1のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_1 可 不可 

 TCI1V TCNT_1のオーバフロー TCFV_1 不可 不可 

 TCI1U TCNT_1のアンダフロー TCFU_1 不可 不可 

2 TGI2A TGRA_2のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_2 可 可 

 TGI2B TGRB_2のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_2 可 不可 

 TCI2V TCNT_2のオーバフロー TCFV_2 不可 不可 

 TCI2U TCNT_2のアンダフロー TCFU_2 不可 不可 

3*2 TGI3A TGRA_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_3 可 可 

 TGI3B TGRB_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_3 可 不可 

 TGI3C TGRC_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFC_3 可 不可 

 TGI3D TGRD_3のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFD_3 可 不可 

 TCI3V TCNT_3のオーバフロー TCFV_3 不可 不可 

4*2 TGI4A TGRA_4のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_4 可 可 

 TGI4B TGRB_4のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_4 可 不可 

 TCI4V TCNT_4のオーバフロー TCFV_4 不可 不可 

 TCI4U TCNT_4のアンダフロー TCFU_4 不可 不可 

5*2 TGI5A TGRA_5のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFA_5 可 可 

 TGI5B TGRB_5のインプットキャプチャ／コンペアマッチ TGFB_5 可 不可 

 TCI5V TCNT_5のオーバフロー TCFV_5 不可 不可 

 TCI5U TCNT_5のアンダフロー TCFU_5 不可 不可 

【注】 リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能です。 

 *1 H8S/2239グループのみサポートします。 

 *2 H8S/2227グループにはありません。 
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（ 1）インプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み 

各チャネルの TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRの TGFフラグが 1にセット

されたとき、TIERの TGIEビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TGFフラグを 0にクリア

することで割り込み要求は解除されます。H8S/2227グループの TPUには、チャネル 0に 4本、チャネル 1、2に

各 2本、計 8本、それ以外のグループの TPUには、チャネル 0、3に各 4本、チャネル 1、2、4、5に各 2本、計

16本のインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みがあります。 

（ 2）オーバフロー割り込み 

各チャネルの TCNTのオーバフローの発生により、TSRの TCFVフラグが 1にセットされたとき、TIERの TCIEV

ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFVフラグを 0にクリアすることで割り込み要求は

解除されます。H8S/2227グループの TPUには、チャネル 0～2に各 1本、計 3本、それ以外のグループの TPUに

は、チャネル 0～5に各 1本、計 6本のオーバフロー割り込みがあります。 

（ 3）アンダフロー割り込み 

各チャネルの TCNTのアンダフローの発生により、TSRの TCFUフラグが 1にセットされたとき、TIERの TCIEU

ビットが 1にセットされていれば、割り込みを要求します。TCFUフラグを 0にクリアすることで割り込み要求は

解除されます。H8S/2227グループの TPUには、チャネル 1、2に各 1本、計 2本、それ以外のグループの TPUに

は、チャネル 1、2、4、5に各 1本、計 4本のアンダフロー割り込みがあります。 
 

11.6 DTCの起動 
各チャネルの TGRのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みによって、DTCを起動することができま

す。詳細は「第 9章 データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。 

H8S/2227グループの TPUでは、チャネル 0が 4本、チャネル 1、2が各 2本、計 8本、それ以外のグループの

TPUでは、チャネル 0、3が各 4本、チャネル 1、2、4、5が各 2本、計 16本のインプットキャプチャ／コンペア

マッチ割り込みを DTCの起動要因とすることができます。 
 

11.7 DMACの起動（H8S/2239グループのみ） 
各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みによって、DMACを起動することがで

きます。詳細は「第 8章 DMAコントローラ（DMAC）」を参照してください。 

TPUでは、各チャネルに 1本、計 6本の TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みを DMAC

の起動要因とすることができます。 
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11.8 A/D変換器の起動 
各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチによって、A/D変換器を起動することができま

す。 

各チャネルの TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSRの TGFAフラグが 1にセッ

トされたとき、TIERの TTGEビットが 1にセットされていれば、A/D変換器に対して A/D変換の開始を要求しま

す。このとき A/D変換器側で、TPUの変換開始トリガが選択されていれば、A/D変換が開始されます。 

TPUでは、各チャネル 1本、計 6本の TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みを A/D変換器

の変換開始要因とすることができます。 

11.9 動作タイミング 

11.9.1 入出力タイミング 

（ 1） TCNTのカウントタイミング 

内部クロック動作の場合の TCNTのカウントタイミングを図 11.31に示します。また、外部クロック動作の場

合の TCNTのカウントタイミングを図 11.32に示します。 
 

TCNT

TCNT

φ

N 1 N N 1 N 2  

図 11.31 内部クロック動作時のカウントタイミング 

 

TCNT

TCNT

φ

N 1 N N 1 N 2  

図 11.32 外部クロック動作時のカウントタイミング 
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（ 2）アウトプットコンペア出力タイミング 

コンペアマッチ信号は、TCNTと TGRが一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値を更新するタ

イミング）で発生します。コンペアマッチ信号が発生したとき、TIORで設定した出力値がアウトプットコンペア

出力端子（TIOC端子）に出力されます。TCNTと TGRが一致したあと、TCNT入力クロックが発生するまで、コ

ンペアマッチ信号は発生しません。 

アウトプットコンペア出力タイミングを図 11.33に示します。 
 

TGR

TCNT

TCNT

φ

N

N N 1

TIOC
 

図 11.33 アウトプットコンペア出力タイミング 

 

（ 3）インプットキャプチャ信号タイミング 

インプットキャプチャのタイミングを図 11.34に示します。 

TCNT

φ

N N 1 N 2

N N 2TGR  

図 11.34 インプットキャプチャ入力信号タイミング 
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（ 4）コンペアマッチ／インプットキャプチャによるカウンタクリアタイミング 

コンペアマッチの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 11.35に示します。 

インプットキャプチャの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 11.36に示します。 
 

TCNT

φ

TGR N

N H'0000

 

図 11.35 カウンタクリアタイミング（コンペアマッチ） 

 

TCNT

φ

TGR

N H'0000

N  

図 11.36 カウンタクリアタイミング（インプットキャプチャ） 
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（ 5）バッファ動作タイミング 

バッファ動作の場合のタイミングを図 11.37、図 11.38に示します。 
 

TGRA

TGRB

TCNT

φ

TGRC

TGRD

n N

N

n n 1

 

図 11.37 バッファ動作タイミング（コンペアマッチ） 

 

TGRA

TGRB

TCNT

φ

TGRC

TGRD

N

n

n N 1

N

N N 1

 

図 11.38 バッファ動作タイミング（インプットキャプチャ） 
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11.9.2 割り込み信号タイミング 

（ 1）コンペアマッチ時の TGFフラグのセットタイミング 

コンペアマッチの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号のタイミングを

図 11.39に示します。 
 

TGR

TCNT

TCNT

φ

N

N N 1

TGF

TGI
 

図 11.39 TGI割り込みタイミング（コンペアマッチ） 
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（ 2）インプットキャプチャ時の TGFフラグのセットタイミング 

インプットキャプチャの発生による TSRの TGFフラグのセットタイミングと、TGI割り込み要求信号のタイミ

ングを図 11.40に示します。 

TGR

TCNT

φ

N

N

TGF

TGI
 

図 11.40 TGI割り込みタイミング（インプットキャプチャ） 

（ 3） TCFVフラグ／TCFUフラグのセットタイミング 

オーバフローの発生による TSRの TCFVフラグのセットタイミングと、TCIV割り込み要求信号のタイミング

を図 11.41に示します。 

アンダフローの発生による TSRの TCFUフラグのセットタイミングと、TCIU割り込み要求信号のタイミング

を図 11.42に示します。 

  TCNT

TCNT

φ

H'FFFF H'0000

TCFV

TCIV

 

図 11.41 TCIV割り込みのセットタイミング 



11. 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

Rev.6.00  2010.03.18  11-71 
RJJ09B0171-0600 

 

  TCNT

TCNT

φ

H'0000 H'FFFF

TCFU

TCIU

 

図 11.42 TCIU割り込みのセットタイミング 

 

（ 4）ステータスフラグのクリアタイミング 

ステータスフラグは CPUが 1の状態をリードしたあと、0をライトするとクリアされます。DTCまたは DMAC*

を起動する場合は、自動的にクリアすることもできます。CPUによるステータスフラグのクリアタイミングを図

11.43に、DTCまたは DMAC*によるステータスフラグのクリアのタイミングを図 11.44に示します。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
 

φ

TSR

TSR

T1 T2

 

図 11.43 CPUによるステータスフラグのクリアタイミング 
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φ

DTC/DMAC*

T1 T2 T1 T2

DTC/DMAC*

*  H8S/2239  

図 11.44 DTC/DMAC*の起動によるステータスフラグのクリアタイミング 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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11.10 使用上の注意事項 

11.10.1 モジュールストップモードの設定 

モジュールストップコントロールレジスタにより、TPUの動作禁止／許可を設定することが可能です。初期値

では、TPUの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタのアクセスが可能

になります。詳細は、「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
 

11.10.2 入力クロックの制限事項 

入力クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 1.5ステート以上、両エッジの場合は 2.5ステート以上が必要で

す。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんのでご注意ください。 

位相計数モードの場合は、2本の入力クロックの位相差およびオーバラップはそれぞれ 1.5ステート以上、パル

ス幅は 2.5ステート以上必要です。位相計数モードの入力クロックの条件を図 11.45に示します。 

TCLKA

TCLKC

TCLKB

TCLKD

1.5
2.5  

図 11.45 位相計数モード時の位相差、オーバラップ、およびパルス幅 
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11.10.3 周期設定上の注意事項 

コンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、TCNTは TGRの値と一致した最後のステート（TCNT

が一致したカウント値を更新するタイミング）でクリアされます。このため、実際のカウンタの周波数は次の式

のようになります。 
 

f＝
 φ 

 （N＋1） 
 

f ：カウンタ周波数 

φ ：動作周波数 

N ：TGRの設定値 
 

11.10.4 TCNTのライトとクリアの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウンタクリア信号が発生すると、TCNTへのライトは行われずに

TCNTのクリアが優先されます。このタイミングを図 11.46に示します。 

φ

TCNT

TCNT

TCNT

T1 T2

N H'0000  

図 11.46 TCNTのライトとクリアの競合 
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11.10.5 TCNTのライトとカウントアップの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生してもカウントアップされず、TCNTへのラ

イトが優先されます。このタイミングを図 11.47に示します。 

TCNT

φ

TCNT

TCNT

TCNT

T1 T2

N M

TCNT  

図 11.47 TCNTのライトとカウントアップの競合 
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11.10.6 TGRのライトとコンペアマッチの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生しても TGRのライトが優先され、コンペアマ

ッチ信号は禁止されます。前回と同じ値をライトした場合でもコンペアマッチは発生しません。このタイミング

を図 11.48に示します。 

φ

TGR

TCNT

TGR

T1 T2

N M

TGR

TGR

N N 1

 

図 11.48 TGRのライトとコンペアマッチの競合 
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11.10.7 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生すると、バッファ動作によって TGRに転送さ

れるデータはライトデータとなります。このタイミングを図 11.49に示します。 

φ

TGR

T1 T2

NTGR

N M

 

図 11.49 バッファレジスタのライトとコンペアマッチの競合 

11.10.8 TGRのリードとインプットキャプチャの競合 

TGRのリードサイクル中の T1ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、リードされるデータはイン

プットキャプチャ転送後のデータとなります。このタイミングを図 11.50に示します。 

φ

TGR

TGR

TGR

T1 T2

M

X M

 

図 11.50 TGRのリードとインプットキャプチャの競合 
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11.10.9 TGRのライトとインプットキャプチャの競合 

TGRのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、TGRへのライトは行われ

ず、インプットキャプチャが優先されます。このタイミングを図 11.51に示します。 

φ

TCNT

TGR

T1 T2

MTGR

M

TGR

 

図 11.51 TGRのライトとインプットキャプチャの競合 
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11.10.10 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 

バッファレジスタのライトサイクル中の T2ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、バッファレジ

スタへのライトは行われず、バッファ動作が優先されます。このタイミングを図 11.52に示します。 

φ

TCNT

T1 T2

NTGR

N

M

M
 

図 11.52 バッファレジスタのライトとインプットキャプチャの競合 
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11.10.11 オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアの競合 

オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアが同時に発生すると、TSRの TCFV/TCFUフラグはセットされ

ず、TCNTのクリアが優先されます。 

TGRのコンペアマッチをクリア要因とし、TGRに H'FFFFを設定した場合の動作タイミングを図 11.53に示し

ます。 

  TCNT

TCNT

φ

H'FFFF H'0000

TGF

TCFV

 

図 11.53 オーバフローとカウンタクリアの競合 
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11.10.12 TCNTのライトとオーバフロー／アンダフローの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップ／カウントダウンが発生し、オーバフロー／アンダ

フローが発生しても TCNTへのライトが優先され、TSRの TCFV/TCFUフラグはセットされません。 

TCNTのライトとオーバフロー競合時の動作タイミングを図 11.54に示します。 

φ

TCNT

TCNT

TCNT

T1 T2

H'FFFF M

TCNT

TCFV  

図 11.54 TCNTのライトとオーバフローの競合 

11.10.13 入出力端子の兼用 

本 LSIでは、TCLKA入力と TIOCC0入出力、TCLKB入力と TIOCD0入出力、TCLKC入力と TIOCB1入出力、

TCLKD入力と TIOCB2入出力の端子がそれぞれ兼用になっています。外部クロックを入力する場合には、兼用さ

れている端子からコンペアマッチ出力を行わないでください。 
 

11.10.14 モジュールストップ時の割り込み 

割り込みが要求された状態でモジュールストップモードにすると、CPUの割り込み要因、DMAC*または DTC

の起動要因のクリアができません。事前に割り込みをディスエーブルしてからモジュールストップモードとして

ください。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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12. 8ビットタイマ（TMR） 

H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループは、8ビットのカウンタをベースにした 4チャネル

の 8ビットタイマ（TMR_0、TMR_1、TMR_2、TMR_3）を内蔵しています。 

H8S/2237グループ、H8S/2227グループは、8ビットのカウンタをベースにした 2チャネルの 8ビットタイマ

（TMR_0、TMR_1）を内蔵しています。 

8ビットタイマは外部のイベントのカウントが可能なほか、2本のレジスタとのコンペアマッチ信号により、カ

ウンタのリセット、割り込み要求、任意のデューティ比のパルス出力など、多機能タイマとして種々の応用が可

能です。 

12.1 特長 
• 4種類のクロックを選択可能 

3種類の内部クロック（φ／8、φ／64、φ／8192）と外部クロックのうちから選択可能 

• カウンタのクリア指定が可能 

コンペアマッチA、コンペアマッチB、または外部リセット信号のうちから選択可能 

• 2つのコンペアマッチ信号の組み合わせでタイマ出力を制御 

独立に動作可能な2つのコンペアマッチ信号の組み合わせによって、任意のデューティのパルス出力やPWM

出力など種々の応用が可能 

• 2チャネルのカスケード接続が可能 

（TMR_0、TMR_1のカスケード接続） 

TMR_0を上位、TMR_1を下位とする16ビットタイマとして動作可能（16ビットカウントモード） 

TMR_1はTMR_0のコンペアマッチをカウント可能（コンペアマッチカウントモード） 

（TMR_2、TMR_3のカスケード接続）* 

TMR_2を上位、TMR_3を下位とする16ビットタイマとして動作可能（16ビットカウントモード） 

TMR_3はTMR_2のコンペアマッチをカウント可能（コンペアマッチカウントモード） 

• 各チャネル3種類の割り込み要因 

コンペアマッチ×2要因、オーバフロー×1要因があり、それぞれ独立に要求可能 

• A/D変換器の変換スタートトリガを生成可能 

A/D変換器の交換開始トリガとしてチャネル0のコンペアマッチA信号を使用可能 

• モジュールストップモードの設定可能 

初期値では8ビットタイマの動作は停止、モジュールストップモードの解除によりレジスタのアクセスが可能 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
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8ビットタイマ（TMR_0、TMR_1）のブロック図を図 12.1に示します。 
 

*

φ 8  

φ 64

φ 8192
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A_0

B_0

TCORB_0

TCSR_0

TCR_0

TCORA_1

A_1

TCNT_1

B_1

TCORB_1

TCSR_1

TCR_1

TMCI01

TCNT_0
1

0

B1

B0

TMO1 

A/D

 

0

TCORA_0 A_0 TCORA_1 A_1

TCORB_0 B_0 TCORB_1 B_1

TCNT_0   _0 TCNT_1   _1

TCSR_0   _0 TCSR_1   _1

TCR_0     _0 TCR_1      _1

* φ φSUB  

図 12.1 8ビットタイマのブロック図 
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12.2 入出力端子 
8ビットタイマの端子構成を表 12.1に示します。 

 
表 12.1 端子構成 

チャネル 名  称 略称 入出力 機  能 

0 タイマ出力端子 TMO0 出力 コンペアマッチ出力 

1 タイマ出力端子 TMO1 出力 コンペアマッチ出力 

0、1 タイマクロック入力端子 TMCI01 入力 カウンタ外部クロック入力 

共通 タイマリセット入力端子 TMRI01 入力 カウンタ外部リセット入力 

2 タイマ出力端子 TMO2* 出力 コンペアマッチ出力 

3 タイマ出力端子 TMO3* 出力 コンペアマッチ出力 

2、3 タイマクロック入力端子 TMCI23* 入力 カウンタ外部クロック入力 

共通 タイマリセット入力端子 TMRI23* 入力 カウンタ外部リセット入力 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

12.3 レジスタの説明 
8 ビットタイマには以下のレジスタがあります。モジュールストップコントロールレジスタについては「24.1.2 

モジュールストップコントロールレジスタ A～C（MSTPCRA～MSTPCRC）」を参照してください。 

• タイマカウンタ_0（TCNT_0） 

• タイムコンスタントレジスタA_0（TCORA_0） 

• タイムコンスタントレジスタB_0（TCORB_0） 

• タイマコントロールレジスタ_0（TCR_0） 

• タイマコントロール／ステータスレジスタ_0（TCSR_0） 

• タイマカウンタ_1（TCNT_1） 

• タイムコンスタントレジスタA_1（TCORA_1） 

• タイムコンスタントレジスタB_1（TCORB_1） 

• タイマコントロールレジスタ_1（TCR_1） 

• タイマコントロール／ステータスレジスタ_1（TCSR_1） 

• タイマカウンタ_2（TCNT_2）* 

• タイムコンスタントレジスタA_2（TCORA_2）* 

• タイムコンスタントレジスタB_2（TCORB_2）* 

• タイマコントロールレジスタ_2（TCR_2）* 

• タイマコントロール／ステータスレジスタ_2（TCSR_2）* 
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• タイマカウンタ_3（TCNT_3）* 

• タイムコンスタントレジスタA_3（TCORA_3）* 

• タイムコンスタントレジスタB_3（TCORB_3）* 

• タイマコントロールレジスタ_3（TCR_3）* 

• タイマコントロール／ステータスレジスタ_3（TCSR_3）* 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

12.3.1 タイマカウンタ（TCNT） 

TCNTは 8ビットのアップカウンタです。TCNT_0、TCNT_1（または TCNT_2、TCNT_3）*を 16ビットレジス

タとしてワードアクセスすることも可能です。クロックは、TCRの CKS2～CKS0ビットにより選択します。TCNT

は、外部リセット入力信号またはコンペアマッチ A信号、コンペアマッチ B信号によりクリアすることができま

す。いずれの信号でクリアするかは、TCRの CCLR1、CCLR0ビットにより選択します。また、TCNTがオーバフ

ロー（H'FF→H'00）すると、TCSRの OVFが 1にセットされます。TCNTの初期値は H'00です。 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

12.3.2 タイムコンスタントレジスタ（TCORA） 

TCORAは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCORA_0、TCORA_1（または TCORA_2、 

TCORA_3）*を 16ビットレジスタとしてワードアクセスすることも可能です。TCORAの値は TCNTと常に比較

され、一致すると TCSRの CMFAが 1にセットされます。ただし、TCORAへのライトサイクルの T2ステートで

の比較は禁止されています。また、この一致信号（コンペアマッチ A）と TCSRの OS1、OS0ビットの設定によ

り、TMO端子からのタイマ出力を制御することができます。TCORAの初期値は H'FFです。 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

12.3.3 タイムコンスタントレジスタ B（TCORB） 

TCORBは 8ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCORB_0、TCORB_1（または TCORB_2、 

TCORB_3）*を 16ビットレジスタとしてワードアクセスすることも可能です。TCORBの値は TCNTと常に比較

され、一致すると TCSRの CMFBが 1にセットされます。ただし、TCORBへのライトサイクルの T2ステートで

の比較は禁止されています。また、この一致信号（コンペアマッチ B）と TCSRの OS3、OS2ビットの設定によ

り、TMO端子からのタイマ出力を制御することができます。TCORBの初期値は H'FFです。 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

12.3.4 タイマコントロールレジスタ（TCR） 

TCRは TCNTの入力クロックの選択、TCNTのクリア条件指定、各割り込み要求の制御を行います。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 CMIEB 0 R/W コンペアマッチインタラプトイネーブル B 

TCSRの CMFBが 1にセットされたとき、CMFBによる割り込み要求（CMIB）

の許可または禁止を選択します。 

0：CMFBによる割り込み要求（CMIB）を禁止 

1：CMFBによる割り込み要求（CMIB）を許可 

6 CMIEA 0 R/W コンペアマッチインタラプトイネーブル A 

TCSRの CMFAが 1にセットされたとき、CMFAによる割り込み要求（CMIA）

の許可または禁止を選択します。 

0：CMFAによる割り込み要求（CMIA）を禁止 

1：CMFAによる割り込み要求（CMIA）を許可 

5 OVIE 0 R/W タイマオーバフローインタラプトイネーブル 

TCSRの OVFが 1にセットされたとき、OVFによる割り込み要求（OVI）の

許可または禁止を選択します。 

0：OVFによる割り込み要求（OVI）を禁止 

1：OVFによる割り込み要求（OVI）を許可 

4 

3 

CCLR1 

CCLR0 

0 

0 

R/W 

R/W 

カウンタクリア 1、0 

TCNTのクリア条件を指定します。 

00：クリアを禁止 

01：コンペアマッチ Aによりクリア 

10：コンペアマッチ Bによりクリア 

11：外部リセット入力の立ち上がりエッジによりクリア 

2 

1 

0 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 2～0 

内部クロックは、システムロック（φ）を分周した 3種類のクロックから選択

できます。外部クロックのとき、クロック入力は立ち上がり、立ち下がり、ま

たは立ち上がり／立ち下がり両エッジのカウントの 3種類から選択できます。 

000：クロック入力を禁止 

001：内部クロック：φ／8立ち下がりエッジでカウント 

010：内部クロック：φ／64立ち下がりエッジでカウント 

011：内部クロック：φ／8192立ち下がりエッジでカウント 

100：チャネル 0の場合：TCNT1のオーバフロー信号でカウント*1 

チャネル 1の場合：TCNT0のコンペアマッチ Aでカウント*1 

チャネル 2*2
の場合：TCNT3のオーバフロー信号でカウント*1 

チャネル 3*2
の場合：TCNT2のコンペアマッチ Aでカウント*1 

101：外部クロック：立ち上がりエッジでカウント 

110：外部クロック：立ち下がりエッジでカウント 

111：外部クロック：立ち上がり／立ち下がり両エッジでカウント 

【注】 *1 チャネル 0（チャネル 2）のクロック入力を TCNT1（TCNT3）のオーバフロー信号とし、チャネル 1（チャネル 3）

のクロック入力を TCNT0（TCNT2）のコンペアマッチ信号とすると、カウントアップクロックが発生しません。こ

の設定は行わないでください。 

 *2 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 



12. 8ビットタイマ（TMR） 

Rev.6.00  2010.03.18  12-6 
RJJ09B0171-0600 

 

12.3.5 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 

TCSRはステータスフラグの表示およびコンペアマッチによる出力制御を行います。 
 

• TCSR_0 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 CMFB 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ B 

［セット条件］ 

• TCNTの値と TCORBの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

• CMFB＝1の状態で CMFBをリードしたあと、CMFBに 0をライトしたとき 

• CMIB割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0

で、かつ転送カウンタが 0でないとき 

6 CMFA 0 R/(W)* コンペアマッチフラグ A 

［セット条件］ 

• TCNTの値と TCORAの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

• CMFA＝1の状態で CMFAをリードしたあと、CMFAに 0をライトしたとき 

• CMIA割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0

で、かつ転送カウンタが 0でないとき 

5 OVF 0 R/(W)* タイマオーバフローフラグ 

［セット条件］ 

• TCNTの値が H'FFから H'00にオーバフローしたとき 

［クリア条件］ 

• OVF＝1の状態で OVFをリードしたあと、OVFに 0をライトしたとき 

4 ADTE 0 R/W A/Dトリガイネーブル 

コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求の許可または禁止を選択します。 

0：コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求を禁止 

1：コンペアマッチ Aによる A/D変換開始要求を許可 

3 

2 

OS3 

OS2 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 3、2 

TCORBと TCNTのコンペアマッチ Bによる TMO端子の出力方法を選択しま

す。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

1 

0 

OS1 

OS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 1、0 

TCORAと TCNTのコンペアマッチ Aによる TMO端子の出力方法を選択しま

す。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

• TCSR_1、TCSR_3*1 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 CMFB 0 R/(W)*2
コンペアマッチフラグ B 

［セット条件］ 

• TCNTの値と TCORBの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

• CMFB＝1の状態で CMFBをリードしたあと、CMFBに 0をライトしたとき 

• CMIB割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0

で、かつ転送カウンタが 0でないとき 

6 CMFA 0 R/(W)* 2
コンペアマッチフラグ A 

［セット条件］ 

• TCNTの値と TCORAの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

• CMFA＝1の状態で CMFAをリードしたあと、CMFAに 0をライトしたとき 

• CMIA割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0

で、かつ転送カウンタが 0でないとき 

5 OVF 0 R/(W)* 2
タイマオーバフローフラグ 

［セット条件］ 

• TCNTの値が H'FFから H'00にオーバフローしたとき 

［クリア条件］ 

• OVF＝1の状態で OVFをリードしたあと、OVFに 0をライトしたとき 

4 ― 1 ― リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

3 

2 

OS3 

OS2 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 3、2 

TCORBと TCNTのコンペアマッチ Bによる TMO端子の出力方法を選択しま

す。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

1 

0 

OS1 

OS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 1、0 

TCORAと TCNTのコンペアマッチ Aによる TMO端子の出力方法を選択しま

す。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

【注】 *1 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

• TCSR_2*1 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 CMFB 0 R/(W)*2
コンペアマッチフラグ B 

［セット条件］ 

• TCNTの値と TCORBの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

• CMFB＝1の状態で CMFBをリードしたあと、CMFBに 0をライトしたとき 

• CMIB割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0

で、かつ転送カウンタが 0でないとき 

6 CMFA 0 R/(W)* 2
コンペアマッチフラグ A 

［セット条件］ 

• TCNTの値と TCORAの値が一致したとき 

［クリア条件］ 

• CMFA＝1の状態で CMFAをリードしたあと、CMFAに 0をライトしたとき 

• CMIA割り込みにより DTCが起動され、DTCの MRBの DISELビットが 0

で、かつ転送カウンタが 0でないとき 

5 OVF 0 R/(W)* 2
タイマオーバフローフラグ 

［セット条件］ 

• TCNTの値が H'FFから H'00にオーバフローしたとき 

［クリア条件］ 

• OVF＝1の状態で OVFをリードしたあと、OVFに 0をライトしたとき 

4 ― 0 R/W リザーブビット 

リード／ライト可能です。ライトするときは 0をライトしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

3 

2 

OS3 

OS2 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 3、2 

TCORBとTCNTのコンペアマッチBによるTMO端子の出力方法を選択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

1 

0 

OS1 

OS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アウトプットセレクト 1、0 

TCORAとTCNTのコンペアマッチAによるTMO端子の出力方法を選択します。 

00：変化しない 

01：0出力 

10：1出力 

11：反転出力（トグル出力） 

【注】 *1 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

12.4 動作説明 

12.4.1 パルス出力 

任意のデューティパルスを出力させる例を図 12.2に示します。 

1. TCORAのコンペアマッチによりTCNTがクリアされるようにTCRのCCLR1ビットを0にクリア、CCLR0ビッ

トを1にセットします。 

2. TCORAのコンペアマッチにより1出力、TCORBのコンペアマッチにより0出力になるようにTCSRのOS3～

OS0ビットをB'0110に設定します。 

以上の設定により周期が TCORA、パルス幅が TCORBの波形をソフトウェアの介在なしに出力できます。 
 

TCNT

H'FF

TCORA

TCORB

H'00

TMO  

図 12.2 パルス出力例 
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12.5 動作タイミング 

12.5.1 TCNTのカウントタイミング 

内部クロック動作の場合の TCNTのカウントタイミングを図 12.3に示します。また、外部クロック動作の場合

の TCNTのカウントタイミングを図 12.4に示します。なお外部クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 1.5ス

テート以上、両エッジの場合は 2.5ステート以上必要です。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんので注意

してください。 
 

φ

TCNT

TCNT N 1 N N 1
 

図 12.3 内部クロック動作時のカウントタイミング 

 

φ

TCNT

TCNT N 1 N N 1
 

図 12.4 外部クロック動作時のカウントタイミング 
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12.5.2 コンペアマッチ時の CMFA、CMFBフラグのセットタイミング 

TCSRの CMFA、CMFBフラグは、TCORと TCNTの値が一致したとき出力されるコンペアマッチ信号により 1

にセットされます。コンペアマッチ信号は、一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値を更新する

タイミング）で発生します。したがって、TCNTと TCORの値が一致したあと、TCNT入力クロックが発生する

までコンペアマッチ信号は発生しません。CMFフラグのセットタイミングを図 12.5に示します。 
 

φ

TCNT N N 1

TCOR N

CMF  

図 12.5 コンペアマッチ時の CMFフラグのセットタイミング 

 

12.5.3 コンペアマッチ時のタイマ出力タイミング 

コンペアマッチ信号が発生したとき、TCSRの OS3～OS0ビットで設定される出力値がタイマ出力端子に出力

されます。コンペアマッチ A信号によるトグル出力の場合のタイマ出力タイミングを図 12.6に示します。 
 

φ

A

 

図 12.6 コンペアマッチ A信号によるトグル出力のタイマ出力タイミング 
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12.5.4 コンペアマッチによるカウンタクリアタイミング 

TCNTは、TCRの CCLR1、CCLR0ビットの選択によりコンペアマッチ Aまたはコンペアマッチ Bでクリアさ

れます。コンペアマッチによるカウンタクリアタイミングを図 12.7に示します。 
 

φ

N H'00TCNT  

図 12.7 コンペアマッチによるカウンタクリアタイミング 

 

12.5.5 TCNTの外部リセットタイミング 

TCNTは、TCRのCCLR1、CCLR0ビットの選択により外部リセット入力の立ち上がりエッジでクリアされます。

クリアまでのパルス幅は 1.5ステート以上必要となります。外部リセット入力によるクリアタイミングを図 12.8

に示します。 
 

φ

TCNT N H'00N 1  

図 12.8 外部リセット入力によるクリアタイミング 
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12.5.6 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 

TCSRの OVFは、TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき出力されるオーバフロー信号により 1にセッ

トされます。OVFフラグのセットタイミングを図 12.9に示します。 
 

φ

OVF

TCNT H'FF H'00

 

図 12.9 OVFフラグのセットタイミング 
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12.6 カスケード接続時の動作 
TCR_0、TCR_1（TCR_2、TCR_3）*のいずれか一方の CKS2～CKS0ビットを B'100に設定すると、2チャネル

の 8ビットタイマはカスケード接続されます。この場合、1本の 16ビットタイマとして使用する 16ビットタイマ

モードか、またはチャネル 0（チャネル 2）*の 8ビットタイマのコンペアマッチをチャネル 1（チャネル 3）*の

タイマでカウントするコンペアマッチカウントモードにすることができます。チャネル 0とチャネル 1をカスケ

ード接続する場合で以下説明します。 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

12.6.1 16ビットカウントモード 

TCR_0の CKS2～CKS0ビットが B'100のとき、タイマはチャネル 0を上位 8ビット、チャネル 1を下位 8ビッ

トとする 1チャネルの 16ビットタイマとして動作します。 

（1） コンペアマッチフラグのセット 

• TCSR_0のCMFフラグは、16ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。 

• TCSR_1のCMFフラグは、下位8ビットのコンペアマッチが発生したとき1にセットされます。 

（2） カウンタクリア指定 

• TCR_0のCCLR1、CCLR0ビットでコンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、16ビットのコンペ

アマッチが発生したとき16ビットカウンタ（TCNT_0、TCNT_1の両方）がクリアされます。また、TMRI01

端子によるカウンタクリアを設定した場合も、16ビットカウンタ（TCNT_0、TCNT_1の両方）がクリアされ

ます。 

• TCR_1のCCLR1、CCLR0ビットの設定は無効になります。下位8ビットのみのカウンタクリアはできません。 

（3） 端子出力 

• TCSR_0のOS3～OS0ビットによるTMO0端子の出力制御は16ビットのコンペアマッチ条件に従います。 

• TCSR_1のOS3～OS0ビットによるTMO1端子の出力制御は下位8ビットのコンペアマッチ条件に従います。 
 

12.6.2 コンペアマッチカウントモード 

TCR_1の CKS2～CKS0ビットが B'100のとき、TCNT_1はチャネル 0のコンペアマッチ Aをカウントします。

チャネル 0、1の制御はそれぞれ独立に行われます。CMFフラグのセット、割り込みの発生、TMO端子の出力、

カウンタクリアなどは各チャネルの設定に従います。 
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12.7 割り込み要因 

12.7.1 割り込み要因と DTC起動 

8ビットタイマの割り込み要因は、CMIA、CMIB、OVIの 3種類があります。表 12.2に各割り込み要因と優先

順位を示します。各割り込み要因は、TCRの各割り込みイネーブルビットにより許可または禁止が設定され、そ

れぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。また、CMIA、CMIB割り込みにより DTCを起動できます。 
 

表 12.2 8ビットタイマの割り込み要因 

名称 割り込み要因 割り込みフラグ DTCの起動 優先順位 

CMIA0 TCORA_0のコンペアマッチ CMFA 可 高 

CMIB0 TCORB_0のコンペアマッチ CMFB 可  

OVI0 TCNT_0のオーバフロー OVF 不可 低 

CMIA1 TCORA_1のコンペアマッチ CMFA 可 高 

CMIB1 TCORB_1のコンペアマッチ CMFB 可  

OVI1 TCNT_1のオーバフロー OVF 不可 低 

CMIA2* TCORA_2のコンペアマッチ CMFA 可 高 

CMIB2* TCORB_2のコンペアマッチ CMFB 可  

OVI2* TCNT_2のオーバフロー OVF 不可 低 

CMIA3* TCORA_3のコンペアマッチ CMFA 可 高 

CMIB3* TCORB_3のコンペアマッチ CMFB 可  

OVI3* TCNT_3のオーバフロー OVF 不可 低 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

12.7.2 A/D変換器の起動 

チャネル 0のコンペアマッチ Aのみ、A/D変換器を起動することができます。チャネル 0のコンペアマッチ A

の発生により、TCSR_0の CMFAフラグが 1にセットされたとき、ADTEビットが 1にセットされていれば、A/D

変換器に対して A/D変換の開始を要求します。このとき A/D変換器側で、8ビットタイマの変換開始トリガが選

択されていれば、A/D変換が開始されます。 
 



12. 8ビットタイマ（TMR） 

Rev.6.00  2010.03.18  12-16 
RJJ09B0171-0600 

 

12.8 使用上の注意事項 

12.8.1 TCNTのライトとカウンタクリアの競合 

図 12.10のように TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウンタクリアが発生すると、カウンタへのライ

トは行われずクリアが優先されます。 

φ

TCNT

TCNT N H'00

T1 T2

CPU TCNT

 

図 12.10 TCNTのライトとクリアの競合 

12.8.2 TCNTのライトとカウントアップの競合 

図 12.11のように TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップさ

れずカウンタライトが優先されます。 

φ

TCNT

TCNT

TCNT N M

T1 T2

CPU TCNT

 

図 12.11 TCNTのライトとカウントアップの競合 
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12.8.3 TCORのライトとコンペアマッチの競合 

図 12.12のように TCORのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチが発生しても、TCORのライトが

優先されコンペアマッチ信号は禁止されます。 

φ

TCOR

TCNT

TCOR N M

T1 T2

CPU TCOR

TCOR

N N 1

 

図 12.12 TCORのライトとコンペアマッチの競合 

 

12.8.4 コンペアマッチ A、Bの競合 

コンペアマッチ A、コンペアマッチ Bが同時に発生すると、コンペアマッチ Aに対して設定されている出力状

態と、コンペアマッチ Bに対して設定されている出力状態のうち、表 12.3に示すタイマ出力の優先順位に従って

動作します。 

表 12.3 タイマ出力の優先順位 

出力設定 優先順位 

トグル出力 高 

1出力  

0出力  

変化しない 低 
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12.8.5 内部クロックの切り替えと TCNTの動作 

内部クロックを切り替えるタイミングによっては、TCNTがカウントアップされてしまう場合があります。内

部クロックの切り替えタイミング（CKS1、CKS0ビットの書き換え）と TCNT動作の関係を表 12.4に示します。 

内部クロックから TCNTクロックを生成する場合、内部クロックの立ち下がりエッジで検出しています。その

ため表 12.4の No.3のように、High→Lowレベルになるようなクロックの切り替えを行うと、切り替えタイミン

グを立ち下がりエッジとみなして TCNTクロックが発生し、TCNTがカウントアップされてしまいます。 

また、内部クロックと外部クロックを切り替えるときも、TCNTがカウントアップされることがあります。 
 

表 12.4 内部クロックの切り替えと TCNTの動作 

No CKS1、CKS0ビット 

書き換えタイミング 

TCNTクロックの動作 

1 Low→Lowレベル*1 

の切り替え 

TCNT

TCNT

CKS

N N 1

 

2 Low→Highレベル*2 

の切り替え 

TCNT

TCNT

CKS

N N 1 N 2
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No CKS1、CKS0ビット 

書き換えタイミング 

TCNTクロックの動作 

3 High→Lowレベル*3 

の切り替え 

TCNT

TCNT

CKS

N N 1 N 2

*
4

 

4 High→Highレベル 

の切り替え 

TCNT

TCNT

CKS

N N 1 N 2

 

【注】 *1 Lowレベル→停止、および停止→Lowレベルの場合を含みます。 

 *2 停止→Highレベルの場合を含みます。 

 *3 Highレベル→停止を含みます。 

 *4 切り替えのタイミングを立ち下がりエッジとみなすために発生し、TCNTはカウントアップされてしまいます。 
 

12.8.6 モジュールストップ時の割り込み 

割り込みが要求された状態でモジュールストップすると、CPUの割り込み要因、または DTCの起動要因のクリ

アができません。事前に割り込みをディスエーブルにするなどしてから、モジュールストップモードとしてくだ

さい。 
 

12.8.7 カスケード接続時のモード設定 

16ビットカウントモードとコンペアマッチカウントモードを同時に設定した場合、TCNT_0、TCNT_1（TCNT_2、

TCNT_3）*の入力クロックが発生しなくなるためカウントが停止して動作しません。この設定は行わないでくだ

さい。 

【注】 * H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
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13. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

ウォッチドッグタイマ（WDT）は 8ビットのタイマで、2チャネルを内蔵しています。システムの暴走など

によりカウンタの値が書き換えられずにオーバフローすると本 LSI内部をリセットするかまたは内部 NMI割り

込みを発生させることができます。 

ウォッチドッグタイマとして使用しない場合は、インターバルタイマとして使用することもできます。イン

ターバルタイマとして使用する場合は、カウンタがオーバフローするごとにインターバルタイマ割り込みを発

生します。WDTのブロック図を図 13.1に示します。 

13.1 特長 
• WDT_0は8種類、WDT_1は16種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替え可能 
 
ウォッチドッグタイマモード 

• 内部リセットは、パワーオンリセットまたはマニュアルリセットを選択可能、WDT_0ではカウンタがオー

バフローすると、本LSI内部をリセットするかしないかを選択可能 

• WDT_1ではカウンタがオーバフローすると、本LSI内部をパワーオンリセットするかまたは内部NMI割り込

みを発生するかを選択可能 
 
インターバルタイマモード 

• カウンタがオーバフローすると、インターバルタイマ割り込み（WOVI）を発生 

• 選択したクロックをBUZZ出力端子から出力可能（WDT_1） 
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WOVI0

*
1

RSTCSR TCNT_0 TCSR_0

φ 2

φ 64

φ 128

φ 512

φ 2048

φ 8192

φ 32768

φ 131072

*
2

TCSR_0

TCNT_0

RSTCSR

*1

*2 φ φSUB

0

0

WDT

 

図 13.1 WDT_0のブロック図（1） 

 

WOVI1

NMI

*

TCNT_1 TCSR_1

φ 2

φ 64

φ 128

φ 512

φ 2048

φ 8192

φ 32768

φ 131072

φSUB 2

φSUB 4

φSUB 8

φSUB 16

φSUB 32

φSUB 64

φSUB 128

φSUB 256

TCSR_1

TCNT_1

*

1

1

WDT

BUZZ

 

図 13.1 WDT_1のブロック図（2） 
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13.2 入出力端子 
WDTの端子を表 13.1に示します。 

 
表 13.1 端子構成 

名 称 記 号 入出力 機  能 

ブザー出力 BUZZ 出力 WDT_1で選択したクロック出力 

 

13.3 レジスタの説明 
WDTには、以下のレジスタがあります。TCSR、TCNTは容易に書き換えられないように、ライト方法が一般

のレジスタと異なっています。詳細は、「13.6.1 レジスタアクセス時の注意事項」を参照してください。シス

テムコントロールレジスタについては「3.2.2 システムコントロールレジスタ（SYSCR）」を参照してくださ

い。端子機能コントロールレジスタについては「7.3.6 端子機能コントロールレジスタ（PFCR）」を参照し

てください。 

• タイマカウンタ（TCNT） 

• タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 

• リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR） 

13.3.1 タイマカウンタ（TCNT） 

TCNTは、リード／ライト可能な 8ビットのアップカウンタです。TCNTは、タイマコントロール／ステータ

スレジスタ（TCSR）の TMEビットが０のとき、H'00に初期化されます。 

タイマ動作中に TCNTを H'00にする場合には直接 TCNTに H'00をライトしてください。「13.6.7 TMEビ

ットによる TCNT初期化時の注意」も参照してください。 
 

13.3.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 

TCSRは、TCNTに入力するクロック、モードの選択などを行います。 
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• TCSR_0 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 OVF 0 R/(W)*1
オーバフローフラグ 

TCNTがオーバフローしたことを示します。フラグをクリアするための 0ライ

トのみ可能です。 

［セット条件］ 

• TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 

ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選択した場合

は、セット後、内部リセットにより自動的にクリアされます。 

［クリア条件］ 

• OVF=1の状態で、TCSRをリード*2
後、OVFに 0をライトしたとき 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用する

かを選択します。 

0：インターバルタイマモード（CPUへのインターバルタイマ割り込み

（WOVI）を要求） 

1：ウォッチドッグタイマモード（内部リセット選択可能） 

5 TME 0 R/W タイマイネーブル 

このビットを 1にセットすると TCNTがカウントを開始します。クリアすると

TCNTはカウント動作を停止し、H'00に初期化されます。 

4、3 ― すべて 1 ― リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

2 

1 

0 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 2～0 

TCNTに入力するクロックを選択します。（ ）内はφ＝10MHzのときのオー

バフロー周期*3
を表します。 

000：クロックφ／２（周期 51.2μs） 

001：クロックφ／64（周期 1.6ms） 

010：クロックφ／128（周期 3.2ms） 

011：クロックφ／512（周期 13.2ms） 

100：クロックφ／2048（周期 52.4ms） 

101：クロックφ／8192（周期 209.8ms） 

110：クロックφ／32768（周期 838.8ms） 

111：クロックφ／131072（周期 3.36s） 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 インターバルタイマ割り込みを禁止して、OVFをポーリングした場合、OVF=1の状態を 2回以上リードしてくだ

さい。 

 *3 オーバフロー周期は、TCNTが H'00からカウントアップを開始し、オーバフローするまでの時間です。 
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• TCSR_1 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 OVF 0 R/(W)*1
オーバフローフラグ 

TCNTがオーバフローしたことを示します。フラグをクリアするための 0ライ

トのみ可能です。 

［セット条件］ 

• TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したとき 

ただし、ウォッチドッグタイマモードで、内部リセット要求を選択した場合

は、セット後、内部リセットにより自動的にクリアされます。 

［クリア条件］ 

• TMEビットに 0をライトしたとき 

OVF=1の状態で、TCSRをリード*2
後、OVFに 0をライトしたとき 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用する

かを選択します。 

0：インターバルタイマモード（CPUへインターバルタイマ割り込み

（WOVI）を要求） 

1：ウォッチドッグタイマモード（CPUへパワーオンリセットまたは NMI

割り込み要求） 

5 TME 0 R/W タイマイネーブル 

このビットを 1にセットすると TCNTがカウントを開始します。クリアすると

TCNTはカウント動作を停止し、H'00に初期化されます。 

4 PSS 0 R/W プリスケーラセレクト 

WDT_1の TCNTの入力クロックソースを選択します。 

0：TCNTはφベースのプリスケーラ（PSM）の分周クロックをカウント 

1：TCNTはφSUBベースのプリスケーラ（PSS）の分周クロックをカウント 

3 RST/NMI 0 R/W リセットまたは NMI（RST/NMI） 

ウォッチドッグタイマモードで TCNTオーバフロー時にパワーオンリセット

と NMI割り込み要求のいずれかを選択します。 

0：NMI割り込みを要求 

1：リセットを要求 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

2 

1 

0 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 2～0 

TCNTに入力するクロックを選択します。（ ）内はφ＝10MHzのときのオー

バフロー周期*3
を表します。 

PSS=0のとき 

000：クロックφ／2（周期 51.2μs） 

001：クロックφ／64（周期 1.6ms） 

010：クロックφ／128（周期 3.2ms） 

011：クロックφ／512（周期 13.2ms） 

100：クロックφ／2048（周期 52.4ms） 

101：クロックφ／8192（周期 209.8ms） 

110：クロックφ／32768（周期 838.8ms） 

111：クロックφ／131072（周期 3.36s） 

PSS=1のとき 

000：クロックφSUB／2（周期 15.6ms） 

001：クロックφSUB／4（周期 31.3ms） 

010：クロックφSUB／8（周期 62.5ms） 

011：クロックφSUB／16（周期 125ms） 

100：クロックφSUB／32（周期 250ms） 

101：クロックφSUB／64（周期 500ms） 

110：クロックφSUB／128（周期 1s） 

111：クロックφSUB／256（周期 2s） 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 インターバルタイマ割り込みを禁止して、OVFをポーリングした場合、OVF=1の状態を 2回以上リードしてくだ

さい。 

 *3 オーバフロー周期は、TCNTが H'00からカウントアップを開始し、オーバフローするまでの時間です。 
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13.3.3 リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR）（WDT_0のみ） 

RSTCSRは、TCNTのオーバフローによる内部リセット信号の発生を制御し、内部リセット信号の種類を選択

します。RSTCSRは、RES端子からのリセット信号で初期化されます。WDTのオーバフローによる内部リセッ

ト信号では初期化されません。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 WOVF 0 R/(W)* ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ 

ウォッチドッグタイマモードで、TCNTがオーバフローするとセットされま

す。インターバルタイマモードではセットされません。フラグをクリアするた

めの 0ライトのみ可能です。 

［セット条件］ 

• ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフロー（H'FF→ H'00）した

とき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

6 RSTE 0 R/W リセットイネーブル 

ウォッチドッグタイマモードでTCNTのオーバフローにより LSI内部をリセッ

トするかどうかを選択します。 

0：TCNTがオーバフローしても、内部はリセットされません。 

（本 LSI内部はリセットされませんが、WDT_0内の TCNT、TCSRは

リセットされます。） 

1：TCNTがオーバフローすると内部がリセットされます。 

5 RSTS 0 R/W リセットセレクト 

ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフローして発生する、内部リセ

ットの種類を選択します。 

0：パワーオンリセット 

1：マニュアルリセット 

4～0 

 

― 

 

すべて 1

 

― 

 

リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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13.4 動作説明 

13.4.1 ウォッチドッグタイマモード 

ウォッチドッグタイマモードとして使用するときは、TCSRのWT/ITビット＝1に、TMEビット＝1に設定し

てください。 

TCNTがオーバフローする前に必ず TCNTの値を書き換えて（通常は H'00をライトする）、オーバフローを

発生させないようにプログラムしてください。このようにすると、システムが正常に動作している間は、TCNT

のオーバフローは発生しません。 

ウォッチドッグタイマとして動作しているとき、システムの暴走などにより TCNTの値が書き換えられずオ

ーバフローすると、WDT_0では RSTCSRの RSTEビットを 1にセットした場合、LSI内部をリセットする信号

が 518システムクロックの間出力されます。 

WDT_1では、TCSRの RST/NMIビットを 1にセットしておくと、TCNTがオーバフローしたときに、本 LSI

の内部をリセットする信号が 516システムクロックの間出力されます。また、RST/NMIビットを 0にクリアし

ておくと、TCNTがオーバフローしたときに、NMI割り込み要求を発生（クロックソースをφSUB（PSS=1）と

した場合、515または 516システムクロック）します。 

ウォッチドッグタイマからの内部リセット要求と RES端子からのリセット入力は、同一ベクタで処理されま

す。ウォッチドッグタイマからの内部リセット要求と RES端子からのリセット入力が同時に発生したときは、

RES端子からのリセット入力が優先され、RSTCSRのWOVFビットは 0にクリアされます。 

ウォッチドッグタイマからの NMI割り込み要求と NMI端子からの割り込み要求は、同一ベクタで処理されま

す。ウォッチドッグタイマからの NMI割り込み要求と NMI端子からの割り込み要求を同時に扱うことは避けて

ください。 
 
 
 



13. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

Rev.6.00  2010.03.18  13-9 
RJJ09B0171-0600 

 

TCNT

H'00

H'FF

WT/IT 1

TME 1

TCNT H'00 WT/IT 1

TME 1

TCNT H'00

518 WDT_0

515/516 WDT_1

*

WT/IT

TME

WOVF

WOVF 1

* WDT_0 RSTE 1

 WDT_1 NMI  

図 13.2 ウォッチドッグタイマモード時の動作 

13.4.2 インターバルタイマモード 

インターバルタイマモードとして使用するときは、TCSRのWT/ITビットを 0に、TMEビットを 1に設定し

てください。 

インターバルタイマとして動作しているときは、TCNTがオーバフローするごとにインターバルタイマ割り込

み（WOVI）が発生します（NMI割り込みは発生しません）。したがって、一定時間ごとに、割り込みを発生さ

せることができます。 

TCNT

H'00

H'FF

WT/IT 0

TME 1

WOVI

WOVI

WOVI WOVI WOVI

 

図 13.3 インターバルタイマモード時の動作 
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13.4.3 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 

インターバルタイマモードで TCNTがオーバフローすると、TCSRの OVFビットが 1にセットされ、同時に

インターバルタイマ割り込み（WOVI）が要求されます。このタイミングを図 13.4に示します。 

WDT_1ではウォッチドッグモードで NMI要求を選択した場合、TCNTがオーバフローすると TCSRの OVF

ビットが 1にセットされ、同時に NMI割り込みが要求されます。 

φ

TCNT H'FF H'00

OVF

 

図 13.4 OVFのセットタイミング 
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13.4.4 ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（WOVF）のセットタイミング 

WDT_0の場合、ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフローすると、RSTCSRのWOVFビットが 1

にセットされます。また、RSTCSRの RSTEビットが 1にセットしてあると、TCNTがオーバフローしたとき、

本 LSI全体に対して内部リセット信号を発生します（WOVI割り込みは発生しません）。これらのタイミングを

図 13.5に示します。 
 

φ

TCNT H'FF H'00

WOVF

518 WDT_0

515/516 WDT_1  

図 13.5 WOVFのセットタイミング 

 

13.5 割り込み要因 
インターバルタイマモード時、オーバフローによりインターバルタイマ割り込み（WOVI）を発生します。イ

ンターバルタイマ割り込みは、TCSRの OVFフラグが 1にセットされると常に要求されます。割り込み処理ル

ーチンで必ず OVFを 0にクリアしてください。 

ウォッチドッグタイマモードで NMI割り込み要求を選択時は、オーバフローにより NMI割り込み要求を発生

します。 
 

表 13.2 WDTの割り込み要因 

名称 割り込み要因 割り込みフラグ 

WOVI TCNTのオーバフロー（インターバルタイマモード） OVF 

NMI TCNTのオーバフロー（ウォッチドッグタイマモード） OVF 
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13.6 使用上の注意事項 

13.6.1 レジスタアクセス時の注意事項 

TCNT、TCSR、RSTCSRは、容易に書き換えられないように、ライト方法が一般のレジスタと異なっていま

す。次の方法で、リード／ライトを行ってください。 

（1） TCNT、TCSRへのライト 

TCNT、TCSRへライトするときは、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送命令では、ライト

できません。これを図 13.6に示します。 

ライト時は、TCNTと TCSRが同一アドレスに割り当てられています。このため、TCNTへライトするときは

上位バイトを H'5Aにし、下位バイトをライトデータにして転送してください。TCSRへライトするときは上位

バイトを H'A5にし、下位バイトをライトデータにして転送してください。このように転送すると、下位バイト

のデータが TCNTまたは TCSRへライトされます。 

TCNT

TCSR

 H'FF74

 H'FF74

H'5A

15 8 7 0

H'A5

15 8 7 0

 

図 13.6 TCNT、TCSRへのライト 

（2） RSTCSRへのライト 

RSTCSRへライトするときは、ワード転送を行ってください。バイト転送命令では、ライトできません。こ

れを図 13.7に示します。 

WOVFビットへ 0をライトする場合と、RSTEビットと RSTSビットにライトする場合では、ライトの方法が

異なります。 

WOVFビット 0をライトするときは、上位バイトを H'A5にし、下位バイトを H'00にして転送してください。

このようにすると、WOVFビットが 0にクリアされます。このとき、RSTE、RSTSビットは影響を受けません。

RSTE、RSTSビットにライトするときは、上位バイトを H'5Aにし、下位バイトをライトデータにして転送して

ください。このようにすると、下位バイトのビット 6と 5の値が RSTEビットと RSTSビットにそれぞれライト

されます。このとき、WOVFビットは影響を受けません。 
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WOVF 0

RSTE RSTS

 H'FF76

 H'FF76

H'A5 H'00

15 8 7 0

H'5A

15 8 7 0

 

図 13.7 RSTCSRへのライト 

（3） TCNT、TCSR、RSTCSRからのリード 

リードは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。TCSRはアドレス H'FF74に、TCNTはアド

レス H'FF75に、RSTCSRはアドレス H'FF77にそれぞれ割り当てられています。 

 

13.6.2 タイマカウンタ（TCNT）のライトとカウントアップの競合 

TCNTのライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップされずに TCNTへ

のカウンタライトが優先されます。これを図 13.8に示します。 

φ

TCNT

TCNT N M

T1 T2

TCNT

 

図 13.8 TCNTのライトとカウントアップの競合 
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13.6.3 PSS、CKS2～CKS0ビットの書き換え 

WDTの動作中に TCSRの PSS、CKS2～CKS0ビットを書き換えると、カウントアップが正しく行われない場

合があります。PSS、CKS2～CKS0ビットを書き換えるときは、必ずWDTを停止させてから（TMEビットを 0

にクリアしてから）行ってください。 
 

13.6.4 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り替え 

WDTの動作中にウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替えると、正しい動作が行

われない場合があります。タイマモードの切り替えは、必ずWDTを停止させてから（TMEビットを 0にクリ

アしてから）行ってください。 
 

13.6.5 ウォッチドッグタイマモードでの内部リセット 

ウォッチドッグタイマモード時に RSTEビットを 0にしておくと、TCNTがオーバフローしても本 LSI内部を

リセットしませんが、WDT_0の TCNT_0、TCSR_0はリセットされます。 

オーバフローが発生してから 132ステートの期間は、TCNT、TCSR、RSTCRへのライトはできません。また、

この期間はWOVFフラグのリードも認識されません。そのため、WOVFフラグのクリアは、オーバフローが発

生してから 132ステート待ったあと、WOVFフラグに 0をライトしてください。 
 

13.6.6 インターバルタイマモードでの OVFフラグのクリア 

インターバルタイマモード時に、OVFフラグのセットと OVFフラグのリードが競合した場合、OVF＝1の状

態をリードしたにもかかわらず、OVFに 0をライトしてもフラグがクリアされないことがあります。インター

バルタイマ割り込みを禁止して、OVFフラグをポーリングする場合など、OVFフラグのセットとリードが競合

する可能性がある場合は、フラグをクリアする際に、少なくとも OVF＝1の状態を 2回以上リードしてから OVF

に 0をライトしてください。 
 

13.6.7 TMEビットによる TCNT初期化時の注意 

TCNTの入力クロックにφSUB（サブクロック）の分周クロックを選択（TCSRの PSS＝1にセット）し、カウ

ンタ（TCNT）が動作中に高速／中速モードで TCSRの TME＝0にクリアしてカウンタ（TCNT）の初期化を行

った後、再度 TME＝1にセットして TCNTを動作させたとき、TCNTが初期化されない場合があります。この

場合 TCNTの初期化は以下のいずれかの方法で実施してください。 

1. TCNTにH'00をライトしてください。 

2. サブアクティブモードでTMEビットを"0"にしてください。 
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14. IEBusTMコントローラ（IEB）（H8S/2258グループ） 

本 LSIは、1チャネルの IEBusTMコントローラ（IEB）を内蔵しています。IEBusTM（Inter Equipment BusTM）*1

は、装置間のデータ転送を目的とした小規模のディジタルデータ転送システムです。 

本 LSIは IEBusドライバ／レシーバを内蔵していないため、専用のドライバ／レシーバ*2を外付けする必要が

あります。 

図 14.1に IEBのブロック図を示します。 

【注】 *1 IEBus（Inter Equipment Bus）は NECエレクトロニクスの商標です。 

 *2 バスインタフェース用ドライバ／レシーバ IC：HA12187FPを推奨します。 
 

14.1 特長 
• IEBusのプロトコル制御（レイア2）に対応 

半二重非同期通信 

マルチマスタ方式 

同報通信機能 

伝送速度の異なる3種類のモードが選択可能 

• データトランスファコントローラ（DTC）による転送が可能 

送信バッファ／受信バッファは各々1バイト 

モード2の最大伝送バイト数である128バイトまで連続送受信が可能 

• 動作周波数 

12MHz、12.58MHz（IEBは外部クロックを1/2に分周して使用） 

【注】 モード 0、1使用時±1.5％、モード 2使用時±0.5％ 
 

• IEBusドライバ／レシーバ（レイア1）外付けにより、耐ノイズ性が向上 

• モジュールストップモードの設定可能 
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図 14.1 IEBのブロック図 
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14.1.1 IEBus通信プロトコル 

IEBusの概要は、以下のとおりです。 

• 通信方式：半2重非同期通信 

• マルチマスタ方式 

IEBusに接続しているすべてのユニットがほかのユニットへデータの伝送が実現できます。 

• 同報通信機能（1ユニット対複数ユニットの通信） 

グループ同報通信：グループユニットに対しての同報通信 

一斉同報通信    ：すべてのユニットに対しての同報通信 

• 伝送速度の異なる3種類のモードが選択可能 
 

表 14.1 3種類のモード 

モード φ＝12MHz φ＝12.58MHz 最大伝送バイト数 
（バイト／フレーム） 

0 約 3.9kbps 約 4.1kbps 16 

1 約 17kbps 約 18kbps 32 

2 約 26kbps 約 27kbps 128 

 

• アクセス制御：CSMA/CD（Carrier Sense Multiple Access with Collision Detection） 

バス占有の優先順位は、次のとおりです。 

1. 同報通信（1ユニット対複数ユニットの通信）が通常通信（1ユニット対1ユニットの通信）より優先 

2. マスタアドレスの小さい方が優先 

• 通信規模 

ユニット数：最大50 

ケーブル長：最長150m（ツイストペアケーブルを使用した場合） 

【注】 実際のシステムにおける通信規模は、外付けの IEBusドライバ／レシーバの特性や使用するケーブルの特性により異な

ります。 
 

（1） バス占有権の決定（アービトレーション） 

IEBusに接続された装置は他の装置を制御するときに、バスを占有するための動作を行います。この動作を、ア

ービトレーションと呼びます。アービトレーションでは、複数のユニットが同時に送信を開始した場合に、それ

らの中から 1つのユニットに対し、バスを占有する許可を与える処理が行われます。 

アービトレーションにより 1装置のみがバス占有権を得るため、次のようなバス占有の優先条件が決められて

います。 

（a） 通信の種類による優先 

同報通信（1ユニット対複数ユニットの通信）が通常通信（1ユニット対 1ユニットの通信）より優先されます。 
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（b） マスタアドレスによる優先 

通信種類が同じ場合には、マスタアドレスの最も小さいものが優先されます。 

例：マスタアドレスは 12ビットで構成され、H'000のユニットが最上位の優先順位を持ち、H'FFFのユニット

が最下位の優先順位を持ちます。 

【注】 アービトレーションに負けた場合、自動的に再送信モードに入ることができます（再送信回数は、IEMCRの RN2～RN0

ビットで 0～7回に設定可能です）。 
 

（2） 通信モード 

IEBusには、伝送速度の異なる 3種の通信モードが用意されています。各通信モードにおける伝送速度および 1

通信フレームの中の最大伝送バイト数を、表 14.2に示します。 
 

表 14.2 各通信モードにおける伝送速度、最大伝送バイト数 

通信モード 最大伝送バイト数 実効伝送速度*1
（kbps） 

 （バイト／フレーム） φ＝12MHz*2 φ＝12.58MHz*2 

0 16 約 3.9 約 4.1 

1 32 約 17 約 18 

2 128 約 26 約 27 

【注】 IEBusに接続した各装置は、通信を行う前にあらかじめ通信モードを選択しておきます。また、マスタユニットとその通

信相手局（スレーブユニット）の通信モードが同一でないと、通信は、正しく行われません。 

 φ＝12MHzの装置とφ＝12.58MHzの装置間では通信モードが同一でも通信は正しく行われません。必ず同じ発振周波数

で通信を行ってください。 

 *1 最大伝送バイト数を伝送したときの実効伝送速度 

 *2 本 LSIを使用したときの発振周波数 
 

（3） 通信アドレス 

IEBusでは、各装置に 12ビットの固有な通信アドレスが割り当てられます。通信アドレスは、次のように構成

されます。 

上位 4ビット：グループ番号（各装置の所属するグループを識別する番号） 

下位 8ビット：ユニット番号（グループ内の各装置を識別する番号） 
 

（4） 同報通信 

通常の送信では、マスタユニットとその通信相手局となるスレーブユニットはともに 1ユニットで、1対 1の送

信または受信が行われます。それに対し、同報通信ではスレーブユニットが複数存在し、マスタユニットは複数

のスレーブユニットに対して送信を行います。スレーブユニットは複数存在するため、通信中スレーブユニット

からは、アクノリッジは返されません。 

また、同報通信を行うか通常の通信を行うかは、同報ビットによって決まります。（同報ビットについては、

「14.1.2（1）（b）同報ビット」を参照してください）。 

同報通信には、次の 2種類があります。 
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（a） グループ同報通信 

通信アドレスの上位 4ビットのグループ番号が等しいグループ内の装置に対して同報通信を行います。 
 
（b） 一斉同報通信 

グループ番号の値にかかわらずすべての装置に対して同報通信を行います。 

グループ同報と一斉同報の識別は、スレーブアドレスの値で行われます（スレーブアドレスについては、「14.1.2

（3）スレーブアドレスフィールド」を参照してください）。 
 

14.1.2 伝送プロトコル 

IEBusの伝送信号フォーマットを図 14.2に示します。 

通信データは、通信フレームとよぶ一連の信号として伝送されます。1通信フレームで伝送可能なデータ数およ

び伝送速度は、通信モードによって異なります。 

P P A P A P A P A P A

1 1 1 1 1 4 8 1 1 8 1 18 1 11 112 12

0

P  1

A 1

A = 0 ACK

A = 1 NAK

N

1

2

7330μs

2090μs

1590μs

1590 Nμs

φ= 12MHz

410 Nμs

300 Nμs

 

図 14.2 伝送信号フォーマット 

 

（1） ヘッダ 

ヘッダは、スタートビットおよび同報ビットで構成されています。 

（a） スタートビット 

スタートビットはデータ伝送の始まりをほかのユニットに知らせるための信号です。 

データ伝送を開始しようとするユニットは、決められた時間ロウレベルの信号（スタートビット）を出力し、

同報ビットの出力へ移行します。 

スタートビットを出力しようとしたとき、すでにほかのユニットがスタートビットを出力している場合には、
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スタートビットを出力しないでそのユニットのスタートビット出力終了を待ち、その終了タイミングに同期して

同報ビット出力へ移行します。 

送信を始めたユニット以外は、このスタートビットを検出し受信状態へ移行します。 
 
（b） 同報ビット 

同報ビットは、同報通信、または通常の通信の識別を行うビットです。 

同報ビットが 0の場合には同報通信、1の場合には通常の通信を表します。また同報通信には、グループ同報と

一斉同報があり、これらの識別はスレーブアドレスの値によって行われます（スレーブアドレスについては、

「14.1.2（3）スレーブアドレスフィールド」を参照してください）。 

同報通信の場合には通信相手局となるスレーブユニットが複数存在するため、（2）以降各フィールドでのアク

ノリッジビットは返されません。 

2つ以上のユニットが同じタイミングで通信フレームの送出を開始した場合には、同報通信が通常の通信より優

先し、アービトレーションに勝ち残ります。 
 

（2） マスタアドレスフィールド 

マスタアドレスフィールドは、自分のユニットアドレス（マスタアドレス）をほかのユニットに送信するため

のフィールドです。マスタアドレスフィールドはマスタアドレスビットとパリティビットで構成されています。 

マスタアドレスは 12ビットで構成されておりMSBより出力されます。 

2つ以上のユニットが、同じタイミングで同じ値の同報ビットの送信を開始した場合、アービトレーションの判

定は、マスタアドレスフィールドへ持ち越されます。 

マスタアドレスフィールドでは、1ビット送信するたびに自分が出力しているデータとバス上のデータとの比較

を行います。比較の結果、自分の出力しているマスタアドレスとバス上のデータが異なった場合、アービトレー

ションに負けたと判断し、送信を中止し受信状態へ移行します。 

IEBusはワイヤード ANDで構成されているため、アービトレーションに参加しているユニット（アービトレー

ションマスタ）の中で、最小のマスタアドレスを持つユニットがアービトレーションに勝ち残ります。 

最終的に 12ビットのマスタアドレス出力後、1つのユニットのみがマスタユニットとして送信状態で残ります。 

次に、このマスタユニットはパリティビット*を出力し、ほかのユニットに対してマスタアドレスを確定させ、

スレーブアドレスフィールド出力へ移行します。 

【注】 * パリティは偶数パリティを使用しており、マスタアドレスビット中の 1のビットの数が奇数のとき、パリティビット

が 1となります。 
 

（3） スレーブアドレスフィールド 

スレーブアドレスフィールドは、通信を行いたいユニット（スレーブユニット）のアドレス（スレーブアドレ

ス）を送信するためのフィールドです。スレーブアドレスフィールドはスレーブアドレスビット、パリティビッ

トおよびアクノリッジビットで構成されています。 

スレーブアドレスは 12ビットで構成されMSBから出力されます。12ビットのスレーブアドレス送信後、スレ

ーブアドレスが間違って受信されることを避けるため、パリティビットを出力します。次に、スレーブユニット

がバス上に存在することを確認するために、マスタユニットはスレーブユニットからのアクノリッジ信号の検出
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を行います。アクノリッジ信号を検出した場合、コントロールフィールド出力へ移行します。ただし、同報通信

時には、アクノリッジビットを検出せずに、コントロールフィールド出力へ移行します。 

スレーブユニットは、スレーブアドレスが一致し、マスタアドレスとスレーブアドレスの両方のパリティが偶

数であることを検出した場合、アクノリッジ信号を出力します。スレーブユニットはパリティが奇数の場合、マ

スタアドレスまたはスレーブアドレスが正しく受信されなかったと判断し、アクノリッジ信号を出力しません。

このとき、マスタユニットは、待機（モニタ）状態になり通信が終了します。 

また、同報通信の場合は、スレーブアドレスは次のようにグループ同報か、一斉同報かの識別に使用されます。 

スレーブアドレスが H'FFFのとき：一斉同報通信 

スレーブアドレスが H'FFF以外のとき：グループ同報通信 

【注】 グループ同報通信時のグループ番号は、スレーブアドレスの上位 4ビットの値になります。 
 

（4） コントロールフィールド 

コントロールフィールドは、次のデータフィールドの種類や方向を送信するためのフィールドです。コントロ

ールフィールドはコントロールビット、パリティビットおよびアクノリッジビットで構成されています。 

コントロールビットは 4ビットで構成されMSBから出力されます。 

コントロールビットに続いて、パリティビットが出力されます。パリティが偶数でかつ、マスタユニットの要

求機能をスレーブが実行可能な場合は、スレーブユニットはアクノリッジ信号を出力し、次の電文長フィールド

へ移行します。ただし、パリティが偶数でもスレーブユニットがマスタユニットの要求を実行できない場合や、

パリティが奇数の場合は、スレーブユニットはアクノリッジ信号を出力せず、待機（モニタ）状態に戻ります。 

マスタユニットはアクノリッジ信号を確認後、次の電文長フィールドへ移行します。 

アクノリッジ信号の確認ができない場合は、マスタユニットは待機状態になり、通信が終了します。ただし同

報通信の場合には、マスタユニットはアクノリッジ信号を確認せずに、次の電文長フィールドへ移行します。 

コントロールビットの内容については表 14.4を参照してください。 
 

（5） 電文長フィールド 

電文長フィールドは、通信データのバイト数を指定するためのフィールドです。電文長フィールドは、電文長

ビットと、パリティビットおよびアクノリッジビットで構成されます。 

電文長ビットは 8ビットで構成され、MSBから出力されます。通信データのバイト数を表 14.3に示します。 
 

表 14.3 電文長ビットの内容 

電文長ビット（16進） 送信データ・バイト数 

H'01 

H'02 

・ 

・ 

H'FF 

H'00 

1バイト 

2バイト 

・ 

・ 

255バイト 

256バイト 
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【注】 通信モードにより、1フレームの最大伝送バイト数以上を設定すると、複数フレームでの通信となります。その際、2回

目以降は、電文長ビットは残りの通信データのバイト数となります。本 LSIでは、2回目以降は、電文長ビットは残りの

通信データのバイト数をプログラムにより設定する必要があります。ハードウェアで自動的に設定されません。 
 
このフィールドの動作は、マスタ送信時（コントロールビットのビット 3が 1）とマスタ受信時（コントロール

ビットのビット 3が 0）で異なります。 

（a） マスタ送信時 

電文長ビットおよびパリティビットは、マスタユニットが出力します。スレーブユニットは、パリティが偶数

であることを検出した場合、アクノリッジ信号を出力し、次のデータフィールドへ移行します。ただし、同報通

信時では、スレーブユニットはアクノリッジ信号を出力しません。 

また、スレーブユニットは、パリティが奇数の場合、電文長ビットが正しく受信されなかったと判断し、アク

ノリッジ信号を出力せず、待機（モニタ）状態に戻ります。このとき、マスタユニットも待機状態に戻り、通信

が終了します。 
 
（b） マスタ受信時 

電文長ビットおよびパリティビットは、スレーブユニットが出力します。マスタユニットはパリティが偶数で

あることを検出した場合、アクノリッジ信号を出力します。 

マスタユニットは、パリティが奇数の場合、電文長ビットが正しく受信されなかったと判断し、アクノリッジ

信号を出力せず、待機状態に戻ります。このとき、スレーブユニットも待機状態に戻り、通信が終了します。 
 

（6） データフィールド 

データフィールドは、スレーブユニットに対しデータを送受信するためのフィールドです。マスタユニットは、

データフィールドを使用してスレーブユニットにデータを送信したり、スレーブユニットからデータを受信した

りします。データフィールドはデータビット、パリティビット、およびアクノリッジビットで構成されています。 

データユニットは 8ビットで構成されMSBから出力されます。 

データビットに続きパリティビットとアクノリッジビットが、それぞれマスタユニットおよびスレーブユニッ

トより出力されます。 

同報通信は、マスタユニットの送信動作のみに行われます。また、このときアクノリッジ信号は無視されます。 

マスタ送信時とマスタ受信時の動作は次のようになります。 

（a） マスタ送信時 

マスタユニットからスレーブユニットへ書き込みを行う場合、マスタユニットは、スレーブユニットに対して

データビット、パリティビットを送信します。スレーブユニットはデータビット、パリティビットを受信し、パ

リティが偶数で、かつ受信バッファが空いていれば、アクノリッジ信号を出力します。パリティが奇数、または

受信バッファが空いていない場合には、スレーブユニットは対応するデータの受け付けを拒否し、アクノリッジ

信号出力を行いません。 

スレーブユニットからアクノリッジ信号が出力されなかった場合、マスタユニットは再び同じデータを送信し

ます。この動作はスレーブユニットからのアクノリッジ信号を検出するか、データ最大伝送バイト数を超えるま

で続けられます。 
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パリティが偶数で、スレーブユニットからアクノリッジ信号が出力された場合は、データに続きがあり、かつ

最大伝送バイト数を超えていなければ、マスタユニットは次のデータを送信します。 

また、同報通信の場合では、スレーブユニットからはアクノリッジ信号は出力されず、マスタユニットはデー

タを 1バイトごとに転送します。 

（b） マスタ受信時 

マスタユニットがスレーブユニットから読み込みを行う場合、マスタユニットはすべての読み込みビットに対

応する同期信号を出力します。 

スレーブユニットは、データ、パリティビットの内容をマスタユニットからの同期信号に応じてバス上に出力

します。 

マスタユニットは、スレーブユニットの出力したデータパリティビットを読み込み、パリティを確認します。 

パリティが奇数の場合、または受信バッファが空いていない場合は、マスタユニットはそのデータ受け付けを

拒否し、アクノリッジ信号を出力しません。1通信フレームで送信可能な最大伝送バイト数以内であれば、マスタ

ユニットは同じデータの読み込み動作を繰り返します。また、パリティが偶数で、かつ受信バッファが空いてい

れば、マスタユニットはデータを受け付け、アクノリッジ信号を返します。1フレームで送信可能な最大バイト数

以内であればマスタユニットは次のデータを読み込みます。 
 

（7） パリティビット 

パリティビットは、伝送データに誤りがないことを確認するために使用されます。 

パリティビットは、マスタアドレスビット、スレーブアドレスビット、コントロールビット、電文長ビット、

データビットの各データに対して付加されます。 

パリティは、偶数パリティです。データの中の 1のビット数が奇数の場合は、パリティビットは 1となります。

データ中の 1の数が偶数の場合は、パリティビットは 0となります。 
 

（8） アクノリッジビット 

通常通信（1ユニット対 1ユニット間の通信）においては、データを正しく受け付けたかを確認するために、次

の箇所にアクノリッジビットが付加されます。 

• スレーブアドレスフィールドの最後 

• コントロールフィールドの最後 

• 電文長フィールドの最後 

• データフィールドの最後 

アクノリッジビットの定義は次のとおりです。 

• 0：伝送データを認識したことを表します（ACK） 

• 1：伝送データを認識しなかったことを表します（NAK） 

ただし、同報通信の場合には、アクノリッジビットの内容は無視されます。 

（a） スレーブアドレスフィールドの最後のアクノリッジビット 

スレーブアドレスフィールドの最後のアクノリッジビットは、次の場合、NAKとなり、伝送は中止されます。 
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• マスタアドレスビットまたはスレーブアドレスビットのパリティが正しくない場合 

• タイミングエラー（ビットフォーマットにエラー）が発生した場合 

• スレーブユニットが存在しなかった場合 
 
（b） コントロールフィールドの最後のアクノリッジビット 

コントロールフィールドの最後のアクノリッジビットは、次の場合、NAKとなり、伝送は中止されます。 

• コントロールビットのパリティが正しくない場合 

• スレーブ受信バッファ*が空でないのに、コントロールビットのビット3が1（書き込み動作）の場合 

• スレーブ送信バッファ*が空なのに、コントロールビットがデータの読み込み（H'3、H'7）の場合 

• ロックを設定されているのに、ロックを設定したユニット以外からコントロールビットのH'3、H'6、H'7、H'A、

H'B、H'E、H'Fを要求した場合 

• ロックを設定されていないのに、コントロールビットがロックアドレスの読み込み（H'4、H'5）の場合 

• タイミングエラーが発生した場合 

• 未定義のコントロールビットの場合 

【注】 * 14.1.3（1）スレーブステータス（SSR）の読み込み（コントロールビット：H'0、H'6）を参照してください。 
 
（c） 電文長フィールドの最後のアクノリッジビット 

電文長フィールドの最後のアクノリッジビットは、次の場合、NAKとなり、伝送は中止されます。 

• 電文長ビットのパリティが正しくない場合 

• タイミングエラーが発生した場合 
 
（d） データフィールドの最後のアクノリッジビット 

データフィールドの最後のアクノリッジビットは、次の場合、NAKとなり、伝送は中止されます。 

• データビットのパリティが正しくない場合* 

• タイミングエラーが前回のアクノリッジビット伝送以降で発生した場合 

• 受信バッファがフルの状態になり、それ以上のデータを受け付けることができない場合* 

【注】 * この場合、送信側では 1フレームで伝送可能な最大伝送バイト数以内であれば、最大伝送バイト数に達するまでその

データフィールドの送信を再実行します。 
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14.1.3 伝送データ（データフィールドの内容） 

データフィールドの内容は、コントロールビットで示されるデータになります。 
 

表 14.4 コントロールビットの内容 

設定値 ビット 3*1
ビット 2 ビット 1 ビット 0 機   能*2 

H'0 0 0 0 0 スレーブステータス（SSR）の読み込み 

H'1 0 0 0 1 未定義、使用禁止 

H'2 0 0 1 0 未定義、使用禁止 

H'3 0 0 1 1 データ読み込みとロック 

H'4 0 1 0 0 ロックアドレスの読み込み（下位 8ビット） 

H'5 0 1 0 1 ロックアドレスの読み込み（上位 4ビット） 

H'6 0 1 1 0 スレーブステータス（SSR）の読み込みとロック解除 

H'7 0 1 1 1 データ読み込み 

H'8 1 0 0 0 未定義、使用禁止 

H'9 1 0 0 1 未定義、使用禁止 

H'A 1 0 1 0 コマンド書き込みとロック 

H'B 1 0 1 1 データ書き込みとロック 

H'C 1 1 0 0 未定義、使用禁止 

H'D 1 1 0 1 未定義、使用禁止 

H'E 1 1 1 0 コマンド書き込み 

H'F 1 1 1 1 データ書き込み 

【注】 *1 ビット 3（MSB）の値により、以後の電文長フィールドの電文長ビットおよびデータフィールドのデータの転送方

向が変わります。 

  ビット 3が 1の場合：マスタユニットからスレーブユニットへ転送 

  ビット 3が 0の場合：スレーブユニットからマスタユニットへ転送 

 *2 H'3、H'6、H'A、H'Bはロックの設定、および解除を指定するコントロールビットです。 

  H'1、H'2、H'8、H'9、H'C、H'Dの未定義値が送信された場合はアクノリッジを返しません。 
 
マスタユニットによりロックを設定されたユニットは、ロックを要求したマスタユニット以外から受信したコ

ントロールビットが表 14.5以外の場合、受け付けを拒否し、アクノリッジビットを出力しません。 
 

表 14.5 ロックされたスレーブユニットに対するコントロールフィールド 

設定値 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 機   能 

H'0 0 0 0 0 スレーブステータスの読み込み 

H'4 0 1 0 0 ロックアドレスの読み込み（下位 8ビット） 

H'5 0 1 0 1 ロックアドレスの読み込み（上位 4ビット） 
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（1） スレーブステータス（SSR）の読み込み（コントロールビット：H'0、H'6） 

マスタユニットは、スレーブステータスの読み込み（H'0、H'6）を行うことにより、スレーブユニットが、ア

クノリッジビット（ACK）を返送しなかった理由を知ることができます。スレーブステータスは、スレーブステ

ータスが最後に行った通信結果に対して決定されます。すべてのスレーブユニットは、スレーブステータスの情

報を提供できます。スレーブステータスについて、図 14.3に示します。 

7
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4 *2 0 
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IETBR 1 IEBus  

 IETSR TxRDY  

図 14.3 スレーブステータス（SSR）のビット構成 

 

（2） データコマンド転送（コントロールビット：読み込み（H'3、H'7）、書き込み（H'A、H'B、H'E、H'F）） 

データ読み込み（H'3、H'7）の場合、スレーブユニットのデータバッファにあるデータが、マスタユニットに

読み込まれます。データ書き込み（H'B、H'F）またはコマンド書き込み（H'A、H'E）の場合、スレーブユニット

が受信したデータはそのスレーブユニットの動作規定に従って処理されます。 
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【注】 1. データとコマンドの選択は、ユーザがシステムに応じて自由に決めることができます。 

 2. H'3、H'A、H'Bは通信条件、状態によりロックが設定されることがあります。 

（3） ロックアドレスの読み込み（コントロールビット：H'4、H'5） 

ロックアドレスの読み込み処理時（H'4、H'5）には、ロック命令を発行したマスタユニットのアドレス（12ビ

ット）が、次に示すように 1バイト単位に構成されて、読み出されます。 

8 H'4 

 H'5 4

MSB LSB

 

図 14.4 ロックアドレスの構成 

 

（4） ロックの設定、解除（コントロールビット：設定（H'3、H'A、H'B）、解除（H'6） 

ロック機能は、メッセージを複数の通信フレームにわたって転送する場合に使用します。ロックを設定された

ユニットは、ロックをかけたユニット以外からは受信しません。 

ロックの設定および解除を、次に示します。 

（a） ロックの設定 

ロックを指定したコントロールビット（H'3、H'A、H'B）で、電文長フィールドのアクノリッジビット 0の送受

信終了後、電文長ビットにて指定されたバイト数分のデータの送受信を完了せずに通信フレームを終了した場合

に、スレーブユニットはマスタユニットにより、ロックを設定されます。また、このとき、スレーブステータス

を表すバイト中のロックに関するビット（ビット 2）が 1にセットされます。 

ロックが設定されるのは、フレーム最大伝送バイト数を超えたときのみで、他のエラー終了ではセットされま

せん。 
 
（b） ロックの解除 

ロックを指定したコントロールビット（H'3、H'A、H'B）または、ロックの解除を指定したコントロールビット

（H'6）で、1通信フレーム内に、電文長ビットで指定したバイト数分のデータの送受信完了後、スレーブユニッ

トは、マスタユニットによりロックを解除されます。また、このとき、スレーブステータスを表すバイト中のロ

ックに関するビット（ビット 2）が 0にリセットされます。 

なお、同報通信時にはロックの設定および解除は行われません。 

【注】 ロックの解除を指定されたユニット自身で解除するには、次の 3種類の方法があります。 

 ・ハードウェアリセットをかける 

 ・モジュールストップモードに入れる 

 ・IEBusコマンドレジスタ（IECMR）でロック状態解除コマンドを発行する 

   なお、ロック状態の有無は IEFLGの LCKビットで確認できます。 
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14.1.4 ビットフォーマット 

IEBusの通信フレームを構成するビットのフォーマット（概念）を図 14.5に示します。 

1 Low 0 High

1 High 0 Low

1

0

 

図 14.5 IEBusのビットフォーマット（概念） 

 
以下、正論理の場合のビットフォーマットの各期間を説明します。 

準備期間 ：最初のロジック 1期間（Highレベル） 

同期期間 ：次のロジック 0期間（Lowレベル） 

データ期間：ビットの値を表す期間（ロジック 1：Highレベル、ロジック 0：Lowレベル） 

停止期間 ：最後のロジック 1期間（Highレベル） 
 
負論理の場合、正論理から反転したレベルになります。 

同期期間とデータ期間の長さは、ほぼ等しくなっています。 

IEBusは、1ビットごとに同期がとられています。また、ビット全体の時間と、そのビット内に割り当てられて

いる期間の時間に関する仕様は、伝送ビットの種類、マスタユニットかスレーブユニットかの違いにより異なり

ます。 
 

14.2 入出力端子 
IEBの入出力端子を表 14.6に示します。 

 
表 14.6 端子構成 

名   称 記号 入出力 機   能 

IEBus送信データ端子 Tx 出力 送信データ出力端子 

IEBus受信データ端子 Rx 入力 受信データ入力端子 
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14.3 レジスタの説明 
IEBには以下のレジスタがあります。モジュールストップコントロールレジスタについては「24.1.2 モジュー

ルストップコントロールレジスタ A～C（MSTPCRA～MSTPCRC）」を参照してください。 
 

• IEBusコントロールレジスタ（IECTR） 

• IEBusコマンドレジスタ（IECMR） 

• IEBusマスタコントロールレジスタ（IEMCR） 

• IEBus自局アドレスレジスタ1（IEAR1） 

• IEBus自局アドレスレジスタ2（IEAR2） 

• IEBusスレーブアドレス設定レジスタ1（IESA1） 

• IEBusスレーブアドレス設定レジスタ2（IESA2） 

• IEBus送信電文長レジスタ（IETBFL） 

• IEBus送信バッファレジスタ（IETBR） 

• IEBus受信マスタアドレスレジスタ1（IEMA1） 

• IEBus受信マスタアドレスレジスタ2（IEMA2） 

• IEBus受信コントロールフィールドレジスタ（IERCTL） 

• IEBus受信電文長レジスタ（IERBFL） 

• IEBus受信バッファレジスタ（IERBR） 

• IEBusロックアドレスレジスタ1（IELA1） 

• IEBusロックアドレスレジスタ2（IELA2） 

• IEBusゼネラルフラグレジスタ（IEFLG） 

• IEBus送信／暴走ステータスレジスタ（IETSR） 

• IEBus送信／暴走割り込み許可レジスタ（IEIET） 

• IEBus送信エラーフラグレジスタ（IETEF） 

• IEBus受信ステータスレジスタ（IERSR） 

• IEBus受信割り込み許可レジスタ（IEIER） 

• IEBus受信エラーフラグレジスタ（IEREF） 
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14.3.1 IEBusコントロールレジスタ（IECTR） 

IECTRは、IEBの動作の制御（IEBus端子／ポートの切り替え、入出力レベルの反転、受信動作許可）を設定し

ます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IEE 0 R/W IEB端子用端子の切り替え 

IEB用の端子とポートとの端子切り替えをします。 

0：PG3/Rx/CS1、PG2/Tx/CS2端子は、PG3/CS1、PG2/CS2端子として動作 

1：PG3/Rx/CS1、PG2/Tx/CS2端子は、Tx、Rx端子として動作 

6 IOL 0 R/W 入出力レベル（I/Oレベル：IOL） 

Rx、Tx端子の入出力端子のレベル（正論理、負論理）を選択します。 

0：端子の入出力は負論理 

（ロジック 1が Lowレベル、ロジック 0が Highレベル） 

1：端子の入出力は正論理 

（ロジック 1が Highレベル、ロジック 0が Lowレベル） 

5 DEE 0 R/W 同報受信エラー割り込みイネーブル 

同報受信では、マスタとスレーブ間でアクノリッジの転送を行わないため、スレ

ーブが受信可能状態にあるかどうか、マスタでは判定できません。 

本ビットを 1にセットすると、同報受信のコントロールフィールドの受信時に、

受信バッファが受信可能状態にない場合（REビットが 1にセットされていない

状態か、RxRDYフラグがセットされている状態）、受信エラー割り込みが発生

します（IEBus受信エラーフラグには対応するビットがありませんので、注意し

てください）。その際、IEMA1、IEMA2レジスタにマスタアドレスが格納されま

す。IERCTLは格納されません。 

本ビットが 0のときは、同報受信でコントロールフィールドの受信時に、受信バ

ッファが受信可能状態にない場合、受信エラー割り込みは発生せず受信を中止し

て待機状態に入ります。マスタアドレスは保存されません。 

0：コントロールフィールドまでの同報受信エラーを発生させない 

1：コントロールフィールドまでの同報受信エラーを発生させる 

4 CKS 0 R/W 入力クロック選択 

本 LSIでは常に 0を設定してください。IEBで使用するクロックの選択を行いま

す。 

3 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

IEBの受信の許可／禁止を設定します。本ビットの設定は、フレーム受信前の初

期設定で行ってください。コントロールフィールドの受信前に行った変更は有効

ですが、コントロールフィールド受信後の変更は無効となり、変更前の値が有効

になります。 

0：受信動作を禁止 

1：受信動作を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 LUEE 0 R/W 最終バイトアンダランイネーブル 

データ送信時、データフィールドの最終バイトの転送でのアンダランを発生させ

るかどうかを設定します。 

アンダランエラーは、TxRDYフラグがセットされた状態（送信バッファレジス

タ（IETBR）が空）で、IEBが IETBRからデータを取り出す動作を行ったときに

発生します。DTCを使用した送信では、最終バイトの転送後、DTCは TxRDY

フラグをクリアしないため、CPUで TxRDYフラグをクリアしなかった場合、最

終バイトの送信時にアンダランエラーが発生します。DTCを使用する場合は、本

ビットを 0にして、最終バイト送信時に発生するアンダランエラーをマスクして

ください。DTCを使用しない場合は、本ビットを 1に設定して最終バイト送信

時のアンダランエラーを発生させてください。 

0：最終バイト送信時に、アンダランエラーを発生しない（DTC使用時） 

1：最終バイト送信時に、アンダランエラーを発生（DTC未使用時） 

1、0 － すべて 0 － リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。ライトは無効です。 
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14.3.2 IEBusコマンドレジスタ（IECMR） 

IECMRは、IEBの通信の制御を行うためのコマンドを発行するレジスタです。本レジスタはライト専用レジス

タのため、ビット操作命令でライトしないでください。「2.9.4 ライト専用ビットを含むレジスタのアクセス方

法」を参照してください。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 － リザーブビット 

リード値は不定です。ビット操作命令を使用すると誤動作を起こすので、ビット

操作命令は使用しないでください。ライトは無効です。 

2 

1 

0 

CMD2 

CMD1 

CMD0 

0 

0 

0 

W 

W 

W 

コマンドビット 

IEBの通信制御を行うためのコマンドを発行します。本コマンド発行後、IEFLG
の CMXビットがセットされている間はコマンド実行中です。CMXが 0になっ
て、動作状態に移行します。リード値は不定です。ビット操作命令を使用すると

誤動作を起こすので、ビット操作命令は使用しないでください。 

000：ノーオペレーション。動作に影響なし 

001：ロック状態（他局からの要求）を解除*1 

010：マスタとしての通信を要求 

011：マスタ通信を中止*2 

100：未定義ビットです。本コマンドを発行しても動作に影響なし 

101：スレーブからのデータ送信を要求 

110：スレーブからのデータ送信を中止*3 

111：未定義ビットです。本コマンドを発行しても動作に影響なし 

【注】 *1 スレーブ通信状態では、実行しないでください。スレーブ通信が終了した時点、あるいは、マスタ通信状態で、実

行してください。スレーブ通信状態でこのコマンドを発行しても、無視されます。 

 *2 マスタ通信中（MRQ＝1）のときのみ、本コマンドは有効です。それ以外では、コマンドを発行しても無視されま

す。マスタ通信中に本コマンドを発行すると、通信コントローラは直ちに待機状態に入ります。同時に、発行され

ていたマスタ送信要求は終了します。（MRQ＝0） 

 *3 スレーブ送信（SRQ＝1）のときのみ、本コマンドは有効です。それ以外では、コマンドを発行しても無視されま

す。スレーブ送信中に本コマンドを発行すると、スレーブ送信を行う前では、SRQ＝0となるため、マスタからの

送信要求に対応しなくなります。スレーブ送信を行っている状態でコマンドを発行すると、送信動作を中止し、待

機状態になります。（SRQ＝0） 
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14.3.3 IEBusマスタコントロールレジスタ（IEMCR） 

IEMCRは、マスタ通信を行うときの通信条件（同報通信／通常通信の選択、アービトレーション負けのとき再

送の回数、コントロールビットの値）を設定します。本レジスタはスレーブ通信の場合は、設定する必要はあり

ません。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SS 1 R/W 同報／通常通信の選択 

マスタ通信時の、同報／通常通信の選択を行います。 

0：マスタ通信時、同報通信 

1：マスタ通信時、通常通信 

6 

5 

4 

RN2 

RN1 

RN0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

再送回数 

マスタ通信中にアービトレーションに負けた場合に、自動的に再送信を行う回数

を設定します。設定回数分、アービトレーションに負けた場合、IETSRの TxE

フラグと IETEFの ALビットがセットされ、送信エラー終了となります。再送し

ている間でアービトレーションに勝った場合、マスタアドレス送信後、再送回数

は自動的に初期設定値に復帰します。 

000：0回 

001：1回 

010：2回 

011：3回 

100：4回 

101：5回 

110：6回 

111：7回 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

1 

0 

CTL3*1 

CTL2 

CTL1 

CTL0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

コントロールビット 

マスタ送信時の、コントロールフィールドのコントロールビットの設定を行いま

す。 

0000：スレーブステータスの読み込み 

0001：未定義、使用禁止 

0010：未定義、使用禁止 

0011：データ読み込みとロック*2 

0100：ロックアドレスの読み込み（下位 8ビット） 

0101：ロックアドレスの読み込み（上位 4ビット） 

0110：スレーブステータスの読み込みとロック解除*2 

0111：データ読み込み 

1000：未定義、使用禁止 

1001：未定義、使用禁止 

1010：コマンド書き込みとロック*2 

1011：データ書き込みとロック*2 

1100：未定義、使用禁止 

1101：未定義、使用禁止 

1110：コマンド書き込み 

1111：データ書き込み 

【注】 *1 CTL3の値により、以後の電文長フィールドの電文長ビットおよびデータフィールドのデータ転送方向が変わります。 

  CTL3が 1の場合：マスタユニットからスレーブユニットへの転送 

  CTL3が 0の場合：スレーブユニットからマスタユニットへの転送 

 *2 ロックの設定、および解除を指定するコントロールビットです。 
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14.3.4 IEBus自局アドレスレジスタ 1（IEAR1） 

IEAR1は、自局アドレスの下位 4ビットと、通信モードを設定します。自局アドレスは、マスタ通信時には、

マスタアドレスフィールドの値となります。スレーブ通信時には、受信したスレーブアドレスフィールドとの比

較を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

IAR3 

IAR2 

IAR1 

IAR0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

IEBus自局アドレス下位 4ビット 

自局アドレスの下位 4ビットを設定します。 

3 

2 

IMD1 

IMD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

IEBus通信モード 

IEBus通信モードの選択を行います。 

00：通信モード 0 

01：通信モード 1 

10：通信モード 2 

11：設定禁止 

1 － 0 － リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。ライトは無効です。 

0 STE 0 R/W スレーブ送信設定 

スレーブステータスレジスタのビット 4の値を設定します。本ビットを 1に設定
すると、マスタユニットに対して、スレーブステータスレジスタの送信により、

スレーブ送信可能状態である、という情報を与えます。本ビットはスレーブステ

ータスレジスタの値を設定するだけで、スレーブ送信の動作には直接影響しませ

ん。 

0：スレーブステータスのビット 4は 0（スレーブ送信停止状態） 

1：スレーブステータスのビット 4は 1（スレーブ送信可能状態） 

 

14.3.5 IEBus自局アドレスレジスタ 2（IEAR2） 

IEAR2は、自局アドレスの上位 8ビットを設定します。本レジスタは、マスタ通信時には、マスタアドレスフ

ィールドの値となります。スレーブ通信時には、受信したスレーブアドレスフィールドとの比較を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IAR11 

IAR10 

IAR9 

IAR8 

IAR7 

IAR6 

IAR5 

IAR4 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

IEBus自局アドレス上位 8ビット 

自局アドレスの上位 8ビットを設定します。 
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14.3.6 IEBusスレーブアドレス設定レジスタ 1（IESA1） 

IESA1は、通信相手のスレーブユニットのアドレスの下位 4ビットを設定します。本レジスタは、スレーブ通

信の場合、設定する必要はありません。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

ISA3 

ISA2 

ISA1 

ISA0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

IEBusスレーブアドレス下位 4ビット 

通信相手のスレーブユニットのアドレスの下位 4ビットを設定します。 

3～0 － すべて 0 － リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。ライトは無効です。 

 

14.3.7 IEBusスレーブアドレス設定レジスタ 2（IESA2） 

IESA2は、通信相手のスレーブユニットのアドレスの上位 8ビット設定します。本レジスタは、スレーブ通信

の場合、設定する必要はありません。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

ISA11 

ISA10 

ISA9 

ISA8 

ISA7 

ISA6 

ISA5 

ISA4 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

IEBusスレーブアドレス上位 8ビット 

通信相手のスレーブユニットのアドレスの上位 8ビットを設定します。 
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14.3.8 IEBus送信電文長レジスタ（IETBFL） 

IETBFLは、マスタ送信、スレーブ送信を行う際の電文長を設定します。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

TBFL7 

TBFL6 

TBFL5 

TBFL4 

TBFL3 

TBFL2 

TBFL1 

TBFL0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

送信電文長ビット 

マスタ送信、スレーブ送信する際の電文長の値を設定します。 

通信モードにより、IETBFLに 1フレームの最大伝送バイト数以上を設定すると、

複数フレームでの通信になります。その際、2回目以降は残りの通信データのバ

イト数が電文長の値となりますが、IETBFLの値は、最初に設定した状態のまま

です。2回目以降のフレームでは残りの通信データのバイト数を再度設定してく

ださい。 

 

14.3.9 IEBus送信バッファレジスタ（IETBR） 

IETBRは、マスタ送信時、およびスレーブ送信時に送信するデータを書き込む 1バイトのバッファです。 

IETBRは、IETSRの TxRDYビットが 1のとき、空になっています。TxRDYの値をチェックして IETBRに送信

データを設定します。 

IETBRには、マスタ送信時、スレーブ送信時、共にデータフィールドで送信する値を書き込みます。 

IEBusデータ送信時の伝送信号フォーマットと各レジスタの関係を図 14.6に示します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

TBR7 

TBR6 

TBR5 

TBR4 

TBR3 

TBR2 

TBR1 

TBR 0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

送信するデータを書き込む 1バイトのバッファです。 
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*1 

 

*2 IEAR1, IEAR2

 

*3 

 

 IEAR1, IEAR2 IESA1, IESA2 IEMCR CTL3 0 IETBFL IETBR

 (*1) (*3)

(*2)

IEAR1, IEAR2 IETBFL IETBR

 

図 14.6 送信時の伝送信号フォーマットと各レジスタの関係 

 

14.3.10 IEBus受信マスタアドレスレジスタ 1（IEMA1） 

IEMA1は、スレーブ／同報受信時の通信相手のマスタユニットのアドレスの下位 4ビットが読み出されます。

本レジスタは、スレーブ／同報受信が開始すると有効になります（IERSRの RxSビットがセットされた時点で、

内容が書き換えられます）。 

IECTRの DEEビットで同報受信エラー割り込みが選択されると、コントロールフィールド受信時に、受信バッ

ファが受信可能状態にない場合、受信エラー割り込みが発生し、IEMA1にマスタアドレス下位 4ビットが格納さ

れます。本レジスタへのライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

IMA3 

IMA2 

IMA1 

IMA0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

IEBus受信マスタアドレス下位 4ビット 

スレーブ／同報受信時の通信相手のマスタユニットのアドレスの下位 4ビット

が読み出されます。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。 
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14.3.11 IEBus受信マスタアドレスレジスタ 2（IEMA2） 

IEMA2は、スレーブ／同報受信時の通信相手のマスタユニットのアドレスの上位 8ビットが読み出されます。

本レジスタは、スレーブ／同報受信が開始すると有効になります（IERSRの RxSビットがセットされた時点で、

内容が書き換えられます）。 

IECTRの DEEビットで同報受信エラー割り込みが選択されると、コントロールフィールド受信時に、受信バッ

ファが受信可能状態にない場合、受信エラー割り込みが発生し、IEMA2にマスタアドレス上位 8ビットが格納さ

れます。本レジスタへのライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IMA11 

IMA10 

IMA9 

IMA8 

IMA7 

IMA6 

IMA5 

IMA4 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

IEBus受信マスタアドレス上位 8ビット 

スレーブ／同報受信時の通信相手のマスタユニットのアドレスの上位 8ビット

が読み出されます。 

 

14.3.12 IEBus受信コントロールフィールドレジスタ（IERCTL） 

IERCTLは、スレーブ／同報受信時のコントロールフィールドの値が読み出されます。本レジスタは、スレーブ

／同報受信が開始すると有効になります（IERSRの RxSビットがセットされた時点で、内容が書き換えられます）。 

 本レジスタへのライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。 

3 

2 

1 

0 

RCTL3 

RCTL2 

RCTL1 

RCTL0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

IEBus受信コントロールフィールド 

スレーブ／同報受信時のコントロールフィールドの値が読み出されます。 
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14.3.13 IEBus受信電文長レジスタ（IERBFL） 

IERBFLは、スレーブ／同報受信時の電文長フィールドが読み出されます。本レジスタは、スレーブ／同報受信

が開始すると有効になります（IERSRの RxSビットがセットされた時点で、内容が書き換えられます）。 

本レジスタへのライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

RBFL7 

RBFL6 

RBFL5 

RBFL4 

RBFL3 

RBFL2 

RBFL1 

RBFL0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

IEBus受信電文長 

スレーブ／同報受信時の電文長フィールドの内容が読み出されます。 

 

14.3.14 IEBus受信バッファレジスタ（IERBR） 

IERBRは、マスタ受信時、およびスレーブ受信時に受信したデータを格納する 1バイトのリード専用のバッフ

ァです。 

IERBRは、IERSRの RxRDYビットが 1のときに、読み出すことができます。IERBRで読み出すデータはマス

タ受信、スレーブ受信共に、データフィールドの値になります。本レジスタへのライトは無効です。 

IEBusデータ受信時の伝送信号フォーマットと各レジスタの関係を図 14.7に示します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

RBR7 

RBR6 

RBR5 

RBR4 

RBR3 

RBR2 

RBR1 

RBR 0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

受信したデータを格納する 1バイトのリード専用のバッファです。 
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* IEAR1, IEAR2

  

 IEMA1, IEMA2 IEAR1, IEAR2 IERCTL IERBFL IERBR

 

(*)

IEAR1, IEAR2 IESA1, IESA2 IEMCR CTL3 0 IERBFL IERBR  

図 14.7 受信時の伝送信号フォーマットと各レジスタの関係 

14.3.15 IEBusロックアドレスレジスタ 1（IELA1） 

IELA1は、ロックが設定されたときのロックアドレスの下位 8ビットを設定します。IEFLGの LCKビットがセ

ットされているときのみ、データは有効です。 

本レジスタへのライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

ILA7 

ILA6 

ILA5 

ILA4 

ILA3 

ILA2 

ILA1 

ILA0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

IEBusロックアドレス下位 8ビット 

ロックを設定したマスタユニットのアドレス下位 8ビットを格納します。 
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14.3.16 IEBusロックアドレスレジスタ 2（IELA2） 

IELA2は、8ビットのリード専用のレジスタで、ロックが設定されたときのロックアドレスの上位 4ビットを設

定します。IEFLGの LCKビットがセットされているときのみ、データは有効です。 

本レジスタへのライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。 

3 

2 

1 

0 

ILA11 

ILA10 

ILA9 

ILA8 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

IEBusロックアドレス上位 4ビット 

ロックを設定したマスタユニットのアドレス上位 4ビットを格納します。 
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14.3.17 IEBusゼネラルフラグレジスタ（IEFLG） 

IEFLGは、IEBのコマンドの実行状態の表示、ロック状態の表示、スレーブアドレスの一致、同報受信の検出

を行います。本レジスタへのライトは無効です。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 CMX 0 R コマンド実行状態 

コマンドの実行状態を示します。 

1：コマンド実行中 

［セット条件］ 

• MRQ、SRQ、SREのいずれかがセットされた条件で、マスタ通信要求コマン

ドかスレーブ送信要求コマンドが発行されたとき 

0：コマンドの実行は終了 

［クリア条件] 

• コマンドが実行終了したとき 

6 MRQ 0 R マスタ通信要求 

マスタユニットとして、通信要求期間中か期間中でないかを示します。 

1：マスタユニットとしての通信要求期間中 

［セット条件］ 

• マスタ通信要求コマンドを発行し、CMXビットが 0になったとき 

0：マスタユニットとしての通信要求期間中ではない 

［クリア条件］ 

• マスタ通信が終了したとき 

5 SRQ 0 R スレーブ送信要求 

スレーブユニットとして、送信要求期間中か期間中でないかを示します。 

1：スレーブユニットとして送信要求期間中 

［セット条件］ 

• スレーブ送信要求コマンドを発行し、CMXビットが 0になったとき 

0：スレーブユニットとして送信要求期間中ではない 

［クリア条件］ 

• スレーブ送信が終了したとき 

4 SRE 0 R スレーブ受信状態 

スレーブ／同報受信の実行状態を示します。 

1：スレーブ／同報受信中 

［セット条件］ 

• IECTRの REビットが 1の状態で、スレーブ／同報受信を開始したとき 

0：スレーブ／同報受信中ではない 

［クリア条件］ 

• スレーブ／同報受信が終了したとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 LCK 0 R ロック状態表示 

マスタユニットからロック要求を受けて、ロックが設定された場合、セットさ

れます。IELA1、IELA 2の値は本ビットがセットされているとき、有効です。 

 1：ロック状態 

［セット条件］ 

• マスタからロック設定のコントロールビットを受信し、電文長で指定された

データを受信しなかったとき（LCKがセットされるのはフレーム最大伝送バ

イト数を超えたときのみで、他のエラー終了ではセットされません）。 

 0：ロックは解除 

［クリア条件］ 

• ロック解除条件が成立するか、ロック解除コマンドを発行したとき 

2 － 0 R リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。 

1 RSS 0 R 受信同報ビット 

受信した同報ビットの値を示します。スレーブ／同報受信開始時有効になりま

す（IERSRの RxSビットがセットされた時点で内容が書き換えられます）。 

スレーブ／同報受信開始時までは、前回値を保持します。 

0 GG 0 R 一斉同報受信認識 

同報受信時、スレーブアドレスが H'FFFを認識したとき、セットされます。受
信同報ビットと同様に、スレーブ／同報受信開始時有効になります（IERSRの
RxSビットがセットされた時点で、内容が書き換えられます）。 

スレーブ／同報受信開始時までは、前回値を保持します。スレーブ通常受信の

場合は、0になります。 

［セット条件］ 

• 同報受信時、スレーブアドレスフィールドで H'FFFを認識した 

 ［クリア条件］ 

• スレーブ受信であった 

• 同報受信時、スレーブアドレスフィールドで H'FFFを認識しなかった 
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14.3.18 IEBus送信／暴走ステータスレジスタ（IETSR） 

IETSRは、送信データレディ、送信開始、送信正常終了、送信途中終了、暴走検出等の状態を検出します。 

各々の要因は、IEBus送信／暴走割り込み許可レジスタ（IEIET）に対応したビットを持っており、割り込みの

禁止／許可を設定することができます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TxRDY 1 R/W 送信データレディ 

IETBRが空の状態で、IETBRに次のデータを書き込めることを示します。本フ
ラグは、DTCでのデータ転送時には自動クリアされます*が、CPUでデータ転
送する際は、プログラムでクリアする必要があります。1リードのあとの 0書
き込みで、クリアすることができます。 

［セット条件］ 

• リセット直後 

• IETBRにデータライトが可能なとき、すなわち IEBが、IETBRから送信シフ

トレジスタにデータを読み出したとき 

［クリア条件］ 

• TxRDY＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• TxRDY要求により、DTCで TBRへデータをライトしたとき 

【注】* DTCによる最終バイトの転送では、クリアされません。 

6～4 －  すべて 0 － リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。ライトは無効です。 

3 IRA 0 R/W IEBus暴走状態 

IEBus制御用の内蔵マイクロプログラムが暴走状態にあることを検出します。
本フラグは IEBus送信、受信のどちらかが暴走しているときにセットされます
（送信専用のフラグではなく、受信側の暴走でもセットされます）。 

［セット条件］ 

• 内蔵マイクロプログラムが暴走しているとき 

［クリア条件］ 

• IRA＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

2 TxS 0 R/W 送信開始検出 

IEBが、送信開始したことを示します。 

［セット条件］ 

• マスタ送信：アービトレーションに勝ち残って、マスタアドレスフィールド

まで送信終了したとき 

• スレーブ送信：マスタユニットから、H'3(0011)、H'7(0111)のコントロールビ

ットを受信して、データ送信を要求されたとき 

［クリア条件］ 

• TxS＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TxF 0 R/W 送信正常終了 

送信動作が、電文長ビットで指定されたデータ長分行われ、正常に終了したこ

とを検出します。 

［セット条件］ 

• 電文長ビットで指定した送信データバイト数分の送信を終了したとき 

［クリア条件］ 

• TxF＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

0 TxE 0 R/W 送信エラー終了 

送信動作が、電文長ビットで指定されたデータ長分行われず、途中で通信を終

了したことを検出します。このときの要因については、IETEFの内容によりチ
ェックします。 
TxEフラグは、IETEFの要因が発生したタイミングでセットされます。IETEF
のフラグの論理 ORではありませんので、IETEFの要因がセットされた状態で
もクリアできます。マスタ受信動作時、マスタ通信要求コマンド発行後、マス

タ受信開始までの間に発生したエラー（アービトレーション負け、タイミング

エラー、NAK受信）は、送信エラーとして検出されます。 

［セット条件］ 

• 電文長ビットで指定した送信データバイト数分の送信を完了せず、送信を終

了したとき 

 ［クリア条件］ 

• TxE＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 
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14.3.19 IEBus送信／暴走割り込み許可レジスタ（IEIET） 

IEIETは、IETSRの送信データレディ、送信開始、送信正常終了、送信途中終了、暴走検出等の各々の要因につ

いて、割り込みの禁止／許可を設定することができます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TxRDYE 0 R/W 送信データレディ割り込み許可 

送信データレディ割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：送信データレディ（TxRDY）割り込みを禁止 

1：送信データレディ（TxRDY）割り込みを許可 

6～4 － すべて 0 － リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。ライトは無効です。 

3 IRAE 0 R/W IEBus暴走状態割り込み許可 

IEBus暴走状態割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：IEBus暴走状態割り込み（IRA）を禁止 

1：IEBus暴走状態割り込み（IRA）許可 

2 TxSE 0 R/W 送信開始割り込み許可 

送信開始（TxS）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：送信開始（TxS）割り込みを禁止 

1：送信開始（TxS）割り込みを許可 

1 TxFE 0 R/W 送信正常終了割り込み許可 

送信正常終了（TxF）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：送信正常終了（TxF）割り込みを禁止 

1：送信正常終了（TxF）割り込みを許可 

0 TxEE 0 R/W 送信エラー終了割り込み許可 

送信エラー終了（TxE）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：送信エラー終了（TxE）割り込みを禁止 

1：送信エラー終了（TxE）割り込みを許可 
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14.3.20 IEBus送信エラーフラグレジスタ（IETEF） 

IETEFは、IETSRで TxE要因で割り込みが発生したときの要因のチェックを行います。アービトレーション負

け、アンダランエラー、タイミングエラー、フレーム最大伝送バイト数オーバ、NAK受信を検出することができ

ます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 － リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。ライトは無効です。 

4 AL 0 R/W アービトレーション負け 

IEBは、マスタ通信時にアービトレーションに負けた場合、IEMCRの RN2～0

で設定された回数だけ、再度スタートビットから送信を行います。設定回数すべ

て、アービトレーションに負けた場合は、本ビットと TxEフラグをセットし待機

状態になります。設定回数の再送時にアービトレーションに勝った場合、本ビッ

トは 1にセットされません。本ビットがセットされるのは、アービトレーション

に負けて、通信が待機状態になったときです。 

［セット条件］ 

• データ送信中に、アービトレーション負けが発生し送信が終了したことを示す 

［クリア条件］ 

• AL＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

3 UE 0 R/W アンダランエラー 

データ送信時にアンダランエラーが発生したことを示します。IEBは、TxRDY

がセットされた状態で、IETBRからデータを取り出そうとしたとき、アンダラン

が発生したと判断し、TxEフラグをセットし、待機状態に入ります。したがって、

IETBRにデータを書き込んでも、TxRDYがクリアされていなかった場合、アン

ダランエラーが発生し、送信を中止します。CPUを使ったデータ転送では必ず

TxRDYフラグをクリアしてください。 

［セット条件］ 

• TxRDYがセットされた状態で、IEBが IETBRから送信シフトレジスタへデー

タを転送しようとしたとき 

［クリア条件］ 

• UE＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

2 TTME 0 R/W タイミングエラー 

データ送信中、IEBusプロトコルで規定したタイミングでデータの転送が行われ
なかったとき、本ビットがセットされます。IEBは、TxEフラグをセットして待
機状態になります。 

［セット条件］ 

• データ送信中に、タイミングエラーが発生したことを示す 

［クリア条件］ 

• TTME＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

 



14. IEBusTM
コントローラ（IEB）（H8S/2258グループ） 

Rev.6.00  2010.03.18  14-35 
RJJ09B0171-0600 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RO 0 R/W 送信フレーム最大伝送バイト数オーバー 

データ送信時に受信ユニットから NAKを受信し、再送したため、通信モードで
定義される最大バイト長まで送信を行ったか、あるいは、電文長の値が、最大伝

送バイト数より大きい値であったため、送信が終了しなかったことを示します。

IEBは、TxEフラグをセットして待機状態となります。 

［セット条件］ 

• 通信モードで定義される最大バイト数まで送信したが、送信が終了しなかった

ことを示す 

［クリア条件］ 

• RO＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

0 ACK 0 R/W アクノリッジビット 

データフィールドのアクノリッジビットで受信したデータを示します。 

1. データフィールド以外のアクノリッジビット 

NAKを受信すると、送信を中止し待機状態に入ります。本ビット、および TxE

フラグは 1にセットされます。 

2. データフィールドでのアクノリッジビット 

データフィールド送信時に、受信ユニットから、NAKを受信すると、受信ユニッ

トから ACKを受信するまで、通信モードで定義される最大バイト数まで再送を

行います。このとき、再送中に受信ユニットから、ACKを受信した場合には、本

ビットは設定されず、そのまま送信を行います。 

ACKを受信することができずに、通信を終了した場合に、本ビットは 1にセッ

トされます。 

【注】本フラグは同報通信では、無効です。 

［セット条件］ 

• アクノリッジビットで 1（NAK）で検出したことを示す 

［クリア条件］ 

• ACK＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 
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14.3.21 IEBus受信ステータスレジスタ（IERSR） 

IERSRは、受信データレディ、受信開始、送受信正常終了、受信途中終了等の状態を検出します。各々の要因

は、IEIERに対応したビットを持っており、割り込みの禁止／許可を設定することができます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RxRDY 0 R/W 受信データレディ 

受信したデータが IERBRに格納され、受信データが読み出せることを示しま

す。本フラグは、DTCでのデータ転送時には自動クリアされます*が、CPUで

データ転送する際は、プログラムでクリアする必要があります。 

［セット条件］ 

•  データ受信が正常終了し、IERBRに受信データが転送されたとき 

［クリア条件］ 

• RxRDY＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• RxRDY要求により DTCで IERBRのデータをリードしたとき 

【注】* DTCによる最終バイトの転送では、クリアされません。 

6～3 － すべて 0 － リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。ライトは無効です。 

2 RxS 0 R/W 受信開始検出（レシーブスタート） 

IEBが受信開始したことを示します。 

［セット条件］ 

• マスタ受信：アービトレーションに勝ち残って、コントロールフィールドま

で送信を行った後、スレーブから電文長フィールドを正しく受信したとき 

• スレーブ受信：マスタユニットから、電文長フィールドまで正しく受信した

とき 

［クリア条件］ 

• RxS＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

1 RxF 0 R/W 受信正常終了 

受信動作が、電文長ビットで指定されたデータ長分行われ、正常に終了したこ

とを示します。 

［セット条件］ 

• 電文長ビットで指定した受信データバイト数分の受信を終了したとき 

［クリア条件］ 

• RxF＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 RxE 0 R/W 受信エラー終了 

受信開始後（RxSビットがセットされたあと）、データフィールドの受信が、

電文長ビットで指定されたデータ長分行われず、途中で通信を終了したことを

検出します。このときの要因については、IEREFの内容によりチェックします。

RxEフラグは、IEREFの要因が発生したタイミングでセットされます。IEREF

のフラグの論理 ORではありませんので、IEREFの要因がセットされた状態で

もクリアすることができます。 

［セット条件］ 

• 電文長ビットで指定した受信データバイト数分の受信を完了せず、受信を終

了したとき 

［クリア条件］ 

• RxE＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

 

14.3.22 IEBus受信割り込み許可レジスタ（IEIER） 

IEIERは、IERSRの受信データレディ、受信開始、送受信正常終了、受信途中終了等の各々の要因について、

割り込みの禁止／許可を設定することができます。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RxRDYE 0 R/W 受信データレディ割り込み許可 

受信データレディ割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：受信データレディ（RxRDY）割り込みを禁止 

1：受信データレディ（RxRDY）割り込みを許可 

6～3 － すべて 0 － リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。ライトは無効です。 

2 RxSE 0 R/W 受信開始検出割り込み許可 

受信開始（RxS）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：受信開始（RxS）割り込みを禁止 

1：受信開始（RxS）割り込みを許可 

1 RxFE 0 R/W 受信正常終了割り込み許可 

受信正常終了（RxF）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：受信正常終了（RxF）割り込みを禁止 

1：受信正常終了（RxF）割り込みを許可 

0 RxEE 0 R/W 受信エラー終了割り込み許可 

受信エラー終了（RxE）割り込みの禁止／許可を設定します。 

0：受信エラー終了（RxE）割り込みを禁止 

1：受信エラー終了（RxE）割り込みを許可 
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14.3.23 IEBus受信エラーフラグレジスタ（IEREF） 

IEREFは、IERSRで RxE要因で割り込みが発生したときの要因のチェックを行います。オーバランエラー、タ

イミングエラー、フレーム最大伝送バイト数オーバー、パリティエラーを検出することができます。 

これらのフラグは、受信開始フラグ（RxS）がセットされて初めて有効になります。受信開始フラグがセットさ

れるまでの間に発生した場合、通信を中止して待機状態に入ります。このとき、これらのビットはセットされず、

RxEフラグもセットされません。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 － リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。ライトは無効です。 

3 OVE 0 R/W オーバラン制御フラグ 

データ受信中のオーバラン制御に使用するフラグです。 

IEBは、RxRDYフラグがクリアされていない状態、すなわち受信データが読み

出されていない状態で次バイトのデータを受信し、さらにパリティビットの受

信を開始した時点で、OVEフラグ、および RxEフラグをセットします。アク

ノリッジビット送信時までに OVEビットがセットされたままだと、IEBはオー

バランエラーが発生したと判断し、通信相手に NAKを返送します。 

このあと、通信相手はフレーム最大伝送バイト数に達するまで、再送を行いま

すが、OVEフラグがセットされたままだと、IEBはオーバランエラーが解消さ

れていないものと判断し、NAKを送信し続けます。 

OVEフラグがクリアされると、IEBはオーバランエラーが解消されたものと判

断し、ACKを送信し次のデータを取り込みます。 

同報受信の場合、アクノリッジビット送信時に、OVEビットがセットされてい

ると、直ちに待機状態に入ります。 

［セット条件］ 

• RxRDYフラグがクリアされていない状態で、次バイトのデータを受信し、そ

のデータのパリティビットの受信を開始したとき 

［クリア条件］ 

• OVE＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

2 RTME 0 R/W タイミングエラー 

データ受信中、IEBusプロトコルで規定したタイミングで正しくデータを受信
できなかった場合、本ビットがセットされます。IEBは、RxEフラグをセット
して待機状態になります。 

［セット条件］ 

• データ受信中に、タイミングエラーが発生したことを示す 

［クリア条件］ 

• RTME＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 DLE 0 R/W 受信フレーム最大伝送バイト数オーバ 

データ受信時に、パリティエラーかオーバランエラーが発生し、再送による受

信を行ったため、通信モードで定義される最大バイト長内で、受信が終了しな

かったか、電文長の値が、最大伝送バイト数より大きい値であったため、受信

が終了しなかったことを示します。IEBは、RxEフラグをセットして待機状態
となります。 

［セット条件］ 

• 通信モードで定義される最大バイト数内で、受信が終了しなかったことを示

します。 

［クリア条件］ 

• DLE＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

0 PE 0 R/W パリティエラー 

データフィールド受信中に、パリティエラーが発生したことを示します。 

データフィールド受信前にパリティエラーが発生した場合、IEBは直ちに待機

状態になります。PEはセットされません。 

データフィールド受信中パリティエラーが発生し、フレーム最大伝送バイト数

に達するまで受信を行っていない場合、PEはまだセットされません。パリティ

エラーが発生すると、IEBはアクノリッジビットで通信相手に NAKを返送しま

す。このとき、通信相手はフレーム最大伝送バイト数に達するまで、再送を行

いますが、再受信中に、パリティエラーが解消され、正常に受信が行われると、

PEはセットされません。電文長で設定されたバイト数だけ受信を行わずに受信

を中止し待機状態になったときに、パリティエラーが解消されていなかった場

合、PEはセットされます。 

同報受信の場合、データフィールド受信中にパリティエラーが発生すると、IEB

は PEビットをセットし、ただちに待機状態になります。 

［セット条件］ 

• フレーム最大伝送バイト数に達するまで受信を行い、最終受信バイトのデー

タフィールドのパリティビットが偶数パリティでなかったとき 

［クリア条件］ 

• PE＝1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

 

14.4 動作説明 

14.4.1 マスタ送信動作 

スレーブ受信後に、DTCを使用してマスタ送信をする例を示します。 

（1） IEBの初期設定 

（a） IEBusコントロールレジスタ（IECTR）の設定 

IEBus端子イネーブル、端子の正論理／負論理の選択、IEBへ供給するクロックの選択をします。DTCで転送

しますので、LUEE=0にします。 
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（b） IEBus自局アドレスレジスタ 1、2（IEAR1、IEAR2）の設定 

マスタアドレスの設定をします。同時に、IEAR1で通信モードを設定します。 
 
（c） IEBusスレーブアドレスレジスタ 1、2（IESA1、IESA2）の設定 

送信相手のスレーブアドレスの設定をします。 
 
（d） IEBusマスタコントロールレジスタ（IEMCR）の設定 

同報／通常通信の選択、アービトレーション負けのときの再送回数、およびコントロールビットの設定をしま

す。 
 
（e） IEBus送信電文長レジスタ（IETBFL）の設定 

電文長ビットの設定をします。 
 
（f） IEBus送信／暴走割り込み許可レジスタ（IEIET）の設定 

TxRDY割り込み（IETxI）、TxS割り込み、TxF割り込み、TxE割り込み（IETSI）の割り込みを許可します。 

上記設定は、どのレジスタから設定しても問題ありません。（設定順序により、動作が異なることはありませ

ん。） 
 

（2） DTCの初期設定 

1. DTC転送要求で発生するベクタアドレス（H'000004D4）に、DTC転送のためのレジスタ情報を格納したRAM

の先頭アドレスを設定しておきます。 

2. 上記RAMの先頭アドレスから以下の設定をします。 

• 転送元アドレス（SAR）：データフィールドで送信するデータを格納したRAMの先頭アドレス 

• 転送先アドレス（DAR）：IEBus送信バッファレジスタ（IETBR）のアドレス（H'FFF808） 

• 転送カウント（CRA）：IETBFLと同じ値 

3. DTCイネーブルレジスタG（DTCERG）のDTCEG5をセットして、TxRDY割り込み（IETxI）を許可します。

TxRDYはリセット後もデータが保持されていますので、IETxIが許可された時点でDTC転送が実行され、最

初のデータフィールドのデータがIETBRに書き込まれます。DTCはTxRDYをネゲートし1バイト目のDTC転

送が終了します。 
 

（3） マスタ送信動作のフロー 

図 14.8にマスタ送信動作のフローを示します。以下の説明中の（数字）は図中の番号と対応しています。 

1. IEB、DTCの初期設定が終了したあとで、IECMRレジスタでマスタ通信要求コマンドを発行します。スレー

ブ受信中は、IEFLGの中のコマンド実行中ステータス（CMX）が立ち、マスタ通信要求は発行されません。 

2. スレーブ受信が終了するとCMXがクリアされ、マスタ送信要求コマンドが実行され、MRQがセットされま

す。 

3. アービトレーションに勝ち、マスタアドレスが送信された時点で、IETSRレジスタの送信開始フラグ（TxS）

がセットされます。このときCPUに対し、送信ステータス割り込み（IETSI）が要求されます。割り込みルー
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チンでTxSをクリアします。 

4. コントロールフィールド、電文長フィールドを送信し、各々のフィールドでACKを受信すると、IEBはIETBR

からデータフィールドの送信データを取り込みます。これにより、TxRDYがセットされます。IETxIによる

DTC転送要求が発生し、2バイト目のデータが送信バッファに書き込まれます。 

5. 以降、同様にしてデータフィールドの転送、送信を繰り返します。 

6. 最終バイトで送信するデータを書き込んだ時点で、DTCは設定されたバイト数の転送を終了します。このと

き、DTCはTxRDYのフラグをクリアしませんが、DTCイネーブルレジスタG（DTCERG）のDTCEG5をクリ

アしますので、これ以降DTCへの転送要求は発生しません。 

7. DTCの転送が終了した時点で、CPUに対してTxRDY割り込み（IETxI）が発生します。この割り込みルーチ

ンでTxRDYフラグをクリアできますが、最終バイト送信後、再度TxRDY割り込みが発生しますのでTxRDY

フラグはクリアしないでおきます。（IECTRのLUEEが1にセットされていると、アンダランエラーが発生し、

送信を終了しますのでLUEEは0で使用してください）ただし、これ以降、常にTxRDY割り込みが発生するこ

とになりますので、TxRDY割り込みは禁止にします。 

8. 最終データ転送終了後、正常終了（TxF）割り込み（IETSI）が発生します。ここで、CPUはTxFフラグをク

リアし正常終了割り込みを終了します。MRQは0にクリアされます。 

【注】 送信ステータス割り込み（IETSI）は、送信開始（TxS）・正常終了（TxF）割り込み以外にエラー終了（TxE）割り込

みも許可にしてください。エラー終了割り込みが禁止の場合、エラーが発生して送信が終了しても割り込みが発生しま

せん。 
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図 14.8 マスタ送信動作タイミング図 

14.4.2 スレーブ受信動作 

同報受信後に、DTCを使用してスレーブ受信をする例を示します。 

（1） IEBの初期設定 

（a） IEBusコントロールレジスタ（IECTR）の設定 

IEBus端子イネーブル、端子の正論理／負論理の選択、IEBへ供給するクロックの選択をします。受信をします

ので、RE＝1にします。LUEEの設定は必要ありません。 
 
（b） IEBus自局アドレスレジスタ 1、2（IEAR1、IEAR2）の設定 

自局アドレスを設定します。同時に、IEAR1で通信モードを設定します。通信フレーム中のスレーブアドレス

との比較を行い、一致していればフレームを受信します。 
 
（c） IEBus受信割り込み許可レジスタ（IEIER）の設定 

RxRDY割り込み（IERxI）、RxS割り込み、RxF割り込み、RxE割り込み（IERSI）の割り込みを許可します。 

上記設定は、どのレジスタから設定しても問題ありません。（設定順序により、動作が異なることはありませ
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ん。） 

（2） DTCの初期設定 

1. DTC転送要求で発生するベクタアドレス（H'000004D2）に、DTC転送のためのレジスタ情報を格納したRAM

の先頭アドレスを設定しておきます。 

2. 上記RAMの先頭アドレスから以下の設定をします。 

• 転送元アドレス（SAR）：IEBus受信バッファレジスタ（IERBR）のアドレス（H'FFF80D） 

• 転送先アドレス（DAR）：データフィールドで受信するデータを格納するRAMの先頭アドレス 

• 転送カウント（CRA）：転送モードにおけるフレーム最大伝送バイト数 

3. DTCイネーブルレジスタG（DTCERG）のDTCEG6をセットして、RxRDY割り込み（IERxI）を許可します。 

上記設定は、フレームの受信前に行っているため、受信するデータの長さは分かりません。そのため、フレー

ム最大伝送バイト数を DTCの転送カウントに設定しています。 

DTCの設定を受信開始後に行う場合、受信開始（RxS）割り込みルーチンで行います。このとき、転送カウン

タは IEBus受信電文長レジスタ（IERBFL）と同じ値にしてください。 
 

（3） スレーブ受信動作のフロー 

図 14.9にスレーブ受信動作のフローを示します。以下の説明中の（数字）は図中の番号と対応しています。こ

こでは、DTCの設定をフレーム受信開始時に行う例で説明します。 

1. 同報受信が終了したあと、スレーブ受信を行います。IEFLGの受信同報ビット（RSS）は受信開始フラグ（RxS）

がセットされるまで、前のフレームの情報を保持（1のまま）します。RSSがヘッダ受信のタイミングで変化

すると、同報受信終了割り込み処理をヘッダ受信までの間に行わなければなりません。このため、RSSは受

信開始時に値が変わる仕様になっています。 

2. 電文長フィールドまで正しく受信すると、受信開始（RxS）割り込み（受信ステータス割り込み（IERSI））

が発生します。SREは1にセットされます。ここで、(2)のDTCの初期設定を行います。設定後、RxSフラグを

クリアします。 

3. 最初のデータを受信すると、RxRDYがセットされます。IERxIによるDTC転送要求が発生し、DTCはIEBus

受信バッファレジスタ（IERBR）からデータを取り込んで、RxRDYフラグをクリアします。 

4. 以降、同様にしてデータフィールドの受信、転送を繰り返します。 

5. 最終データ受信時に、受信データをRAMに転送した時点で、DTCは設定されたバイト数の転送を終了します。

このとき、DTCはRxRDYのフラグをクリアしませんが、DTCイネーブルレジスタG（DTCEG）をクリアしま

すので、これ以降DTCへの転送要求は発生しません。 

6. DTCの転送が終了した時点で、CPUに対してRxRDY割り込み（IERxI）が発生します。この割り込みルーチ

ンでRxRDYフラグをクリアします。 

7. 最終データ受信時に、正常終了（RxF）割り込み（IERSI）が発生します。ここで、CPUはRxFフラグをクリ

アし正常終了割り込みを終了します。SREは0にクリアされます。 
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【注】 1. 受信ステータス割り込み（IERSI）は、送信開始（RxS）・正常終了（RxF）割り込み以外にエラー終了（RxE）割

り込みも許可にしてください。エラー終了割り込みが禁止の場合、エラーが発生して送信が終了しても割り込みが

発生しません。 

 2. 上記 6.の割り込みは、DTC転送が終了したあとですので、実際は 7.のあとに発生します。 

Dn H MA SA CF LF D1 D2 Dn-1 Dn

IECTR
RE

RSS

CMX

MRQ

SRQ

SRE

RxRDY

RxS

RxF

IERxI (RxRDY)

(TO DTC)

IERxI (RxRDY)

(TO CPU)

IERSI

(TO CPU)

IEFLG

IEFLG

IERSR
n

DTC

H: MA: SA: 

CF: LF: 

D1, D2, ...Dn-1, Dn: 

1

DTC

n-2

DTC

(1)

(2)

(2)

(7)

(7)

(7)

(3) (4)

(3) (4) (5)

(5)

(6)

n-1

DTC

 

図 14.9 スレーブ受信動作タイミング図 

 

（4） 同報受信動作でエラーが発生した場合（DEE＝1） 

DEEビットを設定して、スレーブ受信後の同報受信で、コントロールフィールド受信までに受信準備ができず

に（RxRDYをクリアしなかった場合）、受信エラーが発生する例を示します。 

【注】 コントロールフィールド受信までに、REビットをセットしなかった場合も同様です。 
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DEE

4

8

Dn H MA SA CF LF D1 D2 Dn-1 Dn

IECTR
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RE, DEE

CMX

MRQ

SRQ

SRE

RxRDY

RxS

RxF
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IEMA2
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IEFLG
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H: MA: SA: 

CF: LF: 

D1, D2, ...Dn-1, Dn: 

RxE IEMA1. IEMA2

RxRDY

 

図 14.10 同報受信動作でエラーが発生した場合（DEE＝1） 

 

14.4.3 マスタ受信動作 

スレーブ受信後に、DTCを使用してマスタ受信をする例を示します。 

（1） IEBの初期設定 

（a） IEBusコントロールレジスタ（IECTR）の設定 

IEBus端子イネーブル、端子の正論理／負論理の選択、IEBへ供給するクロックの選択をします。受信をします

ので、RE＝1にします。LUEEの設定は必要ありません。 
 
（b） IEBus自局アドレスレジスタ 1、2（IEAR1、IEAR2）の設定 

自局アドレスを設定します。同時に、IEAR1で通信モードを設定します。通信フレーム中のスレーブアドレス

との比較を行い、一致していればフレームを受信します。 
 
（c） IEBusスレーブアドレスレジスタ 1、2（IESA1、IESA2）の設定 

送信相手のスレーブアドレスを設定します。 
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（d） IEBusマスタコントロールレジスタ（IEMCR）の設定 

同報／通常通信の選択、アービトレーション負けのときの再送回数、およびコントロールビットの設定をしま

す。 
 
（e） IEBus受信割り込み許可レジスタ（IEIER）の設定 

RxRDY割り込み（IERxI）、RxS割り込み、RxF割り込み、RxE割り込み（IERSI）の割り込みを許可します。 

上記設定は、どのレジスタから設定しても問題ありません（設定順序により、動作が異なることはありません）。 
 

（2） DTCの初期設定 

1. DTC転送要求で発生するベクタアドレス（H'000004D2）に、DTC転送のためのレジスタ情報を格納したRAM

の先頭アドレスを設定しておきます。 

2. 上記RAMの先頭アドレスから以下の設定をします。 

• 転送元アドレス（SAR）：IEBus受信バッファレジスタ（IERBR）のアドレス（H'FFF80D） 

• 転送先アドレス（DAR）：データフィールドで受信するデータを格納するRAMの先頭アドレス 

• 転送カウント（CRA）：転送モードにおけるフレーム最大伝送バイト数 

3. DTCイネーブルレジスタG（DTCERG）のDTCEG6をセットして、RxRDY割り込み（IERxI）を許可します。 

上記設定は、フレームの受信前に行っているため、受信するデータの長さは分かりません。そのため、フレー

ム最大伝送バイト数を DTCの転送カウントに設定しています。 

DTCの設定を受信開始後行う場合、受信開始（RxS）割り込みルーチンで行います。このとき、転送カウンタ

は IEBus受信電文長レジスタ（IERBFL）と同じ値にしてください。 
 

（3） マスタ受信動作のフロー 

図 14.11にマスタ受信動作のフローを示します。以下の説明中の（数字）は図中の番号と対応しています。こ

こでは、DTCの設定をフレーム受信開始時に行う例で説明します。 

1. IEBの初期設定が終了したあとで、IECMRレジスタでマスタ通信要求コマンドを発行します。スレーブ受信

中は、IEFLGの中のコマンド実行中ステータス（CMX）が立ち、マスタ通信要求は発行されません。 

2. スレーブ受信が終了するとCMXがクリアされ、マスタ送信要求コマンドが実行され、MRQがセットされま

す。 

3. アービトレーションに勝つと、マスタアドレス、スレーブアドレス、コントロールフィールドを送信します。

コントロールフィールド送信までの間に発生したエラーは、送信エラーとして処理され、TxEフラグがセッ

トされ、IETEFにエラ－内容が反映されます。 

4. スレーブから電文長フィールドを受信します。このとき、パリティエラーがなく正しく受信できた場合、受

信開始（RxS）フラグがセットされます。パリティエラーが発生した場合、受信エラーとして処理されます。

受信開始（RxS）割り込み（受信ステータス割り込み（IERSI））が発生し、ここで、(2)のDTCの初期設定を

行います。設定後、RxSフラグをクリアします。 
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5. 最初のデータを受信すると、RxRDYがセットされます。IERxIによるDTC転送要求が発生し、DTCはIEBus

受信バッファレジスタ（IERBR）からデータを取り込んで、RxRDYフラグをクリアします。 

6. 以降、同様にしてデータフィールドの受信、転送を繰り返します。 

7. 最終データ受信時に、受信データをRAMに転送した時点で、DTCは設定されたバイト数の転送を終了します。

このとき、DTCはRxRDYのフラグをクリアしませんが、DTCイネーブルレジスタG（DTCEG）をクリアしま

すので、これ以降DTCへの転送要求は発生しません。 

8. DTCの転送が終了した時点で、CPUに対してRxRDY割り込み（IERxI）が発生します。この割り込みルーチ

ンでRxRDYフラグをクリアします。 

9. 最終データ受信時に、正常終了（RxF）割り込み（IERSI）が発生します。ここで、CPUはRxFフラグをクリ

アし正常終了割り込みを終了します。MRQは0にクリアされます。 

【注】 1 受信ステータス割り込み（IERSI）は、送信開始（RxS）・正常終了（RxF）割り込み以外にエラー終了（RxE）割

り込みも許可にしてください。エラー終了割り込みが禁止の場合、エラーが発生して送信が終了しても割り込みが発

生しません。 

 2 上記 8.の割り込みは、DTC転送が終了したあとですので、実際は 9.のあとに発生します。 
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図 14.11 マスタ受信動作タイミング図 

 

14.4.4 スレーブ送信動作 

スレーブ受信後に、DTCを使用してスレーブ送信をする例を示します。 

（1） IEBの初期設定 

（a） IEBusコントロールレジスタ（IECTR）の設定 

IEBus端子イネーブル、端子の正論理／負論理の選択、IEBへ供給するクロックの選択をします。DTCで転送

をしますので、LUEE＝0にします。 
 
（b） IEBus自局アドレスレジスタ 1、2（IEAR1、IEAR2）の設定 

自局アドレスを設定します。同時に、IEAR1で通信モードを設定します。通信フレーム中のスレーブアドレス

との比較を行い、一致していればフレームを受信します。 
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（c） IEBus送信電文長レジスタ（IETBFL）の設定 

電文長ビットを設定します。 

（d） IEBus送信／暴走割り込み許可レジスタ（IEIET）の設定 

TxRDY割り込み（IETxI）、TxS割り込み、TxF割り込み、TxE割り込み（IETSI）の割り込みを許可します。 

上記設定は、どのレジスタから設定しても問題ありません（設定順序により、動作が異なることはありません）。 
 

（2） DTCの初期設定 

1. DTC転送要求で発生するベクタアドレス（H'000004D4）に、DTC転送のためのレジスタ情報を格納したRAM

の先頭アドレスを設定しておきます。 

2. 上記RAMの先頭アドレスから以下の設定をします。 

• 転送元アドレス（SAR）：データフィールドで送信するデータを格納したRAMの先頭アドレス 

• 転送先アドレス（DAR）：IEBus受信バッファレジスタ（IETBR）のアドレス（H'FFF808） 

• 転送カウント（CRA）：IETBFLと同じ値 

3. DTCイネーブルレジスタG（DTCERG）のDTCEG5をセットして、TxRDY割り込み（IETxI）を許可します。

TxRDYはリセット後、ずっとセットされていますので、IETxIが許可された時点でDTC転送が実行され、最

初のデータフィールドのデータがIETBRに書き込まれます。DTCはTxRDYをネゲートし、1バイト目のDTC

転送が終了します。 
 

（3） スレーブ送信動作のフロー 

図 14.12にスレーブ送信動作のフローを示します。以下の説明中の（数字）は図中の番号と対応しています。 

1. IEB、DTCの初期設定が終了したあとで、IECMRレジスタでスレーブ送信要求コマンドを発行します。スレ

ーブ受信中は、IEFLGの中のコマンド実行中ステータス（CMX）が立ち、スレーブ送信要求は発行されませ

ん。 

2. スレーブ受信が終了するとCMXがクリアされ、スレーブ送信要求コマンドが実行され、SRQがセットされま

す。 

3. コントロールフィールドまで正しく受信し、コントロールビットの内容が、H'3かH'7であった場合、送信開

始（TxS）フラグをセットします。TxS割り込みルーチンでTxSフラグをクリアします。 

4. このあと、スレーブは電文長フィールドを送信し、ACKを受信すると、IEBusはIETBRからデータフィールド

の送信データを取り込みます。これにより、TxRDYがセットされます。IETxIによるDTC転送要求が発生し、

2バイト目のデータが送信バッファに書き込まれます。 

5. 以降、同様にしてデータフィールドの転送、送信を繰り返します。 

6. 最終バイトで送信するデータを書き込んだ時点で、DTCは設定されたバイト数の転送を終了します。このと

き、DTCはTxRDYのフラグをクリアしませんが、DTCイネーブルレジスタG（DTCERG）のDTCEG5をクリ

アしますので、これ以降DTCへの転送要求は発生しません。 
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7. DTCの転送が終了した時点で、CPUに対してTxRDY割り込み（IETxI）が発生します。この割り込みルーチ

ンでTxRDYフラグをクリアできますが、最終バイト送信後、再度TxRDY割り込みが発生しますのでTxRDY

フラグはクリアしないでおきます（IECTRのLUEEが1にセットされていると、アンダランエラーが発生し、

送信を終了しますのでLUEEは0で使用してください）。ただし、これ以降、常にTxRDY割り込みが発生する

ことになりますので、TxRDY割り込みは禁止にします。 

8. 最終データ転送終了後、正常終了（RxF）割り込み（IETSI）が発生します。ここで、CPUはTxFフラグをク

リアし正常終了割り込みを終了します。SRQは0にクリアされます。 

【注】 1 送信ステータス割り込み（IETSI）は、送信開始（TxS）・正常終了（TxF）割り込み以外にエラー終了（TxE）割り

込みも許可にしてください。エラー終了割り込みが禁止の場合、エラーが発生して送信が終了しても割り込みが発生

しません。 

 2 スレーブ送信で、マスタからのコントロールビットが H'0か H'4か H'5か H'6の場合は IEBは自動的に処理を行いま

すので、TxS、TxFフラグはセットされません。 

Dn H MA SA CF LF D1 D2 Dn-1Dn-1LF Dn
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SRQ
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図 14.12 スレーブ送信動作タイミング図 
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14.5 割り込み要因 
送信、受信それぞれの割り込み要因の関係を図 14.13、図 14.14に示します。 

DTC

IETSR

IETSI

IETxI TxRDY TxRDY

IRA

IRAE

TxSE

IETEF
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UE

TTME

RO

ACK

TxFE

TxEE

TxS

TxF

(*)
TxE

TxRDYE

IEIET

CPU

 * TxE IETEF

  IETEF OR IETEF

   

図 14.13 送信割り込み要因の関係 
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図 14.14 受信割り込み要因の関係 
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14.6 使用上の注意事項 

14.6.1 モジュールストップモードの設定 

モジュールストップコントロールレジスタにより、IEBの動作禁止／許可を設定することが可能です。初期値

では、IEBの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタのアクセスが可能

になります。詳細は、「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
 

14.6.2 TxRDYフラグとアンダランエラーについて 

1. TxRDYフラグはIETBRが空であることを示すフラグです。DTCによるIETBRへの書き込みで、TxRDYフラグ

はクリアされますが、CPUによるIETBRへの書き込みではクリアされません。プログラムでクリアする必要

があります。 

2. CPUによるIETBRの書き込みがフレーム送信に対し遅れて間に合わなかった場合、あるいは、DTCの転送語

数が、電文長ビットで指定された長さより短かった場合、アンダランエラーが発生します。 

3. IEBは、TxRDYフラグがセットされた状態で、IETBRからデータを取り出して送信シフトレジスタへデータ

を転送しようとすると、アンダランエラーが発生したものと判断します。この際、IETSRのTxEビットをセッ

トして、待機状態に入ります。同時にIETEFのUEビットがセットされます。 

4. 受信側では、途中で通信が中断された形になりますので、タイミングエラーとなります。 

5. DTCを使用した転送では、最終バイトのデータをIETBRに転送したあと、IETSRのTxRDYフラグはクリアさ

れず、DTCの割り込みによるCPUの割り込みが発生します。 

このCPUの割り込み処理の中で、TxRDYフラグをクリアしなかった場合、最終データをIETBRから取り出し

て送信シフトレジスタへデータを転送しようとすると、アンダランエラーが発生してしまいます。このとき

LUEEビットが0にクリア（初期値）されている場合は、上記のようなアンダランエラーが発生することなく、

最終データフィールドまで正常に送信されます（LUEEビットが1にセットされているときは、アンダランエ

ラーとなります）。 

6. 上記5. のようにDTCを使用しても、DTCの転送語数が電文長ビットで指定された長さより短かった場合に

は、LUEEビットは無効になります（LUEEビットが有効になるのは、電文長ビットで指定された分の送信を

行った場合だけです）。この場合、アンダランエラーが発生し、DTCの転送語数より1バイト少ない転送を行

ったあと、送信エラー終了となります。 
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14.6.3 RxRDYフラグとオーバランエラーについて 

1. RxRDYフラグはIERBRに受信データがあることを示すフラグです。DTCによるIERBRからの読み出しで、

RxRDYフラグはクリアされますが、CPUによるIERBRからの読み出しではクリアされません。プログラムで

クリアする必要があります。 

2. CPUによるIERBRからの読み出しがフレーム受信に対し遅れて間に合わなかった場合、あるいは、DTCの転

送語数が、受信電文長ビットで指定された長さより短かった場合、オーバランエラーが発生します。 

3. IEBは、RxRDYフラグがセットされた状態で、データを受信し、パリティビットを受信開始したタイミング

で、OVEビットをセットします。アクノリッジビット送信タイミングで、このOVEビットがセットされてい

ると、IEBはオーバランエラーが発生したものと認識して、NAKを返信します。同時に受信シフトレジスタ

のデータは廃棄します。 

4. 送信側では、NAKを受信したので、ACKを受信するまで再送を続けます。 

5. OVEがセットされたときのRxE割り込みによる割り込みルーチンで、単にOVEフラグをクリアしただけで、

IERBRから受信データの転送を行っていないプログラムの場合、IEBはオーバランエラーは解消したものと

判断し、外部に対しACKを送信します。この場合、送信側では問題なく通信を終了させますが、受信側では

受信データがIERBRから転送が行われることなく、受信を継続します。したがって、OVEによる割り込みで

は、IERBRから受信データを取り出し、RxRDYフラグをクリアして、次バイトから受信できる状態にDTCを

設定したあと、OVEフラグをクリアしてください。 

6. 上記5. はDTCの転送語数を常にIERBFLの値にしておけば、発生することはありません。 
 

14.6.4 IETEFのエラーフラグについて 

（1） ALフラグ 

アービトレーション負けが発生し、IEMCRで設定した回数分再送してもアービトレーション負けであった場

合にセットされます。再送している間にアービトレーションに勝った場合にはセットされません。ALフラグ

がセットされると、TxEフラグをセットして待機状態になります。 
 

（2） UEフラグ 

UEフラグがセットされると、TxEフラグをセットして待機状態になります。詳細は、「14.6.2 TxRDYフラ

グとアンダランエラーについて」を参照してください。 
 

（3） TTMEフラグ 

データ送信中にタイミングエラーが発生した場合、TTMEフラグをセットし、TxEフラグをセットして待機状

態になります。 
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（4） ROフラグ 

データフィールド送信中に、受信側からNAKを受信し、再送を行った結果、プロトコルで規定する最大伝送

バイト数まで送信し、電文長で指定されたバイト数だけ送信しなかった場合、あるいは、電文長の値が、最

大伝送バイト数より大きい値であった場合、ROフラグがセットされます。プロトコルで規定する最大伝送バ

イト数を指定し（たとえばモード1では32バイトを電文長で指定）、正しく送信した場合にはROはセットさ

れません。ROフラグがセットされると、TxEフラグをセットして待機状態になります。 
 

（5） ACKフラグ 

• 電文長フィールド送信までの間に、アクノリッジビットでNAKを受信した場合には、ACKフラグをセットし、

TxEフラグをセットして待機状態になります。 

• データフィールドのアクノリッジビットでNAKを受信した場合には、プロトコルで規定する最大伝送バイト

数までデータを自動的に再送します。この再送の間でアクノリッジビットでACKを受信し、以降データを正

しく送信した場合、ACKはセットされません。最大伝送バイト数まで送信を行った結果、最後のデータ送信

でもNAK受信であった場合、ACKフラグをセットして待機状態になります。 

【注】 データフィールド送信中に、受信側から NAKを受信し、再送を行った結果、プロトコルで規定する最大伝送バイト数ま

で送信を行ったが、電文長で指定されたバイト数だけ送信しなかった場合でも、最終バイト送信のアクノリッジビット

受信で ACKを受信するケースがあります。この場合、ROフラグはセットされますが、ACKフラグはセットされません。 
 

14.6.5 IEREFのエラーフラグについて 

（1） OVEフラグ 

OVEフラグがセットされると、RxEフラグはセットされますが、オーバランエラーが解消され、OVEフラグが

クリアされると、IEBus受信動作を継続します。詳細は、「14.6.3 RxRDYフラグとオーバランエラーについて」

を参照してください。 
 

（2） RTMEフラグ 

受信開始後（RxSがセットされたあと）、データ受信中にタイミングエラーが発生した場合、RTMEフラグを

セットし、RxEフラグをセットして待機状態になります。受信開始前では、本フラグはセットされず、受信フレ

ーム破棄されます。 
 

（3） DLEフラグ 

データフィールド受信中に、パリティエラーかオーバランエラーにより、NAKを送信し、再送を行った結果、

プロトコルで規定する最大伝送バイト数まで受信して、電文長で指定されたバイト数だけ受信しなかった場合、

あるいは、電文長の値が最大伝送バイト数より大きい値であった場合、DLEフラグがセットされます。電文長で

プロトコルで規定する最大伝送バイト数を指定し、正しく受信した場合には DLEはセットされません。DLEフラ

グがセットされると、RxEフラグをセットして待機状態になります。 
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（4） PEフラグ 

受信開始後（RxSがセットされたあと）、パリティエラーが発生した場合、NAKを送信し再受信を行います。

プロトコルで規定する最大伝送バイト数まで受信して、パリティエラーが解消されなかった場合、PEがセットさ

れ、RxEフラグをセットして待機状態になります。この再受信の間でパリティエラーが解消され、以降正しくデ

ータを受信した場合には PEはセットされません。 

【注】 1. データフィールド受信中に、オーバランエラーかパリティエラーが発生したため再送を行った結果、プロトコルで

規定する最大伝送バイト数まで受信して電文長で指定されたバイト数だけ受信しなかった場合でも、最終バイト受

信でパリティエラーもオーバランエラーも発生しない場合もあります。この場合、DLEフラグはセットされます

が、OVE、PEフラグはセットされません。 

 2. IEREFのフラグは、すべて受信開始後、セットされます。つまり、RxEフラグは必ず RxSビットがセットされた

あとで、有効になりセットされます。受信開始前のエラーが発生した場合は、フレームは破棄され、割り込みも発

生しません。 
 

14.6.6 スレーブ送信時の注意事項 

スレーブステータス、ロックアドレスの上位およびロックアドレスの下位をスレーブが送信する際、マスタ受

信側でパリティエラーか、オーバランエラーが発生し、データが受信できないため、NAKが返された場合、スレ

ーブで動作する場合には再送動作を行うことができません。 

この場合、マスタ側ではエラーが発生したフレームは捨ててください。再度、マスタ受信で上記動作を要求し、

エラーのないフレームを受信するようにしてください。 
 

14.6.7 DTC設定時の注意事項 

送信データの DTC転送時は DTCERGのビット 5を、受信データの DTC転送時は DTCERGのビット 6を、そ

れぞれビット操作命令（BSET、BCLR等）で設定し、DTCERGのその他のビット（ビット 7およびビット 4～0）

は 1を書き込まないでください。 
 

14.6.8 送信時のエラー処理 

図 14.15にタイミングエラー発生時の動作を示します。 

データ送信時にタイミングエラー等が発生した場合（1）、すでに DTCにより、次の送信データが送信バッフ

ァに転送され、DTCの起動要因である TxRDYフラグがクリアされている場合があります。（2） 

この状態で、再送信を行うと、データフィールドの 1バイト目のデータとして、送信用バッファに残っている

データ（前回のフレームのデータ）を送信します。（3） 

この動作を回避するため、マスタ送信時には、データフィールドの 1バイト目のデータは、DTCを使用せずソ

フトウェア処理により送信用バッファに書き込んでください。2バイト目以降のデータは DTCにより転送します。 

この際、DTCの SAR（転送元アドレス）、CRA（転送元カウンタ）は以下のように設定します。 

• 2バイト目のデータを格納している内蔵メモリのアドレス→SAR 

• 電文長で指定したデータバイト数－1→CRA 
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図 14.15 送信時のエラー処理 

 

14.6.9 低消費電力モードの動作 

IEBは、モジュールストップ、ウォッチ、ソフトウェアスタンバイ、ハードウェアスタンバイの低消費電力モ

ードでは動作を停止し、内部はリセットされます。 

IEBをリセットする場合は、モジュールストップモードに設定してください。IEBを使用して、消費電力を下げ

たい場合は、スリープモードを使用してください。 
 

14.6.10 中速モードにおける注意事項 

中速モードにおいては IEBのレジスタに対してリード／ライトを行わないでください。 
 

14.6.11 レジスタアクセスにおける注意事項 

IEBのレジスタはすべてバイトアクセスのみ可能です。ワードおよびロングワードアクセスは行わないでくだ

さい。 
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15. シリアルコミュニケーションインタフェース 
（SCI） 

本 LSIは、各々独立したシリアルコミュニケーションインタフェース（SCI：Serial Communication Interface）

を備えています。SCIは、調歩同期式とクロック同期式の 2方式のシリアル通信が可能です。調歩同期方式では

Universal Asynchronous Receiver/Transmitter（UART）や、Asynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）な

どの標準の調歩同期式通信用 LSIとのシリアル通信ができます。また、調歩同期式モードでは複数のプロセッ

サ間のシリアル通信機能（マルチプロセッサ通信機能）を備えています。このほか、SCIは調歩同期式モードの

拡張機能として、ISO/IEC 7816-3（Identification Card）に準拠したスマートカード（ICカード）インタフェース

をサポートしています。 

15.1 特長 
• 内蔵チャネル数 

H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループ、H8S/2237グループ：4チャネル（チャネル0、

1、2、3） 

H8S/2227グループ：3チャネル（チャネル0、1、3） 

• シリアルデータ通信フォーマットを調歩同期式またはクロック同期式に設定可能 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信部と受

信部は共にダブルバッファ構造になっていますので、連続送受信が可能です。 

• 内蔵ボーレートジェネレータで任意のビットレートを選択可能 

送受信クロックソースとして外部クロックの選択も可能です（スマートカードインタフェースを除く）。 

• LSBファースト／MSBファースト選択可能（調歩同期式7ビットデータを除く） 

• 割り込み要因：4種類 

送信終了、送信データエンプティ、受信データフル、受信エラーの割り込み要因があります。また、送信

データエンプティ、受信データフル割り込み要因によりDTCまたはDMAC（H8S/2239グループのみ）を起

動することができます。 

• モジュールストップモードの設定可能 
 
調歩同期式モード 

• データ長：7ビット／8ビット選択可能 

• ストップビット長：1ビット／2ビット選択可能 
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• パリティ：偶数パリティ／奇数パリティ／パリティなしから選択可能 

• 受信エラーの検出：パリティエラー、オーバランエラー、フレーミングエラー 

• ブレークの検出：フレーミングエラー発生時RxD端子のレベルを直接リードすることでブレークを検出可

能 

• 平均転送レートジェネレータ（SCI_0）：16MHz動作時に720kbps/460.784kbps/115.192kbpsの選択が可能

（H8S/2239グループのみ） 

• TPUからの転送レートクロック入力が可能（SCI_0）（H8S/2239グループのみ） 

• マルチプロセッサ間通信が可能 
 
クロック同期式モード 

• データ長：8ビット 

• 受信エラーの検出：オーバランエラー 

• SCIセレクト機能（SCI_0）：IRQ7＝1のとき、TxD0＝Hi-Z、SCK0＝High固定入力の選択が可能 

（H8S/2239グループのみ） 
 
スマートカードインタフェース 

• 受信時パリティエラーを検出するとエラーシグナルを自動送出 

• 送信時エラーシグナルを受信するとデータを自動再送信 

• ダイレクトコンベンション／インバースコンベンションの両方をサポート 
 
図 15.1に SCI（H8S/2239グループの SCI_0を除く）のブロック図を示します。図 15.2に H8S/2239グループ

の SCI_0のブロック図を示します。 
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図 15.1 SCIのブロック図 
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図 15.2 H8S/2239グループの SCI_0のブロック図 
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15.2 入出力端子 
SCIには、表 15.1の入出力端子があります。 

 
表 15.1 端子構成 

チャネル 端子名*1 入出力 機  能 

SCK0 入出力 チャネル 0のクロック入出力端子 

RxD0 入力 チャネル 0の受信データ入力端子 

0 

TxD0 出力 チャネル 0の送信データ出力端子 

SCK1 入出力 チャネル 1のクロック入出力端子 

RxD1 入力 チャネル 1の受信データ入力端子 

1 

TxD1 出力 チャネル 1の送信データ出力端子 

SCK2 入出力 チャネル 2のクロック入出力端子 

RxD2 入力 チャネル 2の受信データ入力端子 

2*2 

TxD2 出力 チャネル 2の送信データ出力端子 

SCK3 入出力 チャネル 3のクロック入出力端子 

RxD3 入力 チャネル 3の受信データ入力端子 

3 

TxD3 出力 チャネル 3の送信データ出力端子 

【注】 *1 本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SCK、RxD、TxDと略称します。 

 *2 H8S/2227グループにはありません。 

15.3 レジスタの説明 
SCIにはチャネルごとに以下のレジスタがあります。また、シリアルモードレジスタ（SMR）、シリアルステ

ータスレジスタ（SSR）、シリアルコントロールレジスタ（SCR）は通常のシリアルコミュニケーションインタ

フェースモードとスマートカードインタフェースモードで一部のビットの機能が異なるため、別々に記載して

あります。 

• レシーブシフトレジスタ（RSR） 

• レシーブデータレジスタ（RDR） 

• トランスミットデータレジスタ（TDR） 

• トランスミットシフトレジスタ（TSR） 

• シリアルモードレジスタ（SMR） 

• シリアルコントロールレジスタ（SCR） 

• シリアルステータスレジスタ（SSR） 

• スマートカードモードレジスタ（SCMR） 

• ビットレートレジスタ（BRR） 

• シリアル拡張モードレジスタ0（SEMR0）* 
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【注】 * H8S/2239グループのみ、チャネル 0にあります。 

15.3.1 レシーブシフトレジスタ（RSR） 

RSRは RxD端子から入力されたシリアルデータをパラレル変換するための受信用シフトレジスタです。1フ

レーム分のデータを受信すると、データは自動的に RDRへ転送されます。CPUから直接アクセスすることはで

きません。 
 

15.3.2 レシーブデータレジスタ（RDR） 

RDRは受信データを格納するための 8ビットのレジスタです。1フレーム分のデータを受信すると RSRから

受信データがこのレジスタへ転送され、RSRは次のデータを受信可能となります。RSRと RDRはダブルバッフ

ァ構造になっているため連続受信動作が可能です。RDRのリードは SSRの RDRFが 1にセットされていること

を確認して 1回だけ行ってください。RDRは CPUからライトできません。 

RDRはリセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード、また

はモジュールストップモード時に H'00に初期化されます。 
 

15.3.3 トランスミットデータレジスタ（TDR） 

TDRは送信データを格納するための 8ビットのレジスタです。TSRの空きを検出すると TDRにライトされた

送信データは TSRに転送されて送信を開始します。TDRと TSRはダブルバッファ構造になっているため連続送

信動作が可能です。1フレーム分のデータを送信したとき TDRに次の送信データがライトされていれば TSRへ

転送して送信を継続します。TDRは CPUから常にリード／ライト可能ですが、シリアル送信を確実に行うため

TDRへの送信データのライトは必ず SSRの TDREが 1にセットされていることを確認して 1回だけ行ってくだ

さい。 

TDRは、リセット、スタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、サブスリープモード、ま

たはモジュールストップモード時に H'FFに初期化されます。 
 

15.3.4 トランスミットシフトレジスタ（TSR） 

TSRはシリアルデータを送信するためのシフトレジスタです。TDRにライトされた送信データは自動的に

TSRに転送され、TxD 端子に送出することでシリアルデータの送信を行います。CPUからは直接アクセスする

ことはできません。 
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15.3.5 シリアルモードレジスタ（SMR） 

SMRは通信フォーマットと内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択するためのレジスタです。

SMRは通常モードとスマートカードインタフェースモードで一部のビットの機能が異なります。 
 

• 通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモード（SCMRの SMIF＝0のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 C/A 0 R/W コミュニケーションモード 

0：調歩同期式モードで動作します。 

1：クロック同期式モードで動作します。 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス（調歩同期式モードのみ有効） 

0：データ長 8ビットで送受信します。 

1：データ長 7ビットで送受信します。LSBファースト固定となり、 

送信では TDRのMSB（ビット 7）は送信されません。 

クロック同期式モードではデータ長は 8ビット固定です。 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル（調歩同期式モードのみ有効） 

このビットが 1のとき、送信時はパリティビットを付加し、受信時は 

パリティチェックを行います。マルチプロセッサフォーマットではこのビット

の設定にかかわらずパリティビットの付加、チェックは行いません。 

4 O/E 0 R/W パリティモード（調歩同期式モードで PE＝1のときのみ有効） 

0：偶数パリティで送受信します。 

  送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、その中の 1

の数の合計が偶数になるようにパリティビットを付加して送信します｡

受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の 1

の数の 合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

1：奇数パリティで送受信します。 

  送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、その中の 1

の 数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加して送信します｡

受信 時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の 1

の数の 合計が奇数であるかどうかをチェックします。 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス（調歩同期式モードのみ有効） 

送信時のストップビットの長さを選択します。 

0：1ストップビット 

1：2ストップビット 

受信時はこのビットの設定にかかわらずストップビットの 1ビット目のみ 

チェックし、2ビット目が 0の場合は次の送信フレームのスタートビットと 

みなします。 

2 MP 0 R/W マルチプロセッサモード（調歩同期式モードのみ有効） 

このビットが 1のときマルチプロセッサ通信機能がイネーブルになります。 

マルチプロセッサモードでは PE、O/Eビットの設定は無効です。 

詳細は「15.5 マルチプロセッサ通信機能」を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

1 

0 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

00：φクロック（n=0） 

01：φ／4クロック（n=1） 

10：φ／16クロック（n=2） 

11：φ／64クロック（n=3） 

このビットの設定値とボーレートの関係については、「15.3.9 ビットレート 

レジスタ（BRR）」を参照してください。nは設定値の 10進表示で、 

「15.3.9 ビットレートレジスタ（BRR）」中の nの値を表します。 

 
• スマートカードインタフェース（SCMRの SMIF=1のとき） 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 GM 0 R/W GSMモード 

このビットを 1にセットすると GSMモードで動作します。GSMモードでは

TENDのセットタイミングが先頭から 11.0etuに前倒しされ、クロック出力制

御機能が追加されます。詳細は「15.7.8 クロック出力制御」を参照してくだ

さい。 

0：通常のスマートカードインタフェースモードの動作 

•  TENDフラグが開始ビットの先頭から 12.5etu（ブロック転送モード時

は 11.5etu）のタイミングで発生 

•  クロック出力の ON/OFF制御のみ 

1：GSMモードのスマートカードインタフェースモードの動作 

•  TENDフラグが開始ビットの先頭から 11.0etuのタイミングで発生 

•  クロック出力の ON/OFF制御のほか、High/Low固定制御可能（SCR

で設定） 

6 BLK 0 R/W このビットを 1にセットするとブロック転送モードで動作します。ブロック転

送モードについての詳細は「15.7.3 ブロック転送モード」を参照してください。 

0：通常のスマートカードインタフェースモードの動作 

•  エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行う 

•  TXI割り込みが TENDフラグにより発生する 

•  TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から 12.5etu後（GSMモ

ードでは 11.0etu後） 

1：ブロック転送モードでの動作 

•  エラーシグナルの送出、検出、データの自動再送信を行わない 

•  TXI割り込みが TDREフラグにより発生する 

•  TENDフラグの設定タイミングが、送信開始から 11.5etu後（GSMモ

ードでは 11.0etu後） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル（調歩同期式モードのみ有効） 

このビットが 1のとき、送信時はパリティビットを付加し、受信時はパリティ

チェックを行います。スマートカードインタフェースではこのビットは 1に 

セットして使用してください。 

4 O/E 0 R/W パリティモード（調歩同期式モードで PE＝1のときのみ有効） 

0：偶数パリティで送受信します。 

1：奇数パリティで送受信します。 

スマートカードインタフェースにおけるこのビットの使用方法については

「15.7.2 データフォーマット（ブロック転送モード時を除く）」を参照して

ください。 

3 

2 

BCP1 

BCP0 

0 

0 

R/W 

R/W 

基本クロックパルス 1、0 

スマートカードインタフェースモードにおいて 1ビット転送期間中の基本クロ

ック数を選択します。 

00：32クロック（S=32） 

01：64クロック（S=64） 

10：372クロック（S=372） 

11：256クロック（S=256） 

詳細は、「15.7.4 受信データサンプリングタイミングと受信マージン」を参

照してください。Sは「15.3.9 ビットレートレジスタ（BRR）」中の Sの値

を表します。 

1 

0 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。 

00：φクロック（n=0） 

01：φ／4クロック（n=1） 

10：φ／16クロック（n=2） 

11：φ／64クロック（n=3） 

このビットの設定値とボーレートの関係については、「15.3.9 ビットレート 

レジスタ（BRR）」を参照してください。nは設定値の 10進表示で、 

「15.3.9 ビットレートレジスタ（BRR）」中の nの値を表します。 

【注】 etu（Elementary Time Unit）：1ビットの転送期間 
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15.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR） 

SCRは以下の送受信制御と割り込み制御、送受信クロックソースの選択を行うためのレジスタです。各割り

込み要求については「15.9 割り込み要因」を参照してください。SCRは通常モードとスマートカードインタ

フェースモードで一部のビットの機能が異なります。 
 

• 通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモード（SCMRの SMIF=0のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

このビットを 1にセットすると、TXI割り込み要求がイネーブルになります。 

TXI割り込み要求の解除は、SSRの TDREフラグから 1をリードしたあと、0

にクリアするか、または TIEビットを 0にクリアすることで行うことができま

す。 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

このビットを 1にセットすると、RXIおよび ERI割り込み要求がイネーブルに

なります。 

RXI、および ERI割り込み要求の解除は、SSRの RDRF、FER、PER、ORER

の各フラグから 1をリードしたあと、0にクリアするか、または RIEビットを

0にクリアすることで行うことができます。 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

このビットを 1にセットすると、送信動作が可能になります｡この状態で、TDR

に送信データをライトして、SSRの TDREフラグを 0にクリアするとシリア

ル送信を開始します。なお、1にセットする前に必ず SMRの設定を行い、送

信フォーマットを決定してください｡ 

このビットを 0にクリアすると、送信動作が禁止され、SSRの TDREフラグ

は 1に固定されます。 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

このビットを 1にセットすると、受信動作が可能になります｡この状態で、調

歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同

期クロック入力をそれぞれ検出すると、シリアル受信を開始します｡なお、1に

セットする前に必ず SMRの設定を行い、受信フォーマットを決定してくださ

い｡ 

このビットを 0にクリアすると、受信動作が禁止されます。0にクリアしても、

RDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持します｡ 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

3 MPIE 0 R/W マルチプロセッサインタラプトイネーブル（調歩同期式モードで SMRのMP

＝1のとき有効） 

このビットを 1にセットすると、マルチプロセッサビットが 0の受信データは

読み飛ばし、SSRの RDRF、FER、ORERの各ステータスフラグのセットを

禁止します。マルチプロセッサビットが 1のデータを受信すると、このビット

は自動的にクリアされ通常の受信動作に戻ります。詳細は「15.5 マルチプロ

セッサ通信機能」を参照してください。 

MPB=0を含む受信データを受信しているときは、RSRから RDRへの受信デ

ータの転送、および受信エラーの検出と SSRの RDRF、FER、ORERの各フ

ラグのセットは行いません。MPB=1を含む受信データを受信すると、SSRの

MPBビットを 1にセットし、MPIEビットを自動的に 0にクリアし、RXI、ERI

割り込み要求の発生（SCRの TIE、RIEビットが 1にセットされている場合）

と FER、ORERフラグのセットが許可されます。 

2 TEIE 0 R/W トランスミットエンドインタラプトイネーブル 

このビットを 1セットすると TEI割り込み要求がイネーブルになります。 

TEIの解除は、SSRの TDREフラグから 1をリードしたあと、0にクリアして

TENDフラグを 0にクリアするか、TEIEビットを 0にクリアすることで行う

ことができます。 

1 

0 

CKE1 

CKE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックイネーブル 1、0 

クロックソースおよび SCK端子の機能を選択します。 

調歩同期式の場合 

00：内蔵ボーレートジェネレータ 

（SCK端子は入出力ポートとして使用できます） 

01：内蔵ボーレートジェネレータ 

（SCK端子からビットレートと同じ周波数のクロックを出力します） 

1X：外部クロック 

（SCK端子からビットレートの16倍の周波数のクロックを入力してくだ

さい） 

クロック同期式の場合 

0X：内部クロック（SCK端子はクロック出力端子となります） 

1X：外部クロック（SCK端子はクロック入力端子となります） 

【記号説明】 X：Don’t care 
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• スマートカードインタフェース（SCMRの SMIF=1のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

このビットを 1にセットすると、TXI割り込み要求を許可します。 

TXI割り込み要求の解除は、SSRの TDREフラグから 1をリードしたあと、0

にクリアするか、または TIEビットを 0にクリアすることで行うことができま

す。 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル 

このビットを 1にセットすると、RXIおよび ERI割り込み要求を許可します。 

RXI、および ERI割り込み要求の解除は、SSRの RDRF、FER、PER、ORER

の各フラグから 1をリードしたあと、0にクリアするか、または RIEビットを

0にクリアすることで行うことができます。 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

このビットを 1にセットすると、送信動作が可能になります｡この状態で、TDR

に送信データをライトして、SSRの TDREフラグを 0にクリアするとシリア

ル送信を開始します。なお、1にセットする前に必ず SMRの設定を行い、送

信フォーマットを決定してください｡ 

このビットを 0にクリアすると、送信動作が禁止され、SSRの TDREフラグ

は 1に固定されます。 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

このビットを 1にセットすると、受信動作が可能になります｡この状態で、調

歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同

期クロック入力をそれぞれ検出すると、シリアル受信を開始します。なお、1

にセットする前に必ず SMRの設定を行い、受信フォーマットを決定してくだ

さい｡ 

このビットを 0にクリアすると、受信動作が禁止されます。0にクリアしても、

RDRF、FER、PER、ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持します｡ 

3 MPIE 0 R/W マルチプロセッサインタラプトイネーブル（調歩同期式モードで SMRのMP

＝1のとき有効） 

スマートカードインタフェースではこのビットには 0をライトして使用してく

ださい。 

MPB=0を含む受信データを受信しているときは、RSRから RDRへの受信デ

ータの転送、および受信エラーの検出と SSRの RDRF、FER、ORERの各フ

ラグのセットは行いません。MPB=1を含む受信データを受信すると、SSRの

MPBビットを 1にセットし、MPIEビットを自動的に 0にクリアし、RXI、ERI

割り込み要求の発生（SCRの TIE、RIEビットが 1にセットされている場合）

と FER、ORERフラグのセットが許可されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

2 TEIE 0 R/W トランスミットエンドインタラプトイネーブル 

スマートカードインタフェースではこのビットには 0をライトして使用してく

ださい。 

TEIの解除は、SSRの TDREフラグから 1をリードしたあと、0にクリアして

TENDフラグを 0にクリアするか、TEIEビットを 0にクリアすることで行う

ことができます。 

1 

0 

CKE1 

CKE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックイネーブル 1、0 

SCK端子からのクロック出力を制御します。GSMモードではクロックの出力

をダイナミックに切り替えることができます。詳細は「15.7.8 クロック出力

制御」を参照してください。 

SMRの GM=0の場合 

00：出力ディスエーブル（SCK端子は入出力ポートとして使用可） 

01：クロック出力 

1X：リザーブ 

SMRの GM=1の場合 

00：Low出力固定 

01：クロック出力 

10：High出力固定 

11：クロック出力 

【記号説明】 X：Don’t care 
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15.3.7 シリアルステータスレジスタ（SSR） 

SSRは SCIのステータスフラグと送受信マルチプロセッサビットで構成されます。TDRE、RDRF、ORER、PER、

FERはクリアのみ可能です。SSRは通常モードとスマートカードインタフェースモードで一部のビットの機能

が異なります。 
 

• 通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモード（SCMRの SMIF=0のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 TDRE １ R/(W)*1
トランスミットデータレジスタエンプティ 

TDR内の送信データの有無を表示します。 

［セット条件］ 

• SCRの TEが 0のとき 

• TDRから TSRにデータが転送されたとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

•  TXI割り込み要求により DMAC*2
または DTC*3

で TDRへ送信データを転送
したとき 

6 RDRF 0 R/(W)*1
レシーブデータレジスタフル 

RDR内の受信データの有無を表示します。 

［セット条件］ 

• 受信が正常終了し、RSRから RDRへ受信データが転送されたとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• RXI割り込みにより DMAC*2
または DTC*3

で RDRからデータを転送したと
き 

SCRのREをクリアしてもRDRおよびRDRFは影響を受けず状態を保持しま
す。 

RDRFフラグが 1にセットされたまま次のデータを受信完了するとオーバラン
エラーを発生し、受信データが失われますので注意してください｡ 

5 ORER 0 R/(W)*1
オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを表示します。 

［セット条件］ 

• RDRF=1の状態で次のデータを受信したとき 

RDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、あとから受信

したデータが失われます｡さらに、ORER=1にセットされた状態で、以降のシ

リアル受信を続けることはできません。なお、クロック同期式モードでは、シ

リアル送信も続けることができません。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

SCRの REをクリアしても、ORERは影響を受けず以前の状態を保持します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

4 FER 0 R/(W)*1
フレーミングエラー 

調歩同期式モードで受信時にフレーミングエラーが発生して異常終了したこ

とを表示します｡ 

［セット条件］ 

• ストップビットが 0のとき 

2ストップビットモードのときは、1ビット目のストップビットが 1であるか

どうかのみを判定し、2ビット目のストップビットはチェックしません。なお、

フレーミングエラーが発生したときの受信データは RDRに転送されますが、

RDRFフラグはセットされません。さらに、FER=1にセットされた状態で、以

降のシリアル受信を続けることはできません。なお、クロック同期式モードで

は、シリアル送信も続けることができません。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

SCRの REをクリアしても、FERは影響を受けず以前の状態を保持します。 

3 PER 0 R/(W)*1
パリティエラー 

調歩同期式モードで、パリティを付加した受信時にパリティエラーが発生して

異常終了したことを表示します｡ 

［セット条件］ 

• 受信中にパリティエラーを検出したとき 

パリティエラーが発生したときの受信データは RDRに転送されますが、RDRF

フラグはセットされません。さらに、PER=1にセットされた状態で、以降の

シリアル受信を続けることはできません。なお、クロック同期式モードでは、

シリアル送信も続けることができません。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

SCRの REをクリアしても、PERは影響を受けず以前の状態を保持します。 

2 TEND 1 R トランスミットエンド 

送信を終了したことを表示します｡ 

［セット条件］ 

•  SCRの TEが 0のとき 

•  送信キャラクタの最後尾ビットの送信時、TDREが 1のとき 

［クリア条件］ 

• TDRE＝1の状態をリードしたあと、TDREフラグに 0をライトしたとき 

• TXI割り込み要求により DMAC*2
または DTC*3

で TDRへ送信データを転送
したとき 

1 MPB 0 R マルチプロセッサビット 

受信フレーム中のマルチプロセッサビットの値が格納されます。SCRの REが
0のときは変化しません。 

0 MPBT 0 R/W マルチプロセッサビットトランスファ 

送信 フレームに付加するマルチプロセッサビットの値を設定します。 

【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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 *2 H8S/2239グループのみです。 

 *3 DTCによりクリアされるのは DISEL＝0で、かつ転送カウンタが 0でない場合です。 
 

• スマートカードインタフェース（SCMRの SMIF=1のとき） 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 TDRE 1 R/(W)*1
トランスミットデータレジスタエンプティ 

TDR内の送信データの有無を表示します。 

［セット条件］ 

• SCRの TEが 0のとき 

• TDRから TSRにデータが転送されたとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

•  TXI割り込み要求により DMAC*2
または DTC*3

で TDRへ送信データを転送

したとき 

6 RDRF 0 R/(W) *1
レシーブデータレジスタフル 

RDR内の受信データの有無を表示します。 

［セット条件］ 

• 受信が正常終了し、RSRから RDRへ受信データが転送されたとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• RXI割り込みにより DTC*3
で RDRからデータを転送したとき 

SCRの REをクリアしても RDRFは影響を受けず状態を保持します。 

RDRFフラグが 1にセットされたまま次のデータを受信完了するとオーバラン

エラーを発生し、受信データが失われますので注意してください｡ 

5 ORER 0 R/(W)*1
オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを表示します｡ 

［セット条件］ 

• RDRF=1の状態で次のデータを受信したとき 

RDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、あとから受信

したデータが失われます｡さらに、ORER=1にセットされた状態で、以降のシ

リアル受信を続けることはできません。なお、クロック同期式モードでは、シ

リアル送信も続けることができません。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

SCRの REをクリアしても、ORERは影響を受けず以前の状態を保持します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

4 ERS 0 R/(W)*1
エラーシグナルステータス 

送信時に受信側から送り返されるエラーシグナルのステータスを表示します。 

［セット条件］ 

• エラーシグナル Lowをサンプリングしたとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

SCRの TEをクリアしても ERSは影響を受けず状態を保持します。 

3 PER 0 R/(W)*1
パリティエラー 

調歩同期式モードで、パリティを付加した受信時にパリティエラーが発生して

異常終了したことを表示します｡ 

［セット条件］ 

• 受信中にパリティエラーを検出したとき 

パリティエラーが発生したときの受信データは RDRに転送されますが、RDRF

フラグはセットされません。さらに、PER=1にセットされた状態で、以降の

シリアル受信を続けることはできません。なお、クロック同期式モードでは、

シリアル送信も続けることができません。 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

SCRの REをクリアしても、PERは影響を受けず以前の状態を保持します。 

2 TEND 1 R トランスミットエンド 

受信側からのエラーシグナルの応答がなく、次の送信データを TDRに転送可

能になったときセットされます。 

［セット条件］ 

•  SCRの TE=0かつ ERS=0のとき 

•  1バイトのデータを送信して一定期間後、ERS=0かつ TDRE=1のとき 

セットされるタイミングはレジスタの設定により以下のように異なります。 

GM=0、BLK=0のとき、送信開始から 12.5etu後 

GM=0、BLK=1のとき、送信開始から 11.5etu後 

GM=1、BLK=0のとき、送信開始から 11.0etu後 

GM=1、BLK=1のとき、送信開始から 11.0etu後 

［クリア条件］ 

• TDRE＝1の状態をリードしたあと、TDREフラグに 0をライトしたとき 

•  TXI割り込み要求により DMAC*2
または DTC*3

で TDRへ送信データを転送

したとき 

1 MPB 0 R マルチプロセッサビット 

スマートカードインタフェースでは使用しません。 

0 MPBT 0 R/W マルチプロセッサビットトランスファ 

スマートカードインタフェースではこのビットには 0をライトして使用してく

ださい。 
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【注】 *1 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 *2 H8S/2239グループのみです。 

 *3 DTCによりクリアされるのは DISEL＝0で、かつ転送カウンタが 0でない場合です。 
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15.3.8 スマートカードモードレジスタ（SCMR） 

SCMRはスマートカードインタフェースおよび通信フォーマットを選択するためのレジスタです。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7～4 ― すべて 1 ― リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

3 SDIR 0 R/W スマートカードデータトランスファディレクション 

シリアル／パラレル変換の方向を選択します。 

0：LSBファーストで送受信 

1：MSBファーストで送受信 

送受信フォーマットが 8ビットデータの場合のみ有効です。調歩同期式モード

7ビットデータの場合を除き、シリアル通信のモードによらず、LSBファース

ト／MSBファーストの選択が可能です。7ビットデータの場合は 0に設定し

LSBファーストで使用してください。 

2 SINV 0 R/W スマートカードデータインバート 

送受信データのロジックレベルを反転します。SINVビットは、パリティビッ

トのロジックレベルには影響しません。パリティビットを反転させる場合は

SMRの O/Eビットを反転してください。 

0：TDRの内容をそのまま送信 、受信データをそのまま RDRに格納 

1：TDRの内容を反転して送信、受信データを反転して RDRに格納 

1 ― 1 ― リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

0 SMIF 0 R/W スマートカードインタフェースモードセレクト 

スマートカードインタフェースモードで動作させるとき 1をセットします。 

0：通常の調歩同期式またはクロック同期式モード 

1：スマートカードインタフェースモード 
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15.3.9 ビットレートレジスタ（BRR） 

BRRはビットレートを調整するための 8ビットのレジスタです。SCIはチャネルごとにボーレートジェネレ

ータが独立しているため、異なるビットレートを設定できます。通常の調歩同期式モード、クロック同期式モ

ード、スマートカードインタフェースモードにおける BRRの設定値 Nとビットレート Bの関係を表 15.2に示

します。BRRの初期値は H'FFで、CPUから常にリード／ライト可能です。 
 

表 15.2 BRRの設定値 Nとビットレート Bの関係 

ABCS *

0

1

B =
64 2       N+1

2n-1

φ 106

8 2       N+1
2n-1

φ 106

B =

S 2       N+1

φ 106

2n+1
B =

B 64 2       N+1
–1    100

2n-1

φ 106

B =
32 2       N+1

2n-1

φ 106

B 32 2       N+1
–1    100

2n-1

φ 106

–1    100
B S 2       N+1

2n+1

φ 106

——

—

 

【記号説明】 

 B ：ビットレート（bps） 

 N ：ボーレートジェネレータの BRRの設定値（0≦N≦255） 

 φ ：動作周波数（MHz） 

 nと S ：下表のとおり SMRの設定値によって決まります。 

【注】 * ABCSビットが 1のときのビットレートは H8S/2239グループの SCI_0のみ有効です。 
 

SMRの設定値 クロック n  SMRの設定値 S 

CKS1 CKS0 ソース   BCP1 BCP0  

0 0 φ 0  0 0 32 

0 1 φ／4 1  0 1 64 

1 0 φ／16 2  1 0 372 

1 1 φ／64 3  1 1 256 

 

通常の調歩同期式モードにおける BRRの値Ｎの設定例を表 15.3に、各動作周波数における設定可能な最大

ビットレートを表 15.4に示します。また、クロック同期式モードにおける BRRの値Ｎの設定例を表 15.6に、

スマートカードインタフェースにおける BRRの値Ｎの設定例を表 15.8に示します。スマートカードインタフ

ェースでは１ビット転送期間の基本クロック数 Sを選択できます。詳細は「15.7.4 受信データサンプリングタ
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イミングと受信マージン」を参照してください。また、表 15.5、表 15.7に外部クロック入力時の最大ビットレ

ートを示します。 

調歩同期モードで SCI_0の SEMR0の ABCSビットを 1にセットしたときは、最大ビットレートは表 15.4、

表 15.5の 2倍になります（H8S/2239グループのみ有効）。 

表 15.3 ビットレートに対する BRRの設定例（調歩同期式モード） 

ビットレート*1 動作周波数φ（MHz） 

（bps） 2*3 2.097152*3 2.4576*3 3*3 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 1 141 0.03 1 148 －0.04 1 174 －0.26 1 212 0.03 

150 1 103 0.16 1 108 0.21 1 127 0.00 1 155 0.16 

300 0 207 0.16 0 217 0.21 0 255 0.00 1 77 0.16 

600 0 103 0.16 0 108 0.21 0 127 0.00 0 155 0.16 

1200 0 51 0.16 0 54 －0.70 0 63 0.00 0 77 0.16 

2400 0 25 0.16 0 26 1.14 0 31 0.00 0 38 0.16 

4800 0 12 0.16 0 13 －2.48 0 15 0.00 0 19 －2.34 

9600 － － － 0 6 －2.48 0 7 0.00 0 9 －2.34 

19200 － － － － － － 0 3 0.00 0 4 －2.34 

31250 0 1 0.00 － － － － － － 0 2 0.00 

38400 － － － － － － 0 1 0.00 － － － 

 
ビットレート*1 動作周波数φ（MHz） 

（bps） 3.6864*3 4*3 4.9152*3 5*3 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 64 0.70 2 70 0.03 2 86 0.31 2 88 －0.25 

150 1 191 0.00 1 207 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 

300 1 95 0.00 1 103 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 

600 0 191 0.00 0 207 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 

1200 0 95 0.00 0 103 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 

2400 0 47 0.00 0 51 0.16 0 63 0.00 0 64 0.16 

4800 0 23 0.00 0 25 0.16 0 31 0.00 0 32 －1.36 

9600 0 11 0.00 0 12 0.16 0 15 0.00 0 15 1.73 

19200 0 5 0.00 － － － 0 7 0.00 0 7 1.73 

31250 － － － 0 3 0.00 0 4 －1.70 0 4 0.00 

38400 0 2 0.00 － － － 0 3 0.00 0 3 1.73 
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ビットレート*1 動作周波数φ（MHz） 

（bps） 6*3 6.144*3 7.3728*3 8*3 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 106 －0.44 2 108 0.08 2 130 －0.07 2 141 0.03 

150 2 77 0.16 2 79 0.00 2 95 0.00 2 103 0.16 

300 1 155 0.16 1 159 0.00 1 191 0.00 1 207 0.16 

600 1 77 0.16 1 79 0.00 1 95 0.00 1 103 0.16 

1200 0 155 0.16 0 159 0.00 0 191 0.00 0 207 0.16 

2400 0 77 0.16 0 79 0.00 0 95 0.00 0 103 0.16 

4800 0 38 0.16 0 39 0.00 0 47 0.00 0 51 0.16 

9600 0 19 －2.34 0 19 0.00 0 23 0.00 0 25 0.16 

19200 0 9 －2.34 0 9 0.00 0 11 0.00 0 12 0.16 

31250 0 5 0.00 0 5 2.40 － － － 0 7 0.00 

38400 0 4 －2.34 0 4 0.00 0 5 0.00 － － － 

 
ビットレート*1 動作周波数φ（MHz） 

（bps） 9.8304*3 10 12 12.288 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 174 －0.26 2 177 －0.25 2 212 0.03 2 217 0.08 

150 2 127 0.00 2 129 0.16 2 155 0.16 2 159 0.00 

300 1 255 0.00 2 64 0.16 2 77 0.16 2 79 0.00 

600 1 127 0.00 1 129 0.16 1 155 0.16 1 159 0.00 

1200 0 255 0.00 1 64 0.16 1 77 0.16 1 79 0.00 

2400 0 127 0.00 0 129 0.16 0 155 0.16 0 159 0.00 

4800 0 63 0.00 0 64 0.16 0 77 0.16 0 79 0.00 

9600 0 31 0.00 0 32 －1.36 0 38 0.16 0 39 0.00 

19200 0 15 0.00 0 15 1.73 0 19 －2.34 0 19 0.00 

31250 0 9 －1.70 0 9 0.00 0 11 0.00 0 11 2.40 

38400 0 7 0.00 0 7 1.73 0 9 －2.34 0 9 0.00 
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ビットレート*1 動作周波数φ（MHz） 

（bps） 14*2 14.7456*2 16*2 17.2032*2 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 2 248 －0.17 3 64 0.70 3 70 0.03 3 75 0.48 

150 2 181 0.16 2 191 0.00 2 207 0.16 2 223 0.00 

300 2 90 0.16 2 95 0.00 2 103 0.16 2 111 0.00 

600 1 181 0.16 1 191 0.00 1 207 0.16 1 223 0.00 

1200 1 90 0.16 1 95 0.00 1 103 0.16 1 111 0.00 

2400 0 181 0.16 0 191 0.00 0 207 0.16 0 223 0.00 

4800 0 90 0.16 0 95 0.00 0 103 0.16 0 111 0.00 

9600 0 45 －0.93 0 47 0.00 0 51 0.16 0 55 0.00 

19200 0 22 －0.93 0 23 0.00 0 25 0.16 0 27 0.00 

31250 0 13 0.00 0 14 －1.70 0 15 0.00 0 16 1.20 

38400 － － － 0 11 0.00 0 12 0.16 0 13 0.00 

 
ビットレート*1 動作周波数φ（MHz） 

（bps） 18*2 19.6608*2 20*2 

 n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） 

110 3 79 －0.12 3 86 0.31 3 88 －0.25 

150 2 233 0.16 2 255 0.00 3 64 0.16 

300 2 116 0.16 2 127 0.00 2 129 0.16 

600 1 233 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 

1200 1 116 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 

2400 0 233 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 

4800 0 116 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 

9600 0 58 －0.69 0 63 0.00 0 64 0.16 

19200 0 28 1.02 0 31 0.00 0 32 －1.36 

31250 0 17 0.00 0 19 －1.70 0 19 0.00 

38400 0 14 －2.34 0 15 0.00 0 15 1.73 

【注】 *1 H8S/2239グループでは、SEMR0の ABCS＝0のときの例です。ABCS＝1に設定したときは、ビットレートが 2

倍になります。 

 *2 H8S/2239グループのみです。 

 *3 H8S/2258グループは動作範囲外です。 
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表 15.4 各動作周波数における最大ビットレート（調歩同期式モード） 

φ（MHz） 最大ビットレート 

（kbps） 

n N φ（MHz） 最大ビットレート 

（kbps） 

n N 

2*2 62.5 0 0 9.8304*2 307.2 0 0 

2.097152*2 65.536 0 0 10 312.5 0 0 

2.4576*2 76.8 0 0 12 375.0 0 0 

3*2 93.75 0 0 12.288 384.0 0 0 

3.6864*2 115.2 0 0 14*1 437.5 0 0 

4*2 125.0 0 0 14.7456*1 460.8 0 0 

4.9152*2 153.6 0 0 16*1 500.0 0 0 

5*2 156.25 0 0 17.2032*1 537.6 0 0 

6*2 187.5 0 0 18*1 562.5 0 0 

6.144*2 192.0 0 0 19.6608*1 614.4 0 0 

7.3728*2 230.4 0 0 20*1 625.0 0 0 

8*2 250.0 0 0     

【注】 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 H8S/2258グループは動作範囲外です。 
 

表 15.5 外部クロック入力時の最大ビットレート（調歩同期式モード） 

φ（MHz） 外部入力クロック

（MHz） 
最大ビットレート

（kbps） 
φ（MHz） 外部入力クロック

（MHz） 
最大ビットレート

（kbps） 

2*2 0.5000 31.25 9.8304*2 2.4576 153.6 

2.097152*2 0.5243 32.768 10 2.5000 156.25 

2.4576*2 0.6144 38.4 12 3.0000 187.5 

3*2 0.7500 46.875 12.288 3.0720 192.0 

3.6864*2 0.9216 57.6 14*1 3.5000 218.75 

4*2 1.0000 62.5 14.7456*1 3.6864 230.4 

4.9152*2 1.2288 76.8 16*1 4.0000 250.0 

5*2 1.2500 78.125 17.2032*1 4.3008 268.8 

6*2 1.5000 93.75 18*1 4.5000 281.3 

6.144*2 1.5360 96.0 19.6608*1 4.9152 307.2 

7.3728*2 1.8432 115.2 20*1 5.0000 312.5 

8*2 2.0000 125.0    

【注】 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 H8S/2258グループは動作範囲外です。 
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表 15.6 ビットレートに対する BRRの設定例（クロック同期式モード） 

動作周波数φ（MHz） ビット 

レート 2*2 4*2 6*2 8*2 10 16*1 20*1 

（bps） n N n N n N N N n N n N n N 

110 3 70 － －           

250 2 124 2 249   3 124 － － 3 249   

500 1 249 2 124   2 249 － － 3 124 － － 

1k 1 124 1 249   2 124 － － 2 249 － － 

2.5k 0 199 1 99 1 149 1 199 1 249 2 99 2 124 

5k 0 99 0 199 1 74 1 99 1 124 1 199 1 249 

10k 0 49 0 99 0 149 0 199 0 249 1 99 1 124 

25k 0 19 0 39 0 59 0 79 0 99 0 159 0 199 

50k 0 9 0 19 0 29 0 39 0 49 0 79 0 99 

100k 0 4 0 9 0 14 0 19 0 24 0 39 0 49 

250k 0 1 0 3 0 5 0 7 0 9 0 15 0 19 

500k 0 0* 0 1 0 2 0 3 0 4 0 7 0 9 

1M   0 0*   0 1   0 3 0 4 

2.5M         0 0*   0 1 

5M             0 0* 

【記号説明】 

空欄 ：設定できません。 

－ ：設定可能ですが誤差がでます。 

* ：連続送信／連続受信はできません。 

【注】 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 H8S/2258グループは動作範囲外です。 
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表 15.7 外部クロック入力時の最大ビットレート（クロック同期式モード） 

φ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（Mbps）

2*2 0.3333 0.333 

4*2 0.6667 0.667 

6*2 1.0000 1.000 

8*2 1.3333 1.333 

10 1.6667 1.667 

12 2.0000 2.000 

14*1 2.3333 2.333 

16*1 2.6667 2.667 

18*1 3.0000 3.000 

20*1 3.3333 3.333 

【注】 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 H8S/2258グループは動作範囲外です。 
 

表 15.8 ビットレートに対する BRRの設定例 
（スマートカードインタフェースモードで n＝0、S＝372のとき） 

動作周波数φ（MHz） ビットレート 

（bps） 5.00*2 7.00*2 7.1424*2 10.00 10.7136 13.00 

 N 誤差（%） N 誤差（%） N 誤差（%） N 誤差（%） N 誤差（%） N 誤差（%） 

6720 0 0.01 1 30.00 1 28.57 1 0.01 1 7.14 2 13.33 

9600 0 30.00 0 1.99 0 0.00 1 30.00 1 25.00 1 8.99 

 
動作周波数φ（MHz） ビットレート 

（bps） 14.2848*1 16.00*1 18.00*1 20.00*1 

 N 誤差（%） N 誤差（%） N 誤差（%） N 誤差（%）

6720 2 4.76 2 6.67 3 9.99 3 0.01

9600 1 0.00 1 12.01 2 15.99 2 6.66

【注】 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 H8S/2258グループは動作範囲外です。 
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表 15.9 各動作周波数における最大ビットレート 
（スマートカードインタフェースモードで S＝372のとき） 

φ（MHz） 最大ビットレート（bps） n N 

5.00*2 6720 0 0 

7.00*2 9409 0 0 

7.1424*2 9600 0 0 

10.00 13441 0 0 

10.7136 14400 0 0 

13.00 17473 0 0 

14.2848*1 19200 0 0 

16.00*1 21505 0 0 

18.00*1 24194 0 0 

20.00*1 26882 0 0 

【注】 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 H8S/2258グループは動作範囲外です。 
 

15.3.10 シリアル拡張モードレジスタ_0（SEMR_0） 

SEMR_0は、SCI_0の機能を拡張する 8ビットのレジスタです。調歩同期式モード時の基本クロック設定、ク

ロックソースの選択、転送レートの自動設定ができます。 

【注】 H8S/2239グループのみサポートします。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SSE 0 R/W SCI_0セレクトイネーブル 

クロック同期式モードで外部クロック入力時における SCI_0セレクト機能の

選択ができます。SCI_0セレクト機能を有効にした場合、PG1/IRQ7端子に 1

入力されると TxD0出力が Hi-Z状態になり、SCK0入力が本 LSI内部で High

固定となり、SCI_0のデータ送受信が停止します。SSEの設定は、クロック同

期式モード（SMRの C/A＝1）で外部クロック入力（SCRの CKE＝1）のとき

有効です。 

0：SCI_0セレクト機能が無効 

1：SCI_0セレクト機能が有効 

PG1/IRQ7端子＝1入力時は、TxD0出力が Hi-Z状態になり、SCK0クロック

Ｘ入力が High固定入力になります。 

6～4 － 不定 － リザーブビット 

ライトすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 ABCS 0 R/W 調歩同期式基本クロックセレクト 

調歩同期式モードにおける 1ビット期間の基本クロックを選択します。 

ABCSの設定は、調歩同期式モード（SHRの C/Aビット＝0）のとき有効です。 

0：転送レートの 16倍の周波数の基本クロックで動作 

1：転送レートの 8倍の周波数の基本クロックで動作 

2 

1 

0 

ACS2 

ACS1 

ACS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

調歩同期クロックソースセレクト 

平均転送レートを選択したときは、ABCSの設定に関係なく基本クロックが自

動設定されます。また、平均転送レートは、10.667MHzと 16MHzの動作周波

数に対応しています。それ以外には対応していません。 

ACS2～ACS0の設定は、調歩同期式モード（SMRレジスタの C/Aビット＝0）

で外部クロック（SCRの CKE＝0）のとき有効です。 

000：外部クロック入力 

001：φ＝10.667MHz専用の平均転送レート 115.152kbpsを選択 

 （転送レートの 16倍の周波数の基本クロックで動作） 

010：φ＝10.667MHz専用の平均転送レート 460.606kbpsを選択 

 （転送レートの 8倍の周波数の基本クロックで動作） 

011：リザーブ 

100：TPUクロック入力（TIOCA1と TIOCA2の論理積） 

101：φ＝16MHz専用の平均転送レート 115.196kbpsを選択（転送レートの

16倍の周波数の基本クロックで動作） 

110：φ＝16MHz専用の平均転送レート 460.784kbpsを選択（転送レートの

16倍の周波数の基本クロックで動作） 

111：φ＝16MHz専用の平均転送レート 720kbpsを選択（転送レートの 

16倍の周波数の基本クロックで動作） 

 

図 15.3、図 15.4は、平均転送レートが選択されたときの内部基本クロックの例を示します。 
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図 15.3 平均転送レートが選択されたときのベースクロック例（1） 
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図 15.4 平均転送レートが選択されたときのベースクロック例（2） 
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15.4 調歩同期式モードの動作 
調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 15.5に示します。1フレームは、スタートビット（Low

レベル）から始まり送受信データ、パリティビット、ストップビット（Highレベル）の順で構成されます。調

歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常マーク状態（Highレベル）に保たれています。SCIは通信回線を

監視し、スペース（Lowレベル）を検出するとスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。SCI内部

では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部と受信部が共

にダブルバッファ構造になっていますので、送信および受信中にデータのリード／ライトができ、連続送受信

が可能です。調歩同期式モードでは、SCIは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。

また SCIは、データを 1ビット期間の 16倍の周波数のクロックの 8番目でサンプリングしますので、各ビット

の中央で通信データが取り込まれます。 

SEMR_0の ABCSビット＝1のとき、SCI_0はデータを 1ビット期間の 8倍の周波数クロックの 4番目でサン

プリングします（H8S/2239グループのみ有効）。 
 

LSB MSB

0 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

1 1

1 1

2

7 8 1

1

 

図 15.5 調歩同式通信のデータフォーマット（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 

 

15.4.1 送受信フォーマット 

調歩同期式モードで設定できる送受信フォーマットを、表 15.10に示します。フォーマットは 12種類あり、

SMRの選定により選択できます。マルチプロセッサビットについては「15.5 マルチプロセッサ通信機能」を

参照してください。 
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表 15.10 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

PE

0

0

1

1

0

0

1

1

S 8 STOP

S 7 STOP

S 8 STOP STOP

S 8 P STOP

S 7 STOPP

S 8 MPB STOP

S 8 MPB STOP STOP

S 7 STOPMPB

S 7 STOPMPB STOP

S 7 STOPSTOP

CHR

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

1

1

MP

0

0 

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

STOP

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

SMR

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

STOPS 8 P STOP

S 7 STOPP STOP

 

【記号説明】 

S ：スタートビット 

STOP ：ストップビット 

P ：パリティビット 

MPB ：マルチプロセッサビット 
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15.4.2 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

調歩同期式モードでは、SCIはビットレートの 16倍の周波数の基本クロックで動作します。受信時はスター

トビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして内部を同期化します。また、図 15.6に示すように受

信データを基本クロックの 8番目の立ち上がりエッジでサンプリングすることで、各ビットの中央でデータを

取り込みます。したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M 0.5        
2N

1

N

D 0.5
L 0.5 F 1 F 100 1

 

M：受信マージン（％） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝16、ただし、H8S/2239グループの SEMR0の ABCS＝1のとき 

N＝8） 

D：クロックのデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 
式（1）で、F（クロック周波数の偏差の絶対値）＝0、D（クロックのデューティ）＝0.5、N（クロックに対

するビットレートの比）＝16とすると、 
 

 M ＝｛0.5－1/（2×16）｝×100 〔％〕  ＝46.875％  
 

となります。ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30％の余裕を持

たせてください。 

【注】  H8S/2239グループの SEMR0の ABCSビット＝1以外の例です。ABCS＝1のときは、ビットレートの 8倍の周波数が基

本クロックとなり、受信データは基本クロックの 4番目の立ち上がりエッジでサンプリングします。 

16

8

RxD
D0 D1

H8S/2239 SEMR0 ABCS 1 ABCS 1

8 4

15 0 7 15 00 7

 

図 15.6 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング 
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15.4.3 クロック 

SCIの送受信クロックは、SMRの C/Aビットと SCRの CKE1、CKE0ビットの設定により、内蔵ボーレート

ジェネレータの生成する内部クロックまたは SCK端子から入力される外部クロックのいずれかを選択できます。

外部クロックを使用する場合は、SCK端子にビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力してください。 

内部クロックで動作させるときは CKE1＝0、CKE0＝1に設定すると SCK端子からクロックを出力することが

できます。このとき出力されるクロックの周波数はビットレートと等しく、送信時の位相は図 15.7に示すよう

に送信データの中央でクロックが立ち上がります。 
 

0

1

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

SCK

TxD

 

図 15.7 出力クロックと送信データの位相関係（調歩同期式モード） 
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15.4.4 SCIの初期化（調歩同期式） 

データの送受信前に、SCRの TE、REビットをクリアした後、図 15.8のフローチャートの例に従って初期化

してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合も必ず、TEビットおよび REビットを

0にクリアしてから変更を行ってください。TEを 0にクリアすると、TDREは 1にセットされますが、REを 0

にクリアしても、RDRF、PER、FER、ORERの各フラグ、および RDRは初期化されませんので注意してくださ

い。調歩同期式モードで外部クロックを使用する場合は、初期化の期間も含めてクロックを供給してください。 
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図 15.8 SCIの初期化フローチャートの例 
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15.4.5 シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 15.9に調歩同期式モードの送信時の動作例を示します。データ送信時 SCIは以下のように動作します。 
 

1. SCIはSSRのTDREを監視し、クリアされるとTDRにデータが書き込まれたと認識してTDRからTSRにデータ

を転送します。 

2. TDRからTSRにデータを転送すると、TDREを1にセットして送信を開始します。このとき、SCRのTIEが1

にセットされているとTXI割り込み要求を発生します。このTXI割り込みルーチンで、前に転送したデータ

の送信が終了するまでにTDRに次の送信データを書き込むことで連続送信が可能です。 

3. TxD端子からスタートビット、送信データ、パリティビットまたはマルチプロセッサビット（フォーマッ

トによってはない場合もあります）、ストップビットの順に送り出します。 

4. ストップビットを送り出すタイミングでTDREをチェックします。 

5. TDREが0であると次の送信データをTDRからTSRにデータを転送し、ストップビット送出後、次のフレー

ムの送信を開始します。 

6. TDREが1であるとSSRのTENDに1をセットし、ストップビット送出後、1を出力してマーク状態になりま

す。このときSCRのTEIEが1にセットされているとTEIを発生します。 
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0

1
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TDR
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図 15.9 調歩同期式モードの送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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図 15.10にデータ送信のフローチャートの例を示します。 
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図 15.10 シリアル送信のフローチャートの例 
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15.4.6 シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図 15.11に調歩同期式モードの送信時の動作例を示します。データ受信時 SCIは以下のように動作します。 
 

1. 通信回線を監視し、スタートビットを検出すると内部を同期化して受信データをRSRに取り込み、パリテ

ィビットとストップビットをチェックします。 

2. オーバランエラーが発生したとき（SSRのRDRFが1にセットされたまま次のデータを受信完了したとき）

はSSRのORERをセットします。このときSCRのRIEが1にセットされているとERI割り込み要求を発生しま

す。受信データはRDRに転送しません。RDRFは1にセットされた状態を保持します。 

3. パリティエラーを検出した場合はSSRのPERをセットし、受信データをRDRに転送します。このときSCR

のRIEが1にセットされているとERI割り込み要求を発生します。 

4. フレーミングエラー（ストップビットが0のとき）を検出した場合はSSRのFERをセットし、受信データを

RDRに転送します。このときSCRのRIEが1にセットされているとERI割り込み要求を発生します。 

5. 正常に受信したときはSSR のRDRFをセットし、受信データをRDRに転送します。このときSCRのRIEが1

にセットされているとRXI割り込み要求を発生します。このRXI割り込み処理ルーチンでRDRに転送された

受信データを次のデータ受信完了までにリードすることで連続受信が可能です。 
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図 15.11 SCIの受信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 
受信エラーを検出した場合の SSRの各ステータスフラグの状態と受信データの処理を表 15.11に示します。

受信エラーを検出すると、RDRFはデータを受信する前の状態を保ちます。  受信エラーフラグがセットされた

状態では以後の受信動作ができません。したがって、受信を継続する前に必ず ORER、FER、PER、および RDRF

を 0にクリアしてください。図 15.12にデータ受信のためのフローチャートの例を示します。 
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表 15.11 SSRのステータスフラグの状態と受信データの処理 

SSRのステータスフラグ 

RDRF* ORER FER PER 

受信データ 受信エラーの状態 

1 1 0 0 消失 オーバランエラー 

0 0 1 0 RDRへ転送 フレーミングエラー 

0 0 0 1 RDRへ転送 パリティエラー 

1 1 1 0 消失 オーバランエラー＋フレーミングエラー 

1 1 0 1 消失 オーバランエラー＋パリティエラー 

0 0 1 1 RDRへ転送 フレーミングエラー＋パリティエラー 

1 1 1 1 消失 オーバランエラー＋フレーミングエラー＋パリティエラー 

【注】 * RDRFは、データ受信前の状態を保持します。 
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図 15.12 シリアル受信データフローチャートの例（1） 
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図 15.12 シリアル受信データフローチャートの例（2） 
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15.5 マルチプロセッサ通信機能 
マルチプロセッサ通信機能を使用すると、マルチプロセッサビットを付加した調歩同期式シリアル通信によ

り複数のプロセッサ間で通信回線を共有してデータの送受信を行うことができます。マルチプロセッサ通信で

は受信局に各々固有の IDコードを割り付けます。シリアル通信サイクルは、受信局を指定する ID送信サイク

ルと指定された受信局に対するデータ送信サイクルで構成されます。ID送信サイクルとデータ送信サイクルの

区別はマルチプロセッサビットで行います。マルチプロセッサビットが 1のとき ID送信サイクル、0のときデ

ータ送信サイクルとなります。図 15.13にマルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ間通信の例を

示します。送信局は、まず受信局の IDコードにマルチプロセッサビット 1を付加した通信データを送信します。

続いて、送信データにマルチプロセッサビット 0を付加した通信データを送信します。受信局は、マルチプロ

セッサビットが 1の通信データを受信すると自局の IDと比較し、一致した場合は続いて送信される通信データ

を受信します。一致しなかった場合は再びマルチプロセッサビットが 1の通信データを受信するまで通信デー

タを読み飛ばします。 

SCIはこの機能をサポートするため、SCRに MPIEビットが設けてあります。MPIEを１にセットすると、マ

ルチプロセッサビットが 1のデータを受け取るまで RSRから RDRへの受信データの転送、および受信エラー

の検出と SSRの RDRF、FER、ORERの各ステータスフラグのセットを禁止します。マルチプロセッサビットが

1の受信キャラクタを受け取ると、SSRの MPBRが 1にセットされると共に MPIEが自動的にクリアされて通常

の受信動作に戻ります。このとき SCRの RIEがセットされていると RXI割り込みを発生します。 

マルチプロセッサフォーマットを指定した場合は、パリティビットの指定は無効です。それ以外は通常の調

歩同期式モードと変わりません。マルチプロセッサ通信を行うときのクロックも通常の調歩同期式モードと同

一です。 
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図 15.13 マルチプロセッサフォーマットを使用した通信例（受信局 Aへのデータ H'AAの送信の例） 
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15.5.1 マルチプロセッサシリアルデータ送信 

図15.14にマルチプロセッサデータ処理のフローチャートの例を示します。ID送信サイクルでは SSRのMPBT

を 1にセットして送信してください。データ送信サイクルでは SSRの MPBTを 0にクリアして送信してくださ

い。その他の動作は調歩同期式モードの動作と同じです。 
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図 15.14 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例 
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15.5.2 マルチプロセッサシリアルデータ受信 

図 15.16にマルチプロセッサデータ受信のフローチャートの例を示します。SCRの MPIEを１にセットする

とマルチプロセッサビットが 1の通信データを受信するまで通信データを読み飛ばします。マルチプロセッサ

ビットが 1の通信データを受信すると受信データを RDRに転送します。このとき RXI割り込み要求を発生しま

す。その他の動作は調歩同期式モードの動作と同じです。図 15.15に受信時の動作例を示します。 
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図 15.15 SCIの受信時の動作例（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップビットの例） 
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図 15.16 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（1） 
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図 15.16 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（2） 
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15.6 クロック同期式モードの動作 
クロック同期式通信の通信データのフォーマットを図 15.17に示します。クロック同期式モードではクロッ

クパルスに同期してデータを送受信します。通信データの 1キャラクタは 8ビットデータで構成されます。SCI

はデータ送信時は同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出力します。データ受信時は同期クロッ

クの立ち上がりに同期してデータを取り込みます。8ビット出力後の通信回線は最終ビット出力状態を保ちます。

クロック同期式モードでは、パリティビットやマルチプロセッサビットの付加はできません。SCI内部では送信

部と受信部が独立していますので、クロックを共有することで全二重通信を行うことができます。送信部／受

信部はともにダブルバッファ構造になっていますので、送信中に次の送信データのライト、受信中に前の受信

データのリードを行うことで連続送受信が可能です。 
 

Don't careDon't care

1
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LSB MSB

2 6 7

**

* High  

図 15.17 クロック同期式通信のデータフォーマット（LSBファーストの場合） 

 

15.6.1 クロック 

SCRの CKE1、CKE0の設定により、内蔵ボーレートジェネレータが生成する内部クロックまたは SCK端子

から入力される外部同期クロックを選択できます。内部クロックで動作させるとき、SCK端子から同期クロッ

クが出力されます。同期クロックは 1キャラクタの送受信で 8パルス出力され、送信および受信を行わないと

きは Highレベルに固定されます。 

 



15. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

Rev.6.00  2010.03.18  15-48 
RJJ09B0171-0600 

 

15.6.2 SCIの初期化 

データの送受信前に、SCRの TE、REビットをクリアしたあと、図 15.18のフローチャートの例に従って初

期化してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合も必ず、TEビットおよび REビッ

トを 0にクリアしてから変更を行ってください。TEを 0にクリアすると、TDREは 1にセットされますが、RE

を 0にクリアしても、RDRF、PER、FER、ORERの各フラグ、および RDRは初期化されませんので注意してく

ださい。 
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図 15.18 SCIの初期化フローチャートの例 
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15.6.3 シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 15.19にクロック同期式モードの送信時の動作例を示します。データ送信時 SCIは以下のように動作しま

す。 
 

1. SCIはSSRのTDREを監視し、クリアされるとTDRにデータが書き込まれたと認識してTDRからTSRにデータ

を転送します。 

2. TDRからTSRにデータを転送すると、TDREを1にセットして送信を開始します。このとき、SCRのTIEが1

にセットされているとTXI割り込み要求を発生します。このTXI割り込みルーチンで、前に転送したデータ

の送信が終了するまでにTDRに次の送信データを書き込むことで連続送信が可能です。 

3. クロック出力モードに設定したときには出力クロックに同期して、外部クロックに設定したときには入力

クロックに同期して、TxD端子から8ビットのデータを出力します。 

4. 最終ビットを送り出すタイミングでTDREをチェックします。 

5. TDREが0であると次の送信データをTDRからTSRにデータを転送し、次のフレームの送信を開始します。 

6. TDREが1であるとSSRのTENDに1をセットし、最終ビット出力状態を保持します。このときSCRのTEIEが1

にセットされているとTEIを発生します。SCK端子はHighレベルに固定されます。 
 
図 15.20にデータ送信のフローチャートの例を示します。受信エラーフラグ（ORER、FER、PER）が 1にセ

ットされた状態では TDREをクリアしても送信を開始しません。送信開始の前に、必ず受信エラーフラグを 0

にクリアしておいてください。また、受信エラーフラグは REビットをクリアしただけではクリアされませんの

で注意してください。 
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図 15.19 クロック同期式モードの送信時の動作例 
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図 15.20 シリアル送信のフローチャートの例 
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15.6.4 シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 15.21にクロック同期式モードの受信時の動作例を示します。データ受信時 SCIは以下のように動作しま

す。 
 

1. SCIは同期クロックの入力または、出力に同期して内部を初期化して受信を開始し、受信データをRSRに取

り込みます。 

2. オーバランエラーが発生したとき（SSRのRDRFが1にセットされたまま次のデータを受信完了したとき）

はSSRのORERをセットします。このときSCRのRIEが1にセットされているとERI割り込み要求を発生しま

す。受信データはRDRに転送しません。RDRFは1にセットされた状態を保持します。 

3. 正常に受信したときはSSR のRDRFをセットし、受信データをRDRに転送します。このときSCRのRIEが1

にセットされているとRXI割り込み要求を発生します。このRXI割り込み処理ルーチンでRDRに転送された

受信データを次のデータ受信完了までにリードすることで連続受信が可能です。 
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図 15.21 SCIの受信時の動作例 

 
受信エラーフラグがセットされた状態では以後の送受信動作ができません。したがって、受信を継続する前

に必ず ORER、FER、PER、および RDRFを 0にクリアしてください。図 15.22にデータ受信のためのフローチ

ャートの例を示します。 

内部クロックを選択し、受信のみの動作のときは、オーバランエラーが発生するか、REビットを 0にクリア

するまで同期クロックが出力されます。1フレーム単位の受信動作を行いたいときは、送受信同時動作による 1

フレームだけのダミー送信も同時に行ってください。 
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図 15.22 シリアルデータ受信フローチャートの例 
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15.6.5 シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 15.23にデータ送受信同時動作のフローチャートの例を示します。データ送受信同時動作は SCIの初期化

後、以下の手順に従って行ってください。送信から同時送受信へ切り替えるときには、SCIが送信終了状態であ

ること、TDREおよび TENDが 1にセットされていることを確認したあと、TEを 0にクリアしてから TEおよ

び REを 1命令で同時に 1にセットしてください。  受信から同時送受信へ切り替えるときには、SCIが受信完了

状態であることを確認し、REを 0にクリアしてから RDRFおよびエラーフラグ（ORER、FER、PER）が 0にク

リアされていることを確認したあと、TEおよび REを 1命令で同時に 1にセットしてください。 
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図 15.23 シリアル送受信同時動作のフローチャートの例 
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15.7 スマートカードインタフェースの動作説明 
SCIはシリアルコミュニケーションインタフェースの拡張機能として、ISO/IEC 7816-3（Identification Card）に

準拠した ICカード（スマートカード）とのインタフェースをサポートしています。スマートカードインタフェ

ースモードへの切り替えはレジスタにより行います。 

15.7.1 接続例 

図 15.24にスマートカードとの接続例を示します。ICカードとは 1本のデータ伝送線で送受信が行われるの

で、TxD端子と RxD端子とを結線し、データ伝送線は抵抗で電源 VCC側にプルアップしてください。ICカード

を接続しない状態で RE＝TE＝1に設定すると、閉じた送信／受信が可能となり自己診断をすることができます。

SCIで生成するクロックを ICカードに供給する場合は、SCK端子出力を ICカードの CLK端子に入力してくだ

さい。ICカードで、内部クロックを使用する場合は接続不要です。リセット信号の出力には本 LSIの出力ポー

トを使用できます。端子としては、これ以外に通常、電源とグランドの接続が必要です。 
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図 15.24 スマートカードインタフェース端子接続概要 

 

15.7.2 データフォーマット（ブロック転送モード時を除く） 

図 15.25にスマートカードインタフェースモードでの送受信フォーマットを示します。 

• 調歩同期式で、1フレームは8ビットデータとパリティビットで構成されます。 

• 送信時は、パリティビットの終了から次のフレーム開始まで2etu（Elementary Time Unit：1ビットの転送期

間）以上のガードタイムを置きます。 

• 受信時はパリティエラーを検出した場合、スタートビットから10.5etu経過後、エラーシグナルLowを1etu

期間出力します。 

• 送信時はエラーシグナルをサンプリングすると、2etu以上経過後、自動的に同じデータを再送信します。 
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図 15.25 通常のスマートカードインタフェースのデータフォーマット 

 
ダイレクトコンベンションタイプとインバースコンベンションタイプの 2種類の ICカードとの送受信は以下

のように行ってください。 
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図 15.26 ダイレクトコンベンション（SDIR＝SINV＝O/E＝0） 

 
ダイレクトコンベンションタイプは上記開始キャラクタの例のように、論理 1レベルを状態 Zに、論理 0レ

ベルを状態 Aに対応付け、LSBファーストで送受信します。上記の開始キャラクタではデータは H'3Bとなりま

す。ダイレクトコンベンションタイプでは SCMRの SDIRビット、SINVビットをともに 0にセットしてくださ

い。また、スマートカードの規程により偶数パリティとなるよう SMRの O/Eビットには 0をセットしてくださ

い。 
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図 15.27 インバースコンベンション（SDIR＝SINV＝O/E＝1） 
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インバースコンベンションタイプは、論理 1レベルを状態 Aに、論理 0レベルを状態 Zに対応付け、MSBフ

ァーストで送受信します。上記の開始キャラクタではデータは H'3Fとなります。インバースコンベンションタ

イプでは SCMRの SDIRビット、SINVビットをともに 1にセットしてください。パリティビットはスマートカ

ードの規程により偶数パリティで論理 0となり、状態 Zが対応します。本 LSIでは、SINVビットはデータビッ

ト D7～D0のみ反転させます。このため、送受信とも SMRの O/Eビットに 1を設定してパリティビットを反転

させてください。 
 

15.7.3 ブロック転送モード 

ブロック転送モードは、通常のスマートカードインタフェースと比較して以下の点が異なります。 

• 受信時はパリティチェックは行いますが、エラーを検出してもエラーシグナルは出力しません。SSRのPER

はセットされますので、次のフレームのパリティビットを受信する前にクリアしてください。 

• 送信時のパリティビットの終了から次のフレーム開始までのガードタイムは最小1etu以上です。 

• 送信時は再送信を行わないため、TENDフラグは送信開始から11.5etu後にセットされます。 

• ERSフラグは通常のスマートカードインタフェースと同じで、エラーシグナルのステータスを示します

が、エラーシグナルの送受信を行わないため常に0となります。 
 

15.7.4 受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

スマートカードインタフェースで使用できる送受信クロックは内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部

クロックのみです。スマートカードインタフェースモードでは、SCIは BCP1、BCP0の設定によりビットレー

トの 32倍、64倍、372倍、256倍（通常の調歩同期式モードでは 16倍に固定されています）の周波数の基本ク

ロックで動作します。受信時はスタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして内部を同期化

します。また、図 15.28に示すように受信データを基本クロックのそれぞれ 16、32、186、128番目の立ち上が

りエッジでサンプリングすることで、各ビットの中央でデータを取り込みます。このときの受信マージンは次

の式で表すことができます。 
 

M＝｜（0.5－ 
1
  ）－（L－0.5）F－

 ｜D－0.5｜ 
（1＋F）｜×100% 

 
2N

 
  N

 

M：受信マージン（%） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝32、64、372、256） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝10） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
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上の式で、F＝0、D＝0.5、N＝372とすると、受信マージンは次のようになります。 
 

M ＝（0.5－1/2×372）×100% 

      ＝49.866% 

372

186

RxD D0 D1

185 371 0371185 00

 

図 15.28 スマートカードインタフェースモード時の受信データサンプリングタイミング（372倍のクロック使用時） 

 

15.7.5 初期設定 

データの送受信の前に、以下の手順で SCIを初期化してください。送信モードから受信モードへの切り替え、

受信モードから送信モードへの切り替えにおいても初期化が必要です。 
 

1. SCRのTE、REビットを0にクリアします。 

2. SSRのエラーフラグERS、PER、ORERを0にクリアしてください。 

3. SMRのGM、BLK、O/E、BCP1、BCP0、CKS1、CKS0ビットを設定してください。このとき、PEビットは1

に設定してください。 

4. SCMRのSMIF、SDIR、SINVビットを設定してください。 

SMIFビットを1にセットすると、TxD端子およびRxD端子は共にポートからSCIの端子に切り替わり、ハイ

インピーダンス状態となります。 

5. ビットレートに対応する値をBRRに設定します。 

6. SCRのCKE1、CKE0ビットを設定してください。このとき、TIE、RIE、TE、RE、MPIE、TEIEビットは、0

に設定してください。 

CKE0ビットを1にセットした場合は、SCK端子からクロックを出力します。 
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7. 少なくとも、1ビット期間待ってから、SCRのTIE、RIE、TE、REビットを設定してください。自己診断以

外はTEビットとREビットを同時にセットしないでください。 
 
受信モードから送信モードに切り替える場合、受信動作が完了していることを確認したあと、初期化から開

始し、RE＝0、TE＝1に設定してください。受信動作の完了は、RDRFフラグ、あるいは PER、ORERフラグで

確認できます。送信モードから受信モードに切り替える場合、送信動作が完了していることを確認したあと、

初期化から開始し、TE＝0、RE＝1に設定してください。送信動作の完了は TENDフラグで確認できます。 
 

15.7.6 シリアルデータ送信（ブロック転送モードを除く） 

スマートカードモードにおけるデータ送信ではエラーシグナルのサンプリングと再送信処理があるため、通

常のシリアルコミュニケーションインタフェースとは動作が異なります（ブロック転送モードを除く）。送信

時の再転送動作を図 15.29に示します。 
 

1. 1フレーム分の送信を完了したあと、受信側からのエラーシグナルをサンプリングするとSSRのERSビット

が1にセットされます。このとき、SCRのRIEビットがセットされているとERI割り込み要求を発生します。

次のパリティビットのサンプリングまでにERSをクリアしてください。 

2. エラーシグナルを受信したフレームでは、SSRのTENDはセットされません。TDRからTSRに再度データが

転送され、自動的に再送信を行います。 

3. 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、SSRのERSビットはセットされません。再転送を含む1

フレームの送信が完了したと判断して、SSRのTENDがセットされます。このときSCRのTIEがセットされ

ていれば、TXI割り込み要求を発生します。送信データをTDRに書き込むことにより次のデータが送信され

ます。 

 送信処理フローの例を図 15.31に示します。これら一連の処理は TXI割り込み要因によって DTCを起動する

ことで、自動的に行うことができます。送信動作では、SSRの TENDフラグが 1にセットされると同時に TDRE

フラグもセットされ、SCRの TIEをセットしておくと TXI割り込み要求を発生します。あらかじめ DTCの起動

要因に TXI要求を設定しておけば、TXI要求により DTCが起動されて送信データの転送を行います。このとき、

DTCの DISEL＝0で、かつ転送カウンタが 0でない場合は、TDREおよび TENDフラグは、DTCによるデータ

転送時に自動的に 0にクリアされます。なお、DTCの DISELが 1の場合、または DISEL＝0でも転送カウンタ

が 0の場合は、DTCにより転送データは TDRにライトされますがフラグはクリアされませんので、CPUにてフ

ラグクリアの処理を行ってください。また、エラーが発生した場合は SCIが自動的に同じデータを再送信しま

す。この間 TENDは 0のまま保持され、DTCは起動されません。したがって、エラー発生時の再送信を含め、

SCIと DTCが指定されたバイト数を自動的に送信します。ただし、エラー発生時、ERSフラグは自動的にはク

リアされませんので、RIEビットを 1にセットしておき、エラー発生時に ERI割り込み要求を発生させ、ERS

をクリアしてください。 

なお、DTCを使って送受信を行う場合は、必ず先に DTCを設定し、許可状態にしてから SCIの設定を行って

ください。DTCの設定方法は「第 9章 データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。 
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図 15.29 SCI送信モードの場合の再転送動作 

 
なお、SMRの GMビットの設定により、TENDフラグのセットタイミングが異なります。図 15.30に TEND

フラグ発生タイミングを示します。 
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図 15.30 送信動作時の TENDフラグ発生タイミング 
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図 15.31 送信処理フローの例 
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15.7.7 シリアルデータ受信（ブロック転送モードを除く） 

スマートカードインタフェースモードにおけるデータ受信は、通常のシリアルコミュニケーションインタフ

ェースモードと同様の処理手順になります。受信モードの場合の再転送動作を図 15.32に示します。 
 

1. 受信データにパリティエラーを検出するとSSRのPERビットが1にセットされます。このとき、SCRのRIE

がセットされているとERI割り込み要求を発生します。次のパリティビットのサンプリングタイミングまで

にPERビットをクリアしてください。 

2. パリティエラーを検出したフレームではSSRのRDRFビットはセットされません。 

3. パリティエラーが検出されない場合は、SSRのPERビットはセットされません。正常に受信を完了したと判

断して、SSRのRDRFが1にセットされます。このときSCRのRIEビットがセットされていれば、RXI割り込

み要求を発生します。 

受信フローの例を図 15.33に示します。これら一連の処理は RXI割り込み要因によって DTCを起動すること

で、自動的に行うことができます。受信動作では、RIEビットを 1にセットしておくと RDRFフラグが 1にセ

ットされると RXI要求を発生します。あらかじめ DTCの起動要因に RXI要求を設定しておけば、RXI要求によ

り DTCが起動されて受信データの転送を行います。このとき、DTCの DISEL＝0で、かつ転送カウンタが 0で

ない場合は、RDRFフラグは自動的にクリアされます。なお、DTCの DISELが 1の場合、または DISEL＝0で

も転送カウンタが 0の場合は、DTCにより受信データの転送は行われますがフラグのクリアは行われません。

CPUにてフラグクリア処理を行ってください。また、受信時にエラーが発生し ORER、PERフラグのいずれか

が 1にセットされると、送受信エラー割り込み（ERI）要求を発生しますのでエラーフラグをクリアしてくださ

い。エラーが発生した場合は DTCは起動されず、受信データはスキップされるため DTCに設定したバイト数

だけ受信データを転送します。なお、受信時にパリティエラーが発生し PERが 1にセットされた場合でも、受

信したデータは RDRに転送されるのでこのデータをリードすることは可能です。 

【注】 ブロック転送モードの場合は「15.4 調歩同期式モードの動作」を参照してください。 
 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp DE Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp
(DE)

Ds D0 D1 D2 D3 D4Ds

n 1
n

RDRF

PER  

図 15.32 SCI受信モードの場合の再転送動作 
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図 15.33 受信フローの例 
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15.7.8 クロック出力制御 

SMRの GMビットが 1にセットされているとき、SCRの CKE1、CKE0ビットによってクロック出力を固定

することができます。このときクロックパルスの最小幅を指定の幅とすることができます。 

図 15.34にクロック出力の固定タイミングを示します。GM＝1、CKE1＝0とし、CKE0ビットを制御した場

合の例です。 
 

SCK

CKE0

 

図 15.34 クロック出力固定タイミング 

電源投入時およびソフトウェアスタンバイモードへの遷移またはソフトウェアスタンバイモードからの復帰

の際は、クロックのデューティを確保するため、以下の手順で処理してください。 

• 電源投入時 

電源投入時からクロックデューティを確保するため、下記の切り替え手順で処理をしてください。 

1. 初期状態は、ポート入力でありハイインピーダンスです。電位を固定するには、プルアップ抵抗／プルダ

ウン抵抗を使用してください。 

2. SCRのCKE1ビットでSCK端子を指定の出力に固定してください。 

3. SMRとSCMRをセットし、スマートカードモードの動作に切り替えてください。 

4. SCRのCKE0ビットを1に設定して、クロック出力を開始させてください。 
 

• スマートカードインタフェースモードからソフトウェアスタンバイモードに遷移するとき 

1. SCK端子に対応するデータレジスタ（DR）とデータディレクションレジスタ（DDR）をソフトウェアスタ

ンバイモード時の出力固定状態の値に設定してください。 

2. SCRのTEビットとREビットに0をライトし、送信／受信動作を停止させてください。 

同時に、CKE1ビットをソフトウェアスタンバイ時の出力固定状態の値に設定してください。 

3. SCRのCKE0ビットに0をライトし、クロックを停止させてください。 

4. シリアルクロックの1クロック周期の間、待ってください。 

この間に、デューティを守って、指定のレベルでクロック出力は固定されます。 

5. ソフトウェアスタンバイ状態に遷移させてください。 
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• ソフトウェアスタンバイモードからスマートカードインタフェースモードに戻すとき 

1. ソフトウェアスタンバイ状態を解除してください。 

2. SCRのCKE0ビットに1をライトし、クロックを出力させてください。正常なデューティにて信号発生を開

始します。 
 

 

図 15.35 クロック停止・再起動手順 
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15.8 SCIセレクト機能（H8S/2239グループのみ） 
SCI_0には、SCIセレクト機能があり、マスタ LSIと複数のスレーブ LSI（本 LSI）間の 1対 1クロック同期式

通信が可能です。図 15.36に SCIセレクト機能による通信例、図 15.37に動作概要を示します。 

マスタ LSIは、SEL_A信号を Low、SEL_B信号を High出力することでスレーブ LSI_Aとの 1対 1通信が可

能となります。このときスレーブ LSI_Bの TxD0_B端子は Hi-Z状態、内部 SCK0_B信号は High固定となり通

信動作が停止します。マスタ LSIが SEL_A信号を High、SEL_B信号を Lowにすることでスレーブ LSI_Bとの 1

対 1通信が可能となります。* 

スレーブ LSIは、IRQ7の Low入力割り込みによって選択されたことを検出し、送受信データ処理をすばやく

実行できます。 

【注】 * マスタ LSIのセレクト信号（SEL_A、SEL_Bなど）の切り替えは、送信データの最終ビット出力後のシリアルクロッ

ク（M_SCK）＝High期間中に行ってください。また、セレクト信号は 1つだけ Low出力としてください。 
 

TSR0_ARSR0_A

LSI_A ( LSILSI

SCK0_A

C/A=CKE1=SSE=1

LSI_B ( LSI

SEL_A
IRQ7

IRQ7SEL_B

M_TxD
RxD0

TxD0

RxD0

TxD0

SCK0

SCK0

M_RxD

M_SCK

 

図 15.36 SCIセレクト機能による通信例 



15. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

Rev.6.00  2010.03.18  15-67 
RJJ09B0171-0600 

 

M_SCK

[ LSI ]

[ LSI_A ]

LSI LSI_A LSI LSI_B

M_TxD

M_RxD

SEL_A

SEL_A

SEL_B

SEL_B

IRQ7

[ LSI_B ]

IRQ7

D0

D0

D1

D1

D7

D7

D0 D1 D7

D0

D0

D1

D1

D7

D7

D0 D1 D7

SCK0_A

RSR0_A

TxD0_A

SCK0_B

RSR0_B

TxD0_B

Hi-ZHi-Z

Hi-Z

High

High

Hi-Z

D0 D6 D7

D0 D6 D7

 

図 15.37 SCIセレクト機能の動作概要 
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15.9 割り込み要因 

15.9.1 通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモードにおける割り込み 

表 15.12に通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモードにおける割り込み要因を示します。各

割り込み要因には異なる割り込みベクタが割り当てられており、SCRのイネーブルビットにより独立にイネー

ブルにすることができます。 

SSRの TDREフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要求が発生します。また、SSRの TENDフラグが 1

にセットされると、TEI割り込み要求が発生します。TXI割り込み要求により DTCを起動してデータ転送を行

うことができます。TDREフラグはDMAC*1またはDTC*2によるデータ転送時に自動的に 0にクリアされます。 

SSRの RDRFフラグが 1にセットされると RXI割り込み要求が発生します。SSRの ORER、PER、FERフラ

グのいずれかが 1にセットされると、ERI割り込み要求が発生します。RXI割り込み要求で DMAC*1または

DTC*2を起動してデータ転送を行うことができます。RDRFフラグは DMAC*1または DTC*2によるデータ転送

時に自動的に 0にクリアされます。 

TEI割り込みは TEIEビットが 1にセットされた状態で TENDフラグが 1にセットされたとき要求されます。

TEI割り込みと TXI割り込みが同時に要求されている状態では TXI割り込みが先に受け付けられ、TXI割り込み

ルーチンで TDREフラグと TENDフラグを同時にクリアする場合は TEI割り込みルーチンへ分岐できなくなり

ますので注意してください。 

【注】 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 フラグクリアが実行されるのは DTCの DISEL＝0で、かつ転送カウンタが 0でない場合です。 
 

表 15.12 シリアルコミュニケーションインタフェースモードの割り込み要因 

チャネル 名称 割り込み要因 割り込みフラグ DTCの起動 DMAC*2
の起動 優先順位*1 

0 ERI0 受信エラー ORER、FER、PER 不可 不可 高 

 RXI0 受信データフル RDRF 可 可  

 TXI0 送信データエンプティ TDRE 可 可  

 TEI0 送信終了 TEND 不可 不可  

1 ERI1 受信エラー ORER、FER、PER 不可 不可  

 RXI1 受信データフル RDRF 可 可  

 TXI1 送信データエンプティ TDRE 可 可  

 TEI1 送信終了 TEND 不可 不可  

2*3 ERI2 受信エラー ORER、FER、PER 不可 不可  

 RXI2 受信データフル RDRF 可 不可  

 TXI2 送信データエンプティ TDRE 可 不可  

 TEI2 送信終了 TEND 不可 不可  

3 ERI3 受信エラー ORER、FER、PER 不可 不可  

 RXI3 受信データフル RDRF 可 不可  

 TXI3 送信データエンプティ TDRE 可 不可  

 TEI3 送信終了 TEND 不可 不可 低 
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【注】 *1 リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能で

す。 

 *2 H8S/2239グループのみです。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 

15.9.2 スマートカードインタフェースモードにおける割り込み 

スマートカードインタフェースモードでは、表 15.13の割り込み要因があります。送信終了割り込み（TEI）

要求は使用できません。 

【注】  ブロック転送モードの場合は、「15.9.1 通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモードにおける割り込み」

を参照してください。 
 

表 15.13 スマートカードインタフェースモードの割り込み要因 

チャネル 名称 割り込み要因 割り込みフラグ DTCの起動 DMAC*2
の起動 優先順位*1 

0 ERI0 受信エラー、 

エラーシグナル検出 

ORER、PER、ERS 不可 不可 高 

 RXI0 受信データフル RDRF 可 可  

 TXI0 送信データエンプティ TEND 可 可  

1 ERI1 受信エラー、 

エラーシグナル検出 

ORER、PER、ERS 不可 不可  

 RXI1 受信データフル RDRF 可 可  

 TXI1 送信データエンプティ TEND 可 可  

2*3 ERI2 受信エラー、 

エラーシグナル検出 

ORER、PER、ERS 不可 不可  

 RXI2 受信データフル RDRF 可 不可  

 TXI2 送信データエンプティ TEND 可 不可  

3 ER3 受信エラー、 

エラーシグナル検出 

ORER、PER、ERS 不可 不可  

 RXI3 受信データフル RDRF 可 不可  

 TXI3 送信データエンプティ TEND 可 不可 低 

【注】 *1 リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能で

す。 

 *2 H8S/2239グループのみです。 

 *3 H8S/2227グループにはありません。 
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15.10 使用上の注意事項 

15.10.1 モジュールストップモードの設定 

モジュールストップコントロールレジスタにより、SCIの動作禁止／許可を設定することが可能です。初期値

では、SCIの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタのアクセスが可能

になります。詳細は、「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
 

15.10.2 ブレークの検出と処理について（調歩同期式モードのみ） 

フレーミングエラー（FER）検出時に、RxD端子の値を直接リードすることでブレークを検出できます。ブ

レークでは RxD端子からの入力がすべて 0になりますので、FERフラグがセットされ、また PERフラグもセッ

トされる可能性があります。SCIは、ブレークを受信したあとも受信動作を続けます。したがって、FERフラグ

を 0にクリアしても再び FERが 1にセットされますので注意してください。 
 

15.10.3 マーク状態とブレークの送出（調歩同期式モードのみ） 

TEが 0のとき、TxD端子は DDRで入出力方向とレベルが決まる I/Oポートになります。これを利用して TxD

端子をマーク状態にしたりデータ送信時にブレークの送出をすることができます。TEを 1にセットするまで、

通信回線をマーク状態（1の状態）にするためには、DDR＝1、DR＝1を設定します。このとき、TEが 0にク

リアされていますので、TxD端子は I/Oポートとなっており 1が出力されます。一方、データ送信時にブレーク

を送出したいときは、DDR＝1、DR＝0に設定したあと TEを 0にクリアします。TEを 0にクリアすると現在の

送信状態とは無関係に送信部は初期化され、TxD端子は I/Oポートになり、TxD端子から 0が出力されます。 
 

15.10.4 受信エラーフラグと送信動作について（クロック同期式モードのみ） 

受信エラーフラグ（ORER、PER、FER）が 1にセットされた状態では、TDREを 0にクリアしても送信を開

始できません。必ず送信開始時には、受信エラーフラグを 0にクリアしておいてください。また、REを 0にク

リアしても受信エラーフラグは 0にクリアできませんので注意してください。 
 

15.10.5 DMAC*または DTC使用上の制約事項 

1. 同期クロックに外部クロックソースを使用する場合、DMAC*またはDTCによるTDRの更新後、φクロック

で5クロック以上経過したあとに、送信クロックを入力してください。TDRの更新後4クロック以内に送信

クロックを入力すると、誤動作することがあります（図15.38）。 

2. DMAC*またはDTCにより、RDRのリードを行うときは必ず起動要因を当該SCIの受信データフル割り込み

（RXI）に設定してください。 

3. データ転送時DTCによりフラグが自動的にクリアされるのは、DTCのDISELが0で、かつ転送カウンタが0

でない場合のみです。したがって、DTCのDISEL＝1の場合、またはDISEL＝0で、かつ転送カウンタが0の
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場合はCPUにてフラグ処理を行ってください。特に送信時はCPUにてTDREフラグをクリアしないと正しく

送信されませんのでご注意ください。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
 

t

D0

LSB

SCK

D1 D3 D4 D5D2 D6 D7

t 4

TDRE

 

図 15.38 DMAC*、DTCによるクロック同期式送信時の例 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
 

15.10.6 モード遷移時の動作について 

（a） 送信 

モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、ま

たはサブスリープモード遷移時には、動作を停止（TE＝TIE＝TEIE＝0）してから行ってください。TSR、TDR、

および SSRはリセットされます。モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモー

ド、サブアクティブモード、またはサブスリープモード期間中の出力端子の状態は、ポートの設定に依存し、

解除後 High出力となります。もし送信中に遷移したときは、その送信中のデータは不確定なものになります。

解除後に送信モードを変えないで送信する場合は、TE＝1に戻し、SSRリード→TDRライト→TDREクリアで

送信開始できます。解除後に送信モードを変えて送信する場合は、初期設定から行ってください。図 15.39に

送信時のモード遷移フローチャートの例を示します。なお、ポート端子状態を図 15.40、図 15.41に示します。 

また、DTC転送による送信から、モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモ

ード、サブアクティブモードまたはサブスリープモードに遷移時には、動作を停止（TE＝TIE＝TEIE＝0）して

から行ってください。解除後 DTCによる送信をする場合は TE＝1、TIE＝1に設定すれば TXIフラグが立ち、

DTCによる送信が始まります。 
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図 15.39 送信時のモード遷移フローチャートの例 
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図 15.40 内部クロック、調歩同期送信の場合のポート端子状態 
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図 15.41 内部クロック、クロック同期送信の場合のポート端子状態 

 
（b） 受信 

モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、ま

たはサブスリープモード遷移時には、受信動作を停止（RE＝0）してから行ってください。RSR、RDR、および

SSRはリセットされます。停止しないで遷移すると受信中の受信データは無効になります。 

モード解除後、受信モードを変えないで受信する場合は、RE＝1に設定してから受信を開始してください。

なお、受信モードを変えて受信する場合は、初期設定から行ってください。 

図 15.42に受信時のモード遷移フローチャートの例を示します。 
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図 15.42 受信時のモード遷移フローチャートの例 
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15.10.7 SCK端子からポート端子へ切り替えるときの注意事項 

（a） 動作現象 

DDR＝1、DR＝1に設定し、クロック同期 SCIクロック出力を使用し、送信終了状態で SCK端子をポートに

切り替え時に、半サイクルの Low出力後、ポート出力になります。 
 

DDR＝1、DR＝1、C/A＝1、CKE1＝0、CKE0＝0、TE＝1の状態より、以下の設定でポートに切り替え時に

半サイクルのLow出力が発生します。 
 

1. シリアルデータ送信終了 

2. TEビット＝0 

3. C/Aビット＝0 … ポート出力に切り替え 

4. Low出力発生 
 

SCK/

TE

C/A

CKE1

CKE0

76

1. 4. Low

3. C/A 0

2. TE 0

Low

 

図 15.43 SCK端子からポート端子へ切り替えるときの動作 
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（b） 使用上の注意事項 

SCK端子をポートに切り替える際に発生する Low出力を回避する場合、下記の手順で行ってください。 
 

この手順は、SCK端子を一度入力状態にするため、あらかじめSCK／ポート端子を外部回路でプルアップ

してください。 

DDR＝1、DR＝1、C/A＝1、CKE1＝0、CKE0＝0、TE＝1の状態より以下の1～5の順で設定してください。 
 

1. シリアルデータ送信終了 

2. TEビット＝0 

3. CKE1ビット＝1 

4. C/Aビット＝0 … ポート出力に切り替え 

5. CKE1ビット＝0 
 

SCK/

TE

C/A

CKE1

CKE0

76

1.

3. CKE1 1

5. CKE1 0

4. C/A 0

2. TE 0

High

 

図 15.44 SCK端子からポート端子へ切り替えるときの動作（Low出力の回避例） 

 

15.10.8 レジスタアドレスの割り当てと選択 

シリアルコミュニケーションインタフェースの一部のレジスタは、他のレジスタと同じアドレスに割り当て

られています。それぞれのレジスタの選択はシリアルコントロールレジスタ（SCRX）の IICEビットで行いま

す。レジスタアドレスの詳細は「26.1 レジスタアドレス一覧（アドレス順）」を参照してください。 
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16. I2Cバスインタフェース（IIC）（オプション） 

I2Cバスインタフェースはオプションです｡オプション機能を仕様する場合には次の点にご注意ください。 

1. マスクROM版では、オプション機能を使用する製品型名にはWが付加されます。 

例：HD6432239WTEなど 

H8S/2258グループ、H8S/2239グループ、H8S/2238グループは、2チャネルの I2Cバスインタフェースを内蔵

しています｡ 

I2Cバスインタフェースは、フィリップス社が提唱する I2Cバス（Inter IC Bus）インタフェース方式に準拠し

ており、サブセット機能を備えています。I2Cバスを制御するレジスタの構成が一部フィリップス社と異なりま

す。 

I2Cバスインタフェースを用いたデータ転送は、各チャネルで、データライン（SDA）1本、クロックライン

（SCL）1本で構成され、コネクタやプリント基板の面積などを経済的に使用できます。 

【注】 1. H8S/2237グループ、H8S/2227グループには I2Cバスインタフェースはありません。 

 2. 電源電圧範囲 2.2～2.7Vでは I2Cバスインタフェースは使用できません。 

16.1 特長 
• I2Cバスフォーマットまたはクロック同期式シリアルフォーマットに設定可能 

I2Cバスフォーマット：アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットあり、マスタ、スレーブ動作 

クロック同期式シリアルフォーマット：ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビットなし、マ

スタ動作専用 
 
I2Cバスフォーマット 

• スレーブアドレスを2通り設定可能 

• マスタモードでは開始条件、停止条件を自動生成 

• 受信時、アクノリッジの出力レベルを選択可能 

• 送信時、アクノリッジビットを自動ロード 

• マスタモード時のウェイト機能 

アクノリッジを除くデータ転送後、SCLをLowレベルにしてウェイト状態にすることが可能。ウェイト状

態は、割り込みフラグをクリアすることで解除。 

• スレーブモード時のウェイト機能 

アクノリッジを除くデータ転送後、SCLをLowレベルにしてウェイト要求を発生することが可能。ウェイ

ト要求は、次の転送が可能になった時点で解除。 
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• 割り込み要因 

データ転送終了時（送信モードに遷移したとき、およびマスタ競合負けのあとのアドレス受信を含む） 

アドレス一致時（スレーブ受信モードでスレーブアドレスが一致したとき、またはゼネラルコールアドレ

スを受信したとき） 

開始条件検出時（マスタモード時） 

停止条件検出時（スレーブモード時） 

• マスタモード時、16種類の内部クロック選択可能 

• バスを直接駆動可能 

P35/SCL0、P34/SDA0の2端子は、バス駆動機能選択時NMOSオープンドレイン出力 

P33/SCL1、P32/SDA1の2端子は、バス駆動機能選択時はNMOSのみで出力 

I2Cバスインタフェースのブロック図を図 16.1に示します。入出力端子の外部回路接続例を、図 16.2に示し

ます。チャネル 0の入出力端子は、NMOSオープンドレインであり、本 LSIの電源（VCC）電圧を超える電圧印

加が可能です｡印加電圧の上限は、電源（VCC）電圧範囲+0.3Vとしてください。チャネル 1の入出力端子は NMOS

のみにより駆動されるため、見かけ上 NMOSオープンドレインと同様の動作をします。しかし、入出力端子に

印加可能な電圧は、本 LSIの電源（VCC）電圧に依存します。 



16. I2Cバスインタフェース（IIC） 

Rev.6.00  2010.03.18  16-3 
RJJ09B0171-0600 

 

φ

SCL

PS ICCR

ICMR

ICSR

ICDRS

SAR SARX

SDA

ICCR

ICMR

ICSR

ICDR

SAR

SARX

PS

:

:

:

:

:

:

:

I2C

I2C

I2C

I2C

2

ICDRR

ICDRT

 

図 16.1 I2Cバスインタフェースのブロック図 
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図 16.2 I2Cバスインタフェース接続例（本 LSIがマスタの場合） 

 

16.2 入出力端子 
I2Cバスインタフェースで使用する端子を表 16.1に示します。 

 
表 16.1 端子構成 

名  称 記号* 入出力 機  能 

シリアルクロック端子 SCL0 入出力 IIC_0シリアルクロック入出力端子 

シリアルデータ端子 SDA0 入出力 IIC_0シリアルデータの入出力端子 

シリアルクロック端子 SCL1 入出力 IIC_1シリアルクロック入出力端子 

シリアルデータ端子 SDA1 入出力 IIC_1シリアルデータの入出力端子 

【注】 * 本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SCL、SDAと略称します。 
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16.3 レジスタの説明 
IICには以下のレジスタがあります。ICDRと SARX、ICMRと SARは同じアドレスに割り付けられており、

ICCRの ICEビットによりアクセスできるレジスタが変わります。ICE＝0のとき SARと SARX、ICE＝1のとき

ICMRと ICDRがアクセスできます。モジュールストップコントロールレジスタについては「24.1.2 モジュー

ルストップコントロールレジスタ A～C（MSTPCRA～MSTPCRC）」を参照してください。 

− I2Cバスデータレジスタ_0（ICDR_0）* 

− スレーブアドレスレジスタ_0（SAR_0）* 

− 第2スレーブアドレスレジスタ_0（SARX_0）* 

− I2Cバスモードレジスタ_0（ICMR_0）* 

− I2Cバスコントロールレジスタ_0（ICCR_0）* 

− I2Cバスステータスレジスタ_0（ICSR_0）* 

− I2Cバスデータレジスタ_1（ICDR_1）* 

− スレーブアドレスレジスタ_1（SAR_1）* 

− 第2スレーブアドレスレジスタ_1（SARX_1）* 

− I2Cバスモードレジスタ_1（ICMR_1）* 

− I2Cバスコントロールレジスタ_1（ICCR_1）* 

− I2Cバスステータスレジスタ_1（ICSR_1）* 

− DDCスイッチレジスタ（DDCSWR） 

− シリアルコントロールレジスタX（SCRX） 

【注】 * I2Cバスインタフェースの一部のレジスタは、他のレジスタと同じアドレスに割り当てられています。それぞれの

レジスタの選択は、シリアルコントロールレジスタ X（SCRX）の IICEビットで行います。 
 

16.3.1 I2Cバスデータレジスタ（ICDR） 

ICDRは、8ビットのリード／ライト可能なレジスタで、送信時は送信用データレジスタとして、受信時は受

信用データレジスタとして機能します。ICDRは内部でシフトレジスタ（ICDRS）、受信バッファ（ICDRR）、

送信バッファ（ICDRT）に分かれています。3本のレジスタ間のデータ転送はバス状態の変化に関連付けられて

自動的に行われ、TDREや RDRFなどの内部フラグの状態に影響を与えます。TDREは 1のとき送信バッファが

空の状態で CPUから次の送信データをライト可能であることを示します。RDRFは 1のとき受信バッファに有

効な受信データが格納されていることを示します。 

シフトレジスタで 1フレームのデータを送受信後、送信モードでは送信バッファに次の送信データがあると

（TDREフラグが 0の場合）自動的にシフトレジスタへ転送されます。シフトレジスタで 1フレームのデータを

送受信後、受信モードでは受信バッファに以前のデータがない場合（RDRFフラグが 0の場合）、自動的にシフ

トレジスタから受信バッファにデータが転送されます。 
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1フレームのアクノリッジを除いたビット数が 8ビットに満たない場合、送受信データの格納される位置が異

なります。送信データは、MLS＝0のとき MSB側に、MLS＝1のとき LSB側に詰めて書き込んでください。受

信データは、MLS＝0のとき LSB側に、MLS＝1のとき MSB側に詰めて格納されます。 

ICDRは ICCRの ICEビットを 1に設定したときのみアクセス可能です。ICDRの初期値は不定です。 

内部フラグ TDRE、RDRFは次のような条件でセット／クリアされます。TDRE、RDRFは割り込みフラグの

状態に影響を与えます。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

― TDRE ― ― トランスミットデータレジスタエンプティ 

［セット条件］ 

• 送信モードのとき、I2Cバスフォーマット、シリアルフォーマットのマスタモ

ードで開始条件を発行後、バスラインの状態から開始条件成立を検出したと

き 

• 送信バッファからシフトレジスタにデータが転送されたとき 

• 開始条件検出後、受信モードから送信モードに切り替えたとき 

［クリア条件］ 

• 送信モードで ICDR（送信バッファ）に送信データをライトしたとき 

• I2Cバスフォーマットまたはシリアルフォーマットで停止条件を発行後、バス

ラインの状態から停止条件成立を検出したとき 

• I2Cバスフォーマットで停止条件を検出したとき 

• 受信モードのとき 

― RDRF ― ― レシーブデータレジスタフル 

［セット条件］ 

• シフトレジスタから受信バッファにデータが転送されたとき 

［クリア条件］ 

• 受信モードで ICDR（受信バッファ）の受信データをリードしたとき 

 



16. I2Cバスインタフェース（IIC） 

Rev.6.00  2010.03.18  16-7 
RJJ09B0171-0600 

 

16.3.2 スレーブアドレスレジスタ（SAR） 

SARはスレーブアドレスと転送フォーマットを設定します。ICCRの ICEビットが 0にクリアされているとき

のみアクセス可能です。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

SVA6 

SVA5 

SVA4 

SVA3 

SVA2 

SVA1 

SVA0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

スレーブアドレス 6～0 

スレーブアドレスを設定します。 

0 FS 0 R/W SARXの FSXとの組み合わせで転送フォーマットを選択します。表 16.2を参

照してください。 

 

16.3.3 第 2スレーブアドレスレジスタ（SARX） 

SARXは第 2スレーブアドレスと転送フォーマットを設定します。ICCRの ICEビットが 0にクリアされてい

るときのみアクセス可能です。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

SVAX6 

SVAX5 

SVAX4 

SVAX3 

SVAX2 

SVAX1 

SVAX0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

第 2スレーブアドレス 6～0 

第 2スレーブアドレスを設定します。 

0 FSX 1 R/W SARの FSとの組み合わせで転送フォーマットを選択します。表 16.2を参照

してください。 

 
表 16.2 転送フォーマット 

SAR SARX 転送フォーマット 

FS FSX  

0 0 I2Cバスフォーマットで SARと SARXをスレーブアドレスとして使用 

0 1 I2Cバスフォーマットで SARのみスレーブアドレスとして使用 

1 0 I2Cバスフォーマットで SARXのみスレーブアドレスとして使用 

1 1 クロック同期式シリアルフォーマット（SARと SARXは無効となります） 
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16.3.4 I2Cバスモードレジスタ（ICMR） 

ICMRは転送フォーマットと転送レートを設定します。ICCRの ICEビットが 1のときだけアクセスできます。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 MLS 0 R/W MSBファースト／LSBファースト選択 

0：MSBファースト 

1：LSBファースト 

I2Cバスフォーマットで使用するときは 0に設定してください。 

6 WAIT 0 R/W ウェイト挿入ビット 

I2Cバスフォーマットでマスタモードのときのみ有効 

WAIT＝1のとき、データの最終ビットのクロックが立ち下がったあと、ICCR

の IRICフラグが 1にセットされウェイト状態（SCL＝Lowレベル）となりま

す。ICCRの IRICフラグを 0にクリアすることでウェイト状態を解除しアクノ

リッジの転送を行います。 

WAIT＝0のときはウェイトは挿入されず、データとアクノリッジを連続して転

送します。 

ICCRの IRICフラグは、WAITの設定にかかわらず、アクノリッジの転送が完

了した時点で 1にセットされます。 

5 

4 

3 

CKS2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

転送クロック選択 2～0 

マスタモードのときのみ有効 

SCRXレジスタの IICX1、IICX0との組み合わせで転送レートを選択します。表

16.3を参照してください。 

ビットカウンタ 2～0 

次に転送するデータのビット数を指定します。I2Cバスフォーマットでは、デ

ータにアクノリッジ 1ビットが加算されて転送されます。設定は転送フレーム

間で行ってください。また、000以外の値を設定する場合は、SCLが Low状態

で行ってください。これらのビットはアクノリッジを含むデータ転送終了後、

自動的に 000に戻ります。 

I2Cバスフォーマット クロック同期式シリアルフォーマット 

2 

1 

0 

BC2 

BC1 

BC0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

000：9ビット 

001：2ビット 

010：3ビット 

011：4ビット 

100：5ビット 

101：6ビット 

110：7ビット 

111：8ビット 

000：8ビット 

001：1ビット 

010：2ビット 

011：3ビット 

100：4ビット 

101：5ビット 

110：6ビット 

111：7ビット 
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表 16.3 転送レート 

SCRX  ICMR  転送レート 

ビット 5、6 ビット5 ビット4 ビット3  

IICX CKS2 CKS1 CKS0 

クロック 

φ=5MHz*3 φ=8MHz*3 φ=10MHz φ=16MHz*2 φ=20MHz*2 

0 0 0 0 φ/28 179kHz 286kHz 357kHz 571kHz*1 714kHz*1 

0 0 0 1 φ/40 125kHz 200kHz 250kHz 400kHz 500kHz*1 

0 0 1 0 φ/48 104kHz 167kHz 208kHz 333kHz 417kHz*1 

0 0 1 1 φ/64 78.1kHz 125kHz 156kHz 250kHz 313kHz 

0 1 0 0 φ/80 62.5kHz 100kHz 125kHz 200kHz 250kHz 

0 1 0 1 φ/100 50.0kHz 80.0kHz 100kHz 160kHz 200kHz 

0 1 1 0 φ/112 44.6kHz 71.4kHz 89.3kHz 143kHz 179kHz 

0 1 1 1 φ/128 39.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 125kHz 156kHz 

1 0 0 0 φ/56 89.3kHz 143kHz 179kHz 286kHz 357kHz 

1 0 0 1 φ/80 62.5kHz 100kHz 125kHz 200kHz 250kHz 

1 0 1 0 φ/96 52.1kHz 83.3kHz 104kHz 167kHz 208kHz 

1 0 1 1 φ/128 39.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 125kHz 156kHz 

1 1 0 0 φ/160 31.3kHz 50.0kHz 62.5kHz 100kHz 125kHz 

1 1 0 1 φ/200 25.0kHz 40.0kHz 50.0kHz 80.0kHz 100kHz 

1 1 1 0 φ/224 22.3kHz 35.7kHz 44.6kHz 71.4kHz 89.3kHz 

1 1 1 1 φ/256 19.5kHz 31.3kHz 39.1kHz 62.5kHz 78.1kHz 

【注】 *1 I2Cバスインタフェース仕様（通常モード：最大 100kHz、高速モード：最大 400kHz）の範囲外となります。 

 *2 H8S/2239グループのみです。 

 *3 H8S/2258グループは動作範囲外です。 
 



16. I2Cバスインタフェース（IIC） 

Rev.6.00  2010.03.18  16-10 
RJJ09B0171-0600 

 

16.3.5 シリアルコントロールレジスタ X（SCRX） 

SCRXは、IICの動作モードの制御を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 ― 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

6 

5 

IICX1 

IICX0 

0 

0 

R/W 

R/W 

I2Cトランスファレートセレクト 1、0 

IICの動作を制御するビットです。I2Cバスモードレジスタ（ICMR）の CKS2

～CKS0と組み合わせて、マスタモードでの転送レートを選択します。転送レ

ートについては表 16.3を参照してください。 

IICX1は IIC_1を、IICX0は IIC_0を制御します。 

4 IICE 0 R/W I2Cマスタイネーブル 

IICのデータレジスタと制御レジスタ（ICCR、ICSR、ICDR/SARX、ICMR/SAR）

の CPUアクセスを制御します。 

0：データレジスタと制御レジスタの CPUアクセスを禁止 

1：データレジスタと制御レジスタの CPUアクセスを許可 

3 FLSHE 0 R/W ビット 3の詳細は、「20.5.7 シリアルコントロールレジスタ X（SCRX）」

を参照してください。 

2～0 ― すべて 0 R/W リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 
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16.3.6 I2Cバスコントロールレジスタ（ICCR） 

ICCRは I2Cバスインタフェースの制御ビットと割り込み要求フラグで構成されています。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 ICE 0 R/W I2Cバスインタフェースイネーブル 

このビットを 1にセットすると I2Cバスインタフェースモジュールは送受信可

能となり、SCL、SDA端子と接続されてバスを駆動できる状態になります。 

また、ICMR、ICDRがアクセス可能となります。 

このビットがクリアされた状態では、SCL/SDAは出力禁止（SCL/SDAへの入

力は有効）となります。SAR、SARXがアクセス可能となります。 

6 IEIC 0 R/W I2Cバスインタフェース割り込みイネーブル 

このビットが 1のとき IRICによる割り込み要求がイネーブルになります。 

5 

4 

MST 

TRS 

0 

0 

R/W 

R/W 

マスタ／スレーブ選択 

送受信選択 

00：スレーブ受信モード 

01：スレーブ送信モード 

10：マスタ受信モード 

11：マスタ送信モード 

I2Cバスフォーマットのマスタモードでバス競合負けをするとこれらのビット

は共にハードウェアによってクリアされます。スレーブ受信モードでは、開始

条件直後の第 1フレームの R/Wビットによりハードウェアによって自動的に

受信モードまたは送信モードに設定されます。これらハードウェアによってセ

ットまたはクリアされたビットは一度読み出すことによって再設定が可能に

なります。転送中の TRSビットの変更はアクノリッジを含めたフレーム転送

完了まで保留され、転送完了後に切り替わります。 



16. I2Cバスインタフェース（IIC） 

Rev.6.00  2010.03.18  16-12 
RJJ09B0171-0600 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

3 ACKE 0 R/W アクノリッジビット判定選択 

1：受信したアクノリッジビットが 1のとき転送を中断します。 

0：受信したアクノリッジビットを無視して連続的に転送を行います。受信

したアクノリッジビットは ACKBビットに反映されず、常時 0となりま

す。 

本 LSIでは転送を連続的に行うために、DTCを利用することができます｡DTC

は、2つある割り込みフラグ（IRICと IRTR）のうち、IRTRフラグが 1にセッ

トされた場合に起動します。ACKEビットが 0の場合、アクノリッジビットの

内容にかかわらずデータ送信完了時に TDRE、IRIC、IRTRフラグがセットさ

れます。ACKEビットが 1の場合、アクノリッジビットが 0でデータ送信が完

了すると TDRE、IRIC、IRTRフラグがセットされ、アクノリッジビットが 1

でデータ送信が完了すると IRICフラグだけがセットされます。 

DTCが起動されると、所定のデータ転送を実行したあと、TDRE、IRIC、IRTR

フラグを 0にクリアします。そのため、データを連続的に転送している間は割

り込みが発生しませんが、ACKEビットが 1の場合にアクノリッジビットが 1

でデータ送信が完了すると、DTCは起動されず、許可されていれば割り込みが

発生します｡ 

アクノリッジビットは、受信デバイスによって、受信したデータの処理完了な

どの意味を持たせる場合と、まったく意味を持たせず 1固定の場合があります。 

2 BBSY 0 R/W バスビジー 

スレーブモードでは BBSYフラグをリードすることにより、I2Cバスが占有さ

れているか解放されているかを確認できます。BBSYフラグは、SCL＝Highレ

ベルの状態でSDAがHighレベルから Lowレベルに変化すると開始条件が発行

されたと認識し、1にセットされます。SCL＝Highレベルの状態で SDAが Low

レベルから Highレベルに変化すると停止条件が発行されたと認識し、0にクリ

アされます。スレーブモード時の BBSYフラグのライトは無効です。 

マスタモードでは開始条件、停止条件の発行に使用します。開始条件を発行す

る場合、BBSYに 1、SCPに 0をライトします。開始条件の再送信も同様です。

停止条件の発行は BBSYに 0、SCPに 0をライトすることで行います。開始条

件／停止条件の発行には、MOV命令を用いてください。開始条件の発行に先

立って、I2Cバスインタフェースをマスタ送信モードに設定する必要がありま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

1 IRIC 0 R/W I2Cバスインタフェース割り込み要求フラグ 

表 16.4をあわせて参照してください。 

［セット条件］ 

I2Cバスフォーマットでマスタモードのとき 

• 開始条件を発行後、バスラインの状態から開始条件を検出したとき（第 1フ

レーム送信のため TDREフラグが 1にセットされたとき） 

• WAIT=1で、データとアクノリッジの間にウェイトを挿入したとき 

• データ転送終了時（TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき） 

• バス競合負けのあと、スレーブアドレスを受信したとき 

• ACKEビットが 1で、アクノリッジビットとして 1を受信したとき（ACKB

ビットが 1にセットされたとき） 

I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき 

• スレーブアドレス（SVA、SVAX）が一致したとき（AAS、AASXフラグが 1

にセットされたとき）、およびその後の再送開始条件または停止条件検出ま

でのデータ転送終了時（TDREまたはRDRFフラグが 1にセットされたとき） 

• ゼネラルコールアドレス（R/Wビットも含めた 1フレームが H'00）を検出し

たとき（ADZフラグが 1にセットされたとき）、およびその後の再送開始条

件または停止条件検出までのデータ転送終了時（TDREまたは RDRFフラグ

が 1にセットされたとき） 

• ACKEビットが 1で、アクノリッジビットとして 1を受信したとき 

（ACKBビットが 1にセットされたとき） 

• 停止条件を検出したとき（STOPまたは ESTPフラグが 1にセットされたと

き） 

クロック同期式シリアルフォーマットのとき 

• データ転送終了時（TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき） 

• シリアルフォーマットで開始条件を検出したとき 

上記のほか、TDRE、RDRF内部フラグが１にセットされる条件が発生したと

き 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• DTCで ICDRをリード／ライトしたとき 

（TDREまたは RDRFフラグが 0にクリアされたとき） 

（クリア条件とならない場合もあるため詳細は「16.4.8 DTCによる動作」

を参照） 

0 SCP 1 W 開始条件／停止条件発行禁止ビット 

SCPビットはマスタモードでの開始条件／停止条件の発行を制御します。 

開始条件を発行する場合、BBSYに 1、SCPに 0をライトします。開始条件の

再送信時も同様に行います。停止条件の発行は BBSYに 0、SCPに 0をライト

することで行います。本ビットは、リードすると常に 1が読み出されます。ラ

イトしてもデータは格納されません。 
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I2Cバスフォーマットで IRIC＝1となり割り込みが発生した場合には、IRIC＝1となった要因を調べるために、

他のフラグを調べる必要があります。各要因には、それぞれ対応するフラグがありますが、データ転送終了時

に関しては注意が必要です。 

内部フラグである TDREまたは RDRFフラグがセットされたとき、リード可能な IRTRフラグがセットされる

場合とされない場合があります。DTC起動要求フラグである IRTRフラグがデータ転送終了時にセットされな

いのは、I2Cバスフォーマットでスレーブモードの場合に、スレーブアドレス（SVA）またはゼネラルコールア

ドレスが一致したあとの再送開始条件または停止条件検出までの期間です。 

IRICフラグ、IRTRフラグがセットされているときでも、内部フラグである TDREまたは RDRFフラグがセッ

トされていない場合があります。DTCを利用した連続的な転送の場合、設定した回数の転送終了時には、IRIC

フラグおよび IRTRフラグはクリアされません。一方、設定した回数の ICDRのリード／ライトは完了している

ため TDREまたは RDRFフラグはクリアされています。 

各フラグと転送状態の関係を表 16.4に示します。 
 

表 16.4 フラグと転送状態の関係 

MST TRS BBSY ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB 状 態 

1／0 1／0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 アイドル状態 

（フラグクリア要） 

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 開始条件発行 

1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 開始条件成立 

1 1／0 1 0 0 0 0 0 0 0 0／1 マスタモードウェイト 

1 1／0 1 0 0 1 0 0 0 0 0／1 マスタモード送受信終了 

0 0 1 0 0 0 1／0 1 1／0 1／0 0 アービトレーションロスト 

0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 スレーブモード第 1フレー

ムで SARに一致 

0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 ゼネラルコールアドレスに

一致 

0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 SARXに一致 

0 1／0 1 0 0 0 0 0 0 0 0／1 スレーブモード送受信終了 

（SARX一致後以外） 

0 

0 

1／0 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

スレーブモード送受信終了 

（SARX一致後） 

0 1／0 0 1／0 1／0 0 0 0 0 0 0／1 停止条件検出 
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16.3.7 I2Cバスステータスレジスタ（ICSR） 

ICSRはステータスフラグで構成されます。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 ESTP 0 R/(W)* エラー停止条件検出フラグ 

I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき有効 

［セット条件］ 

• フレームの転送の途中で停止条件を検出したとき 

［クリア条件］  

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• IRICフラグが 0にクリアされたとき 

6 STOP 0 R/(W)* 正常停止条件検出フラグ 

I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき有効 

［セット条件］ 

• フレームの転送の完了後に停止条件を検出したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• IRICフラグが 0にクリアされたとき 

5 IRTR 0 R/(W)* I2Cバスインタフェース連続送受信割り込み要求フラグ 

［セット条件］ 

I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき 

• AASX＝1の状態で TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき 

I2Cバスフォーマットでスレーブモードのとき以外 

• TDREまたは RDRFフラグが 1にセットされたとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• ICE＝1の状態で IRICフラグが 0にクリアされたとき 

4 AASX 0 R/(W)* 第 2スレーブアドレス認識フラグ 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モード、FSX＝0で第 2スレーブアドレスを検出したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• 開始条件を検出したとき 

• マスタモードのとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

3 AL 0 R/(W)* アービトレーションロストフラグ 

マスタモード時にバス競合負けをしたことを示します。 

［セット条件］ 

• SCLの立ち上がりで内部 SDAと SDA端子が不一致のとき 

• SCLの立ち下がりで内部 SCLが Highレベルのとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• ICDRをライト（送信時）またはリード（受信時）したとき 

2 AAS 0 R/(W)* スレーブアドレス認識フラグ 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードかつFS＝0でスレーブアドレスまたはゼネラルコールア

ドレス（R/Wビットも含めた 1フレームが H'00）を検出したとき 

［クリア条件］ 

• ICDRにデータをライト（送信時）、または ICDRのデータをリード（受信時）

したとき 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• マスタモードのとき 

1 ADZ 0 R/(W)* ゼネラルコールアドレス認識フラグ 

I2Cバスフォーマットのスレーブ受信モードで、開始条件直後の第 1フレーム

でゼネラルコールアドレス（H'00）を検出したことを示します｡ 

［セット条件］ 

• スレーブ受信モードかつ、（FSX＝0または FS＝0）でゼネラルコールアド

レス（R/Wビットも含めた 1フレームが H'00）を検出したとき 

［クリア条件］ 

• ICDRにデータをライト（送信時）、または ICDRのデータをリード（受信時）

したとき 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• マスタモードのとき 

FS=1かつ FSX=0でゼネラルコールアドレスを検出した場合、ADZフラグは 1

にセットされますが、ゼネラルコールアドレスは認識されません（AASフラグ

は 1にセットされません）。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

0 ACKB 0 R/W アクノリッジビット 

アクノリッジデータを格納するビットです。 

送信モード 

［セット条件］ 

• 送信モードかつ ACKE＝1でアクノリッジビットとして 1を受信したとき 

［クリア条件］ 

• 送信モードかつ ACKE＝1でアクノリッジビットとして 0を受信したとき 

• ACKEビットに 0をライトしたとき 

受信モード 

 0：データを受信したあと、アクノリッジデータとして 0を送出します。 

 1：データを受信したあと、アクノリッジデータとして 1を送出します。 

本ビットをリードすると、送信時（TRS＝1のとき）にはロードした値（受信

デバイスから返ってきた値）が読み出され、受信時（TRS＝0のとき）には設

定した値が読み出されます。 

また、本ビットをライトすると TRSの値にかかわらず受信時に送信するアク

ノリッジデータの設定値を書き換えます。ICSRレジスタのフラグをビット操

作命令によって書き換えた場合は、ACKBビットのリード値でアクノリッジデ

ータの設定値を書き換えますので、再度アクノリッジデータを設定し直してく

ださい。 

マスタモードで送信動作を終了して停止条件を発行する場合､もしくはスレー

ブモードで送信動作を終了してマスタデバイスが停止条件を発行できるよう

に SDAを開放する場合は、その前に ACKEビットに 0をライトして ACKBフ

ラグを 0にクリアしてください｡ 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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16.3.8 DDCスイッチレジスタ（DDCSWR） 

DDCSWRは I2Cバスインタフェースの内部ラッチクリアの制御を行います。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7～4 ― すべて 0 R/(W)* リザーブビット 

0をライトしてください。 

3 

2 

1 

0 

CLR3 

CLR2 

CLR1 

CLR0 

1 

1 

1 

1 

W 

W 

W 

W 

I2Cバスインタフェースクリア 3～0 

CLR3～CLR0ビットの設定により、I2Cバスインタフェースの内部ラッチ回路

へのクリア信号が発生し、内部状態を初期化します。なお、CLR3～CLR0への

ライトデータは保持されません。I2Cバスインタフェースをクリアする場合は

必ずMOV命令を使用してください。BCLR命令などのビット操作命令は使用

しないでください。 

00××：設定禁止 

0100：設定禁止 

0101：IIC_0内部ラッチクリア 

0110：IIC_1内部ラッチクリア 

0111：IIC_0、IIC_1内部ラッチクリア 

1×××：設定無効 

【記号説明】 ×：Don’t care 

【注】 * 0ライトのみ可能です。 
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16.4 動作説明 
I2Cバスインタフェースには、I2Cバスフォーマットとクロック同期式シリアルフォーマットがあります。 

16.4.1 I2Cバスデータフォーマット 

I2Cバスフォーマットは、アドレッシングフォーマットでアクノリッジビットが付加されます。アドレッシン

グフォーマットは開始条件に続く第 1フレームは必ず 8ビット構成となります。I2Cバスフォーマットを図 16.3

に示します。クロック同期式シリアルフォーマットは、ノンアドレッシングフォーマットでアクノリッジビッ

トはありません。これを図 16.4に示します。I2Cバスタイミングを図 16.5に示します。 

S ASLA

7 n

R/W DATA A

1

1 m

1 11

A/A

1

P

1 n 1 8

m 1

S SLA

7 n1 7

R/W A DATA

1 1

1 m1

1

A/A

1

S

1

SLA R/W

1

1 m2

A

1

DATA

n2

A/A

1

P

1

n1 n2 1 8

m1 m2 1

a FS 0 FSX 0

b FS 0 FSX 0

 

図 16.3 I2Cバスデータフォーマット（I2Cバスフォーマット） 

 

S DATA

8 n

DATA

1

1 m

P

1

n 1 8

m 1

FS 1 FSX 1

 

図 16.4 I2Cバスデータフォーマット（シリアルフォーマット） 
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SDA

SCL

S SLA R/W A

981 7 981 7 981 7

DATA A DATA A/A P

 

図 16.5 I2Cバスタイミング 

 
【記号説明】 

S ：開始条件。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Highレベルから Lowレベルに変化させます。 

SLA ：スレーブアドレス 

R/W ：送受信の方向を示します。1のときスレーブデバイスからマスタデバイスへ、0のときマスタデバイスからスレー

ブデバイスへデータを送信します。 

A ：アクノリッジ。受信デバイスが SDAを Lowレベルにします。 

DATA ：送受信データ 

P ：停止条件。マスタデバイスが SCL＝Highレベルの状態で SDAを Lowレベルから Highレベルに変化させます。 
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16.4.2 初期設定 

データ送信／受信を開始するとき、以下の手順に従い IICを初期化してください。 

MSTPB4 0 IIC0  
MSTPB3 0 IIC1  

MSTPCRB  

IICE 1 SCRX

ICE 0 ICCR

SAR SARX

ICE 1 ICCR

ICSR

SCRX

ICMR

ICCR

IIC CPU

ACKB

IICX

SAR SARX

ICMR ICDR  
SCL/SDA IIC

MLS WAIT CKS2 CKS0

IEIC MST TRS ACKE

1 2
IIC  

SVA6 SVA0 FS SVAX6 SVAX0 FSX

 

図 16.6 IICの初期化フローチャートの例 

【注】 ICMRレジスタの書き換えは、必ず送受信動作の終了後に行ってください｡ 

送受信動作の途中で ICMRレジスタに対しライト動作を行うと､ビットカウンタ BC2～BC0の値が不正に書き換えられ、

正常に動作しなくなる恐れがあります｡ 
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16.4.3 マスタ送信動作 

I2Cバスフォーマットによるマスタ送信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力し、

スレーブデバイスがアクノリッジを返します。 

図 16.7にマスタ送信モードのフローチャート例を示します。 

ICCR BBSY

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICSR ACKB

ICDR

ICCR IRIC

ICSR ACKB

ICCR IRIC

ICCR IRIC
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図 16.7 マスタ送信モードフローチャート例 
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以下に ICDR（ICDRT）のライト動作に同期して、データを逐次的に送信する送信手順と動作を示します。 
 

1. 「16.4.2 初期設定」に従い初期設定を行います。 

2. ICCRのBBSYフラグをリードし、バスがフリー状態であることを確認します。 

3. ICCRのMST、TRSビットをそれぞれ1にセットしてマスタ送信モードに設定します。 

4. ICCRにBBSY=1かつSCP=0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをHighレベルから

Lowレベルに変化させ、開始条件を生成します。 

5. 開始条件の生成に伴いIRIC、IRTRフラグが1にセットされます。このとき、ICCRのIEICビットが1にセット

されているとCPUに対して割り込み要求を発生します。 

6. 開始条件を検出後、ICDRにデータ（スレーブアドレス+R/W）をライトします。 

I2Cバスフォーマット（SARのFSビットまたはSARXのFSXビットが0のとき）では、開始条件に続く第1フ

レームデータは7ビットのスレーブアドレスと送信／受信の方向(R/W)を示します。 

次に転送終了を判断するためIRICフラグを0にクリアします。 

ここでICDRのライトとIRICフラグのクリアは連続的に行い、他の割り込み処理が入らないようにしてくだ

さい。もしIRICフラグのクリアまでに1バイト分の転送時間が経過した場合には転送終了を判定することが

できなくなります。 

マスタデバイスは図16.8で示すタイミングで送信クロックとICDRにライトされたデータを順次送出しま

す。選択された（スレーブアドレスが一致した）スレーブデバイスは、送信クロックの9クロック目にSDA

をLowレベルにし、アクノリッジを返します。 

7. 1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグが1にセットされ

ます。 

SCLは1フレーム転送終了後、次の送信データをライトするまで内部クロックに同期して自動的にLowレベ

ルに固定されます。 

8. ICSRのACKBビットをリードしてACKB=0であることを確認します。 

スレーブデバイスがアクノリッジを返さずACKB=1となっている場合は、12.の送信終了処理を行い、再度

送信動作をやり直してください。 

9. ICDRに送信データをライトします。 

次に転送終了を判断するためIRICフラグを0にクリアします。 

ここで6.同様にICDRのライトとIRICフラグのクリアは連続的に行ってください。 

次フレームの送信は内部クロックに同期して行われます。 

10. 1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上がりでIRICフラグが1にセットされ

ます。 
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SCLは1フレーム転送終了後、次の送信データをライトするまで内部クロックに同期して自動的にLowレベ

ルに固定されます。 

11. ICSRのACKBビットをリードします。 

スレーブデバイスがアクノリッジを返しACKB=0となっていることを確認します。引き続きデータを送信

する場合には、9.に戻り次の送信動作に移ります。スレーブデバイスがアクノリッジを返さずACKB=1と

なっている場合は、12.の送信終了処理を行います。 

12. IRICフラグを0にクリアします。 

ICCRのACKEビットに0をライトし､受信したACKBビットの内容を0にクリアします｡ 

ICCRにBBSY=0かつSCP=0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをLowレベルから

Highレベルに変化させ、停止条件を生成します。 
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図 16.8 マスタ送信モード動作タイミング例（MLS＝WAIT＝0のとき） 
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図 16.9 マスタ送信モード停止条件発行動作タイミング例（MLS＝WAIT＝0のとき） 

16.4.4 マスタ受信動作 

I2Cバスフォーマットによるマスタ受信モードでは、マスタデバイスが受信クロックを出力し、データを受信

し、アクノリッジを返します。スレーブデバイスはデータを送信します。 

マスタデバイスは、マスタ送信モードにて開始条件発行後の第一フレームでスレーブアドレス＋R/W（0：リ

ード）のデータを送信し、スレーブデバイスを選択したあと、受信動作に切り替えます。 

（1） ウェイトを利用した受信動作 

図 16.10、図 16.11にマスタ受信モードのフローチャート例（WAIT=1）を示します。 
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図 16.10 マスタ受信モード（複数バイト数受信）のフローチャート例（WAIT=1） 



16. I2Cバスインタフェース（IIC） 

Rev.6.00  2010.03.18  16-27 
RJJ09B0171-0600 

 

 WAIT 1 ICMR

 WAIT 0 ICMR

ACKB 0 ICSR

ACKB 1 ICSR

ICDR

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICCR IRIC

ICDR

ICCR IRIC

IRIC 1

Yes

No

No
IRIC 1

Yes

1  

2  

15  

IRIC  

IRIC WAIT 0  

11 IRIC

3  

8 IRIC

12 1

9 IRIC

9 TRS

7

16

TRS 0 ICCR

TRS 1 ICCR

17BBSY 0 SCP 0

ICCR

 

図 16.11 マスタ受信モード（1バイトのみ受信）のフローチャート例（WAIT=1） 

 
以下にウェイト動作（WAITビット）を利用し、ICDR（ICDRR）のリード動作に同期してデータを逐次的に

受信する受信手順と動作を示します。 

下記手順は複数バイト受信動作について説明しています｡1バイトのみ受信の場合は一部手順が省略されてい

ますので、図 16.11のフローチャートに従って動作を行ってください｡ 

1. ICCRのTRSビットを0にクリアし、送信モードから受信モードに切り替えます。 

ICSRのACKBビットを0にクリアします。(アクノリッジデータの設定) 

IRICフラグを0にクリアし、そのあとにICMRのWAITビットを1にセットします。 
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2. ICDRをリード（ダミーリード）すると受信を開始し、内部クロックに同期して受信クロックを出力し、デ

ータを受信します。 

3. IRICフラグが以下の2条件で1にセットされます｡このとき、ICCRのIEICビットが1にセットされていると

CPUに対して割り込み要求を発生します。 

（1）1フレームの受信クロックの8クロック目の立ち下がりでセットされます｡ 

   SCLはIRICフラグがクリアされるまで内部クロックに同期して自動的にLowレベルに固定されます。 

（2）1フレームの受信クロックの9クロック目の立ち上がりでセットされます｡ 

   IRTRフラグが1にセットされ、1フレームのデータ受信が終了したことを示します。マスタデバイス

は引き続き次の受信データの受信クロックを出力します。 

4. ICSRのIRTRフラグをリードします｡ 

IRTRフラグが0の場合は6.のIRICフラグクリアでウェイト解除を行います｡ 

IRTRフラグが1で､次に受信するデータが最後の受信データの場合は、7.の終了処理を行ってください。 

5. IRTRフラグが1の場合は、ICDRの受信データをリードします。 

6. IRICフラグを0にクリアします。ここで5.のICDRのリードとIRICフラグのクリアは連続的に行い、他の割り

込み処理が入らないようにしてください。ウェイト動作時はBC2～0カウンタの値が2以上のときにIRICフ

ラグのクリアを行ってください。BC2～0カウンタの値が1または0のときにIRICフラグのクリアを行うと、

転送終了を判定することができなくなります。3.（1）の場合、マスタデバイスは受信クロックの9クロッ

ク目を出力するとともに、SDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。 
 

3.から6.を繰り返し行うことにより、データを受信することができます。 
 

7. ICSRのACKBビットを1にセットし、最後の受信用アクノリッジデータを設定します。 

8. IRICフラグが1にセットされてから少なくとも1クロック分の待ち時間をとり、次の受信データの1クロック

目が立ち上がるのを待ちます｡ 

9. ICCRのTRSビットを1にセットし、受信モードから送信モードに切り替えます。ここで設定したTRSビット

の値は次の9クロック目の立ち上がりエッジが入力されてから有効になります｡ 

10. ICDRの受信データをリードします。 

11. IRICフラグを0にクリアします。ここで6.と同様にICDRのリードとIRICフラグのクリアは連続的に行い、他

の割り込み処理が入らないようにしてください。ウェイト動作時はBC2～0カウンタの値が2以上のときに

IRICフラグのクリアを行ってください。 

12. IRICフラグが以下の2条件で1にセットされます｡ 

（1）1フレームの受信クロックの8クロック目の立ち下がりでセットされます｡ 

   SCLはIRICフラグがクリアされるまで内部クロックに同期して自動的にLowレベルに固定されます。 
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（2）1フレームの受信クロックの9クロック目の立ち上がりでセットされます｡ 

   IRTRフラグが1にセットされ､1フレームのデータ受信が終了したことを示します。マスタデバイスは

引き続き次の受信データの受信クロックを出力します。 

13. ICSRのIRTRフラグをリードします｡ 

IRTRフラグが0の場合は14.のIRICフラグクリアでウェイト解除を行います｡ 

IRTRフラグが1で受信動作が完了している場合は、15.の停止条件発行処理を行ってください。 

14. IRTRフラグが0の場合は、IRICフラグを0にクリアし､ウェイトを解除します。 

受信動作の完了を検出するため12.のIRICフラグリードに戻ります｡ 

15. ICMRのWAITビットを0にクリアし、ウェイトモードを解除します。 

その後、IRICフラグを0にクリアします。 

IRICフラグのクリアはWAIT=0の状態で行ってください。 

（IRICフラグを0にクリアしたあとにWAITビットを0にクリアし､停止条件発行命令を実行した場合､停止

条件が正常に出力されない場合があります｡） 

16. ICDRにある最終受信データをリードします｡ 

17. ICCRにBBSY=0かつSCP=0をライトします。これにより、SCLがHighレベルのときSDAをLowレベルから

Highレベルに変化させ、停止条件を生成します。 
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図 16.12 マスタ受信モード動作タイミング例（MLS=ACKB＝0、WAIT=1のとき） 
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図 16.13 マスタ受信モード停止条件発行動作タイミング例 （MLS=ACKB＝0、WAIT=1のとき） 

 

16.4.5 スレーブ受信動作 

スレーブ受信モードでは、マスタデバイスが送信クロック、送信データを出力し、スレーブデバイスがアク

ノリッジを返します。スレーブデバイスは、マスタが発行する開始条件後の第 1フレームのスレーブアドレス

と自分のアドレスを比較し、一致したときにマスタデバイスに指定されたスレーブデバイスとして動作します。 

図 16.14にスレーブ受信モード時のフローチャート例を示します。 
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図 16.14 スレーブ受信モードフローチャート例 
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以下にスレーブ受信モードの受信手順と動作を示します。 

1. ICCRのICEビットを1にセットします。また、ICMRのMLSビットおよびICCRのMST、TRSビットを動作モ

ードにあわせて設定します。 

2. マスタデバイスの出力した開始条件を検出すると、ICCRのBBSYフラグが1にセットされます。 

3. 開始条件後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、マスタデバイスに指定されたスレーブデバ

イスとして動作します。8ビット目のデータ（R/W）が0のときICCRのTRSビットは0のまま変化せず、スレ

ーブ受信動作を行います。 

4. 受信フレームの9クロック目でスレーブデバイスはSDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。同時

にICCRのIRICフラグが1にセットされます。このとき、ICCRのIEICビットが1にセットされていると、CPU

に対し割り込み要求を発生します。このとき、RDRF内部フラグが0にクリアされていると、RDRF内部フ

ラグを1にセットして引き続き受信動作を行います。RDRF内部フラグが1にセットされていると、スレーブ

デバイスは受信クロックの立ち下がりからICDRにデータをリードするまでSCLをLowレベルにします。 

5. ICDRをリードし、ICCRのIRICフラグを0にクリアします。このときRDRFフラグが0にクリアされます。こ

こでICDRのリードとIRICフラグのクリアは連続的に行い、他の割り込み処理が入らないようにしてくださ

い。もしIRICフラグのクリアまでに1バイト分の転送時間が経過した場合には転送終了を判定することがで

きなくなります。 

 

4.から 5.を繰り返し行うことにより、受信動作を継続できます。SCLが Highレベルのとき、SDAが Lowレベ

ルから Highレベルに変化し停止条件を検出すると、ICCRの BBSYフラグが 0にクリアされます。 
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図 16.15 スレーブ受信モード動作タイミング例 1（MLS＝ACKB＝0のとき） 
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図 16.16 スレーブ受信モード動作タイミング例 2（MLS＝ACKB＝0のとき） 



16. I2Cバスインタフェース（IIC） 

Rev.6.00  2010.03.18  16-35 
RJJ09B0171-0600 

 

16.4.6 スレーブ送信動作 

スレーブ送信動作は、スレーブ受信モードで開始条件検出後の第 1フレーム（アドレス受信フレーム）にて

マスタが送信したアドレスと自分のアドレスが一致し、かつ 8ビット目のデータ（R/W）が 1（リード）のとき

に ICCRの TRSビットが自動的に 1にセットされ、スレーブ送信モードになります。 

図 16.17にスレーブ送信モードのフローチャート例を示します。 
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図 16.17 スレーブ送信モードフローチャート例 
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スレーブ送信モードでは、スレーブデバイスが送信データを出力し、マスタデバイスが受信クロックを出力

し、アクノリッジを返します。以下にスレーブ送信モードの送信手順と動作を示します。 
 

1. スレーブ受信モードの初期設定を行い、自分のアドレス受信を待ちます。 

スレーブ受信モードの初期設定時、ICCRのACKEビットに1をライトしてください。スレーブ送信モード

に遷移後、アクノリッジビットの受信を有効にするために必要になります。 

2. 開始条件を検出後の第1フレームでスレーブアドレスが一致したとき、9クロック目でスレーブデバイスは

SDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。また、8ビット目のデータ（R/W）が1のときTRSビット

が1にセットされ、自動的にスレーブ送信モードになります。9クロックの立ち上がりのタイミングでIRIC

フラグが1にセットされます。このとき、IEICビットが1にセットされているとCPUに対し割り込み要求を

発生します。このとき、TDRE内部フラグは1にセットされています。スレーブデバイスは送信クロックの9

クロック目の立ち下がりからICDRにデータをライトするまでSCLをLowレベルにしマスタデバイスが次の

転送クロックを出力できないようにします。 

3. IRICフラグを0にクリア後、ICDRに送信データをライトします。このときTDRE内部フラグは0にクリアさ

れます。ライトされたデータはICDRSに転送され、TDRE内部フラグとIRICフラグが再び1にセットされま

す。スレーブデバイスはマスタデバイスが出力するクロックに従い、ICDRSに転送されたデータを順次送

出します。 

送信完了を検知するためにIRICフラグを0にクリアします。ICDRレジスタライトからIRICフラグクリアま

では連続的に行い､この間に割り込み処理を含む他の処理が入らないようにしてください。もし、IRICフラ

グのクリアまでに1バイト分の転送時間が経過した場合には、転送終了を判定することができなくなりま

す。 

4. マスタデバイスは転送フレームの9クロック目にSDAをLowレベルにし、アクノリッジを返します。このア

クノリッジはICSRのACKEビットが1のとき、ACKBビットに格納されるので転送動作が正常に行われたか

どうか確認することができます。1フレームのデータ送信が終了し、送信クロックの9クロック目の立ち上

がりでIRICフラグが1にセットされます。TDRE内部フラグが0のときは、ICDRにライトされたデータは

ICDRSに転送され送信を開始し、TDRE内部フラグとIRICフラグが再び1にセットされます。TDRE内部フラ

グが1にセットされていると、送信クロックの9クロック目の立ち下がりからICDRにデータライトするまで

SCLをLowレベルにします。 

5. 送信を続ける場合は、次に送信するデータをICDRにライトします。このときTDRE内部フラグは0にクリア

されます。送信完了を検知するためにIRICフラグを0にクリアします。ICDRライトからIRICフラグクリア

までは連続的に行い､この間に割り込み処理を含む他の処理が入らないようにしてください。 
 

4.から5.を繰り返し行うことにより、送信動作を継続できます。 
 

6. IRICフラグを0にクリアします。 
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7. 送信を終了する場合は、ICCRのACKEビットを0にクリアし､ACKBビットに格納されているアクノリッジ

ビットの値を0にクリアします｡ 

8. 次のアドレス受信動作のため、TRSビットを0にクリアし、スレーブ受信モードに設定します。 

9. スレーブ側でSCLを開放するためにICDRをダミーリードします。 

10. SCLがHighレベルのときSDAがLowレベルからHighレベルに変化して停止条件を検出すると、ICCRのBBSY

フラグが0にクリアされ、ICSRのSTOPフラグが1にセットされます。同時にIRICフラグが1にセットされま

す｡IRICフラグがセットされているときは､IRICフラグを0にクリアします。 

再度スレーブ送信動作を行う場合は、初期設定から実施してください。 

SCL

SCL

SDA
7 6 5 4 3 2 1 0

SDA
R/W

A

A

7 6 5

8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

TDRE

ICDRT

ICDRS

IRIC

1

1

2 

2

3 IRIC 3 ICDR 3 IRIC 5 ICDR

4

2
1 2

1 2 3 4

5 IRIC

 

図 16.18 スレーブ送信モード動作タイミング例（MLS＝0のとき） 
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16.4.7 IRICセットタイミングと SCL制御 

割り込み要求フラグ（IRIC）セットタイミングは ICMRのWAITビット、SARの FSビットおよび SARXの

FSXビットの組み合わせにより異なります。また SCLは、TDREや RDRF内部フラグが 1にセットされている

と、1フレーム転送終了後内部クロックに同期して自動的に Lowレベルに固定します。図 16.19に IRICセット

タイミングと SCL制御を示します。 

SCL

SDA

IRIC

ICDR

ICDR

21A87

IRIC

IRIC

IRIC

21

21

21

21

21

987

SCL

SDA

IRIC

ICDR

ICDR

A8

98

IRIC

SCL

SDA 

IRIC

ICDR

ICDR

87

87

a WAIT 0 FS 0 FSX 0 I2C

b WAIT 1 FS 0 FSX 0 I2C

c FS 1 FSX 1

 

図 16.19 IRICセットタイミングと SCL制御 
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16.4.8 DTCによる動作 

I2Cバスフォーマットでは、スレーブアドレスと R/Wビットによるスレーブデバイスおよび転送方向の選択

や、アクノリッジビットによる受信の確認および最終フレームの表示などが行われるため、DTCによるデータ

の連続転送は、割り込みによる CPU処理と組み合わせて行う必要があります。 

表 16.5は、DTCを利用した処理の例を示します。スレーブモードでも転送データ数がわかっていると仮定し

ています。 
 

表 16.5 DTCによる動作例 

項目 マスタ送信モード マスタ受信モード スレーブ送信モード スレーブ受信モード 

スレーブアドレス＋

R/Wビット送信／受信 

DTCで送信 

（ICDRライト） 

CPUで送信 

（ICDRライト） 

CPUで受信 

（ICDRリード） 

CPUで受信 

（ICDRリード） 

ダミーデータリード — CPUで処理 

（ICDRリード） 

— — 

本体データ送信／受信 DTCで送信 

（ICDRライト） 

DTCで受信 

（ICDRリード） 

DTCで送信 

（ICDRライト） 

DTCで受信 

（ICDRリード） 

ダミーデータ（H'FF）

ライト 

— — DTCで処理 

（ICDRライト） 

— 

最終フレーム処理 不要 CPUで受信 

（ICDRリード） 

不要 CPUで受信 

（ICDRリード） 

最終フレーム処理後の

転送要求処理 

1回目： 

CPUでクリア 

2回目： 

CPUで終了条件発生 

不要 ダミーデータ 

（H'FF）送出中に終了

条件を検出して自動的

にクリア 

不要 

DTC転送データ 

フレーム数設定 

送信：実データ数＋1 

（＋1は、スレーブアド

レス＋R/Wビット分）

受信：実データ数 送信：実データ数＋1 

（＋1は、ダミーデータ

（H'FF）分） 

受信：実データ数 
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16.4.9 ノイズ除去回路 

SCL端子および SDA端子の状態はノイズ除去回路を経由して内部に取り込まれます｡図 16.20にノイズ除去

回路のブロック図を示します。 

ノイズ除去回路は 2段直列に接続されたラッチ回路と一致検出回路で構成されます。SCL端子入力信号（ま

たは SDA端子入力信号）がシステムクロックでサンプリングされ、2つのラッチ出力が一致したときはじめて

後段へそのレベルを伝えます。一致しない場合は前の値を保持します。 
 

SCL

SDA

SCL

SDA

C

QD

C

QD

 

図 16.20 ノイズ除去回路のブロック図 
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16.4.10 内部状態の初期化 

本 IICは、通信動作中のデッドロック発生時に、強制的に IIC内部状態を初期化させる機能を持っています。 

初期化は、（1）DDCSWRレジスタの CLR3～CLR0ビットの設定、または（2）ICEビットのクリアにより実

行されます。CLR3～CLR0ビット設定の詳細は、「16.3.8 DDCスイッチレジスタ（DDCSWR）」を参照して

ください。 

（1） 初期化の範囲 

本機能により初期化されるのは、次の範囲となります。 

• TDRE、RDRF内部フラグ 

• 送信／受信シーケンサ、内部動作クロックのカウンタ 

• SCL、SDA端子出力状態を保持するための内部ラッチ（ウェイト、クロック、データ出力など） 

なお、以下の内容は初期化されません。 

• レジスタ自体の値（ICDR、SAR、SARX、ICMR、ICCR、ICSR、DDCSWR、STCR） 

• ICMR、ICCR、ICSR、DDCSWR各レジスタのフラグのセット／クリアのためのレジスタリード情報保持用

内部ラッチ 

• ICMRレジスタのビットカウンタ（BC2～BC0）の値 

• 発生した割り込み要因（割り込みコントローラに転送された割り込み要因） 

（2） 初期化における注意事項 

• 割り込みフラグ、割り込み要因はクリアされませんので、必要に応じてフラグをクリアする処置が必要で

す。 

• その他のレジスタフラグも基本的にクリアされませんので、必要に応じてフラグをクリアする処置が必要

です。 

• DDCSWRレジスタにより初期化を行う場合、CLR3～CLR0ビットのライトデータは保持されません。IICク

リアを行う場合は、必ずMOV命令を使用し、CLR3～CLR0ビットを同時に書き込んでください。BCLRな

どのビット操作命令は使用しないでください。 

また、再度クリアが必要な場合は、同様にすべてのビットとも設定を行い、同時に書き込みする必要があ

ります。 

• 送受信中にフラグのクリア設定を行うと、その時点でIICモジュールは送受信を中止しSCL、SDA端子を解

放します。再度送受信を開始する際には、システムとして正しく通信できるよう、必要に応じてレジスタ

の初期化などを行ってください。 
 
なお、本モジュールクリア機能により直接 BBSYビットの値を書き換えませんが、SCL、SDA端子の状態、

解放するタイミングにより、停止条件の端子波形が生成され、結果的に BBSYビットをクリアする場合があり

ます。また、他のビット、フラグも同様に、状態の切り替わりに伴い影響が発生する場合があります。 

これらによる問題を回避するため、IICの状態を初期化するときは、以下の手順に従ってください。 
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（1）CLR3～CLR0ビットの設定、または ICEビットによる内部状態の初期化実行 

（2）BBSYビットを 0にクリアするための、停止条件発行命令実行（BBSY＝0かつ SCP＝0ライト）、およ

び転送レートの 2クロック分の期間ウェイト 

（3）CLR3～CLR0ビットの設定、または ICEビットによる内部状態の初期化の再実行 

（4）IICの各レジスタの初期化（再設定） 
 

16.5 割り込み要因 
IICの割り込み要因は、IICIがあります。表 16.6に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、

ICCR割り込みイネーブルビットにより許可または禁止が設定され、それぞれ独立に割り込みコントローラに送

られます。 
 

表 16.6 IIC割り込み要因 

チャネル 名称 イネーブルビット 割り込み要因 割り込みフラグ 優先順位 

0 IICI0 IEIC I2Cバスインタフェース割り込み要求 IRIC 

1 IICI1 IEIC I2Cバスインタフェース割り込み要求 IRIC 

高 

 

低 
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16.6 使用上の注意事項 

1. マスタモードで、開始条件生成のための命令を発行した際に、実際に開始条件がI2Cバスに出力される前に

停止条件生成のための命令を発行すると、開始条件も停止条件も正常に出力されなくなります。 

開始条件に引き続いて停止条件を出力する必要がある場合は、開始条件生成のための命令を発行後、各I2C

バス出力端子のPORTレジスタをリードし、SCL、SDAが共に、Lowレベルになっていることを確認してく

ださい。ICEビットに1が設定された状態でも、端子に対応したI/OポートレジスタのDDRレジスタがクリア

されていれば、PORTレジスタのリードで端子状態をモニタすることができます。その後、停止条件生成の

ための命令を発行してください。BBSY＝0となったタイミングでは、まだSCLがLowレベルになっていな

い場合がありますのでご注意ください。 

2. 次の転送の開始条件は以下の2条件となっています。ICDRをアクセスする場合は注意してください。 

（a）ICE＝1、TRS＝1の状態でICDRにデータをライトしたとき（ICDRT→ICDRSの自動転送を含む） 

（b）ICE＝1、TRS＝0の状態でICDRをリードしたとき（ICDRS→ICDRRの自動転送を含む） 

3. SCL、SDA出力は、内部クロックに同期して表16.7に示すタイミングで出力されます。実際のバス上での

タイミングは、さらにバスの負荷容量、直列抵抗、および並列抵抗によって決まる信号の立ち上がり／立

ち下がり時間の影響を受けます。 

表 16.7 I2Cバスタイミング（SCL、SDA出力） 

項 目 記号 出力タイミング 単位 備考 

SCL出力サイクル時間 tSCLO 28tcyc～256tcyc ns 図 27.34 

SCL出力 Highパルス幅 tSCLHO 0.5tSCLO ns  

SCL出力 Lowパルス幅 tSCLLO 0.5tSCLO ns  

SDA出力バスフリー時間 tBUFO 0.5tSCLO–1tcyc ns  

開始条件出力ホールド時間 tSTAHO 0.5tSCLO–1tcyc ns  

再送開始条件出力セットアップ時間 tSTASO 1tSCLO ns  

停止条件出力セットアップ時間 tSTOSO 0.5tSCLO＋2tcyc ns  

データ出力セットアップ時間（マスタ時） tSDASO 1tSCLLO–3tcyc ns  

データ出力セットアップ時間（スレーブ時）*1  1tSCLL–3tcyc ns  

データ出力セットアップ時間（スレーブ時）*2  1tSCLL–（6tcycまたは 12tcyc）*3 ns  

データ出力ホールド時間 tSDAHO 3tcyc ns  

【注】 *1 H8S/2258グループ以外です。 

 *2 H8S/2258グループのみです。 

 *3 IICXが 0のとき 6tcyc、1のとき 12tcycとなります。 
 

4. SCL、SDA入力は内部クロックに同期してサンプリングされます。そのため、ACタイミングは、表27.22

（H8S/2239グループ）、表27.34（H8S/2238B、H8S/2236B）のようにシステムクロックの周期tcycに依存

します。システムクロック周波数が5MHzに満たないと、I2CバスインタフェースのACタイミング仕様を満
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足しなくなりますので注意してください。 

5. SCLの立ち上がり時間tSrはI2Cバスインタフェースの仕様で1000ns（高速モード時は300ns）以内と定められ

ています。本I2Cバスインタフェースは、マスタモード時SCLをモニタし、ビットごとに同期をとりながら

通信を行います。そのためSCLの立ち上がり時間tSr（LowレベルからVIHまで変化する時間）が、I2Cバスイ

ンタフェースの入力クロックで決まる時間を超えた場合、SCLのHigh期間が延ばされます。SCLの立ち上が

り時間は、SCLラインのプルアップ抵抗、負荷容量で決定されますので、設定した転送レートで動作させ

るためには、表16.8に示す時間以下になるようにプルアップ抵抗、負荷容量を設定してください。 
 

表 16.8 SCL立ち上がり時間（tSr）の許容範囲 

IICX tcyc表示   時間表示 [ns]   

   I2Cバス 

 仕様（max）

φ= 

5MHz*2 

φ= 

8MHz*2 

φ= 

10MHz 

φ= 

16MHz*1 

φ= 

20MHz*1 

0 7.5tcyc 標準モード 1000 ← 937 750 468 375 

  高速モード 300 ← ← ← ← ← 

1 17.5tcyc 標準モード 1000 ← ← ← ← 875 

  高速モード 300 ← ← ← ← ← 

【注】 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 H8S/2258グループでは動作範囲外です。 
 

6. SCL、SDAの立ち上がり、立ち下がり時間は、I2Cバスインタフェースの仕様で1000nsおよび300ns以内と定

められています。一方、本I2CバスインタフェースのSCL、SDA出力タイミングは、表16.7に示すようにtcyc

によって規定されますが、立ち上がり、立ち下がり時間の影響で最大の転送レートではI2Cバスインタフェ

ースの仕様を満足しない場合があります。表16.9は出力タイミングを各動作周波数で計算し、ワーストケ

ースの立ち上がり、立ち下がり時間の影響を加えたものです。表の値はIICX、CKS2～CKS0の設定値によ

り変わります。周波数により最大転送レートを実現できない場合もありますので、実際の設定条件に合わ

せ、I2Cバスインタフェースの仕様を満足するか検討してください。 

tBUFOはどの周波数でもI2Cバスインタフェースの仕様を満足しません。これに対しては、 

• プログラムで停止条件発行から開始条件の発行まで必要なインターバル（1μs程度）を確保する 

• 入力タイミングがこの出力タイミングを許容するスレーブデバイスを選択する 

など検討してください。また、高速モード時のtSCLLO、標準モード時のtSTASOでは、tSr／tSfをワーストケース

と  

して計算した場合にI2Cバスインタフェースの仕様を満足しません。これに対しては、 

• プルアップ抵抗、容量負荷により立ち上がり、立ち下がり時間を調整する 

• 転送レートを下げて仕様を満足するよう調整する 

• 入力タイミングがこの出力タイミングを許容するスレーブデバイスを選択する 

など検討してください。 
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表 16.9 I2Cバスタイミング（tSr/tSf影響最大の場合） 

項目 tcyc表示  時間表示（最大転送レート時）[ns] 

   tSr/tSf 

影響 

（max） 

I2Cバス

仕様 

（min）

φ= 

5MHz*7

φ= 

8MHz*7

φ= 

10MHz 

φ= 

16MHz*3 

φ= 

20MHz*3 

tSCLHO 0.5tSCLO 標準モード -1000 4000 4000 4000 4000 4000 4000 

 （–tSr） 高速モード -300 600 950 950 950 950 950 

tSCLLO 0.5tSCLO 標準モード -250 4700 4750 4750 4750 4750 4750 

 （–tSf） 高速モード -250 1300 1000*1 1000*1 1000*1 1000*1 1000*1 

tBUFO 0.5tSCLO–1t

cyc 

標準モード -1000 4700 3800*1 3875*1 3900*1 3938*1 3950*1 

 （–tSr） 高速モード -300 1300 750*1 825*1 850*1 888*1 900*1 

tSTAHO 0.5tSCLO–1t

cyc 

標準モード -250 4000 4550 4625 4650 4688 4700 

 （–tSf） 高速モード -250 600 800 875 900 938 950 

tSTASO 1tSCLO 標準モード -1000 4700 9000 9000 9000 9000 9000 

 （–tSr） 高速モード -300 600 2200 2200 2200 2200 2200 

tSTOSO 0.5tSCLO＋

2tcyc 

標準モード -1000 4000 4400 4250 4200 4125 4100 

 （–tSr） 高速モード -300 600 1350 1200 1150 1075 1050 

tSDASO 1tSCLLO*2– 標準モード -1000 250 3100 3325 3400 3513 3550 

マスタ時 3tcyc（–tSr） 高速モード -300 100 400 625 700 813 850 

tSDASO 1tSCLL*2– 標準モード -1000 250 3100 3325 3400 3513 3550 

スレーブ時

*4 

3tcyc  

（–tSr） 

高速モード -300 100 400 625 700 813 850 

tSDASO 1tSCLL*2– 標準モード -1000 250 — — 2500 — — 

スレーブ時

*5 

12tcyc*6  

（–tSr） 

高速モード -300 100 — — -200*1 — — 

tSDAHO 3tcyc 標準モード 0 0 600 375 300 188 150 

  高速モード 0 0 600 375 300 188 150 

【注】 *1 I2Cバスインタフェースの仕様を満足するために、次の対策を行ってください。 

  （1）開始／停止条件発行のインターバルを確保する（2）プルアップ抵抗・容量負荷により、立ち上がり、立ち下

がり時間を調整する（3）転送レートを下げて調整する（4）入力タイミングを許容するスレーブデバイスを選択す

る 

  なお、上記表の値は、IICXビット、CKS2～CKS0ビットの設定値により変わります。周波数により最大転送レー

トを実現できない場合もありますので、実際の設定条件に合わせ、I2Cバスインタフェースの仕様を満足するか検

討してください。 

 *2 I2Cバス仕様値（標準モード：4700ns min、高速モード：1300ns min）で計算しています。 

 *3 H8S/2239グループのみです。 
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 *4 H8S/2258グループ以外です。 

 *5 H8S/2258グループのみです。 

 *6 IICXビットが 1のときです。IICXビットを 0に設定すると、6tcycとなります。 

 *7 H8S/2258グループでは動作範囲外です。 
 

7. マスタ受信終了時におけるICDRリードの注意事項 

マスタ受信モードでの受信動作完了後、受信をやめる場合は、ICCRのTRSビットを1にセットし、ICCRの

BBSY＝0かつSCP＝0をライトします。これにより、SCL端子がHighレベルのとき、SDA端子をLowレベル

からHighレベルに変化させて停止条件を生成します。このあとで受信データはICDRをリードすることによ

り読み出すことができますが、バッファにデータが残っている場合はICDRSの受信データがICDRに転送さ

れないため第2バイト目のデータを読み出すことができなくなります。第2バイト目のデータを読み出す必

要があるときは、マスタ受信モードの状態（TRSビットが0の状態）で停止条件の発行を行ってください。

受信データの読み出しは、必ずICCRのBBSYビットが0になり、停止条件が生成され、バスが開放されてい

ることを確認したあと、TRSが0の状態でICDRをリードしてください。このとき、停止条件発行のための

命令実行（ICCR のBBSY＝0かつSCP＝0をライト）から実際に停止条件が生成されるまでの期間に受信デ

ータ（ICDRのデータ）を読み出すと、次のマスタ送信時に正しくクロックが出力されなくなる場合があり

ますので注意が必要です。 

なお、マスタ送受信完了後のMSTビットのクリアなど、送受信の動作モード、設定変更のためのIIC制御ビ

ットの書き換えについては、必ず図16.21の（a）期間中（ICCRレジスタのBBSYビットの0クリア確認）に

行ってください。 
 

SDA

SCL

BBSY

ICDR

0 A

8 9

a

BBSY 0

SCP 0
BBSY 0

 

図 16.21 マスタ受信データの読み出しにおける注意 
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8. 再送開始条件発行時の注意事項 

再送開始条件発行と次バイト転送命令の実行タイミングにより、再送開始条件生成や再送開始条件生成後

のデータ送信が正常に動作しない場合があります。そのため、再送開始条件を発行し、開始条件が生成し

たあとでICDRに送信データをライトしてください。再送のための開始条件発行のタイミングと、それに連

続してICDRにデータを書き込むタイミングおよびフローチャートを図16.22に示します。 
 

SCL

ICDR

ICSR IRIC

BBSY 1 SCP 0

ICSR

IRIC 1
No

SCL Low
No

Yes

No

1

2

3

4

5

3 5
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Yes

IRIC=1
No

Yes

SCL

bit7ACK

9

IRIC

1 IRIC

2 SCL Low

3

4 IRIC

5 ICDR

SDA

1

SCL Low

R/W

 

図 16.22 再送のための開始条件命令発行フローチャートおよびタイミング 
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9. I2Cバスインタフェース停止条件命令発行時の注意事項 

バス負荷容量が大きいため、SCLの9クロック目の立ち上がり時間が規定を超えてしまう場合や、SCLをLow

にしてウェイトをかけるタイプのスレーブデバイスがある場合は、下記のように9クロック目の立ち上が

り後にSCLをリードして、Lowを判定してから停止条件命令を発行してください。 
 

SCL

IRIC

1 SCL Low

9
VIH

High

2

SDA

SCL Low

 

図 16.23 停止条件発行タイミング 

10. ウェイト機能使用時のIRICフラグクリアの注意事項 

I2Cバスインタフェースのマスタモードでウェイト機能を使用しているときに、SCLの立ち上がり時間が規

定を超えてしまう場合や、SCLをLowにしてウェイトをかけるタイプのスレーブデバイスがある場合は､下

記のようにSCLをリードして、SCLがLowに立ち下がったことを判定してからIRICフラグのクリアをしてく

ださい。 

SCLがHigh期間を引き延ばしている最中にWAIT=1の状態でIRICフラグを0にクリアすると、SCLが立ち下

がる前にSDAの値が変化し､開始条件や停止条件が誤って発生してしまうことがあります｡ 

SCL

IRIC

1 SCL Low

SCL Low

VIH

SCL High

2 IRIC

SDA

 

図 16.24 WAIT=1状態での IRICフラグクリアタイミング 
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11. スレーブ送信モードでのICDRリードとICCRアクセスの注意事項 

I2Cバスインタフェースのスレーブモード送信動作では、図16.25の網かけ部の期間中に、ICDRのリードま

たはICCRのリード／ライト動作を行わないようにしてください。 

通常9クロック立ち上がりエッジに同期して発生する割り込み処理では、割り込み処理に移行するまでに

問題の期間は経過しているため、ICDRレジスタリードまたは、ICCRレジスタリード／ライト動作を行っ

ても問題ありません。 
 
この割り込み処理を確実にするために、下記のいずれかの条件で使用願います。 

• 次のスレーブアドレス受信動作が開始される前に、それまでに受信したICDRのリード動作、およびICCR

のリード/ライト動作を完了させるようにしてください。 

• ICMRのBC2～BC0ビットカウンタをモニタし、BC2～BC0=000（8クロック目または9クロック目）の場合

は、2転送クロック期間以上の待ち時間を設けて、問題となる期間を避けてICDRのリード、またはICCRの

リード／ライト動作を行ってください。 

7

SCL

TRS

ICDR

ICDR ICCR

6

8

R/W A

9

9

SDA

 

図 16.25 スレーブ送信モードでの ICDRリード、ICCRアクセスタイミング 

 

12. スレーブモードでのTRSビット設定の注意事項 

 I2Cバスインタフェースのスレーブモードでは、9クロック目の立ち上がりエッジ検出または、停止条件検

出時から次にSCL端子に立ち上がりエッジを検出するまで（図16.26（a）の期間）は、ICCRのTRSビット

に設定された値は、直ちに有効となります。 

しかし、上記以外の期間（図16.26（b）の期間）に設定されたTRSビットの値は、次に9クロック目の立ち

上がりエッジが検出されるか停止条件が検出されるまで設定値が保留されるため、すぐには有効になりま

せん。 

そのため、停止条件が入らない再送開始条件入力に続くアドレス受信動作時は、内部的なTRSビットの実
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効値は1（送信モード）のままとなり、9クロック目のアドレス受信完了に伴うアクノリッジビット送信が

行われません。 

スレーブモードのアドレス受信を行う場合は、図16.26（a）の期間中に、TRSビットを0クリアしてくださ

い。 

スレーブモード時のウェイト機能によるSCL端子のLow固定解除については、TRSビット0クリア後ICDRの

ダミーリードにより行います。 

SCL

TRS

TRS

ICDR

TRS

a b

8

A

9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

9

SDA

9

 

図 16.26 スレーブモードでの TRSビット設定タイミング 

 

13. 送信モードでのICDRリードと受信モードでのICDRライトの注意事項 

送信モード（TRS=1）でのICDRリード動作または、受信モード（TRS=0）でのICDRライト動作を行った場

合、条件によっては送受信動作終了後のSCL端子のLow固定が行われず､正規のICDRのアクセス動作以前に

クロックがSCLバスラインに出力される場合があります。 

ICDRをアクセスするときは､受信モードに設定したあとにリード動作を行うか、または送信モードに設定

したあとにライト動作を行うようにしてください。 

14. スレーブモードでのACKEビットとTRSビットの注意事項 

I2Cバスインタフェースにおいて、送信モード（TRS=1）でアクノリッジビットとして1を受信（ACKB=1）

したあとに、その状態のままスレーブモードでアドレスを受信すると、アドレス不一致のときも9クロッ

ク目の立ち上がりで、割り込み動作が発生することがあります。 

また､スレーブモードで送信モード（TRS=1）の状態でマスタデバイスから開始条件およびアドレスが送信

された場合、ICDREフラグセットおよびアクノリッジビットとして1を受信（ACKB=1）することでIRICフ

ラグがセットされ、アドレス不一致のときも割り込み要因が発生することがあります｡ 

I2Cバスインタフェースモジュールでスレーブモード動作を行う際は、下記処置を行ってください。 
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• 一連の送信動作の終了時、最終送信データに対するアクノリッジビットとして1を受信した場合には、ICCR

のACKEビットをいったん0にクリアすることで、ACKBビットを0に初期化してください。 

• スレーブモードで次の開始条件が入力される前に受信モード（TRS=0）にセットしてください｡ 

スレーブ送信モードから確実にスレーブ受信モードに切り替えるために、図16.17に従って送信を終了し

てください｡ 

15. マスタモードでのアービトレーションロスト発生時の注意事項 

I2Cバスインタフェースではマスタモードでアービトレーションロストにより、スレーブ受信モードに自動

遷移した場合、アービトレーションロストが発生した送受信フレームのデータをアドレスとして認識する

仕様となっています。 

そのため、マスタモード第1フレーム送信動作でアービトレーションロストが発生せず、第2フレーム目以

降でアービトレーションロストが発生すると、本来アドレスではない送受信データをアドレス値として

SAR、SARXの設定値と比較を行います。このとき、受信データがSAR、SARXの値と一致した場合、I2C

バスインタフェースに対し、アドレスコールがあったものとして動作してしまいます。（図16.27参照） 

マルチマスタ環境でバス権の競合が起こり得る状況にあって、マスタモードで動作させている場合は、1

フレームごとの送受信動作完了時にICSRのALビットの確認を行ってください。 

第2フレーム以降でアービトレーションロストの発生が確認された場合は、異常動作として回避処置を行

ってください。 
 

S ASLA R/W

ICSR AL 1

 

SAR SARX  

S ASLA R/W ADATA2

S ASLA R/W ASLA R/W

ADATA3

ADATA4

DATA1

 

図 16.27 アービトレーションロスト時の動作模式図 

 

本来のI2Cバスプロトコルでは禁止されている動作ですが、スレーブモードで送受信を行っている最中に誤

ってMSTビットを1にセットしてマスタモードに設定した場合も、同様の現象が発生する可能性がありま

す。 

マルチマスタ動作でバス権の競合が予想される場合、ICCRのMSTビットに1をセットするときは、以下の
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手順で行ってください。 

（1）MSTビットのセット直前にICCRのBBSYフラグが0であり、バスがフリー状態であることを確認する 

（2）MSTビットに1を設定する 

（3）MSTビットの設定中にバスがビジー状態にならなかったことを確認する意味で、MSTビットのセッ

ト直後にも、ICCRのBBSYフラグが0であることを確認する 

16. マスタモードでのウェイト動作時の注意事項 

ウェイト機能を使用したマスタモード動作において割り込みフラグIRICビットを7クロック目の立ち下が

りから、8クロック目の立ち下がりの間の期間に1から0にクリアした場合、8クロック目の立ち下がり後に

ウェイトが入らず、9クロック目のクロックパルスが連続的に出力されることがあります。 

ウェイト動作を使用する際はIRICフラグのクリアに関し、以下の点に注意してください。 

9クロック目の立ち上がり時にIRICフラグが1にセットされた後、7クロック目が立ち上がる前（BC2～BC0

カウンタの値が2以上のとき）にIRICフラグをクリアしてください。 

もし、割り込み処理等でIRICフラグクリアが遅れてBCカウンタの値が1または0になった場合は、BC2～BC0

カウンタが0になった後、SCL端子がLになったことを確認してからIRICフラグをクリアしてください。（図

16.28参照） 

SCL

BC2 BC0

IRIC

IRIC    

IRIC

IRIC

SCL L

IRIC BC2 BC0 2

IRIC

1 2 3 4 5 6 7 89

7 6 5 7 6 54 3 2 10

1 2 39

A ASDA

 

図 16.28 ウェイト動作時の IRICフラグクリアタイミング 

17. モジュールストップモード時の割り込み 

割り込み要求された状態でモジュールストップするとCPUの割り込み要因、またはDTCの起動要因のクリ

アができません。事前に割り込みディスエーブルにするなどしてから、モジュールストップモードとして

ください。 
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16.6.1 モジュールストップモードの設定 

モジュールストップコントロールレジスタにより、IICの動作停止／許可を設定することが可能です。初期値

では IICの動作は停止します。モジュールストップモードを解除することより、レジスタのアクセスが可能にな

ります。詳細は、「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
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17. A/D変換器 

本 LSIは、逐次比較方式の 10ビットの A/D変換器を内蔵しており、最大 8チャネルのアナログ入力を選択す

ることができます。A/D変換器のブロック図を図 17.1に示します。 

17.1 特長 
• 分解能：10ビット 

• 入力チャネル：8チャネル 

• 変換時間：1チャネル当たり9.6μs（13.5MHz動作時） 

• 動作モード：2種類 

シングルモード：1チャネルのA/D変換 

スキャンモード：1～4チャネルの連続A/D変換 

• データレジスタ：4本 

A/D変換結果は各チャネルに対応した16ビットデータレジスタに保持 

• サンプル＆ホールド機能付き 

• A/D変換開始方法：3種類 

ソフトウェア 

タイマ（TPUまたは8ビットタイマ）の変換開始トリガ 

外部トリガ信号 

• 割り込み要因 

A/D変換終了割り込み要求（ADI）を発生 

• モジュールストップモードの設定可能 

• アナログ変換電圧範囲の設定可能 

リファレンス電圧端子（Vref）をアナログ基準電圧としてアナログ変換電圧範囲を設定 
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図 17.1 A/D変換器のブロック図 
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17.2 入出力端子 
A/D変換器で使用する端子を表 17.1に示します。アナログ入力端子（AN0～AN7）は 4チャネル×2グルー

プに分割されています。アナログ入力端子 0～3（AN0～AN3）がグループ 0、アナログ入力端子 4～7（AN4～

AN7）がグループ 1になっています。AVCC、AVSS端子は、A/D変換器内部のアナログ部の電源です。Vrefは、

A/D変換基準電圧端子です。 
 

表 17.1 端子構成 

端子名 記号 入出力 機  能 

アナログ電源端子 AVcc 入力 アナログ部の電源端子 

アナロググランド端子 AVss 入力 アナログ部のグランドおよび基準電圧 

リファレンス電圧端子 Vref 入力 A/D変換の基準電圧 

アナログ入力端子 0 AN0* 入力 

アナログ入力端子 1 AN1* 入力 

アナログ入力端子 2 AN2 入力 

アナログ入力端子 3 AN3 入力 

グループ 0のアナログ入力端子 

 

アナログ入力端子 4 AN4 入力 

アナログ入力端子 5 AN5 入力 

アナログ入力端子 6 AN6 入力 

アナログ入力端子 7 AN7 入力 

グループ 1のアナログ入力端子 

A/D外部トリガ入力端子 ADTRG 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力端子 

【注】 * H8S/2239グループ、H8S/2227グループ、H8S/2238R、H8S/2236Rの AN0、AN1は Vcc＝AVcc時のみ使用可能です。 
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17.3 レジスタの説明 
A/D変換器には以下のレジスタがあります。モジュールストップコントロールレジスタについては「24.1.2 

モジュールストップコントロールレジスタ A～C（MSTPCRA～MSTPCRC）」を参照してください。 

• A/DデータレジスタA（ADDRA） 

• A/DデータレジスタB（ADDRB） 

• A/DデータレジスタC（ADDRC） 

• A/DデータレジスタD（ADDRD） 

• A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR） 

• A/Dコントロールレジスタ（ADCR） 

17.3.1 A/Dデータレジスタ A～D（ADDRA～ADDRD） 

ADDRは、A/D変換された結果を格納するための 16ビットのリード専用レジスタで、ADDRA～ADDRDの 4

本があります。各アナログ入力チャネルの変換結果が格納される ADDRは表 17.2のとおりです。 

10ビットの変換データは ADDRのビット 15～6に格納されます。下位 6ビットはリードすると常に 0がリー

ドされます。 

CPU間のデータバスは 8ビット幅です。上位バイトは CPUから直接リードできますが、下位バイトは上位バ

イトリード時にテンポラリレジスタに転送されたデータがリードされます。このため ADDRをリードする場合

は、ワードアクセスするか上位バイトのみリードしてください。 
 

表 17.2 アナログ入力チャネルと ADDRの対応 

アナログ入力チャネル 変換結果が格納される A/Dデータレジスタ 

グループ 0（CH2=0） グループ 1（CH2=1）  

AN0 AN4 ADDRA 

AN1 AN5 ADDRB 

AN2 AN6 ADDRC 

AN3 AN7 ADDRD 
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17.3.2 A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR） 

ADCSRは A/D変換動作を制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 ADF 0 R/(W)* A/Dエンドフラグ 

A/D変換の終了を示すステータスフラグです。 

［セット条件］ 

• シングルモードで A/D変換が終了したとき 

• スキャンモードで選択されたすべてのチャネルの A/D変換が終了したとき 

［クリア条件］ 

• 1の状態をリードしたあと、0をライトしたとき 

• ADI割り込みによりデータトランスファコントローラ（DTC）が起動され、

DTCの DISELが 0で、かつ転送カウンタが 0でないとき 

6 ADIE 0 R/W A/Dインタラプトイネーブル 

1にセットすると ADFによる ADI割り込みがイネーブルになります。 

5 ADST 0 R/W A/Dスタート 

0にクリアすると A/D変換を中止し、待機状態になります。1にセットすると
A/D変換を開始します。シングルモードでは選択したチャネルの A/D変換が終
了すると自動的にクリアされます。スキャンモードではソフトウェア、リセッ

ト、ソフトウェアスタンバイモード、ハードウェアスタンバイモードまたはモ

ジュールストップモードによってクリアされるまで選択されたチャネルを順次

連続変換します。 

ソフトウェア、タイマの変換開始トリガ、または外部トリガ入力端子（ADTRG）
によって 1にセットすることができます。 

4 SCAN 0 R/W スキャンモード 

A/D変換の動作モードを選択します。 

SCANビットの設定は A/D変換停止中（ADST＝0）に行ってください。 

0：シングルモード 

1：スキャンモード 

3 ― 0 R/W リザーブビット 

リードすると 0が読み出されます。ライトするときは 0をライトしてください。 

2 

1 

0 

CH2 

CH1 

CH0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

チャネルセレクト 2～0 
アナログ入力チャネルを選択します。 

SCAN=0のとき SCAN=1のとき 

000：AN0 000：AN0 

001：AN1 001：AN0、AN1 

010：AN2 010：AN0～AN2 

011：AN3 011：AN0～AN3 

100：AN4 100：AN4 

101：AN5 101：AN4、AN5 

110：AN6 110：AN4～AN6 

111：AN7 111：AN4～AN7 
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【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

17.3.3 A/Dコントロールレジスタ（ADCR） 

ADCRは外部トリガによる A/D変換開始をイネーブルにします。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 

6 

TRGS1 

TRGS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

タイマトリガセレクト 1、0 

トリガ信号による A/D変換開始をイネーブルにします。ビットの設定は A/D変

換停止時（ADST=0）に行ってください。 

00：ソフトウェアによる A/D変換の開始 

01：TPUからの変換トリガによる A/D変換の開始 

10：8ビットタイマの変換開始トリガによる A/D変換開始 

11：ADTRGによる A/D変換の開始 

5、4 ― すべて 1 ― リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

3 

2 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

A/D変換時間の設定を行います。A/D変換時間の切り替えは、A/D変換停止時

（ADST=0）に行ってください。A/D変換時間は表 27.10（H8S/2258グループ）、

表 27.23（H8S/2239グループ）、表 27.35（H8S/2238B 、H8S/2236B）、表

27.47（H8S/2238R、H8S/2236R）、表 27.57（H8S/2237グループ、H8S/2227

グループ）に示す範囲に設定してください。 

00：530ステート（max） 

01：266ステート（max） 

10：134ステート（max） 

11：68ステート（max） 

1、0 ― すべて 1 ― リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

 

17.4 バスマスタとのインタフェース 
ADDRA～ADDRDは 16ビットレジスタで、バスマスタとの間のデータバスは 8ビット幅です。そのためバス

マスタからのアクセスは、上位バイトは直接行われますが、下位バイトは 8ビットのテンポラリレジスタ

（TEMP）を介して行います。 

ADDRからのデータのリードは次のように行われます。上位バイトのリードで上位バイトの値は CPUへ、下

位バイトの値は TEMPへ転送されます。次に下位バイトのリードで TEMPの内容が CPUへ転送されます。 

ADDRをリードする場合は、必ず上位バイト、下位バイトの順で行ってください。また、上位バイトのみの

リードは可能ですが、下位バイトのみのリードでは内容は保証されませんので注意してください。 

図 17.2に、ADDRのアクセス時のデータの流れを示します。 
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(H'AA)

ADDRnH
(H'AA)

ADDRnL
(H'40)

(H'40)

ADDRnH
(H'AA)

ADDRnL
(H'40)

TEMP
(H'40)

TEMP
(H'40)

n A D

n A D

 

 

 

図 17.2 ADDRのアクセス動作（H'AA40リード時） 

 

17.5 動作説明 
A/D変換器は逐次比較方式で分解機能は 10ビットです。動作モードにはシングルモードとスキャンモードが

あります。動作モードやアナログ入力チャネルの切り替えは、誤動作を避けるため ADCSRの ADSTビットが 0

の状態で行ってください。動作モードやアナログ入力チャネルの変更と ADSTビットのセットは同時に行うこ

とができます。 
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17.5.1 シングルモード 

シングルモードは、指定された 1チャネルのアナログ入力を以下のように 1回 A/D変換します。 

1. ソフトウェア、タイマの変換開始トリガ、または外部トリガ入力によってADCSRのADSTビットが1にセッ

トされると、選択されたチャネルのA/D変換を開始します。 

2. A/D変換が終了すると、A/D変換結果がそのチャネルに対応するA/Dデータレジスタに転送されます。 

3. A/D変換終了後、ADCSRのADFビットが1にセットされます。このとき、ADIEビットが1にセットされてい

ると、ADI割り込み要求を発生します。 

4. ADSTビットはA/D変換中は1を保持し、変換が終了すると自動的にクリアされてA/D変換器は待機状態にな

ります。A/D変換中にADSTビットを0にクリアすると変換を中止し、A/D変換器は待機状態になります。 
 

ADIE

ADST

ADF

 0 AN0

2

A/D 

21

1

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

 1 AN1

 2 AN2

 3 AN3

*

*

* *

**

A/D 

A/D A/D 

A/D 

**

 

図 17.3 A/D変換器の動作例（シングルモード チャネル 1選択時） 
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17.5.2 スキャンモード 

スキャンモードは指定された最大 4チャネルのアナログ入力を以下のように順次連続して A/D変換します。 
 

1. ソフトウェア、タイマの変換開始トリガ、または外部トリガ入力によってADCSRのADSTビットが1にセッ

トされると、グループの第1チャネル（CH2=0のときAN0、CH2=1のときAN4）からA/D変換を開始します。 

2. それぞれのチャネルのA/D変換が終了するとA/D変換結果は順次そのチャネルに対応するA/Dレジスタに転

送されます。 

3. 選択されたすべてのチャネルのA/D変換が終了するとADCSRのADFビットが1にセットされます。このとき

ADIEビットが1にセットされていると、ADI割り込み要求を発生します。A/D変換器は再びグループの第一

チャネルからA/D変換を開始します。 

4. ADSTビットは自動的にクリアされず、1にセットされている間は2.～3.を繰り返します。ADSTビットを0

にクリアするとA/D変換を中止し、A/D変換器は待機状態になります。 
 

ADST

ADF

1 4

2 5

3

1 4

2

3

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

 0 AN0

 1 AN1

 2 AN2

 3 AN3

*
1 *

1

A/D 

*1

*2

*
1

A/D 

A/D 

A/D 

A/D 

A/D 

A/D 

A/D 

A/D 

A/D 

A/D 

*
2

 

図 17.4 A/D変換器の動作例（スキャンモード AN0～AN2の 3チャネル選択時） 
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17.5.3 入力サンプリングと A/D変換時間 

A/D変換器には、サンプル＆ホールド回路が内蔵されています。A/D変換器は、ADCSRの ADSTビットが 1

にセットされてから A/D変換開始遅延時間（tD）時間経過後、入力のサンプリングを行い、その後変換を開始

します。A/D変換のタイミングを図 17.5に示します。また、A/D変換時間を表 17.3に示します。 

A/D変換時間（tCONV）は、図 17.5に示すように、tDと入力サンプリング時間（tSPL）を含めた時間となりま

す。ここで tDは、ADCSRへのライトタイミングにより決まり、一定値とはなりません。そのため、変換時間は

表 17.3に示す範囲で変化します。 

スキャンモードの変換時間は、表 17.3に示す値が 1回目の変換時間となります。2回目以降の変換時間は表

17.4に示す値となります。 

1

2

tD tSPL

tCONV

φ

ADF

1  ADCSR

2  ADCSR

A/D

A/D

t D

t SPL

t CONV  

図 17.5 A/D変換タイミング 

 



17. A/D変換器 

Rev.6.00  2010.03.18  17-11 
RJJ09B0171-0600 

 

表 17.3 A/D変換時間（シングルモード） 

項目 記号 CKS1＝0 CKS1＝1 

  CKS0＝0 CKS0＝1 CKS0＝0 CKS0＝1 

  min typ max min typ max min typ max min typ max 

A/D変換開始遅延時間 tD 18 － 33 10 － 17 6 － 9 4 － 5 

入力サンプリング時間 tSPL － 127 － － 63 － － 31 － － 15 － 

A/D変換時間 tCONV 515 － 530 259 － 266 131 － 134 67 － 68 

【注】 表中の数値の単位はステートです。 

表 17.4 A/D変換時間（スキャンモード） 

CKS1 CKS0 変換時間（ステート） 

0 0 512（固定） 

 1 256（固定） 

1 0 128（固定） 

 1  64（固定） 

 

17.5.4 外部トリガ入力タイミング 

A/D変換は、外部トリガ入力により開始することも可能です。外部トリガ入力は、ADCRの TRGS1、TRGS0

ビットがそれぞれ1にセットされているとき、ADTRG端子から入力されます。 ADTRGの立ち下がりエッジで、

ADCSRの ADSTビットが 1にセットされ、A/D変換が開始されます。その他の動作は、シングルモード／スキ

ャンモードによらず、ソフトウェアによって ADSTビットを 1にセットした場合と同じです。このタイミング

を図 17.6に示します。 

φ

ADTRG

ADST
A/D

 

図 17.6 外部トリガ入力タイミング 
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17.6 割り込み要因 
A/D変換器は、A/D変換が終了すると、A/D変換終了割り込み（ADI）を発生します。ADI割り込み要求は、

A/D変換終了後 ADCSRの ADFが 1にセットされ、このとき ADIEビットが 1にセットされるとイネーブルに

なります。ADI割り込みで DMAC*および DTCの起動ができます。ADI割り込みで変換されたデータのリード

を DMAC*または DTCで行うと、連続変換がソフトウェアの負担なく実現できます。 
 

表 17.5 A/D変換器の割り込み要因 

名称 割り込み要因 割り込みフラグ DTCの起動 DMAC*の起動 

ADI A/D変換終了 ADF 可 可 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
 

17.7 A/D変換精度の定義 
本 LSIの A/D変換精度の定義は以下のとおりです。 

• 分解能 

A/D変換器のデジタル出力コード数。 

• 量子化誤差 

A/D変換器が本質的に有する偏差であり、1/2 LSBで与えられる（図17.7）。 

• オフセット誤差 

デジタル出力が最小電圧値B'0000000000（H'000）からB'0000000001（H'001）に変化するときのアナログ入

力電圧値の理想A/D変換特性からの偏差（図17.8）。 

• フルスケール誤差 

デジタル出力がB'1111111110（H'3FE）からB'1111111111（H'3FF）に変化するときのアナログ入力電圧値

の理想A/D変換特性からの偏差（図17.8）。 

• 非直線性誤差 

ゼロ電圧からフルスケール電圧までの間の理想A/D変換特性からの誤差。ただし、オフセット誤差、フル

スケール誤差、量子化誤差を含まない（図17.8）。 

• 絶対精度 

デジタル値とアナログ入力値との偏差。オフセット誤差、フルスケール誤差、量子化誤差および非直線誤

差を含む。 
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図 17.7 A/D変換精度の定義 

FS

A/D 

 A/D

 

図 17.8 A/D変換精度の定義 
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17.8 使用上の注意事項 

17.8.1 モジュールストップモードの設定 

モジュールストップコントロールレジスタにより、A/D変換器の動作禁止／許可を設定することが可能です。

初期値では、A/D変換器の動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタの

アクセスが可能になります。詳細は、「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
 

17.8.2 許容信号源インピーダンスについて 

本 LSIのアナログ入力は、信号源インピーダンスが 5kΩ以下の入力信号に対し、変換精度が保証される設計

となっております。これは A/D変換器のサンプル＆ホールド回路の入力容量をサンプリング時間内に充電する

ための規格で、センサの出力インピーダンスが 5kΩを超える場合充電不足が生じて、A/D変換精度が保証でき

なくなります。シングルモードで変換を行うときに外部に大容量を設けている場合、入力の負荷は実質的に内

部入力抵抗の 10kΩだけになりますので、信号源インピーダンスは不問となります。ただし、ローパスフィルタ

となりますので、微分係数の大きなアナログ信号（たとえば 5mV/μs以上）には追従できないことがあります（図

17.9）。高速のアナログ信号を変換する場合や、スキャンモードで変換を行う場合には、低インピーダンスの

バッファを入れてください。 
 

17.8.3 絶対精度への影響 

容量を付加することにより、GNDとのカップリングを受けることになりますので、GNDにノイズがあると絶

対精度が悪化する可能性がありますので、必ず AVssなどの電気的に安定な GNDに接続してください。 

またフィルタ回路が実装基板上でデジタル信号と交渉したり、アンテナとならないように注意してください。 
 

A/D
LSI

20pF
Cin =
15pF

10kΩ 5kΩ

C
0.1µF

 

図 17.9 アナログ入力回路の例 
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17.8.4 アナログ電源端子ほかの設定範囲 

以下に示す電圧の設定範囲を超えて LSIを使用した場合、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 

• アナログ入力電圧の設定範囲 

A/D変換中、アナログ入力端子ANnに印加する電圧はAVss≦ANn≦AVccの範囲としてください。 

• AVcc、AVssとVcc、Vssの関係 

AVcc、AVssとVcc、Vssとの関係はAVss＝Vssとし、さらに、A/D変換器を使用しないときもAVcc、AVss端

子をオープンにしないでください。また、H8S/2239グループ、H8S/2227グループ、H8S/2238R、H8S/2236R

のアナログ入力端子AN0、AN1はVcc＝AVcc時のみ使用可能となります。 

• Vrefの設定範囲 

Vref端子によるリファレンス電圧の設定範囲はVref≦AVccにしてください。 
 

17.8.5 ボード設計上の注意事項 

ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してください。また、デジタル回路の信

号線とアナログ回路の信号配線を交差させたり、近接させないでください。誘導によりアナログ回路が誤動作

し、A/D変換値に悪影響を及ぼします。アナログ入力端子（AN0～AN7）、アナログ電源電圧（AVCC）は、ア

ナロググランド（AVSS）で、デジタル回路と分離してください。さらに、アナロググランド（AVSS）は、ボー

ド上の安定したグランド（VSS）に一点接続してください。 
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17.8.6 ノイズ対策上の注意事項 

過大なサージなど異常電圧によるアナログ入力端子（AN0～AN7）の破壊を防ぐために、図 17.10に示すよう

に AVcc-AVss間に保護回路を接続してください。AVccに接続するバイパスコンデンサ、AN0～AN7に接続する

フィルタ用のコンデンサは、必ず AVssに接続してください。 

なお、フィルタ用のコンデンサを接続すると、AN0～AN7の入力電流が平均化されるため、誤差を生じるこ

とがあります。また、スキャンモードなどで A/D変換を頻繁に行う場合、A/D変換器内部のサンプル&ホール

ド回路の容量に充放電される電流が入力インピーダンス（Rin）を経由して入力される電流を上回ると、アナロ

グ入力端子の電圧に誤差を生じます。したがって、回路定数は十分ご検討のうえ決定してください。 

AVCC

Vref

*
1 AN0 AN7

AVSS

 

 *1

*2  Rin

*
1

Rin
*

2

100Ω

0.1µF

0.01µF10µF

 

図 17.10 アナログ入力保護回路の例 

 
表 17.6 アナログ端子の規格 

項目 min max 単位 

アナログ入力容量 － 20 pF 

許容信号源インピーダンス － 5 kΩ 
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 A/DAN0 AN7

10kΩ

 

図 17.11 アナログ入力端子等価回路 
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18. D/A変換器 

18.1 特長 
• 分解能：8ビット 

• 出力チャネル：2チャネル 

• 変換時間：最大10μs（負荷容量20pF時） 

• 出力電圧：0V～Vref 

• モジュールストップモードの設定可能 

【注】 H8S/2227グループは D/A変換器を内蔵していません。 
 

Vref

AVCC

DA1

DA0

AVSS

8

D/A

D
A
D
R
0

D
A
D
R
1

D
A
C
R

DACR  D/A

DADR0 D/A 0

DADR1 D/A 1  

図 18.1 D/A変換器のブロック図 
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18.2 入出力端子 
D/A変換器で使用する入出力端子を表 18.1に示します。 

 
表 18.1 端子構成 

名 称 記号 入出力 機  能 

アナログ電源端子 AVCC 入力 アナログ部の電源 

アナロググランド端子 AVSS 入力 アナログ部のグランドおよび基準電圧 

アナログ出力端子 0 DA0 出力 チャネル 0のアナログ出力 

アナログ出力端子 1 DA1 出力 チャネル 1のアナログ出力 

リファレンス電圧端子 Vref 入力 アナログ部の基準電圧 

 

18.3 レジスタの説明 
D/A変換器には以下のレジスタがあります。なお、モジュールストップコントロールレジスタについては「24.1.2 

モジュールストップコントロールレジスタ A～C（MSTPCRA～MSTPCRC）」を参照してください。 

• D/Aデータレジスタ0（DADR0） 

• D/Aデータレジスタ1（DADR1） 

• D/Aコントロールレジスタ（DACR） 

18.3.1 D/Aデータレジスタ 0、1（DADR0、DADR1） 

D/Aデータレジスタは、D/A変換を行うデータを格納するための 8ビットのリード／ライト可能なレジスタで

す。アナログ出力を許可すると、D/Aデータレジスタの値が変換され、アナログ出力端子に出力されます。 
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18.3.2 D/Aコントロールレジスタ（DACR） 

DACRは D/A変換器の動作を制御します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 DAOE1 0 R/W D/Aアウトプットイネーブル 1 

D/A変換とアナログ出力を制御します。 

0：アナログ出力 DA1を禁止 

1：チャネル 1の D/A変換を許可。アナログ出力 DA1を許可 

6 DAOE0 0 R/W D/Aアウトプットイネーブル 0 

D/A変換とアナログ出力を制御します。 

0：アナログ出力 DA0を禁止 

1：チャネル 0の D/A変換を許可。アナログ出力 DA0を許可 

5 DAE 0 R/W D/Aイネーブル 

DAOE0、DAOE1ビットとの組み合わせで、D/A変換を制御します。DAEビ

ットが 0にクリアされているとチャネル 0、1の D/A変換は独立に制御されま

す。DAEビットが 1にセットされているとチャネル 0、1の D/A変換は一括し

て制御されます。変換結果の出力は、DAOE0、DAOE1ビットにより制御され

ます。詳細は表 18.2を参照してください。 

4～0 

 

― 

 

すべて 1

 

― 

 

リザーブビット 

リードすると常に 1が読み出されます。ライトは無効です。 

 
表 18.2 D/A変換の制御 

ビット 5 ビット 7 ビット 6 説  明 

DAE DAOE1 DAOE0  

0 0 0 D/A変換を禁止 

  1 チャネル 0の D/A変換を許可 

 1 0 チャネル 1の D/A変換を許可 

  1 チャネル 0、1の D/A変換を許可 

1 0 0 D/A変換を禁止 

  1 チャネル 0、1の D/A変換を許可 

 1 0  

  1  
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18.4 動作説明 
2チャネルの D/A変換器は、それぞれ独立して変換を行うことができます。 

DACRの DAOEビットを 1にセットすると、D/A変換が許可され変換結果が出力されます。 

チャネル 0のD/A変換を行う場合の動作例を以下に示します。このときの動作タイミングを図 18.2に示します。 

1. DADR0に変換データをライトします。 

2. DACRのDAOE0ビットを1にセットすると、D/A変換が開始されます。tDCONV時間経過後、変換結果がアナロ

グ出力端子DA0より出力されます。DADR0を書き換えるかDAOE0ビットを0にクリアするまで、この変換結

果が出力され続けます。出力値は以下の式で表されます。 

DADR

256
Vref

 

3. DADR0を書き換えると、直ちに変換が開始されます。tDCONV時間経過後、変換結果が出力されます。 

4. DAOE0ビットを0にクリアすると、アナログ出力を禁止します。 

DADR0 DACR DADR0 DACR 

φ

DADR0

DAOE0

DA0

1 2

1 2

tDCONVtDCONV

tDCONV D/A  

図 18.2 D/A変換器の動作例 
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18.5 使用上の注意事項 

18.5.1 低消費電力モード時のアナログ電源電流 

D/A変換を許可した状況で本 LSIがソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、

サブスリープモード、またはモジュールストップモードの低消費電力モードになると、デジタル値は保持されま

すが、アナログ出力値は規定の D/A絶対精度を満足できません*。また、アナログ電源電流は D/A変換中と同等

になります。これらの低消費電力モードでアナログ電源電流を低減する必要がある場合は、各モードへ遷移する

前に DAOE0、DAOE1、DAEビットをすべて 0にクリアして D/A出力を禁止にしてください。 

【注】 * H8S/2258グループ、H8S/2238B、H8S/2236Bは規定の D/A絶対精度を満足します。 
 

18.5.2 モジュールストップモードの設定 

モジュールストップコントロールレジスタにより、D/A変換器の動作禁止／許可を設定することが可能です。

初期値では、D/A変換器の動作は停止します。モジュールストップモードを解除することにより、レジスタのア

クセスが可能になります。詳細は、「第 24章 低消費電力状態」を参照してください。 
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19. RAM 

H8S/2239は 32Kバイト、H8S/2258、H8S/2238B、H8S/2238R、H8S/2237、H8S/2227は 16Kバイト、H8S/2256、

H8S/2236B、H8S/2236Rは 8Kバイト、H8S/2235、H8S/2233、H8S/2225、H8S/2224、H8S/2223は 4Kバイトの高速

スタティック RAMを内蔵しています。RAMは、CPUと 16ビット幅のデータバスで接続されており、バイトデ

ータ、ワードデータにかかわらず、1ステートでアクセスできます。 
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20. フラッシュメモリ（F-ZTAT版） 

フラッシュメモリ版に内蔵されているフラッシュメモリの特長は以下のとおりです。フラッシュメモリのブ

ロック図を図 20.1に示します。 

20.1 特長 
• 容量 

H8S/2239：384Kバイト 

H8S/2258：256Kバイト 

H8S/2238B：256Kバイト 

H8S/2238R：256Kバイト 

H8S/2227：128Kバイト 

• 書き込み／消去方式 

書き込みは128バイト単位の同時書き込み方式です。消去はブロック単位で行います。フラッシュメモリ

は、H8S/2239の場合64Kバイト×5ブロック、32Kバイト×1ブロック、4Kバイト×8ブロックで、H8S/2258、

H8S/2238B、およびH8S/2238Rの場合64Kバイト×3ブロック、32Kバイト×1ブロック、4Kバイト×8ブロッ

クで、H8S/2227の場合32Kバイト×2ブロック、28Kバイト×1ブロック、16Kバイト×1ブロック、8Kバイ

ト×2ブロック、1Kバイト×4ブロックで構成されています。全面消去を行う場合も1ブロックずつ消去し

てください。 

• 書き換え回数 

100回まで書き換え可能です。 

• オンボードプログラミングモード：2種類 

ブートモード 

ユーザプログラムモード 

内蔵ブートプログラムを起動して全面消去、書き込みを行うブートモードにより、オンボードでの書き込

み／消去ができます。このほか、通常のユーザプログラムモードでもオンボードで任意のブロックを消去

し、書き換えることが可能です。 

• ビットレート自動合わせ込み 

ブートモードでデータ転送時、ホストの転送ビットレートと本LSIのビットレートを自動的に合わせ込みま

す。 
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• 書き込み／消去プロテクト 

ハードウェアプロテクト、ソフトウェアプロテクト、エラープロテクトの3種類でフラッシュメモリの書き

込み／消去に対するプロテクトを設定できます。 

• ライタモード 

オンボードプログラミングのほかにPROMライタを用いて書き込み／消去を行うライタモードがありま

す。 

• RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション機能 

フラッシュメモリとRAMの一部を重ね合わせることで、フラッシュメモリの書き換えをリアルタイムにエ

ミュレートすることができます。 

H8S/2239 384K

H8S/2258 256K

H8S/2238B 256K

H8S/2238R 256K

H8S/2227 128K

16

FWEFLMCR2

FLMCR1

FLMCR2

EBR1

EBR2

RAMER

FLPWCR

1

2

1

2

RAM

EBR1

EBR2

RAMER

FLMCR1

FLPWCR

 

図 20.1 フラッシュメモリのブロック図 
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20.2 モード遷移図 
リセット状態でモード端子と FWE端子を設定しリセットスタートすると、本 LSIは図 20.2に示すような動

作モードへ遷移します。ユーザモードではフラッシュメモリの読み出しはできますが、フラッシュメモリの書

き込み／消去はできません。フラッシュメモリへの書き込み／消去を行えるモードとしてブートモード、ユー

ザプログラムモード、ライタモードがあります。 

表 20.1にブートモードとユーザプログラムモードの相違点を示します。図 20.3にブートモードを、図 20.4

にユーザプログラムモードを示します。 
M

D
1

1
M

D
2

0
 F

W
E

1

R
E

S
0

RES 0

FWE 1
FWE 0

*
1

*
1

*
2

*
3

M
D
1

1
M

D
2

1
FW

E
1

R
E
S

0

MD1
1

MD2
1

FWE
0

RES
0

*1

*2

RAM

H8S/2258 H8S/2239 H8S/2238B

H8S/2238R

MD0 0 MD1 0 MD2 0

P14 0 P16 0 PF0 1

*3 H8S/2227

MD0 0 MD1 0 MD2 0

P14 0 P16 0 PF0 1 PF3 1

CPU

 

図 20.2 フラッシュメモリに関する状態遷移 

 
表 20.1 ブートモードとユーザプログラムモードの相違点 

 ブートモード ユーザプログラムモード 

全面消去 ○ ○ 

ブロック分割消去 × ○ 

書き換え制御プログラム* プログラム／プログラムベリファイ 

 

プログラム／プログラムベリファイ 

イレース／イレースベリファイ 

エミュレーション 

【注】*    推奨するアルゴリズムに沿って、ユーザ側で用意してください。 
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RAM
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LSI

RAM

SCI

LSI

RAM

SCI

LSI

RAM

SCI

1. 2. 

LSI

LSI

RAM SCI

RAM

3. 

RAM

H'FF

4. 

RAM

 

図 20.3 ブートモード（例） 
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LSI

RAM

SCI

LSI

RAM

SCI

LSI

RAM

SCI

LSI

RAM

SCI

1. 

1

FWE 2

RAM

3

2. 

RAM

3. 

RAM

H'FF

4. 

FWE

FWEFWE

FWE

 

図 20.4 ユーザプログラムモード（例） 
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20.3 ブロック構成 
図 20.5に 384Kバイト、図 20.6に 256Kバイト、図 20.7に 128Kバイトのフラッシュメモリのブロック構成

を示します。太線枠は消去ブロックを表します。細線枠は書き込みの単位を表し、枠内の数値はアドレスを示

します。384Kバイトのフラッシュメモリは 4Kバイト（8ブロック）、32Kバイト（1ブロック）、64Kバイト

（5ブロック）に、256Kバイトのフラッシュメモリは 4Kバイト（8ブロック）、32Kバイト（1ブロック）、

64Kバイト（3ブロック）に、128Kバイトのフラッシュメモリは 1Kバイト（4ブロック）、16Kバイト（1ブ

ロック）、28Kバイト（1ブロック）、8Kバイト（2ブロック）、32Kバイト（2ブロック）に分割されていて、

消去はこの単位で行います。書き込みは下位アドレスが H'00または H'80で始まる 128バイト単位で行います。 
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EB0

4K

EB1

4K

EB2

4K

EB3

4K

EB4

4K

EB5

4K

EB6

4K

EB7

4K

EB8

32K

EB9

64K

EB10

64K

EB11

64K

H'000000 H'000001 H'000002 H'00007F

H'000FFF

H'00107F

H'00607F

H'006FFF

H'00707F

H'007FFF

H'001FFF

H'00207F

H'002FFF

H'00307F

H'003FFF

H'03FFFF

H'00807F

H'00FFFF

H'01007F

H'01FFFF

H'02007F

H'02FFFF

H'03007F

128

128

128

128

128

128

128

128

128

128

H'001000 H'001001 H'001002

H'002000 H'002001 H'002002

H'003000 H'003001 H'003002

H'006000 H'006001 H'006002

H'007000 H'007001 H'007002

H'008000 H'008001 H'008002

H'010000 H'010001 H'010002

H'020000 H'020001 H'020002

H'030000 H'030001 H'030002

H'00407F

H'004FFF

128H'004000 H'004001 H'004002

H'00507F

H'005FFF

128H'005000 H'005001 H'005002

EB12

64K

EB13

64K

H'05FFFF

H'04007F

H'04FFFF

H'05007F

128

128

H'040000 H'040001 H'040002

H'050000 H'050001 H'050002

 

図 20.5 384Kバイトのフラッシュメモリのブロック構成 
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図 20.6 256Kバイトのフラッシュメモリのブロック構成 
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EB0

1K

EB1

1K

EB2

1K

EB3

1K

EB4

28K

EB5

16K

EB6

8K

EB7

8K

EB8

32K

EB9

32K

H'000000 H'000001 H'000002 H'00007F
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H'00047F
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H'000C7F
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H'007FFF
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H'01FFFF

H'00C07F
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H'018000 H'018001 H'018002

H'000380 H'000381 H'000382

H'000780 H'000781 H'000782

H'000B80 H'000B81 H'000B82

H'000F80 H'000F81 H'000F82

H'007F80 H'007F81 H'007F82

H'017F80 H'017F81 H'017F82

H'01FF80 H'01FF81 H'01FF82

H'00BF80 H'00BF81 H'00BF82

H'00DF80 H'00DF81 H'00DF82

H'00FF80 H'00FF81 H'00FF82

 

図 20.7 128Kバイトのフラッシュメモリのブロック構成 
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20.4 入出力端子 
フラッシュメモリは表 20.2に示す端子により制御されます。 

 
表 20.2 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

RES 入力 リセット 

FWE 入力 フラッシュの書き込み／消去をハードウェアプロテクト 

MD2 入力 動作モードを設定 

MD1 入力 動作モードを設定 

MD0 入力 動作モードを設定 

PF0 入力 ライタモードの動作モードを設定 

P16 入力 ライタモードの動作モードを設定 

P14 入力 ライタモードの動作モードを設定 

TxD* 出力 シリアル送信データ出力 

RxD* 入力 シリアル受信データ入力 

【注】 * H8S/2258、H8S/2239、H8S/2238B、および H8S/2238Rは SCI_2（TxD2、RxD2）を使用、H8S/2227は SCI_0（TxD0、

RxD0）を使用。 
 

20.5 レジスタの説明 
フラッシュメモリには以下のレジスタがあります。 

• フラッシュメモリコントロールレジスタ1（FLMCR1） 

• フラッシュメモリコントロールレジスタ2（FLMCR2） 

• 消去ブロック指定レジスタ1（EBR1） 

• 消去ブロック指定レジスタ2（EBR2） 

• RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 

• フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ（FLPWCR） 

• シリアルコントロールレジスタX（SCRX） 
 
マスク ROM版には上記レジスタは存在しませんので、リードすると不定値が読み出されます。ライトは無効

です。 
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20.5.1 フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1） 

FLMCR1はフラッシュメモリをプログラムモード、プログラムベリファイモード、イレースモード、イレー

スベリファイモードに遷移させます。具体的な設定方法については「20.8 フラッシュメモリの書き込み／消

去」を参照してください。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 FWE ― R フラッシュライトイネーブル 

FWE端子の入力レベルが反映されます。FWE端子が Lowレベルのとき 0、High

レベルのとき 1となります。0のときハードウェアプロテクト状態になります。 

6 SWE1 0 R/W ソフトウェアライトイネーブル 

このビットが 1のときフラッシュメモリの書き込み／消去が可能となります。

0のときこのレジスタの 5～0ビットと EBR1、EBR2の各ビットはセットでき

ません。 

［セット条件］ 

• FWE=1のとき 

5 ESU1 0 R/W イレースセットアップ 

1にセットするとイレースセットアップ状態となり、クリアするとセットアッ

プ状態を解除します。E1ビットを 1にセットする前にセットしてください。 

［セット条件］ 

• FWE=1、SWE=1のとき 

4 PSU1 0 R/W プログラムセットアップ 

1にセットするとプログラムセットセットアップ状態となり、クリアするとセ

ットアップ状態を解除します。P1ビットを 1にセットする前にセットしてく

ださい。 

［セット条件］ 

• FWE=1、SWE1=1のとき 

3 EV1 0 R/W イレースベリファイ 

1にセットするとイレースベリファイモードへ遷移し、クリアするとイレース

ベリファイモードを解除します。 

［セット条件］ 

• FWE=1、SWE1=1のとき 

2 PV1 0 R/W プログラムベリファイ 

1にセットするとプログラムベリファイモードへ遷移し、クリアするとプログ

ラムベリファイモードを解除します。 

［セット条件］ 

• FWE=1、SWE1=1のとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

1 E1 0 R/W イレース 

SWE1＝1、ESU1＝1の状態でこのビットを 1にセットするとイレースモード

へ遷移し、クリアするとイレースモードを解除します。 

［セット条件］ 

• FWE=1、SWE1=1、ESU1=1のとき 

0 P1 0 R/W プログラム 

SWE1＝1、PSU1＝1の状態でこのビットを 1にセットするとプログラムモー

ドへ遷移し、クリアするとプログラムモードを解除します。 

［セット条件］ 

• FWE=1、SWE1=1、PSU1=1のとき 

 

20.5.2 フラッシュメモリコントロールレジスタ 2（FLMCR2） 

FLMCR2はフラッシュメモリの書き込み／消去の状態を表示します。FLMCR2は読み出し専用レジスタです。

書き込みはしないでください。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 FLER 0 R このビットはフラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーを検出し、エラ

ープロテクト状態となったときセットされます。 

詳細は「20.9.3 エラープロテクト」を参照してください。 

6～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 
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20.5.3 消去ブロック指定レジスタ 1（EBR1） 

フラッシュメモリの消去ブロックを指定するレジスタです。FLMCR1の SWE1ビットが 0のときは EBR1は

H'00に初期化されます。このレジスタは EBR2と合わせて 2ビット以上同時に１に設定しないでください。設

定すると EBR1と EBR2は 0にオートクリアされます。 

• 384Kバイト、256Kバイトフラッシュメモリの場合 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 EB7 0 R/W このビットが 1のとき EB7（H'007000～H'007FFF）の 4Kバイトが消去対象
となります。 

6 EB6 0 R/W このビットが 1のとき EB6（H'006000～H'006FFF）の 4Kバイトが消去対象
となります。 

5 EB5 0 R/W このビットが 1のとき EB5（H'005000～H'005FFF）の 4Kバイトが消去対象
となります。 

4 EB4 0 R/W このビットが 1のとき EB4（H'004000～H'004FFF）の 4Kバイトが消去対象
となります。 

3 EB3 0 R/W このビットが 1のとき EB3（H'003000～H'003FFF）の 4Kバイトが消去対象
となります。 

2 EB2 0 R/W このビットが 1のとき EB2（H'002000～H'002FFF）の 4Kバイトが消去対象
となります。 

1 EB1 0 R/W このビットが 1のとき EB1（H'001000～H'001FFF）の 4Kバイトが消去対象
となります。 

0 EB0 0 R/W このビットが 1のとき EB0（H'000000～H'000FFF）の 4Kバイトが消去対象
となります。 

 
• 128Kバイトフラッシュメモリの場合 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 EB7 0 R/W このビットが 1のとき EB7（H'00E000～H'00FFFF）の 8Kバイトが消去対象

となります。 

6 EB6 0 R/W このビットが 1のとき EB6（H'00C000～H'00DFFF）の 8Kバイトが消去対象

となります。 

5 EB5 0 R/W このビットが 1のとき EB5（H'008000～H'00BFFF）の 16Kバイトが消去対象

となります。 

4 EB4 0 R/W このビットが 1のとき EB4（H'001000～H'007FFF）の 28Kバイトが消去対象

となります。 

3 EB3 0 R/W このビットが 1のとき EB3（H'000C00～H'000FFF）の 1Kバイトが消去対象

となります。 

2 EB2 0 R/W このビットが 1のとき EB2（H'000800～H'000BFF）の 1Kバイトが消去対象

となります。 

1 EB1 0 R/W このビットが 1のとき EB1（H'000400～H'0007FF）の 1Kバイトが消去対象

となります。 

0 EB0 0 R/W このビットが 1のとき EB0（H'000000～H'0003FF）の 1Kバイトが消去対象

となります。 
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20.5.4 消去ブロック指定レジスタ 2（EBR2） 

フラッシュメモリの消去ブロックを指定するレジスタです。FLMCR1の SWE1ビットが 0のときは EBR2は

H'00に初期化されます。このレジスタは EBR1と合わせて 2ビット以上同時に 1に設定しないでください。設

定すると EBR1と EBR2は 0にオートクリアされます。 

• 384Kバイトフラッシュメモリの場合 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7、6 ― すべて 0 R/W リザーブビット 

ライトするときは、必ず 0をライトしてください。 

5 EB13 0 R/W このビットが 1のとき EB13（H'050000～H'05FFFF）の 64Kバイトが消去対
象となります。 

4 EB12 0 R/W このビットが 1のとき EB12（H'040000～H'04FFFF）の 64Kバイトが消去対
象となります。 

3 EB11 0 R/W このビットが 1のとき EB11（H'030000～H'03FFFF）の 64Kバイトが消去対
象となります。 

2 EB10 0 R/W このビットが 1のとき EB10（H'020000～H'02FFFF）の 64Kバイトが消去対
象となります。 

1 EB9 0 R/W このビットが 1のとき EB 9（H'010000～H'01FFFF）の 64Kバイトが消去対象
となります。 

0 EB8 0 R/W このビットが 1のとき EB 8（H'008000～H'00FFFF）の 32Kバイトが消去対象
となります。 

 
• 256Kバイトフラッシュメモリの場合 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7～4 － すべて 0 R/(W) リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

3 EB11 0 R/W このビットが 1のとき EB11（H'030000～H'03FFFF）の 64Kバイトが消去対

象となります。 

2 EB10 0 R/W このビットが 1のとき EB10（H'020000～H'02FFFF）の 64Kバイトが消去対

象となります。 

1 EB9 0 R/W このビットが 1のとき EB9（H'010000～H'01FFFF）の 64Kバイトが消去対象

となります。 

0 EB8 0 R/W このビットが 1のとき EB8（H'008000～H'00FFFF）の 32Kバイトが消去対象

となります。 
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• 128Kバイトフラッシュメモリの場合 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7～2 － すべて 0 R/(W) リザーブビット 

初期値を変更しないでください。 

1 EB9 0 R/W このビットが 1のとき EB9（H'018000～H'01FFFF）の 32Kバイトが消去対象

となります。 

0 EB8 0 R/W このビットが 1のとき EB8（H'010000～H'017FFF）の 32Kバイトが消去対象

となります。 
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20.5.5 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 

フラッシュメモリのリアルタイムな書き換えをエミュレートするときに、RAMの一部と重ね合わせるフラッ

シュメモリのエリアを設定するレジスタです。RAMERの設定は、ユーザモード、ユーザプログラミングモード

で行ってください。エミュレーション機能を確実に動作させるために、本レジスタの書き換え直後に RAMエミ

ュレーションの対象 ROMをアクセスしないでください。直後にアクセスした場合には正常なアクセスは保証さ

れません。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7～5 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

4 ― 0 R/W リザーブビット 

書き込み時は必ず 0としてください。 

3 RAMS 0 R/W RAMセレクト 

RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション選択ビットです。このビッ

トが 1のとき、RAMの一部がフラッシュメモリにオーバラップされ、フラッ

シュメモリは全ブロック書き込み／消去プロテクト状態となります。 

2 

1 

0 

RAM2 

RAM1 

RAM0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

フラッシュメモリエリア選択 

RAMSが 1のとき、RAMの領域とオーバラップさせるフラッシュメモリのエ

リアを選択します。これらのエリアは 384Kバイト、256Kバイトフラッシュメ

モリの場合 4Kバイトの、128Kバイトフラッシュメモリの場合 1Kバイトの消

去ブロックに対応しています。 

384Kバイト、256Kバイトフラッシュメモリ 128Kバイトフラッシュメモリ 

000：H'000000～H'000FFF(EB0) H'000000～H'0003FF(EB0) 

001：H'001000～H'001FFF(EB1) H'000400～H'0007FF(EB1) 

010：H'002000～H'002FFF(EB2) H'000800～H'000BFF(EB2) 

011：H'003000～H'003FFF(EB3) H'000C00～H'000FFF(EB3) 

100：H'004000～H'004FFF(EB4) 設定禁止 

101：H'005000～H'005FFF(EB5) 設定禁止 

110：H'006000～H'006FFF(EB6) 設定禁止 

111：H'007000～H'007FFF(EB7) 設定禁止 
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20.5.6 フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ（FLPWCR） 

本 LSIがサブアクティブモードに遷移する際に、フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移の許可／禁

止を設定するレジスタです。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 PDWND 0 R/W パワーダウンディスエーブル 

サブアクティブモードに遷移する際に、フラッシュメモリの低消費電力モード

への遷移の許可／禁止を設定するビットです。 

0：フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移を許可 

1：フラッシュメモリの低消費電力モードへの遷移を禁止 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

 

20.5.7 シリアルコントロールレジスタ X（SCRX） 

SCRXは、レジスタアクセスの制御を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 － 0 R/W リザーブビット 

0をライトしてください。 

6 

5 

IICX1 

IICX0 

0 

0 

R/W 

R/W 

I2Cトランスファセレクト 1、0 

詳細は「16.3.5 シリアルコントロールレジスタ X（SCRX）」を参照してくだ

さい。 

4 IICE 0 R/W I2Cマスタイネーブル 

詳細は「16.3.5 シリアルコントロールレジスタ X（SCRX）」を参照してくだ

さい。 

3 FLSHE 0 R/W フラッシュメモリコントロールレジスタイネーブル 

フラッシュメモリの制御レジスタ（FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2）の

CPUアクセスを制御します。FLSHEビットを 1にセットすると、フラッシュ

メモリ制御レジスタをリード／ライトすることができます。0にクリアすると

フラッシュメモリの制御レジスタは非選択となります。このとき、フラッシュ

メモリ制御レジスタの内容は保持されています。 

0：アドレス H'FFFFA8～H'FFFFACのエリアはフラッシュ制御レジスタを 

非選択 

1：アドレス H'FFFFA8～H'FFFFACのエリアはフラッシュ制御レジスタを 

選択 

2～0 － すべて 0 R/W リザーブビット 

ライトするときは 0をライトしてください。 
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20.6 オンボードプログラミングモード 
オンボードプログラミングモードに設定すると、内蔵フラッシュメモリへの書き込み、消去、ベリファイを

行うことができます。本モードには 2種類の動作モード（ブートモード、ユーザプログラムモード）がありま

す。各モードの設定方法は、表 20.3を参照してください。また、フラッシュメモリに関する各モードへの状態

遷移図は、図 20.2を参照してください。 
 

表 20.3 オンボードプログラミングモード設定方法 

モード設定 FWE MD2 MD1 MD0 

ブートモード 拡張モード 1 0 1 0 

 シングルチップモード 1 0 1 1 

ユーザプログラムモード 拡張モード 1 1 1 0 

 シングルチップモード 1 1 1 1 

 

20.6.1 ブートモード 

ブートモードにおけるリセット解除から書き込み制御プログラムに分岐するまでの動作を表 20.4に示します。 

1. ブートモードではフラッシュメモリへの書き込み制御プログラムをホスト側に準備しておく必要がありま

す。書き込み制御プログラムは「20.8 フラッシュメモリの書き込み／消去」に沿ったものを用意してく

ださい。 

ブートモードは、フラッシュメモリに書き込まれているデータがある場合（全データが1でないとき）、フ

ラッシュメモリの全ブロックを消去します。ブートモードはオンボード状態での初期の書き込み、あるい

はユーザプログラムモードで起動するプログラムに従って消去し、ユーザプログラムモードが実行できな

くなった場合の強制復帰などに使用してください。 

2. SCIは調歩同期式モードに設定され、送受信フォーマットは「8ビットデータ、1ストップビット、パリティ

なし」です。 

3. ブートプログラムが起動すると、ホストから連続送信される調歩同期式シリアル通信データH'00のLow期

間を測定してビットレートを計算し、SCIのビットレートをホストのビットレートに合わせ込みます。リセ

ット解除はRxD端子がHighの状態で行ってください。必要に応じてRxD端子およびTxD端子は、ボード上で

プルアップしてください。リセット解除からLow期間を測定できるまで約100ステートかかります。 

4. ビットレートの合わせ込みが終了すると調整終了の合図としてH'00を1バイト送信しますので、ホストは調

整終了の合図を正常に受信したらH'55を1バイト送信してください。正常に受信できなかった場合はリセッ

トによりブートモードを再起動してください。ホスト側のビットレートと本LSIのシステムクロック周波数

の組み合わせによっては許容範囲内にビットレートを合わせ込めない場合が生じます。このため、ホスト

の転送ビットレートと本LSIのシステムクロック周波数を表20.5の範囲としてください。 
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5. ブートモードでは内蔵RAMの一部をブートプログラムで使用します。ホスト側から送信される書き込み制

御プログラムを格納できるエリアはH'FFC000～H'FFDFFF番地です。プログラムの実行が書き込み制御プロ

グラムへ移行するまでブートプログラムエリアは使用できません。 

6. 書き込み制御プログラムに分岐するときSCIは送受信動作を終了（SCRのRE＝0、TE＝0）しますが、BRR

には合わせ込んだビットレートの値は保持されるので、引き続き書き込み制御プログラムでホストとの間

の書き込みデータやベリファイデータの送受信に使用できます。TxD端子はHighレベル出力状態となって

います。書き込み制御プログラムへ分岐直後のCPUの汎用レジスタは不定です。特にスタックポインタは

サブルーチンコールなどで暗黙的に使用されるため、書き込み制御プログラムの冒頭で初期化してくださ

い。 

7. ブートモードはリセットにより解除されます。リセット端子をLowレベルにして最低20ステート経過後、

FWE端子とMD端子を設定してリセットを解除*してください。WDTのオーバフローリセットが発生した場

合もブートモードは解除されます。 

8. フラッシュメモリへの書き込み中、あるいは消去中に割り込みを使用することはできません。 

【注】 * FWE端子とモード端子の入力はリセット解除時、モードプログラミングセットアップ時間（tMDS＝200ns）を満足

する必要があります。 
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表 20.4 ブートモードの動作 

LSI

H'00 H'00 Low

SCI_2 BRR

H'00

H'55 H'AA

2

RAM N

H'AA

H'FF

RAM

H'00 H'00 H'00

H'00

H'55

H'AA

H'FF

H'AA

H'XX

H'00 H'55

H'AA

N

2

1

N

H'AA
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表 20.5 ビットレート自動合わせ込みが可能なシステムクロック周波数 

ホストのビットレート 本 LSIのシステムクロック周波数範囲 

 H8S/2258 H8S/2238B、H8S/2238R、H8S/2227 H8S/2239 

19200bps 10～13.5MHz 8～13.5MHz 8～20MHz 

9600bps  4～13.5MHz 4～20MHz 

4800bps  2～13.5MHz 2～20MHz 

 

20.6.2 ユーザプログラムモード 

ユーザモードでもユーザが用意した書き込み／消去プログラムに分岐することで任意のブロックをオンボー

ドで消去し書き換えることができます。あらかじめ基板上の FWE制御手段、オンボードでの書き換えデータ供

給手段、分岐のための条件設定をユーザ側で用意する必要があります。また、必要に応じてフラッシュメモリ

の一部に書き込み／消去プログラムを書き込んでおくか、書き込み／消去プログラムを外部から供給するため

のプログラムを書き込んでおく必要があります。書き込み／消去中はフラッシュメモリを読み出せないため、

ブートモードと同様書き込み／消去プログラムは内蔵 RAMに転送して実行してください。図 20.8にユーザモ

ードでの書き込み／消去手順の例を示します。書き込み／消去プログラムは「20.8 フラッシュメモリの書き

込み／消去」に沿ったものを用意してください。 
 

Yes

No
 ?

RAM

RAM

 

図 20.8 ユーザモードにおける書き込み／消去例 
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20.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 
フラッシュメモリに対する書き換えデータを内蔵 RAMでリアルタイムにエミュレートできるよう、RAMエ

ミュレーションレジスタ（RAMER）によりフラッシュメモリの一部のブロックに RAMをオーバラップさせて

使用することができます。エミュレーション可能なモードはユーザモードおよびユーザプログラムモードです。

図 20.9フラッシュメモリのリアルタイムな書き換えをエミュレートする例を示します。 

1. RAMERを設定してリアルタイムな書き換えを必要とするエリアにRAMをオーバラップさせます。 

2. オーバラップさせたRAMを使ってエミュレートします。 

3. 書き換えデータ確定後、RAMSビットをクリアしてRAMのオーバラップを解除します。 

4. オーバラップさせたRAMに書き込まれたデータをフラッシュメモリ空間に書き込みます。 
 

RAMER

Yes

No

RAMER

OK ?

RAM

 

図 20.9 RAMによるエミュレーションフロー 
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フラッシュメモリのブロックをオーバラップさせる例を図 20.10に示します。 

1. オーバラップさせるRAMのエリアは384Kバイトフラッシュメモリおよび256Kバイトフラッシュメモリの

場合H'FFD000～H'FFDFFFの4Kバイトに、128Kバイトフラッシュメモリの場合H'FFD000～H'FFD3FFの1Kバ

イトに固定されています。 

2. オーバラップできるフラッシュメモリのエリアは4KバイトのEB0～EB7のうちの１ブロックで、RAMERに

より選択できます。 

3. オーバラップさせたRAMのエリアはフラッシュメモリ内のアドレスと元のRAMのアドレスの両方からア

クセスできます。 

4. RAMERのRAMSビットが1にセットされている間、フラッシュメモリは全ブロック書き込み／消去プロテ

クト状態となり（エミュレーションプロテクト）、FLMCR1のP1ビットまたはE1ビットをセットしてもプ

ログラムモード、イレースモードへは遷移しません。 

5. RAMエリアは消去アルゴリズムに沿ったプログラムを実行しても消去されません。 

6. ブロックEB0はベクタテーブルを含みます。RAMエミュレーションする場合、オーバラップRAMにはベク

タテーブルが必要となります。 

EB0

EB2

EB3

EB1

H'000000

H'001000

H'002000

H'003000

H'FFD000

H'FFDFFF

RAM

4K

EB0

EB2

EB3

RAM

RAM

4K

RAM

H'FFD000

H'FFDFFF

 

図 20.10 RAMのオーバラップ例 
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20.8 フラッシュメモリの書き込み／消去 
オンボードでのフラッシュメモリの書き込み／消去は CPUを用いてソフトウェアで行う方式を採用していま

す。フラッシュメモリは FLMCR1の設定によってプログラムモード、プログラムベリファイモード、イレース

モード、イレースベリファイモードに遷移します。ブートモードでの書き込み制御プログラム、ユーザモード

での書き込み／消去プログラムではこれらのモードを組み合わせて書き込み／消去を行います。フラッシュメ

モリへの書き込みは「20.8.1 プログラム／プログラムベリファイ」に沿って、また、フラッシュメモリの消去

は「20.8.2 イレース／イレースベリファイ」に沿って行ってください。 
 

20.8.1 プログラム／プログラムベリファイ 

フラッシュメモリへの書き込みは、図 20.11に示すプログラム／プログラムベリファイフローに従ってくだ

さい。このフローに沿って書き込み動作を行えば、デバイスへの電圧ストレスやデータの信頼性を損なうこと

なく書き込みを行うことができます。 

1. 書き込みは消去された状態で行い、すでに書き込まれたアドレスへの再書き込みは行わないでください。 

2. 1回の書き込みは128バイト単位です。128バイトに満たないデータを書き込む場合もフラッシュメモリに

128バイトのデータを転送する必要があります。書き込む必要のないアドレスのデータはH'FFにして書き込

んでください。 

3. RAM上に書き込みデータエリア128バイト、再書き込みデータエリア128バイト、追加書き込みデータエリ

ア128バイトの領域を確保してください。再書き込みデータの演算、追加書き込みデータの演算は図20.11

に従ってください。 

4. 再書き込みデータエリアあるいは追加書き込みデータエリアからフラッシュメモリへはバイト単位で128

バイト連続転送してください。プログラムアドレスと128バイトのデータがフラッシュメモリ内にラッチさ

れます。転送先のフラッシュメモリの先頭アドレスは下位8ビットをH'00またはH'80としてください。 

5. P1ビットがセットされている時間が書き込み時間となります。書き込み時間は図20.11に従ってください。 

6. ウォッチドックタイマの設定はプログラムの暴走などによる過剰書き込みを避けるためのものです。オー

バフロー周期は（tspsu＋tsp200+tcp+tcpsu）μsより大きくしてください。 

7. ベリファイアドレスへのダミーライトは、下位1ビットがB'0のアドレスにH'FFを1バイト書き込んでくださ

い。ベリファイデータはダミーライトを行った番地からワードで読み出せます。 

8. 同一ビットに対するプログラム／プログラムベリファイシーケンスの繰り返しは、（N）回を超えないよ

うにしてください。 
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図 20.11 プログラム／プログラムベリファイフロー 
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20.8.2 イレース／イレースベリファイ 

消去は図 20.12のイレース／イレースベリファイフローチャートに従って行ってください。 
 

1. 消去の前にプレライト（消去するメモリの全データをすべて0にする）を行う必要はありません。 

2. 消去はブロック単位で行います。消去ブロック指定レジスタ1、2（EBR1、EBR2）により消去するブロッ

クを1ブロックだけ選択しててください。複数のブロックを消去する場合も1ブロックずつ順次消去してく

ださい。 

3. E1ビットが設定されている時間が消去時間となります。 

4. ウォッチドックタイマの設定はプログラムの暴走などによる過剰書き込みを避けるためのものです。オー

バフロー周期は（tsesu+tse+tce+tcesu）msより大きくしてください。 

5. ベリファイアドレスへのダミーライトは、下位1ビットがB'0のアドレスにH'FFを１バイト書き込んでくだ

さい。ベリファイデータはダミーライトを行った番地からワードで読み出せます。 

6. 読み出したデータが未消去の場合は再度イレースモードに設定し、同様にイレース／イレースベリファイ

シーケンスを繰り返します。ただし、この繰り返し回数が（N）回を超えないようにしてください。 
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図 20.12 イレース／イレースベリファイフロー 
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20.9 書き込み／消去プロテクト 
フラッシュメモリに対する書き込み／消去プロテクト状態にはハードウェアプロテクトによるもの、ソフト

ウェアプロテクトによるものとエラープロテクトによるものの 3種類あります。 

20.9.1 ハードウェアプロテクト 

ハードウェアプロテクトは、リセットまたはスタンバイモードへの状態遷移によりフラッシュメモリに対す

る書き込み／消去が強制的に禁止、中断された状態をいいます。フラッシュメモリコントロールレジスタ 1

（FLMCR1）、フラッシュメモリコントロールレジスタ 2（FLMCR2）、ブロック指定レジスタ 1（EBR1）、ブ

ロック指定レジスタ 2（EBR2）が初期化されます。RES端子によるリセットでは、電源投入後発振が安定する

まで RES端子を Lowレベルに保持しないとリセット状態になりません。また、動作中のリセットは AC特性に

規定した RESパルス幅の間 RES端子を Lowレベルに保持してください。 
 

20.9.2 ソフトウェアプロテクト 

ソフトウェアで FLMCR1の SWE1ビットをクリアすることで全ブロック書き込み／消去プロテクト状態にな

ります。この状態で FLMCR1の P1ビットまたは E1ビットをセットしてもプログラムモードまたはイレースモ

ードへは遷移しません。また、ブロック指定レジスタ 1（EBR1）、ブロック指定レジスタ 2（EBR2）の設定に

より、ブロックごとに消去プロテクトが可能です。EBR1、EBR2を H'00に設定すると全ブロックが消去プロテ

クト状態になります。RAMERの RAMSビットをセットすることで全ブロックの書き込み／消去プロテクト状

態になります。 
 

20.9.3 エラープロテクト 

エラープロテクトはフラッシュメモリへの書き込み／消去中に CPUの暴走や書き込み／消去アルゴリズムに

沿っていない動作を検出し、強制的に書き込み／消去動作を中断した状態です。書き込み／消去動作を中断す

ることで過剰書き込みや過剰消去によるフラッシュメモリへのダメージを防止します。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去中に以下のエラーを検出すると、FLMCR2の FLERビットが 1にセッ

トされ、エラープロテクト状態となります。 
 

• 書き込み／消去中のフラッシュメモリ読み出し（ベクタリードおよび命令フェッチを含む） 

• 書き込み／消去中のリセットを除く例外処理開始 

• 書き込み／消去中のSLEEP命令実行 

• 書き込み／消去中にCPUがDMAC*もしくはDTCにバス権を開放 

このとき、FLMCR1、FLMCR2、EBR1、EBR2の内容は保持されますが、エラーを検出した時点でプログラム

モードまたはイレースモードは強制的に中断されます。P1ビット、E1ビットをセットしてもプログラムモード

やイレースモードへは遷移しません。ただし、PV1ビット、EV1ビットは保持され、ベリファイモードへの遷

移は可能です。エラープロテクト状態は、リセットまたハードウェアスタンバイによってのみ解除できます。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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20.10 フラッシュメモリの書き込み／消去時の割り込み 
フラッシュメモリへの書き込み、消去中（FLMCR1の P1ビットまたは E1ビットがセット）、またはブート

プログラム実行中*1 は書き込み、消去動作を最優先とするため、NMI入力を含むすべての割り込みを禁止して

ください。 
 

1. 書き込み、消去中に割り込みが発生すると、正常な書き込み／消去アルゴリズムに沿った動作が保証でき

なくなる。 

2. 書き込み／消去中の割り込み例外処理では正常なベクタリードができず*2、CPUが暴走してしまう。 

3. ブートプログラム実行中に割り込みが発生すると正常なブートモードのシーケンスが実行できなくなる。 

【注】 *1 書き込み制御プログラムによる書き込みが完了するまでは、CPU内部と外部で割り込み要求を禁止する必要があり

ます。 

 *2 以下の 2つの理由によってベクタリードが正常に行われません。 

・ 書き込み、消去中（FLMCR1の P1ビットまたは E1ビットがセット）にフラッシュメモリのリードを行っても

正しい値を読み出すことはできません（値は不定）。 

・ 割り込みベクタテーブルに値がまだ書き込まれていない場合、割り込み例外処理が正しく実行されません。 
 

20.11 ライタモード 
ライタモードでは、ソケットアダプタを介して単体のフラッシュメモリと同様に PROMライタで書き込み／

消去を行うことができます。PROMライタはルネサス 512Kバイト、256Kバイト、128Kバイトフラッシュメモ

リ内蔵マイコンデバイスタイプをサポートしているライタを使用してください。12MHzの入力クロックが必要

です。 
 
図 20.13にソケットアダプタの端子対応図を示します。 
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図 20.13 ソケットアダプタの端子対応図 
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20.12 フラッシュメモリの低消費電力動作 
ユーザモードではフラッシュメモリは次のいずれかの状態になります。 

• 通常動作状態 

高速でフラッシュメモリの読み出しが可能です。 

• 低消費電力状態 

電源回路の一部を停止して、LSIがサブクロック動作時にフラッシュメモリのリードのみ可能です。 

• スタンバイ状態 

フラッシュメモリのすべての回路が停止します。 
 
表 20.6に本 LSIの動作モードとフラッシュメモリの状態の関係を示します。フラッシュメモリが低消費電力

動作状態またはスタンバイ状態から通常動作状態へ復帰するときは、停止した電源回路の安定化時間が必要と

なります。外部クロックを使用する場合も含めて、通常動作モードへ復帰するときの待機時間が 100μs以上に

なるよう SBYCRの STS2～STS0を設定してください。 
 

表 20.6 フラッシュメモリの動作状態 

本 LSIの動作モード フラッシュメモリの状態 

アクティブモード 通常動作状態 

スリープモード 通常動作状態 

ウォッチモード 

スタンバイモード 

スタンバイ状態 

サブアクティブモード 

サブスリープモード 

 PDWND=0のとき：低消費電力状態（リードのみ） 

PDWND=1のとき：通常動作状態（リードのみ） 

20.13 フラッシュメモリの書き込み／消去時の注意事項 
オンボードプログラミングモード、RAMエミュレーション機能およびライタモード使用時の注意事項を示し

ます。 

（1） 規定された電圧タイミングで書き込み／消去を行ってください 

定格以上の電圧を印加した場合、製品の永久破壊に至ることがあります。 

PROMライタは、ルネサス テクノロジフラッシュメモリ内蔵マイコンデバイスタイプ（FZTAT512V3A、

FZTAT256V3A、FZTAT128V3A）をサポートしているものを使用してください。ライタの設定を HN27C4096に

セットしないでください。また、規定したソケットアダプタ以外は使用しないでください。誤って使用した場

合、破壊に至ることがあります。 

（2） 電源投入／切断時の注意事項（図 20.14～図 20.16参照） 

FWE端子への Highレベル印加は VCC確定後に行ってください。また、VCCを切断する前に FWE端子を Low

レベルにしてください。VCC電源の印加／切断時は FWE端子を Lowレベルに固定し、フラッシュメモリをハ

ードウェアプロテクト状態にしてください。この電源投入および解除タイミングは、停電などによる電源の切
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断、再投入時にも満足するようにしてください。 

（3） FWEの印加／解除の注意事項（図 20.14～図 20.16参照） 

FWEの印加はマイコン動作が確定した状態で行ってください。マイコンが動作確定状態を満足しない場合は、

FWE端子を Lowレベルに固定し、プロテクト状態としてください。FWEの印加／解除では、フラッシュメモリ

への誤書き込み、誤消去を防止するため、以下に示すような注意が必要です。 

• VCC電圧が定格電圧の範囲で安定している状態でFWEを印加してください。 

• ブートモードでは、FWEの印加／解除はリセット中に行ってください。 

• ユーザプログラムモードでは、リセットの状態にかかわらず、FWE=Highレベル／Lowレベルの切り替えが

可能です。また、フラッシュメモリ上でプログラム実行中でも、FWE入力の切り替えが可能です。 

• プログラムが暴走していない状態でFWEを印加してください。 

• FWEの解除はFLMCR1のSWE1、ESU1、PSU1、EV1、PV1、P1、E1ビットをクリアした状態で行ってくだ

さい。FWEの印加／解除時に、誤ってSWE1、ESU1、PSU1、EV1、PV1、P1、E1ビットをセットしないで

ください。 

（4） FWE端子に常時 Highレベルを印加しないでください 

FWE端子に Highレベルを印加するのは、フラッシュメモリに書き込み、消去を行うときのみとしてください。

このため、FWE端子に常時 Highレベルを印加するようなシステム構成は避けてください。また、Highレベル

印加中においても、過剰書き込み、過剰消去にならないように、ウォッチドッグタイマを起動し、プログラム

の暴走などに対応できるようにしてください。 

（5） フラッシュメモリへの書き込み、消去は推奨するアルゴリズムに従って行ってください 

推奨アルゴリズムでは、デバイスへの電圧ストレスあるいはプログラムデータの信頼性を損なうことなく書

き込み、消去を行うことができます。また、FLMCR1の P1ビット、E1ビットをセットするときは、プログラ

ムの暴走などに備えてあらかじめウォッチドッグタイマを設定してください。 

（6） SWE1ビットのセット／クリアは、フラッシュメモリ上のプログラム実行中に行わないでください 

フラッシュメモリ上のプログラム実行とデータの読み出しは、SWE1ビットをクリアしたあと 100μs以上待っ

てから行ってください。 

SWE1ビットをセットするとフラッシュメモリのデータを書き換えできますが、ベリファイ（プログラム／イ

レース中のベリファイ）以外の目的で、フラッシュメモリをアクセスしないでください。また、プログラム／

イレース／ベリファイ中に SWE1ビットのクリアを行わないでください。FWE端子に Highレベルを入力した状

態で、RAMによるエミュレーション機能を使用する場合も同様に、フラッシュメモリ上のプログラム実行とデ

ータ読み出しは、SWE1ビットをクリアしたあとに行ってください。 

ただし、フラッシュメモリ空間とオーバラップした RAMエリアについては、SWE1ビットのセット／クリア

にかかわらずリード／ライト可能です。 

（7） フラッシュメモリの書き込み中または消去中に割り込みを使用しないでください 

FWE印加状態では書き込み／消去動作を再優先とするため、NMIを含むすべての割り込み要求を禁止してく

ださい。 
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（8） 追加書き込みは行わないでください。書き換えは消去後に行ってください 

オンボードプログラミングでは 128バイトの書き込み単位ブロックへの書き込みは、1回のみとしてください。

ライタモードでも 128バイトの書き込み単位ブロックへの書き込みは 1回のみとしてください。 

書き込みはこの書き込み単位ブロックがすべて消去された状態で行ってください。 

（9） 書き込み前に、必ず、正しく PROMライタに装着されていることを確認してください 

PROMライタのソケット、ソケットアダプタ、および製品のインデックスが一致していないと過剰電流が流

れ、製品が破壊することがあります。 

（10） 書き込み中はソケットアダプタや製品に手を触れないでください 

接触不良などにより、書き込み不良になることがあります。 

（11） 電源投入時は、リセット状態にしてください 

発振安定期間中に 100μs以上はリセットを入れてください。 

（12） 動作中にリセットを入れる場合は、SWE1の Low期間で入れてください 

SWE1ビットクリア後 100μs以上待ってからリセットを入れてください。 
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図 20.14 電源投入／切断タイミング（ブートモード） 
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図 20.15 電源投入／切断タイミング（ユーザプログラムモード） 
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図 20.16 モード遷移タイミング（例：ブートモード→ユーザモード↔ユーザプログラムモード） 
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20.14 F-ZTATマイコンのマスク ROM化時の注意事項 
マスク版には、F-ZTAT版に存在するフラッシュメモリのコントロール用内部レジスタが存在しません。表

20.7に F-ZTAT版に存在して、マスク版に存在しないレジスタを示します。表 20.7に示したレジスタをリード

した場合、マスク版では、不定値が読み出されます。このため、F-ZTAT版で開発したアプリケーションソフト

をマスク ROM版に変更する場合、表 20.7に示したレジスタの影響がないようアプリケーションソフトを変更

してください。 
 

表 20.7 F-ZTAT版に存在してマスク ROM版に存在しないレジスタ 

レジスタ名称 略称 アドレス 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 1 FLMCR1 H'FFA8 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 2 FLMCR2 H'FFA9 

消去ブロック指定レジスタ 1 EBR1 H'FFAA 

消去ブロック指定レジスタ 2 EBR2 H'FFAB 

RAMエミュレーションレジスタ RAMER H'FEDB 

フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ FLPWCR H'FFAC 

シリアルコントロールレジスタ X（ビット 3のみ） SCRX H'FDB4 
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21. マスク ROM 

マスク ROMの特長は以下のとおりです。 

21.1 特長 
 

• 容量 

製品区分 ROM容量 ROMアドレス（モード 6、7） 

H8S/2258グループ HD6432258 256Kバイト H'000000～H'03FFFF 

 HD6432256 128Kバイト H'000000～H'01FFFF 

 HD6432258W 256Kバイト H'000000～H'03FFFF 

 HD6432256W 128Kバイト H'000000～H'01FFFF 

H8S/2239グループ HD6432239 384Kバイト H'000000～H'05FFFF 

 HD6432239W 384Kバイト H'000000～H'05FFFF 

H8S/2238グループ HD6432238B 256Kバイト H'000000～H'03FFFF 

 HD6432236B 128Kバイト H'000000～H'01FFFF 

 HD6432238R 256Kバイト H'000000～H'03FFFF 

 HD6432236R 128Kバイト H'000000～H'01FFFF 

 HD6432238BW 256Kバイト H'000000～H'03FFFF 

 HD6432236BW 128Kバイト H'000000～H'01FFFF 

 HD6432238RW 256Kバイト H'000000～H'03FFFF 

 HD6432236RW 128Kバイト H'000000～H'01FFFF 

H8S/2237グループ HD6432237 128Kバイト H'000000～H'01FFFF 

 HD6432235 128Kバイト H'000000～H'01FFFF 

 HD6432233 64Kバイト H'000000～H'00FFFF 

H8S/2227グループ HD6432227 128Kバイト H'000000～H'01FFFF 

 HD6432225 128Kバイト H'000000～H'01FFFF 

 HD6432224 96Kバイト H'000000～H'017FFF 

 HD6432223 64Kバイト H'000000～H'00FFFF 

 

• バスマスタと16ビット幅のデータバスで接続 

バイトデータ／ワードデータを1ステースでアクセス可能 
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図 21.1にマスク ROMのブロック図を示します。 
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H'000002

8

8

H'05FFFE

H'000001

H'000003

H'05FFFF  

図 21.1 マスク ROMのブロック図（384Kバイトの場合） 
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22. PROM 

PROM版は、PROMモードに設定することにより、PROMライタを用いて自由にプログラムの書き込みがで

きます。 

22.1 PROMモードの設定 
PROM版（HD6472237）の場合、PROMモードを設定すると、本 LSIはマイクロコンピュータとしての機能

が停止し、内蔵 PROMのプログラムを行うことができます。この PROMのプログラムは、EPROM HN27C101

（VPP＝12.5V）と同様の仕様で行うことができます。100ピンから 32ピンへのピン配置変換ソケットを用いる

ことにより、市販の PROMライタで簡単に書き込みができます。 

ただし、ページプログラミング方式はサポートしていませんので、PROMライタを選択する場合には注意し

てください。 

PROMモードの設定方法を表 22.1に示します。 
 

表 22.1 PROMモードの設定方法 

端子名 設定 

MD2、MD1、MD0端子 Lowレベル 

STBY端子  

PA2、PA1端子 Highレベル 

 

22.2 ソケットアダプタの端子対応とメモリマップ 
PROMライタによるプログラムは、100ピンから 32ピンへのソケットアダプタを用いて行います。ソケット

アダプタの端子対応図を図 22.1に、ソケットアダプタの型名を表 22.2に示します。 

また、PROMモード時のメモリマップを図 22.2に示します。 
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図 22.1 HD6472237ソケットアダプタの端子対応図（FP-100B、TFP-100B、TFP-100G） 
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図 22.2 HD6472237ソケットアダプタの端子対応図（FP-100A） 
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表 22.2 ソケットアダプタ 

製品名 パッケージ ソケットアダプタ型名 

  ミナトエレクトロニクス

（株）製 

データ・アイ・オー・ 

ジャパン（株）製 

H8S/2237 100ピン TQFP（TFP-100B） ME2237ESNS1H H7223BT100D3201 

 100ピン TQFP（TFP-100G） ME2237ESMS1H H7223GT100D3201 

 100ピン QFP（FP-100A） ME2237ESFS1H H7223AQ100D3201 

 100ピン QFP（FP-100B） ME2237ESHS1H H7223BQ100D3201 

 

PROM

MCU PROM

H'000000

H'01FFFF

H'00000

H'1FFFF  

図 22.3 PROMモード時のメモリマップ 
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22.3 プログラミング 
PROM版の PROMモード時の書き込み、ベリファイなどのモード選択は、表 22.3に示すような設定で行いま

す。 
 

表 22.3 PROMモード時のモード選択 

モード ピ ン 

 CE OE PGM VPP VCC EO7～EO0 EA16～EA0 

書き込み L H L VPP VCC データ入力 アドレス入力 

ベリファイ L L H VPP VCC データ出力 アドレス入力 

プログラミング禁止 L L L VPP VCC ハイインピーダンス アドレス入力 

 L H H     

 H L L     

 H H H     

【記号説明】 

L ：Lowレベル 

H ：Highレベル 

VPP ：VPPレベル 

VCC ：VCCレベル 
 
なお、書き込み、読み出し、ベリファイは、標準 EPROMの HN27C101と同じ仕様になっています。 

ただし、ページプログラミング方式はサポートしていませんので、ページプログラミングモードは設定しな

いでください。ページプログラミングモードのみをサポートしている PROMライタは使用できません。PROM

ライタを選択する場合には、1バイト単位の高速プログラミングモードをサポートしていることを確認してくだ

さい。また、アドレスは必ず H'00000～H'1FFFFに設定してください。 
 

22.3.1 書き込み／ベリファイ 

書き込み／ベリファイは、効率のよい高速プログラミング方式で行うことができます。この方式はデバイス

への電圧ストレスを与えることなく、また、書き込みデータの信頼性を損なうことなく、高速な書き込みを行

うことができます。未使用のアドレスのデータは H'FFです。高速プログラミングの基本的なフローを図 22.4

に示します。また、プログラミング時の電気的特性を表 22.4、表 22.5に、タイミングを図 22.5に示します。 
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0

Yes

No

n 0

n 1 n

tPW 0.2ms ± 5%

tOPW 0.2n ms

VCC 5.0V ± 0.25V VPP VCC

VCC 6.0V ± 0.25V

VPP 12.5V ± 0.3V

Yes

No

No

Yes

Go

1

n 25

No go

 

図 22.4 高速プログラミングフローチャート 
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表 22.4 DC特性  

（条件：VCC＝6.0V±0.25V、VPP＝12.5V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃） 

項  目 記号 min typ max 単位 測定条件 

入力 High 

レベル電圧 

EO7～EO0、EA16～EA0 

OE、CE、PGM 

VIH 2.4 ― VCC＋0.3 V  

入力 Low 

レベル電圧 

EO7～EO0、 
EA16～EA0 

OE、CE、PGM 

VIL －0.3 ― 0.8 V  

出力 High 

レベル電圧 

EO7～EO0 VOH 2.4 ― ― V IOH＝－200μA 

出力 Low 

レベル電圧 

EO7～EO0 VOL ― ― 0.45 V IOL＝1.6mA 

入力 

リーク電流 

EO7～EO0、EA16～EA0 

OE、CE、PGM 

｜ILI｜ ― ― 2 μA Vin＝ 

5.25V/0.5V 

VCC電流 ICC ― ― 40 mA  

VPP電流 IPP ― ― 40 mA  

 
表 22.5 AC特性 

（条件：VCC＝6.0V±0.25V、VPP＝12.5V±0.3V、Ta＝25℃±5℃） 

項  目 記号 min typ max 単位 測定条件 

 アドレスセットアップ時間  tAS  2 ― ―    μs 図 22.5*1 

OEセットアップ時間  tOES 2   ―  ―  μs  

データセットアップ時間  tDS  2  ―  ―  μs  

アドレスホールド時間  tAH 0  ―   ―  μs  

データホールド時間  tDH  2  ―  ―  μs  

データ出力ディスエーブル時間  tDF*2  ―  ― 130   ns  

VPPセットアップ時間  tVPS 2   ―  ―  μs  

プログラムパルス幅 tPW   0.19  0.20 0.21   ms  

オーバプログラム時の PGMパルス幅  tOPW*3 0.19 ―    5.25  ms  

VCCセットアップ時間  tVCS  2   ― ―  μs  

CEセットアップ時間  tCES  2  ―  ―  μs  

データ出力遅延時間  tOE  0 ―  150  ns  

【注】 *1 入力パルスレベル：0.8～2.2V 

  入力立ち上がり／立ち下がり時間≦20ns 

  タイミング参照レベル 入力：1.0V、2.0V 

   出力：0.8V、2.0V 

 *2 tDFは出力が開放状態に達し、出力レベルを参照できなくなった場合で定義します。 

 *3 tOPWはフローチャートに記載した値で定義されます。 
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tAS tAH

tDFtDHtDS

tVPS

tVCS

tCES

tPW

tOPW*

tOES tOE

VPP

VCC

CE

PGM

OE

VPP

VCC

VCC 1

VCC

* tOPW  

図 22.5 PROM書き込み／ベリファイタイミング 

22.3.2 書き込み時の注意事項 

1. 書き込みは規定された電圧、タイミングで行ってください。 

 PROMモード時のプログラム電圧（VPP）は12.5Vです。 

 定格以上の電圧を加えると、製品の永久破壊に至りますので注意してください。特にPROMライタのオー

バシュートなどには十分注意してください。 

 PROMライタのHN27C101のルネサス仕様に設定すると、VPPは12.5Vになります。 

2. PROMライタのソケット、ソケットアダプタ、およびMCUそれぞれのインデックスが一致していないと、

過剰電流によってMCUが破壊されることがあります。書き込み前に正しくPROMライタに装着されている

ことを確認してください。 

3. 書き込み中はソケットアダプタおよびMCUには触れないようにしてください。接触不良により書き込み不

良となる場合があります。 

4. ページプログラミングモードはサポートしていません。PROMライタのプログラミングモードの設定には

注意してください。 
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5. PROMの容量は128Kバイトです。アドレスは必ずH'00000～H'1FFFFに設定してください。プログラミング

時には、未使用のアドレス領域のデータはH'FFとしてください。 

22.3.3 書き込み後の信頼性 

PROMへの書き込み後、データ保持特性を向上させるために、150℃の高温放置を行うと大変有効です。高温

放置は、スクリーニングの 1つであり、PROMメモリセルの初期のデータ保持不良を短時間で除くことができ

ます。 

図 22.6に推奨するスクリーニングフローを示します。 

125 150 24 48h

 

図 22.6 PROM推奨スクリーニングフロー 

 
同じ PROMライタでプログラミング中に、書き込み不良が連続して発生した場合には書き込みを中止し、

PROMライタ、ソケットアダプタなどに異常がないか確認してください。 

なお、書き込みあるいは高温放置後のプログラム確認において異常がありましたら、当社技術担当にご連絡

ください。 
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23. クロック発振器 

本 LSIは、クロック発振器を内蔵しており、システムクロック（φ）、バスマスタクロック、内部クロックを

生成します。クロック発振器は、システムクロック発振器、デューティ補正回路、クロック選択回路、中速ク

ロック分周器、バスマスタクロック選択回路、サブクロック発振器、波形成形回路で構成されます。クロック

発振器のブロック図を図 23.1に示します。 

EXTAL

XTAL

EXTAL

XTAL

EXTAL

XTAL

OSC1

OSC2
CPU

DTC  

DMAC* 

φ/2

φ/32

SCK2 SCK0

SCKCR

RFCUT

φSUB

WDT_1 

LPWRCR

φ

LPWRCR

SCKCR   

φ

* H8S/2239

 

図 23.1 クロック発振器のブロック図 

 
周波数の変更は、ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR）とシステムクロックコントロールレジスタ

（SCKCR）の設定によりソフトウェアで行います。 
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23.1 レジスタの説明 
クロック発振器には以下のレジスタがあります。 

• システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR） 

• ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） 

23.1.1 システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR） 

SCKCRは、中速モードの制御を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 PSTOP 0 R/W φクロック出力禁止 

φ出力を制御します。 

• 高速モード、中速モード、サブアクティブモード、スリープモード、サブス

リープモード 

0：φ出力 

1：Highレベル固定 

• ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、直接遷移 

0：Highレベル固定 

1：Highレベル固定 

• ハードウェアスタンバイモード 

0：ハイインピーダンス 

1：ハイインピーダンス 

6 ― 0 R/W リザーブビット 

リード／ライト可能ですが、ライト時には 0をライトしてください。 

5、4 ― すべて 0 ― リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

3 ― 0 R/W リザーブビット 

リード／ライト可能ですが、ライト時には 0をライトしてください。 

2 

1 

0 

SCK2 

SCK1 

SCK0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

システムクロックセレクト 2～0 

バスマスタクロックを選択します。 

000：高速モード 

001：中速クロックφ／2 

010：中速クロックφ／4 

011：中速クロックφ／8 

100：中速クロックφ／16 

101：中速クロックφ／32 

11×：設定禁止 

【記号説明】×：Don’t care 
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23.1.2 ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） 

LPWRCRは低消費モードの制御、ノイズ除去サンプリング周波数の選択、サブクロック発振器の制御、周波

数逓倍率の設定を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 DTON 0 R/W ダイレクトトランスファオンフラグ 

0：高速モードあるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープ

モード、ソフトウェアスタンバイモード、またはウォッチモード*に遷移

サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモー

ドまたはウォッチモードに遷移 

1：高速モード、あるいは中速モードで SLEEP命令実行したとき、サブアク

ティブモード*に直接遷移、あるいはスリープモード、ソフトウェアスタ

ンバイモードに遷移 

サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、高速モードに直接

遷移、またはサブスリープモードに遷移 

6 LSON 0 R/W ロースピードオンフラグ 

0：高速モードあるいは中速モードで SLEEP命令を実行したとき、スリープ

モード、ソフトウェアスタンバイモード、またはウォッチモード*に遷移 

サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード*

に遷移、または高速モードに直接遷移 

ウォッチモード解除後に高速モードに遷移 

1：高速モードで SLEEP命令を実行したとき、ウォッチモード、またはサブ

アクティブモードに遷移 

サブアクティブモードで SLEEP命令を実行したとき、サブスリープモー

ド、またはウォッチモードに遷移 

ウォッチモード解除後にサブアクティブモードに遷移 

5 NESEL 0 R/W ノイズ除去サンプリング周波数選択 

サブクロック発振器より生成されたサブクロック（φSUB）を、システムクロッ

ク発振器より生成されたクロック（φ）により、サンプリングする周波数を決

定します。 

φ=5MHz以上のときは、０をセットしてください。φ=2.1MHz以下のときは、1

をセットしてください。φ=2.1MHz～5MHzのときは、任意の値を設定可能です。 

0：φの 32分周クロックでサンプリング 

1：φの 4分周クロックでサンプリング 

4 SUBSTP 

 

 

0 

 

 

 

R/W 

 

 

 

サブクロック発振器制御 

サブクロック発振器の動作、停止を制御します。サブクロックを使用しないと

きは、1をセットしてください。 

0：サブクロック発振器を動作 

1：サブクロック発振器を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

3 RFCUT 0 R/W 内蔵帰還抵抗制御 

外部クロック入力時にシステムクロック発振器の内蔵帰還抵抗とデューティ

補正回路を使用するか、使用しないかの選択をします。水晶発振子を使用する

ときは、アクセスしないでください。 

外部クロック入力状態で本ビットを設定後、いったんソフトウェアスタンバイ

モード、ウォッチモード、またはサブアクティブモードに遷移してください｡

ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、またはサブアクティブモー

ドに遷移したときに、発振器内蔵帰還抵抗とデューティ補正回路を使用する

か、使用しないかを切り替えます｡ 

0：システムクロック発振器の内蔵帰還抵抗とデューティ補正回路を使用す

る 

1：システムクロック発振器の内蔵帰還抵抗とデューティ補正回路を使用し

ない。 

2 ― 0 R/W リザーブビット 

リード／ライト可能ですが、ライト時には 0をライトしてください。 

1 

0 

STC1 

STC0 

０ 

0 

R/W 

R/W 

周波数逓倍率設定 

エバリューエーションチップに内蔵する PLL回路の周波数逓倍率を設定しま

す｡指定した周波数逓倍率は、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモー

ド、サブアクティブモードに遷移後、有効となります。本 LSIでは必ず 11の

設定で使用してください。リセット後の値は STC1=STC0=0となりますので、

リセット後は必ず STC1=STC0=1の設定を行ってください｡ 

00：×1 

01：×2（設定禁止） 

10：×4（設定禁止） 

11：PLLはバイパス 

【注】 * ウォッチモード、サブアクティブモードへの遷移時は、必ず高速モードに設定してください。 
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23.2 システムクロック発振器 
システムクロックを供給する方法には、水晶発振子を接続する方法と外部クロックを入力する方法がありま

す。 

23.2.1 水晶発振子を接続する方法 

水晶発振子を接続する場合の接続例を図 23.2に示します。ダンピング抵抗 Rdは、表 23.1に示すものを使用

してください。また、水晶発振子は、ATカット並列共振形を使用してください。 

EXTAL

XTAL

Rd CL2

CL1

  CL1 CL2=10 22pF

 

図 23.2 水晶発振子の接続例 

 
表 23.1 ダンピング抵抗値  

周波数（MHz） 2*1 4*1 6*1 8*1 10 12 16*2 20*2 

Rd（Ω） 1k 500 300 200 100 0 0 0 

【注】 *1 H8S/2258グループでは動作範囲外です。 

 *2 H8S/2239グループのみです。 
 
水晶発振子の等価回路を図 23.3に示します。水晶発振子は表 23.2に示す特性のものを使用してください。 

 

XTAL

AT

CL

EXTAL

C0

L Rs

 

図 23.3 水晶発振子の等価回路 
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表 23.2 水晶発振子の特性 

周波数（MHz） 2*1 4*1 6*1 8*1 10 12 16*2 20*2 

Rs max（Ω） 500 120 100 80 60 60 50 40 

C0 max（pF）    7     

【注】 *1 H8S/2258グループでは動作範囲外です。 

 *2 H8S/2239グループのみです。 
 

23.2.2 外部クロックを入力する方法 

外部クロック入力の接続例を図 23.4に示します。XTAL端子をオープン状態にする場合、寄生容量は 10pF

以下にしてください。XTAL端子に逆相クロックを入力する場合、スタンバイモード、サブアクティブモード、

サブスリープモード、およびウォッチモード時は外部クロックを Highレベルにしてください。 
 

EXTAL

XTAL

a XTAL

EXTAL

XTAL

b XTAL  

図 23.4 外部クロックの接続例 
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外部クロックの入力条件を表 23.3に示します。デューティ補正回路を使用しない場合の外部クロック入力条

件を表 23.4に示します。 
 

表 23.3 外部クロック入力条件（1）（H8S/2258グループ） 

VCC＝4.0～5.5V 項  目 記号 

min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力パルス幅 Lowレベル tEXL 30 － ns 

外部クロック入力パルス幅 Highレベル tEXH 30 － ns 

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 7 ns 

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 7 ns 

図 23.5 

 

クロックパルス幅 Lowレベル tCL 0.4 0.6 tcyc 

クロックパルス幅 Highレベル tCH 0.4 0.6 tcyc 

図 27.10 

 
表 23.3 外部クロック入力条件（2）（H8S/2238B、H8S/2236B） 

F-ZTAT版 マスク ROM版 

VCC＝3.0～5.5V VCC＝2.7～5.5V 

項  目 記号 

min max min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力パルス幅

Lowレベル 

tEXL 30 － 30 － ns 

外部クロック入力パルス幅

Highレベル 

tEXH 30 － 30 － ns 

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 7 － 7 ns 

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 7 － 7 ns 

図 23.5 

 

クロックパルス幅 Lowレベル tCL 0.4 0.6 0.4 0.6 tcyc φ≧5MHz 

  80 － 80 － ns φ＜5MHz 

クロックパルス幅 Highレベル tCH 0.4 0.6 0.4 0.6 tcyc φ≧5MHz 

図 27.10 

  80 － 80 － ns φ＜5MHz  
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表 23.3 外部クロック入力条件（3）（H8S/2238R、H8S/2236R） 

F-ZTAT版 F-ZTAT版 

マスク ROM版 

VCC＝2.7～3.6V VCC＝2.2～3.6V 

項  目 記号 

min max min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力パルス幅

Lowレベル 

tEXL 30 － 65 － ns 

外部クロック入力パルス幅

Highレベル 

tEXH 30 － 65 － ns 

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 7 － 15 ns 

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 7 － 15 ns 

図 23.5 

 

クロックパルス幅 Lowレベル tCL 0.4 0.6 0.35 0.65 tcyc φ≧5MHz 

  80 － 70 － ns φ＜5MHz 

クロックパルス幅 Highレベル tCH 0.4 0.6 0.35 0.65 tcyc φ≧5MHz 

図 27.10 

  80 － 70 － ns φ＜5MHz  

 
表 23.3 外部クロック入力条件（4）（H8S/2237グループ、H8S/2227グループ） 

F-ZTAT版 

マスク ROM版 

マスク ROM版 ZTAT版 

VCC＝2.7～3.6V VCC＝2.2～3.6V VCC＝2.7～3.6V

項  目 記号

min max min max min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力パルス幅

Lowレベル 

tEXL 30 － 65 － 40 － ns 

外部クロック入力パルス幅

Highレベル 

tEXH 30 － 65 － 40 － ns 

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 7 － 15 － 10 ns 

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 7 － 15 － 10 ns 

図 23.5 

 

クロックパルス幅 Lowレベル tCL 0.4 0.6 0.35 0.65 0.4 0.6 tcyc φ≧

5MHz 

  80 － 70 － 80 － ns φ＜

5MHz 

クロックパルス幅 Highレベル tCH 0.4 0.6 0.35 0.65 0.4 0.6 tcyc φ≧

5MHz 

図 27.10 

  80 － 70 － 80 － ns φ＜

5MHz 
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表 23.3 外部クロック入力条件（5）（H8S/2239グループ） 

F-ZTAT版 

マスク ROM版 

F-ZTAT版 

マスク ROM版

マスク ROM版

VCC＝3.0～3.6V VCC＝2.7～3.6V VCC＝2.2～3.6V

項  目 記号

min max min max min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力パルス幅

Lowレベル 

tEXL 20 － 25 － 65 － ns 

外部クロック入力パルス幅

Highレベル 

tEXH 20 － 25 － 65 － ns 

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 5 － 6.25 － 15 ns 

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 5 － 6.25 － 15 ns 

図 23.5 

 

クロックパルス幅 Lowレベル tCL 0.4 0.6 0.4 0.6 0.35 0.65 tcyc φ≧

5MHz 

  － － 80 － 70 － ns φ＜

5MHz 

クロックパルス幅 Highレベル tCH 0.4 0.6 0.4 0.6 0.35 0.65 tcyc φ≧

5MHz 

図 27.10 

  － － 80 － 70 － ns φ＜

5MHz 

 

 
表 23.4 外部クロック入力条件（デューティ補正回路未使用）（1）（H8S/2258グループ） 

VCC＝4.0～5.5V 項  目 記号 

min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力パルス幅 Lowレベル tEXL 37 － ns 図 23.5 

外部クロック入力パルス幅 Highレベル tEXH 37 － ns  

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 7 ns  

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 7 ns  

【注】 デューティ補正回路を使用しない場合、入力波形に応じて最高動作周波数は低下します。 

 （例：tEXL＝tEXH＝37ns、tEXr＝tEXf＝7nsの場合、クロックサイクル＝88ns、したがって最高動作周波数＝11.3MHz） 
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表 23.4 外部クロック入力条件（デューティ補正回路未使用）（2）（H8S/2238B、H8S/2236B） 

F-ZTAT版 マスク ROM版 

VCC＝3.0～5.5V VCC＝2.7～3.5V 

項  目 記号 

min max min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力パルス幅

Lowレベル 

tEXL 37 － 37 － ns 図 23.5 

外部クロック入力パルス幅

Highレベル 

tEXH 37 － 37 － ns  

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 7 － 7 ns  

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 7 － 7 ns  

【注】 デューティ補正回路を使用しない場合、入力波形に応じて最高動作周波数は低下します。 

 （例：tEXL＝tEXH＝37ns、tEXr＝tEXf＝7nsの場合、クロックサイクル＝88ns、したがって最高動作周波数＝11.3MHz） 
 

表 23.4 外部クロック入力条件（デューティ補正回路未使用）（3）（H8S/2238R、H8S/2236R） 

F-ZTAT版 F-ZTAT版 

マスク ROM版 

VCC＝2.7～3.6V VCC＝2.2～3.6V 

項  目 記号 

min max min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力パルス幅

Lowレベル 

tEXL 37 － 80 － ns 図 23.5 

外部クロック入力パルス幅

Highレベル 

tEXH 37 － 80 － ns  

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 7 － 15 ns  

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 7 － 15 ns  

【注】 デューティ補正回路を使用しない場合、入力波形に応じて最高動作周波数は低下します。 

 （例：tEXL＝tEXH＝37ns、tEXr＝tEXf＝7nsの場合、クロックサイクル＝88ns、したがって最高動作周波数＝11.3MHz） 
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表 23.4 外部クロック入力条件（デューティ補正回路未使用）（4） 
（H8S/2237グループ、H8S/2227グループ） 

F-ZTAT版 

マスク ROM版

マスク ROM版 ZTAT版 

VCC＝2.7～3.6V VCC＝2.2～3.6V VCC＝2.7～3.6V 

項  目 記号

min max min max min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力パルス幅 Lowレベル tEXL 37 － 80 － 50 － ns 図 23.5 

外部クロック入力パルス幅Highレベル tEXH 37 － 80 － 50 － ns  

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 7 － 15 － 10 ns  

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 7 － 15 － 10 ns  

【注】 デューティ補正回路を使用しない場合、入力波形に応じて最高動作同波数は低下します。 

 （例：tEXL＝tEXH＝37ns、tEXr＝tEXf＝7nsの場合、クロックサイクル＝88ns、したがって最高動作周波数＝11.3MHz） 
 

表 23.4 外部クロック入力条件（デューティ補正回路未使用）（5）（H8S/2239グループ） 

F-ZTAT版 

マスク ROM版

F-ZTAT版 

マスク ROM版

マスク ROM版 

VCC＝3.0～3.6V VCC＝2.7～3.6V VCC＝2.2～3.6V 

項  目 記号

min max min max min max 

単位 測定条件 

外部クロック入力パルス幅 Lowレベル tEXL 25 － 31.25 － 80 － ns 図 23.5 

外部クロック入力パルス幅Highレベル tEXH 25 － 31.25 － 80 － ns  

外部クロック立ち上がり時間 tEXr － 5 － 6.25 － 15 ns  

外部クロック立ち下がり時間 tEXf － 5 － 6.25 － 15 ns  

【注】 デューティ補正回路を使用しない場合、入力波形に応じて最高動作同波数は低下します。 

 （例：tEXL＝tEXH＝25ns、tEXr＝tEXf＝5nsの場合、クロックサイクル＝60ns、したがって最高動作周波数＝16.6MHz） 

 

tEXH tEXL

tEXr tEXf

VCC 0.5EXTAL

 

図 23.5 外部クロック入力タイミング 
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23.2.3 外部クロック切り替え時の注意事項 

2種類以上の外部クロック（例：10MHzと 2MHz）をシステムクロックとして使用し、入力クロックを切り替

える場合は、ソフトウェアスタンバイモードで行ってください。 

外部クロック切り替え回路例を図 23.6に、外部クロック切り替えタイミング図を図 23.7に示します。 

1

2

LSI

EXTAL

 

図 23.6 外部クロック切り替え回路例 

200ns

2

1

2

3

4

200ns

5

5

SLEEP

1

2

1

3

EXTAL

φ

4

12

 

図 23.7 外部クロック切り替えタイミング例 



23. クロック発振器 

Rev.6.00  2010.03.18  23-13 
RJJ09B0171-0600 

 

23.3 デューティ補正回路 
デューティ補正回路は発振周波数 5MHz以上の場合有効になり、システムクロック発振器の出力するクロッ

クのデューティを補正し、システムクロック（φ）を生成します。 
 

23.4 中速クロック分周器 
中速クロック分周器は、システムクロックを分周し、φ／2、φ／4、φ／8、φ／16、φ／32を生成します。 

 

23.5 バスマスタクロック選択回路 
バスマスタクロック選択回路は、バスマスタに供給するクロックを SCKCRの SCK2～SCK0ビットによりシ

ステムクロック（φ）、または中速クロック（φ／2、φ／4、φ／8、φ／16、φ／32）から選択します。 
 

23.6 IEBusを使用する場合のシステムクロック 
IEBusを使用する場合は、システムクロックは 12MHz、12.58MHzのいずれかを設定してください。 

IEBusを使用しない場合は、10MHz～13.5MHzの任意のシステムクロックを使用することができます。 

【注】 IEBusは、H8S/2258グループのみサポートしています。 
 

23.7 サブクロック発振器 

23.7.1 32.768kHz水晶発振子を接続する方法 

サブクロック分周器へクロックを供給するには図 23.8に示すように 32.768kHzの水晶発振子を接続します。

図 23.9に 32.768kHz水晶発振子の等価回路を示します。 

OSC1

OSC2

C1

C2

C1 = C2 = 15pF typ

 

図 23.8 32.768KHz水晶発振子の接続例 
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OSC1 OSC2

CsLs Rs

Co

Co = 1.5pF typ

Rs = 14kΩ typ

fw = 32.768kHz

 = C001R

 

図 23.9 32.768KHz水晶発振子の等価回路 

23.7.2 サブクロックを使用しない場合の端子処理 

サブクロックを必要としない場合には、図 23.10に示すように OSC1端子を Vssに接続し、OSC2端子をオー

プンとして、LPWRCRの SUBSTPビットを必ず 1に設定してください。設定しない場合には、低消費電力モー

ドへの遷移が正常に行われないことがあります。なお、H8S/2237、H8S/2227グループは OSC1端子を VCCに接

続しても問題ありません。 

OSC1

OSC2

 

図 23.10 サブクロックを使用しない場合の端子処理 

23.8 サブクロック波形成形回路 
OSC1端子から入力されたサブクロックのノイズ除去のため、φクロックの分周クロックでサンプリングしま

す。サンプリング周波数は、LPWRCRの NESELビットで設定します。詳細は「23.1.2 ローパワーコントロー

ルレジスタ（LPWRCR）」を参照してください。 

サブアクティブモード、サブスリープモード、およびウォッチモードではサンプリングされません。 
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23.9 使用上の注意事項 

23.9.1 発振子に関する注意事項 

発振子に関する諸特性は、ユーザのボード設計に密接に関係しますので本章で案内する発振子の接続例を参

考に、ユーザ側での十分な評価を実施してご使用願います。発振子の回路定格は発振子、実装回路の浮遊容量

などにより異なるため、発振子メーカーと十分ご相談のうえ決定してください。発振端子に印加される電圧が

最大定格を超えないようにしてください。 
 

23.9.2 ボード設計上の注意事項 

水晶発振子を使用する場合は、発振子および負荷容量はできるだけ EXTAL、XTAL、OSC1、OSC2端子の近

くに配置してください。配線は極力短かくしてください。図 23.11に示すように発振回路の近くには信号線を

通過させないでください。誘導により正しい発振ができなくなることがあります。 
 

C1

A B

LSI

C2

EXTAL
OSC1

XTAL
OSC2

 

図 23.11 発振回路部のボード設計に関する注意事項 
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24. 低消費電力状態 

本 LSIには、通常のプログラム実行状態のほかに、CPUや発振器の動作を停止し、消費電力を低くする低消

費電力状態があります。CPU、内蔵周辺機能などを個別に制御して、低消費電力化を実現できます。 

本 LSIの動作状態には、高速モードのほか、 

• 中速モード 

• サブアクティブモード 

• スリープモード 

• サブスリープモード 

• ウォッチモード 

• モジュールストップモード 

• ソフトウェアスタンバイモード 

• ハードウェアスタンバイモード 

の低消費電力状態があります。 

スリープモード、サブスリープモードは CPUの状態、中速モードは CPUとバスマスタの状態、サブアクティ

ブモードは CPUとバスマスタ、内蔵周辺機能の状態、モジュールストップモードは内蔵周辺機能（CPU以外の

バスマスタも含む）の状態です。 

リセット後は、高速モードになっています。 

表 24.1に、各動作状態へ遷移する条件と CPUや周辺機能などの状態、および各モードの解除方法を示します。 

表 24.2に、低消費電力モードの遷移条件を、図 24.1にモード遷移図を示します。 
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表 24.1 各モードでの本 LSIの内部状態 

機能 高速 中速 スリープ モジュー

ル 

ストップ 

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

システムクロック 

発振器 

動作 動作 動作 動作 停止 停止 停止 停止 停止 

サブクロック 

発振器 

動作/ 

停止 

動作/ 

停止 

動作/ 

停止 

動作/ 

停止 

動作 動作 動作 動作/ 

停止 

停止 

命令 停止 停止 停止 停止 停止 CPU 

動作 レジスタ 

動作 中速 

動作 保持 

動作 

保持 

サブ 

クロック 

動作 

保持 保持 不定 

RAM 動作 動作 動作 

（DTC） 

動作 保持 動作 保持 保持 保持 

I/O 動作 動作 動作 動作 保持 動作 動作 保持 ハイインピ

ーダンス 

NMI 外部 

割り込み IRQn 

動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 動作 停止 

PBC 動作 中速 

動作 

動作 動作/停止

（保持） 

停止 

（保持）

サブ 

クロック 

動作 

停止 

（保持）

停止 

（保持） 

停止 

(リセット) 

DTC 

周辺機能 

DMAC*1 

動作 中速 

動作 

動作 動作/停止

（保持） 

停止 

（保持）

停止 

（保持） 

停止 

（保持）

停止 

（保持） 

停止 

(リセット) 

WDT_1 動作 動作 動作 動作 サブ 

クロック 

動作 

サブ 

クロック 

動作 

サブ 

クロック 

動作 

停止 

（保持） 

停止 

(リセット) 

WDT_0 動作 動作 動作 動作 停止 

（保持）

サブ 

クロック 

動作 

サブ 

クロック

動作 

停止 

（保持） 

停止 

(リセット) 

TMR 動作 動作 動作 動作/停止

（保持） 

停止 

（保持）

サブ 

クロック 

動作 

サブ 

クロック

動作 

停止 

（保持） 

停止 

(リセット) 

TPU 

SCI 

 

I2C*2 

動作 動作 動作 動作/停止

（保持） 

停止 

（保持）

停止 

（保持） 

停止 

（保持）

停止 

（保持） 

停止 

(リセット) 

 D/A*3*5          

A/D  

IEB*4 

動作 動作 動作 動作/停止

(リセット)

停止 

(リセット)

停止 

(リセット)

停止 

(リセット)

停止 

(リセット) 

停止 

(リセット) 

【注】 停止（保持）は、内部レジスタ値保持。内部状態は動作中断。 

 停止（リセット）は、内部レジスタ値および内部状態を初期化。 

 モジュールストップモード時は、停止設定をしたモジュールのみ停止（リセットまたは保持）。 

 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 H8S/2237グループ、H8S/2227グループには I2Cバスインタフェースはありません。 
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 *3 H8S/2227グループには D/Aはありません。 

 *4 H8S/2258グループのみです。 

 *5 D/Aは停止（保持）の場合、アナログ出力値は規定の D/A絶対精度を満足できません。ただし、H8S/2258グルー

プ、H8S/2238B、H8S/2236Bは規定の D/A絶対精度を満足します。 
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SCK2

SCK0 0

SCK2

SCK0 0

SLEEP

SSBY 1 PSS 1

DTON 1 LSON 1

SLEEP

SSBY 1 PSS 1

DTON 1 LSON 0

STS2

0

SLEEP

SLEEP

SLEEP

SLEEP

SLEEP

*
3

*
1

LSON 0

*
2

*
1

LSON 1

STBY High

RES Low

STBY Low

SSBY 0 LSON 0

SSBY 1

PSS 0 LSON 0

SSBY 0  

PSS 1 LSON 1

SSBY 1  

PSS 1 DTON 0

RES HighMRES High

*1

*2

*3

NMI IRQ7 IRQ0 WDT1

NMI IRQ7 IRQ0 WDT1 WDT0

TMR3 TMR0

NMI IRQ7 IRQ0

RES Low

MRES Low

STBY Low

1.

2.

3.

4.

 

図 24.1 モード遷移図 
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表 24.2 低消費電力モード遷移条件 

遷移時の制御ビット状態 遷移前の状態 

SSBY PSS LSON DTON 

SLEEP命令による 

遷移後の状態 

割り込みによる 

復帰後の状態 

0 * 0 * スリープ 高速／中速 

0 * 1 * ― ― 

1 0 0 * ソフトウェアスタンバイ 高速／中速 

1 0 1 * ― ― 

1 1 0 0 ウォッチ 高速 

1 1 1 0 ウォッチ サブアクティブ 

1 1 0 1 ― ― 

高速／中速 

1 1 1 1 サブアクティブ ― 

0 0 * * ― ― 

0 1 0 * ― ― 

0 1 1 * サブスリープ サブアクティブ 

1 0 * * ― ― 

1 1 0 0 ウォッチ 高速 

1 1 1 0 ウォッチ サブアクティブ 

1 1 0 1 高速 ― 

サブアクティブ 

1 1 1 1 ― ー 

【記号説明】 ―：設定しないでください 

 * ：Don’t care 
 

24.1 レジスタの説明 
消費電力モードに関連するレジスタには以下のものがあります。システムクロックコントロールレジスタ

（SCKCR）については「23.1.1 システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR）」を参照してください。  

また、ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR）については「23.1.2 ローパワーコントロールレジスタ

（LPWRCR）」を参照してください。タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR_1）については「13.3.2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）」を参照してください。 

• スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 

• モジュールストップコントロールレジスタA（MSTPCRA） 

• モジュールストップコントロールレジスタB（MSTPCRB） 

• モジュールストップコントロールレジスタC（MSTPCRC） 

• ローパワーコントロールレジスタ（LPWRCR） 

• システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR） 

• タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR_1） 
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24.1.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 

SBYCRは低消費電力モードの制御を行います。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

7 SSBY 0 R/W ソフトウェアスタンバイ 

SLEEP命令実行後の遷移先を指定します。 

0：高速モード、中速モードで SLEEP命令実行後、スリープモードに遷移 

サブアクティブモードで SLEEP命令実行後、サブスリープモードに遷移 

1：高速モード、中速モードで SLEEP命令実行後、ソフトウェアスタンバイ

モード、サブアクティブモード、あるいはウォッチモードに遷移 

サブアクティブモードで SLEEP命令実行後、ウォッチモード、あるいは

高速モードに遷移 

なお、外部割り込みによってソフトウェアスタンバイモードが解除され、通常

動作に遷移したときは 1にセットされたまま値が変わりません。クリアする場

合は 0をライトしてください。 

6 

5 

4 

STS2 

STS1 

STS0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

スタンバイタイマセレクト 2～0 

外部割り込みによってソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブ

アクティブモードを解除する場合に、クロックが安定するまでMCUが待機す

る時間を選択します。水晶発振の場合、表 24.3、表 27.5、表 27.17、表 27.30、

表 27.42、表 27.53を参照し、動作周波数に応じて待機時間が tOSC2ms（発振安

定時間）以上となるように選択してください。外部クロックの場合、任意の選

択が可能です。 

000：待機時間＝8192ステート 

001：待機時間＝ 16384 ステート 

010：待機時間＝ 32768 ステート 

011：待機時間＝ 65536 ステート 

100：待機時間＝ 131072 ステート 

101：待機時間＝ 262144 ステート 

110：リザーブ 

111：待機時間＝ 16 ステート* 

3 OPE 1 R/W 出力ポートイネーブル 

ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、および直接遷移時にアドレ

スバス、バス制御信号（CS7～CS0、AS、RD、HWR、LWR）の出力を保持す

るか、ハイインピーダンスにするかを指定します。 

0：ハイインピーダンス 

1：出力状態を保持 

2～0 ― すべて 0 ― リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトは無効です。 

【注】 * F-ZTAT版では、16ステートは使用できません。8192ステート以上を使用してください。 
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24.1.2 モジュールストップコントロールレジスタ A～C（MSTPCRA～MSTPCRC） 

MSTPCRは、モジュールストップモードの制御を行います。1のとき対応するモジュールはモジュールスト

ップモードになり、クリアするとモジュールストップモードは解除されます。 
 

• MSTPCRA 
ビット ビット名 初期値 R/W 対象モジュール 

7 MSTPA7 0 R/W DMAコントローラ（DMAC）*2 

6 MSTPA6 0 R/W データトランスファコントローラ（DTC） 

5 MSTPA5 1 R/W 16ビットタイマパルスユニット（TPU） 

4 MSTPA4 1 R/W 8ビットタイマ（TMR_0、TMR_1） 

3 MSTPA3*1 1 R/W  

2 MSTPA2*1 1 R/W  

1 MSTPA1 1 R/W A/D変換器 

0 MSTPA0 1 R/W 8ビットタイマ（TMR_2*3
、TMR_3*3

） 

 
• MSTPCRB 

ビット ビット名 初期値 R/W 対象モジュール 

7 MSTPB7 1 R/W シリアルコミュニケーションインタフェース 0（SCI_0） 

6 MSTPB6 1 R/W シリアルコミュニケーションインタフェース 1（SCI_1） 

5 MSTPB5 1 R/W シリアルコミュニケーションインタフェース 2（SCI_2）*4 

4 MSTPB4 1 R/W I2Cバスインタフェース 0（IIC_0）（オプション）*3 

3 MSTPB3 1 R/W I2Cバスインタフェース 1（IIC_1）（オプション）*3 

2 MSTPB2*1 1 R/W  

1 MSTPB1*1 1 R/W  

0 MSTPB0*1 1 R/W  

 
• MSTPCRC 

ビット ビット名 初期値 R/W 対象モジュール 

7 MSTPC7 1 R/W シリアルコミュニケーションインタフェース 3（SCI_3） 

6 MSTPC6*1 1 R/W  

5 MSTPC5 1 R/W D/A変換器*4 

4 MSTPC4 1 R/W PCブレークコントローラ（PBC） 

3 MSTPC3 1 R/W IEBusコントローラ（IEB）*5 

2 MSTPC2*1 1 R/W  

1 MSTPC1*1 1 R/W  

0 MSTPC0*1 1 R/W  

【注】 *1 MSTPA3、MSTPA2、MSTPB5、MSTPB2～MSTPB0、MSTPC6、MSTPC2～MSTPC0はリード／ライト可、初期

値は 1です。ライト時は常に 1としてください。 
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 *2 H8S/2239グループのみです。 

 *3 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 

 *4 H8S/2227グループにはありません。 

 *5 H8S/2258グループのみです。 

24.2 中速モード 
SCKCRの SCK2～SCK0ビットを 1にセットすると、そのバスサイクルの終了時点で中速モードになります。

中速モードでは、CPUは SCK2～SCK0ビットで指定した動作クロック（φ／2、φ／4、φ／8、φ／16、φ／32）で

動作します。CPU以外のバスマスタ（DMAC*、DTC）も中速モードで動作します。 

バスマスタ以外の内蔵周辺機能は常に高速クロック（φ）で動作します。 

中速モードではバスマスタの動作クロックに対して、指定されたステート数でバスアクセスを行います。た

とえば、動作クロックとしてφ／4を選択した場合、内蔵メモリは 4ステートアクセス、内部 I/Oレジスタは 8

ステートアクセスになります。 

中速モードの解除は、SCK2～SCK0ビットをいずれも 0にクリアすることによって行われ、そのバスサイク

ルの終了時点で高速モードに遷移し、中速モードは解除されます。 

SBYCRの SSBYビットと LPWRCRの LSONビットを 0にクリアした状態で SLEEP命令を実行すると、スリ

ープモードに遷移します。スリープモードが割り込みによって解除されると中速モードに復帰します。 

また、SSBYビットを 1にセット、LSONビットと TCSR_1（WDT_1）の PSSビットを 0にクリアした状態で

SLEEP命令を実行すると、ソフトウェアスタンバイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバイモードが外

部割り込みによって解除されると中速モードに復帰します。 

RES端子、MRES端子を Lowレベルにするとリセット状態に遷移し、中速モードは解除されます。ウォッチ

ドッグタイマのオーバフローによるリセットによっても同様です。 

STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 

中速モードへの遷移、解除のタイミングを図 24.2に示します。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
 

φ

SCKCR SCKCR

 

図 24.2 中速モードの遷移・解除タイミング 
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24.3 スリープモード 

24.3.1 スリープモードへの遷移 

SBYCRの SSBYビット=0、LPWRCRの LSONビット=0の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはスリープ

モードになります。スリープモード時、CPUの動作は停止しますが、CPUの内部レジスタの内容は保持されま

す。CPU以外の周辺機能は停止しません。 
 

24.3.2 スリープモードの解除 

スリープモードの解除は、すべての割り込み、RES端子、MRES端子、または STBY端子によって行われま

す。 

• 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、スリープモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。割り込みが禁止さ

れている場合、また、NMI以外の割り込みがCPUでマスクされている場合には、スリープモードは解除さ

れません。 

• RES端子、MRES端子による解除 

RES端子、MRES端子をLowレベルにすると、リセット状態になります。規定のリセット入力期間後、RES

端子、MRES端子をHighレベルにすると、CPUはリセット例外処理を開始します。 

• STBY端子による解除 

STBY端子をLowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
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24.4 ソフトウェアスタンバイモード 

24.4.1 ソフトウェアスタンバイモードへの遷移 

SBYCRの SSBYビットを 1にセット、LPWRCRの LSONビットと TCSR_1（WDT_1）の PSSを 0クリアした

状態で SLEEP命令を実行すると、ソフトウェアスタンバイモードになります。このモードでは、CPU、内蔵周

辺機能、およびシステムクロック発振器の機能が停止します。ただし、CPUの内部レジスタの内容と内蔵 RAM

のデータ、SCIおよび A/D変換器を除く内蔵周辺機能と、I/Oポートの状態は保持されます。本モードでは、発

振器が停止するため、消費電力は著しく低減されます。 
 

24.4.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除 

ソフトウェアスタンバイモードの解除は、外部割り込み（NMI端子、IRQ7～IRQ0）、RES端子、MRES端子、

または STBY端子によって行われます。 

• 割り込みによる解除 

NMI、IRQ7～IRQ0割り込み要求信号が入力されると、クロックが発振を開始し、SBYCRのSTS2～STS0ビ

ットによって設定された時間が経過したあと、安定したクロックが本LSI全体に供給されて、ソフトウェア

スタンバイモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。 

IRQ7～IRQ0割り込みでソフトウェアスタンバイモードを解除する場合には、対応するイネーブルビット／

端子機能切り替えビットを1にセットし、かつIRQ7～IRQ0割り込みより高い優先順位の割り込みが発生し

ないようにしてください、なお、CPU側でマスクした場合、またはDTCの起動要因に設定した場合には、

ソフトウェアスタンバイモードは解除できません。 

• RES端子、MRES端子による解除 

RES端子、MRES端子をLowレベルにすると、クロックの発振が開始されます。クロックの発振開始と同時

に、本LSI全体にクロックが供給されます。このときRES端子、MRES端子は必ずクロックの発振が安定す

るまでLowレベルに保持してください。RES端子、MRES端子をHighレベルにすると、CPUはリセット例外

処理を開始します。 

• STBY端子による解除 

STBY端子をLowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
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24.4.3 ソフトウェアスタンバイモード解除後の発振安定時間の設定 

SBYCRの STS2～STS0ビットの設定は、以下のようにしてください。 

• 水晶発振の場合 

待機時間がtOSC2ms（発振安定時間）以上となるようにSTS2～STS0ビットを設定してください。 

表24.3に、動作周波数とSTS2～STS0ビットの設定に対する待機時間を示します。 

• 外部クロックの場合 

任意の値を設定可能です。通常の場合は最小時間の使用を推奨します。 

【注】 F-ZTAT版では待機時間 16ステートは使用できません。8192ステート以上を使用してください。 
 

表 24.3 発振安定時間の設定 

STS2 STS1 STS0 待機時間 20MHz*1 16MHz*1 13MHz 10MHz 8MHz*2 6MHz*2 4MHz*2 2MHz*2 単位 

0 0 0 8192ステート 0.41 0.51 0.6 0.8 1.0 1.4 2.0 4.1 ms 

  1 16384ステート 0.82 1.0 1.3 1.6 2.0 2.7 4.1 8.2  

 1 0 32768ステート 1.6 2.0 2.5 3.3 4.1 5.5 8.2 16.4  

  1 65536ステート 3.3 4.1 5.0 6.6 8.2 10.9 16.4 32.8  

1 0 0 131072ステート 6.6 8.2 10.1 13.1 16.4 21.8 32.8 65.5  

  1 262144ステート 13.1 16.4 20.2 26.2 32.8 43.7 65.5 131.1  

 1 0 リザーブ － － － － － － － － － 

  1 16ステート 0.8 1.0 1.2 1.6 2.0 2.7 4.0 8.0 μs 

  ：推奨設定時間  

【注】 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 H8S/2258グループは動作範囲外です。 
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24.4.4 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 

NMI端子の立ち下がりエッジでソフトウェアスタンバイモードに遷移し、NMI端子の立ち上がりエッジでソ

フトウェアスタンバイモードの解除を行う例を図 24.3に示します。 

この例では、SYSCRの NMIEGビットが 0にクリアされている（立ち下がりエッジ指定）状態で、NMI割り

込みを受け付けたあと、NMIEGビットを 1にセット（立ち上がりエッジ指定）、SSBYビットを 1にセットし

たあと、SLEEP命令を実行してソフトウェアスタンバイモードに遷移しています。 

その後、NMI端子の立ち上がりエッジでソフトウェアスタンバイモードが解除されます。 

φ

NMI

NMIEG

SSBY

NMI

NMIEG 1

SSBY 1

SLEEP

tOSC2

NMI

 

図 24.3 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 
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24.5 ハードウェアスタンバイモード 

24.5.1 ハードウェアスタンバイモードへの遷移 

STBY端子を Lowレベルにすると、どの状態からでもハードウェアスタンバイモードになります。 

ハードウェアスタンバイモードでは、すべての機能がリセット状態になり動作が停止するため、消費電力は

著しく低減します。このとき、規定の電圧が与えられている限り、内蔵 RAMのデータは保持されます。I/Oポ

ートはハイインピーダンス状態になります。 

ハードウェアスタンバイモード中には、モード端子（MD2～MD0）の状態を変化させないでください。 
 

24.5.2 ハードウェアスタンバイモードの解除 

ハードウェアスタンバイモードの解除は、STBY端子と RES端子によって行われます。RES端子を Lowレベ

ルにした状態で、STBY端子を Highレベルにすると、リセット状態になり、クロックは発振を開始します。こ

のとき、RES端子は必ずクロックの発振が安定するまで（水晶発振の場合、発振安定時間 tOSC1以上）Lowレベ

ルを保持してください。その後、RES端子を Highレベルにすると、リセット例外処理状態を経てプログラム実

行状態へ遷移します。 
 

24.5.3 ハードウェアスタンバイモードのタイミング 

ハードウェアスタンバイモードのタイミング例を図 24.4に示します。 

RES端子を Lowレベルにしたあと、STBY端子を Lowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷

移します。解除は、STBY端子を Highレベルにし、クロックの発振安定時間経過後、RES端子を Lowレベルか

ら Highレベルにすることにより行われます。 
 

発振器

発振安定
時間
tosc1

リセット例外処理

 

図 24.4 ハードウェアスタンバイモードのタイミング 
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24.6 モジュールストップモード 
モジュールストップモードは内蔵周辺機能のモジュール単位で設定することができます。 

MSTPCRの対応する MSTPビットを 1にセットすると、バスサイクルの終了時点でモジュールは動作を停止

してモジュールストップモードへ遷移します。このとき CPUは独立して動作を継続します。 

対応する MSTPビットを 0にクリアすることによって、モジュールストップモードは解除され、バスサイク

ルの終了時点でモジュールは動作を再開します。モジュールストップモードでは、SCIおよび A/D変換器を除

くモジュールの内部状態が保持されています。 

リセット解除後は、DMAC*、DTCを除くすべてのモジュールがモジュールストップモードになっています。 

モジュールストップモードに設定されたモジュールのレジスタは、リード／ライトできません。 

また、全モジュールストップ（MSTPCR=H'FFFFFFFF）の状態でスリープモードに遷移すると、バスコントロ

ーラと I/Oポートも動作を停止しますので、さらに消費電流を低減することができます。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
 

24.7 ウォッチモード 

24.7.1 ウォッチモードへの遷移 

高速あるいはサブアクティブモードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの DTONビット＝0、

TCSR_1（WDT_1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはウォッチモードに遷移します。 

ウォッチモード時、CPUは動作を停止します。また、WDT_1以外の周辺機能およびシステムクロック発振器

も動作を停止します。CPUの内部レジスタの内容と内蔵 RAMのデータ、および内蔵周辺機能（SCIおよび A/D

変換器を除く）と I/Oポートの状態は保持されます。ウォッチモードに遷移する場合は、SCKCRの SCK2～SCK0

の各ビットを必ず 0にしてください。 
 

24.7.2 ウォッチモードの解除 

ウォッチモードの解除は、割り込み（WOVI_1割り込み、NMI端子、IRQ7～IRQ0）RES端子、MRES端子、

または STBY端子によって行われます。 

• 割り込みによる解除 

割り込みが発生するとウォッチモードは解除され、LPWRCRのLSONビット＝0のときは高速モードあるい

は中速モードに、LSONビット＝1のときはサブアクティブモードに遷移します。高速モードに遷移すると

きは、SBYCRのSTS2～STS0により設定された時間が経過したあと、安定したクロックがLSI全体に供給さ

れ、割り込み例外処理を開始します。なお、IRQ7～IRQ0割り込みについては対応するイネーブルビット／

端子機能切り替えビットが0にクリアされている場合、内蔵周辺機能による割り込みについては割り込み許

可レジスタにより当該割り込みの受け付けが禁止されている場合、またはCPUでマスクされている場合に

は、ウォッチモードは解除されません。 

ウォッチモードから高速モードに遷移するときの発振安定時間の設定は、「24.4.3 ソフトウェアスタン

バイモード解除後の発振安定時間の設定」を参照してください。 



24. 低消費電力状態 

Rev.6.00  2010.03.18  24-15 
RJJ09B0171-0600 

 

• RES端子、MRES端子による解除 

RES端子、MRES端子による解除については、「24.4.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除」を参照し

てください。 

• STBY端子による解除 

STBY端子をLowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
 

24.8 サブスリープモード 

24.8.1 サブスリープモードへの遷移 

サブアクティブモードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝0、LPWRCRの LSONビット＝1、TCSR_1（WDT_1）

の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはサブスリープモードに遷移します。 

サブスリープモード時、CPUは動作を停止します。また、TMR_0～TMR_3、WDT_0、WDT_1以外の周辺機

能およびシステムクロック発振器は動作を停止します。CPUの内部レジスタの内容 RAMのデータ、および内

蔵周辺機能（SCIおよび A/D変換器を除く）と I/Oポートの状態は保持されます。 
 

24.8.2 サブスリープモードの解除 

サブスリープモードの解除は、割り込み（内蔵周辺機能からの割り込み、NMI端子、IRQ7～IRQ0）、RES端

子、または STBY端子によって行われます。 

• 割り込みによる解除 

割り込みが発生すると、サブスリープモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。 

なお、IRQ7～IRQ0割り込みについては、対応するイネーブルビット／端子機能切り替えビットが0にクリ

アされている場合、内蔵周辺機能からの割り込みについては、割り込み許可レジスタにより当該割り込み

の受け付けが禁止されている場合、またはCPUでマスクされている場合には、サブスリープモードは解除

されません。 

• RES端子、MRES端子による解除 

RES端子、MRES端子による解除については、「24.4.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除」を参照し

てください。 

• STBY端子による解除 

STBY端子、MRES端子をLowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
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24.9 サブアクティブモード 

24.9.1 サブアクティブモードへの遷移 

高速モードにおいて、SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの DTONビット＝1、LSONビット＝1、TCSR_1

（WDT_1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、CPUはサブアクティブモードに遷移します。

また、ウォッチモードで割り込みが発生したとき、LPWRCRの LSONビット＝1の状態であれば、サブアクテ

ィブモードに遷移します。また、サブスリープモードで割り込みが発生したとき、サブアクティブモードに遷

移します。 

サブアクティブモード時、CPUはサブクロックにより、低速動作で順次プログラムを実行します。サブアク

ティブモードでは、PBC、TMR_0～TMR_3、WDT_0、WDT_1以外の周辺機能およびシステムクロック発振器は

動作を停止します。 

なお、サブアクティブモードで動作させる場合は、SCKCRの SCK2～SCK0の各ビットを必ず 0としてくださ

い。 
 

24.9.2 サブアクティブモードの解除 

サブアクティブモードの解除は、SLEEP命令、RES端子、MRES端子または STBY端子によって行われます。 

• SLEEP命令による解除 

SBYCRのSSBYビット＝1、LPWRCRのDTONビット＝0、TCSR_1（WDT_1）のPSSビット＝1の状態でSLEEP

命令を実行すると、ウォッチモードに遷移します。また、SBYCRのSSBYビット＝0、LPWRCRのLSONビ

ット＝1、TCSR（WDT_1）のPSSビット＝1の状態でSLEEP命令を実行するとサブスリープモードに遷移し

ます。また、SBYCRのSSBYビット＝1、LPWRCRのDTONビット＝1、LSONビット＝0、TCSR_1（WDT_1）

のPSSビット＝1の状態でSLEEP命令を実行すると、高速モード（SCK2～SCK0がすべて0）に直接遷移しま

す。 

• RES端子、MRES端子による解除 

RES端子、MRES端子による解除については、「24.4.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除」を参照し

てください。 

• STBY端子による解除 

STBY端子をLowレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
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24.10 直接遷移 
CPUがプログラムを実行している動作モードには高速モード、中速モード、サブアクティブモードの 3つの

モードがあります。高速モードとサブアクティブモードの間で、プログラムを停止することなく遷移すること

を直接遷移とよびます。直接遷移は LPWRCRの DTONを 1にセットし、SLEEP命令を実行することにより可能

です。遷移後は直接遷移割り込み例外処理を開始します。 

24.10.1 高速モードからサブアクティブモードへの直接遷移 

高速モードで SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝1、DTONビット＝1、TSCR_1（WDT_1）

の PSSビット＝1にセットした状態で SLEEP命令を実行するとサブアクティブモードに遷移します。 
 

24.10.2 サブアクティブモードから高速モードへの直接遷移 

サブアクティブモードで SBYCRの SSBYビット＝1、LPWRCRの LSONビット＝0、DTONビット＝1、TSCR_1

（WDT_1）の PSSビット＝1の状態で SLEEP命令を実行すると、SBYCRの STS2～STS0により設定された時間

を経過したあと、直接高速モードに遷移します。 
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24.11 φクロック出力禁止機能 
SCKCRの P STOPビット、対応するポートのDDRにより、φクロックの出力を制御することができます。PSTOP

ビットを 1 にセットすると、バスサイクルの終了時点でφクロックは停止し、φ出力は Highレベルになります。

PSTOPを 0にクリアした状態では、φクロック出力は許可されます。また、対応するポートの DDR を 0 にクリ

アすると、φクロック出力は禁止され、入力ポートになります。表 24.4に各処理状態におけるφ端子の状態を示

します。 
 

表 24.4 各処理状態におけるφ端子の状態 

DDR 0 1 1 

PSTOP － 0 1 

ハードウェアスタンバイモード ハイインピーダンス 

ソフトウェアスタンバイモード、 

ウォッチモード、 

直接遷移 

ハイインピーダンス High固定 

スリープモード、 

サブスリープモード 

ハイインピーダンス φ出力 High固定 

高速モード、 

中速モード、 

サブアクティブモード 

ハイインピーダンス φ出力 High固定 

 

24.12 使用上の注意事項 

24.12.1 I/Oポートの状態 

ソフトウェアスタンバイモードおよびウォッチモードでは、I/Oポートの状態が保持されます。したがって、

Highレベルを出力している場合、出力電流分の消費電流は低減されません。 
 

24.12.2 発振安定待機中の消費電流 

発振安定待機中は消費電流が増加します。 
 

24.12.3 DTC、DMAC*のモジュールストップ 

DTC、DMAC*の動作状態によっては、MSTPA6ビット、MSTPA7ビットは 1にセットされない場合がありま

す。DTC、DMAC*のモジュールストップモードの設定は、起動されない状態で行ってください。 

詳細は「第 8章 DMAコントローラ（DMAC）」および「第 9章 データトランスファコントローラ（DTC）」

を参照してください。 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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24.12.4 内蔵周辺モジュールの割り込み 

• モジュールストップモード 

モジュールストップモードでは、当該割り込みの動作ができません。したがって、割り込みが要求された状

態でモジュールストップとすると、CPUの割り込み要因または DMAC*1、DTCの起動要因のクリアができませ

ん。 

事前に各モジュールの割り込みをディスエーブルにしたあと、モジュールストップモードとしてください。 

• サブアクティブモード／ウォッチモード 

サブアクティブモードで動作停止する内蔵周辺モジュール（DMAC*1、DTC、TPU、IIC*2）は、当該割り込み

をサブアクティブモードでクリアできません。したがって、割り込みが要求された状態でサブアクティブモー

ドに遷移すると、CPUの割り込み要因のクリアができません。 

事前に各モジュールの割り込みをディスエーブルにしたあと、SLEEP命令を実行しサブアクティブモード／

ウォッチモードに遷移してください。 

【注】 *1 H8S/2239グループのみです。 

 *2 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 
 

24.12.5 MSTPCRのライト 

MSTPCRは CPUのみでライトしてください。 
 

24.12.6 サブアクティブモード／ウォッチモード遷移と DMAC*、DTCのモジュール 
ストップ 

サブアクティブモード、ウォッチモードに遷移する場合は、DMAC*、DTCをモジュールストップ（MSTPA6

ビットおよび MSTPA7 ビットに 1 ライト）設定し、MSTPA6 ビットおよび MSTPA7 ビットの 1 リード確

認後、モード遷移してください。サブアクティブモードからアクティブモードに遷移後、モジュールストップ

解除してください。 

なお、サブアクティブモード中に DMAC*起動要因もしくは DTC起動要因が発生した場合、アクティブモー

ドに遷移後モジュールストップ解除時に DMAC*もしくは DTCが起動されます｡ 

【注】 * H8S/2239グループのみです。 
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25. 電源回路 

25.1 概要 
H8S/2258グループ、H8S/2238B、および H8S/2236Bには内部電源降圧回路が内蔵されています。この回路を

使用することにより、外部 VCC端子に接続された電源電圧に依存することなく、内部電源電圧を約 3.0V一定に

することができます。このため、外部電源を 3.0V以上で使用した場合に消費される電流値は、約 3.0Vで使用

した場合とほぼ同一の低電流に抑えることができます。外部電源が 3.0V以下の場合、内部電圧は外部電圧とほ

ぼ同一となります。 

H8S/2239グループ、H8S/2238R、H8S/2236R、H8S/2237グループ、H8S/2227グループは内部電源降圧回路を

内蔵していません。VCC端子と CVCC端子に外部電源を接続してください。 

25.2 H8S/2258グループ、H8S/2238B、H8S/2236B（内部電源降圧回路
内蔵）の電源接続 

図 25.1に示すように、VCC端子に外部電源を接続し、CVCCと VSS間に約 0.1μFの容量を接続してください。

この外部回路を付加するだけで内部降圧回路が有効になります。CVCC端子に絶対最大定格値 4.3Vを超える電

源を印加した場合、LSIの永久破壊となることがありますので、CVCC端子には電源を接続しないでください。 

【注】 1. 外部回路のインタフェースは VCCに接続されている外部電源電圧と VSSに接続されている GND電位が基準となり

ます。たとえば、ポートの入出力レベルは“H”が VCCレベル基準、“L”が VSSレベル基準となります。 

 2. A/D変換器、D/A変換器のアナログ電源は内部降圧の影響は受けません。 

VSS

CVCC

VCC

H8S/2238B H8S/2236B VCC 2.7 5.5V

F-ZTAT VCC 3.0 5.5V

H8S/2258 VCC 4.0 5.5V

0.1µF

 

図 25.1 H8S/2258グループ、H8S/2238B、H8S/2236B（内部電源降圧回路内蔵）の電源接続図 
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25.3 H8S/2239グループ、H8S/2238R、H8S/2236R、H8S/2237グルー
プ、H8S/2227グループ（内部電源降圧回路なし）の電源接続 

H8S/2239グループ、H8S/2238R、H8S/2236R、H8S/2237グループ、H8S/2227グループは内部電源降圧回路を

内蔵していません。図 25.2に示すように、VCC端子と CVCC端子に外部電源を接続してください。直接外部電

源が内部電源に入力されます。 

【注】  使用可能な電源電圧は 2.2～3.6V（F-ZTAT版は 2.7～3.6V）です。この範囲外（2.2V未満、3.6V以上）の電源を入力

した場合の動作は保証されません。 

VSS

CVCC

VCC VCC 2.2 3.6V

F-ZTAT VCC 2.7 3.6V

 

図 25.2 H8S/2239グループ、H8S/2238R、H8S/2236R、H8S/2237グループ、H8S/2227グループ 
（内部電源降圧回路なし）の電源接続図 

25.4 バイパスコンデンサについての注意 
できるだけ VSSと VCCのペアごとに 0.01～0.1（μF）の積層セラミックコンデンサをパスコンとして入れてく

ださい。 

パスコンはできるだけ LSIの電源端子の近くに実装してください。 

容量値だけでなく、周波数特性は LSIの動作周波数に合った特性を持つものを使用してください。 
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26. レジスタ一覧 

アドレス一覧では、内蔵レジスタのアドレス、ビット構成および動作モード別の状態に関する情報をまとめて

います。表記方法は下記のとおりです。 
 

1. レジスタアドレス一覧（アドレス順） 
 

• 割り付けアドレスの小さいレジスタから順に記載します。 

• モジュール名称による分類をしています。 

• アクセスサイズを表示しています。 
 

2. レジスタビット一覧 
 

• 「レジスタアドレス一覧（アドレス順）」の順序で、ビット構成を記載しています。 

• リザーブビットは、ビット名称部に「－」で表記しています。 

• ビット名称部が空白のものは、そのレジスタ全体がカウンタやデータに割り付けられていることを示します。 
 

3. 各動作モード別レジスタの状態 
 

• 「レジスタアドレス一覧（アドレス順）」の順序で、レジスタの状態を記載しています。 

• 基本的な動作モードにおけるレジスタの状態を示しており、内蔵モジュール固有のリセットなどがある場合

は、内蔵モジュールの章を参照してください。 
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26.1 レジスタアドレス一覧（アドレス順） 
データバス幅は、ビット数を示します。 

アクセスステート数は、指定の基準クロックのステート数を示します。 
 

レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス*1
モジュール データ 

バス幅 

アクセス 

ステート数 

DTCモードレジスタ A MRA 8 H'EBC0－ DTC 16/32*2 2 

DTCモードレジスタ B MRB 8 H'EFBF DTC 16/32*2 2 

DTCソースアドレスレジスタ SAR 24  DTC 16/32*2 2 

DTCデスティネーションアドレスレジスタ DAR 24  DTC 16/32*2 2 

DTC転送カウントレジスタ A CRA 16  DTC 16/32*2 2 

DTC転送カウントレジスタ B CRB 16  DTC 16/32*2 2 

IEBusコントロールレジスタ IECTR 8 H'F800－ IEB 8 2 

IEBusコマンドレジスタ IECMR 8 H'F816 IEB 8 2 

IEBusマスタコントロールレジスタ IEMCR 8  IEB 8 2 

IEBus自局アドレスレジスタ 1 IEAR1 8  IEB 8 2 

IEBus自局アドレスレジスタ 2 IEAR2 8  IEB 8 2 

IEBusスレーブアドレス設定レジスタ 1 IESA1 8  IEB 8 2 

IEBusスレーブアドレス設定レジスタ 2 IESA2 8  IEB 8 2 

IEBus送信電文長レジスタ IETBFL 8  IEB 8 2 

IEBus送信バッファレジスタ IETBR 8  IEB 8 2 

IEBus受信マスタアドレスレジスタ 1 IEMA1 8  IEB 8 2 

IEBus受信マスタアドレスレジスタ 2 IEMA2 8  IEB 8 2 

IEBus受信コントロールフィールドレジスタ IERCTL 8  IEB 8 2 

IEBus受信電文長レジスタ IERBFL 8  IEB 8 2 

IEBusバッファレジスタ IERBR 8  IEB 8 2 

IEBusロックアドレスレジスタ 1 IELA1 8  IEB 8 2 

IEBusロックアドレスレジスタ 2 IELA2 8  IEB 8 2 

IEBusゼネラルフラグレジスタ IEFLG 8  IEB 8 2 

IEBus送信／暴走ステータスレジスタ IETSR 8  IEB 8 2 

IEBus送信／暴走割り込み許可レジスタ IEIET 8  IEB 8 2 

IEBus送信エラーフラグレジスタ IETEF 8  IEB 8 2 

IEBus受信ステータスレジスタ IERSR 8  IEB 8 2 

IEBus受信割り込み許可レジスタ IEIER 8  IEB 8 2 

IEBus受信エラーフラグレジスタ IEREF 8  IEB 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス*1
モジュール データ 

バス幅 

アクセス 

ステート数 

D/Aデータレジスタ_0 DADR_0 8 H'FDAC D/A変換器 8 2 

D/Aデータレジスタ_1 DADR_1 8 H'FDAD D/A変換器 8 2 

D/Aコントロールレジスタ DACR 8 H'FDAE D/A変換器 8 2 

シリアルコントロールレジスタ X SCRX 8 H'FDB4 IIC、FLASH 8 2 

DDCスイッチレジスタ DDCSWR 8 H'FDB5 IIC 8 2 

タイマコントロールレジスタ_2 TCR_2 8 H'FDC0 TMR_2 8 2 

タイマコントロールレジスタ_3 TCR_3 8 H'FDC1 TMR_3 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_2 TCSR_2 8 H'FDC2 TMR_2 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_3 TCSR_3 8 H'FDC3 TMR_3 8 2 

タイムコンスタントレジスタ A_2 TCORA_2 8 H'FDC4 TMR_2 8/16 2 

タイムコンスタントレジスタ A_3 TCORA_3 8 H'FDC5 TMR_3 8/16 2 

タイムコンスタントレジスタ B_2 TCORB_2 8 H'FDC6 TMR_2 8/16 2 

タイムコンスタントレジスタ B_3 TCORB_3 8 H'FDC7 TMR_3 8/16 2 

タイマカウンタ_2 TCNT_2 8 H'FDC8 TMR_2 8/16 2 

タイマカウンタ_3 TCNT_3 8 H'FDC9 TMR_3 8/16 2 

シリアルモードレジスタ_3 SMR_3 8 H'FDD0 SCI_3 8 2 

ビットレートレジスタ_3 BRR_3 8 H'FDD1 SCI_3 8 2 

シリアルコントロールレジスタ_3 SCR_3 8 H'FDD2 SCI_3 8 2 

トランスミットデータレジスタ_3 TDR_3 8 H'FDD3 SCI_3 8 2 

シリアルステータスレジスタ_3 SSR_3 8 H'FDD4 SCI_3 8 2 

レシーブデータレジスタ_3 RDR_3 8 H'FDD5 SCI_3 8 2 

スマートカードモードレジスタ_3 SCMR_3 8 H'FDD6 SCI_3 8 2 

スタンバイコントロールレジスタ SBYCR 8 H'FDE4 SYSTEM 8 2 

システムコントロールレジスタ SYSCR 8 H'FDE5 SYSTEM 8 2 

システムクロックコントロールレジスタ SCKCR 8 H'FDE6 SYSTEM 8 2 

モードコントロールレジスタ MDCR 8 H'FDE7 SYSTEM 8 2 

モジュールストップコントロールレジスタ A MSTPCRA 8 H'FDE8 SYSTEM 8 2 

モジュールストップコントロールレジスタ B MSTPCRB 8 H'FDE9 SYSTEM 8 2 

モジュールストップコントロールレジスタ C MSTPCRC 8 H'FDEA SYSTEM 8 2 

端子機能コントロールレジスタ PFCR 8 H'FDEB BSC 8 2 

ローパワーコントロールレジスタ LPWRCR 8 H'FDEC SYSTEM 8 2 

シリアル拡張モードレジスタ_0 SEMR_0 8 H'FDF8 SCI_0 8 2 

ブレークアドレスレジスタ A BARA 32 H'FE00 PBC 8/16 2 

ブレークアドレスレジスタ B BARB 32 H'FE04 PBC 8/16 2 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス*1
モジュール データ 

バス幅 

アクセス 

ステート数 

ブレークコントロールレジスタ A BCRA 8 H'FE08 PBC 8/16 2 

ブレークコントロールレジスタ B BCRB 8 H'FE09 PBC 8/16 2 

IRQセンスコントロールレジスタ H ISCRH 8 H'FE12 INT 8 2 

IRQセンスコントロールレジスタ L ISCRL 8 H'FE13 INT 8 2 

IRQイネーブルレジスタ IER 8 H'FE14 INT 8 2 

IRQステータスレジスタ ISR 8 H'FE15 INT 8 2 

DTCイネーブルレジスタ A DTCERA 8 H'FE16 DTC 8 2 

DTCイネーブルレジスタ B DTCERB 8 H'FE17 DTC 8 2 

DTCイネーブルレジスタ C DTCERC 8 H'FE18 DTC 8 2 

DTCイネーブルレジスタ D DTCERD 8 H'FE19 DTC 8 2 

DTCイネーブルレジスタ E DTCERE 8 H'FE1A DTC 8 2 

DTCイネーブルレジスタ F DTCERF 8 H'FE1B DTC 8 2 

DTCイネーブルレジスタ I DTCERI 8 H'FE1E DTC 8 2 

DTCベクタレジスタ DTVECR 8 H'FE1F DTC 8 2 

ポート 1データディレクションレジスタ P1DDR 8 H'FE30 PORT 8 2 

ポート 3データディレクションレジスタ P3DDR 8 H'FE32 PORT 8 2 

ポート 7データディレクションレジスタ P7DDR 8 H'FE36 PORT 8 2 

ポート Aデータディレクションレジスタ PADDR 8 H'FE39 PORT 8 2 

ポート Bデータディレクションレジスタ PBDDR 8 H'FE3A PORT 8 2 

ポート Cデータディレクションレジスタ PCDDR 8 H'FE3B PORT 8 2 

ポート Dデータディレクションレジスタ PDDDR 8 H'FE3C PORT 8 2 

ポート Eデータディレクションレジスタ PEDDR 8 H'FE3D PORT 8 2 

ポート Fデータディレクションレジスタ PFDDR 8 H'FE3E PORT 8 2 

ポート Gデータディレクションレジスタ PGDDR 8 H'FE3F PORT 8 2 

ポート Aプルアップ MOSコントロールレジスタ PAPCR 8 H'FE40 PORT 8 2 

ポート Bプルアップ MOSコントロールレジスタ PBPCR 8 H'FE41 PORT 8 2 

ポート Cプルアップ MOSコントロールレジスタ PCPCR 8 H'FE42 PORT 8 2 

ポート Dプルアップ MOSコントロールレジスタ PDPCR 8 H'FE43 PORT 8 2 

ポート Eプルアップ MOSコントロールレジスタ PEPCR 8 H'FE44 PORT 8 2 

ポート 3オープンドレインコントロールレジスタ P3ODR 8 H'FE46 PORT 8 2 

ポート Aオープンドレインコントロールレジスタ PAODR 8 H'FE47 PORT 8 2 

タイマコントロールレジスタ_3 TCR_3 8 H'FE80 TPU_3 8 2 

タイマモードレジスタ_3 TMDR_3 8 H'FE81 TPU_3 8 2 

タイマ I/Oコントロールレジスタ H_3 TIORH_3 8 H'FE82 TPU_3 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス*1
モジュール データ 

バス幅 

アクセス 

ステート数 

タイマ I/Oコントロールレジスタ L_3 TIORL_3 8 H'FE83 TPU_3 8 2 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_3 TIER_3 8 H'FE84 TPU_3 8 2 

タイマステータスレジスタ_3 TSR_3 8 H'FE85 TPU_3 8 2 

タイマカウンタ_3 TCNT_3 16 H'FE86 TPU_3 16 2 

タイマジェネラルレジスタ A_3 TGRA_3 16 H'FE88 TPU_3 16 2 

タイマジェネラルレジスタ B_3 TGRB_3 16 H'FE8A TPU_3 16 2 

タイマジェネラルレジスタ C_3 TGRC_3 16 H'FE8C TPU_3 16 2 

タイマジェネラルレジスタ D_3 TGRD_3 16 H'FE8E TPU_3 16 2 

タイマコントロールレジスタ_4 TCR_4 8 H'FE90 TPU_4 8 2 

タイマモードレジスタ_4 TMDR_4 8 H'FE91 TPU_4 8 2 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_4 TIOR_4 8 H'FE92 TPU_4 8 2 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_4 TIER_4 8 H'FE94 TPU_4 8 2 

タイマステータスレジスタ_4 TSR_4 8 H'FE95 TPU_4 8 2 

タイマカウンタ_4 TCNT_4 16 H'FE96 TPU_4 16 2 

タイマジェネラルレジスタ A_4 TGRA_4 16 H'FE98 TPU_4 16 2 

タイマジェネラルレジスタ B_4 TGRB_4 16 H'FE9A TPU_4 16 2 

タイマコントロールレジスタ_5 TCR_5 8 H'FEA0 TPU_5 8 2 

タイマモードレジスタ_5 TMDR_5 8 H'FEA1 TPU_5 8 2 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_5 TIOR_5 8 H'FEA2 TPU_5 8 2 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_5 TIER_5 8 H'FEA4 TPU_5 8 2 

タイマステータスレジスタ_5 TSR_5 8 H'FEA5 TPU_5 8 2 

タイマカウンタ_5 TCNT_5 16 H'FEA6 TPU_5 16 2 

タイマジェネラルレジスタ A_5 TGRA_5 16 H'FEA8 TPU_5 16 2 

タイマジェネラルレジスタ B_5 TGRB_5 16 H'FEAA TPU_5 16 2 

タイマスタートレジスタ TSTR 8 H'FEB0 TPU 8 2 

タイマシンクロレジスタ TSYR 8 H'FEB1 TPU 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ A IPRA 8 H'FEC0 INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ B IPRB 8 H'FEC1 INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ C IPRC 8 H'FEC2 INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ D IPRD 8 H'FEC3 INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ E IPRE 8 H'FEC4 INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ F IPRF 8 H'FEC5 INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ G IPRG 8 H'FEC6 INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ H IPRH 8 H'FEC7 INT 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス*1
モジュール データ 

バス幅 

アクセス 

ステート数 

インタラプトプライオリティレジスタ I IPRI 8 H'FEC8 INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ J IPRJ 8 H'FEC9 INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ K IPRK 8 H'FECA INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ L IPRL 8 H'FECB INT 8 2 

インタラプトプライオリティレジスタ O IPRO 8 H'FECE INT 8 2 

バス幅コントロールレジスタ ABWCR 8 H'FED0 BSC 8 2 

アクセスステートコントロールレジスタ ASTCR 8 H'FED1 BSC 8 2 

ウェイトコントロールレジスタ H WCRH 8 H'FED2 BSC 8 2 

ウェイトコントロールレジスタ L WCRL 8 H'FED3 BSC 8 2 

バスコントロールレジスタ H BCRH 8 H'FED4 BSC 8 2 

バスコントロールレジスタ L BCRL 8 H'FED5 BSC 8 2 

RAMエミュレーションレジスタ RAMER 8 H'FEDB FLASH 8 2 

メモリアドレスレジスタ_0AH MAR_0AH 16 H'FEE0 DMAC 16 2 

メモリアドレスレジスタ_0AL MAR_0AL 16 H'FEE2 DMAC 16 2 

I/Oアドレスレジスタ_0A IOAR_0A 16 H'FEE4 DMAC 16 2 

転送カウントレジスタ_0A ETCR_0A 16 H'FEE6 DMAC 16 2 

メモリアドレスレジスタ_0BH MAR_0BH 16 H'FEE8 DMAC 16 2 

メモリアドレスレジスタ_0BL MAR_0BL 16 H'FEEA DMAC 16 2 

I/Oアドレスレジスタ_0B IOAR_0B 16 H'FEEC DMAC 16 2 

転送カウントレジスタ_0B ETCR_0B 16 H'FEEE DMAC 16 2 

メモリアドレスレジスタ_1AH MAR_1AH 16 H'FEF0 DMAC 16 2 

メモリアドレスレジスタ_1AL MAR_1AL 16 H'FEF2 DMAC 16 2 

I/Oアドレスレジスタ_1A IOAR_1A 16 H'FEF4 DMAC 16 2 

転送カウントレジスタ_1A ETCR_1A 16 H'FEF6 DMAC 16 2 

メモリアドレスレジスタ_1BH MAR_1BH 16 H'FEF8 DMAC 16 2 

メモリアドレスレジスタ_1BL MAR_1BL 16 H'FEFA DMAC 16 2 

I/Oアドレスレジスタ_1B IOAR_1B 16 H'FEFC DMAC 16 2 

転送カウントレジスタ_1B ETCR_1B 16 H'FEFE DMAC 16 2 

ポート 1データレジスタ P1DR 8 H'FF00 PORT 8 2 

ポート 3データレジスタ P3DR 8 H'FF02 PORT 8 2 

ポート 7データレジスタ P7DR 8 H'FF06 PORT 8 2 

ポート Aデータレジスタ PADR 8 H'FF09 PORT 8 2 

ポート Bデータレジスタ PBDR 8 H'FF0A PORT 8 2 

ポート Cデータレジスタ PCDR 8 H'FF0B PORT 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス*1
モジュール データ 

バス幅 

アクセス 

ステート数 

ポート Dデータレジスタ PDDR 8 H'FF0C PORT 8 2 

ポート Eデータレジスタ PEDR 8 H'FF0D PORT 8 2 

ポート Fデータレジスタ PFDR 8 H'FF0E PORT 8 2 

ポート Gデータレジスタ PGDR 8 H'FF0F PORT 8 2 

タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 8 H'FF10 TPU_0 8 2 

タイマモードレジスタ_0 TMDR_0 8 H'FF11 TPU_0 8 2 

タイマ I/Oコントロールレジスタ H_0 TIORH_0 8 H'FF12 TPU_0 8 2 

タイマ I/Oコントロールレジスタ L_0 TIORL_0 8 H'FF13 TPU_0 8 2 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_0 TIER_0 8 H'FF14 TPU_0 8 2 

タイマステータスレジスタ_0 TSR_0 8 H'FF15 TPU_0 8 2 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 16 H'FF16 TPU_0 16 2 

タイマジェネラルレジスタ A_0 TGRA_0 16 H'FF18 TPU_0 16 2 

タイマジェネラルレジスタ B_0 TGRB_0 16 H'FF1A TPU_0 16 2 

タイマジェネラルレジスタ C_0 TGRC_0 16 H'FF1C TPU_0 16 2 

タイマジェネラルレジスタ D_0 TGRD_0 16 H'FF1E TPU_0 16 2 

タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 8 H'FF20 TPU_1 8 2 

タイマモードレジスタ_1 TMDR_1 8 H'FF21 TPU_1 8 2 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_1 TIOR_1 8 H'FF22 TPU_1 8 2 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_1 TIER_1 8 H'FF24 TPU_1 8 2 

タイマステータスレジスタ_1 TSR_1 8 H'FF25 TPU_1 8 2 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 16 H'FF26 TPU_1 16 2 

タイマジェネラルレジスタ A_1 TGRA_1 16 H'FF28 TPU_1 16 2 

タイマジェネラルレジスタ B_1 TGRB_1 16 H'FF2A TPU_1 16 2 

タイマコントロールレジスタ_2 TCR_2 8 H'FF30 TPU_2 8 2 

タイマモードレジスタ_2 TMDR_2 8 H'FF31 TPU_2 8 2 

タイマ I/Oコントロールレジスタ_2 TIOR_2 8 H'FF32 TPU_2 8 2 

タイマインタラプトイネーブルレジスタ_2 TIER_2 8 H'FF34 TPU_2 8 2 

タイマステータスレジスタ_2 TSR_2 8 H'FF35 TPU_2 8 2 

タイマカウンタ_2 TCNT_2 16 H'FF36 TPU_2 16 2 

タイマジェネラルレジスタ A_2 TGRA_2 16 H'FF38 TPU_2 16 2 

タイマジェネラルレジスタ B_2 TGRB_2 16 H'FF3A TPU_2 16 2 

DMAライトイネーブルレジスタ DMAWER 8 H'FF60 DMAC 8 2 

DMAターミナルコントロールレジスタ DMATCR 8 H'FF61 DMAC 8 2 

DMAコントロールレジスタ_0A DMACR_0A 8 H'FF62 DMAC 16 2 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス*1
モジュール データ 

バス幅 

アクセス 

ステート数 

DMAコントロールレジスタ_0B DMACR_0B 8 H'FF63 DMAC 16 2 

DMAコントロールレジスタ_1A DMACR_1A 8 H'FF64 DMAC 16 2 

DMAコントロールレジスタ_1B DMACR_1B 8 H'FF65 DMAC 16 2 

DMAバンドコントロールレジスタ H DMABCRH 8 H'FF66 DMAC 16 2 

DMAバンドコントロールレジスタ L DMABCRL 8 H'FF67 DMAC 16 2 

タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 8 H'FF68 TMR_0 8 2 

タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 8 H'FF69 TMR_1 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_0 TCSR_0 8 H'FF6A TMR_0 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_1 TCSR_1 8 H'FF6B TMR_1 8 2 

タイマコンスタントレジスタ A_0 TCORA_0 8 H'FF6C TMR_0 8/16 2 

タイマコンスタントレジスタ A_1 TCORA_1 8 H'FF6D TMR_1 8/16 2 

タイマコンスタントレジスタ B_0 TCORB_0 8 H'FF6E TMR_0 8/16 2 

タイマコンスタントレジスタ B_1 TCORB_1 8 H'FF6F TMR_1 8/16 2 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 8 H'FF70 TMR_0 8/16 2 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 8 H'FF71 TMR_1 8/16 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_0 TCSR_0 8 H'FF74 WDT_0 16 2 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 8 H'FF74 

(ライト時)

WDT_0 16 2 

タイマカウンタ_0 TCNT_0 8 H'FF75 

(リード時)

WDT_0 16 2 

リセットコントロール／ステータスレジスタ RSTCSR 8 H'FF76 

(ライト時)

WDT_0 16 2 

リセットコントロール／ステータスレジスタ RSTCSR 8 H'FF77 

(リード時)

WDT_0 16 2 

シリアルモードレジスタ_0 SMR_0 8 H'FF78*3 SCI_0 8 2 

I2Cバスコントロールレジスタ_0 ICCR_0 8 H'FF78*3 IIC_0 8 2 

ビットレートレジスタ_0 BRR_0 8 H'FF79*3 SCI_0 8 2 

I2Cバスステータスレジスタ_0 ICSR_0 8 H'FF79*3 IIC_0 8 2 

シリアルコントロールレジスタ_0 SCR_0 8 H'FF7A SCI_0 8 2 

トランスミットデータレジスタ_0 TDR_0 8 H'FF7B SCI_0 8 2 

シリアルステータスレジスタ_0 SSR_0 8 H'FF7C SCI_0 8 2 

レシーブデータレジスタ_0 RDR_0 8 H'FF7D SCI_0 8 2 

スマートカードモードレジスタ_0 SCMR_0 8 H'FF7E*3 SCI_0 8 2 

I2Cバスデータレジスタ_0 ICDR_0 8 H'FF7E*3 IIC_0 8 2 

第 2スレーブアドレスレジスタ_0 SARX_0 8 H'FF7E*3 IIC_0 8 2 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス*1
モジュール データ 

バス幅 

アクセス 

ステート数 

I2Cバスモードレジスタ_0 ICMR_0 8 H'FF7F IIC_0 8 2 

スレーブアドレスレジスタ_0 SAR_0 8 H'FF7F IIC_0 8 2 

シリアルモードレジスタ_1 SMR_1 8 H'FF80*3 SCI_1 8 2 

I2Cバスコントロールレジスタ_1 ICCR_1 8 H'FF80*3 IIC_1 8 2 

ビットレートレジスタ_1 BRR_1 8 H'FF81*3 SCI_1 8 2 

I2Cバスステータスレジスタ_1 ICSR_1 8 H'FF81*3 IIC_1 8 2 

シリアルコントロールレジスタ_1 SCR_1 8 H'FF82 SCI_1 8 2 

トランスミットデータレジスタ_1 TDR_1 8 H'FF83 SCI_1 8 2 

シリアルステータスレジスタ_1 SSR_1 8 H'FF84 SCI_1 8 2 

レシーブデータレジスタ_1 RDR_1 8 H'FF85 SCI_1 8 2 

スマートカードモードレジスタ_1 SCMR_1 8 H'FF86*3 SCI_1 8 2 

I2Cバスデータレジスタ_1 ICDR_1 8 H'FF86*3 IIC_1 8 2 

第 2スレーブアドレスレジスタ_1 SARX_1 8 H'FF86*3 IIC_1 8 2 

I2Cバスモードレジスタ_1 ICMR_1 8 H'FF87 IIC_1 8 2 

スレーブアドレスレジスタ_1 SAR_1 8 H'FF87 IIC_1 8 2 

シリアルモードレジスタ_2 SMR_2 8 H'FF88 SCI_2 8 2 

ビットレートレジスタ_2 BRR_2 8 H'FF89 SCI_2 8 2 

シリアルコントロールレジスタ_1 SCR_2 8 H'FF8A SCI_2 8 2 

トランスミットデータレジスタ_1 TDR_2 8 H'FF8B SCI_2 8 2 

シリアルステータスレジスタ_1 SSR_2 8 H'FF8C SCI_2 8 2 

レシーブデータレジスタ_1 RDR_2 8 H'FF8D SCI_2 8 2 

スマートカードモードレジスタ_1 SCMR_2 8 H'FF8E SCI_2 8 2 

A/Dデータレジスタ AH ADDRAH 8 H'FF90 A/D 8 2 

A/Dデータレジスタ AL ADDRAL 8 H'FF91 A/D 8 2 

A/Dデータレジスタ BH ADDRBH 8 H'FF92 A/D 8 2 

A/Dデータレジスタ BL ADDRBL 8 H'FF93 A/D 8 2 

A/Dデータレジスタ CH ADDRCH 8 H'FF94 A/D 8 2 

A/Dデータレジスタ CL ADDRCL 8 H'FF95 A/D 8 2 

A/Dデータレジスタ DH ADDRDH 8 H'FF96 A/D 8 2 

A/Dデータレジスタ DL ADDRDL 8 H'FF97 A/D 8 2 

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR 8 H'FF98 A/D 8 2 

A/Dコントロールレジスタ ADCR 8 H'FF99 A/D 8 2 

タイマコントロール／ステータスレジスタ_1 TCSR_1 8 H'FFA2 WDT_1 16 2 
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レジスタ名称 略称 ビット数 アドレス*1
モジュール データ 

バス幅 

アクセス 

ステート数 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 8 H'FFA2 

(ライト時)

WDT_1 16 2 

タイマカウンタ_1 TCNT_1 8 H'FFA3 

(リード時)

WDT_1 16 2 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 1 FLMCR1 8 H'FFA8 FLASH 8 2 

フラッシュメモリコントロールレジスタ 2 FLMCR2 8 H'FFA9 FLASH 8 2 

消去ブロック指定レジスタ 1 EBR1 8 H'FFAA FLASH 8 2 

消去ブロック指定レジスタ 2 EBR2 8 H'FFAB FLASH 8 2 

フラッシュメモリパワーコントロールレジスタ FLPWCR 8 H'FFAC FLASH 8 2 

ポート 1レジスタ PORT1 8 H'FFB0 PORT 8 2 

ポート 3レジスタ PORT3 8 H’FFB2 PORT 8 2 

ポート 4レジスタ PORT4 8 H'FFB3 PORT 8 2 

ポート 7レジスタ PORT7 8 H'FFB6 PORT 8 2 

ポート 9レジスタ PORT9 8 H'FFB8 PORT 8 2 

ポート Aレジスタ PORTA 8 H'FFB9 PORT 8 2 

ポート Bレジスタ PORTB 8 H'FFBA PORT 8 2 

ポート Cレジスタ PORTC 8 H'FFBB PORT 8 2 

ポート Dレジスタ PORTD 8 H'FFBC PORT 8 2 

ポート Eレジスタ PORTE 8 H'FFBD PORT 8 2 

ポート Fレジスタ PORTF 8 H'FFBE PORT 8 2 

ポート Gレジスタ PORTG 8 H'FFBF PORT 8 2 

【注】 *1 アドレスの下位 16ビットを示しています。 

 *2 内蔵 RAM上に配置されています。DTCがレジスタ情報としてアクセスするとき 32ビットバス、その他のとき 16

ビットバスです。 

 *3 SCI_0、SCI_1の一部のレジスタと IIC_0、IIC_1の一部のレジスタは同じアドレスに割り当てられています｡それ

ぞれのレジスタの選択はシリアルコントロールレジスタ X（SCRX）の IICEビットで行います｡ 
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26.2 レジスタビット一覧 
内蔵周辺モジュールのレジスタのアドレスとビット名を以下に示します。 

16ビットレジスタは、8ビットずつ 2段で表しています。 
 
レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール 

MRA SM1 SM0 DM1 DM0 MD1 MD0 DTS Sz DTC 

SAR Bit 23 Bit 22 Bit 21 Bit 20 Bit 19 Bit 18 Bit 17 Bit 16  

 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

MRB CHNE DISEL ― ― ― ― ― ―  

DAR Bit 23 Bit 22 Bit 21 Bit 20 Bit 19 Bit 18 Bit 17 Bit 16  

 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

CRA Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

CRB Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

IECTR IEE IOL DEE CK RE LUEE ― ― IEB 

IECMR ― ― ― ― ― CMD2 CMD1 CMD0  

IEMCR SS RN2 RN1 RN0 CTL3 CTL2 CTL1 CTL0  

IEAR1 IAR3 IAR2 IAR1 IAR0 IMD1 IMD0 ― STE  

IEAR2 IAR11 IAR10 IAR9 IAR8 IAR7 IAR6 IAR5 IAR4  

IESA1 ISA3 ISA2 ISA1 ISA0 ― ― ― ―  

IESA2 ISA11 ISA10 ISA9 ISA8 ISA7 ISA6 ISA5 ISA4  

IETBFL TBFL7 TBFL6 TBFL5 TBFL4 TBFL3 TBFL2 TBFL1 TBFL0  

IETBR TBR7 TBR6 TBR5 TBR4 TBR3 TBR2 TBR1 TBR0  

IEMA1 IMA3 IMA2 IMA1 IMA0 ― ― ― ―  

IEMA2 IMA11 IMA10 IMA9 IMA8 IMA7 IMA6 IMA5 IMA4  

IERCTL ― ― ― ― RCTL3 RCTL2 RCTL1 RCTL0  

IERBFL RBFL7 RBFL6 RBFL5 RBFL4 RBFL3 RBFL2 RBFL1 RBFL0  

IERBR RBR7 RBR6 RBR5 RBR4 RBR3 RBR2 RBR1 RBR0  

IELA1 ILA7 ILA6 ILA5 ILA4 ILA3 ILA2 ILA1 ILA0  

IELA2 ― ― ― ― ILA11 ILA10 ILA9 ILA8  

IEFLG CMX MRQ SRQ SRE LCK ― RSS GG  

 



26. レジスタ一覧 

Rev.6.00  2010.03.18  26-12 
RJJ09B0171-0600 

 

レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール 

IETSR TxRDY ― ― ― IRA TxS TxF TxE IEB 

IEIET TxRDYE ― ― ― IRAE TxSE TxFE RxEE  

IETEF ― ― ― AL UE TTME RO ACK  

IERSR RxRDY ― ― ― ― RxS RxF RxE  

IEIER RxRDYE ― ― ― ― RxSE RxFE RxEE  

IEREF ― ― ― ― OVE RTME DLE PE  

DADR_0 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 D/A変換器 

DADR_1 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

DACR DAOE1 DAOE0 DAE ― ― ― ― ―  

SCRX ― IICX1 IICX0 IICE FLSHE ― ― ― IIC、FLASH 

DDCSWR ― ― ― ― CLR3 CLR2 CLR1 CLR0 IIC 

TCR_2 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 TMR_2 

TCR_3 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 TMR_3 

TCSR_2 CMFB CMFA OVF ― OS3 OS2 OS1 OS0 TMR_2 

TCSR_3 CMFB CMFA OVF ― OS3 OS2 OS1 OS0 TMR_3 

TCORA_2 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_2 

TCORA_3 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_3 

TCORB_2 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_2 

TCORB_3 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_3 

TCNT_2 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_2 

TCNT_3 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_3 

SMR_3*1 C/A 

(GM) 

CHR 

(BLK) 

PE 

(PE) 

O/E 

(O/E) 

STOP 

(BCP1) 

MP 

(BCP0) 

CKS1 

(CKS1) 

CKS0 

(CKS0) 

SCI_3 

BRR_3 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

SCR_3 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0  

TDR_3 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

SSR_3*1  TDRE 

 (TDRE) 

 RDRF 

 (RDRF) 

ORER 

(ORER) 

FER 

(ERS) 

PER 

(PER) 

TEND 

(TEND) 

MPB 

(MPB) 

 MPBT 

 (MPBT) 

 

RDR_3 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

SCMR_3 ― ― ― ― SDIR SINV ― SMIF  

SBYCR SSBY STS2 STS1 STS0 OPE ― ― ― SYSTEM 

SYSCR ― ― INTM1 INTM0 NMIEG MRESE ― RAME  

SCKCR PSTOP ― ― ― ― SCK2 SCK1 SCK0  

MDCR ― ― ― ― ― MDS2 MDS1 MDS0  
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MSTPCRA MSTPA7 MSTPA6 MSTPA5 MSTPA4 MSTPA3 MSTPA2 MSTPA1 MSTPA0 SYSTEM 

MSTPCRB MSTPB7 MSTPB6 MSTPB5 MSTPB4 MSTPB3 MSTPB2 MSTPB1 MSTPB0  

MSTPCRC MSTPC7 MSTPC6 MSTPC5 MSTPC4 MSTPC3 MSTPC2 MSTPC1 MSTPC0  

PFCR ― ― BUZZE ― AE3 AE2 AE1 AE0 BSC 

LPWRCR DTON LSON NESEL SUBSTP RFCUT ― STC1 STC0 SYSTEM 

SEMR_0 SSE ― ― ― ABCS ACS2 ACS1 ACS0 SCI_0 

BARA ― ― ― ― ― ― ― ― PBC 

 BAA23 BAA22 BAA21 BAA20 BAA19 BAA18 BAA17 BAA16  

 BAA15 BAA14 BAA13 BAA12 BAA11 BAA10 BAA9 BAA8  

 BAA7 BAA6 BAA5 BAA4 BAA3 BAA2 BAA1 BAA0  

BARB ― ― ― ― ― ― ― ―  

 BAB23 BAB22 BAB21 BAB20 BAB19 BAB18 BAB17 BAB16  

 BAB15 BAB14 BAB13 BAB12 BAB11 BAB10 BAB9 BAB8  

 BAB7 BAB6 BAB5 BAB4 BAB3 BAB2 BAB1 BAB0  

BCRA CMFA CDA BAMRA2 BAMRA1 BAMRA0 CSELA1 CSELA0 BIEA  

BCRB CMFB CDB BAMRB2 BAMRB1 BAMRB0 CSELB1 CSELB0 BIEB  

ISCRH IRQ7SCB IRQ7SCA IRQ6SCB IRQ6SCA IRQ5SCB IRQ5SCA IRQ4SCB IRQ4SCA INT 

ISCRL IRQ3SCB IRQ3SCA IRQ2SCB IRQ2SCA IRQ1SCB IRQ1SCA IRQ0SCB IRQ0SCA  

IER IRQ7E IRQ6E IRQ5E IRQ4E IRQ3E IRQ2E IRQ1E IRQ0E  

ISR IRQ7F IRQ6F IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F  

DTCERA DTCEA7 DTCEA6 DTCEA5 DTCEA4 DTCEA3 DTCEA2 DTCEA1 DTCEA0 DTC 

DTCERB ― DTCEB6 DTCEB5 DTCEB4 DTCEB3 DTCEB2 DTCEB1 DTCEB0  

DTCERC DTCEC7 DTCEC6 DTCEC5 DTCEC4 DTCEC3 DTCEC2 DTCEC1 DTCEC0  

DTCERD ― ― DTCED5 DTCED4 DTCED3 DTCED2 DTCED1 DTCED0  

DTCERE DTCEE7 DTCEE6 DTCEE5 DTCEE4 DTCEE3 DTCEE2 DTCEE1 DTCEE0  

DTCERF DTCEF7 DTCEF6 DTCEF5 DTCEF4 DTCEF3 DTCEF2 DTCEF1 DTCEF0  

DTCERI DTCEI7 DTCEI6 ― ― ― ― ― ―  

DTVECR SWDTE DTVEC6 DTVEC5 DTVEC4 DTVEC3 DTVEC2 DTVEC1 DTVEC0  

P1DDR P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR PORT 

P3DDR ― P36DDR P35DDR P34DDR P33DDR P32DDR P31DDR P30DDR  

P7DDR P77DDR P76DDR P75DDR P74DDR P73DDR P72DDR P71DDR P70DDR  

PADDR ― ― ― ― PA3DDR PA2DDR PA1DDR PA0DDR  

PBDDR PB7DDR PB6DDR PB5DDR PB4DDR PB3DDR PB2DDR PB1DDR PB0DDR  

PCDDR PC7DDR PC6DDR PC5DDR PC4DDR PC3DDR PC2DDR PC1DDR PC0DDR  
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PDDDR PD7DDR PD6DDR PD5DDR PD4DDR PD3DDR PD2DDR PD1DDR PD0DDR PORT 

PEDDR PE7DDR PE6DDR PE5DDR PE4DDR PE3DDR PE2DDR PE1DDR PE0DDR  

PFDDR PF7DDR PF6DDR PF5DDR PF4DDR PF3DDR PF2DDR PF1DDR PF0DDR  

PGDDR ― ― ― PG4DDR PG3DDR PG2DDR PG1DDR PG0DDR  

PAPCR ― ― ― ― PA3PCR PA2PCR PA1PCR PA0PCR  

PBPCR PB7PCR PB6PCR PB5PCR PB4PCR PB3PCR PB2PCR PB1PCR PB0PCR  

PCPCR PC7PCR PC6PCR PC5PCR PC4PCR PC3PCR PC2PCR PC1PCR PC0PCR  

PDPCR PD7PCR PD6PCR PD5PCR PD4PCR PD3PCR PD2PCR PD1PCR PD0PCR  

PEPCR PE7PCR PE6PCR PE5PCR PE4PCR PE3PCR PE2PCR PE1PCR PE0PCR  

P3ODR ― P36ODR P35ODR P34ODR P33ODR P32ODR P31ODR P30ODR  

PAODR ― ― ― ― PA3ODR PA2ODR PA1ODR PA0ODR  

TCR_3 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU_3 

TMDR_3 ― ― BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0  

TIORH_3 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIORL_3 IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0  

TIER_3 TTGE ― ― TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA  

TSR_3 ― ― ― TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA  

TCNT_3 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRA_3 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRB_3 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRC_3 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRD_3 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TCR_4 ― CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU_4 

TMDR_4 ― ― ― ― MD3 MD2 MD1 MD0  

TIOR_4 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIER_4 TTGE ― TCIEU TCIEV ― ― TGIEB TGIEA  

TSR_4 TCFD ― TCFU TCFV ― ― TGFB TGFA  

TCNT_4 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

 



26. レジスタ一覧 

Rev.6.00  2010.03.18  26-15 
RJJ09B0171-0600 

 

レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール 

TGRA_4 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8 TPU_4 

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRB_4 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TCR_5 ― CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU_5 

TMDR_5 ― ― ― ― MD3 MD2 MD1 MD0  

TIOR_5 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIER_5 TTGE ― TCIEU TCIEV ― ― TGIEB TGIEA  

TSR_5 TCFD ― TCFU TCFV ― ― TGFB TGFA  

TCNT_5 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRA_5 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRB_5 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TSTR ― ― CST5 CST4 CST3 CST2 CST1 CST0 TPU 

TSYR ― ― SYNC5 SYNC4 SYNC3 SYNC2 SYNC1 SYNC0  

IPRA ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0 INT 

IPRB ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRC ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRD ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRE ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRF ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRG ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRH ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRI ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRJ ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRK ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRL ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

IPRO ― IPR6 IPR5 IPR4 ― IPR2 IPR1 IPR0  

ABWCR ABW7 ABW6 ABW5 ABW4 ABW3 ABW2 ABW1 ABW0 BSC 

ASTCR AST7 AST6 AST5 AST4 AST3 AST2 AST1 AST0  

WCRH W71 W70 W61 W60 W51 W50 W41 W40  

WCRL W31 W30 W21 W20 W11 W10 W01 W00  
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BCRH ICIS1 ICIS0 BRSTRM BRSTS1 BRSTS0 ― ― ― BSC 

BCRL BRLE ― ― ― ― ― ― WAITE  

RAMER ― ― ― ― RAMS RAM2 RAM1 RAM0 FLASH 

MAR_0A ― ― ― ― ― ― ― ― DMAC 

 Bit 23 Bit 22 Bit 21 Bit 20 Bit 19 Bit 18 Bit 17 Bit 16  

 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

IOAR_0A Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

ETCR_0A Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

MAR_0B ― ― ― ― ― ― ― ―  

 Bit 23 Bit 22 Bit 21 Bit 20 Bit 19 Bit 18 Bit 17 Bit 16  

 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

IOAR_0B Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

ETCR_0B Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

MAR_1A ― ― ― ― ― ― ― ―  

 Bit 23 Bit 22 Bit 21 Bit 20 Bit 19 Bit 18 Bit 17 Bit 16  

 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

IOAR_1A Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

ETCR_1A Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

MAR_1B ― ― ― ― ― ― ― ―  

 Bit 23 Bit 22 Bit 21 Bit 20 Bit 19 Bit 18 Bit 17 Bit 16  

 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

IOAR_1B Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

ETCR_1B Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  
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P1DR P17DR P16DR P15DR P14DR P13DR P12DR P11DR P10DR PORT 

P3DR ― P36DR P35DR P34DR P33DR P32DR P31DR P30DR  

P7DR P77DR P76DR P75DR P74DR P73DR P72DR P71DR P70DR  

PADR ― ― ― ― PA3DR PA2DR PA1DR PA0DR  

PBDR PB7DR PB6DR PB5DR PB4DR PB3DR PB2DR PB1DR PB0DR  

PCDR PC7DR PC6DR PC5DR PC4DR PC3DR PC2DR PC1DR PC0DR  

PDDR PD7DR PD6DR PD5DR PD4DR PD3DR PD2DR PD1DR PD0DR  

PEDR PE7DR PE6DR PE5DR PE4DR PE3DR PE2DR PE1DR PE0DR  

PFDR PF7DR PF6DR PF5DR PF4DR PF3DR PF2DR PF1DR PF0DR  

PGDR ― ― ― PG4DR PG3DR PG2DR PG1DR PG0DR  

TCR_0 CCLR2 CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU_0 

TMDR_0 ― ― BFB BFA MD3 MD2 MD1 MD0  

TIORH_0 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIORL_0 IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0  

TIER_0 TTGE ― ― TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA  

TSR_0 ― ― ― TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA  

TCNT_0 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRA_0 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRB_0 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRC_0 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRD_0 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TCR_1 ― CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU_1 

TMDR_1 ― ― ― ― MD3 MD2 MD1 MD0  

TIOR_1 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIER_1 TTGE ― TCIEU TCIEV ― ― TGIEB TGIEA  

TSR_1 TCFD ― TCFU TCFV ― ― TGFB TGFA  

TCNT_1 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRA_1 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  
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TGRB_1 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8 TPU_1 

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TCR_2 ― CCLR1 CCLR0 CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0 TPU_2 

TMDR_2 ― ― ― ― MD3 MD2 MD1 MD0  

TIOR_2 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0  

TIER_2 TTGE ― TCIEU TCIEV ― ― TGIEB TGIEA  

TSR_2 TCFD ― TCFU TCFV ― ― TGFB TGFA  

TCNT_2 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRA_2 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

TGRB_2 Bit 15 Bit 14 Bit 13 Bit 12 Bit 11 Bit 10 Bit 9 Bit 8  

 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

DMAWER ― ― ― ― WE1B WE1A WE0B WE0A DMAC 

DMATCR ― ― TEE1 TEE0 ― ― ― ―  

DMACR_0A*2 DTSZ DTID RPE DTDIR DTF3 DTF2 DTF1 DTF0  

DMACR_0A*3 DTSZ SAID SAIDE BLKDIR BLKE ― ― ―  

DMACR_0B*2 DTSZ DTID RPE DTDIR DTF3 DTF2 DTF1 DTF0  

DMACR_0B*3 ― DAID DAIDE ― DTF3 DTF2 DTF1 DTF0  

DMACR_1A*2 DTSZ DTID RPE DTDIR DTF3 DTF2 DTF1 DTF0  

DMACR_1A*3 DTSZ SAID SAIDE BLKDIR BLKE ― ― ―  

DMACR_1B*2 DTSZ DTID RPE DTDIR DTF3 DTF2 DTF1 DTF0  

DMACR_1B*3 ― DAID DAIDE ― DTF3 DTF2 DTF1 DTF0  

DMABCRH*2 FAE1 FAE0 SAE1 SAE0 DTA1B DTA1A DTA0B DTA0A  

DMABCRH*3 FAE1 FAE0 ― ― DTA1 ― DTA0 ―  

DMABCRL*2 DTE1B DTE1A DTE0B DTE0A DTIE1B DTIE1A DTIE0B DTIE0A  

DMABCRL*3 DTME1 DTE1 DTME0 DTE0 DTIE1B DTIE1A DTIE0B DTIE0A  

TCR_0 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 TMR_0 

TCR_1 CMIEB CMIEA OVIE CCLR1 CCLR0 CKS2 CKS1 CKS0 TMR_1 

TCSR_0 CMFB CMFA OVF ADTE OS3 OS2 OS1 OS0 TMR_0 

TCSR_1 CMFB CMFA OVF ― OS3 OS2 OS1 OS0 TMR_1 

TCORA_0 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_0 

TCORA_1 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_1 

TCORB_0 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_0 
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TCORB_1 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_1 

TCNT_0 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_0 

TCNT_1 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 TMR_1 

TCSR_0 OVF WT / IT TME ― ― CKS2 CKS1 CKS0 WDT_0 

TCNT_0 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

RSTCSR WOVF RSTE RSTS ― ― ― ― ―  

SMR_0*1 C/A 

(GM) 

CHR 

(BLK) 

PE 

(PE) 

O/E 

(O/E) 

STOP 

(BCP1) 

MP 

(BCP0) 

CKS1 

(CKS1) 

CKS0 

(CKS0) 

SCI_0 

ICCR_0 ICE IEIC MST TRS ACKE BBSY IRIC SCP IIC_0 

BRR_0 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 SCI_0 

ICSR_0 ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB IIC_0 

SCR_0 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 SCI_0 

TDR_0 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

SSR_0*1  TDRE 

 (TDRE) 

 RDRF 

 (RDRF) 

ORER 

(ORER) 

FER 

(ERS) 

PER 

(PER) 

TEND 

(TEND) 

MPB 

(MPB) 

 MPBT 

 (MPBT) 

 

RDR_0 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

SCMR_0 ― ― ― ― SDIR SINV ― SMIF  

ICDR_0 ICDR7 ICDR6 ICDR5 ICDR4 ICDR3 ICDR2 ICDR1 ICDR0 IIC_0 

SARX_0 SVAX6 SVAX5 SVAX4 SVAX3  SVAX2 SVAX1 SVAX0 FSX  

ICMR_0 MLS WAIT CKS2 CKS1 CKS0 BC2 BC1 BC0  

SAR_0 SVA6 SVA5 SVA4 SVA3 SVA2 SVA1 SVA0 FS  

SMR_1*1 C/A 

(GM) 

CHR 

(BLK) 

PE 

(PE) 

O/E 

(O/E) 

STOP 

(BCP1) 

MP 

(BCP0) 

CKS1 

(CKS1) 

CKS0 

(CKS0) 

SCI_1 

ICCR_1 ICE IEIC MST TRS ACKE BBSY IRIC SCP IIC_1 

BRR_1 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0 SCI_1 

ICSR_1 ESTP STOP IRTR AASX AL AAS ADZ ACKB IIC_1 

SCR_1 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 SCI_1 

TDR_1 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

SSR_1*1  TDRE 

 (TDRE) 

 RDRF 

 (RDRF) 

ORER 

(ORER) 

FER 

(ERS) 

PER 

(PER) 

TEND 

(TEND) 

MPB 

(MPB) 

 MPBT 

 (MPBT) 

 

RDR_1 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

SCMR_1 ― ― ― ― SDIR SINV ― SMIF  

ICDR_1 ICDR7 ICDR6 ICDR5 ICDR4 ICDR3 ICDR2 ICDR1 ICDR0 IIC_1 

SARX_1 SVAX6 SVAX5 SVAX4 SVAX3  SVAX2 SVAX1 SVAX0 FSX  

ICMR_1 MLS WAIT CKS2 CKS1 CKS0 BC2 BC1 BC0  
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レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール 

SAR_1 SVA6 SVA5 SVA4 SVA3 SVA2 SVA1 SVA0 FS IIC_1 

SMR_2*1 C/A 

(GM) 

CHR 

(BLK) 

PE 

(PE) 

O/E 

(O/E) 

STOP 

(BCP1) 

MP 

(BCP0) 

CKS1 

(CKS1) 

CKS0 

(CKS0) 

SCI_2 

BRR_2 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

SCR_2 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0  

TDR_2 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

SSR_2*1  TDRE 

 (TDRE) 

 RDRF 

 (RDRF) 

ORER 

(ORER) 

FER 

(ERS) 

PER 

(PER) 

TEND 

(TEND) 

MPB 

(MPB) 

 MPBT 

 (MPBT) 

 

RDR_2 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

SCMR_2 ― ― ― ― SDIR SINV ― SMIF  

ADDRAH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 A/D変換器 

ADDRAL AD1 AD0 ― ― ― ― ― ―  

ADDRBH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2  

ADDRBL AD1 AD0 ― ― ― ― ― ―  

ADDRCH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2  

ADDRCL AD1 AD0 ― ― ― ― ― ―  

ADDRDH AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2  

ADDRDL AD1 AD0 ― ― ― ― ― ―  

ADCSR ADF ADIE ADST SCAN ― CH2 CH1 CH0  

ADCR TRGS1 TRGS0 ― ― CKS1 CKS0 ― ―  

TCSR_1 OVF WT / IT TME PSS RST / NMI CKS2 CKS1 CKS0 WDT_1 

TCNT_1 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0  

FLMCR1 FWE SWE1 ESU1 PSU1 EV1 PV1 E1 P1 FLASH 

FLMCR2 FLER ― ― ― ― ― ― ―  

EBR1 EB7 EB6 EB5 EB4 EB3 EB2 EB1 EB0  

EBR2 ― ― EB13 EB12 EB11 EB10 EB9 EB8  

FLPWCR PDWND ― ― ― ― ― ― ―  

PORT1 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 PORT 

PORT3 ― P36 P35 P34 P33 P32 P31 P30  

PORT4 P47 P46 P45 P44 P43 P42 P41 P40  

PORT7 P77 P76 P75 P74 P73 P72 P71 P70  

PORT9 P97 P96 ― ― ― ― ― ―  

PORTA ― ― ― ― PA3 PA2 PA1 PA0  

PORTB PB7 PB6 PB5 PB4 PB3 PB2 PB1 PB0  
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レジスタ 

略称 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 モジュール 

PORTC PC7 PC6 PC5 PC4 PC3 PC2 PC1 PC0 PORT 

PORTD PD7 PD6 PD5 PD4 PD3 PD2 PD1 PD0  

PORTE PE7 PE6 PE5 PE4 PE3 PE2 PE1 PE0  

PORTF PF7 PF6 PF5 PF4 PF3 PF2 PF1 PF0  

PORTG ― ― ― PG4 PG3 PG2 PG1 PG0  

【注】 *1 通常モードとスマートカードインタフェースモードで一部ビット名が異なります。 

  ( )： スマートカードインタフェースモード時のビット名を示します。 

 *2 ショートアドレスモード 

 *3 フルアドレスモード  
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26.3 各動作モードにおけるレジスタの状態 
 
レジスタ略称 リセット マニュアル

リセット 

高速 中速 スリープ モジュール

ストップ 

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ 

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

モジュール 

MRA 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 DTC 

SAR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

MRB 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DAR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

CRA 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

CRB 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IECTR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 IEB 

IECMR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IEMCR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IEAR1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IEAR2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IESA1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IESA2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IETBFL 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IETBR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IEMA1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IEMA2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IERCTL 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IERBFL 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IERBR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IELA1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IELA2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IEFLG 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IETSR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IEIET 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IETEF 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IERSR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IEIER 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IEREF 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  
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レジスタ略称 リセット マニュアル

リセット 

高速 中速 スリープ モジュール

ストップ 

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ 

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

モジュール 

DADR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 D/A 

DADR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DACR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

SCRX 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 IIC 

DDCSWR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCR_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_2 

TCR_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_3 

TCSR_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_2 

TCSR_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_3 

TCORA_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_2 

TCORA_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_3 

TCORB_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_2 

TCORB_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_3 

TCNT_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_2 

TCNT_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_3 

SMR_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SCI_3 

BRR_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

SCR_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TDR_3 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

SSR_3 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

RDR_3 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

SCMR_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

SBYCR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SYSTEM 

SYSCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

SCKCR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

MDCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

MSTPCRA 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

MSTPCRB 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

MSTPCRC 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PFCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 BSC 

LPWRCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SYSTEM 

SEMR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SCI_0 
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レジスタ略称 リセット マニュアル

リセット 

高速 中速 スリープ モジュール

ストップ 

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ 

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

モジュール 

BARA 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 PBC 

BARB 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

BCRA 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

BCRB 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

ISCRH 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 INT 

ISCRL 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IER 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

ISR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DTCERA 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 DTC 

DTCERB 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DTCERC 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DTCERD 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DTCERE 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DTCERF 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DTCERI 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DTVECR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

P1DDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 PORT 

P3DDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

P7DDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PADDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PBDDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PCDDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PDDDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PEDDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PFDDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PGDDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PAPCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PBPCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PCPCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PDPCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PEPCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

P3ODR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PAODR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  
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レジスタ略称 リセット マニュアル

リセット 

高速 中速 スリープ モジュール

ストップ 

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ 

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

モジュール 

TCR_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TPU_3 

TMDR_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIORH_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIORL_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIER_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TSR_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCNT_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRA_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRB_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRC_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRD_3 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCR_4 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TPU_4 

TMDR_4 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIOR_4 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIER_4 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TSR_4 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCNT_4 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRA_4 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRB_4 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCR_5 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TPU_5 

TMDR_5 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIOR_5 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIER_5 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TSR_5 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCNT_5 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRA_5 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRB_5 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TSTR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TPU 

TSYR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IPRA 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 INT 

IPRB 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IPRC 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IPRD 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  
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レジスタ略称 リセット マニュアル

リセット 

高速 中速 スリープ モジュール

ストップ 

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ 

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

モジュール 

IPRE 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 INT 

IPRF 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IPRG 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IPRH 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IPRI 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IPRJ 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IPRK 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IPRL 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

IPRO 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

ABWCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 BSC 

ASTCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

WCRH 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

WCRL 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

BCRH 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

BCRL 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

RAMER 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 FLASH 

MAR_0A ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― DMAC 

IOAR_0A ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

ETCR_0A ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

MAR_0B ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

IOAR_0B ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

ETCR_0B ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

MAR_1A ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

IOAR_1A ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

ETCR_1A ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

MAR_1B ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

IOAR_1B ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

ETCR_1B ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

P1DR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 PORT 

P3DR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

P7DR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PADR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PBDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  
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レジスタ略称 リセット マニュアル

リセット 

高速 中速 スリープ モジュール

ストップ 

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ 

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

モジュール 

PCDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 PORT 

PDDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PEDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PFDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PGDR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TPU_0 

TMDR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIORH_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIORL_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIER_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TSR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCNT_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRA_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRB_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRC_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRD_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TPU_1 

TMDR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIOR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIER_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TSR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCNT_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRA_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRB_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCR_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TPU_2 

TMDR_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIOR_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TIER_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TSR_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCNT_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRA_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TGRB_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  
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レジスタ略称 リセット マニュアル

リセット 

高速 中速 スリープ モジュール

ストップ 

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ 

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

モジュール 

DMAWER 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 DMAC 

DMATCR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DMACR_0A 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DMACR_0B 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DMACR_1A 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DMACR_1B 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DMABCRH 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

DMABCRL 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TCR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_0 

TCR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_1 

TCSR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_0 

TCSR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_1 

TCORA_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_0 

TCORA_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_1 

TCORB_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_0 

TCORB_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_1 

TCNT_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_0 

TCNT_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 TMR_1 

TCSR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 WDT_0 

TCNT_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

RSTCSR 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

SMR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SCI_0 

ICCR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 IIC_0 

BRR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SCI_0 

ICSR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 IIC_0 

SCR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SCI_0 

TDR_0 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

SSR_0 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

RDR_0 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

SCMR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

ICDR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 IIC_0 

SARX_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

ICMR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

SAR_0 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  
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レジスタ略称 リセット マニュアル

リセット 

高速 中速 スリープ モジュール

ストップ 

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ 

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

モジュール 

SMR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SCI_1 

ICCR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 IIC_1 

BRR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SCI_1 

ICSR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 IIC_1 

SCR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SCI_1 

TDR_1 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

SSR_1 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

RDR_1 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

SCMR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

ICDR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 IIC_1 

SARX_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

ICMR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

SAR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

SMR_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 SCI_2 

BRR_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

SCR_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

TDR_2 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

SSR_2 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

RDR_2 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

SCMR_2 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

ADDRAH 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 A/D 

ADDRAL 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

ADDRBH 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

ADDRBL 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

ADDRCH 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

ADDRCL 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

ADDRDH 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

ADDRDL 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

ADCSR 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

ADCR 初期化 初期化 ― ― ― 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化 初期化  

TCSR_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 WDT_1 

TCNT_1 初期化 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  
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レジスタ略称 リセット マニュアル

リセット 

高速 中速 スリープ モジュール

ストップ 

ウォッチ サブ 

アクティブ

サブ 

スリープ 

ソフト 

ウェア 

スタンバイ 

ハード 

ウェア 

スタンバイ 

モジュール 

FLMCR1 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 初期化 FLASH 

FLMCR2 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 初期化  

EBR1 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 初期化  

EBR2 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 初期化  

FLPWCR 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 初期化  

PORT1 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化 PORT 

PORT3 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PORT4 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PORT7 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PORT9 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PORTA 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PORTB 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PORTC 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PORTD 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PORTE 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PORTF 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

PORTG 初期化 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 初期化  

【注】 －は初期化されません。 
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27. 電気的特性 

27.1 電源電圧と動作周波数範囲 
H8S/2258グループの電源電圧と動作範囲（網かけ部）を図 27.1に、H8S/2239グループの電源電圧と動作範囲

（網かけ部）を図 27.2に、H8S/2238B、H8S/2236Bの電源電圧と動作範囲（網かけ部）を図 27.3に、H8S/2238R、

H8S/2236Rの電源電圧と動作範囲（網かけ部）を図 27.4に、H8S/2237グループ、H8S/2227グループの電源電圧

と動作範囲（網かけ部）を図 27.5に示します。 
 

1

f MHz
13.5

10.0

0 4.0 5.5 Vcc V

f kHz
32.768

0 4.0 5.5 Vcc V

t µs
30.5

0 4.0 5.5 Vcc V

2

IEBus 12MHz 12.58MHz
IEBus 10MHz 13.5MHz

t ns
74

100

0 4.0 5.5 Vcc V

 

図 27.1 電源電圧と動作範囲（H8S/2258グループ） 
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図 27.2 電源電圧と動作範囲（H8S/2239グループ） 
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1 F-ZTAT
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図 27.3 電源電圧と動作範囲（H8S/2238B、H8S/2236B） 
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図 27.4 電源電圧と動作範囲（H8S/2238R、H8S/2236R） 
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図 27.5 電源電圧と動作範囲（H8S/2237グループ、H8S/2227グループ） 



27. 電気的特性 

Rev.6.00  2010.03.18  27-6 
RJJ09B0171-0600 

 

27.2 H8S/2258グループの電気的特性 

27.2.1 絶対最大定格 

表 27.1に絶対最大定格を示します。 

表 27.1 絶対最大定格 

項  目 記号 定格値 単位 

VCC - 0.3～+7.0 V 電源電圧 

CVCC - 0.3～+4.3 V 

入力電圧（ポート 4、9以外） Vin - 0.3～VCC+0.3 V 

入力電圧（ポート 4、9） Vin - 0.3～AVCC+0.3 V 

リファレンス電源電圧 Vref - 0.3～AVCC+0.3 V 

アナログ電源電圧 AVCC - 0.3～+7.0 V 

アナログ入力電圧 VAN - 0.3～AVCC+0.3 V 

通常仕様品：- 20～+75* 動作温度 Topr 

広温度範囲仕様品：- 40～+85* 

℃ 

保存温度 Tstg - 55～+125 ℃ 

【使用上の注意】 

 絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

【注】 * フラッシュメモリの書き込み／消去時の動作温度範囲は、Ta＝-20～+75℃です。 
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27.2.2 DC特性 

表 27.2に DC特性を、表 27.3に出力許容電流を、表 27.4にバス駆動特性を示します。 

表 27.2 DC特性（1） 

条件：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝ - 20～+75℃（通常仕様品）、 

Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

VT－ VCC×0.2 ― ― V 

VT＋ ― ― VCC×0.8 V 

シュミット 

トリガ入力 

電圧 

IRQ0～IRQ7 

VT＋- VT－ VCC×

0.05 

― ― V 

 

RES、STBY、NMI、 

MD2～MD0、FWE 

VCC×0.9 ― VCC+0.3 V 

EXTAL 

ポート 1、3、7、A～G 

VCC×0.8 ― VCC+0.3 V 

入力 High 

レベル電圧 

ポート 4、9 

VIH 

VCC×0.8 ― AVCC+0.3 V 

 

RES、STBY、MD2～MD0、

FWE 

VIL - 0.3 ― VCC×0.1 V 入力 Low 

レベル電圧 

NMI、EXTAL、 

ポート 1、3、4、7、9、A

～G 

 - 0.3 ― VCC×0.2 V 

 

VCC- 0.5 ― ― V IOH＝- 200μA P34、P35を除く 

全出力端子*3 VCC- 1.0 ― ― V IOH＝- 1mA 

出力 High 

レベル電圧 

P34、P35*2 

VOH 

VCC- 2.7 ― ― V IOH＝- 100μA 

― ― 0.4 V IOL＝0.4mA 出力 Low 

レベル電圧 

全出力端子*3 VOL 

― ― 0.4 V IOL＝0.8mA 

RES ｜Iin｜ ― ― 1.0 μA 

STBY、NMI、MD2～MD0、

FWE 

 ― ― 1.0 μA 

Vin＝0.5～VCC- 0.5V 入力リーク 

電流 

 

ポート 4、9  ― ― 1.0 μA Vin＝0.5～AVCC- 0.5V 

スリーステー

トリーク電流 

（オフ状態） 

ポート 1、3、7、A～G ｜ITSI｜ ― ― 1.0 μA Vin＝0.5～VCC- 0.5V 

入力プルアッ

プ MOS電流 

ポート A～E - IP 10 ― 300 μA Vin＝0V 

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref、AVSS端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、4.0～5.5Vの電圧を印加し

てください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 
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 *2 P35/SCK1/SCL0、P34/SDA0は NMOSプッシュプル出力です。 

SCL0、SDA0（ICE＝1）から Highレベル出力するためにはプルアップ抵抗を外付けする必要があります。 

P35/SCK1、P34（ICE＝0）の Highレベルは NMOSで駆動されます。 

 *3 IICS＝0および ICE＝0の場合です。バス駆動機能を選択した場合の SCL1、SCL0、SDA1、SDA0の Lowレベル

出力は表 27.4で定めます。 
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表 27.2 DC特性（2） 

条件：F-ZTAT版： VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝ - 20～+75℃（通常仕様品）、 

Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

RES ― ― 30 pF 

NMI ― ― 30 pF 

P32～P35 ― ― 20 pF 

入力容量 

上記以外の 

全入力端子 

Cin 

 

― ― 15 pF 

Vin＝0V、 f＝1MHz、 

Ta＝25℃ 

通常動作時 ― 28 

VCC＝5.0V

40 

VCC＝5.5V

mA f＝13.5MHz 

スリープ時 ― 22 

VCC＝5.0V

30 

VCC＝5.5V

mA f＝13.5MHz 

全モジュール 

ストップ時 

― 14 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝5.0V（参考値） 

中速モード 

（φ/32）時 

― 17 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝5.0V（参考値） 

サブアクティブ 

モード時 

― 90  180 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝5.0V 

サブスリープ 

モード時 

― 70 140 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝5.0V 

ウォッチモード時 ― 8 40 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝5.0V 

― 1.5 10 μA Ta≦50℃、 

32.768kHz未使用時 

消費電流*2 

スタンバイ時*3 

ICC*4 

―  ― 50  50℃＜Ta、 

32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 ― 0.4 1.5 mA  アナログ 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC 

― 0.01 5.0 μA  

A/D、D/A変換中 ―  2.1 3.5 mA  リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC 

― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRAM 2.0 ― ―  V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref、AVSS端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、4.0～5.5Vの電圧を印加し

てください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.5V、VI L max＝0.5Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに

内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜4.0Vのとき、VIH min＝VCC×0.9、VIL max＝0.3Vとした場合の値です。 
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 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max.＝2.0（mA）+0.7（mA/V）×VCC+1.4（mA/MHz）×f +0.20（mA/ (MHz・V) ）×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max.＝1.5（mA）+0.6（mA/V）×VCC+1.1（mA/MHz）×f +0.15（mA/ (MHz・V) ）×VCC×f（スリープ時） 
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表 27.2 DC特性（3） 

条件：マスク ROM版：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝ - 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

RES ― ― 30 pF 

NMI ― ― 30 pF 

P32～P35 ― ― 20 pF 

入力容量 

上記以外の 

全入力端子 

Cin 

 

― ― 15 pF 

Vin＝0V、 f＝1MHz、 

Ta＝25℃ 

通常動作時 ― 25 

VCC＝5.0V 

40 

VCC＝5.5V 

mA f＝13.5MHz 

スリープ時 ― 20 

VCC＝5.0V 

30 

VCC＝5.5V 

mA f＝13.5MHz 

全モジュール 

ストップ時 

― 13 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝5.0V（参考値） 

中速モード 

（φ/32）時 

― 15 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝5.0V（参考値） 

サブアクティブ 

モード時 

― 70 

 

180 

 

μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝5.0V 

サブスリープ 

モード時 

― 50 

 

100 

 

μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝5.0V 

ウォッチモード時 ― 8 

 

40 

 

μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝5.0V 

― 1.0 10 μA Ta≦50℃、 

32.768kHz未使用時 

消費電流*2 

スタンバイ時*3 

ICC*4

―  ― 50  50℃＜Ta、 

32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 ― 0.4 1.5 mA  アナログ 

電源電流 A/D、D/A変換待機時

AICC 

― 0.01 5.0 μA  

A/D、D/A変換中 ―  2.1 3.5 mA  リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時

AICC 

― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRAM 2.0 ― ―  V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref、AVSS端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、4.0～5.5Vの電圧を印加し

てください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.5V、VI L max＝0.5Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに

内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜4.0Vのとき、VIH min＝VCC×0.9、VIL max＝0.3Vとした場合の値です。 
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 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max.＝2.0（mA）+0.7（mA/V）×VCC+1.4（mA/MHz）×f +0.20（mA/ (MHz・V) ）×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max.＝1.5（mA）+0.6（mA/V）×VCC+1.1（mA/MHz）×f +0.15（mA/ (MHz・V) ）×VCC×f（スリープ時） 
 

表 27.3 出力許容電流 

条件：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

Ta＝ - 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 

SCL1、SCL0、 

SDA1、SDA0 

― ― 10 出力 Lowレベル許容電流 

（1端子あたり） 

上記以外の全 

出力端子 

VCC＝4.0～5.5V IOL 

― ― 1.0 

mA 

出力 Lowレベル許容電流（総和） 全出力端子の総和* VCC＝4.0～5.5V ΣIOL ― ― 60 mA 

出力 Highレベル許容電流 

（1端子あたり） 

全出力端子 VCC＝4.0～5.5V - IOH ― ― 1.0 mA 

出力 Highレベル許容電流（総和） 全出力端子の総和 VCC＝4.0～5.5V Σ- IOH ― ― 30 mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 27.3の値を超えないようにしてください。 
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表 27.4 バス駆動特性 

条件：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、 Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、 

Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1
、対象端子：SCL1、SCL0、SDA1、SDA0 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

VT－ VCC×0.3 ― ― VCC =4.0V～5.5V 

VT＋ ― ― VCC×0.7 VCC =4.0V～5.5V 

シュミット 

トリガ入力電圧 

VT＋ - VT－ 0.4 ― ― 

V 

VCC =4.0V～5.5V 

入力 High 

レベル電圧 

VIH VCC×0.7 ― VCC + 0.5 V VCC =4.0V～5.5V 

入力 Low 

レベル電圧 

VIL - 0.5 ― VCC×0.3 V VCC =4.0V～5.5V 

― ― 0.5 IOL＝8mA 出力 Low 

レベル電圧 

VOL 

― ― 0.4 

V 

IOL＝3mA 

入力容量 Cin ― ― 20 pF Vin＝0V、f＝1MHz、Ta＝25℃ 

スリーステートリー

ク電流（オフ状態） 

｜ITSI｜ ― ― 1.0 μA Vin＝0.5～VCC - 0.5V 

SCL、SDA出力 

立ち下がり時間 

tOf 20 + 0.1Cb ― 250 ns VCC =4.0V～5.5V 

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref、AVSS端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、4.0～5.5Vの電圧を印加し

てください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 
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27.2.3 AC特性 

図 27.6に AC測定条件を示します。 
 

5V

RL

RHC

LSI

C 30pF

RL 2.4kΩ

RH 12kΩ

Low  0.8V

High  2.0V VCC 4.0 5.5V  

図 27.6 出力負荷回路 
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（1） クロックタイミング 

表 27.5にクロックタイミングを示します。 

表 27.5 クロックタイミング 

条件 A：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、10～13.5MHz、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 項 目 記号 

min. max. 

単位 測定 

条件 

クロックサイクル時間 tcyc 74 100 ns 

クロックハイレベルパルス幅 tCH 25 ― ns 

クロックローレベルパルス幅 tCL 25 ― ns 

クロック立ち上がり時間 tCr ― 10 ns 

クロック立ち下がり時間 tCf ― 10 ns 

図 27.10 

リセット発振安定時間（水晶） tOSC1 20 ― ms 図 27.11 

ソフトウェアスタンバイ発振安定時間（水晶） tOSC2 8 ― ms  

外部クロック出力安定遅延時間 tDEXT 500 ― μs 図 27.11 

32kHzクロック発振安定時間 tOSC3 ― 2 s  

サブクロック発振器発振周波数 fSUB 32.768 kHz  

サブクロック（φSUB）サイクル時間 fSUB 30.5 μs  
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（2） 制御信号タイミング 

表 27.6に制御信号タイミングを示します。 

表 27.6 制御信号タイミング 

条件 A：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、10～13.5MHz、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 測定 項 目 記号 

min. max. 

単位 

条件 

RESセットアップ時間 tRESS 250 ― ns 

RESパルス幅 tRESW 20 ― tcyc 

MRESセットアップ時間 tMRESS 250 ― ns 

MRESパルス幅 tMRESW 20 ― tcyc 

図 27.12 

NMIセットアップ時間 tNMIS 250 ― ns 

NMIホールド時間 tNMIH 10 ― ns 

NMIパルス幅（ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時） tNMIW 200 ― ns 

IRQセットアップ時間 tIRQS 250 ― ns 

IRQホールド時間 tIRQH 10 ― ns 

IRQパルス幅（ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時） tIRQW 200 ― ns 

図 27.13 
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（3） バスタイミング 

表 27.7にバスタイミングを示します。 

表 27.7 バスタイミング 

条件 A：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 φ＝10～13.5MHz、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 項 目 記号 

min. max. 

単位 測定条件 

アドレス遅延時間 tAD ― 50 ns 図 27.14～図 27.18 

アドレスセットアップ時間 tAS 0.5×tcyc- 30 ― ns 

アドレスホールド時間 tAH 0.5×tcyc- 15 ― ns 

 

CS遅延時間 tCSD ― 50 ns  

AS遅延時間 tASD ― 50 ns  

RD遅延時間 1 tRSD1 ― 50 ns  

RD遅延時間 2 tRSD2 ― 50 ns 

リードデータセットアップ時間 tRDS 30 ― ns 

リードデータホールド時間 tRDH 0 ― ns 

 

リードデータアクセス時間 1 tACC1 ― 1.0×tcyc - 65 ns  

リードデータアクセス時間 2 tACC2 ― 1.5×tcyc - 65 ns  

リードデータアクセス時間 3 tACC3 ― 2.0×tcyc - 65 ns  

リードデータアクセス時間 4 tACC4 ― 2.5×tcyc - 65 ns 

リードデータアクセス時間 5 tACC5 ― 3.0×tcyc - 65 ns 

 

WR遅延時間 1 tWRD1 ― 50 ns  

WR遅延時間 2 tWRD2 ― 50 ns  

WRパルス幅 1 tWSW1 1.0×tcyc - 30 ― ns  

WRパルス幅 2 tWSW2 1.5×tcyc - 30 ― ns  

ライトデータ遅延時間 tWDD ― 70 ns  

ライトデータセットアップ時間 tWDS 0.5tcyc - 37 ― ns  

ライトデータホールド時間 tWDH 0.5tcyc - 15 ― ns  

WAITセットアップ時間 tWTS 50 ― ns 

WAITホールド時間 tWTH 10 ― ns 

図 27.16 

BREQセットアップ時間 tBRQS 50 ― ns 

BACK遅延時間 tBACD ― 50 ns 

バスフローティング時間 tBZD ― 80 ns 

図 27.19 
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（4） 内蔵周辺モジュールタイミング 

表 27.8に内蔵周辺タイミングを示します。 

表 27.8 内蔵周辺タイミング 

条件 A：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、10～13.5MHz、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 項 目 記号 

min. max. 

単位 測定 

条件 

出力データ遅延時間 tPWD ― 100 

入力データセットアップ時間 tPRS 50 ― 

I/O 

ポート 

入力データホールド時間 tPRH 50 ― 

ns 図 27.24 

タイマ出力遅延時間 tTOCD ― 100 

タイマ入力セットアップ時間 tTICS 40 ― 

ns 図 27.25 

タイマクロック入力セットアップ時間 tTCKS 40 ― ns 

単エッジ指定 tTCKWH 1.5 ― tcyc 

TPU 

タイマクロック 

パルス幅 両エッジ指定 tTCKWL 2.5 ―  

図 27.26 

タイマ出力遅延時間 tTMOD ― 100 ns 図 27.27 

タイマリセット入力セットアップ時間 tTMRS 50 ― ns 図 27.29 

タイマクロック入力セットアップ時間 tTMCS 50 ― ns 

単エッジ指定 tTMCWH 1.5 ― tcyc 

TMR 

タイマクロック 

パルス幅 両エッジ指定 tTMCWL 2.5 ―  

図 27.28 

WDT1 BUZZ出力遅延時間 tBUZD ― 100 ns 図 27.30 

調歩同期 tScyc 4 ― tcyc 入力クロック 

サイクル クロック同期  6 ―  

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 0.6 tScyc 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr ― 1.5 tcyc 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf ― 1.5  

図 27.31 

送信データ遅延時間 tTXD ― 100 ns 

受信データセットアップ時間（クロック同期） tRXS 75 ― ns 

SCI 

受信データホールド時間（クロック同期） tRXH 75 ― ns 

図 27.32 

A/D変換器 トリガ入力セットアップ時間 tTRGS 40 ― ns 図 27.33 
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表 27.9 I2Cバスタイミング 

条件：VCC＝4.0～5.5V、VSS＝0V、φ＝5MHz～最大動作周波数、Ta＝ -20～+75℃ 

規格値 項 目 記号 

min typ max 

単位 測定条件 

SCL入力サイクル時間 tSCL 12 ― ― tcyc 図 27.7 

SCL入力 Highパルス幅 tSCLH 3 ― ― tcyc  

SCL入力 Lowパルス幅 tSCLL 5 ― ― tcyc  

SCL、SDA入力立ち上がり時間 tSr ― ― 7.5*1 tcyc  

SCL、SDA入力立ち下がり時間 tSf ― ― 300 ns  

SCL、SDA入力スパイクパルス除去時間 tSP ― ― 1 tcyc  

SDA入力バスフリー時間 tBUF 5 ― ― tcyc  

開始条件入力ホールド時間 tSTAH 3 ― ― tcyc  

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 3 ― ― tcyc  

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 3 ― ― tcyc  

データ入力セットアップ時間 tSDAS 0.5 ― ― tcyc  

データ入力ホールド時間 tSDAH 0 ― ― ns  

SCL、SDAの容量性負荷 Cb ― ― 400 pF  

【注】 *1 I2Cモジュールで使用するクロックの選択により、7.5tcyc、17.5tcycとすることが可能です。詳細は「16.6 使用上

の注意事項」を参照してください。 
 

tBUF 

tSTAH tSTAS 

tSP tSTOStSCLH 

tSCLL 
tSf

tSr

tSCL 
tSDAH

tSDAS

P* S* Sr*

VIH 

VIL 

SDA0

SDA1

SCL0

SCL1

* S P Sr

S 

P 

Sr  

図 27.7 I2Cバスインタフェース入出力タイミング【オプション】 
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27.2.4 A/D変換特性 

表 27.10に A/D変換特性を示します。 

表 27.10 A/D変換特性 

条件 A：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝10～13.5MHz、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 項 目 

min. typ. max. 

単位 

分解能 10 10 10 ビット 

変換時間 9.6 ― ― μs 

アナログ入力容量 ― ― 20 pF 

許容信号源インピーダンス ― ― 5 kΩ 

非直線性誤差 ― ― ±6.0 LSB 

オフセット誤差 ― ― ±4.0 LSB 

フルスケール誤差 ― ― ±4.0 LSB 

量子化誤差 ― ― ±0.5 LSB 

絶対精度 ― ― ±8.0 LSB 

 

27.2.5 D/A変換特性 

表 27.11に D/A変換特性を示します。 

表 27.11 D/A変換特性 

条件 A：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 φ＝10～13.5MHz、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 項 目 

min. typ. max. 

単位 測定条件 

分解能 8 8 8 ビット  

変換時間 ― ― 10 μs 負荷容量 20pF 

― ±2.0 ±3.0 LSB 負荷抵抗 2MΩ 絶対精度 

― ― ±2.0 LSB 負荷抵抗 4MΩ 
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27.2.6 フラッシュメモリ特性 

表 27.12 フラッシュメモリ特性 

条件：VCC＝4.0～5.5V、AVCC＝4.0～5.5V、Vref＝4.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

Ta＝-20～+75℃（書き込み／消去時の動作温度範囲） 

項 目 記号 min. typ. max. 単位 測定条件 

書き込み時間*1*2*4 tP ― 40 200 ms/128 

バイト 

 

消去時間*1*3*5 tE ― 20 1000 ms/ 

ブロック 

 

書き換え回数 NWEC 100*6 10000*7
― 回  

データ保持時間*8 tDRP 10 ― ― 年  

SWE1ビットセット後のウェイト時間*1 tsswe 1 1 ― μs  

PSU1ビットセット後のウェイト時間*1 tspsu 50 50 ― μs  

tsp10 8 10 12 μs  

tsp30 28 30 32 μs 1≦n≦6 

P1ビットセット後のウェイト時間*1*4 

tsp200 198 200 202 μs 7≦n≦1000 

P1ビットクリア後のウェイト時間*1 tcp 5 5 ― μs  

PSU1ビットクリア後のウェイト時間*1 tcpsu 5 5 ― μs  

PV1ビットセット後のウェイト時間*1 tspv 4 4 ― μs  

H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 tspvr 2 2 ― μs  

PV1ビットクリア後のウェイト時間*1 tcpv 2 2 ― μs  

SWE1ビットクリア後のウェイト時間 tcswe 100 100 ― μs  

N1 ― ― 6*4 回  

書き込み時 

最大書き込み回数*1*4 

N2 ― ― 994*4   

SWE1ビットセット後のウェイト時間*1 tsswe 1 1 ― μs  

ESU1ビットセット後のウェイト時間*1 tsesu 100 100 ― μs  

E1ビットセット後のウェイト時間*1*5 tse 10 10 100 ms  

E1ビットクリア後のウェイト時間*1 tce 10 10 ― μs  

ESU1ビットクリア後のウェイト時間*1 tcesu 10 10 ― μs  

EV1ビットセット後のウェイト時間*1 tsev 20 20 ― μs  

H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 tsevr 2 2 ― μs  

EV1ビットクリア後のウェイト時間*1 tcev 4 4 ― μs  

SWE1ビットクリア後のウェイト時間 tcswe 100 100 ― μs  

消去時 

最大消去回数*1*5 N ― ― 100 回  

【注】 *1 各時間の設定は、書き込み／消去のアルゴリズムに従い、行ってください。 

 *2 128バイト当たりの書き込み時間（フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の P1ビットをセット

しているトータル期間を示します。書き込みベリファイ時間は含まれません。） 
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 *3 1ブロックを消去する時間（FLMCR1の E1ビットをセットしている期間を示します。消去ベリファイ時間は含ま

れません。） 

 *4 書き込み時間の最大値 

  （tP(max)＝P1ビットセット後のウェイト時間（tsp）×最大書き込み回数（N） 

  （tsp30＋tsp10)×6＋（tsp200）×994 

 *5 消去時間の最大値（tE(max)）に対して、E1ビットセット後のウエイト時間（z）と最大消去回数（N）は以下の関

係にあります。 

  tE(max)＝E1ビットセット後のウェイト時間（tse）×最大消去回数（N） 

 *6 書き換え後のすべての特性を保証する min回数です。（保証は 1～min値の範囲です） 

 *7 25℃のときの参考値。（通常この値まで書き換えは機能するという目安です） 

 *8 書き換えが min値を含む仕様範囲内で行われたときのデータ保持特性です。 
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27.3 H8S/2239グループの電気的特性  

27.3.1 絶対最大定格 

表 27.13に絶対最大定格を示します。 
 

表 27.13 絶対最大定格 

項  目 記号 定格値 単位 

電源電圧 VCC - 0.3～+4.3 V 

 CVCC - 0.3～+4.3 V 

入力電圧（ポート 4、9以外） Vin - 0.3～VCC+0.3 V 

入力電圧（ポート 4、9） Vin - 0.3～AVCC+0.3 V 

リファレンス電源電圧 Vref - 0.3～AVCC+0.3 V 

アナログ電源電圧 AVCC - 0.3～+4.3 V 

アナログ入力電圧 VAN - 0.3～AVCC+0.3 V 

動作温度 Topr 通常仕様品：- 20～+75* ℃ 

  広温度範囲仕様品：- 40～+85*  

保存温度 Tstg - 55～+125 ℃ 

【使用上の注意】 

 絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

【注】 * フラッシュメモリの書き込み／消去時の動作温度範囲は、Ta＝-20～+50℃（通常仕様品）です。 
 

27.3.2 DC特性 

表 27.14に DC特性を、表 27.15に出力許容電流を、表 27.16にバス駆動特性を示します。 
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表 27.14 DC特性（1） 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）*1 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

条件 C（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V、AVCC＝3.0～3.6V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝- 20

～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

VT－ VCC×0.2 ― ― V  

VT＋ ― ― VCC×0.8 V  

シュミット 

トリガ入力 

電圧 

IRQ0～IRQ7 

 

VT＋-VT－ VCC×0.05 ― ― V  

入力 High 
レベル電圧 

RES、STBY、NMI、FWE 
MD2～MD0 

VIH VCC×0.9 ― VCC+0.3 V  

 EXTAL、ポート 1、3、
7、A～G 

 VCC×0.8 ― VCC+0.3 V  

 ポート 4*5
、9  VCC×0.8 ― AVCC+0.3*5 V  

入力 Low 
レベル電圧 

RES、STBY、FWE 
MD2～MD0 

VIL - 0.3 ― VCC×0.1 V  

 NMI、EXTAL、ポート 1、
3、4、7、9、A～G 

 - 0.3 ― VCC×0.2 V  

VCC- 0.5 ― ― V IOH＝- 200μA 出力 High 

レベル電圧 

P34、P35を除く 

全出力端子*4 

VOH 

VCC- 1.0 ― ― V IOH＝- 1mA*2 

 P34、P35*3  VCC- 2.0 ― ― V IOH＝- 100μA（参考値） 

VOL ― ― 0.4 V IOL＝0.4mA 出力 Low 

レベル電圧 

全出力端子*4 

 ― ― 0.4 V IOL＝0.8mA*2 

RES ｜Iin｜ ― ― 1.0 μA Vin＝0.2～VCC- 0.2V 入力リーク 

電流 STBY、NMI、FWE、 
MD2～MD0 

 ― ― 1.0 μA  

 ポート 4、9  ― ― 1.0 μA Vin＝0.2～AVCC- 0.2V 

スリーステー

トリーク電流 
（オフ状態） 

ポート 1、3、7、A～G ｜ITSI｜ ― ― 1.0 μA Vin＝0.2～VCC- 0.2V 

入力プルアッ

プ MOS電流 
ポート A～E - IP 10 ― 300 μA Vin＝0V 

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧を印加して

ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 Vcc=2.7～3.6V 

 *3 P35/SCK1、P34は NMOSプッシュプル出力です。Highレベル出力するためにはプルアップ抵抗を外付けする必

要があります。 

 *4 ICE＝0の場合です。バス駆動機能を選択した場合の Lowレベル出力は表 27.16で定めます。 

 *5 VCC＜AVCCのとき、P40、P41の maxは VCC＋0.3Vになります。 
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表 27.14 DC特性（2） 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）*1 

条件 C（F-ZTAT版）：VCC＝3.0～3.6V、AVCC＝3.0～3.6V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

RES ― ― 30 pF 

NMI ― ― 30 pF 

P32～P35 ― ― 20 pF 

入力容量 

上記以外の全入力端子

Cin 

 

― ― 15 pF 

Vin＝0V、 f＝1MHz、 

Ta＝25℃ 

 

― 29 

VCC＝3.0V 

55 

VCC＝3.6V 

mA f＝20.0MHz 通常動作時 

― 25 

VCC＝3.0V 

42 

VCC＝3.6V 

mA f＝16.0MHz 

― 19 

VCC＝3.0V 

43 

VCC＝3.6V 

mA f＝20.0MHz スリープ時 

― 17 

VCC＝3.0V 

32 

VCC＝3.6V 

mA f＝16.0MHz 

― 16 ― mA f＝20.0MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

全モジュール 

ストップ時 

― 15 ― mA f＝16.0MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

― 15 ― mA f＝20.0MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

中速モード 

（φ/32）時 

― 13 ― mA f＝16.0MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

サブアクティブ 

モード時 

― 70 180 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

サブスリープ 

モード時 

― 50 130 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

ウォッチモード時 ― 8 40 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

― 1.0 

VCC＝3.0V 

10 

VCC＝3.6V 

Ta≦50℃、 

32.768kHz未使用時 

消費電流*2 

スタンバイ時*3 

ICC*4

―  ― 50 

VCC＝3.6V 

μA 

50℃＜Ta、 

32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 ― 0.5 1.5 mA  アナログ 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  
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項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

A/D、D/A変換中 ―  1.3 2.5 mA  リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRAM 2.0 ― ―  V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。A/D変換器、
D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧を印加して
ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.2V、VI L max＝0.2Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに
内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜2.7Vのとき、VIH min＝VCC-0.2、VIL max＝0.2Vとした場合の値です。 

 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max＝1.0（mA）+ 0.74（mA/ (MHz×V)）×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max＝1.0（mA）+ 0.58（mA/ (MHz×V)）×VCC×f（スリープ時） 
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表 27.14 DC特性（3） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V、AVCC＝3.0～3.6V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

RES ― ― 30 pF 

NMI ― ― 30 pF 

P32～P35 ― ― 20 pF 

入力容量 

上記以外の全入力端子

Cin 

 

― ― 15 pF 

Vin＝0V、 f＝1MHz、 

Ta＝25℃ 

 

― 29 

VCC＝3.0V 

55 

VCC＝3.6V 

mA f＝20.0MHz 通常動作時 ICC*4

― 25 

VCC＝3.0V 

42 

VCC＝3.6V 

mA f＝16.0MHz 

  ― 10 

VCC＝3.0V 

18 

VCC＝3.6V 

mA f＝6.25MHz 

― 19 

VCC＝3.0V 

43 

VCC＝3.6V 

mA f＝20.0MHz スリープ時  

― 17 

VCC＝3.0V 

32 

VCC＝3.6V 

mA f＝16.0MHz 

   7.5 

VCC＝3.0V 

14 

VCC＝3.6V 

mA f＝6.25MHz 

― 16 ― mA f＝20.0MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

全モジュール 

ストップ時 

 

― 15 ― mA f＝16.0MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

― 15 ― mA f＝20.0MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

中速モード 

（φ/32）時 

― 13 ― mA f＝16.0MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

サブアクティブ 

モード時 

― 45 180  μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

サブスリープ 

モード時 

― 30  100  μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

消費電流*2 

ウォッチモード時 

 

― 8 40 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 
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項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

― 0.5 

VCC＝3.0V 

10 

VCC＝3.6V 

Ta≦50℃、 

32.768kHz未使用時 

消費電流*2 スタンバイ時*3 ICC*4

―  ― 50 

VCC＝3.6V 

μA 

50℃＜Ta、 

32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 AICC ― 0.5 1.5 mA  アナログ 

電源電流 A/D、D/A変換待機時  ― 0.01 5.0 μA  

A/D、D/A変換中 AICC ―  1.3 2.5 mA  リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時  ― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRAM 2.0 ― ―  V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧を印加して

ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.2V、VI L max＝0.2Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに

内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜2.2Vのとき、VIH min＝VCC- 0.2、VIL max＝0.2Vとした場合の値です。 

 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max＝1.0（mA）+ 0.74（mA/ (MHz×V）)×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max＝1.0（mA）+ 0.58（mA/ (MHz×V））×VCC×f（スリープ時） 
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表 27.15 出力許容電流 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V、AVCC＝3.0～3.6V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項  目 記号 min typ max 単位 

SCL1、SCL0、 

SDA1、SDA0 

VCC＝2.7～3.6V IOL － － 10 

上記以外の出力端子 VCC＝2.2～3.6V IOL － － 0.5 

出力（1端子当たり）Low 

レベル許容電流 

 VCC＝2.7～3.6V  － － 1.0 

mA 

全出力端子の総和 VCC＝2.2～3.6V ΣIOL － － 30 出力 Lowレベル許容電流

（総和）  VCC＝2.7～3.6V  － － 60 

mA 

VCC＝2.2～3.6V － － 0.5 出力 Highレベル許容電流

（1端子当たり） 

全出力端子 

VCC＝2.7～3.6V 

- IOH 

－ － 1.0 

mA 

VCC＝2.2～3.6V － － 15 出力 Highレベル許容電流

（総和） 

全出力端子の総和 

VCC＝2.7～3.6V 

Σ - IOH 

－ － 30 

mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 27.15の値を超えないようにしてください。 
 

表 27.16 バス駆動特性 

条件：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 

      Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*、対象端子：SCL1、SCL0、SDA1、SDA0 

項   目 記号 min typ max 単位 測定条件 

VT－ VCC×0.3 － － VCC＝2.7～3.6V 

VT＋ － － VCC×0.7 VCC＝2.7～3.6V 

シュミットトリガ入力電圧

VT＋-VT－ VCC×

0.05 
－ － 

V 

VCC＝2.7～3.6V 

入力 Highレベル電圧 VIH VCC×0.7 － VCC+0.5 V VCC＝2.7～3.6V 

入力 Lowレベル電圧 VIL - 0.5 － VCC×0.3 V VCC＝2.7～3.6V 

－ － 0.5 IOL＝6mA、VCC＝3.0～3.6V 出力 Lowレベル電圧 VOL 

－ － 0.4 

V 

IOL＝3mA 

入力容量 Cin － － 20 pF Vin＝0V、f＝1MHz、Ta＝25℃ 

スリーステートリーク電流

（オフ状態） 
⏐ISTI⏐ － － 1.0 μA Vin＝0.5～VCC- 0.5 

SCL、SDA出力 
立ち下がり時間 

tof 20+0.1Cb － 250 ns VCC＝2.7～3.6V 

【注】 * A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。 

A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は Vccに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧

を印加してください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 



27. 電気的特性 

Rev.6.00  2010.03.18  27-30 
RJJ09B0171-0600 

 

27.3.3 AC特性 

図 27.8に AC測定条件を示します。 
 

3V

RL

RHC

LSI

C 30pF

RL 2.4kΩ

RH 12kΩ

Low  0.8V

High  2.0V VCC 2.7V 3.6V

1.5V VCC 2.2V 2.7V  

図 27.8 出力負荷回路 

 

（1） クロックタイミング 

表 27.17にクロックタイミングを示します。 
 

表 27.17 クロックタイミング 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、 

2～16.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V、AVCC＝3.0～3.6V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、

10.0～20.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様

品） 

条件 A 条件 B 条件 C 項   目 記号

min typ max min typ max min typ max 

単位 測定条件 

クロックサイクル時間 tcyc 62.5 ― 500 160 ― 500 50 ― 100 ns 図 27.10 

クロックハイレベルパルス幅 tCH 20 ― ― 50 ― ― 17 ― ― ns  

クロックローレベルパルス幅 tCL 20 ― ― 50 ― ― 17 ― ― ns  

クロック立ち上がり時間 tCr ― ― 10 ― ― 25 ― ― 10 ns  

クロック立ち下がり時間 tCf ― ― 10 ― ― 25 ― ― 10 ns  

リセット発振安定時間（水晶） tOSC1 20 ― ― 40 ― ― 20 ― ― ms 図 27.11 

ソフトウェアスタンバイ発振 

安定時間（水晶） 

tOSC2 8 ― ― 16 ― ― 8 ― ― ms  
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条件 A 条件 B 条件 C 項   目 記号

min typ max min typ max min typ max 

単位 測定条件 

外部クロック出力安定遅延時間 tDEXT 500 ― ― 1000 ― ― 500 ― ― μs 図 27.11 

サブクロック発振安定時間 tOSC3 ― ― 2 ― ― 4 ― ― 2 S  

サブクロック発振器発振周波数 fSUB ― 32.768 ― ― 32.768 ― ― 32.768 ― kHz  

サブクロック（φSUB） 

サイクル時間 

tSUB ― 30.5 ― ― 30.5 ― ― 30.5 ― μs  

 

（2） 制御信号タイミング 

表 27.18に制御信号タイミングを示します。 
 

表 27.18 制御信号タイミング 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、 

2～16.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V、AVCC＝3.0～3.6V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、

10.0～20.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様

品） 

条件 A、C 条件 B 項 目 記号

min max min max 

単位 測定条件 

RESセットアップ時間 tRESS 250 ― 350 ― ns 図 27.12 

RESパルス幅 tRESW 20 ― 20 ― tcyc  

MRESセットアップ時間 tMRESS 250 ― 350 ― ns  

MRESパルス幅 tMRESW 20 ― 20 ― tcyc  

NMIセットアップ時間 tNMIS 250 ― 350 ― ns 図 27.13 

NMIホールド時間 tNMIH 10 ― 10 ― ns  

NMIパルス幅（ソフトウェアスタンバイ

モードからの復帰時） 

tNMIW 200 ― 300 ― ns  

IRQセットアップ時間 tIRQS 250 ― 350 ― ns  

IRQホールド時間 tIRQH 10 ― 10 ― ns  

IRQパルス幅（ソフトウェアスタンバイ

モードからの復帰時） 

tIRQW 200 ― 300 ― ns  
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（3） バスタイミング 

表 27.19にバスタイミングを示します。 

表 27.19 バスタイミング 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～16.0MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V、AVCC＝3.0～3.6V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝10.0～

20.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B 条件 C 項 目 記号

min max min max min max 

単位 測定条件 

アドレス遅延時間 tAD ― 40 ― 90 ― 35 ns 図 27.14～ 

アドレスセットアップ時間 tAS 0.5×tcyc-42 ― 0.5×tcyc-60 ― 0.5×tcyc-35 ― ns 図 27.18 

アドレスホールド時間 tAH 0.5×tcyc-10 ― 0.5×tcyc-30 ― 0.5×tcyc-5 ― ns  

CS遅延時間 tCSD ― 40 ― 90 ― 35 ns  

AS遅延時間 tASD ― 40 ― 90 ― 25 ns  

RD遅延時間 1 tRSD1 ― 40 ― 90 ― 25 ns  

RD遅延時間 2 tRSD2 ― 40 ― 90 ― 25 ns  

リードデータセットアップ

時間 

tRDS 30 ― 50 ― 15 ― ns  

リードデータホールド時間 tRDH 0 ― 0 ― 0 ― ns  

リードデータアクセス時間1 tACC1 ― 1.0×tcyc-55 ― 1.0×tcyc-90 ― ― ns  

リードデータアクセス時間2 tACC2 ― 1.5×tcyc-50 ― 1.5×tcyc-90 ― 1.5×tcyc-40 ns  

リードデータアクセス時間3 tACC3 ― 2.0×tcyc-55 ― 2.0×tcyc-90 ― 2.0×tcyc-50 ns  

リードデータアクセス時間4 tACC4 ― 2.5×tcyc-50 ― 2.5×tcyc-90 ― 2.5×tcyc-40 ns  

リードデータアクセス時間5 tACC5 ― 3.0×tcyc-55 ― 3.0×tcyc-90 ― 3.0×tcyc-50 ns  

WR遅延時間 1 tWRD1 ― 40 ― 90 ― 25 ns  

WR遅延時間 2 tWRD2 ― 40 ― 90 ― 25 ns  

WRパルス幅 1 tWSW

1 

1.0×tcyc-20 ― 1.0×tcyc-60 ― 1.0×tcyc-20 ― ns  

WRパルス幅 2 tWSW

2 

1.5×tcyc-20 ― 1.5×tcyc-60 ― 1.5×tcyc-20 ― ns  

ライトデータ遅延時間 tWDD ― 60 ― 100 ― 40 ns  

ライトデータセットアップ

時間 

tWDS 0.5×tcyc-57 ― 0.5×tcyc-80 ― 0.5×tcyc-65 ― ns  

ライトデータホールド時間 tWDH 0.5×tcyc-27 ― 0.5×tcyc-60 ― 0.5×tcyc-20 ― ns  

WAITセットアップ時間 tWTS 40 ― 90 ― 25 ― ns 図 27.16 

WAITホールド時間 tWTH 10 ― 10 ― 10 ― ns  
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条件 A 条件 B 条件 C 項 目 記号

min max min max min max 

単位 測定条件 

BREQセットアップ時間 tBRQS 40 ― 90 ― 25 ― ns 図 27.19 

BACK遅延時間 tBACD ― 40 ― 90 ― 40 ns  

バスフローティング時間 tBZD ― 60 ― 160 ― 50 ns  

 

（4） DMACタイミング 

表 27.20に DMACタイミングを示します。 
 

表 27.20 DMACタイミング 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～16.0MHz、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V、AVCC＝3.0～3.6V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝10.0～

20.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B 条件 C 項 目 記号

min max min max min max 

単位 測定条件 

DREQセットアップ時間 tDRQS 40 ― 60 ― 30 ― ns 図 27.23 

DREQホールド時間 tDRQH 10 ― 20 ― 10 ― ns  

TEND遅延時間 tTED ― 30 ― 50 ― 30 ns 図 27.22 

DACK遅延時間 1 tDACD1 ― 30 ― 50 ― 30 ns 図 27.20 

DACK遅延時間 2 tDACD2 ― 30 ― 50 ― 30 ns 図 27.21 
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（5） 内蔵周辺モジュールタイミング 

表 27.21に内蔵周辺タイミングを、表 27.22に I2Cバスタイミングを示します。 
 

表 27.21 内蔵周辺タイミング 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、 

2～16.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V、AVCC＝3.0～3.6V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、

10.0～20.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様

品） 

条件 A 条件 B 条件 C 項 目 記号 

min max min max min max 

単位 測定条件 

I/Oポート* 出力データ遅延時間 tPWD ― 70 ― 150 ― 50 ns 図 27.24 

 入力データセットアップ時間 tPRS 50 ― 80 ― 30 ―   

 入力データセットアップ時間 tPRH 50 ― 80 ― 30 ―   

TPU タイマ出力遅延時間 tTOCD ― 70 ― 150 ― 50 ns 図 27.25 

 タイマ入力セットアップ時間 tTICS 40 ― 60 ― 30 ―   

 タイマクロック入力セットアップ時間 tTCKS 40 ― 60 ― 30 ― ns 図 27.26 

単エッジ指定 tTCKWH 1.5 ― 1.5 ― 1.5 ―  タイマクロック

パルス幅 両エッジ指定 tTCKWL 2.5 ― 2.5 ― 2.5 ― 

tcyc  

TMR タイマ出力遅延時間 tTMOD ― 70 ― 150 ― 50 ns 図 27.27 

 タイマリセット入力セットアップ時間 tTMRS 50 ― 80 ― 30 ― ns 図 27.29 

 タイマクロック入力セットアップ時間 tTMCS 50 ― 80 ― 30 ― ns 図 27.28 

単エッジ指定 tTMCWH 1.5 ― 1.5 ― 1.5 ―  タイマクロック

パルス幅 両エッジ指定 tTMCWL 2.5 ― 2.5 ― 2.5 ― 

tcyc  

WDT_1 BUZZ出力遅延時間 tBUZD ― 70 ― 150 ― 50 ns 図 27.30 

調歩同期 4 ― 4 ― 4 ― 入力クロック 

サイクル クロック同期 

tScyc 

6 ― 6 ― 6 ― 

tcyc 

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 0.6 0.4 0.6 0.4 0.6 tScyc 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr ― 1.5 ― 1.5 ― 1.5 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf ― 1.5 ― 1.5 ― 1.5 

tcyc 

図 27.31 

送信データ遅延時間 tTXD ― 75 ― 150 ― 50 ns 図 27.32 

受信データセットアップ時間 

（クロック同期） 

tRXS 75 ― 150 ― 50 ― ns 

SCI* 

受信データホールド時間 

（クロック同期） 

tRXH 75 ― 150 ― 50 ― ns 

 

A/D変換器 トリガ入力セットアップ時間 tTRGS 40 ― 60 ― 30 ― ns 図 27.33 
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【注】 * P35/SCK1、P34の Highレベルは NMOSで駆動されます。Highレベルを出力するためには、プルアップ抵抗を外付 

けする必要があります。 

表 27.22 I2Cバスタイミング 

条件：VCC＝2.7～3.6V、VSS＝0V、φ＝5MHz～最大動作周波数、 Ta＝- 20～+75℃ 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

SCL入力サイクル時間 tSCL 12tcyc ― ― ns 図 27.34 

SCL入力 Highパルス幅 tSCLH 3tcyc ― ― ns  

SCL入力 Lowパルス幅 tSCLL 5tcyc ― ― ns  

SCL、SDA入力立ち上がり時間 tSr ― ― 7.5tcyc* ns  

SCL、SDA入力立ち下がり時間 tSf ― ― 300 ns  

SCL、SDA入力スパイクパルス除去時間 tSP ― ― 1tcyc ns  

SDA入力バスフリー時間 tBUF 5tcyc ― ― ns  

開始条件入力ホールド時間 tSTAH 3tcyc ― ― ns  

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 3tcyc ― ― ns  

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 3tcyc ― ― ns  

データ入力セットアップ時間 tSDAS 0.5tcyc ― ― ns  

データ入力ホールド時間 tSDAH 0 ― ― ns  

SCL、SDAの容量性負荷 Cb ― ― 400 pF  

【注】 * I2Cモジュールで使用するクロックの選択により、7.5tcyc、17.5tcycとすることが可能です。詳細は「16.6 使用上の

注意事項」を参照してください。 
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27.3.4 A/D変換特性 

表 27.23に A/D変換特性を示します。 

表 27.23 A/D変換特性 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V*、AVCC＝2.7～3.6V*、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 φ＝2～16.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V*、AVCC＝2.2～3.6V*、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V*、AVCC＝3.0～3.6V*、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝10.0

～20.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A、C 条件 B 項 目 

min typ max min typ max 

単位 

分解能 10 10 10 10 10 10 ビット 

変換時間 8.1 ― ― 20.9 ― ― μs 

アナログ入力容量 ― ― 20 ― ― 20 pF 

許容信号源インピーダンス ― ― 5 ― ― 5 kΩ 

非直線性誤差 ― ― ±6.0 ― ― ±6.0 LSB 

オフセット誤差 ― ― ±4.0 ― ― ±4.0 LSB 

フルスケール誤差 ― ― ±4.0 ― ― ±4.0 LSB 

量子化誤差 ― ― ±0.5 ― ― ±0.5 LSB 

絶対精度 ― ― ±8.0 ― ― ±8.0 LSB 

【注】 * AN0、AN1は VCC＝AVCC時のみ使用可能です。 
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27.3.5 D/A変換特性 

表 27.24に D/A変換特性を示します。 

表 27.24 D/A変換特性 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～16.0MHz、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝3.0～3.6V、AVCC＝3.0～3.6V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝10.0～

20.0MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A、C 条件 B 項目 

min typ max min typ max 

単位 測定条件 

分解能 8 8 8 8 8 8 ビット  

変換時間 ― ― 10 ― ― 10 μs 負荷容量 20pF 

― ±2.0 ±3.0 ― ±3.0 ±4.0 LSB 負荷抵抗 2MΩ 絶対精度* 

― ― ±2.0 ― ― ±3.0 LSB 負荷抵抗 4MΩ 

【注】 * モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、およびサ

ブスリープモード時は除きます。 
 

27.3.6 フラッシュメモリ特性 

表 27.25にフラッシュメモリ特性を示します。 

表 27.25 フラッシュメモリ特性 

条件： VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 VCC＝3.0～3.6V（書き込み／消去時の動作電圧範囲） 

 Ta＝- 20～+50℃（書き込み／消去時の動作温度範囲；通常仕様品、広温度範囲仕様品） 

項目 記号 min typ max 単位 測定条件 

書き込み時間*1*2*4 tP － 10 200 ms/128バイト  

消去時間*1*3*5 tE － 100 1200 ms/ブロック  

書き換え回数 NWEC 100*6 10000*7
－ 回数  

データ保持時間*8 tDRP 10 － － 年  

SWE1ビットセット後の
ウェイト時間*1 

tsswe 1 1 － μs  

PSU1ビットセット後の
ウェイト時間*1 

tspsu 50 50 － μs  

tsp10 8 10 12 μs  

tsp30 28 30 32 μs 1≦n≦6 

書き込み時 

P1ビットセット後の 

ウェイト時間*1*4 

tsp200 198 200 202 μs 7≦n≦1000 
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項目 記号 min typ max 単位 測定条件 

書き込み時 P1ビットクリア後の 
ウェイト時間*1 

tcp 5 5 － μs  

 PSU1ビットクリア後の
ウェイト時間*1 

tcpsu 5 5 － μs  

 PV1ビットセット後の 
ウェイト時間*1 

tspv 4 4 － μs  

 H’FFダミーライト後の
ウェイト時間*1 

tspvr 2 2 － μs  

 PV1ビットクリア後の 
ウェイト時間*1 

tcpv 2 2 － μs  

 SWE1ビットクリア後の
ウェイト時間 

tcswe 100 100 － μs  

N1 － － 6*4  最大書き込み回数*1*4 

N2 － － 994*4 

回  

SWE1ビットセット後の
ウェイト時間*1 

tsswe 1 1 － μs  消去時 

ESU1ビットセット後の
ウェイト時間*1 

tsesu 100 100 － μs  

 E1ビットセット後の 
ウェイト時間*1*5 

tse 10 10 100 ms  

 E1ビットクリア後の 
ウェイト時間*1 

tce 10 10 － μs  

 ESU1ビットクリア後の
ウェイト時間*1 

tcesu 10 10 － μs  

 EV1ビットセット後の 
ウェイト時間*1 

tsev 20 20 － μs  

 H'FFダミーライト後の 
ウェイト時間*1 

tsevr 2 2 － μs  

EV1ビットクリア後の 
ウェイト時間*1 

tcev 4 4 － μs  

SWE1ビットクリア後の
ウェイト時間 

tcswe 100 100 － μs  

 

最大消去回数*1*5 N － － 100 回  

【注】 *1 各時間の設定は、書き込み／消去のアルゴリズムに従い、行ってください。 

 *2 128バイト当たりの書き込み時間（フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の P1ビットをセット
しているトータル期間を示します。書き込みベリファイ時間は含まれません） 

 *3 1ブロックを消去する時間（FLMCR1の E1ビットをセットしている期間を示します。消去ベリファイ時間は含ま
れません） 

 *4 書き込み時間の最大値 
（tp（max）＝P1ビットセット後のウェイト時間（tsp ）×最大書き込み回数（N）） 
（tsp30＋tsp10 ）×6＋（tsp200 ）×994 
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 *5 消去時間の最大値（tE（max））に対して、E1ビットセット後のウエイト時間（tse ）と最大消去回数（N）は以下
の関係にあります。 
tE（max）＝E1ビットセット後のウェイト時間（tse ）×最大消去回数（N） 

 *6 書き換え後のすべての特性を保証する min回数です。（保証は 1～min値の範囲です） 

 *7 25℃のときの参考値。（通常この値まで書き換えは機能するという目安です） 

 *8 書き換えが min値を含む仕様範囲内で行われたときのデータ保持特性です。 
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27.4 H8S/2238B、H8S/2236Bの電気的特性 

27.4.1 絶対最大定格 

表 27.26に絶対最大定格を示します。 

表 27.26 絶対最大定格 

項  目 記号 定格値 単位 

VCC - 0.3～+7.0 V 電源電圧 

CVCC - 0.3～+4.3 V 

入力電圧（ポート 4、9以外） Vin - 0.3～VCC+0.3 V 

入力電圧（ポート 4、9） Vin - 0.3～AVCC+0.3 V 

リファレンス電源電圧 Vref - 0.3～AVCC+0.3 V 

アナログ電源電圧 AVCC - 0.3～+7.0 V 

アナログ入力電圧 VAN - 0.3～AVCC+0.3 V 

通常仕様品：- 20～+75* ℃ 動作温度 Topr 

広温度範囲仕様品：- 40～+85* ℃ 

保存温度 Tstg - 55～+125 ℃ 

【使用上の注意】 

 絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

【注】* フラッシュメモリの書き込み／消去時の動作温度範囲は、Ta＝-20～+75℃です。 
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27.4.2 DC特性 

表 27.27に DC特性を、表 27.28に出力許容電流を、表 27.29にバス駆動特性を示します。 

表 27.27 DC特性（1） 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様

品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.7～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝- 20～+75℃（通常

仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

VT－ VCC×0.2 ― ― V 

VT＋ ― ― VCC×0.8 V 

 

VCC×0.05 ― ― V VCC＝4.0～5.5V 

シュミット 

トリガ入力 

電圧 

IRQ7～IRQ0 

VT＋- 

VT－ VCC×0.04 ― ― V VCC＝2.7～4.0V 

RES、STBY、NMI、 

MD2～MD0、FWE 

VCC×0.9 ― VCC+0.3 V 

EXTAL 

ポート 1、3、7、A～G 

VCC×0.8 ― VCC+0.3 V 

入力 High 

レベル電圧 

ポート 4、9 

VIH 

VCC×0.8 ― AVCC+0.

3 

V 

 

RES、STBY、 

MD2～MD0、FWE 

- 0.3 ― VCC×0.1 V  入力 Low 

レベル電圧 

NMI、EXTAL 

ポート 1、3、4、7、9、A～G 

VIL 

- 0.3 ― VCC×0.2 V  

VCC- 0.5 ― ― V IOH＝- 200μA P34、P35を除く 

全出力端子*3 VCC- 1.0 ― ― V IOH＝- 1mA 

出力 High 

レベル電圧 

P34、P35*2 

VOH 

VCC- 2.7 ― ― V IOH＝- 100μA、 

VCC＝4.5～5.5V 

― ― 0.4 V IOL＝0.4mA 出力 Low 

レベル電圧 

全出力端子*3 VOL 

― ― 0.4 V IOL＝0.8mA 

RES ― ― 1.0 μA 

STBY、NMI、 

MD2～MD0、FWE 

― ― 1.0 μA 

Vin＝0.5～VCC- 

0.5V 

入力リーク 

電流 

 

ポート 4、9 

｜Iin｜ 

― ― 1.0 μA Vin＝0.5～AVCC- 

0.5V 
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項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

スリーステー

トリーク電流 

（オフ状態） 

ポート 1、3、7、A～G ｜ITSI｜ ― ― 1.0 μA Vin＝0.5～VCC- 

0.5V 

入力プルアッ

プ MOS電流 

ポート A～E - IP 10 ― 300 μA Vin＝0V 

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref、AVSS端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～5.5Vの電圧を印加して

ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 P35/SCK1/SCL0、P34/SDA0は NMOSプッシュプル出力です。 

SCL0、SDA0（ICE＝1）から Highレベル出力するためにはプルアップ抵抗を外付けする必要があります。 

P35/SCK1、P34（ICE＝0）の Highレベルは NMOSで駆動されます。Highレベルを出力するためには、プルアッ

プ抵抗を外付けする必要があります。 

 *3 IICE＝0および ICE＝0の場合です。バス駆動機能を選択した場合の Lowレベル出力は表 27.29で定めます。 
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表 27.27 DC特性（2） 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様

品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

RES ― ― 30 pF 

NMI ― ― 30 pF 

P32～P35 ― ― 20 pF 

入力容量 

上記以外の全入力端子

Cin 

 

― ― 15 pF 

Vin＝0V、 f＝1MHz、 

Ta＝25℃ 

通常動作時 ― 23 

VCC＝3.0V 

40 

VCC＝5.5V 

mA f＝13.5MHz 

スリープ時 ― 18 

VCC＝3.0V 

30 

VCC＝5.5V 

mA f＝13.5MHz 

全モジュール 

ストップ時 

― 13 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

中速モード 

（φ/32）時 

― 13 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

サブアクティブ 

モード時 

― 80 180 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

サブスリープ 

モード時 

― 60 130 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

ウォッチモード時 ― 8 40 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

― 1.0 

VCC＝3.0V 

10 

VCC＝5.5V 

μA Ta≦50℃、 

32.768kHz未使用時 

消費電流*2 

スタンバイ時*3 

ICC*4

―  ― 50 

VCC＝5.5V 

 50℃＜Ta、 

32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 ― 0.3 1.5 mA  アナログ 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

A/D、D/A変換中 ―  1.3 3.5 mA  リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRA

M 

2.0 ― ―  V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref、AVSS端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～5.5Vの電圧を印加して

ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.5V、VI L max＝0.5Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに

内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜3.0Vのとき、VIH min＝VCC×0.9、VIL max＝0.3Vとした場合の値です。 
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 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max＝2.0（mA）+0.7（mA/V）×VCC + 1.4（mA/MHz）×f+0.20（mA/ (MHz×V)）×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max＝1.5（mA）+0.6（mA/V）×VCC + 1.1（mA/MHz）×f+0.15（mA/ (MHz×V)）×VCC×f（スリープ時） 
 

表 27.27 DC特性（3） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.7～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝-20～+75℃（通常

仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

RES ― ― 30 pF 

NMI ― ― 30 pF 

P32～P35 ― ― 20 pF 

入力容量 

上記以外の全入力端子

Cin 

 

― ― 15 pF 

Vin＝0V、 f＝1MHz、 

Ta＝25℃ 

通常動作時 ― 22 

VCC＝3.0V 

40 

VCC＝5.5V 

mA f＝13.5MHz 

スリープ時 ― 16 

VCC＝3.0V 

30 

VCC＝5.5V 

mA f＝13.5MHz 

全モジュール 

ストップ時 

― 13 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

中速モード 

（φ/32）時 

― 13 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

サブアクティブ 

モード時 

― 60 

 

180 

 

μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

サブスリープ 

モード時 

― 35 

 

100 

 

μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

ウォッチモード時 ― 8 

 

40 

 

μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

― 0.5  

VCC＝3.0V 

10  

VCC＝5.5V 

Ta≦50℃、 

32.768kHz未使用時 

消費電流*2 

スタンバイ時*3 

ICC*4

―  ― 50  

VCC＝5.5V 

μA 

50℃＜Ta、 

32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 ― 0.3 1.5 mA  アナログ 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

A/D、D/A変換中 ―  1.3 3.5 mA  リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRAM 2.0 ― ―  V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref、AVSS端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～5.5Vの電圧を印加して

ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 
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 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.5V、VI L max＝0.5Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに

内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜2.7Vのとき、VIH min＝VCC×0.9、VIL max＝0.3Vとした場合の値です。 

 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max＝2.0（mA）+ 0.7（mA/V）×VCC + 1.4（mA/MHz）×f + 0.20（mA/（MHz×V））×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max＝1.5（mA）+ 0.6（mA/V）×VCC + 1.1（mA/MHz）×f + 0.15（mA/（MHz×V））×VCC×f（スリープ時） 
 

表 27.28 出力許容電流 

条件 A（F-ZTAT版）： VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様

品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

条件 B（マスク ROM版）： VCC＝2.7～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝- 20～+75℃（通常

仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 

SCL1、SCL0、SDA1、SDA0 ― ― 10 出力（1端子当たり）Low 

レベル許容電流 上記以外の出力端子 

IOL 

― ― 1.0 

mA 

出力 Lowレベル許容電流 

（総和） 

全出力端子の総和 ΣIOL ― ― 60 mA 

出力 Highレベル許容電流 

（1端子当たり） 

全出力端子 - IOH ― ― 1.0 mA 

出力 Highレベル許容電流 

（総和） 

全出力端子の総和 Σ- IOH ― ― 30 mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 27.28の値を超えないようにしてください。 
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表 27.29 バス駆動特性 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様

品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）* 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.7～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝- 20～+75℃（通常

仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）* 

対象端子：SCL1～0、SDA1～0 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

VT－ VCC×0.3 ― ― VCC =2.7～5.5V 

VT＋ ― ― VCC×0.7 VCC =2.7～5.5V 

0.4 ― ― VCC =4.0～5.5V 

シュミット 

トリガ入力電圧 

VT＋ - VT－

VCC×0.05 ― ― 

V 

VCC =2.7～4.0V 

入力 Highレベル電圧 VIH VCC×0.7 ― VCC + 0.5 V VCC =2.7～5.5V 

入力 Lowレベル電圧 VIL - 0.5 ― VCC×0.3 V VCC =2.7～5.5V 

― ― 0.5 IOL＝8mA 

VCC =4.0～5.5V 

出力 Lowレベル電圧 VOL 

― ― 0.4 

V 

IOL＝3mA 

入力容量 Cin ― ― 20 pF Vin＝0V、f＝1MHz、Ta＝25℃ 

スリーステートリーク電流 

（オフ状態） 

｜ITSI｜ ― ― 1.0 μA Vin＝0.5～VCC - 0.5V 

SCL、SDA出力立ち下がり時間 tOf 20 + 0.1Cb ― 250 ns VCC =2.7～5.5V 

【注】 * A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref、AVSS端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～5.5Vの電圧を印加して

ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

27.4.3 AC特性 

図 27.9に AC測定条件を示します。 

3V

RL

RHC

LSI

C 30pF

RL 2.4kΩ

RH 12kΩ

Low  0.8V

High  2.0V  

図 27.9 出力負荷回路 
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（1） クロックタイミング 

表 27.30にクロックタイミングを示します。 

表 27.30 クロックタイミング 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ ＝ 32.768kHz 、 2 ～

13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.7～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝ 32.768kHz、 2～

13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A、B 項 目 記号 

min typ max 

単位 測定 

条件 

クロックサイクル時間 tcyc 74 ― 500 ns 

クロックハイレベルパルス幅 tCH 25 ― ― ns 

クロックローレベルパルス幅 tCL 25 ― ― ns 

クロック立ち上がり時間 tCr ― ― 10 ns 

クロック立ち下がり時間 tCf ― ― 10 ns 

図 27.10 

リセット発振安定時間（水晶） tOSC1 20 ― ― ms 図 27.11 

ソフトウェアスタンバイ発振安定時間（水晶） tOSC2 8 ― ― ms  

外部クロック出力安定遅延時間 tDEXT 500 ― ― μs 図 27.11 

サブクロック発振安定時間 tOSC3 ― ― 2 s  

サブクロック発振器発振周波数 fSUB ― 32.768 ― kHz  

サブクロック（φSUB）サイクル時間 tSUB ― 30.5 ― μs  
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（2） 制御信号タイミング 

表 27.31に制御信号タイミングを示します。 

表 27.31 制御信号タイミング 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ ＝ 32.768kHz 、 2 ～

13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.7～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～

13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A、B 項 目 記号 

min max 

単位 測定 

条件 

RESセットアップ時間 tRESS 250 ― ns 

RESパルス幅 tRESW 20 ― tcyc 

MRESセットアップ時間 tMRESS 250 ― ns 

MRESパルス幅 tMRESW 20 ― tcyc 

図 27.12 

NMIセットアップ時間 tNMIS 250 ― ns 

NMIホールド時間 tNMIH 10 ― ns 

NMIパルス幅（ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時） tNMIW 200 ― ns 

IRQセットアップ時間 tIRQS 250 ― ns 

IRQホールド時間 tIRQH 10 ― ns 

IRQパルス幅（ソフトウェアスタンバイモードからの復帰時） tIRQW 200 ― ns 

図 27.13 
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（3） バスタイミング 

表 27.32にバスタイミングを示します。 

表 27.32 バスタイミング 

条件 A（F-ZTAT版）： VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～13.5MHz、Ta＝- 20

～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.7～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～13.5MHz、Ta＝- 

20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A、B 項 目 記号 

min max 

単位 測定条件 

アドレス遅延時間 tAD ― 50 ns 

アドレスセットアップ時間 tAS 0.5×tcyc- 30 ― ns 

アドレスホールド時間 tAH 0.5×tcyc- 15 ― ns 

CS遅延時間 tCSD ― 50 ns 

AS遅延時間 tASD ― 50 ns 

RD遅延時間 1 tRSD1 ― 50 ns 

RD遅延時間 2 tRSD2 ― 50 ns 

リードデータセットアップ時間 tRDS 30 ― ns 

リードデータホールド時間 tRDH 0 ― ns 

リードデータアクセス時間 1 tACC1 ― 1.0×tcyc - 65 ns 

リードデータアクセス時間 2 tACC2 ― 1.5×tcyc - 65 ns 

リードデータアクセス時間 3 tACC3 ― 2.0×tcyc - 65 ns 

リードデータアクセス時間 4 tACC4 ― 2.5×tcyc - 65 ns 

リードデータアクセス時間 5 tACC5 ― 3.0×tcyc - 65 ns 

図 27.14～ 

図 27.18 

WR遅延時間 1 tWRD1 ― 50 ns 

WR遅延時間 2 tWRD2 ― 50 ns 

WRパルス幅 1 tWSW1 1.0×tcyc - 30 ― ns 

WRパルス幅 2 tWSW2 1.5×tcyc - 30 ― ns 

ライトデータ遅延時間 tWDD ― 70 ns 

ライトデータセットアップ時間 tWDS 0.5×tcyc - 37 ― ns 

ライトデータホールド時間 tWDH 0.5×tcyc - 15 ― ns 

 

WAITセットアップ時間 tWTS 50 ― ns 

WAITホールド時間 tWTH 10 ― ns 

図 27.16 

BREQセットアップ時間 tBRQS 50 ― ns 

BACK遅延時間 tBACD ― 50 ns 

バスフローティング時間 tBZD ― 80 ns 

図 27.19 
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（4） 内蔵周辺モジュールタイミング 

表 27.33に内蔵周辺タイミングを、表 27.34に I2Cバスタイミングを示します。 

表 27.33 内蔵周辺タイミング 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ ＝ 32.768kHz 、 2 ～

13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）： VCC＝2.7～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～

13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A、B 項 目 記号 

min max 

単位 測定条件 

出力データ遅延時間 tPWD ― 100 

入力データセットアップ時間 tPRS 50 ― 

I/Oポート* 

入力データホールド時間 tPRH 50 ― 

ns 図 27.24 

タイマ出力遅延時間 tTOCD ― 100 

タイマ入力セットアップ時間 tTICS 40 ― 

ns 図 27.25 

タイマクロック入力セットアップ時間 tTCKS 40 ― ns 

単エッジ指定 tTCKWH 1.5 ― 

TPU 

タイマクロック 

パルス幅 両エッジ指定 tTCKWL 2.5 ― 

tcyc 

図 27.26 

タイマ出力遅延時間 tTMOD ― 100 ns 図 27.27 

タイマリセット入力セットアップ時間 tTMRS 50 ― ns 図 27.29 

タイマクロック入力セットアップ時間 tTMCS 50 ― ns 

単エッジ指定 tTMCWH 1.5 ― 

TMR 

タイマクロック 

パルス幅 両エッジ指定 tTMCWL 2.5 ― 

tcyc 

図 27.28 

WDT1 BUZZ出力遅延時間 tBUZD ― 100 ns 図 27.30 

調歩同期 4 ― 入力クロック 

サイクル クロック同期 

tScyc 

6 ― 

tcyc 

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 0.6 tScyc 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr ― 1.5 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf ― 1.5 

tcyc 

図 27.31 

送信データ遅延時間 tTXD ― 100 ns 

受信データセットアップ時間 

（クロック同期） 

tRXS 75 ― ns 

SCI* 

受信データホールド時間 

（クロック同期） 

tRXH 75 ― ns 

図 27.32 

A/D変換器 トリガ入力セットアップ時間 tTRGS 40 ― ns 図 27.33 

【注】 * P35/SCK1、P34の Highレベルは、NMOSで駆動されます。VCC＝4.5V以下で Highレベルを出力するためには、

プルアップ抵抗を外付けする必要があります。 
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表 27.34 I2Cバスタイミング 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝3.0～5.5V、VSS＝0V、φ＝5MHz～最大動作周波数、Ta＝- 20～+75℃ 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.7～5.5V、VSS＝0V、φ＝5MHz～最大動作周波数、Ta＝-20～+75℃ 

条件 A、B 項 目 記号 

min typ max 

単位 測定条件 

SCL入力サイクル時間 tSCL 12tcyc ― ― ns 図 27.34 

SCL入力 Highパルス幅 tSCLH 3tcyc ― ― ns  

SCL入力 Lowパルス幅 tSCLL 5tcyc ― ― ns  

SCL、SDA入力立ち上がり時間 tSr ― ― 7.5tcyc* ns  

SCL、SDA入力立ち下がり時間 tSf ― ― 300 ns  

SCL、SDA入力 

スパイクパルス除去時間 

tSP ― ― 1tcyc ns  

SDA入力バスフリー時間 tBUF 5tcyc ― ― ns  

開始条件入力ホールド時間 tSTAH 3tcyc ― ― ns  

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 3tcyc ― ― ns  

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 3tcyc ― ― ns  

データ入力セットアップ時間 tSDAS 0.5tcyc ― ― ns  

データ入力ホールド時間 tSDAH 0 ― ― ns  

SCL、SDAの容量性負荷 Cb ― ― 400 pF  

【注】 * I2Cモジュールで使用するクロックの選択により、7.5tcyc、17.5tcycとすることが可能です。詳細は「16.6 使用上

の注意事項」を参照してください。 
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27.4.4 A/D変換特性 

表 27.35に A/D変換特性（F-ZTAT版、マスク ROM版）を示します。 

表 27.35 A/D変換特性（F-ZTAT版、マスク ROM版） 

条件： VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2MHz～13.5MHz、Ta＝-20～+75℃（通

常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 項 目 

min typ max 

単位 

分解能 10 10 10 ビット 

変換時間 9.6 ― ― μs 

アナログ入力容量 ― ― 20 pF 

許容信号源 

インピーダンス 

― ― 5 kΩ 

非直線性誤差 ― ― ±6.0 LSB 

オフセット誤差 ― ― ±4.0 LSB 

フルスケール誤差 ― ― ±4.0 LSB 

量子化誤差 ― ― ±0.5 LSB 

絶対精度 ― ― ±8.0 LSB 

 

27.4.5 D/A変換特性 

表 27.36に D/A変換特性を示します。 

表 27.36 D/A変換特性（F-ZTAT版、マスク ROM版） 

条件：VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.6～5.5V、Vref＝3.6V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2MHz～13.5MHz、Ta＝-20～+75℃（通常

仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 項 目 

min typ max 

単位 測定条件 

分解能 8 8 8 ビット  

変換時間 ― ― 10 µs 負荷容量 20pF 

― ±2.0 ±3.0 LSB 負荷抵抗 2MΩ 絶対精度 

― ― ±2.0 LSB 負荷抵抗 4MΩ 
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27.4.6 フラッシュメモリ特性 

表 27.37にフラッシュメモリ特性を示します。 

表 27.37 フラッシュメモリ特性 

条件： VCC＝3.0～5.5V、AVCC＝3.0～5.5V、Vref＝3.0V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝-20～+75℃（書き込み／消去時の動作温

度範囲；通常仕様品）Ta＝-20～+75℃（書き込み／消去時の動作温度範囲；広温度範囲仕様品） 

項目 記号 min typ max 単位 測定条件 

書き込み時間*1*2*4 tP － 10 200 ms/128バイト  

消去時間*1*3*5 tE － 100 1200 ms/ブロック  

書き換え回数 NWEC 100*6 10000*7
－ 回数  

データ保持時間*8 tDRP 10 － － 年  

SWE1ビットセット後のウェイト時間*1 tsswe 1 1 － μs  

PSU1ビットセット後のウェイト時間*1 tspsu 50 50 － μs  

tsp10 8 10 12 μs  

tsp30 28 30 32 μs 1≦n≦6 

P1ビットセット後の 

ウェイト時間*1*4 

tsp200 198 200 202 μs 7≦n≦1000 

P1ビットクリア後のウェイト時間*1 tcp 5 5 － μs  

PSU1ビットクリア後のウェイト時間*1 tcpsu 5 5 － μs  

PV1ビットセット後のウェイト時間*1 tspv 4 4 － μs  

H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 tspvr 2 2 － μs  

PV1ビットクリア後のウェイト時間*1 tcpv 2 2 － μs  

SWE1ビットクリア後のウェイト時間 tcswe 100 100 － μs  

N1 － － 6*4 

書き 

込み時 

最大書き込み回数*1*4 

N2 － － 994*4

回  

SWE1ビットセット後のウェイト時間*1 tsswe 1 1 － μs  

ESU1ビットセット後のウェイト時間*1 tsesu 100 100 － μs  

E1ビットセット後のウェイト時間*1*5 tse 10 10 100 ms  

E1ビットクリア後のウェイト時間*1 tce 10 10 － μs  

ESU1ビットクリア後のウェイト時間*1 tcesu 10 10 － μs  

EV1ビットセット後のウェイト時間*1 tsev 20 20 － μs  

H'FFダミーライト後のウェイト時間*1 tsevr 2 2 － μs  

EV1ビットクリア後のウェイト時間*1 tcev 4 4 － μs  

SWE1ビットクリア後のウェイト時間 tcswe 100 100 － μs  

消去時 

最大消去回数*1*5 N － － 100 回  

【注】 *1 各時間の設定は、書き込み／消去のアルゴリズムに従い、行ってください。 

 *2 128バイト当たりの書き込み時間（フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の P1ビットをセット

しているトータル期間を示します。書き込みベリファイ時間は含まれません） 
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 *3 1ブロックを消去する時間（FLMCR1の E1ビットをセットしている期間を示します。消去ベリファイ時間は含ま

れません） 

 *4 書き込み時間の最大値 

（tp（max）＝P1ビットセット後のウェイト時間（tsp ）×最大書き込み回数（N）） 

（tsp30＋tsp10 ）×6＋（tsp200 ）×994 

 *5 消去時間の最大値（tE（max））に対して、E1ビットセット後のウェイト時間（tse ）と最大消去回数（N）は以下

の関係にあります。 

  tE（max）＝E1ビットセット後のウェイト時間（tse ）×最大消去回数（N） 

 *6 書き換え後のすべての特性を保証する min回数です。（保証は 1～min値の範囲です） 

 *7 25℃のときの参考値。（通常この値まで書き換えは機能するという目安です） 

 *8 書き換えが min値を含む仕様範囲内で行われたときのデータ保持特性です。 
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27.5 H8S/2238R、H8S/2236Rの電気的特性 

27.5.1 絶対最大定格 

表 27.38に絶対最大定格を示します。 
 

表 27.38 絶対最大定格 

項  目 記号 定格値 単位 

電源電圧 VCC - 0.3～+4.3 V 

 CVCC - 0.3～+4.3 V 

入力電圧（ポート 4、9以外） Vin - 0.3～VCC+0.3 V 

入力電圧（ポート 4、9） Vin - 0.3～AVCC+0.3 V 

リファレンス電源電圧 Vref - 0.3～AVCC+0.3 V 

アナログ電源電圧 AVCC - 0.3～+4.3 V 

アナログ入力電圧 VAN - 0.3～AVCC+0.3 V 

動作温度 Topr 通常仕様品：- 20～+75*1 ℃ 

  広温度範囲仕様品：- 40～+85*2  

保存温度 Tstg - 55～+125 ℃ 

【使用上の注意】 

 絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

【注】 *1 フラッシュメモリの書き込み／消去時の動作温度範囲は、読み出し時動作電圧が Vcc=2.7～3.6Vの場合、Ta＝-20

～+75℃、読み出し時動作電圧が Vcc=2.2～3.6Vの場合、Ta＝-20～+50℃です。 

 *2 フラッシュメモリの書き込み／消去時の動作温度範囲は、Ta＝-40～+80℃です。 

 

27.5.2 DC特性 

表 27.39に DC特性を、表 27.40に出力許容電流を、表 27.41にバス駆動特性を示します。 
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表 27.39 DC特性（1） 

条件 A（F-ZTAT版）： VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

条件 B（F-ZTAT版）： VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

VT－ VCC×0.2 ― ― V  

VT＋ ― ― VCC×0.8 V  

シュミット 

トリガ入力 

電圧 

IRQ0～IRQ7 

 

VT＋-VT－ VCC×0.05 ― ― V  

入力 High 
レベル電圧 

RES、STBY、NMI、
FWE、MD2～MD0 

VIH VCC×0.9 ― VCC+0.3 V  

 EXTAL、ポート 1、3、
7、A～G 

 VCC×0.8 ― VCC+0.3 V  

 ポート 4*5
、9  VCC×0.8 ― AVCC+0.3*5 V  

入力 Low 
レベル電圧 

RES、STBY、FWE、
MD2～MD0 

VIL - 0.3 ― VCC×0.1 V  

 NMI、EXTAL、ポート 1、
3、4、7、9、A～G 

 - 0.3 ― VCC×0.2 V  

VCC- 0.5 ― ― V IOH＝- 200μA 出力 High 

レベル電圧 

P34、P35を除く 

全出力端子*4 

VOH 

VCC- 1.0 ― ― V IOH＝- 1mA*2 

 P34、P35*3  VCC- 2.0 ― ― V IOH＝- 100μA、（参考
値） 

VOL ― ― 0.4 V IOL＝0.4mA 出力 Low 

レベル電圧 

全出力端子*4 

 ― ― 0.4 V IOL＝0.8mA*2 

RES ｜Iin｜ ― ― 1.0 μA Vin＝0.2～VCC- 0.2V 入力リーク 

電流 STBY、NMI、FWE、
MD2～MD0 

 ― ― 1.0 μA  

 ポート 4、9  ― ― 1.0 μA Vin＝0.2～AVCC- 0.2V 

スリーステー

トリーク電流 
（オフ状態） 

ポート 1、3、7、A～G ｜ITSI｜ ― ― 1.0 μA Vin＝0.2～VCC- 0.2V 

入力プルアッ

プ MOS電流 
ポート A～E - IP 10 ― 300 μA Vin＝0V 

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧を印加して

ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 Vcc=2.7～3.6V 

 *3 P35/SCK1、P34は NMOSプッシュプル出力です。Highレベル出力するためにはプルアップ抵抗を外付けする必

要があります。 

 *4 ICE＝0の場合です。バス駆動機能を選択した場合の Lowレベル出力は表 27.41で定めます。 

 *5 VCC＜AVCCのとき、P40、P41の maxは VCC＋0.3Vになります。 
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表 27.39 DC特性（2） 

条件 A（F-ZTAT版）： VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

条件 B（F-ZTAT版）： VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

RES ― ― 30 pF 

NMI ― ― 30 pF 

P32～P35 ― ― 20 pF 

入力容量 

上記以外の全入力端子

Cin 

 

― ― 15 pF 

Vin＝0V、 f＝1MHz、 
Ta＝25℃ 

20 
VCC＝3.0V 

37 
VCC＝3.6V 

mA f＝13.5MHz 通常動作時 ― 

10 
VCC＝3.0V 

18 
VCC＝3.0V 

mA f＝6.25MHz 

15 
VCC＝3.0V 

29 
VCC＝3.6V 

mA f＝13.5MHz スリープ時 ― 

7.5 
VCC＝3.0V 

14 
VCC＝3.0V 

mA f＝6.25MHz 

全モジュール 
ストップ時 

― 15 ― mA f＝13.5MHz、 
VCC＝3.0V（参考値） 

中速モード 
（φ/32）時 

― 13 ― mA f＝13.5MHz、 
VCC＝3.0V（参考値） 

サブアクティブ 
モード時 

― 70 180 μA 32.768kHz水晶発振子 
使用時、VCC＝3.0V 

サブスリープ 
モード時 

― 50 130 μA 32.768kHz水晶発振子 
使用時、VCC＝3.0V 

ウォッチモード時 ― 8 40 μA 32.768kHz水晶発振子 
使用時、VCC＝3.0V 

― 1.0 
VCC＝3.0V 

10 
VCC＝3.6V 

Ta≦50℃、 
32.768kHz未使用時 

消費電流*2 

スタンバイ時*3 

ICC*4

―  ― 50 
VCC＝3.6V 

μA 

50℃＜Ta、 
32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 ― 0.5 1.5 mA  アナログ 
電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

A/D、D/A変換中 ―  1.3 2.5 mA  リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRAM 2.0 ― ―  V  
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【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。A/D変換器、
D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧を印加して
ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.2V、VI L max＝0.2Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに
内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜2.2Vのとき、VIH min＝VCC-0.2、VIL max＝0.2Vとした場合の値です。 

 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max＝1.0（mA）+0.74（mA/ (MHz×V)）×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max＝1.0（mA）+0.58（mA/ (MHz×V)）×VCC×f（スリープ時） 
 



27. 電気的特性 

Rev.6.00  2010.03.18  27-59 
RJJ09B0171-0600 

 

表 27.39 DC特性（3） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

RES ― ― 30 pF 

NMI ― ― 30 pF 

P32～P35 ― ― 20 pF 

入力容量 

上記以外の全入力端子

Cin 

 

― ― 15 pF 

Vin＝0V、 f＝1MHz、 
Ta＝25℃ 

通常動作時 ICC*4
― 20 

VCC＝3.0V 
37 

VCC＝3.6V 
mA f＝13.5MHz 

  ― 10 
VCC＝3.0V 

18 
VCC＝3.6V 

mA f＝6.25MHz 

スリープ時  ― 15 
VCC＝3.0V 

29 
VCC＝3.6V 

mA f＝13.5MHz 

   7.5 
VCC＝3.0V 

14 
VCC＝3.6V 

mA f＝6.25MHz 

全モジュール 
ストップ時 

 ― 15 ― mA f＝13.5MHz、 
VCC＝3.0V（参考値） 

中速モード 
（φ/32）時 

― 13 ― mA f＝13.5MHz、 
VCC＝3.0V（参考値） 

サブアクティブ 
モード時 

― 45 180  μA 32.768kHz水晶発振子 
使用時、VCC＝3.0V 

サブスリープ 
モード時 

― 30  100  μA 32.768kHz水晶発振子 
使用時、VCC＝3.0V 

消費電流*2 

ウォッチモード時 

 

― 8 40 μA 32.768kHz水晶発振子 
使用時、VCC＝3.0V 

― 0.5 
VCC＝3.0V 

10 
VCC＝3.6V 

Ta≦50℃、 
32.768kHz未使用時 

 スタンバイ時*3  

―  ― 50 
VCC＝3.6V 

μA 

50℃＜Ta、 
32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 AICC ― 0.5 1.5 mA  アナログ 
電源電流 A/D、D/A変換待機時  ― 0.01 5.0 μA  

A/D、D/A変換中 AICC ―  1.3 2.5 mA  リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時  ― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRAM 2.0 ― ―  V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。A/D変換器、
D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧を印加して
ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.2V、VI L max＝0.2Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに
内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜2.2Vのとき、VIH min＝VCC- 0.2、VIL max＝0.2Vとした場合の値です。 
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 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max＝1.0（mA）+0.74（mA/ (MHz×V））×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max＝1.0（mA）+0.58（mA/ (MHz×V））×VCC×f（スリープ時） 
 

表 27.40 出力許容電流 

条件 A（F-ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項  目 記号 min typ max 単位 

SCL1、SCL0、 

SDA1、SDA0 

VCC＝2.7～3.6V IOL － － 10 

上記以外の出力端子 VCC＝2.2～3.6V IOL － － 0.5 

出力（1端子当たり）Low 

レベル許容電流 

 VCC＝2.7～3.6V  － － 1.0 

mA 

全出力端子の総和 VCC＝2.2～3.6V ΣIOL － － 30 出力 Lowレベル許容電流

（総和）  VCC＝2.7～3.6V  － － 60 

mA 

VCC＝2.2～3.6V － － 0.5 出力 Highレベル許容電流

（1端子当たり） 

全出力端子 

VCC＝2.7～3.6V 

- IOH 

－ － 1.0 

mA 

VCC＝2.2～3.6V － － 15 出力 Highレベル許容電流

（総和） 

全出力端子の総和 

VCC＝2.7～3.6V 

Σ - IOH 

－ － 30 

mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 27.40の値を超えないようにしてください。 
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表 27.41 バス駆動特性 

条件： VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 

 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*、対象端子：SCL1～0、SDA1～0 

項   目 記号 min typ max 単位 測定条件 

VT－ VCC×0.3 － － VCC＝2.7～3.6V 

VT＋ － － VCC×0.7 VCC＝2.7～3.6V 

シュミットトリガ入力電圧

VT＋-VT－ VCC×

0.05 

－ － 

V 

VCC＝2.7～3.6V 

入力 Highレベル電圧 VIH VCC×0.7 － VCC+0.5 V VCC＝2.7～3.6V 

入力 Lowレベル電圧 VIL - 0.5 － VCC×0.3 V VCC＝2.7～3.6V 

－ － 0.5 IOL＝6mA、VCC＝3.0～3.6V 出力 Lowレベル電圧 VOL 

－ － 0.4 

V 

IOL＝3mA 

入力容量 Cin － － 20 pF VIN＝0V、f＝1MHz、Ta＝25℃ 

スリーステートリーク電流

（オフ状態） 

⏐ITSI⏐ － － 1.0 μA VIN＝0.5～VCC- 0.5V 

SCL、SDA出力 

立ち下がり時間 

tof 20+0.1Cb － 250 ns VCC＝2.7～3.6V 

【注】 * A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。 

A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は Vccに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧

を印加してください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 
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27.5.3 AC特性 

AC測定条件を図 27.8に示します。 

（1） クロックタイミング 

表 27.42にクロックタイミングを示します。 
 

表 27.42 クロックタイミング 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、 

2～13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B、C 項   目 記号

min typ max min typ max 

単位 測定条件 

クロックサイクル時間 tcyc 74 ― 500 160 ― 500 ns 図 27.10 

クロックハイレベルパルス幅 tCH 25 ― ― 50 ― ― ns  

クロックローレベルパルス幅 tCL 25 ― ― 50 ― ― ns  

クロック立ち上がり時間 tCr ― ― 10 ― ― 25 ns  

クロック立ち下がり時間 tCf ― ― 10 ― ― 25 ns  

リセット発振安定時間（水晶） tOSC1 20 ― ― 40 ― ― ms 図 27.11 

ソフトウェアスタンバイ発振安定 

時間（水晶） 

tOSC2 8 ― ― 16 ― ― ms  

外部クロック出力安定遅延時間 tDEXT 500 ― ― 1000 ― ― μs 図 27.11 

サブクロック発振安定時間 tOSC3 ― ― 2 ― ― 4 s  

サブクロック発振器発振周波数 fSUB ― 32.768 ― ― 32.768 ― kHz  

サブクロック（φSUB）サイクル時間 tSUB ― 30.5 ― ― 30.5 ― μs  
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（2） 制御信号タイミング 

表 27.43に制御信号タイミングを示します。 
 

表 27.43 制御信号タイミング 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、 

2～13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B、C 項 目 記号

min max min max 

単位 測定条件 

RESセットアップ時間 tRESS 250 ― 350 ― ns 図 27.12 

RESパルス幅 tRESW 20 ― 20 ― tcyc  

MRESセットアップ時間 tMRESS 250 ― 350 ― ns  

MRESパルス幅 tMRESW 20 ― 20 ― tcyc  

NMIセットアップ時間 tNMIS 250 ― 350 ― ns 図 27.13 

NMIホールド時間 tNMIH 10 ― 10 ― ns  

NMIパルス幅（ソフトウェアスタンバイ

モードからの復帰時） 

tNMIW 200 ― 300 ― ns  

IRQセットアップ時間 tIRQS 250 ― 350 ― ns  

IRQホールド時間 tIRQH 10 ― 10 ― ns  

IRQパルス幅（ソフトウェアスタンバイ

モードからの復帰時） 

tIRQW 200 ― 300 ― ns  
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（3） バスタイミング 

表 27.44にバスタイミングを示します。 
 

表 27.44 バスタイミング 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～13.5MHz、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B、C 項 目 記号 

min max min max 

単

位 

測定条件 

アドレス遅延時間 tAD ― 50 ― 90 ns 図27.14～ 

アドレスセットアップ時間 tAS 0.5×tcyc-30 ― 0.5×tcyc-60 ― ns 図 27.18 

アドレスホールド時間 tAH 0.5×tcyc-15 ― 0.5×tcyc-30 ― ns  

CS遅延時間 tCSD ― 50 ― 90 ns  

AS遅延時間 tASD ― 50 ― 90 ns  

RD遅延時間 1 tRSD1 ― 50 ― 90 ns  

RD遅延時間 2 tRSD2 ― 50 ― 90 ns  

リードデータセットアップ時間 tRDS 30 ― 50 ― ns  

リードデータホールド時間 tRDH 0 ― 0 ― ns  

リードデータアクセス時間 1 tACC1 ― 1.0×tcyc-65 ― 1.0×tcyc-90 ns  

リードデータアクセス時間 2 tACC2 ― 1.5×tcyc-65 ― 1.5×tcyc-90 ns  

リードデータアクセス時間 3 tACC3 ― 2.0×tcyc-65 ― 2.0×tcyc-90 ns  

リードデータアクセス時間 4 tACC4 ― 2.5×tcyc-65 ― 2.5×tcyc-90 ns  

リードデータアクセス時間 5 tACC5 ― 3.0×tcyc-65 ― 3.0×tcyc-90 ns  

WR遅延時間 1 tWRD1 ― 50 ― 90 ns  

WR遅延時間 2 tWRD2 ― 50 ― 90 ns  

WRパルス幅 1 tWSW1 1.0×tcyc-30 ― 1.0×tcyc-60 ― ns  

WRパルス幅 2 tWSW2 1.5×tcyc-30 ― 1.5×tcyc-60 ― ns  

ライトデータ遅延時間 tWDD ― 70 ― 100 ns  

ライトデータセットアップ時間 tWDS 0.5×tcyc-37 ― 0.5×tcyc-80 ― ns  

ライトデータホールド時間 tWDH 0.5×tcyc-15 ― 0.5×tcyc-60 ― ns  

WAITセットアップ時間 tWTS 50 ― 90 ― ns 図 27.16 

WAITホールド時間 tWTH 10 ― 10 ― ns  

BREQセットアップ時間 tBRQS 50 ― 90 ― ns 図 27.19 

BACK遅延時間 tBACD ― 50 ― 90 ns  

バスフローティング時間 tBZD ― 80 ― 160 ns  

 



27. 電気的特性 

Rev.6.00  2010.03.18  27-65 
RJJ09B0171-0600 

 

（4） 内蔵周辺モジュールタイミング 

表 27.45に内蔵周辺タイミングを、表 27.46に I2Cバスタイミングを示します。 
 

表 27.45 内蔵周辺タイミング 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、 

2～13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B、C 項 目 記号

min max min max 

単位 測定条件 

I/Oポート* 出力データ遅延時間 tPWD ― 100 ― 150 ns 図 27.24 

 入力データセットアップ時間 tPRS 50 ― 80 ―   

 入力データセットアップ時間 tPRH 50 ― 80 ―   

TPU タイマ出力遅延時間 tTOCD ― 100 ― 150 ns 図 27.25 

 タイマ入力セットアップ時間 tTICS 40 ― 60 ―   

 タイマクロック入力セットアップ時間 tTCKS 40 ― 60 ― ns 図 27.26 

単エッジ指定 tTCKWH 1.5 ― 1.5 ―  タイマクロック 

パルス幅 両エッジ指定 tTCKWL 2.5 ― 2.5 ― 

tcyc  

TMR タイマ出力遅延時間 tTMOD ― 100 ― 150 ns 図 27.27 

 タイマリセット入力セットアップ時間 tTMRS 50 ― 80 ― ns 図 27.29 

 タイマクロック入力セットアップ時間 tTMCS 50 ― 80 ― ns 図 27.28 

単エッジ指定 tTMCWH 1.5 ― 1.5 ―  タイマクロック 

パルス幅 両エッジ指定 tTMCWL 2.5 ― 2.5 ― 

tcyc  

WDT_1 BUZZ出力遅延時間 tBUZD ― 100 ― 150 ns 図 27.30 

調歩同期 4 ― 4 ― 入力クロック 

サイクル クロック同期 

tScyc 

6 ― 6 ― 

tcyc 

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 0.6 0.4 0.6 tScyc 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr ― 1.5 ― 1.5 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf ― 1.5 ― 1.5 

tcyc 

図 27.31 

送信データ遅延時間 tTXD ― 100 ― 150 ns 図 27.32 

受信データセットアップ時間 

（クロック同期） 

tRXS 75 ― 150 ― ns 

SCI* 

受信データホールド時間 

（クロック同期） 

tRXH 75 ― 150 ― ns 

 

A/D変換器 トリガ入力セットアップ時間 tTRGS 40 ― 60 ― ns 図 27.33 

【注】 * P35/SCK1、P34の Highレベルは NMOSで駆動されます。Highレベルを出力するためには、プルアップ抵抗を外付 

けする必要があります。 
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表 27.46 I2Cバスタイミング 

条件：VCC＝2.7～3.6V、VSS＝0V、φ＝5MHz～最大動作周波数、 Ta＝- 20～+75℃ 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

SCL入力サイクル時間 tSCL 12tcyc ― ― ns 図 27.34 

SCL入力 Highパルス幅 tSCLH 3tcyc ― ― ns  

SCL入力 Lowパルス幅 tSCLL 5tcyc ― ― ns  

SCL、SDA入力立ち上がり時間 tSr ― ― 7.5tcyc* ns  

SCL、SDA入力立ち下がり時間 tSf ― ― 300 ns  

SCL、SDA入力スパイクパルス除去時間 tSP ― ― 1tcyc ns  

SDA入力バスフリー時間 tBUF 5tcyc ― ― ns  

開始条件入力ホールド時間 tSTAH 3tcyc ― ― ns  

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 3tcyc ― ― ns  

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 3tcyc ― ― ns  

データ入力セットアップ時間 tSDAS 0.5tcyc ― ― ns  

データ入力ホールド時間 tSDAH 0 ― ― ns  

SCL、SDAの容量性負荷 Cb ― ― 400 pF  

【注】 * I2Cモジュールで使用するクロックの選択により、7.5tcyc、17.5tcycとすることが可能です。詳細は「16.6 使用上の注

意事項」を参照してください。 

 



27. 電気的特性 

Rev.6.00  2010.03.18  27-67 
RJJ09B0171-0600 

 

27.5.4 A/D変換特性 

表 27.47に A/D変換特性を示します。 
 

表 27.47 A/D変換特性 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V*、AVCC＝2.7～3.6V*、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～13.5MHz、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版）：VCC＝2.2～3.6V*、AVCC＝2.2～3.6V*、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V*、AVCC＝2.2～3.6V*、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B、C 項 目 

min typ max min typ max 

単位 

分解能 10 10 10 10 10 10 ビット 

変換時間 9.6 ― ― 20.9 ― ― µs 

アナログ入力容量 ― ― 20 ― ― 20 pF 

許容信号源インピーダンス ― ― 5 ― ― 5 kΩ 

非直線性誤差 ― ― ±6.0 ― ― ±6.0 LSB 

オフセット誤差 ― ― ±4.0 ― ― ±4.0 LSB 

フルスケール誤差 ― ― ±4.0 ― ― ±4.0 LSB 

量子化誤差 ― ― ±0.5 ― ― ±0.5 LSB 

絶対精度 ― ― ±8.0 ― ― ±8.0 LSB 

【注】 * AN0、AN1は VCC＝AVCC時のみ使用可能です。 
 

27.5.5 D/A変換特性 

表 27.48に D/A変換特性を示します。 
 

表 27.48 D/A変換特性 

条件 A（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～13.5MHz、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B、C 項目 

min typ max min typ max 

単位 測定条件 

分解能 8 8 8 8 8 8 ビット  

変換時間 ― ― 10 ― ― 10 µs 負荷容量 20pF 

― ±2.0 ±3.0 ― ±3.0 ±4.0 LSB 負荷抵抗 2MΩ 絶対精度* 

― ― ±2.0 ― ― ±3.0 LSB 負荷抵抗 4MΩ 
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【注】 * モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、およびサ

ブスリープモード時は除きます。 
 

27.5.6 フラッシュメモリ特性 

表 27.49にフラッシュメモリ特性を示します。 
 

表 27.49 フラッシュメモリ特性 

条件 A：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 VCC＝3.0～3.6V（書き込み／消去時の動作電圧範囲）、 

 Ta＝- 20～+75℃（書き込み／消去時の動作温度範囲；通常仕様品）、 

 Ta＝- 40～+85℃（書き込み／消去時の動作温度範囲；広温度範囲仕様品） 

条件 B：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 VCC＝3.0～3.6V（書き込み／消去時の動作電圧範囲）、 

 Ta＝- 20～+50℃（書き込み／消去時の動作温度範囲；通常仕様品） 

項目 記号 min typ max 単位 測定条件 

書き込み時間*1*2*4 tP － 10 200 ms/128バイト  

消去時間*1*3*5 tE － 100 1200 ms/ブロック  

書き換え回数 NWEC 100*6 10000*7
－ 回数  

データ保持時間*8 tDRP 10 － － 年  

SWE1ビットセット後の

ウェイト時間*1 
tsswe 1 1 － μs  

PSU1ビットセット後の

ウェイト時間*1 
tspsu 50 50 － μs  

tsp10 8 10 12 μs  

tsp30 28 30 32 μs 1≦n≦6 

書き込み時 

P1ビットセット後の 

ウェイト時間*1*4 

tsp200 198 200 202 μs 7≦n≦1000 

 P1ビットクリア後の 

ウェイト時間*1 
tcp 5 5 － μs  

 PSU1ビットクリア後の

ウェイト時間*1 
tcpsu 5 5 － μs  

 PV1ビットセット後の 

ウェイト時間*1 
tspv 4 4 － μs  

 H'FFダミーライト後の

ウェイト時間*1 
tspvr 2 2 － μs  

 PV1ビットクリア後の 

ウェイト時間*1 
tcpv 2 2 － μs  

 SWE1ビットクリア後の

ウェイト時間 
tcswe 100 100 － μs  

N1 － － 6*4  最大書き込み回数*1*4 

N2 － － 994*4 

回  
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項目 記号 min typ max 単位 測定条件 

SWE1ビットセット後の

ウェイト時間*1 
tsswe 1 1 － μs  消去時 

ESU1ビットセット後の

ウェイト時間*1 
tsesu 100 100 － μs  

 E1ビットセット後の 

ウェイト時間*1*5 
tse 10 10 100 ms  

 E1ビットクリア後の 

ウェイト時間*1 
tce 10 10 － μs  

 ESU1ビットクリア後の

ウェイト時間*1 
tcesu 10 10 － μs  

 EV1ビットセット後の 

ウェイト時間*1 
tsev 20 20 － μs  

 H'FFダミーライト後の 

ウェイト時間*1 
tsevr 2 2 － μs  

EV1ビットクリア後の 

ウェイト時間*1 
tcev 4 4 － μs  

SWE1ビットクリア後の

ウェイト時間 
tcswe 100 100 － μs  

 

最大消去回数*1*5 N － － 100 回  

【注】 *1 各時間の設定は、書き込み／消去のアルゴリズムに従い、行ってください。 

 *2 128バイト当たりの書き込み時間（フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の P1ビットをセット
しているトータル期間を示します。書き込みベリファイ時間は含まれません） 

 *3 1ブロックを消去する時間（FLMCR1の E1ビットをセットしている期間を示します。消去ベリファイ時間は含ま
れません） 

 *4 書き込み時間の最大値 
（tp（max）＝P1ビットセット後のウェイト時間（tsp ）×最大書き込み回数（N）） 
（tsp30＋tsp10 ）×6＋（tsp200 ）×994 

 *5 消去時間の最大値（tE（max））に対して、E1ビットセット後のウエイト時間（tse ）と最大消去回数（N）は以下
の関係にあります。 
tE（max）＝E1ビットセット後のウェイト時間（tse ）×最大消去回数（N） 

 *6 書き換え後のすべての特性を保証する min回数です。（保証は 1～min値の範囲です） 

 *7 25℃のときの参考値。（通常この値まで書き換えは機能するという目安です） 

 *8 書き換えが min値を含む仕様範囲内で行われたときのデータ保持特性です。 
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27.6 H8S/2237グループ、H8S/2227グループの電気的特性 

27.6.1 絶対最大定格 

表 27.50に絶対最大定格を示します。 
 

表 27.50 絶対最大定格 

項  目 記号 定格値 単位 

電源電圧 VCC - 0.3～+4.3 V 

プログラム電圧* VPP - 0.3～+13.5 V 

入力電圧（ポート 4、9以外） Vin - 0.3～VCC+0.3 V 

入力電圧（ポート 4、9） Vin - 0.3～AVCC+0.3 V 

リファレンス電源電圧 Vref - 0.3～AVCC+0.3 V 

アナログ電源電圧 AVCC - 0.3～+4.3 V 

アナログ入力電圧 VAN - 0.3～AVCC+0.3 V 

動作温度 Topr 通常仕様品：- 20～+75 ℃ 

  広温度範囲仕様品：- 40～+85  

保存温度 Tstg - 55～+125 ℃ 

【使用上の注意】 

 絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

【注】 フラッシュメモリの書き込み／消去時の動作温度範囲 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

 * HD6472237に適用します。 
 

27.6.2 DC特性 

表 27.51に DC特性を、表 27.52に出力許容電流を示します。 
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表 27.51 DC特性（1） 

条件（ZTAT版、F-ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

条件（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

VT－ VCC×0.2 ― ― V  

VT＋ ― ― VCC×0.8 V  

シュミット 

トリガ入力 

電圧 

IRQ0～IRQ7 

 

VT＋-VT－ VCC×0.07 ― ― V ZTAT版、マスク ROM版 

  VT＋-VT－ VCC×0.05 ― ― V F-ZTAT版 

入力 High 

レベル電圧 

RES、STBY、NMI、 

MD2～MD0、FWE 

VIH VCC×0.9 ― VCC+0.3 V  

 EXTAL、ポート 1、3、

7、A～G 

 VCC×0.8 ― VCC+0.3 V  

 ポート 4*5
、9  VCC×0.8 ― AVCC+0.3*5 V  

入力 Low 

レベル電圧 

RES、STBY、FWE、 

MD2～MD0 

VIL - 0.3 ― VCC×0.1 V  

 NMI、EXTAL、ポート 1、

3、4、7、9、A～G 

 - 0.3 ― VCC×0.2 V  

VCC- 0.5 ― ― V IOH＝- 200μA 出力 High 

レベル電圧 

全出力端子 VOH 

VCC- 1.0 ― ― V IOH＝- 1mA*2 

VOL ― ― 0.4 V IOL＝0.4mA 出力 Low 

レベル電圧 

全出力端子 

 ― ― 0.4 V IOL＝0.8mA*2 

RES ｜Iin｜ ― ― 1.0 μA入力リーク 

電流 STBY、NMI、FWE 

MD2～MD0 

 ― ― 1.0 μA

Vin＝0.5～VCC- 0.5V*3 

Vin＝0.2～VCC- 0.2V*4 

 ポート 4、9  ― ― 1.0 μA Vin＝0.5～AVCC- 0.5V*3 

Vin＝0.2～AVCC- 0.2V*4 

スリーステー

トリーク電流 

（オフ状態） 

ポート 1、3、7、A～G ｜ITSI｜ ― ― 1.0 μA Vin＝0.5～VCC- 0.5V*3 

Vin＝0.2～VCC- 0.2V*4 

入力プルアッ

プ MOS電流 

ポート A～E - IP 10 ― 300 μA Vin＝0V 

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。A/D変換器、

D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧を印加して

ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 Vcc=2.7～3.6V 

 *3 ZTAT版、マスク ROM版 

 *4 F-ZTAT版 

 *5 VCC＜AVCCのとき、P40、P41の maxは VCC＋0.3Vになります。 
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表 27.51 DC特性（2） 

条件（F-ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

RES ― ― 30 pF 

NMI ― ― 30 pF 

入力容量 

上記以外の全入力端子

Cin 

 

― ― 15 pF 

Vin＝0V、 f＝1MHz、 

Ta＝25℃ 

通常動作時 ― 20 

VCC＝3.0V 

37 

VCC＝3.6V 

mA f＝13.5MHz 

スリープ時 ― 15 

VCC＝3.0V 

29 

VCC＝3.6V 

mA f＝13.5MHz 

全モジュール 

ストップ時 

― 15 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

中速モード 

（φ/32）時 

― 11 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

サブアクティブ 

モード時 

― 60 160 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

サブスリープ 

モード時 

― 35 90 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

ウォッチモード時 ― 8 40 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

― 1.0 

VCC＝3.0V 

10 

VCC＝3.6V 

Ta≦50℃、 

32.768kHz未使用時 

消費電流*2 

スタンバイ時*3 

ICC*4

―  ― 50 

VCC＝3.6V 

μA 

50℃＜Ta、 

32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 ― 0.8 1.5 mA AVCC＝3.0V アナログ 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

A/D、D/A変換中 ―  1.3 2.5 mA Vref＝3.0V リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRAM 2.0 ― ―  V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。A/D変換器、
D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧を印加して
ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.2V、VI L max＝0.2Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに
内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜2.7Vのとき、VIH min＝VCC×0.9、VIL max＝0.3Vとした場合の値です。 

 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max＝1.0（mA）+0.74（mA/ (MHz×V)）×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max＝1.0（mA）+0.58（mA/ (MHz×V)）×VCC×f（スリープ時） 
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表 27.51 DC特性（3） 

条件（ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

RES ― ― 80 pF 

NMI ― ― 50 pF 

入力容量 

上記以外の全入力端子

Cin 

 

― ― 15 pF 

Vin＝0V、 f＝1MHz、 

Ta＝25℃ 

通常動作時 ― 16 

VCC＝3.0V 

28 

VCC＝3.6V 

mA f＝10MHz 

スリープ時 ― 12 

VCC＝3.0V 

22 

VCC＝3.6V 

mA f＝10MHz 

全モジュール 

ストップ時 

― 12 ― mA f＝10MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

中速モード 

（φ/32）時 

― 8.5 ― mA f＝10MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

サブアクティブ 

モード時 

― 80 120 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

サブスリープ 

モード時 

― 60 90 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

ウォッチモード時 ― 8 12 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

― 0.01 5.0 Ta≦50℃、 

32.768kHz未使用時 

消費電流*2 

スタンバイ時*3 

ICC*4

―  ― 20.0 

μA 

50℃＜Ta、 

32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 ― 0.2 1.0 mA AVCC＝3.0V アナログ 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

A/D、D/A変換中 ―  1.3 2.5 mA Vref＝3.0V リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時 

AICC

― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRAM 2.0 ― ―  V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。A/D変換器、
D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧を印加して
ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.5V、VI L max＝0.5Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに
内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜2.7Vのとき、VIH min＝VCC×0.9、VIL max＝0.3Vとした場合の値です。 

 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max＝1.0（mA）+0.74（mA/ (MHz×V)）×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max＝1.0（mA）+0.58（mA/ (MHz×V)）×VCC×f（スリープ時） 
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表 27.51 DC特性（4） 

条件（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

  Ta＝-20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝-40～+85℃（広温度範囲仕様品）*1 

項 目 記号 min typ max 単位 測定条件 

入力容量 RES Cin ― ― 80 pF 

 NMI  ― ― 50 pF 

 上記以外の全入力端子  ― ― 15 pF 

Vin＝0V、f＝1MHz、 
Ta＝25℃ 

消費電流*2 通常動作時 ICC*4
― 20 

VCC＝3.0V 
37 

VCC＝3.6V 
mA f＝13.5MHz 

   ― 10 
VCC＝3.0V 

18 
VCC＝3.6V 

mA f＝6.25MHz 

 スリープ時  ― 15 
VCC＝3.0V 

29 
VCC＝3.6V 

mA f＝13.5MHz 

    7.5 
VCC＝3.0V 

14 
VCC＝3.6V 

mA f＝6.25MHz 

 全モジュール 

ストップ時 

 ― 15 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

 中速モード 

（φ/32）時 

 ― 11 ― mA f＝13.5MHz、 

VCC＝3.0V（参考値） 

 サブアクティブ 

モード時 

 ― 60 160  μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

 サブスリープ 

モード時 

 ― 35  90  μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

 ウォッチモード時  ― 8 40 μA 32.768kHz水晶発振子 

使用時、VCC＝3.0V 

 スタンバイ時*3  ― 0.01 

VCC＝3.0V 

10 

VCC＝3.6V 

μA Ta≦50℃、 

32.768kHz未使用時 

   ―  ― 50 

VCC＝3.6V 

 50℃＜Ta、 

32.768kHz未使用時 

A/D、D/A変換中 AICC ― 0.8 1.5 mA AVCC＝3.0V アナログ 

電源電流 A/D、D/A変換待機時  ― 0.01 5.0 μA  

A/D、D/A変換中 AICC ―  1.3 2.5 mA Vref＝3.0V リファレンス 

電源電流 A/D、D/A変換待機時  ― 0.01 5.0 μA  

RAMスタンバイ電圧 VRAM 2.0 ― ―  V  

【注】 *1 A/D変換器、D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref、AVss端子を開放しないでください。A/D変換器、
D/A変換器を使用しない場合でも、AVcc、Vref端子は VCCに接続するなどの方法で、2.0～3.6Vの電圧を印加して
ください。このとき、Vref≦AVCCとしてください。 

 *2 消費電流値は、VIH min＝VCC- 0.5V、VI L max＝0.5Vの条件下で、すべての出力端子を無負荷状態にして、さらに
内蔵プルアップ MOSをオフ状態にした場合の値です。 

 *3 VRAM≦VCC＜2.2Vのとき、VIH min＝VCC× 0.9、VIL max＝0.3Vとした場合の値です。 
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 *4 ICCは下記の式に従って VCCと fに依存します。 

  ICC max＝1.0（mA）+0.74（mA/ (MHz×V））×VCC×f（通常動作時） 

  ICC max＝1.0（mA）+0.58（mA/ (MHz×V））×VCC×f（スリープ時） 
 

表 27.52 出力許容電流 

条件（ZTAT版、F-ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 
Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 
Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

項  目 記号 min typ max 単位 

全出力端子 VCC＝2.2～3.6V IOL － － 0.5 出力 Lowレベル許容電流 
（1端子当たり）  VCC＝2.7～3.6V  － － 1.0 

mA 

全出力端子の総和 VCC＝2.2～3.6V ΣIOL － － 30 出力 Lowレベル許容電流
（総和）  VCC＝2.7～3.6V  － － 60 

mA 

VCC＝2.2～3.6V － － 0.5 出力 Highレベル許容電流
（1端子当たり） 

全出力端子 

VCC＝2.7～3.6V 

- IOH 

－ － 1.0 

mA 

VCC＝2.2～3.6V － － 15 出力 Highレベル許容電流
（総和） 

全出力端子の総和 

VCC＝2.7～3.6V 

Σ - IOH 

－ － 30 

mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 27.52の値を超えないようにしてください。 
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27.6.3 AC特性 

AC測定条件を図 27.9に示します。 

（1） クロックタイミング 

表 27.53にクロックタイミングを示します。 

表 27.53 クロックタイミング 

条件 A（ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～10MHz、 
Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、
2～13.5MHz、 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、 
  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B、 条件 C 項   目 記号

min max min max min max 

単位 測定条件 

クロックサイクル時間 tcyc 100 500 74 500 160 500 ns 図 27.10 

クロックハイレベルパルス幅 tCH 35 ― 25 ― 50 ― ns  

クロックローレベルパルス幅 tCL 35 ― 25 ― 50 ― ns  

クロック立ち上がり時間 tCr ― 15 ― 10 ― 25 ns  

クロック立ち下がり時間 tCf ― 15 ― 10 ― 25 ns  

リセット発振安定時間（水晶） tOSC1 20 ― 20 ― 40 ― ms 図 27.11 

ソフトウェアスタンバイ発振安定 
時間（水晶） 

tOSC2 8 ― 8 ― 16 ― ms  

外部クロック出力安定遅延時間 tDEXT 500 ― 500 ― 1000 ― μs 図 27.11 

サブクロック発振安定時間 tOSC3 ― 2 ― 2 ― 3 s  

サブクロック発振器発振周波数 fSUB 32.768 32.768 32.768 kHz  

サブクロック（φSUB）サイクル時間 tSUB 30.5 30.5 30.5 μs  
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（2） 制御信号タイミング 

表 27.54に制御信号タイミングを示します。 
 

表 27.54 制御信号タイミング 

条件 A（ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 φ＝32.768kHz、2～10MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768KHz、

2～13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768KHz、2～6.25MHz、

  Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B 条件 C 項 目 記号 

min max min max min max 

単位 測定条件 

RESセットアップ時間 tRESS 250 ― 250 ― 350 ― ns 図 27.12 

RESパルス幅 tRESW 20 ― 20 ― 20 ― tcyc  

MRESセットアップ時間 tMRESS 250 ― 250 ― 350 ― ns  

MRESパルス幅 tMRESW 20 ― 20 ― 20 ― tcyc  

NMIセットアップ時間 tNMIS 250 ― 250 ― 350 ― ns 図 27.13 

NMIホールド時間 tNMIH 10 ― 10 ― 10 ― ns  

NMIパルス幅（ソフトウェアス

タンバイモードからの復帰時）

tNMIW 200 ― 200 ― 300 ― ns  

IRQセットアップ時間 tIRQS 250 ― 250 ― 350 ― ns  

IRQホールド時間 tIRQH 10 ― 10 ― 10 ― ns  

IRQパルス幅（ソフトウェアス

タンバイモードからの復帰時）

tIRQW 200 ― 200 ― 300 ― ns  
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（3） バスタイミング 

表 27.55にバスタイミングを示します。 
 

表 27.55 バスタイミング 

条件 A（ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 φ＝2～10MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～13.5MHz、 

Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B 条件 C 項 目 記号

min max min max min max 

単

位 

測定 

条件 

アドレス遅延時間 tAD ― 60 ― 50 ― 90 ns 

アドレス 

セットアップ時間 

tAS 0.5×tcyc-40 ― 0.5×tcyc-30 ― 0.5×tcyc-60 ― ns 

アドレス 

ホールド時間 

tAH 0.5×tcyc-20 ― 0.5×tcyc-15 ― 0.5×tcyc-30 ― ns 

図 27.14 

～ 

図 27.18 

CS遅延時間 tCSD ― 60 ― 50 ― 90 ns  

AS遅延時間 tASD ― 60 ― 50 ― 90 ns  

RD遅延時間 1 tRSD1 ― 60 ― 50 ― 90 ns  

RD遅延時間 2 tRSD2 ― 60 ― 50 ― 90 ns  

リードデータ 

セットアップ時間 

tRDS 30 ― 30 ― 50 ― ns  

リードデータ 

ホールド時間 

tRDH 0 ― 0 ― 0 ― ns  

リードデータ 

アクセス時間 1 

tACC1 ― 1.0×tcyc-65 ― 1.0×tcyc-65 ― 1.0×tcyc-90 ns  

リードデータ 

アクセス時間 2 

tACC2 ― 1.5×tcyc-65 ― 1.5×tcyc-65 ― 1.5×tcyc-90 ns  

リードデータ 

アクセス時間 3 

tACC3 ― 2.0×tcyc-65 ― 2.0×tcyc-65 ― 2.0×tcyc-90 ns  

リードデータ 

アクセス時間 4 

tACC4 ― 2.5×tcyc-65 ― 2.5×tcyc-65 ― 2.5×tcyc-90 ns  

リードデータ 

アクセス時間 5 

tACC5 ― 3.0×tcyc-65 ― 3.0×tcyc-65 ― 3.0×tcyc-90 ns  

WR遅延時間 1 tWRD1 ― 60 ― 50 ― 90 ns  

WR遅延時間 2 tWRD2 ― 60 ― 50 ― 90 ns  

WRパルス幅 1 tWSW1 1.0×tcyc-40 ― 1.0×tcyc-30 ― 1.0×tcyc-60 ― ns  

WRパルス幅 2 tWSW2 1.5×tcyc-40 ― 1.5×tcyc-30 ― 1.5×tcyc-60 ― ns  
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条件 A 条件 B 条件 C 項 目 記号

min max min max min max 

単

位 

測定 

条件 

ライトデータ 

遅延時間 

tWDD ― 80 ― 70 ― 100 ns 図 27.14 

～ 

ライトデータ 

セットアップ時間 

tWDS 0.5×tcyc-50 ― 0.5×tcyc-37 ― 0.5×tcyc-80 ― ns 図 27.18 

ライトデータ 

ホールド時間 

tWDH 0.5×tcyc-30 ― 0.5×tcyc-15 ― 0.5×tcyc-60 ― ns  

WAIT 

セットアップ時間 

tWTS 60 ― 50 ― 90 ― ns 図 27.16 

WAITホールド時間 tWTH 10 ― 10 ― 10 ― ns  

BREQ 

セットアップ時間 

tBRQS 60 ― 50 ― 90 ― ns 図 27.19 

BACK遅延時間 tBACD ― 60 ― 50 ― 90 ns  

バスフローティング

時間 

tBZD ― 100 ― 80 ― 160 ns  
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（4） 内蔵周辺モジュールタイミング 

表 27.56に内蔵周辺タイミングを示します。 
 

表 27.56 内蔵周辺タイミング 

条件 A（ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 φ＝32.768kHz、2～10MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、

2～13.5MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、 Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝32.768kHz、2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B 条件 C 項 目 記号 

min max min max min max 

単

位 
測定 
条件 

出力データ遅延時間 tPWD ― 100 ― 100 ― 150 ns 図 27.24 I/O 
ポート 入力データセットアップ時間 tPRS 50 ― 50 ― 80 ―   

 入力データセットアップ時間 tPRH 50 ― 50 ― 80 ―   

TPU タイマ出力遅延時間 tTOCD ― 100 ― 100 ― 150 ns 図 27.25 

 タイマ入力セットアップ時間 tTICS 50 ― 40 ― 60 ―   

 タイマクロック入力セットアップ 
時間 

tTCKS 50 ― 40 ― 60 ― ns 図 27.26 

単エッジ指定 tTCKWH 1.5 ― 1.5 ― 1.5 ―  タイマクロック 

パルス幅 両エッジ指定 tTCKWL 2.5 ― 2.5 ― 2.5 ― 

tcyc  

TMR タイマ出力遅延時間 tTMOD ― 100 ― 100 ― 150 ns 図 27.27 

 タイマリセット入力セットアップ 
時間 

tTMRS 50 ― 50 ― 80 ― ns 図 27.29 

 タイマクロック入力セットアップ 
時間 

tTMCS 50 ― 50 ― 80 ― ns 図 27.28 

単エッジ指定 tTMCWH 1.5 ― 1.5 ― 1.5 ―  タイマクロック 

パルス幅 両エッジ指定 tTMCWL 2.5 ― 2.5 ― 2.5 ― 

tcyc  

WDT_1 BUZZ出力遅延時間 tBUZD ― 100 ― 100 ― 150 ns 図 27.30 

調歩同期 4 ― 4 ― 4 ― 入力クロック 

サイクル クロック同期 

tScyc 

6 ― 6 ― 6 ― 

tcyc 

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4 0.6 0.4 0.6 0.4 0.6 tScyc 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr ― 1.5 ― 1.5 ― 1.5 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf ― 1.5 ― 1.5 ― 1.5 

tcyc 

図 27.31 

送信データ遅延時間 tTXD ― 100 ― 100 ― 150 ns 図 27.32 

受信データセットアップ時間 
（クロック同期） 

tRXS 100 ― 75 ― 150 ― ns 

SCI 

受信データホールド時間 
（クロック同期） 

tRXH 100 ― 75 ― 150 ― ns 

 

A/D 
変換器 

トリガ入力セットアップ時間 tTRGS 50 ― 40 ― 60 ― ns 図 27.33 
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27.6.4 A/D変換特性 

表 27.57に A/D変換特性を示します。 
 

表 27.57 A/D変換特性 

条件 A（ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 φ＝2～10MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（F-ZTAT版、マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V*、AVCC＝2.7～3.6V*、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～13.5MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V*、AVCC＝2.2～3.6V*、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B 条件 C 項 目 

min typ max min typ max min typ max 

単位 

分解能 10 10 10 10 10 10 10 10 10 ビット 

変換時間 13.1 ― ― 9.6 ― ― 20.9 ― ― µs 

アナログ入力容量 ― ― 20 ― ― 20 ― ― 20 pF 

許容信号源インピーダンス ― ― 5 ― ― 5 ― ― 5 kΩ 

非直線性誤差 ― ― ±6.0 ― ― ±6.0 ― ― ±6.0 LSB 

オフセット誤差 ― ― ±4.0 ― ― ±4.0 ― ― ±4.0 LSB 

フルスケール誤差 ― ― ±4.0 ― ― ±4.0 ― ― ±4.0 LSB 

量子化誤差 ― ― ±0.5 ― ― ±0.5 ― ― ±0.5 LSB 

絶対精度 ― ― ±8.0 ― ― ±8.0 ― ― ±8.0 LSB 

【注】 * AN0、AN1は VCC＝AVCC時のみ使用可能です。 
 

27.6.5 D/A変換特性 

表 27.58に D/A変換特性を示します。 
 

表 27.58 D/A変換特性 

条件 A（ZTAT版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 φ＝2～10MHz、Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 B（マスク ROM版）：VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～13.5MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品） 

条件 C（マスク ROM版）：VCC＝2.2～3.6V、AVCC＝2.2～3.6V、Vref＝2.2V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、φ＝2～6.25MHz、 

 Ta＝- 20～+75℃（通常仕様品）、Ta＝- 40～+85℃（広温度範囲仕様品） 

条件 A 条件 B 条件 C 項目 

min typ max min typ max min typ max

単位 測定条件 

分解能 8 8 8 8 8 8 8 8 8 ビット  

変換時間 ― ― 10 ― ― 10 ― ― 10 μs 負荷容量 20pF 

― ±2.0 ±3.0 ― ±2.0 ±3.0 ― ±3.0 ±4.0 LSB 負荷抵抗 2MΩ 絶対精度* 

― ― ±2.0 ― ― ±2.0 ― ― ±3.0 LSB 負荷抵抗 4MΩ 
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【注】 * モジュールストップモード、ソフトウェアスタンバイモード、ウォッチモード、サブアクティブモード、およびサ

ブスリープモード時は除きます。 
 

27.6.6 フラッシュメモリ特性 

表 27.59にフラッシュメモリ特性を示します。 
 

表 27.59 フラッシュメモリ特性 

条件： VCC＝2.7～3.6V、AVCC＝2.7～3.6V、Vref＝2.7V～AVCC、VSS＝AVSS＝0V、 

 VCC＝3.0～3.6V（書き込み／消去時の動作電圧範囲） 

 Ta＝- 20～+50℃（書き込み／消去時の動作温度範囲；通常仕様品） 

項目 記号 min typ max 単位 測定条件 

書き込み時間*1*2*4 tP － 10 200 ms/128バイト  

消去時間*1*3*5 tE － 100 1200 ms/ブロック  

書き換え回数 NWEC 100*6 10000*7
－ 回数  

データ保持時間*8 tDRP 10 － － 年  

SWE1ビットセット後の

ウェイト時間*1 
tsswe 1 1 － μs  

PSU1ビットセット後の

ウェイト時間*1 
tspsu 50 50 － μs  

tsp10 8 10 12 μs  

tsp30 28 30 32 μs 1≦n≦6 

書き込み時 

P1ビットセット後の 

ウェイト時間*1*4 

tsp200 198 200 202 μs 7≦n≦1000 

 P1ビットクリア後の 

ウェイト時間*1 
tcp 5 5 － μs  

 PSU1ビットクリア後の

ウェイト時間*1 
tcpsu 5 5 － μs  

 PV1ビットセット後の 

ウェイト時間*1 
tspv 4 4 － μs  

 H'FFダミーライト後の

ウェイト時間*1 
tspvr 2 2 － μs  

 PV1ビットクリア後の 

ウェイト時間*1 
tcpv 2 2 － μs  

 SWE1ビットクリア後の

ウェイト時間 
tcswe 100 100 － μs  

N1 － － 6*4  最大書き込み回数*1*4 

N2 － － 994*4 

回  
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項目 記号 min typ max 単位 測定条件 

SWE1ビットセット後の

ウェイト時間*1 
tsswe 1 1 － μs  消去時 

ESU1ビットセット後の

ウェイト時間*1 
tsesu 100 100 － μs  

 E1ビットセット後の 

ウェイト時間*1*5 
tse 10 10 100 ms  

 E1ビットクリア後の 

ウェイト時間*1 
tce 10 10 － μs  

 ESU1ビットクリア後の

ウェイト時間*1 
tcesu 10 10 － μs  

 EV1ビットセット後の 

ウェイト時間*1 
tsev 20 20 － μs  

 H'FFダミーライト後の 

ウェイト時間*1 
tsevr 2 2 － μs  

EV1ビットクリア後の 

ウェイト時間*1 
tcev 4 4 － μs  

SWE1ビットクリア後の

ウェイト時間 
tcswe 100 100 － μs  

 

最大消去回数*1*5 N － － 100 回  

【注】 *1 各時間の設定は、書き込み／消去のアルゴリズムに従い、行ってください。 

 *2 128バイト当たりの書き込み時間（フラッシュメモリコントロールレジスタ 1（FLMCR1）の P1ビットをセット
しているトータル期間を示します。書き込みベリファイ時間は含まれません） 

 *3 1ブロックを消去する時間（FLMCR1の E1ビットをセットしている期間を示します。消去ベリファイ時間は含ま
れません） 

 *4 書き込み時間の最大値 
（tp（max）＝P1ビットセット後のウェイト時間（tsp ）×最大書き込み回数（N）） 
（tsp30＋tsp10 ）×6＋（tsp200 ）×994 

 *5 消去時間の最大値（tE（max））に対して、E1ビットセット後のウエイト時間（tse ）と最大消去回数（N）は以下
の関係にあります。 
tE（max）＝E1ビットセット後のウェイト時間（tse ）×最大消去回数（N） 

 *6 書き換え後のすべての特性を保証する min回数です。（保証は 1～min値の範囲です） 

 *7 25℃のときの参考値。（通常この値まで書き換えは機能するという目安です） 

 *8 書き換えが min値を含む仕様範囲内で行われたときのデータ保持特性です。 
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27.7 動作タイミング 

27.7.1 クロックタイミング 

クロックタイミングを以下に示します。 
 

tCrtCL

tCftCH

φ

tcyc

 

図 27.10 システムクロックタイミング 

 

tOSC1tOSC1

EXTAL

VCC

STBY

RES

φ

tDEXT tDEXT

 

図 27.11 発振安定時間タイミング 
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27.7.2 制御信号タイミング 

制御信号タイミングを以下に示します。 
 

tRESW

tRESS tMRESS tMRESS

tMRESW

φ

tRESS

RES

MRES

 

図 27.12 リセット入力タイミング 

 

φ

tIRQS

IRQ

tIRQH

tNMIS tNMIH

tIRQS

IRQ

NMI

IRQ

tNMIW

tIRQW

 

図 27.13 割り込み入力タイミング 
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27.7.3 バスタイミング 

図 27.14～図 27.19にバスタイミングを示します。 
 

φ

A23 A0

CS7 CS0

AS

tRSD2

tAS tAH

tCSD

tACC2tRSD1

tASD tASD

tAD

tACC3

tWRD2tWRD2

tWSW1tWDD tWDH

T1 T2

RD

D15 D0

HWR LWR

D15 D0

tRDS

tAH

tAS

tAS

tRDH

 

図 27.14 基本バスタイミング／2ステートアクセス 
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φ

A23 A0

CS7 CS0

AS

tRSD2

tAS tAH 

tCSD 

tACC4
tRSD1

tASD tASD

tAD 

tACC5

tWRD2tWRD1

tWSW2tWDD tWDH

T1 T3

RD

D15 D0

HWR LWR

D15 D0

tWDS

T2

tRDS

tAS 

tAH 

tRDH

 

図 27.15 基本バスタイミング／3ステートアクセス 
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φ

A23 A0

CS7 CS0

AS

tWTH

T1 T2

RD

D15 D0

HWR LWR

D15 D0

WAIT

Tw T3

tWTS tWTHtWTS

 

図 27.16 基本バスタイミング／3ステートアクセス 1ウェイト 
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φ

A23 A0

CS0

AS

tRSD2

tAS tAH

tASD tASD

tAD

tACC3
tRDS tRDH

T1 T2

RD

D15 D0

T2 T3T1

 

図 27.17 バースト ROMアクセスタイミング／2ステートアクセス 
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tAD 

tACC1 tRDS tRDH

T1T2 T3T1

φ

A23 A0

CS0

AS

RD

D15 D0

tRSD2

 

図 27.18 バースト ROMアクセスタイミング／1ステートアクセス 

 

φ

BREQ

BACK

tBACD

tBZD
A23 A0

CS7 CS0  

AS RD  

HWR LWR

tBACD

tBZD

tBRQS tBRQS

 

図 27.19 外部バス権解放タイミング 
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φ

A23 A0

CS7 CS0

AS

tDACD1

T1 T2

RD

D15 D0

HWR LWR

DACK1 DACK0

D15 D0

tDACD2

 

図 27.20 DMACシングルアドレス転送タイミング／2ステートアクセス 
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φ

A23 A0

CS7 CS0

AS

tDACD1

T1 T2

RD

D15 D0

HWR LWR

DACK1 DACK0

D15 D0

tDACD2

T3

 

図 27.21 DMACシングルアドレス転送タイミング／3ステートアクセス 
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tTED

T2 T3T1

φ

TEND1 TEND0

tTED

 

図 27.22 DMAC TEND出力タイミング 

 

tDRQHtDRQS

φ

DREQ1 DREQ0  

図 27.23 DMAC DREQ入力タイミング 

27.7.4 内蔵周辺モジュールタイミング 

図 27.24～図 27.34に内蔵周辺モジュールタイミングを示します。 

φ

1 3 4

7 9 A G

tPRS 

T1 T2

tPWD 

tPRH

1 3 7

A G

 

図 27.24 I/Oポート入出力タイミング 
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φ

tTICS

tTOCD

*

*

* TIOCA5 TIOCA0 TIOCB5 TIOCB0 TIOCC3 TIOCC0 TIOCD3 TIOCD0

TIOCA5 TIOCA3 TIOCB5 TIOCB3 TIOCC3 TIOCD3 H8S/2227  

図 27.25 TPU入出力タイミング 

 

tTCKS

φ

tTCKS

TCLKA TCLKD

tTCKWHtTCKWL  

図 27.26 TPUクロック入力タイミング 

 

φ

tTMOD

TMO3 TMO0*

* H8S/2237 H8S/2227 TMO1 TMO0  

図 27.27 8ビットタイマ出力タイミング 
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tTMCS

φ

tTMCS

TMCI23*

TMCI01

tTMCWHtTMCWL

* H8S/2237 H8S/2227  

図 27.28 8ビットタイマクロック入力タイミング 

 

φ

tTMRS

TMRI23*

TMRI01

* H8S/2237 H8S/2227  

図 27.29 8ビットタイマリセット入力タイミング 

 

φ

tBUZD

BUZZ

tBUZD

 

図 27.30 WDT_1出力タイミング 

tScyc

tSCKrtSCKW

SCK3 SCK0*

tSCKf

* SCK2 H8S/2227  

図 27.31 SCKクロック入力タイミング 
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SCK3 SCK0*

TxD3 TxD0*

RxD3 RxD0*

tTXD

tRXHtRXS

* SCK2 TxD2 RxD2 H8S/2227  

図 27.32 SCI入出力タイミング／クロック同期式モード 

 

φ

tTRGS

ADTRG  

図 27.33 A/D変換器外部トリガ入力タイミング 

 

tBUF 

tSTAH tSTAS 

tSP tSTOStSCLH 

tSCLL 
tsf tSr

tSCL 
tSDAH

tSDAS

P* S* Sr*

VIH 

VIL 

SDA1
SDA0

SCL1
SCL0

* S P Sr

S 

P 

Sr  

図 27.34 I2Cバスインタフェース入出力タイミング【オプション】 
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27.8 使用上の注意事項 
F-ZTAT版とマスク ROM版は、本マニュアルに記載の電気的特性を満足していますが、製造プロセスの相異、

内蔵 ROMの相異、レイアウトパターンの相異などにより、電気的特性の実力値や動作マージン、ノイズマージン

などは異なる場合があります。 

F-ZTAT版を使用してのシステムの評価試験を行う場合には、マスク ROM版への切り替え時にマスク ROM版

についても同等の評価試験を行ってください。 
 



27. 電気的特性 

Rev.6.00  2010.03.18  27-98 
RJJ09B0171-0600 

 

 



Rev.6.00  2010.03.18  付録-1 
RJJ09B0171-0600 

 

付録 

A. 各端子状態における I/Oポートの状態 
 

ポート名 

端子名 

MCU 

動作 

モード

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ハードウェア

スタンバイ 

モード 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード、 

ウォッチモード 

バス権 

解放状態 

プログラム 

実行状態、 

スリープモード、 

サブスリープ 

モード 

P17～P14 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート 

P13/TIOCD0/ 

TCLKB/A23 

P12/ TIOCC0/ 

TCLKA/A22 

P11/TIOCB0/A21 

7 T keep T keep keep 入出力ポート 

 AEnビットでア

ドレス出力選択 

4～6 T keep T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

keep 

T アドレス出力 

 ポート選択 4～6 T keep T keep keep 入出力ポート 

P10/TIOCA0/ 

DACK0*3/A20 

7 T keep T keep keep 入出力ポート 

4、5 

 

 

L  AEnビットでア

ドレス出力選択 

6 T 

keep T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

keep 

T アドレス出力 

 ポート選択 4～6 T*1 keep T keep keep 入出力ポート 

ポート 3 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート 

ポート 4 4～7 T T T T T 入力ポート 

P77～P74 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート 

7 T keep T keep keep 入出力ポート P73/TMO1/TEND1*3/CS7 

P72/TMO0/TEND0*3/CS6 

P71/TMRI23*2/TMCI23*2/

DREQ1*3/CS5 

P70/TMRI01/ 

TMCI01/DREQ0*3/CS4 

4～6 T keep T [DDR・OPE＝0] 

T 

[DDR・OPE＝1] 

H 

T [DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

CS7～CS4 
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ポート名 

端子名 

MCU 

動作 

モード 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ハードウェア

スタンバイ 

モード 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード、 

ウォッチモード 

バス権 

解放状態 

プログラム 

実行状態、 

スリープモード、 

サブスリープ 

モード 

P97/DA1*4 

P96/DA0*4 

4～7 T T T [DAOEn＝1] 

keep 

[DAOEn＝0] 

T 

keep 入力ポート 

ポート A 7 T keep T keep keep 入出力ポート 

4、5 

 

 

L  AEnビットでア

ドレス出力選択 

6 T 

keep T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

keep 

T アドレス出力 

 ポート選択 4～6 T*1 keep T keep keep 入出力ポート 

ポート B 7 T keep T keep keep 入出力ポート 

 AEnビットでア

ドレス出力選択 

4、5 

 

 

L 

  6 T 

keep T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

keep 

T アドレス出力 

 ポート選択 4～6 T*1 keep T keep keep 入出力ポート 

ポート C 4、5 

 

 

L keep T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

keep 

T アドレス出力 

  6 T keep T [DDR・OPE＝0]

T 

[DDR・OPE＝1]

keep 

T [DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

アドレス出力 

  7 T keep T keep keep 入出力ポート 

ポート D 4～6 T T T T T データバス 

 7 T keep T keep keep 入出力ポート 

8ビッ

トバス 

4～6 T keep T keep keep 入出力ポート 

4～6 T T T T T データバス 

ポート E 

16ビッ

トバス 7 T keep T keep keep 入出力ポート 
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ポート名 

端子名 

MCU 

動作 

モード 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ハードウェア

スタンバイ 

モード 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード、 

ウォッチモード 

バス権 

解放状態 

プログラム 

実行状態、 

スリープモード、 

サブスリープ 

モード 

PF7/φ 4～6 クロック 

出力 

[DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

クロック出力 

T [DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

H 

[DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

クロック出力 

[DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

クロック出力 

 7 T keep T [DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

H 

[DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

クロック出力 

[DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

クロック出力 

PF6/AS 

PF5/RD 

PF4/HWR 

4～6 H H T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

H 

T AS、RD、HWR 

 7 T keep T keep keep 入出力ポート 

PF3/LWR/ADTRG/ 

IRQ3 

7 T keep T keep keep 入出力ポート 

 8ビットバス 4～6 (モード 4) 

H 

keep T keep keep 入出力ポート 

 16ビットバス 4～6 (モード 5、

6) 

T 

H T [OPE＝0] 

T 

[OPE＝1] 

H 

T LWR 

PF2/WAIT 4～6 T keep T [WAITE＝0] 

keep 

[WAITE＝1] 

T 

[WAITE＝0] 

keep 

[WAITE＝1] 

T 

[WAITE＝0] 

入出力ポート 

[WAITE＝1] 

WAIT 

 7 T keep T keep keep 入出力ポート 

PF1/BACK/BUZZ 4～6 T keep T [BRLE＝0] 

keep 

[BRLE＝1] 

H 

L [BRLE＝0] 

入出力ポート 

[BRLE＝1] 

BACK 

 7 T keep T keep keep 入出力ポート 

PF0/BREQ/IRQ2 4～6 T keep T [BRLE＝0] 

keep 

[BRLE＝1] 

T 

T [BRLE＝0] 

入出力ポート 

[BRLE＝1] 

BREQ 

 7 T keep T keep keep 入出力ポート 
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ポート名 

端子名 

MCU 

動作 

モード 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

ハードウェア

スタンバイ 

モード 

ソフトウェア 

スタンバイ 

モード、 

ウォッチモード 

バス権 

解放状態 

プログラム 

実行状態、 

スリープモード、 

サブスリープ 

モード 

PG4/CS0 4、5 

 

 

 

 

 

H 

 6 T 

keep T [DDR・OPE＝0]

T 

[DDR・OPE＝1]

H 

T [DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

CS0 

（スリープモー

ド、サブスリープ

モード時 H） 

 7 T keep T keep keep 入出力ポート 

PG3/CS1 

PG2/CS2 

PG1/CS3/IRQ7  

4～6 T keep T [DDR・OPE＝0]

T 

[DDR・OPE＝1]

H 

T [DDR＝0] 

入力ポート 

[DDR＝1] 

CS1～CS3 

 7 T keep T keep keep 入出力ポート 

PG0/IRQ6 4～7 T keep T keep keep 入出力ポート 

【記号説明】 

 H ：Highレベル 

 L ：Lowレベル 

 T ：ハイインピーダンス 

 keep ：入力ポートはハイインピーダンス、出力ポートは保持 

 DDR ：データディレクションレジスタ 

 OPE ：出力ポートイネーブル 

 WAITE：ウェイト入力イネーブル 

 BRLE ：バスリリースイネーブル 

【注】 *1 モード 4、5では L（アドレス入力） 

 *2 H8S/2237グループ、H8S/2227グループにはありません。 

 *3 H8S/2239グループのみです。 

 *4 H8S/2227グループにはありません。 
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B. 型名一覧 
表 B.1 H8S/2258グループ型名一覧 

製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ 

H8S/2258 フラッシュ 標準品 HD64F2258 HD64F2258TE13 100ピン TQFP（TFP-100B） 

 メモリ版   HD64F2258F13 100ピン QFP（FP-100A） 

    HD64F2258FA13 100ピン QFP（FP-100B） 

 マスク 標準品 HD6432258 HD6432258(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

 ROM版   HD6432258(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

    HD6432258(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

   HD6432256 HD6432256(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

    HD6432256(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

    HD6432256(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

  I2Cバスイン HD6432258W HD6432258W(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

  タフェース  HD6432258W(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

  内蔵品  HD6432258W(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

   HD6432256W HD6432256W(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

    HD6432256W(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

    HD6432256W(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

【記号説明】 (***)は ROMコードです。 

【注】  F-ZTAT版標準品には I2Cバスインタフェースを標準で内蔵しています。 

各製品の状況につきましては、当社営業担当者に確認してください。 
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表 B.2 H8S/2239グループ型名一覧 

製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ 

H8S/2239 フラッシュ 標準品 HD64F2239 HD64F2239TE20 100ピン TQFP（TFP-100B） 

 メモリ版   HD64F2239TF20 100ピン TQFP（TFP-100G） 

    HD64F2239FA20 100ピン QFP（FP-100B） 

    HD64F2239BQ20 112ピン TFBGA（TBP-112A） 

    HD64F2239TE16 100ピン TQFP（TFP-100B） 

    HD64F2239TF16 100ピン TQFP（TFP-100G） 

    HD64F2239FA16 100ピン QFP（FP-100B） 

    HD64F2239BQ16 112ピン TFBGA（TBP-112A） 

 マスク 標準品 HD6432239 HD6432239(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

 ROM版   HD6432239(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

    HD6432239(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

  I2Cバスイン HD6432239W HD6432239W(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

  タフェース  HD6432239W(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

  内蔵品  HD6432239W(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

【記号説明】 (***)は ROMコードです。 

【注】  F-ZTAT版標準品には I2Cバスインタフェースを標準で内蔵しています。 

各製品の状況につきましては、当社営業担当者に確認してください。 
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表 B.3 H8S/2238グループ型名一覧 

製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ（コード） 

H8S/2238B 5V品 HD64F2238B HD64F2238BTE13 100ピン TQFP（TFP-100B） 

 

フラッシュ

メモリ版   HD64F2238BTF13 100ピン TQFP（TFP-100G） 

    HD64F2238BF13 100ピン QFP（FP-100A） 

    HD64F2238BFA13 100ピン QFP（FP-100B） 

 5V品 HD6432238B HD6432238B(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

 

マスク 

ROM版   HD6432238B(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

    HD6432238B(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

    HD6432238B(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

  HD6432238BW HD6432238BW(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432238BW(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

   HD6432238BW(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

  

I2Cバスインタ

フェース 

内蔵品 

（5V品） 
 HD6432238BW(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

H8S/2238R 3V品 HD64F2238R HD64F2238RTE13 100ピン TQFP（TFP-100B） 

 

フラッシュ

メモリ版   HD64F2238RTF13 100ピン TQFP（TFP-100G） 

    HD64F2238RFA13 100ピン QFP（FP-100B） 

    HD64F2238RBQ13 112ピン TFBGA（TBP-112A） 

    HD64F2238RBR13 112ピン LFBGA（BP-112） 

  2.2V品 HD64F2238R HD64F2238RTE6 100ピン TQFP（TFP-100B） 

    HD64F2238RTF6 100ピン TQFP（TFP-100G） 

    HD64F2238RFA6 100ピン QFP（FP-100B） 

    HD64F2238RBQ6 112ピン TFBGA（TBP-112A） 

    HD64F2238RBR6 112ピン LFBGA（BP-112） 

 3.0V品 HD6432238R HD6432238R(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

 

マスク 

ROM版 2.2V品  HD6432238R(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

    HD6432238R(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

  HD6432238RW HD6432238RW(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432238RW(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

  

I2Cバスインタ

フェース 

内蔵品 

（3V品） 
 HD6432238RW(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 
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製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ（コード） 

H8S/2236B 5V品 HD6432236B HD6432236B(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

 

マスク 

ROM版   HD6432236B(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

    HD6432236B(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

    HD6432236B(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

  HD6432236BW HD6432236BW(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432236BW(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

   HD6432236BW(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

  

I2Cバスインタ

フェース 

内蔵品 

（5V品） 
 HD6432236BW(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

H8S/2236R 3.0V品、 HD6432236R HD6432236R(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

 

マスク 

ROM版 2.2V品  HD6432236R(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

    HD6432236R(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

  HD6432236RW HD6432236RW(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432236RW(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

  

I2Cバスインタ

フェース 

内蔵品 

（3V品） 
 HD6432236RW(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

【記号説明】 (***)は ROMコードです。 

【注】  各製品の状況につきましては、当社営業担当者に確認してください。 
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表 B.4 H8S/2237グループ、H8S/2227グループ型名一覧 

製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ（コード） 

H8S/2237 PROM版 HD6472237 HD6472237TE10 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6472237TF10 100ピン TQFP（TFP-100G） 

   HD6472237F10 100ピン QFP（FP-100A） 

   HD6472237FA10 100ピン QFP（FP-100B） 

 マスク ROM版 HD6432237 HD6432237(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432237(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

   HD6432237(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

   HD6432237(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

H8S/2235 マスク ROM版 HD6432235 HD6432235(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432235(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

   HD6432235(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

   HD6432235(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

H8S/2233 マスク ROM版 HD6432233 HD6432233(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432233(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

   HD6432233(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

   HD6432233(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

H8S/2227 フラッシュメモリ版 HD64F2227 HD64F2227TE13 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD64F2227TF13 100ピン TQFP（TFP-100G） 

 マスク ROM版 HD6432227 HD6432227(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432227(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

   HD6432227(***)F 100ピン QFP（FP-100A） 

   HD6432227(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

H8S/2225* マスク ROM版 HD6432225 HD6432225(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432225(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

   HD6432225(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

H8S/2224* マスク ROM版 HD6432224 HD6432224(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432224(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

   HD6432224(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

H8S/2223* マスク ROM版 HD6432223 HD6432223(***)TE 100ピン TQFP（TFP-100B） 

   HD6432223(***)TF 100ピン TQFP（TFP-100G） 

   HD6432223(***)FA 100ピン QFP（FP-100B） 

【記号説明】 (***)は ROMコードです。 

【注】 * HD6432225、HD6432224、HD6432223には、100ピン QFP（FP-100A）はありません。100ピン QFP（FP-100A）

をご使用の場合は、HD6432235(***)F、HD6432233(***)F、HD6432227(***)Fをご使用ください。 
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図 C.1 外形寸法図（TFP-100B） 
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図 C.2 外形寸法図（TFP-100G） 
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図 C.3 外形寸法図（FP-100A） 
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図 C.4 外形寸法図（FP-100B） 
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図 C.5 外形寸法図（BP-112） 
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図 C.6 外形寸法図（TBP-112A、TBP-112AV） 
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